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序 

抑 も 我神戶 市の 地た る歷 史的 港 泊と して 往古より-有名な 

る 兵 庫 を 其 域内に 包 有する の みならす 福 原 遷都 以下 國 史上 

の 大事 件に して 此 地に 關係を 有する もの 亦歡 しとせ す而し 

て德川 時代の 末期に 及 ひて は此地 外交問題の 焦點 となり 幾 

多の 曲折の 後慶應 三年 十二月 七日 遂に 互市 場と して 開港せ 

られ爾 來年處 を經る こと 五十 年 其 間 發展の 跡 を 顧る に 啻に 

刮目 を 値する のみに あらす 是に 於て 本 市 隆盛の 由り て來る 

所 を 明に し 以て 市民 百年の 考 鏡に 資せむ か爲め 大正 七 年 市 

史 編纂の 業 を 起こし 僚 屬を督 して 編 摩に 從 事せ しむる こと 

將に四 年に 垂ん とし 今 先つ 本 編總說 一 卷を 上梓す 其 他 は 編 

序  1 


序  二 

纂 成る に從 ひて 之を剞 劂に附 すへ し 想 ふに 市史 編纂の こと 

決して 容易に あらす 幸に 市會の 熱心なる 協 贊を得 大方 諸家 

亦 指 敎を與 ふ る に吝 ならす 以て 本書の 大成 を 促す を 得たり 

今上 梓に 臨みて 謹ん て 感謝の 一意 を 表す 若し 夫れ 市の 內 外の 

人士に して 市 運の 發達を 謀り 因りて 國 運の 隆盛 を 希 ふ者此 

書に よりて 益す る あら は 本職の 至 幸と する 所な り. 

大正 十 年 十 月 

神 芦 市長  ffis 井 ® 太郞 


大正 七 年の 春 神 戸市 市史 編纂の 擧 あり 文 學 博士 內 田銀藏 

君に 囑 して 之 か 監修たら しむ 博士 乃ち 顧問 文學 博士 新 村 出 

君と 諮りて 直に 編修の 計畫を 定め 部員 を 選任して 事に 當ら 

しめたり 其 業 未た 就ら す 大正 八 年 七月 同 君 病 を 得て 遽に歿 

し 神 戶市予 をして 其 後 を 襲 はしむ 予は 專ら同 君定む る 所の 

計畫を 遂行す る を 以て 本義と し 已むを 得さる もの  >  外敢て 

其 轍を更 めす 部 員. を 督勵 して 今 其 第 一 卷を 上梓す る を 得た 

り 本書 は神戶 開港 以後 五十 年間の 發達を 槪說し 記事 はすへ 

て 筆 を 大正 七 年 三月に 擱くを 原則と せる も 事項に より 多少 

の 例外な きに あらす 序說 より 第五 章に 至る 迄 は 編纂 員文學 


士 古田 良 一 氏 第 六 章 以下 は 同 岡久彀 三郎氏 之に 當り 予か自 

ら筆を 執りて なせる 刪改は 主として 體载の 整 一 に 止めたり 

而 かも 編纂の 實績竟 に內田 博士 計畫の 完備に 伴 はさる は予 

の 竊に耻 ち 且つ 憾 とする 所な り 

大正 十 年 十月 

神" 市史 編纂 監修 文學 博士  M  ^  0 


戶市史 本 編 
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との 折 街。 兵 庫 開港 談判。 條約 勅許。 兵 庫 開港の 困難" 

安政 假條 約。 井伊 掃 部 頭 及 ハリスの 行動。 開港 延期 使 

節の 派遣。 倫敦覺 書。 オル コ.' クの兵 庫 通過- 攘夷論- 

德川家 茂及姊 小路 公知の 攝海 巡視と 七 卿の 兵 庫 通過。 

橫濱鎖 港 使節の 派遣。 兵 庫 開港 期限 繰 上 問題。 ^^判の 
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兵 庫大坂 規定 書- 兵 庫の 代. -の神 10; 商社 設立 金礼發 

行の 建議" 商社 y 金 札。 兵 庫 奉行の 設置と 居留地 貸 渡 

規則。 大阪開 市と 兵 庫" 大政奉還と 兵 庫 開港" 慶 喜の 


外國 公使 引見。 明治 政府 治下の 兵 庫。 備前 藩士と 外人 

との 衝突。 新 政府の 對外 方針。 外國 公使の 參朝 謁見- 

兵 庫大坂 居留地 條約。 居留地の 面積 U 居留地 第一 囘競 

賣。 第二 囘 以後の 競 賣と地 券狀發 行。 開港 當 時の 世相。 

市況。 橫濱 との 比較。 發展の 兆候。 神 引用 書目。 

四 章 明治 初年の 神 戶  

鎮臺及 裁判所の 設置。 市民の 新 政府に 對 する 感情， 兵 

庫縣の 設置と 伊藤 俊 介の 知事 任命。 湊川 神社 造 營。， 市 

兵隊 編成と 明 親 館 設立。 學制實 施。 明治 元年の 外國賀 

易。 同 庶政 一斑。 明治 二 年の 反動的 傾向と 救濟 事業。 

紙幣 發 行と 通商 司 設立。 居留地 取締。 錢札廢 止と 通信 

機關の 新設。 阪神 間鐵道 敷設の 著 手。 汽船 及 人力車。 

芦籍 調査と 宿屋 取締。 市政 機關。 工業の 勃與。 京 神 間 

鐵道 敷設。 新 道路 開設。 市街の 整頓 生 田 川附替 —兵 


庫 新 川 開 整。 諸種の 土工) III 口の 增 加- 貸 席 及 遊女の 

取綠パ 在^ 外人に 對 する 施設。 外國 貿易の 隆盛と 賀易 

會 社の 設立- 交通 運輸 機 關の發 達。 地方自治に 關 する 

施設 七 年下 半期 以後の 市況 沈 衰- 西南 戦役の 影響。 

明治 初年の 槪觀. 引用 書目。 

五 章 自治 制 施行 以前に 於け る 神 戶の發 達  1 i 

明治 十一 年 以後の 財界。 商法 會議所 • 神 In- 區 役所 及區 

部 縣會。 政論 取締。 衞生 施設。 輸出品の 粗製濫造。 商 

業 講習 所。 金融 繁劇と 物價 騰貴。 明治 十七 十八 兩 年の 

不景氣 と 細民 救濟" 北風 家。 投機心の 旺條。 株式 取引 

所- 米商會 所。 茶 及 燐寸の 粗製 矯正" 貿易 會 所の 解散、 

海運- 敎育 普及と 刊行物 增加。 人口 增加) 市區 整理。 

市民の 富力。 


歐化 主義- 諸會社 新設" 山陽 鐵 道の 敷設。 商法 會議所 

の 再興 株式取引所の 復活。 貿易 隆盛- 湊川附 替の企 

圖。 女子 敎育 ■ 兵 庫の 衰微。 廣明舍 解散。 引用 書目。 

第 六 章 自治 制 施行より 日淸戰 役に 至る 間神戶 

. の M  

神 nx- の 市制 實施 準備。 市制 實施 順序。 市制と 土木 費 等 

の 引繼。 憲法 發 布の 祝典" 神 11^ 市役所の 開廳。 市郡經 

濟 分離。 市民の 政治 思想- 山手 新道 開通。 公私の 土木 

事業。 葺合 方面の 土工- 國 道及縣 道の 改修。 市內 外の 

交通 機關。 東海 山陽 兩鐵 道の 連絡" 陸運 發 達の 影響。 

神 11^ と 關東關 西との 關係。 土 鶴鐵道 問題。 土 鶴 京鶴兩 

線の 優劣。 土 鶴鐵道 問題の 落 著 海運の 發達。 船舶 碇 

繫所隳 張 運動、 賀 易の 發達。 明治 二十  一二 兩 年の 市況。 


明治 二十 三年 市民の 窮狀。 經濟界 恐慌と 其 善後策- 明 

治 二十 四 年の 市況。 明治 二十 五六 兩 年の 市況。 市の 實 

業 組合。 神 10' 生絲賀 易。 II；  口の 增殖。 兵 庫 地方の 新 街 

路 設定。 兵 庫 地方 第二 工事 • 宅地 增 加の 一策と 地價の 

變動。 上水道 敷設の 議" 私設 計畫と 區會の 態度。 市の 

衞生狀 態。 水道 問題と 市民の 覺醒。 水道 敷設の 論爭。 

水道 敷設 問題の 解決。 學 區の變 動。 敎 育の 狀況。 私學 

槪 ；^。 敎育 團體。 市 財政と 市民の 負擔" 引用 書目。 

七 章 日 淸戰役 中の 神戶  

神 11^ 在留 淸國 人。 淸國 商人の 狼狽 ^ 淸人賀 易の 萎靡。 

市民 舉 公の 事蹟と 祝勝 會 J  、デ. ^トリングの 來紳。 旅 順 

陷落祝 捷會。 講和 使 顧問の 來祌と 威海 衞陷 落祝捷 會- 

國交 恢復と 鳳 車 通過。 頌德表 捧呈と 講和 祝 贺會。 大總 

督宫 以下 諸將 軍の 凱旋。 凱旋 軍隊の 歡迎) 戦時の 市況。 


戦時の 賀易。 支那 及 朝鮮との 貿易。 戰 時の 陸運。 戦時 

の 海運。 船腹の 缺乏と 其 補充" 引用 書目。 

章 日 淸戰役 後日 露戰役 前に 於け る神戶 

Q  M  

日淸役 後の 事業界。 明治 二十 八 九 年 神 の 事業界， 明 

治 三十 年の 事業界。 明治 三十 年の 輸出 狀况。 明治 三十 

一年の 市况。 明治 三十 二 年の 市況。 明治 三十 三年の 市 

况。 經濟界 の 恐慌。 明治 三十 四 年の市 况。 明治 三十 五 

六 年の 市況。 神 11^ 市產 業の 發達" 神戶と 橫濱の 貿易 消 

長。 海運の 發達。 神 In- 港 改良 問題。 築港 問題 紛糾。 築 

港 問題の 推移。 海陸 運輸 聯絡 工事。 鐵 道の 利用と 軌道 

事業。 電車 市營 の議) 阪神 電鐵の 起工。 市域擴 張と 町 

名 改稱。 市營の 土木。 水道 敷設の 一 頓挫" 水道 竣功。 

蓮 河 開鑿の 目的と 會 社の 成立。 開鑿に 關 する 紛爭。 運 


河の 竣工。 湊川 改修 計畫。 改修に 關 する 紛議。 未曾有 

の 水害と 改修 計畫の 認可。 湊 川附替 事業の 歧功。 舊川 
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改正 條約實 施と 市の 施設" 財政の 膨脹 敎育狀 况. 敎 

育 施設の 改善。 實業 補習 敎育。 引用 書目。 

九 章 日露 戰役 中の 祌戶  


日露 國 交の 斷絕" 市の 戦時 事務。 犒軍 事務- 戰捷 祝賀 

會。 講和 反對 市民 大會。 騷擾 事件。 國債應 募 高。 在诏 


二 


外人の 應寡。 市民 奉公の 一 例" 凱旋 軍隊の 歡 送迎 軍 

隊の 宿泊と 市の 施設。 慰問 救護 事業 • 弔祭 及 其 他の 施 

設。 戦時の 陸運。 三十 七 年の 海運。 三十 八 年の 海運- 

戰時 海運の 發展。 三十 七 年の 貿易。 戰時賀 易の 變態。 

阪神 電鐵 開通と 其 影響。 軌道 事業の 勃興。 戦時 市勢の 

發展。 引用 書目。 

十 章 日露 戰役 後歐 洲大戰 開始に 至る 間神戶 

の 重  

市廳 改築。 新 市制 實施 準備。 市會 議員 選 擧區の 改正。 

市民の 對 市政 態度。 日露 戦後 事業界の 起伏。 神 11^ の 事 

業界。 工業の 發達" 工場の 分布。 ェ產 額の 激增。 明治 

三十 九 年 乃至 四十 三年の 貿易。 明治 四十 四 年 乃至 大正 

三年の 賀易。 撗濱賀 易との 比較。 沿岸 賀易 資料。 沿岸 

貿易。 內地各 港との 取引 關係。 外國 航路。 內國 航路。 


其 後の 築港 問題。 水上 市長の 築港 案， 市長 案の 反響。 

政府の 築港 案と 市の 調査。 大藏 大臣の 築港 計畫發 表。 

築港の 起工" 街 鐵市營 案。 街鐵 敷設 出願の 競爭。 市營 

案の 抛棄. 市街 電車の 開通。 神 m '明 石 間 電車 開通。 市 

內 外の 軌道と 交通。 尻 池 長 田 方面の 新 市街。 葺 合の 新 

市街。 耕地整理 組合の 事業- 地 利 上 公私の 施設と 神 111 

市區 改正 委員 會。 新 川 脇 濱高濱 地 先の 埋立。 川 崎 造船 

所の 埋立 計畫。 小 野 濱及東 尻 池 以西 沿岸の 埋 立計畫 U 

溜池の 廢止。 宅地の 增加。 上水道 擴張計 畫と其 起工。 

敎育發 達 狀况。 市立 圖書館 開設" 學區 統一 問題。 市勢 

調査。 市の 財政と 富の 增加。 明治天皇 御 不例。 大葬。 

昭憲 皇太后 崩御。 引用 書目。 

第 十一 章 歐洲 大戦 進行 中の 神戶  

外國 商館の 衰微 獨逸商 節の 盛衰。 外商 賀 tc! 取扱 高。 


借地 權の抹 削。 入港 船舶の 減少。 歐洲 航路の 狀況。 北 

米 航路。 南米 航路。 濠洲 航路。 印度 航路； 南洋 航路。 

社外 船の 活躍。 海運の 發達。 大正 三 四 年の 賀易。 大正 

五 年の 貿易. 大正 六 年の 賀易。 大正 七 年の 賀易， 移出 

入 及 大阪税 關手數 貨物 _ 橫濱 との 比較" 沿岸 賀 易の 發 

達 _ 內地諸 港との 取引 關係。 水陸 運輸の 比較" 大正 三 

四 五 年の 市況" 大正 六 七 年の 市況" 諸會社 資本の 激增。 

組合 銀行 營 業の 大勢。 工業の 發達 U 富の 增 加と 產業發 

達の 一面" 市區 改正と 鐵道 改良 問題。 第二 期 築港 計畫。 

葺合 方面の 埋立。 兵 庫 方面の 埋立 計畫。 耕地整理 ■ 東 

西の 新 市街" 水道 擴張 工事。 普通 敎 育の 發達" 市立 諸 

學校。 私立 諸學 校。 敎 育會。 學區 統一。 社會的 施設。 

住宅問題と 宅地の 騰貴。 市內 交通 狀況。 大典 奉祝 會。 

大典 拜賀 式" 獻 納品と 奉祝 會。 立太子式と 施設。 休戰 

祝賀 會。 引用 書 目。 
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の發 達。 日淸役 後の 發展。 日露 役 後の 進 運。 世界大戦 

と 神 芦。 將來の 神 He 
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第一章 序 說 

古代の 兵 庫 神 5- 市の 一 半なる 兵 庫 は 港 泊と して その 名 古より 高 く、 附 近 一 帶の 海岸 は稱 

し て 務古ノ 水門と 云 ひ、 或 は 武庫と も 書け， 9。 神 功 皇后 三韓より 凱旋して 水路 難 

波に 向 ひ 給 ひし 時、 御 船 海中に 週 て 進む こと 能 は ざり し かば、 務 古ノ水 門に 還. 5 

て 卜 ひ 給 ひし こと、 及び 應神 天皇の 朝諸國 よ.^ の 貢 船 多く 此處に 集 ひし 時. 恰も 

滯留 中な b し 新羅の 使者の 宿所よ b 火を發 し、 多 くの 船の 爲 めに 焚け 失せた る 

こと は 日本書紀に 見 ゆ。 同 天皇の 代に 阿知 使 主 等吳に 使し、 織女 を 伴 ひて 歸り 

著き しも 亦此 津/ 國 武庫 の 港な り。 これらの 事 實は皆 以て 武庫 ノ水 門が 上古よ b 

海上 往來の 船舶の 寄 泊せ る 要港に して. 三韓の 使節 亦繁く 此處に 出入せ しこと 

第 一 章 序說  一 
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を 示す に 足 

大輪 E 泊の の 定めた. 5 

修築と r 陥. ぬ 

遷都  門卽ち 大輪 

も、 東 南の 風 

補 ふの 要は 

しめられし 

を 修 め. 石 椋 

て， 石 堤 屢，. 破 

原に 別業 を 

天皇の 嘉應 

給へ. -と云 

を 投じて 新 

遷都の 行 は 

築せ しめら 

を 針れ り。 


る。 中古と なりて は此地 

と稱 する 五 泊の 一に 數へ 

田 泊 に は 和 田 岬の 突出す 

急なる 時 は高浪 岸を拍 て 

夙に 認められ、 旣に弘 仁 三 

こと 日本 後 紀に見 え. 類 聚 

を 築きし こと 見えた hN。 

損し 修 I の 煩に 堪 へ .. さり 

設けし 平 淸盛は 夙く よ b 

二 年に 宋 人の 福 原に 來る 

ふ。 淸 盛亦此 大輪 田 泊の 

島 を 築きし が、 私財 のみに 

れし治 承 四 年に 官符を 請 

れし 先例に 傚 ひ、 諸 國に命 

これ 蓋し 平家物語に 所謂 


二 

大輪 田 泊の 名 を 以て 呼ば れ. 彼 の 行 基 菩薩 

<•  二) 

らる、 こと 、なれ. 5。 然るに この 武 庫ノ水 

る あ b. 依 りて 以て 西風 を 防ぐ に 便 なれ ど 

碇泊し 難き が 故に、 人工 を 以て この 缺點を 

年 六月に 朝廷 使 を 遣 は し、 大 輪 田 泊 を修せ 

三代 格に も 弘仁七 年 以後 屡 "大輪 田の 船瀨 

然れ ども 當時は 土木の 技術 未だ 進ます し 

しもの、 如し。 平安朝 時代の 末に 至. -、 福 

宋 との 貿易に 著 眼した りと 傳 へら れ、 高 倉 

や、 後白河 法皇 其の 別業に 幸して これ を 見 

交通 上 極めて 重要の 處 なる こと を認 め、 資 

て は 到底 十分の 成功 を 期し 難しと し、 福 原 

ひ 下 し、 延 喜 年間 山 陽. 南 海 二道に 命じて 修 

じて 人夫 を 出さし め、 以て 石 掠 造 築の 完成 

福 原の 經の 島なる べし。 伹、 遷 都 も眞に 一 


時の 事に 止 り、 從 ひて この 附近の 一 帶の地 は 未だ これにより 犬に 發展 する に 至 

(三) 

らす して 止めり。 

鎌倉時代に 入 h- 建久 年中 東大寺の 僧 重 源 申請して 官符を 得. 財 物 を 集め 人夫 

を殳 して 大輪 田 泊の 石 掠 を 修築せ しめたる こと あり。 これ 蓋し 淸 盛の 修築 そ 

の 功未 だ 全から ざる に 平家 滅亡した りし を以 て， 重 源 その後 を 承け 之 を 完成せ 

むと せる なるべし。 而 して 兵 庫と 東大寺との 關 係の 早くよ b 存せ しこと 亦 之 

によ， て徵 する を 得べ し。 然るに 修築の. こと 重 源の 舉を 以て 終. 5 を吿 げたる 

にあら すして、 爾後 も猶 修理の 引 續き加 へられし こと は 東大寺 文書 等に よ，.^ て 

之 を 知る ベ く、 其 頻繁な る 修復 は、 卽 ち この 時代に 於ても 兵 庫が 依然として 交通 

上の 要津 たりし を 示す もの にし て、 兵 庫なる 地名の 史に見 ゆる も 亦 こ の 時代よ 

(四) 

元弘 三年 五月 後醍醐 天皇 隱岐 より 京都へ 還 幸の 途次、 兵 庫福嚴 寺に 蹕を駐 め 

られ、 遂に 北 條氏を 滅ぼし 一 たび 中興の 偉業 を 成せり。 その後 足 利 尊 氏 鎌 倉に 

叛 し、 延 元元 年 正月 京都 を 陷れし も、 幾 もな く 北 畠 顯 家. 新 田義貞 等の 敗る 所と な 

り、 丹 波路 を經て 西に 落ちし が、 兵 庫に て 更に 義貞及 楠 木 正 成 等に 敗られた る を 
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明 及 朝鮮、 

の K 易 


室町^ 代 


以 て、 遂 に 海に 浮びて 西に 奔 れ.. >。 然るに 尊 氏の 旬月に し 

宰 府を發 して 東上す る や、 義 卓 正 成 等 は 五月 二十 五日 これ 

に戰 ひしが、 敗れて 正 成は戰 死し、 義 .21- は 京都に 返く。 これ 

戰な. 9。 かく 兵 庫の 苒三 兵亂の 街と なれる は 偶  <以 て 其 西 

を 示す もの にし て、 南 北朝 時代よ b 室町 時代に 亙り 明 及 朝 

る ， や、 兵 寐の價 値 は往來 船舶の 發 著地點 として 更に 重き 

の關 係に 就きて は、 正 平 二十 二 年に 高麗の 使者 福 原 兵 庫 島 

國寳 記に 見 え、 又 應仁 元年に 兵 庫の 人 朝鮮と 交通 し、 每 歲 船 

したりと のこと 海 東 諸 國紀に 見 ゆ。 元寇 以來 公の 通交 斷 

の往來 あるに 過ぎ ざり し 支那との 交通に 至 b て は. 室 町 幕 

共に 兵 庫 は 其 遣 明使發 著の 埠頭と な -.^  、且 つ 報聘明 船の 碇 

其 等 船舶の 發著每 に、 之 を 見物せ むと て 將軍其 他の 此 地に 

(七) 

の 次 を 以て 須 磨. 明 石の 名所に 優 遊 を 試みし も ありき。 然 

堺の 漸く 繁榮 する につれ て. 兵 庫 はために その 盛 を 奪 はる 

兵 庫の 未だ 衰へ ざ る や、 絕 えす この 地に 集散せ 


を 


九州 を狗 た 

邀 へて 又 兵 

ち 有名 な る 

往返の 耍津 

との 貿易 盛 

加へ たり。 

到 著せる こ 

艘 を 遣 す ベ 

し、 兩國民 の 

の對明 外交 

地と もな. 0- 

る 者 亦 頗る 

に應仁 文明 

に 至れり。 


月 太 

附近 

川の 

り し 

于 よ 

,ィ { 

鮮 と 

善隣 

を 約 

唯 私 

始と 

れ ば、 

く そ 

亂後 


る 西 海. 南 海. 山 陽 諸國の 貨物 を 


戦 

圃 

時 

代 


目的と しての 

の 二に 分 れ、 其 

有し 此等兩 寺 

持 寺 等の 暫く 

兩 寺の 手に 歸 

しが、 漸く 年 

納 せざる 者 多 

に 補 Jtt する の 

ら す、 每年 一 定 

の 末葉に 至り" 

か ば. 關務亦 こ 

(八 ：- 

に 至れ. -。 

足利季 世の 

好-松 永 兩 黨 の 

め て 之 を陷れ 
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關 所は設 

關 税徵收 


はより 

兩關税 

せ り。 

を經る 

く， 寺院 

制度 を 

の 金額 

兵 庫 は 

力. V/ 

相爭ふ 

(九) 

た り。 

序 說 


の 


を 


め 


けられ 關稅の 

の權は 北關に 

以て 少 から ざ 

を 管掌した る 

して 最初に あ 

從ひ、 關務雜 掌 

勢力 之 を 奈何 

じ、 俗人 を關務 

寺に 納付す る 

> にさる 戰氣の 

に 妨げら れ、 寺 


際して は 兵 庫 神 

や、 三好黨 は永祿 

永祿 十一 年に は 


徵收ぁ h -。 室町 時代に 至り 

在り 二し 東大 寺. 南 關に 在りて 

る 收入を 得た る もの 、 如く- 

こと ありと 雖. 幾 も な くして 

りて この 關税は 全部 を擧げ 

等 そ の 地の 豪族 富 商 等と 結 

ともす る こと を 得 す、 終 に 僧 

代官 職に 補任 し、 關 稅の收 入 

所謂 請負 制に 改めたり， 然 

巷と な り、 細 川. 大 內 等の 諸 軍 

院の收 入 更に 益.^ 減少し， 終に 

及び 其 附近の 兵禍 を 蒙る 

九 年 六月 松 永 黨の據 れる布 

織 田 信 長 入洛し て、 三 好 黨 の 


て 此關は 南北 

興 福 寺 之 を 占 

後 相 國寺及 等 

擅た 東大. 與福 

て 寺の 收 入た 

託 し、 關 税を寺 

侶 を 關務雜 掌 

の 多少に 拘は 

るに 室町 時代 

往來 駐屯せ し 

自ら 消滅す る 

こ と 愈 <繁 く. 三 

引 瀧 山城 を攻 

攝津に 走， 5 し 

五 
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を追擊 し. そ の 諸 城を陷 れ、 池 田 勝 改. 伊 丹 親 興 等 をして 攝律を 管せ しめし が， そ の 

後 荒木 村 重 信 長に 從 ひて 戰功ぁ 、信 長 之に 授 くるに 攝津國 を 以てせり。 玆を 

以て 村 重 は 伊丹なる 有 岡 城 を 本據と し， 高 槻. 茨 木. 花 隙. 能 勢. 尼 崎. 三 田. 大 和 田 等 を 

屬城 として、 その 勢 頗る 盛な.^ しが、 天 正 六 年 十月 信 長に 反して 兵を擧 げし を以 

て、 信 長 之 を 討ち、 先 づ高槻 卖木兩 城 を 降し、 尋で十 一 月 二十 八日 諸將 をして 花隈 

城 を 攻めし め、 火 を 兵車の 邊に 放つ。 村 重 は 伊丹に 在 b て 圍を受 くる こと 十ケ 

月、 天 正 七 年 九月 終に 潜に 逃れて 尼 崎 城に 入 b しか ば、 伊 丹 城 未だ 陷ら すと 雖城 

中內應 する 者 次第に 多 く、 諸 壘皆陷 て、 唯 荒木 久左衞 門の 僅に 牙壘を 守る のみ 

となれ，^。 久左衞 門 乃ち 使 を 瀧 川 一益に 遣して 曰 く、 我 カ竭 きて 城 を 守る こと 

能 は す、 幸 に 父母 妻子 を赦 されな ば 則ち 住いて 村 重に 說 き、 以 て 尼 崎. 花 隈兩城 を 

献 せしめむ と。 一益 之 を 許せし を以 て、 久 左 衞門は 尼 崎に 至り 村 重に 說か むと 

したれ ど、 村 重 門 を閉ぢ て容れ す。 天 正 八 年 二月 信 長 織 田 信 澄 等 をして 壘を兵 

庫に 築かし め、 池 田 信 輝 及 その子 之 助. 輝 政 をして 又 花 隈城を 攻めし め、 閏 三月 紀 

雜賀の 兵來. 9 て 花 隈を救 はむ とする や、 信輝戰 ひて 之 を 敗 り、 七月 終に 兵 を 生 

田 fe^--^ めて^ 隈城 を陷れ たれ ば、 信 長 その 功 を 賞して 感 狀を授 け、 攝 津國を 信 


輝 父子に 與 へた h.。 信 輝 乃ち 花 隈城等 を 毀 ち， そ の材を 以て 兵 庫に 築城す。 天 

正 十 年 信 長明智 光秀の 弑に遭 ふに 及び， 豊臣秀 吉柴田 勝 家 以下の 群雄 を 掃蕩し 

て 天下一 統の鴻 業 を 創め、 天 正 十一 年 秋 冬の 交に は 居 を大阪 城に 移し、 國郡を 割 

( 一 三〕 

きて 諸 將を封 じた しが、 此時攝 津國は 三好秀 次の 領 とな h., 後天 正 十三 年秀吉 

( 一 四 

復た 南征北伐の 賞 を 行 ふ や、 攝 津國は 左右 近侍 有功の 將士 に分與 せられし が、 兵 

(1 五) 

庫 及 附近 諸 村 は 秀吉の 直轄に 屬 し、 片 桐且 元の 管す る 所と な b しもの 、如し。 

增田長 盛 亦 一 時 兵 庫 附近 を 管した るが 如く なれ ど も、 そ の 詳細に 就きて は 今 得 

(一六 ) 

て 知る ベ からす。 

天 正の 頃 正直 屋宗與 なる 者 あ b  、兵 庫 入港の 船舶よ b 徵收 せる 船 役 餞 を 掌る。 

正直 屋は 姓を捶 井と 稱 し、 當 時 兵 庫に 於て 有力なる 家な.^ き。 又 兵 庫 町中よ， 5 

は 地 子 餞 及 諸 座 公事 餞の 徵收ぁ b。 諸 座 公事 餞 は 一 ケ年百 十二 貫 二百 八十 二 

文と 見えたり。 然れ ども 兵 庫の 繁昌 は秀吉 の大阪 築城に よりて 影響 せられし 

の み な ら す. 慶 長 元年に は 震災 を 蒙 ，9. 且 海 嘯の 襲 ふ 所と な >o て、 一 時 は 殆ど 全滅 

(1 九) 

に 瀕した る こと あ hs。 されば 室町 時代の 末葉 驟の 隆盛と な.^ し 頃よ. 9 德川時 

代の 初期に 至る まで は、 兵 庫 衰頹の 時期と 云 ふべ し。 然れ ども この間に あ. 9 て 
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も其瀨 內海航 通の 重 耍地點 たる こと は 依然として 舊の 如くな りし は、 當 時 來 

朝せ し 朝鮮人の 紀行 等に よ hv て も 知らる , なり。 

德川 時代の 元 和 偃武後 田 氏姨尼 崎の 城主と して 兵 庫 を. 領し、 寛 永年 中 氏 銕封を 移され、 

兵 庫 附近 

青山 幸 成の 之に 代る や、 兵 靡 亦 其 治下に 入 b しが 、青山 氏も數 代の 後正德 年中 轉 

封 の 命 を 受け、 松 ギ遠江 守 これに 代る。 今の 櫻 井 子爵 家の 先な， o。 然るに 兵 庫 

は 明 和 六 年 幕府の 直轄と なりて 尼 崎 藩よ.^ 離れ、 其 町方 は大阪 町奉行 所， 地 方 は 

代官 所の 支配 を受 くる こと、 なれ. 9。 兵 庫 附近の 諸 村の 所屬關 係に 至 て は、 

其變 遷^々 なれ ど も. 元 町榮町 附近 卽ち現 時の 神 III 部 繁華の 中心地た る舊祌 In; 

ニッ茶 屋、 走 水 三 村の 地 を 始めと し 海岸の 村々 多く は 兵 庫と 運命 を 同じく せし 

が 如 く 慕 府 直轄に 移りて 後 は、 兵 庫の 地方と 同じく 代官の 支配す る 所と なる。 

. 而 して これら 三 村の 中 走 水 村 は 極めて 小 村 なれ ど、 神 戸村と ニッ 茶屋 村と は In 

口 頗る 多 く、 富 商の 住する 者往々 あり。 神 村 は 昔 紺 部と も柙 部と も 書きし が、 

其 外に も 記し 方 多くして 一 定せ す、 そ の 起原 は 頗る 古き が 如し- ニッ 茶屋 村 は 

戰國 時代 頃より 起れ る 村な りと 傳ふ。 以上 三 村の 外、 東 の 方 脇 濱村は 早くよ.^ 

舟繁 場と して 知ら れ、 西 の 方 駒 ケ林村 は 彼の ケム ぺ ルの 書に も 見えた る 也 名な 


れ ば、 亦 古くよ，.^ 

の 外に も 大小の 

兵 庫の 繁昌  兵 庫 に^ける 

せし ものなる ベ 

問屋 も 亦 繁昌 を 

の 廻船 にて 米 一 

-^。 これ 北國. よ 

个 庵と 昵 近なる 

大阪に 至 b し 船 

此 航路 を 經て江 

のみなら す、 北 國 

る に 至. -、 從來敦 

る もの 多くな.^ 

の 中には 早くよ 

年を經 るに 從ひ 

 1 障.— 序」 


して 知られた る處 なる ベ し。 

村落 存せ しとい へ Vj  、今 一 々 之 

諸 問屋 業の 起原 は 明瞭 を缺く 

く、 德 川 時代 諸 國物產 の 兵 庫に 

加 ふるに 至れ， -。 寛 永年間 加 

萬 石 を 大阪に 送 . ^-淀 屋个 庵な 

り 大阪に 至る 航路の 開けた る 

(二 四) 

兵 庫の 北風 彥太郞 なりき。 此 

舶も少 から す、 殊 に寬文 十二 年 

Ic^ に 廻 漕せ し 以後 は、 瀨 11； 內海 

の 貨物 を大阪 又は 江戶に 運ぶ 

賀に 陸揚げ さる 、 を 例と せし 

. ために 敦賀は 頗る 打擊を 受け 

h- して 兵 庫に 於て 陸揚げす る 

水深 漸く 淺く、 大船 を 入る 、 に 

—親—！—，  . 1—ー III  


現今の 神 市の 域內に はこれ 等 

を列擧 せす。 

と 雖、 其 濫觴 は旣に 室町 時代に 發 

入津す る こと 次第に 多き に從 ひ、 

州 藩が 二 丙 五十石 乃至 三百 石 積 

る 者に 其 賣捌を 依 托せし こと あ 

始めにして、 其 渡海 を 支配せ る は 

航路 その後 延長 せら れ、 出 羽より 

河村瑞 賢の、 出 羽 米 を 幕 命に よ b 

は單 に西國 と畿內 との 交通 運輸 

ベ き 水路と して 盛に 利用せ」 らる 

貨 物 の、 海 路 直ちに 大阪に 送らる 

(二 五) 

たりと 云 ふ" 而 して それら 船貨 

を 例と せる も あ b. 加 之大阪 港の 

不便と なりし 爲 め、 先 づ 兵 庫に て 

九 


商 

業 


神 戶市史 本 編總說  一 〇 

小船に 積替 へせる も少 からす。 且つ 西國 大名 江 戶 への 參覲 交代の 往返に は 其 

途次 兵 庫に 宿泊し 又は 休憩す る 者 多く、 これが ため 若干 諸侯 は 宿 本陣 以外に 別 

に 各，. 自家 専用の 本陣 を 有し、 此 等の 本陣 は 之を濱 本陣と 呼び て、 そ の數 時代に よ 

,  (二 六) 

. ^て 不同な りと 雖、 幕 末に は 九 軒を算 し、 いづれ も 諸 問屋 業を營 むと 共に 其 等 諸 

藩より 來る 船舶の 乘員を も 宿泊せ しめたる のみなら す、 倂 せて 其 國產を も 取扱 

ひ、 又 大阪 へ 輸送す ベ き 米 を 積める 船舶に 對 し、 兵 庫 入津の 先 後に よ b て 順番 手 

形を與 ふる 特權を も 有し， 二れ によ.^ て 莫大なる 利益 を 得， 其 權 利の 他よ b 侵害 

(二 七) 

せられた る 際に は强 硬に 抗議 をな す を 例と せり。 和 蘭人 及 朝鮮 信 使 も 亦 其 江 

s- 參禮 往復の 際、 時 として は 陸路 兵 庫 を 通過 宿泊 し、 或 は 大船に て 兵 庫に 來 .=^、此 

處に 於て 小船に 乘替 ふる か、 或は 陸行 大阪に 赴く を 例と し、 爲 めに 或は 市人の 負 

擔を增 せるな きに あらざる ベ しと 雖、 これに よりて 市街の 繁盛 を來 したる こと 

も 亦 蓋し 少 小なら ざ， 0 しなら む。 

以上 諸の 原因に より 兵 庫 も 海港と して 漸次 其 隆盛 を囘復 し、 市 街 は 海岸に 沿 

ひ て 次第に 半圓 形に 發 達し、 元祿の 頃に は 市街の 大 さ 略 < 長 崎と 同じ きに 達せり 

(二ち  . 

とい ふ。 而 して 神 no 1 ッ 茶屋の 二 村に も 船舶 及 酒造 を 業と する 者 漸く 多く、 又 


問屋 業 を 營めー 

五軒， ニッ 茶屋 一 

默 願 し、 問 屋 の 

村に 於て 問屋 一 

に 頭 主の 承認 i 

止す る を 得 ざ； 

に 至れる が 如； 

株 仲間  兵 庫の 問 星 

組織と 等しき. 

と な b 、そ の 數 

屋 仲間と 云 へ 

榖物 仲買 及 干 

穀物 仲買 は 百 

こ の 外に 冥加 

り。 天 保 十三 一 

第 一 草 


る ものす. ら 

村に 十 軒な 


營業を 

類似の 

を 得た 

りしの 

(一二 1 ノ、 

し。 

には大 

ものな 

は 百 二 

(三.ー 一 ) 

h.。 此 

嫋 仲買 

二十 五 

銀を大 

年 水 野 

序 說 


あ り. 延 寶七年 四月の 調査に よれば 問屋 

(一一 ：o) 

りきと 云 ふ。 茲に 於て 延寶の 頃 兵 庫の 

庫に 限る こと、 し. そ の 數も百 三十 六 軒 

營む 者に 對 して は 兵窜 よ. 9 故障 を 申立 


も、 自然の 趨勢 は 到底 兩 村の 問屋 類似 

らす、 前述の 濱 本陣が 有した る 特權を 


十 一 

諸 問 

の 二 

株ギ 

阪町 


に 憚る 所 あ， 0 て 株の 名義 をば 用ゐ ざ， 0 

し か ば、 明 和 六 年上 ケ 知の 後 は 諸 問屋 株遂 

一 の 定めに て、 各，^ 株 札の 交付 を受 け、 組 合 

問屋と 共に 兵 庫の 商業に 於て 重要なる 

二 にて. 二者せ ハに明 和 六 年 以後 は 各 < 株 を 


嫋 仲買 は 五十 四 株と 定ま .>、41 ハ に 仲間 

舉行 所に 上納して 夫々 仲間 を 組織せ 

守の 改革に よ b 株 仲間 一 旦禁 止せら 


の數神 芦 村に 

問屋 等 藩主に 

と定 め、 爾後 兩 

て、 其 異議 は 每 

業の 發達を 抑 

侵害 せらる 、 

か ど、 其 實は株 

幕府より 公許 

作， 9 之 を 諸 問 

置 を 占めし は、 

さる  >  に 至， 9、 

(三 三) 

組織した. 9。 

商業 若干 種 あ 

し も、 幾 もな く 


SSI 夷拓 

兵库 


兵 庫 附近の 

文事と 楠 氏 

遗 蹟顯揚 


祌 戶市史 本 編 總說 

して 嘉永四 年に 再與 せら 

かくて 兵 靡 は 次第に 其 

(ノ 五， > 

となり、 明 和 六 年に は 二 萬 

路の人 高 田 屋嘉兵 衞此地 

著 手した る 際な りし を以 

(I  二 七- 

ば、 爾後 蝦夷の 產 物の 兵 庫 

會所 を大阪 に、 同 出張所 を 

a  二八) 

の 繁榮愈 < 加 はれ. 5。 

而 して 商業の 發 達する 

客の この 地に 足を駐 めし 

るべ し。 楠 氏の 遺蹟の 顯 

存 する 楠 木 正 成の 墳墓の 

を植 ゑ， 益 軒 亦 こ , に 碑石 

篤せ しが、 元 祿五年 水 光 

る あり。 この 時大に 斡旋 


れ しが、 其 際 株數に 

殷賑 を增 し 1 孚 保 年 

1 千 九；. Z: 十二 人に 

に來 b 住して 漕 船 

て、 嘉兵衞 も 年々 松 

に 入津す る もの 次 

兵 庫に 設けて その 


多少 變更 を來 せる もの 、 如し。 

間に は 人口 一  萬 九 千 七 百 六十 六 人 

(三 六) 

達したり。 なほ 寬 政の 頃に 至 り， - 

業を營 み、 恰も 幕府の 北海 開拓に 

前に 航し， 彼 地の 物產 を將來 せし か 

第に 多く、 安政 五 年 幕府 は 箱 館產物 

賣買を 取扱 はしむ る こと、 し、 兵 車 


に從 ひ餘裕 ある 富 賈の中 

も 多 かりき。 古く は 貝 原 

揚も亦 兵 庫 文化の 發 達の 

如 き、 曩 に 尼 崎 城主 青山 幸 

を 建てむ としたれ ど. 故 あ 

囿 の 「鳴 呼 忠臣 楠 子 之 墓」 と 

せし は廣毀 寺の 住僧 千巖 


に 文事 を 嗜む者 出で、 學者騷 

益 軒の 如き 蓋し その 一 人な 

賜に して. 八 田 部 郡 坂 本 村に 

利 私に 輪 塔 を 作 b  、松 梅ニ樹 

りて 果 さす。 事寬文 以前に 

書せ る^ 名なる 碑石 を 建つ 

和尙な き。 その後 天 保 年 


間に 至り ニッ 茶屋 


幕末の 攝海 

防備 


し 

遺 


淀 藩の 儒者 荒 井 

拉 に學者 に 詩歌 

外 兵 庫に 因み あ 


此 地に 來 りて 

S 


ならむ か。 少 

地に 講 じ、 其 兵 庫 の 

に 秀でし 者 亦少か 

幾多の 事蹟 を 有せ 

德川 時代の 末葉 

の擴 張と により 歐 

もの 漸く 多 く、 寬 政 

を 訪づれ て 互市 を 

亦 意 を こ , に用ゐ 

蝦夷 地方 及 江 11; 灣 


村の 人 橋 本 藤 

鳴 門 ■ 長 崎 皓 臺 


等 を 乞 

る 文人 

久しく 

しく 藤 

文學に 

らざ h\ 

(四 三) 

內 外の 

米と 東 

四 年 露， 


ひ、 集 め 

として 

その 家 

村に 後 

及ぼせ 

(四 5 

き。 神 

狀勢大 

亞 との 

西亞 の， 


左衞門 

寺の 僧 

て 鳴 t- 


乞 ふ 者 相 踵げ 

る 所 あ b。 防 

沿岸の 三ケ所 


に 客 

れ て 

し 影 

5 一 

に 革 

接近 

使 ^ 

備 を 

の み 


蕪 

V7 

廣 


村 


ッ 茶 


楠 公 五 百年祭 を 執行 せん 

黄泉 和尙 等の 盡カを 得て 

帖 と名づ け、 こ れを 廣嚴寺 

有名なる 富 商 北 

附近に 俳句の 盛 

.9。 屢<大 阪 より 

る もの あ. 9 しが 

宫 等の 諸 村 亦 文 


ま 

是 


し 

す 


あ h 

兵 庫 

旭莊ぁ 

る 大 な 


と し、 之 を 機と 

諸方の 知名の 

SCO 

に 寄附せ， 9。 

風 家の 盛な り 

なる は 或は 其 

來 りて 書を此 

如 く、 門 弟の 學 

事に 關係 ある 


，西洋 諸國の 遠洋 通商の 發達 

く 促さ れ、 外 國船艦 我 近海に 

クス マ ン 蝦夷に 來 b てよ.^ 

於て 海防 論 盛に 識者の 間に 

の 必要 を 認められし は、 最 初 


なりし も、 嘉 永. 安 政の 頃よ b 大 


と 其 領土 

出沒 する 

は， 我 海港 

舆 b 、幕府 

長 崎 附近、 

灣 沿 3 曱 卽 


第一章 序說  一三 


紳戶 市史本 編總說  一四 

ち 所謂 攝 海の 防備 論 起- 9、 文久 年間に 至 り て此論 益-喧し かりき。 これ 畢竟す る 

に攝 海の 位置 京都に 近き が 故にして、 露國の 使節 ブ— チ ャ チ ンが 座乗せ る軍鑑 

の大阪 沖に 入れる は、 實 に 其 防禦 實施を 急が しめたる 動機 をな せ.^。 蓋し 是れ 

よ. 0 先き ぺ リ， I 再度の 渡來の 節、 朝 廷旣に その 或は 大阪 近海に 現 はる ， こと あ 

らむを 憂へ し が 、安 政 元年 九月 十九 日露 艦の 來.^ て 安治川口に 碇泊す るに 及び 

愈.^ 驚き、 先づ 沿岸の 諸 藩の 兵 を 出して これが 守備に 任せ しめたる も、 露鑑の 滯泊 

十月 四日に 至 、其 間騷擾 一-方なら ざ h- き。 されば 此 以後 攝 海の 防備 は 著々 と 

して 進 み、 安 政 三年 八月 京都 所 司 代より 近海 警衛の 狀を 言 上せし に、 歙感斜 なら 

す。 翌四年 六月 幕府 諸 藩に 攝海 警衞を 命す る や、 兵 庫 表の 警衛 は 長 州 藩 これ に 

ss) 

當る こと、 なれ hv- 

兵 庫 開港の 議亦此 頃 新に 來朝 せる 米國總 領事 ハ リス の 江 ux- にて 老中と 會見 

し 開港 を 交渉せ る 際 初めて 話頭に 丄 りし も. 朝 廷兵 庫の 地の 京都に 近き 故を以 

て 之 を 許す の 意な かりし が、 井 伊 大老 獨斷を 以て 遂に 條 約に 調印して よ b  、延 い 

て 安政の 大獄と な b  、更に 櫻 田の 變を 惹起 し、 爾 後囂々た，.^し攘夷論に於て、攝海 

の 防備 は 最も 重要なる 案件と な り、 生麥 事件の 起こる や、 其 報復の ため 英艦攝 海 


に來 襲すべし との 風 聞 は、 益  <此 問題 を 重 

年 三月 將軍家 茂の 入朝と な b 、孝 明 天皇 

給 ふに 及び、 攝海 防備に 關し諸 藩の 建 言 

知 及 三條實 美に よ， 9 攝 海守衞 十二 ケ條 

せ， o。 此 十二 ケ條 なる もの は 規模 頗る 

い へ ど、 其 以外に も 長 州 藩 は 兵 庫 港に 海 

且つ 造 艦 製 鐵の事 をも此 地に て 經營せ 

( E 六)  ► 

少 から ざり き。 四月 二十 一日 將軍家 茂 

水を拜 して 大阪に 至り、 二十 三日 順 動 艦 

に 上陸し、 附近 を 視察せ しが、 此時將 軍の 

より 先き 安政 二 年 幕 命に より 長 崎に て 

にして、 この 時 神 s- に 海軍 操 練 所 を 建設 

(四 七) 

所と なる。 神 tn- 村の 網 屋吉兵 衞亦此 時 

兵 衞は曩 に 同村 字 安永 新 畑地 先の 附洲 

計らむ と し、 嘉 永 七 年 官に請 ひて 允許 を 

第 一 箄 序— 說 I  ,  1.  f 


要視 せし むる に 至れり。 されば 文久三 

の 賀茂. 石 淸水兩 社に 幸して 攘夷 を 祈 b 

する 者 相 踵 ぎ、 長 州 藩の 如き は姊 小路 公 

を陳 じ、 以て 幕府 を督責 する 所 あらむ と 

大 にし て、 到 底實 行に 難き ものな しと 

軍 局 を 建設して 環海 戰 守の 策 を 確立し、 

むと 論 やる 等 建 言 の 耳を假 すべき もの 

攝海 巡視の ため 京都 を出發 し、 途中 石淸 

に乘 じて 海に 浮 び、 神 戶に來 りて 小野濱 

扈從に 勝 安房 あ ...^、麟 太 郞と稱 す。 是れ 

蘭國 士官よ..^ 海軍の 傳習を 受けた る 者 

する の 議を上 しに. 直に 將 軍の 容る 、 

を 以て 將 軍に 謁する の榮を 得たり。 士卩 

に 新に 船 谬場を 設け 諸國 廻船の 利便 を 

得、 苦 心 慘 儋、 家 財 を蕩盡 して 漸く 功 を 成 

一 五 


和 田 畔及湊 

川 出 洲の砲 

議造 


せ 

る 


祌戶 市史 本 編 總說 

て 將軍は 兵車よ 


. S 八 ) 

る 者な. 9。 か 


を 

ォ 


朝廷に 奏上す 

めと し 、要地に 

將 軍と 前後し 

に 就き 說 明す 

幕府に 下せし 

(五 00 

ベ しと 云 ふ。 

文久 三年 二月 

の 調査 をな さ 

築造す る こと 

衞門 その 出納 

に 近づき たれ 

む と し、 そ の 手 


砲臺を 築造し、 又 海 

て姊 小路 公知の 攝 

る 所 あり。 五月 九 

は、 蓋し 安房の 說明 


慕府攝 海の 要地に 

し め、 兵 庫 に 在りて 

、 し、 灘 の 嘉納 治郞 

に與. 5 しに、 一 ケ所 

ば、 安房 は 神 芦 海軍 

當 等に 就き 幕府に 

ども この 工事た る從來 殆ど 類例 

難 く、 且 つ 石材 を その 原產 地た る 


14 ハ 

歸 京の 後. 五 月 十八 日 を 以て 攝海 防備に 關 

庫 附近の 防備 完 からざる を以 て、 和 田 岬 を 

所 を も 建設す るの 企 圖等を 述べ た. o。 當 

を 巡 見す る あ り、 勝 安房 又 之と 同船して 現 

朝廷 製 鐵所を 便宜の 地に 新設すべき の 命 

る 趣旨に 基き 公知の 奏聞した るに よるな 

臺を 築造す るの 議を決 し、 勝 安房 をして 實 

和 田 岬と 湊川 出洲 との 二 ケ所を 撰びて 之 

をして 其 工事 を 請負 はし め， 兵 庫の 神 田 兵 

凡 二 萬 五 千兩を 費し， 元 治 元年 六月 略 "其竣 

練 所の 生徒 をして 砲臺防 守の 任に 當 らし 

ふ 所 あ り、 七 月 十 五 日 其 許 可 を 得 た h^。 然 

かりし もの なれ ば. 熟 練なる 職人 を 得る こ 

前. 睛 中の 島々 よ h- 運搬す る こと 亦 意の 如 


操 


くなら す。 幕府の 最も 功 を 急ぎし 和 田 岬砲臺 はこの 年 九月に 至りて 纔に 竣功 

した. 9。 その後と い へど も 火 藥置所 建築に 著 手の 必要 生やる 等 >  •  :>  -、 2 

臺の 工事 依然 遲々 として 進ます。 湊川砲 臺の成 し は 蓋し 慶應 


の 

年 


J と あ 

間の ことな 


(五三) 

る ベ し。 


神 lil 海軍 操 練 所 は 或は 海軍 所， 海軍 營， 海 軍 局、 操 練 局 等 種々 の 名 を 以て 呼ばれ、 

勝 安房の 上述の 建議に よ，..' 神 村 生 田 川口の 地に 設立せられ たる ものにして、 

文久 三年 四月 二十四日 幕府 安房に 命す るに 神 II； 村 海軍 所 造 艦 所 御 取 建 御用 竝 

攝 海防 饌向 御用 を 以て し、 同 時に その 入費 等に 就き 調査 をな さしむ る 所 あり。 

五月 大坂 御船手 役を廢 し、 その 附屬 船舶 及 御船手 組 支配の 者 を 神 操 練 所附と 

なし、 且曩に 安政 四 年 十 月. 蒸 汽 機械の 仕替 及び 手. 入の 目的 を 以て 長 崎に 起工し 

文久 元年 四月に 其 後 功を吿 げ、 蘭 國 輸入の 機械 を用ゐ 蘭人 4^ 師 をして 經營 せし 

めつ , ありし 彼の 長 崎 製 鐵所を ば、 此 神 tl^ 操 練 所の 附屬 たらし め、 六 月 更に 安房 

(五 ra) 

に 命す る に 操 練 所、 造. 艦 局 等 の 役員の 人選 を 以てせり" 翌元治 元年 二月 安房 京 

都に 在り、 老中 水 野 和 泉 守に 吿 ぐるに 神 芦 操 練 局の 外周 土手 を 除く の 外 全部 竣 

功した る を 以て し、 そ の 役員 を 推薦し、 觀 光丸. 黑龍 丸の ニ隻を 以て 附屬 船と せむ 


神 戶市史 本 編 

と 乞 ひ。 又 兵 庫廳取 山 

諸家の 蒸 汽船に 贾渡 

を 以て 海軍の 入費に 

且つ 安房の 夙に 希望 

三月 二十 五日 德川 

傍海濱 を巡覽 せる あ 

せし が、 門地 を 論せ す 

軍の 嘉納す る 所と な 

興 攝州神 II； 村ね 操 練 

家人 子弟 厄介 は 勿論" 

たし、 尤業前 熟達 之 者 

可 被 承 合 候。」 との 令 

の 或は 騷擾事 端を發 

房 は 遂に 之 を 敢行し- 

然る に 同月 給 門の 變 


總 說 

の 炭坑 を 操 練 局に 隸 せしめ、 其 產炭 にし 

し、 惡 質の 石炭 をば 之 を 近 村の 鹽签 に拂 

充^せ むとの 意見 を 述べ し に、 翌月に 至 


た る 朝鮮 上海 廣 

喜攝 海防 儀 指揮 

_ 十 一日 兵 庫に 來 

く 人材 を 募り 海 

し か ば、 幕府 は 同 

御 取 建に 相 成 候 

國 九州 中 國迄諸 

御 一展 又は 出 役 等 

£<) 

發 せし に、 之 に 應 

る あらむ を 恐れ- 

徒 寄宿に 關 して 


東方 面へ の 練習 航海 


(五六) 


を 命 せら れ、 五 月に は 

(五 七) 

り湊 川口 ほ 上陸す。 

軍の 術 を 習得せ しめ 

月 二十 一 日 を 以て， 「今 

に 付、 京 坂. 奈 良. 爭伏 見 

家家 來に 至る 迄、 有 志 

にも 可 被 仰 付 候 間、 委 

じて 神戶に 來 集す る 

之 を 中止せ むとの 議 

も 七月 十五 日 幕府の 


二 女房 は 其の 門下に 長 藩の 士ぁ 


し 


1 凡 

て餘. ^あ 

下 げ、 そ れ 

り 率ね 聽 

亦 許可せ 

將軍家 茂 

安房 又 こ 

むこと を 

度 海軍 術 

に 住居 之 

之 者は罷 

細 之義は 

者 甚だ 多 

あるに 至 

0 許 を 得 

がた め 幕 


ら 

れ 

0 

大 

出 


ば、 之 を 

の 利益 

せられ、 


(五 五) 

る。 

大阪近 

に扈從 

議し， 將 

に被爲 

旗本 御 

修行い 

勝 安房 守 

く、 幕吏 そ 

り し も、 安 

五 *J) 

た， 0 き * 

府の 嫌疑 


兵 
庫 
開 
港 


を 蒙 り、 十 一月 江 m- に 召喚 せられて 其 職 を 免せられ たり。 而 して 攝海 防備 も 亦 

長 州 征伐の ため 自ら 忽 諸に 附 せらる、 に 至り たれ ば、 神 II； 海軍 操 練 所 は 翌慶應 

元年 三月 九日 遂に 廢 止と なれり。 

前後 兩 度の 長 州 征伐に より 局面の 展開 を 計らむ としたる 幕府 は、 連 戰 連敗に 

より 却り て 積 威の 失墜 を 招 き、 兵 庫 附近の 住民 は、 軍 隊及 軍需品の 輸送の ため 輕 

(六 二) 

からざる 負擔に 苦み しもの ， 如し。 征討の こと 未だ 了ら すして 家 茂 薨じ慶 喜 

その後 を 襲 ひて 將軍 となる に 及 び、 征 長の 師を解 き、 大 勢の 趨く所 を 察して 遂に 

政權を 奉還す るに 至りし が、 斯 かる 政變 推移の 間に、 兵 庫 開港 は曩に 安政 假條約 

によ， 0 事 一 たび 決定せ るに 拘 はら す、 直 に實 施せら る ， に 至ら す. 或 は 特使の 歐 

洲 差遣と な り、 諸 國の 同意に よりて 其 開港 暫く 延期と な りし が、 爾 後 幾多の 曲折 

を經て 慶廉 三年 五月に 至り 漸く 勅許と なりし を以 て、 同年 十 二月 七日 卽ち 西曆 

一八 六 八 年 一月 一 日 を 以て 愈  < 開港の 實施を 見. 後 幾 もな くして 明治維新 となれ 

h^。 爾來 五十 年， 此 港の 發展眞 に 驚く ベ きもの あり。 一 小 村落 は變 じて 遂に 東 

洋 屈指の 貿易港と 化せり。 因て 今 先 づ兵庫 開港の 顚 末より 說き 起こし て、 章 を 

逐ひ 以て 爾後 五十 年間に 於け る 神 IJ^ 市の 發達を 叙す る あらむ とす。 
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二) 日本 害 紀、 祌 功 皇后 紀及 應祌天 皇紀。 

(二) 三 善淸行 意見 封 事。 

(二) 星 野 恆， 兵 庫 築 島 考 (史 雜 誌， 第 六 編 第 一 

號)。 經 濟大辭 杏、 兵 庫の 項 (內 田銀藏 執筆)。 

(S) 兵 庫 築 島考。 吾妻 鏡， 壽、 水 三年 四月の 條。 

(五) 太平 記 (流布本)， 卷十 一。 

S 同書、 卷 十六。 梅 松 論 (群 甞類從 本)、 下。 南 

方紀傳(改定史籍集§:^本)、上。 

(七) 看 聞 日 記、 永 享四年 八月の 條。 滿濟淮 后 

日  >記 、永 享四年 六 月、 同 八 月、、 水 享 六 年 五月 

の 條。 

(< ) 相 原 an 三、 兵 庫 兩關稅 移の 研 究 (史 學 雜 誌、 

第 三 十 編 第 四、 五、 六 號)。 

(九) 镇 本朝 通鑑、 卷 九十 八。 

(10) 同 杏， 卷百 九十 九。  - 

(二) 同 寄、 卷 二 百 六， 二 百 七、 二 百 八。 

(ニー) 攝 津國衬 名高 附 古跡 之覺。 

(§ 續 本朝 通鑑， 卷ニ 百 十二 U 

(Is) 同 喪、 卷ニ 百 十四。 

§  二 茶店 村 改正 舊家 撰" 兵 庫 諸 寺院 除 地 


二 〇 

證文。 1^ の *? 扶持 文書。 

(二つ 二 茶店 衬 改正 舊家 撰。 棰井文 害。 

(一七) 棰井 文書。 

(10 南 錄銀殍 借 頼 害。 

(一九) 慶七 松， 海 0 錄 (海 行 摁 載， 二)。 

§ 同上。 吳 揪灘， 束槎上 曰錄。 李 石 門. 扶 桑 

錄。 姜弘 重， 東 槎錄等 (海 行撅 載、 二  )。 

(ニー) 藩 翰譜、 卷四 下， 卷五" 績藩 翰譜、 卷ニ 下， 卷 

五上。 享保 以来 御 取計替 れケ條 書 (大 阪 

市史、 卷五、 九 一 頁 以下)。 神戶衬 諸事 御用 

留 帳" 明 和 六 年 四月の 條。 

(ニー 一) 太 平 記 (流 布 本 )• 卷 十六。 圓光 大師 行状 翼 

贊、 地 瑰 、四 十 九。 

(ニー  11) 二 茶店 衬 改正 舊家 撰" 二 茶屋 村々 中 家 

譜。 

§ 大阪市 史、 卷 一， 三 四 一 頁。 

(§ 新井白^^、奧羽海運記。 教賀 郡役所、 教賀 

郡 誌、 四 九九— 五 〇 九 頁。 

(so 兵 庫津中 明細 錄。 

i) 南條 文書。 驚 見 文書。 


(二八) 资藤阿 具， 蘭 人の 江戶參 穫 (史 學 0 誌、 第 一 一 

十一 編 第 九， 十 號)。 通航 一 覽， 卷四 十八 以 

下。 

(一一 九) K-sspfer,  fJistory  of  Japan. 1 六 九 一 年 二 

月 二十 三日の 條。 

01ー0)  二 茶店 村 改正 舊家 撰。 

(ー1ー一) 南錄銀 拝借 願 害。 南條 文書。 

(き 一) 南 錄銀拜 借 願書。 兵 庫津中 明細 錄。 村 

高地 子 高 町 數家數 人 數船數 諸 株 小物 成 

覺 書。 

(二三) 兵 庫津中 明細 錄。 村 高 地 子 高 町 數家数 

人 數船數 諸 株 小物 成覺 書。 干鰯屋 仲間 

定 書。 

(一一 13) 兵 庫津中 明細 錄。 

(ーー3 南條 昌慶覺 書。 

(11110 衬 高地 子 高 町 數家數 人 數船數 諸 株 小物 

成 覺 書。 

(一一 一七) 高 田屋嘉 兵 衞 傳, 事 實 文 編、 五十 七 y 

(一 S 大阪市 史、 卷 四， 二  二 三 三 頁。 

(115 藤田耩 一、 楠 氏 研究、 五 四 一 I 五 四 六 頁。 
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貝 原 益 軒、 自娩 集、 卷三。 楠 公 石碑 建立 由 

來 言 

§) 橋 本文 害。 嗚呼 帖。 

S1) 蕪衬 終焉 記。 安田 莊右衞 門 談話。 

(四 一一) 廣瀬 旭莊、 梅壤 詩鈔。 日間 1« 事 備忘。 

§ 橘 經 亮， 梅 窓 筆 記。 同、 橘 窓 自 語。 范木田 

久老、 槻の 落葉 播磨 下向の 日記。 橋 本文 

書。 

(SS) 藤井甚 太郞， 攝 海防 備史 i 津鄉 土史 論)。 

(go 勝 安 房， 陸 軍 歷 史、 卷 十 七。 

§ 攝 海防 備史。 

3 七) 田 村 維 則、 勝 海 舟傳。 勝 安房、 海軍 歷史. 卷 

五； 同. 海 舟 曰 誌、 文久 三年 四月 二十 三日 

の條。 尙 次章.^ 參 照すべし。 

S 八) 新規 船 爆 場 取 建 願 害 之控。 衬田誠 治、 神 

戶 開港 三十 年史、 乾、 一 一六 I-  ニニ 頁。 

§ 攝 海防 備史。 

OS) 海軍 歷 史、 卷 十 七。 

0-0 掭 海防 備史。 神戶 開港 三十 年史、 乾、 一 二 

七 頁。 
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§ 海軍 歷史、 卷 十七。 

S 和 田 岬御窒 場 御 築造 御用 ST 和 田鄉御 

麈場築 立 日 si。 

§ 海軍 歷 史、 卷 六、 卷 十 七。 

§ 同， 卷 十七。 

(W 六) 逾澤榮 一、 德川慶 喜 公傳、 卷三、 四 一 直。 

§ 海 舟 日 誌， 元 治 元年 五月 十 一 日の 條。 

OS 海軍 歷 史、 卷 十七。 曰 本 教育 史資 料， 七， 六 


八 六 頁。 

§ 海軍 歷史、 卷 十七。 

§ 同上。 勝 海 舟傳。 

(六 一) 03 本敎 育史 資料、 七、 六 八 七 頁。 

§ 大樹 樣御進 後 LL 付 御 入用 諸. 品 諸道 具 手 

當害上 帳。 御 進 發に付 正 人足 出方 入用 

帳。 


第二 章 


兵 庫 開港 (其 一) 


開 國前內 外 

狀 勢の 變化 


寬 永年間 德 

と 二百 有餘年 

のみ 舊態を 維 

然國を 鎖 ざし 

易す る を 許し 

八代將 軍吉宗 

を與 へたる も 

當路 者の 中に 

ば 鎖國の 世と 

全く 缺如 せ り 

て は、 國 內に於 

海外 大勢の 推 

の 結果 は國民 


川 幕府が 

の 久しき 

持. - ^る 二 

孤立せ む 

-幕 fe5 は こ 

の 蘭學獎 

のにして 

も、 開國 の 

い ふ も、 我 

と 言 ふ に 

ける 開國 

移 を 見る 

的國 家の 


所 


れ 

、明 

I  二 

勃 


第二 窣 兵 庫 開港 (其 


謂鎖國 政策 を 取りて よ b. 我 國 民の 

及びし が、 その 間 世界の 大勢 は 霞々 

もはや 不可能と な ぬ，' 但し 寛 永 

する の 意に は あらす し て. 蘭. 淸 一 一 國 

を 通じて 以て 厌 かに 海外の 事情 を 

は、 邦. 人 の 泰西に 關 する 知識の 收得 

和. 安 永 以後に 至. 5 て は. 開 國 說を唱 

見を懷 抱す る 者往々 にして 之れ あ 

民 毫も 海外の 狀 勢に 通せ す、 從 つ て 

あらす。 嘉 永年間 米 使の 來り 開國 

氣運 亦旣に 相當に 熟し 居た るを認 

十 七. 十 八兩 世紀に 亙 b 歐洲 の內部 

輿 を 見、 新 大陸に あ b て は 亞米利 加 

一) 


長夜の 夢 を 貪 る 


ふ 


し て 

鎖國 

長 崎 

失 す 

於て 

る 者 

ノ  *> 

し 力 

國 に 

求む 

得 ベ 

起れ 

衆國 

二三 


進轉 し、 我國 

は 決して 全 

に來. y て貿 

る を得殊 に 

.1 層の 便宜 

續 出し、 幕府 

如し。 され 

對 する 準備 

る 頃に あり 

(二 

し。 飜 つて 

る 幾多 紛爭 

の獨 立す る 


神 戸市 史 

あり。 而 して 

就中 英 i^rl 利 は 

九 世紀の 初 め 

於け る 植民地 

し め、 且 この 

亞の 領有 を擴 

北 隅 を 占領し 

境界 問題 を惹 

を感 する に 至 

と雖 * ナ ボ レオ 

開 國を强 要す 

を 異 に し， 歐 洲 

戰 ひて カリフ 

の 人口 俄然 增 

太平洋に 於け 
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それら 諸國は 多く 力 を 版 圖の擴 張 

印度に 勢力 を 樹立 し. そ れ よりして 

ナ. ホ レ ォ ン戰役 起り、 和 蘭が 暫く 佛 

を 奪取せ る こと 少 から す、 長 崎 出 島 

よ. 0 して 漸次 我國 との 通商 を も 開 

張して 北 亞細亞 の 東端に 達し、 更に 

たるの みなら す、 南 に 下りて 我北邊 

起し、 且 食料 等の 供給 を 得む. かため 

た. -。 かくの 如く 英. 露 兩國は 共 

ン沒 落後 歐洲 に發 生せ し 種々 の 事 

るに は 至ら ざり しが 、新興の^ 米 利 

の 政局に 干與せ やして その 國カを 

ォ 〃一一 ァを奪 ひ、 尋 で その 地に 金鑛 

加し、 盛に 船 を 太 1^ 洋に 浮べて 支那 

る 捕 鮪 業の 發達 につれ、 之に 從 事す 


と 植民地の 經營 とに 蔬せ しが. 

更に 眼 を 東南 亞細亞 に 注 ぎ、 十 

領 となれ るに 乘 じ、 其 亞細 に 

に 於け る 蘭人 の 勢力 を 孤立せ 

かむ とせり。 露 西 亞は西 伯 利 

海 を 越えて 亞米利 加 大陸の 西 

を も 窺 ひ、 こ 、 に我國 との 間に 

蝦夷に 於て 賀易を 開く の 必要 

に 我國と 通商の 端 を 啓きた 

情の た め、 尙 未だ 進みて 我國に 

加 合 衆國は 以上 二 國と其 境遇 

充實 する こと を得メ キ シ コ と 

發 見せら る 、 に 及 び、 太 平洋岸 

との貿易を始めた..^。 加 之 北 

る 船舶の 出動す る もの 其數亦 


少 から 

我 海港 

る と 

故に、 兩 

乗じ、 使 

て 略，^ 之 

ば、 米國 

リック 

代らし 

る こ と 

何れ か 

貿易の 

かく 

に來. - 


ざ 

な 

め- 

の 


於 

ォ 

遣 


し 

島 


許 可 

て ぺ 


し 

響 > 

を 


か ば、 爲 め 

薪水 食料 

. 且つ 米 

洲 殊に バ 

て 先づ我 

衆 國が使 

を 得 む。 

強大なる 

その 任に 

の 要求 を 

薪水 食料 

擇び てこ 

得む こと 

1 は西曆 

呈せ むと 


を 


米 船の 我 近 

得 • 又 難破に 

は當時 太平 

カン 問題に 

に 開 國を迫 

を 我 國に派 

るに 其 初 度 

隊を苒 派し 

らしめ むと 

かむ とせ b„ 

供給と 船舶 

に 貯炭所 を 

t 三) 

hv き。 

八 五三 年卽 

ひし か ば、 慕 


を 

す 


洋 

レ」 

せ 


遊弋す る もの 

る 救助 を 受け 

於 て 英. 露 兩 厕 


設 く 

ち 我 

府乃 


せられ 

至 り し； 

るに 至 一 

使 は遂！ 

て 其 目！ 

が、 故 あ 

第 一 は： 

とのた 一 


て 極東 

は 自ら 

りし 理 

に 得る 

的 を 達 

. ^て提 

め  一 二 

を 得る 


嘉 永 六 年の 六 

ち III 田 伊豆守 


漸次 多き を 加へ、 從 ひて 

むこと は 米國の 切望す 

に對 し競爭 者た しが 

を 顧る の遑少 かりし に 

(二) 

然る ベ かりし ことな- 9。 

由 は 上述せ る 所に より 

所な くして 歸國 せし か 

せむ と し、 初 め 提督 ァク 

督ぺ リ ー をして これに 

舶の乘 組 員 を 虐待せ ざ 

港の 利用 を 許さし め、 又 

こ と， 第三 は 開港 場に て 

月に 艦隊 を率ゐ て浦賀 

一井 II； 石 見守 m をして 
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戶市史 本 編 總說  二 六 

之と 久里 濱に應 接せし め. 後 日囘 答す ベ きを 約 し. 先 づ之を 去らし め、 然 る 後 彼の 

呈 せる 書翰の 和解 を 示して 諸侯 諸士の 意見 を 問 ひし に、 答 ふる 者甚少 かりし を 

(「ノ 

以て， tt- 月 九日 更に 令して 意見の 上申 を 促す 所め り。 此の 如き は 蓋し 諸侯 諸士 

にも 確乎たる 意見 を 有せる 者 極めて 少 か..^ しによ るなら む。 提出 せられし 

意見 中の 多く は 攘夷論に して • 殊に 佐 賀 藩の 如き は， 「上 --は 征夷 大將軍 之 御 職 任- 

被 爲在候 御 儀-候 得 は 征夷 之 二字 實に萬 世 不易 之 御 眼目 歟と 奉存 候」 と すら 云へ 

幕末の 攘夷 者 流が 征夷 大將 軍の 名目に 基き て 其 論 をな す は 巳に この 時に 

胚胎せ るな り。 閣老 阿部 伊勢 守 § これら 建議 を 熟覧し、 衆議 を 1^ せる 後、 布 達 を 

發 して 曰く、 諸說 異同 あ と雖、 畢竟 和戦の 二字に 歸 著す、 然る に 今 近海の 防備 未 

だ 全から や。 故に 來年米 艦 渡 來の節 は 確答 を與 ふるこ となく、 成 るべ く穩 便に 

處 置すべし ハ。 一 言辭甚 だ瞹昧 な..^ と雖、 當 時の 當局 者と して は 或は こ れ已む を 

得 ざ. 0 し 所なら む。 

祌奈 川條約 ベ リ ー は 我國を 去れる 後琉 球に 至 b 貯炭所 を 設け、 それよ b して 香港に 赴き 

し が 、佛. 露 兩國の 軍艦の 日本に 到り て 通商 を 求めむ とする 形勢 ある を 察 し、 急 ぎ 

ヽセ)   

香港 を發 して 又 日本に 向 ひ、 安 政 元年 正月 十 一 日 浦 賀に入 . ^、更 に 進みて 神奈川 


沖に 投錨す。 慕府 乃ち 林 大學頭 韓等を 

先 づ米艦 を 浦 賀に歸 らしめ むと 努めし 

て 大に驚 き、 報 やる に 開港の 許可な くむ 

囘 ぐらせ る 考案 も 現地に 在. c て 施し 難 

の 拒み 得ざる を 悟. 0 しもの、 如し。 幕 

せしめ， 薪水 食料の 供給 及 難破船 員 救助 

豫を 求めて 囘 答せ むと し、 唯 翌春 正月よ 

せし に、 ペリ ー はこれ に滿 足せす。 長 崎 

蘭人 同 樣の殘 酷なる 待遇 を受 くる を 欲 

の 遂に 五 港 を 開く に 至らむ こと を 欲す 

1 は浦賀 又は 鹿兒 島、 二 は 蝦夷の 松 前、 三 

に 0 し、 浦 賀の 代りに 下田 を 開く こと を 

なる のみなら や、 之 に 及ぶ 將 軍の 主權に 

松 前 も 亦 これに 同じと 述べし かど 、。へ リ 

已む なく 遂に 翌年 三月よ， 5 蝦夷に 於て 

第二 窣 兵 庫閲港 i ハ 一 ) 


遣して 應 接の 任に 當 らしめ、 大學頭 等 は 

も： へ リ ー の 態度 強硬に 之 を 拒みし を以 

ば識 判の 破裂す ベ きを 吿 げ、 江 111 に 於て 

きもの 多き を 述べたり。 蓋し 旣に 開港 

府已む を 得す 橫濱 村に 於て 外客 を應接 

のみ を 承諾 し、 開 港に 就きて は 五 年の 猶 

. ^長 崎に 渡來 する ことのみ を 許さむ と 

は米國 通商の 道に 當も す、 且 この 地に て 

せす と て、 極 力 之を排 し、 且 曰 く. 佘 は 日本 

れ ど も、 今 暫く 三 港 を 以て 満足すべし。 

は琉 球の 那覇是 な， 5 と。 我 使節 はこれ 

ば 許す ベ けれど、 琉 球に 至.. -ては 地 遠隔 

限 あるが 故 に、 直 にこれ を定 むる を 得 す- 

1 固く 執. 0 て 要求 を 曲げ ざ h- し を 以て. 

箱 館 を 開く こと を 許せり。 而 して 我が 

二 七 


神 戶市史 木 編 總說  ニス 

三 五 年間 食物 薪水 石炭 等 を 無償に て與へ むと 言 ひしに 對 して は， ベ リ ー は他國 

の 物 を 無代に て受 くる 理 なしと て 之 を 拒みし かば 人民 憐恤 の義を 主と する も 

のにして 交易に は あら ざれ ど、 謝 俄と して 差 出す は 勝手 たるべし と 達せり。 當 

時に 於け る 幕府の 外交 方針の かく 仁愛と 信義と を 標榜した る は、 これよ b さき 

ぺ リ ー が 船員 中の 死者 を 埋葬せ むこと を 申出で し に 際し、 大學 頭の 述 ベ し 意見 

中に もこれ を 見る を 得べ し。 されば この 時の 條約も 所謂 通商 條 約に は あらす、 

寧ろ 單に 和親 條 約と 稱 すべ きものな りし 如 く、 和 蘭に 對し同 樣の條 約 を 結べ る 

際 に も， 特 に 交易 は從前 通..^ 長 崎に 限る ベ きを 明 言 したる は、 亦 同 趣意に 出づ る 

ものなる べし。 され どか、 る條 約と て も、 そ の 締結の 歷 史上 重大なる 意義 を 有 

する こと は 論を俟 たす し て、 以 て舊 時代 終 を 告げて 新時代 序慕玆 に 開けた る も 

のと 見る を 得べ く， 又 踵ぎ て來 るべき 通商 條 約に 一 步を 進めた る ものと 云 ふ を 

( 1 三) 

得べ し。 此 所謂 神 奈川條 約 は 安政 元年 三月 三日 調印 を 了し、 安政 二 年 正月 五日 

下田に て 批准の 交換 ありし が、 露. 蘭. 英 三 國も亦 之に 續き て 略  <  同 樣の條 約 を我國 

と 結べり。 而 して 當時條 約に 勅許 を 得る の 必要 未だ 明に 認められ ざ.^ しもの 

の 如く、 且 つ 朝廷の 方針 必 しも 攘夷と 定まら ざり しこと は、 安政 元年 十一 一月 二十 


七日 御所よ，.^ 叙感斜 ならざる 趣 仰 出された る にても 知らる ベ く、 又 以て 公武の 

間 最初よ. 0 して 開港 問題の 爲 緊張せ しに あらざる を 察すべ し。 

ハリスの 渡 神 奈川條 約 第 十 一條に 由る に、 條約調 印の 日より 十一 ヶ月の 後兩國 政府の 何 

來及 江戶出 

府  れか 一 方に 於て 必要と認め たる 場合、 何時 にても 合衆國 政府の 領事 官 又は 理事 

官を 下田に 駐在せ しむる を 得 ベ しと ありて、 こ の 明文に より 最初の 米國總 領事 

として 我國に 派遣せられ たる は、 卽 ち 彼の タウン センド 二 リスな り。 ハリス は 

安政 三年 七月 二十 一 日 下田に 著 し、 直 ちに 書 を 下田 奉行に 呈 して 上陸 滯 留を耍 

(一 五) 

求 し、 幕 府の 許可 を 得. 更 に 一 步を 進めて 江 に 於て 將 軍に 謁せむ こと を 要求せ 

り。 今 之に 關し 安政 三年 十月 海防 掛の 提出せ る 意見書 を 見る にノ リス の 言 に 

は 條理ぁ り、 和 親の 國ょ b 駐在せ る 官吏の 出府す る こと は 不相當 の 儀に あらす 

と あり。 然れ ども 謁見の ことたる 當 時の 我國に 取. 5 て は 極めて 重大なる 問題 

なりし かば 、幕府 は大に 之に 苦 み、 老 中 堀 田 備中守 g は 下田 奉行に 令し ハ リスの 

出府せ ざる やう 盡カ せしめたり。 而 かも 出府 を 許さ る を 得ざる に 至る や も 

計られ ざれば とて、 翌年 正月 評定 所 一 座. 海 防 掛. 長 崎. 箱 館 奉行 等に 令 し， そ の 準備 

の 取調 をな さしめ し が 、安 政 四 年 十月 二十 一 日に 至 り、 果 して ハリスの 將 軍に 謁 
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祌 戶市史 本 編 總說 

見す る あり。 、ノ リス は 越えて 二十 六日 堀 田 備中守 を そ 

間 以上に 及 び. 先 づ合 衆國の 領土 獲得に 意な きこと より 

推移 を 論 じ、 自 國の 要求す る 所を擧 げ、 英佛 の 支那に 於け 

なる を 言 ひ、 日 本が 印度の 轍 を 踏むな からむ こと を 戒め 

ングの 言 を 引きて 早く 之に 對應す ベ き 方策 を講す ベ し 

三 件 を 提議せ.^。 公使 を 江 芦 に 駐在せ しむる こ と. 政 府 

貿易 を 許可す る こ と、 及 び旣に 開ける 三 港の 外 更に 他の 

これな. -。 備中守 は 終始 パリスの 言 を傾聽 し、 事 極め て 

を與へ よと 云ひズ リス は 宜しく 十分 熟考すべき を勸吿 

喜びて 說 明すべし と 言 ひて 會談を 了れ. 9。 

抑-開 國 通商の 巳むべからざる こと は、 幕 府の當 局旣に 

に し て、 安 政 三年 八月 阿部 伊勢 守が 交易 許否の 決定 をば 

とせば 如何様の 仕 法に なすべ き や を 取調 べしめ たる 如 

る が、 三年 十月 堀 田備中 守に 貿易 取調 を 命じ 跡 部 甲斐 守 

屬 せしめた るに 至. 0 て は、 これ 旣に 貿易 許可 を 以て 確定 
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I  - 一 


ベ く、 安 政 四 

間に 結ばれ 

る は、 こ れ卽 

かくの 如き 

の 了解す ろ 

ほ條約 草案 

の 兩人 をし 

ぬる こと 十 

上 最も 舆眛 


年 八 
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ハリスの 提出 
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用品の 關係上 九 

の 開港の 後六ケ 

實に 重大なる 事 


月 
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二十 九日 我 長 崎 奉行と 和 蘭 領事 ド ン 

條約 追加に 於て 長 崎. 箱 館兩 港に 於け 

が 外國に 自由 互市 を 許した る嚆 矢と 

りし か ば、 今 ハリスが その 要求 を 陳述 

りしなる ベ く、 備 中 守 は 有司 をして 

出せし め、 十 二月 十 一 日 以後 は 井上 

折 街の 局に 當 らし め、 翌 年 正月 十二 

及 び、 彼我 委員 共 に 熱心 事に 當 りた り。 

の. - 1 なれ ど も. 玆 に 其 詳細 を述 ぶる の 


ぼ 

， 

曰 


る條約 草案に は、 下 田. 箱 館の 外. に 

海岸に 於て 合 衆國の 選擇に 任せ 

に 於て 長 崎よりも 石 炭坑に 近き 

にして 下田 を 鎖すべし 等の 要求 

な れ ば、 我 が 委員 は 長 崎. 箱 館の 外 


あ 


港 

あ KVC 

に神奈 
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〃*キ ュ 〃チ ウスとの 

通商の 許可 を 明記せ 

(二  0) 

稱 すべし。 事情 旣に 

るに 際して も、 備 中 守 

詳細に 質問せ しめ， な 

守 歸及岩 瀨肥後 守 n 

至る まで に、 會 見 を 重 

其 曲折 は 幕末 外交 史 

要な きを 以て 之 を 省 

崎. 平 京 都. 江 p. 品 川 

開き. 石炭 其 他 汽船 需 

ば 之 を 開 き、 江 品 川 

此の 如き は いづれ も 

川の み を 開き 下田 を 

三 1 


神 戶市史 本 編 


閉ぢむ 

は 多く 

態 等 に 

ざ b し 

に 服す 

然れど 

讓步せ 

住 を 許 

提議し" 

は. 一 た 

と同樣 

をち 開 

判に 移 

兵 庫の 

やとせ 


し 

51,6、： 

む 


て： M? 盧せ 

ケム ペル 

せ や、 又國 

幕吏 其 困 

と 云 ふが 

が 委員の 

る を 得、 長 

る こと、 

居住し 大 

之 を 許さ 

阪をも 開 

こと を 求 

としたれ 

等 種々 な 


總說 

しが、 

等よ 

內 の 

難 を 

如 き 

誠 意 

崎. 箱 

V ら 

く  ,  J 

め た 

ど. ハ 

る提 


-メ リ ス 

得た 

攘夷論 

想 ふる 

空論 を 

とその 

f  .IE: 奈 

出 で 、 

むと せ 

とを諾 

れ ば、 風 

リス は 

案を績 


ば驟の ire!  に 兵 庫 を 開 


三 二  ， 

固よ，^ 之に 滿足 せす。 彼の 本邦に 關 する 知識 一 

り しもの、 如くに て、 我 國 各地 產 業の 實 際の 狀 ； 

の 如何に 盛に、 浪人の 如何に 跋扈す る や も 知ら！ 

も 一 々面會 によ て說 破せば 浪人 とても 條理ー 

な し， 我 が 委員の 說得 容易に 其 功 を 奏せ ざり き。 

談判の 巧妙と は 終に よく 彼 をして 幾多の 點を 

川の 外に 新 潟 を 開く を 約 し、 江 は 開け ども 居. 

に關 して は 其の 代りに 堺 又は 兵 庫 を 開かむ と 

商業 を なすこと 如何との ハ リスの 問に 對 して 

し も、 十 二月 二十 五日 第九囘 談判に て 終に 江 11^ 

したり。 然るに ハリス は 更に 大阪. 驟の外 兵 庫一 

波 烈しき 時の 入津 は 仔細な しと 答へ て， 他 の 談 一 

更 に 1^. 兵 庫の 同時 開港、 或は 又 群の 代 b として 一 

出した るを以 て、 我 委員 は 之に 答へ、 大阪を 開か 一 

こと 或は 然る ベ からむ も. 旣 に 大阪開 市に 決せ 


る 上 は. 兵 庫の 開港 は 之 を 承諾し 難し。 蓋し 大 阪. 兵 庫の 間に 

の 領地と 相 交 は h^, 外 客の 陸行に 困難 あ.^、 若し 或は 海路の み 

兵 庫の 開港 は 自ら 大阪の 開港と なる ベ く、 大 阪の開 市と 開港 

之 を 行 ふ は 承諾し 難ければ な b と 云へ り。 是に 於て ハリス 

庫の 開港 を 望む は 船 修復の ためな，.^ と 言 ひし か ど、 我 は 兵 庫 

餘地 もな く、 同 地に て 船の 修復な ど は 思 ひも よらす との 理由 

を 拒 斥せ..^。 然るに 一方に は 開港 地の 四方 十 里に 外人の 遊 

り て、 若 し 群 を 開く とせ ば. 之 を 中心とせる 外人 遊步の 範圍は 

國には 許 多の 皇室 陵墓 ありて 、妄りに 外人 を 逍遙せ しむる に 

驟の 開港 を 厭 ふよ ト，' して 窮餘 遂に 兵 庫 を 開く の 意 を 決した 

十日に 開ける 第 十二 囘の 談判に 於て は. 遊 步 規程に 關 する 折 

代 h- に 兵 庫 を 開く の 提議 をな し、 兵 庫の 遊 步區域 をば 一 方 猪 

して、 終に 、ノ  y ス の 承諾 を 得、 久しく 懸案た りし 兵 庫 開港の こ 

見. 安政 五 年 三月よ b 凡 五十六 ヶ月の 後、 卽ち 西暦 一 八 六 三年 

ニニ) 

する こと  >  せ h- 


は 幕府の 直領 大名 

： よる もの と， tj 

と を倂せ て 同時に 

は 更に 辭を 設け 兵 

の 人家 稠密し 僅の 

を 以て 飽くまで 之 

步を 許す 取 極め あ 

大和に 及び、 而も 同 

適せす、 故 に 幕府 は 

る が 如く. 翌年 正月 

街の 次 を 以て？^ ガの 

名 W を 限る 二と » 

と 遂に 玆に決 著 を 

1 月 1 日よ，. 9 實行 
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約 

勤 

許 


祌 戶市史 本 緩 據 說 

條約 調印 をば 正月 五日 

りしい よ. そ れ 迄に 得 ざ る 

事と は 思 は ざ h- しもの ， 

二三) 

したる こと あり。 狭"； るに 

ら す、 攘 夷 論の 公卿 間に 浸 

如くなら す。 幕 使 林大學 

やし て. 爲 すなく 東歸 した 

要 を覺. ^て 京都に 入 ..^_、調 

へ、 暫時の 猶豫を 乞 ひつ \ 

力 は 遂に 水泡に 歸 し、 三 月 

下 諸 大名の 衆議 を盡 すべ 

日 { 仝 しく 江 戶に歸 b  、越 え 

更に 調印の 延期 を 乞 ふ。 

ち予を 欺きた るな b  、予 を 

の 起らざる 前に 速に 條約 


よ 

き 

頭 

-其 


か. ら 

く ン 

勢 俄 

した 

及 津 

ば、 堀 

の 期 


二十 六 

き 由の 

て 二十 

ハ リ ス 

欺く は 

を 結ぶ 


ヶ月の 後 

ざる 刺 許 

リスに 對 

に變じ 、ベ 

る こと^ 

田 半三郞 

田 備中守 

日 迫りし 

如何にも 

日に 至り、 

御沙汰 あ 

四日、 ンリ 

はこ、 に 

大統領 を 


亍 

,ィ 


し て 


し 

玆 

て 


ス を 

始め 


ふ ベ き： と 

して は、 其始 

も 朝廷の 掣 

渡來當 時の 

て、 其 幕府 に 

如 き は、 全 く 

に 自ら 大 に 

て 京都よ b 

勅許 を 得ん 

は 許容な り 

中 守 は已む 

引見し 京都 

て 幕府に 威 

ものな ひと 

說 きし も. 五 


三 四 

ハリスの 承諾 を經た 

め 幕府 は さまでの 難 

肘な かるべき を 公 言 

如くなら ざるの みな 

對 する 態度 亦 昔日の 

朝廷の 顧る 所と なら 

堂上 諸家 を說 くの 必 

して 書 を ハリスに 與 

と 奔走せ し も、 そ の 努 

難ければ 更に 三家以 

を 得すして 四月 二十 

に 於け る 事情 を 吿げ、 

權な きを 知 . ^ノ  J れ 卽 

て大に 憤りつ 、、國 難 

月 二日に 至 遂に 七 


兵 庫 開港の 

困難 


安政 假條約 


家 

云 


を 

へ、 


>  J と 

の は 

す >  J 

ノ14 ヽ ilat 

ス と 


近 

の 


月 二十 七日まで 調印の 期 を 延引す 

幕府 は 勅命に 從ひ三 家 及 諸 大名 

意見書の 多數 は、 釵 盧 を 

にっきて 不同意 を唱ふ 

もの なれ ど、 然 るに も拘 

情 之を然 らしめ しと は 

ベ く、 前年 十二月 幕府が 

勅命 に も、 畿內 及皇都 近國を 除く 

との かくまで 朝廷の 反 對を受 く 

る ベく、 我 國經濟 の 中心地と も 云 

の 到底 不可能なる こと は 開港の 

事件の 經過 此の 如くなる を 見る 

べき もの あり。 

斯 かる 間に 隣邦 支那 


る こと を 

の 意見 を 

畿を 

か 

時條 

港の 

談 f 

き 由 

し と 


力 

a 一  0) 

き。 

約の 


(二三) 

承諾せ.^。 

諮問せ しが- 

ざる  こと 等 

これ 以て 時 

勅許 を 得る 

蓋し 其 有力 


見 


き 關白及 太 

(一 J 五， > 

たり。 然れ 


つ 

幕府 當局 者の 


の 

ふ ベ き大阪 附近 を 開港 場 以外に 除却す 


その 際 提出 

に 在り て、 開 

勢の 移れる 

能 は ざり し 

なる 原因 を 

閤を 經て奏 

ども 近畿の 

夢 想 だ もせ 


せ ら 

港 そ 

を 知 

は、 種 

な せ 

聞 せ 

港 を 

ざ b. 


の 

る 

さ 


た る 

も の 

ベ き 

。- 寧 

な る 

時の 

く  -  J 

所な 


理由と して 十分な と 信せ しなら む。 されば 

に 及び て、 こ 


の 間に 處 する 幕府の 困難 蓋し 想 ふ 


卜て 英佛 聯合 軍 勝利 を 得、 そ の 餘勢を 以て 將に 本邦に 殺 

到せ むと すとの 情 報、 六 月 十三 日 下田に 著せし 米 艦に よ.^ て ハ リスに 通せられ 
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三 五 


井伊 婦部頭 

及 ハリスの 

行動 


祌 戶市史 

しかば ノリス 

日 軍艦に 乘じ 

に 於て これよ 

の 未だ 勅許な 

勢に 鑑み 國家 

を神奈 川に 遣 

乃ち 香港の ボ 

て 日本に 來る 

外國と 結びし 

との 條約も 亦 

の條 約が 玆に 

とりて 一 の 利 

掃 部 頭の 此擧 

雖、 熟 ら當 時の 情 

論者 或は 開港の 


本 編 總說 

は 書 を備中 守に 送 b 、開 港の 一 曰 も 緩 

神奈 川に 赴き、 幕吏に 面して 速に 調 

さ き 四月 大老に 任せられし 井伊 掃 

に 惑 ひし か ど、 衆 議 調印 を 可とする 

保全せ むがた め、 兹 に 意 を 決する 所 

遂に 條 約に 調印せ しむ。 これ 卽ち 

リングに 書を與 へ、 英 使ュル ギン 卿- 

< '二八， - 

必要 消滅せ る 旨を吿 げた. 5。 この 

約の 基礎と な h- たる ものにし て、 年 

踵いで 結ばれた りし が、 此 等 假條約 

一 せ ら れ、 日 本の 對 外的 地位 頗る 簡， 


三. K 

うすべ からざる を 吿 げ， 十 七 

ニー 六) 

印を了すべしと說け..^。 爱 

部 頭 I は、 この 要求に 接し. そ 

もの 多 かりし よ り、 宇 內の大 

あ り、 井 上 信 濃 守. 岩 瀨 肥 後 守 

安政の 假條 約な り。 ハリス 

佛使グ 男の 大艦 を率ゐ 

假條約 は實に 爾後 我國が 諸 

を 終へ ざるに 蘭. 露. 英. 佛 諸 國 

に よ. 0 從來 結びし 柯 々維 多 

單 となれ る は、 確 かに 我國に 


な >9 き。 

た る、 其 勅許 を 俟たざ し は 固より 當を 得た る もの にあら すと 

勢を考 ふれ ば、 そ の 心事の 深く 諒察す ベ きもの これな しとせ や。 

功 を 以て 阿部 勢 守. 堀 田 備中守 等に 歸し、 掃 部 頭 を^す と雖. こ 


れ亦 正鵠 を 得た る 論に あらす。 開港 

爭ふ ベから ざ れ ど、 斷 じて 之 を 決行せ 

に 於て 後人 は 掃 部 頭の 功 を 認めざる 

備中 守. 松 平 伊賀 守 I 兩閣 老に歸 し、 自 

き は、 そ の 果して 何に 據れる 非難な.. > 

以て 盡く 開國の 卓識に 出で た-.^ とす 

の趨く 所に 順 ひ、 實 際に 處 しつ、 次第 

調印 は 全く 國家 保全の 一 念よ. 0 出 で- 

し  所に  あらす  と  言 ふ を 以 て 妥 當 と す 

我國 情の 困難 を 察し、 -半 和の 間に 條約 

く 記せら るべき ものな り。 我 國の開 

し は、 そ の 功の 一半 確かに ハリスに 歸 

る や 彼 其 責任の 重大なる を 思 ひ、 將 來 

する が 如く 行動せ むこと を 希望せ 

如くに 行動 し、 以 て我國 をして 半 和の 
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の 勢 伊勢 

し は卽ち 

を 得 す。 

己の 責任 

や を 知 b 

る は 或は 

に その 所 

交易の 利 

♦ (三 

を 締結せ 

せざる ベ 

の 歴史に 

とい ふ。 


守に 

掃 部 

條約 

を 囘 

過稱 

見 を 

に 至 

つ て 

む と 

の そ 

か ら 

於て 

而し 


發 


し備中 守に 大成し 

其 人に 外なら やし 


せ 

榮 


間に 世界 賀易 のた 


の 後 掃 部 頭が 罪 

ん とした. 0 と 難 

は い へ 掃 部 頭の 

む。 要するに 彼 

せる 者に し て、 其 

は 彼の 大に 重き 

ス の 行動 を 考察 

彼の 誠 意 と 忍耐 

如き 苦き 經驗な 

初め ハリスの 我 

ある 叙述 を受く 

は 遂に 能く その 

め に その 門 戸 を 

. 三 七 


たる は 

て， 此點 

を 堀 田 

や る 如 

處蘆を 

は 時勢 

條 約の 

を 置き 

する に、 

と は 永 

きを 得 

國に來 

るに 値 

希望の 


力 


し 


開港 延期 使 

節の 派遣 


祌 戶市史 本 編 

むる を 得た h -。 され 

(一一 二) 

ら， さる ベ し。 

據部 頭の 勅許な く 

て 將 軍繼嗣 問題と 連 

管高壓 手段 を 以て 臨 

田 門外の 遭難と なり- 

合體を 策して 和宮の 

,5。 安政 五 年の 假條 

三年 一月 一日よ. 0 大 

一 月 一 日 よ 開 か る 

りたれ ど、 若し 其 開港 

に 代 ふるの 約 亦存せ 

なかり しか ど、 他 の 一 一 

國の 情勢 は此 約束の 

十 一 日英 公使 ォ ル コ. 


總說 

ば ハ リ スの 世界史 上の 功績 亦 莫大な K 

して 調印せ る は 大に當 時の 輿論 を 沸騰せ 

關 し、 事 態 をして 一 層 紛糾せ し め、 掃 部 頭の 

むの みな b しか ば、 人. 心 は 益，^ 激昂して. 終に 

彼の 死後 は 安藤 對馬守 M 専ら 政務の 衝に 

降嫁 を 仰ぎ、 外に 向 ひて は 兩都兩 港 開期延 

約に よ b  、外 國人は 一八 六 二 年 一月 一日よ 

阪に賀 易の ため 居留す る を 許さる ベ く、 兵 

ベ く- 而 して 新 潟の 開港 は 一 八 六 〇 年 一 月 

地に 適せざる 場合 は 本州 西岸に 於て 他の 

.^。 故に 新 潟の みは 期に 至りて 必ゃ之 を 

都 一 港 は必す 約の 如く 開く を 必要と せり 

履行 を 至難なら しめたる を以 て、 對 馬 守 は 

ッ クふ對 話の 節 始めて 之に 言及 し、 八 月 1 1 


ニニ  A 

云 ふ も過稱 にあ 

しめ、 加 之 事延ぃ 

之れ に對す る、 只 

萬延 元年 三月 櫻 

當 り て、 內 は 公武 

引の 談判 を 開け 

江 II； に 二 八 六 

庫 は 一 八 六 三年 

一 日よ と 定ま 

良港 を 以て これ 

開かざる も 差 支 

) 然るに 當時我 

萬延 元年 六月 二 

十六 日佛 公使 ベ 


以 

の 


レ 

き 


クだ. i も 

て 不條理 

て、 米 公 使 

書 記 官 殺 

決 を 得た 

に 至. -し 

欲して 種 


遣 

全 

て 


使臣 派 

三人 を 

交渉の 

使節 派 

せしめ 

ゴ ック 

旨 を以 


(一二  二，； 

談判 を 開きし に、 諸 公使 等 も 亦我國 

な b と 認めす。 唯 事の 自己の 專斷 

ハ リス は 直に これ を本國 政府に 逋 

害の 件 あ. -、 爲め に 一 たび 紛糾 せん 

る も、 當 時 ハリス 旣に辭 意を懷 き、 之 

か ば、 對 馬 守 は 爾後 生と して オル コ 

々懇請す る 所 あ. -、 ォ ルコ ック 乃ち 

遣し 直接 各國 政府に 請 ふの 外道な 

の議を 決し、 文久 元年 十月 竹內 下野 

節と して 歐洲 締盟 六國に 派遣し 聘 

權を 以てし、 一 行 は 同年 十二月 二十 

の 後慕府 は外國 奉行 をして 遣 使 目 

に、 ハ リ ス は 答 ふるに 何れ 各國 協議 

意見に よ b て 決すべ しとの ことな 


せり。 因て 對馬守 は 其 坂 下 門外 遭 


情に 顧み 必 しも 慕 府の此 希望 を 

を 以て 決すべ きに は あらざる を 

せり。 然るに 幾 もな くヒ ウス ケ 

とせし 事態 は、 幸 にして 穩 かなる 

に 望む に 多大の 盡カを 以てし 難 

ック に依賴 し、 延 期に 同意 を 得む 

佛 公使と 謀り、 幕府に 說 くに 使節 

きを 以てす。 こ、 に 於て 對馬守 

守 ，松 平 石 見守 纏 • 京 極 能 登 守 航 

問の 禮を行 はし め、 且、 與 ふるに 延 

二 日 品 川よ. 9 解纜した hN。 

的の 成否に つき ハ リ ス の 意見 を 

の 上 決定すべき も、 英 國は 一に ォ 

れ ば、 其 結果 は 承諾に 庶幾 かるべ 

の 後、 ォ ダ コック を 病床に 引見 
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請す る 所 あ b  、久 世 大和 守 I 亦對馬 守の 邸に て佛 公使と 會見 

なせし が、 ォ ダ コ ックは 俄に^ 國 する 二と、 な. 0 たれ ば. 幕 府 
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な く、 多 く は 六十 兩前 後、 時 として は 七十 兩餘 にも 及びた. 9 と 云 ふ。 又我國 在留 

の 外人 中 無責任の 言 を 弄する もの 絶無に あら ざ b しなる ベ く、 そ れらの 言 說 を 

耳に せる 我 國贸易 商人 等の、 外人 を 以て 我國の 金銀 を 奪 ひ 去 b  、戰は すして 我國 

を從 へむ とする 者な. 9 と 思惟 し、 彼 等と 賀易 する こと を 以て 國恩を 忘る 、 の 行 

爲 とし、 一旦 之に 從事 せる 後 深く 悔いて 轉業を 歎願せ る 者 あり。 然るに 文久ニ 

年 朝廷 新に 固 寧 掛を設 け、 公 卿 等の 政 權囘復 の 企 漸く 顯著 とな. 同年 十二月 三 

條 實 美. 姊 小路 公知 等 勅使と して 東 下し 懷 夷の 詔 を 傅へ、 翌年の 春に は將 軍の 入 

朝 あ り、 遂 に 五月 十日 を 期して 攘离を 決行す るに 定ま b  、期 日 到る や 長 藩の 下關 

通過の 外 艦 を砲擊 する あ b  、續 きて 薩 藩の 鹿 2^ 島に 英艦を 砲撃す る あ b, 就中 長 

藩の 砲 擊は各 國の怒 を 買 ひ、 英. 米. 佛. 蘭 四國の 聯合 艦隊 は 翌年 を 以て 下 關砲擊 を 

行 へり。 然るに 薩. 長 二 藩が かく 外 艦と 砲火 を 交へ し は、 却 つて 彼等 をして 攘夷 

の到底行ひ難きを知らしむるに與^>てカぁ..^しかば、この以後彼等の攘夷を唱 

へ し は 多く 倒 慕の 方便に 供した るに 過ぎす し て、 內實は 二 藩 共に 外國 殊に 英國 

と 好 を 通す るに 至れる が 如し。 之に 反し 幕府 方に て は. 和 宮 降嫁 奏請の 時以來 

の 行 懸りも あ 又 輿論の 應迫も あ b て、 如何に もして 攘夷 を 決行せ ざる を 得 ざ 


庫と の姊德 
通 七攝小 川 
過 卿 海路 家 
の 巡 公茂 
兵 視知及 


る 立場に あ り、 依 て文久 三年 五月 九日 小 笠 原 圖書頭 fS の 名 

に 送 b  、不 日 鎖 港の 談判 をな すべ きを 言 へり。 而も 荏苒 日 

手す る ことな かりき。 

文久 三年 三月 將軍家 茂 入洛し、 四月 攝海 

し 二十 三日な りしなら む。 和 田 岬に 上陸 

陸して その 地に 床几 を据 ゑ、 攝 海の 防備に 

下命す る 所 ありき。 安房 後日 其 記 念 の た 

(四 5 

されて 離訪. H にある 所の ものな，..^。 此時 

b 攝. 泉. 播 沿海 巡察 使と して 差遣 せられし 

操 練の 法 等 巨細 說明 せる を 以て 、公知 犬に 

なる を 論じたり とい ふ。 事 は 五月 二十日 

京都に て はこの 頃 長 藩の 勢甚 盛な しが- 

を驅逐 せら れ、 長 藩と 聯絡 あ .9 し 三 條實美 

次 二十 一 日 を 以て 楠 社に 詣で、 兵 庫に て 離 

を 以て 其 夜 は 巳むな く 港 內に假 泊 し. 翌 一 一 
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.9 とい ふ。 

橫濱鎮 港 使 幕府 閣 老中に は 八月 十八 日の 政變を 機と し • 利 害 を 奏上して 開港に 至らし め 

節の 添 遣 

むとの 議 なきに あら ざ しが、 一 橋慶喜 之に 反對 し、 飽 く ま で 鎖 港 す ベ きを 主張 

せり。 而 して 初めは 三 港 を 鎖 さむと せし も、 そ の 到底 不可能なる を 見 て、 橫 濱 一 

た E 六ン 

港の みの 閉鎖 を 主張 し， 京 都よりも 亦 八月 十八 日の 變動 以後 猶豫 な/、 鎖 港 を 決 

(四 七〕 

行すべし との 命 あ. 0 しか ば. 米. 蘭 兩 公使との 談判 は 九月 十四日 海軍 操 練 所に 於 

て 開始せられ、 この 報の 京都に 達する や、 一 たび 攘夷 勅使と して 關 東に 遣 はさる 

S 八) 

るに 決せし 有 栖川宮 の 東 下 も 中止と なれ h.。 思 ふに 鎖 港の 難き は 幕府 當局者 

の 十分 察知せ し 所なる ベ きに 拘 ら す. 而 も 彼等が 之 を 行 はむ とする 勢 を 示せし 

は. 蓋し 一 時 を 糊塗せ むがた めと 見る ベ /、、雨 公使との 談判に も、 老中 等豫め 彼等 

に吿 ぐるに 鎖 港の 交涉の 幕府 本意の 存 する 所に あらざる を 以てせし が、 其 後 英. 

佛兩 公使との 間に も 同搽の 談判 開始 せら れ、 又 佛 公使の 勸め により 佛人 殺害 佛 

. 艦砲 撃に 對す る 謝罪 ぽ に 橫濱鎖 港の 要求 貫徹の た め， 使節 を 彼國に 派遣す る こ 

と , な b 、池 田 筑後守 河 津 伊豆守 I* 河 田 相 模守熙 等 その 命を舉 じて、 十二月 二 

(五 G〕 

十七 日橫濱 を出發 せる も、 これ 蓋し 皆 一 時の 權宜に 過ぎす。 この頃 朝廷の 攘夷 


論 稍  <  温和に 傾 き、 島 津 久 光. 松 平 春 嶽. 伊 達 宗城等 有力なる 諸侯 亦 皆 開 國說を 執る 

に 至りし に、 曾て 一 たび は開國 說を懷 抱せ る慶 喜の み獨り 依然として 鎖 港 を 主 

張せ る は 事 頗る 奇 なり。 或は 慶 喜が 將 軍及閣 老の薩 州の 開 國說に 聽くを 屑し 

とせ ざ し 故、 自 ら鎖港 論に 與 みせるな b とい へ ど. 慶 喜の 鎖 港 論が この 時に 始 

まら や 前年 以來の ことに 屬 する を考ふ る 時 は、 其 實情眞 に 解す る に 苦む 所な り。 

池 田 筑後守 等 一 行の 出發と 同日に 將軍家 茂 再び 上洛の 途 につ き、 慶 喜 も 之に 隨 

ひしが、 將軍は 歸府の 後 元 治 元年 五月 十八 日 を 以て 松 平 大和 守 g に 委任す るに 

(五 一 〉 

橫濱鎖 港 を 以て し、 必す其 功 を 成す ベ き 旨 を 諭し、 其 後 大和 守 任 を 退く に 及び 水 

S  (五 二) 

中納 言 g をして その 街に 當ら しめた，...。 斯る 間に 筑後守 等 巴 里に 到 トノ， 親 し 

く 彼 地の 國情を 察 し、 又 ナポ レ ォ ン 三世に 謁見して その 說 得する 所と な り、 鎖 港 

の 到底 致し 難き を 悟 しか ば、 他 國の 訪問 を 止めて 直ちに 歸 朝の 途に 就き、 七月 

橫濱に 著 し、 意 見 書 を 提出して 歐洲の 形勢 を說 き、 歐 洲に はやが て 普 填. 普 佛 間の 

戰 役 あ る ベ き を 語 り. 國 家 百年の 大計 を 論じ て、 論 3!3 堂々 見るべき もの あ h.。 幕 

府大に 驚 き、 彼 等 をして 暫く 上海 又は 香港に その 跡を沓 まさしめ むと せし も、 筑 

(五 ™n 

後 守の 之 を肯せ ざり し を 以て 幕府 は 遂に その 罪を譴 め、 か くして 撗濱鎖 港の こ 
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兵 庫 開港 期 

限 綠上問 E 


と 全く 一  種 

月 二十 七日 

著 任す るに 

パ I- タス 

けた， 0 しが- 

を 遣して 兩 

外熱甚 熾に 


の 


二と な 

す る も： 


るべ し。 後 幾 もな く 下 

の あり て、 元 治 元年 十 一 

ィ*パ ー ク ス 之に 代. 5 て 


の 喜劇に 終.^ しが、 こ ，に 固より 當然 

に關し 英本國 にて ォ , コ ックを 非 

( 五ノ 

其歸國 とな 、慶應 元年 五月 八 日 サ 

及 び、 時 運 は兹に 新に 進展 を 見る に 

は慶應 元年 九月の 初め 本國の 外相 

その 訓令に は先づ 安政 以來 日本 開 

都 兩港開 期 延引 を 乞 ひし 時 英國の 

して 有力なる 大名の 開港に 反對す 

なれる による ものなる を 云 ひ、 鹿 兒 及 下 關 砲 擊 

し， そ の 領內の 諸 港に て 貿易 を 行 ふ を 欲する に 

によ，^ 兩都兩 港 を 開く と も、 も はや 幕府に と..^ 

政府の 意 嚮 は、 下 關 償金 を 得む よ.^ も、 寧 ろ 一 日 も 早く 兵 庫. 大 阪及新 潟の 開かる 

る を 希望す る が 故に、 宜しく 米. 蘭. 佛 の 公使と 協同し て 目的 を 貫く ベ しと 言 ふ に 

ありき。 こ、 に 於て 兵 庫 開港 期限 繰り上げの 問題 起こる。 當時將 軍 li 大阪に 

奢 

慶喜は 京都に 在り て、 六 人の 老中 多く は 之に 從 ひ. 其 中 江 m- に 留まれる は 僅に 二 


之 

る 


れ ，り。 

ク セル 

の 沿革 

に 同意 

者 ある 

の 後、 薩. 


よ.^ 重要なる 訓令 を受 

を說 き、 文久 元年 幕府 使 

せ し は、 日 本に 於け る排 

が 爲め條 約 執行 困難と 

長 二 藩 外 國に親 まむ と 

至りた る 上 は、 今 安政 條 約の 條文 

て 困難なる 障礙 なか る ベ く、 英國 


人に 過ぎ ざり しかば、 こ 、 に パ I ク ス 主唱 者と な b て 三 公使と 共に 聯合 艦隊 を 

率 ゐ、 九 月 十三 日橫 濱を發 して 十六 日 兵 庫 沖に 著 し、 其 中二 隻は 更に 深く 進みて 

^ 五 ヒ.^ 

天 保 山 沖に 現 はれた h.。 而 して その 要求す る 所 は、 條約勅 許. 兵 庫 開港 及 關稅改 

正に あ hv て、 就 中 その 最も 重き を 置きし は 兵 庫 開港に ありし もの ， 如 く、 各 國 公 

使 は 聯合 し、 揚 言 して 曰 く、 囘 答 は 一 週間 を 期 し. 若 し 期滿っ る も囘答 を， すん ば、 

直に 京都に 至. 0 て 朝廷と 交渉せ むと。 尙十 九日に は佛 公使 レ ォ ン. tl ッ シ ュ書 

を 老中に 寄せ て、 幕府が 長 州 征伐 を 猶豫す る 理由 を 解す るに 苦む こと を 述べ、 方 

今日 本の 二 大禍は 上に 於て 天子 歙 慮の 不 定， 下 に 在. 0 て 非義の 謀反な，：' と 言 ひ. 

薩， 長 と英國 との 關 係に 言 及 し、 萬 一 條 約に 勅許な く ば、 四 公使 上京し 推して 天子 

に 謁すべ しと 威嚇 し、 最 後に、 「貴國 の 形勢 を 篤と 按 する に、 或 諸侯 不忠の 働 有 て、 表 

は 鎖 港の 議論 を 立て 且 天子 迄 も及奏 聞、 裏 に は 開港の 志 を 抱 き、 薩 州 長 州の 如き 

密に 英國へ 使者 を 遣し、 英 政府と 熟談して、 右二 ケ國の 中海邊 に可然 地を擇 て、 一 

個の港を開^1む事の情を顯せ り、 然 らは可 願 は 兵 庫 を 速に 開港 被 成、 英 吉利 政府 

の 疑念 を も 解し め、 不 忠なる 諸侯の 邪 謀 を 可 挫 御所 置 無 之て は、 夥 多の 不都合 を 

た i\  ノ 

可 釀も難 計 けれ は、 此段 篤と 御 賢察の 上、 速 に 御明 斷被爲 在 度存上 候。」 と 言 へ り。 
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談判の 紛糾 


神 戶市史 本 編 總說 

開港の 時期の 倫敦覺 書に よ.^ て 

しめむ とせる は、 英 國 外相の 訓令 

く 强迫的 態度に 出で しを說 明し 

せむ ために 外 使と 謀りて 爲 せる 

英 國と諜 爱に 及べ りと も 言 ふ- 

を 試みむ としたる ものと 解す る 

る は、 これ 將 軍が 久しく 大阪に 在 

しによ る ものなる ベく、 レ ォ ン. P 

C 五 九) 

の あ h^。 

將軍 時に 京都に 在. >  しか ば、 在 

會. 桑 二 藩の 士等 夷人 をして 一 步 

き 復爽の ため 續々 下阪した りと 

して は 頗る 奇 M ハの感 を 起こさし 

精神に 發 したる ものにし て、 薩 i 

その 趣 を 異にす。 而 して これに 


定 

〕 

ま 

ク 


まれる に 

よ， 0 與. 0 

し。 され 

な- 5 とな 

然れ ども 

寧 ろ 妥 當 

て 政治の 

シュが 後 

阪 の 老中 等 

も 京都の 地 

言 ふ。 開港 


も ら 

て 力 あ 

ば 或 を 

し、 45^ は 

なる ベ 

中心地 

に 上 ^一一 in 

馳 せて 

を 踏 ま 

を 主張 

b と 云 


す、 其 

る ベ 

之 を 

薩藩 

- J の 

く、 而 


むる ものな b 

の 陽に 攘夷 を唱 へ 

よ b て 見る も、!； 田 時 


力 

し 


た る 


四 入 

に 先 だち 

も、 そ れ の 

て 幕府が 

府を 苦し 

會に乘 じ 

て 彼等が 

に 移 た 

所 亦 之と 


て 之 を 開か 

みに て はか 

朝廷 を 強迫 

めむ として， 

我國 に干涉 

攝 海に 來れ 

るの 觀ぁ 

昭 ^ 應 する も 


之に 急 を 報せ しに、 在京せ る 

しめ やと 言 ひ、 殊 に會 藩の 如 

せる 幕府の 股肱た る兩 藩と 

へ ど. 蓋し これ 彼等の 武士 的 

陰に 開港に 意 あると は大に 

の 攘夷論が 種々 なる 動機 種 


稷 な 

る ベ 

に 至 

り し 

す る 

出づ 

に 決 

り 1 一 

乖離 

と 主 

に 當 

斯く 

た る 

- J と 

軍た 


る 感情に 出で しものに て、 決 して 一 樣視 すべき も 

し。 將軍は 二十 三日 を 以て 大阪に 還りし が、 - - の 

b てパ， I タス 等と 會す。 公使 等 卽刻決 答 を 要求 

が、 翌 日饞か に 二十 六日までの 猶豫を 得て 歸阪し 

所 あり、 翌 二十 五日に も將軍 親しく 御用 部屋に 臨 

る な く、 遂 に 豊後守 及 松 前 伊豆守 I の 意見に よ， 0 

し、 老 中の 一人 を 兵 庫に 派す。 此間 京都に 在りし 

十六 日怫曉 大阪に 著せし が， この 由 を 聞き 大に驚 

忽ち 文久 以前に 復 すべ く、 列 藩 亦 決して 幕 命に 服 

張し、 再議の 末、 又 決 答 日限の 再 延期 を 乞 ふ こと、 

.^y て 兵 庫に 赴 き、 漸 く にして 十月 七日まで 十日 間 

して 目的 を 達せし も豊後 守. 伊 豆 守が 勅許 を俟た 

こと 京都の 怒 を 招 き、 勅 命 を 以て 兩 人の 官職 を 召 

、なれ.^。 然るに 朝廷が 此の 如く 直接に 幕吏の 

る 者 その 職掌 を 果し難 けれ ば、 家 茂 は 辭表を 奉呈 


の にあらざる を 知る に 足 

日 老中 阿部豊後守 g 兵 庫 

しその 態度 極めて 强 硬な 

卽夜將 軍に 言 上して 評議 

みて 群議 を 凝せ しが 策の 

開港の 承諾 を與 ふること 

慶喜 も亦將 軍の 召命に よ 

き、 か くの 如くん ば 朝 幕の 

せ ざ ら む、 速 に 再議すべし 

なり、 立 花 出 雲 守 S 等 其 任 

の 猶豫を 得、 延期の こ， M は 

すして 開港 を 許さむ とし 

放ち 國 許に 謹慎せ しむる 

進 返 を 行 ふに 至. 0 て は、 將 

し. 三日 大阪 を發 して 將に 
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兵 庵 開港 以 

外の 條約勅 

許 


候 職掌に 

(六 二) 


神 戶市史 ¥  . "說 

柬^ せむ とす。 當 時其辭 表に 添へ たる 別紙に は 宇內の 形勢 を 

拒絕を 命じつ、 一方に て 無謀の 攘夷 をな すべから すと 言 ふ の 

所以 を 明-にし， 「皇國 如何様 英武 之 御 國-- 候 共、 萬 一 內 亂外寇 一時-差 

引受 候而 は 、終-は 罌體 の 御 安危に も拘 . ^、萬 民 塗炭 之 苦- 陷り 候 は 

哭 慨歎 之 極、 假 にも 治國 安民 之 任 を 荷 

行 仕 候 儀 何分に も 難 忍奉存 候」 と 斷 言 

ベから す。 將軍辭 職の 報 京都に 達す 

じて その 請 ふ 所 を 允 し、 政 權を 朝廷に 

とならす。 慶喜は 伏 見に 馳 せて 東 歸 

一  命 を 賭しても 開港 を 奏請せ むと 

この 時 列藩の 士釵 山に 會 して 大に 

兵 庫 開港 不可の 建白書 を呈し 

又西鄕 等と 共に 列 侯 會議を 


を 

^一一 一  n 


以て 

(六 六) 

へ り。 


とて、 大に 11^ 力す る 所 ありし か ど、 事 遂 

四 日 ^^參內 し、引績き宮中 にあり て 說 


る や、 薩藩 

收め むこ 

の 途に在 

決心して 

開 鎖 を 論 

て、 夷人 若 

開かし め 

に 成ら ざ 

く 所 あ， 5、 


お い て、 如何 樣御 

れ 誠に 適切の 言 

の 士大久 保市藏 

(六 一-一 

と を 主張せ しも 

る將 軍に 謁し 切 

歸洛 し、 將軍亦 踵 

議し. 大久 保市藏 

し聽 かすん ば 速 

て 國是を 決定し 


五 0 

說き 、朝廷が 外交 

甚 しき 矛盾なる 

湊， 西洋 萬 國を敵 _ 一 

必然 之 儀、 誠- 以痛 

沙汰 御座 候 共、 施 

なりと  一一 一一 n はざる 

翻 は、 この 機に 乘 

• 朝議の 容る、 所 

に 諫止す る 所 あ 

(六 0) 

いで 入京せ り。 

は 九月 二十 八日 

に打拂 ふべ しと 

外交 を處 置せ む 


(六 七) 

Z き 


慶喜は 勅許 を 得む として 

又 松 平 越 中 守 i 等と 連署の 書 を 


傳奏に 上-.^ て. 勅許の 利害 を述ぶ る 等大に 努めし か ば、 五日 戌の 劍に至 り. 遂 に 條 

約 勅許 あらせられ たれ ども. 二れ までの 條約 不都合の 廉も あれば 取調べ 替へ相 

窺 ふべ く-諸 藩 衆評の 上 決定す ベ し、 兵 庫 開港 の 儀 は 止めら るべ しの 御沙汰 を拜 

する を 得. 安 政 五 年の 假條約 は 兵 庫 開港 を 除く の 外玆に 始めて 勅許 を 得る に 至 

れ" リ 然れ ども 外國 公使の 特に 望む 所 は 兵 庫の 開港に ありて、 これ を 除き 彼等 

の 承諾 を 得む こと は 頗る 難事 なれ ば、 幕府 當局は 已むを 得 や 偷敦覺 書に 定め た 

る 期限 を 以て 開港す ベ しとの 條件 にて 承諾 を 得む と し， 松 平 伯耆守 I. 山 ロ駿河 

守 ^ を. 兵 庫に 派遣し. 先づ パ ー ク スと會 せしめし に、 パ ー ク ス：』 兵 庫 開港の 中止 

を 閬き大 に 怒 り、 立 ちて 怒號 しつ 客 座の 周 園 を 廻る こと 十數 度、 其 漸く 椅子に 

復 する を 待ち て、 駿 河 守懇に 事情 を說明 し. そ れ より 佛 艦に レオ ン -ロッ シ ュを訪 

ひ、 再 び 事 £S を 述べ て依賴 する 所 あり。 然るに ッ シ ュ は 後日 必ゃ兵 庫 を も 開 

港すべし との 老中 連署の 書面 を 提出せ よと 要求した るを以 て、 駿 河 守 これ を 伯 

耆 守に 告ぐ。 伯 耆守は 老中 連署の 僞書を 作る に 躊躇せ しか ど、 駿 河 守 そ は 大事 

の 前の 小事な りと 說 き、 祐 筆 をして 老中 連署の 書面 を 認めし め 之 を交附 す。 口 

ッ シ ュ この 書面 を 持 し、 駿 河 守と 共に 英 艦に 赴き パ I- ク スを訪 ひ、 會 談 久しき に 
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神戶 市史. 本 編 sf 說  i 二 

¥  b. 漸く にして 其 承諾 を 得 たれ ば. 伯 香 守 は， 3- 命の 爲^ ちに 歸阪の 途に上 -^、 駿 

河 守 は兵錄 なる 廣島藩 本陣に 留ま. -て外 濫の返 帆 を 確認せ る 後， 去って 京都に 

向へ り。 かくの 如くに して 兵 ft 開港 繰 上げ 問題 は 解決せられ しが、 この 時 外 

國 公使に 與 へたる 老中 連署の 書面に は、 兵 庫 開 港の こと は 直に 談判な し 難し. 但 

し遲 くも 偷敦覺 書に 定めた る 日 に 開く ベ き も、 若 し 事情に して 許さば 或は それ 

より 早く 開かむ- 唯今 之 を 早速に 定 むる を 得ざる を 以て、 江 m '表 へ 申 遣すべし 

〔七 

と あり。 卽ち 談判 を 江 戶 に 移して 以て 暫く 難局 を 糊塗せ るに 過ぎす。 

兵 庫の 法 動 德 川. 幕 府 は內兩 度の 長 州 征伐に 苦 み、 加 ふるに 外 憂 を 以て し， 困 を 極めた る 

と 荷物 江 

戶褚仲 問 株 のみなら す、 物 價の 騰貴 甚し く. 民 衆の 生活 從 ひて 困難と な り、 暴 動 漸く 各地に 起 

の 設立 

る。 兵庫にても慶應ニ年五月八日の^^湊町にニ千餘人：！^合 し. 米屋 酒屋 質屋 料 

理屋等 を毀壤 し， 死傷者 亦 多く、 守備に 任せる 丸 岡 侯. 明 石 侯 等 は 人 數を繰 出し 嚴 

重に 警衞 し、 翌曉に 至りて 鎮靜 せり。 蓋し 兵 庫 は； t 陸 交通の 要 街に 當り、 諸侯の 

往來 頻繁なる につけ 市民の 負擔漸 fs- 增 加し. 外國 船の 渡來 以後 は 海岸 防備の た 

め 幕府 役人の 巡 囘し來 る 者 多 く， 臺 場 築造の 賦役 も 加 はり， 尙 軍艦の 絕 えす 玆に 

出入す るの みならす、 幕府 役人 江 In- 京阪 間の 頻繁なる 往來 多く 海路に よる こと 


となれ るた め、 兵 庫 は 其 乘降地 となり、 從 ひて 市民の 失費 益 <  多/、、 始め は 分限者の 

み をして 之 を負擔 せし め、 叉 は 借財 銀 を 以て 支辨 する 等の 方法 を 講じたり と雖. 

遂に は 支辨の 方法に 困惑 し、 た めに 地 子 を も 上納す る 能 はざる に 至， 9 たれ ば、 慶 

應 三年 二月 所 役人 は 事情 を 具陳し， これら 費用 支辨 のた め、 諸 荷物 江 tl^ 積 仲間 株 

の 設立 を 許されむ こと を 出願し， これに 對 し大阪 側の 反對 あ-^ しか ど、 終 に 許可 

(七 5 

する 听 と なれり。 

將： 単 德川麼 慶應ニ 年 八月 將軍 家茂薨 じ、 慶喜其 後 を 承け て 征夷 大將 軍と なりし が、 同年 十 

喜の 兵 庫 開 

港 LL 對 する 二月に は 孝 明 天皇の 崩御 あり、 明治天皇 踐祚し 給 ふ。 而 して か ， る 間に 倫 敦覺. 

S 力 

書に 定めし 兵 庫 開港の 期 愈.^ 翌年 十二月に 迫. 9 たれ ば、 慶 喜 は 速に 奏請して 其 勅 

許 を 得む と し、 慶應三 年 三月 五日 書 を 朝廷に 上りて、 條約 は各國 交際の 基本 なれ 

ば， 之 を 遵守し 信義 を 重ん せざる ベ からすと 力 說し， 「朝 廷に 於ても この こと 篤と 

御 勘考 あらせら れ、 利 害 得失 如何と 思 召さる こと も あら ば、 參 內の上 巨細 言 上 

仕る ベ し、 萬國 土地 風俗の 異同 は あれ ども、 均しく 天地の 化育 を受 くる もの なれ 

ば. 素 よ...' 彼此の 別な く、 旣 に 民生 同胞なる 上. は、 隨 て 信義 を 通す る は 天地の 正理 

な b  、皇國 環海 東西 耍 街の 地に 當 り、 獨 舊轍を 堅く 守. 5 て萬國 普通の 交際 をな さ 
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祌 戶市史 


ざ る は、 これ 

ば 形勢の 變 

れ た し、 狭？ ら 

皇 張し、 袁襟 

大の事 件に 

聞し 召さる 

意 見に よ.. 0 

不可と なす 

なれば、 此際 

所 を 見る も. 

の 巳む を 得 

の 政略 問題 


本 編 说說 

然の 大勢に 

を 察 し、 m 海 

從來の 陋習 

安んじ 奉る 

て、 先 朝に 掛 

きに 就 き， 大 樹 

諸侯 會議開 

あ ら す、 唯 朝 

しく 許す ベ 

多數は 時勢 

りし を 十分 

なれる こと 


「慶 せ 儀 年來關 下に 罷在、 

御座 候 上 は、 開 港 等 輙く建 

ば、 何 れ にも 過 曰 建 言 仕 候 


展 る ものにし 

兄弟 一 視 同仁 

を 一 洗し、 数年 

やう^ 力す ベ し」 と 言 へ 

せられて も、 直 に 御沙汰 

於ても 篤と 再考 仕 

かる、 に 決せ- 9。 狭 i る 

廷が 幕府に 迫ら れて之 

,  (七 f5 

力ら すと いふに.;：^, c,-- 

の 變に從 ひ 開港 を 許可 

了解せ る證 左と 見る ベ 

疑 を容れ す。 さ^ば 三 

先 朝 以來御 趣意の 程、 親 

言 可 仕-無 之處、 皇國之 

通 之 御 義に無 御座 候而 


て、 容 易なら ざる 禍害 

の 古訓に 基 き、 天 下 と 

を 出です して 富强充 

(七 15 

然るに 


に 及び難し 

る ベ し」 と の 御 

に薩藩 はもと 

を 許す はこれ 

諸 藩が 朝廷の 

すべき を 言 へ 

く、 兵 寐 開港の 

月 二十 二日 慶 

敷 相 伺 居， 殊_> 1 

御爲， 利害得失 

は、 永久 


i 四 

に 生やべ し、 さ れ 

に 御 更正 遊ばさ 

し、 皇 國の 武威 を 

廷 よ..^ は、 「こ は 重 

諸 藩の 意見 を も 

(七 ran 

沙汰 あ. -、 薩 藩の 

敢て兵 庫 開港 を 

朝 威 を 墜すも の 

諮問に 答申せ る 

c 七 六 ) 

る は、 待 以て 時勢 

可否の 純然 國內 

喜 再び 上書して- 

昨年 之 御沙汰 も 

勘考 相 盡し候 得 

體難相 立， 輕 重大 


小 15 二 斟酌 仕 申 上 候 次第-一而， 此上 外-一 勘辨可 仕樣 無 御座」 と述 べし も、 朝廷 尙 これ を 

許さす。 長 州處分 問題と 關聯 して 一層の 紛糾 を 生じたり。 

麼喜 の外國 慶喜 はまた 將軍 就職 を 機と して 各國 公使 を 引見し. 以て 外國 との 親善 を圖， 9 

公使 nn 男 

且兵庫 開港 問題の 解決 を 容易なら し めむ とし、 慶應ニ 年中に 此旨 をお て 旣に諸 

(七， 0 

公使に 吿ぐ る 所 あ ひ、 孝 明 天皇 崩御の た め 事 暫く 延期せられ しが、 慶應 三年 四月 

上旬 愈  <  この 儀 を 行 はむ として 更に 各國 公使に 通知せ し に、 時恰 も 兵 庫 開港の 期 

限 切迫 し、 公 使 等 大阪に 赴きて 準備に 關 する 交涉を なさむ とせる 際な h- しかば- 

この 報 を 得て 皆 江 11^ を發 し、 橫 濱 よ..' 海路 を 經 、英. 蘭. 佛. 米 の四國 公使 三月 十四日 

(七 九ノ 

より 二十 八日までに 相 前後して 大阪に 著せり。 然るに 是ょ. 9 先き 幕府 は 三月 

十三 日英 國 公使 宛 書翰に 於て、 兩都兩 港 を 期限 逋 に^き、 且其六 個 月 前に 一 般に 

布吿 すべ きを 言 ひし を 以て、 三月 十六 日 パ 1>  ク ス は 書翰 を 閣老に 遺- て 之に 答 

へ、 六 個 月 前 布告の こと は 日本人に 對 して 適 當 なる ベ き も、 萬 里 を 隔てた る歐米 

の本國 人に は、 本 年の 初に 布告す とも 決して 大に 早し と 云 ふべ から す、 謁 見の 儀 

は 全く 雙方 友誼 を 厚く せむ との 御 志 なれ ば、 日 限 は 大君の 便宜に よる も， そ れ ま 

でに 用意の 談判 を少 くも 大半 遂げざる ベ からすと 言 ひ、 二十日に は 蘭 公使 も 亦 
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巾史 ，  五六 


諸侯の 兵 庫 

開港 反對 


r  (2) 

略， M はの i5 翰 を 呈せ. 5。 而 して 幕 

早く 布吿 せす と 雖、 公 使 等が Q 國人 

答へ た. 9。 慶喜は 引 兄の 期 を 早め 

英 國全權 公使 兼總 領事 パ I タスに 

クに、 二十 七 n 佛 國全權 公使" ッ シ 

公使に 公式 謁兒 の權 めり。 米國辨 

謁 見、 四 月朔 日に 公式 謁見 を 命せ し 

(八 ニノ 

べき もの あ， 9。 慶 喜は條 約に より 

を 諸 公使に 聲明 し、 兵 開港の こと 

使の 問に 對 して は-板 倉 閣老は 差 支 

の 外 國に與 へし 好感の 頗る 大 なり 

： ：  (八 四) 

窟を 表せる にても 知る べし。 

慶 はかく 諸 公使に 開港の 內 諾を與 へ たる 

て大に 努力せ し も、 諸侯 中に は 必死の 覺悟 に て 


府は 公使 等に 

のために 先ち 

三月 二十 二日 

_  二十 六日 蘭國 

ュ に內 謁見 を 

理 公使 ファ〃 

が、 そ の 儀禮懇 

定められ たる 

を 新聞紙に 揭 

なき を 答 へ し， 


對 し、 日 本に て は 

て布吿 する こと 

京都より 大阪に 

公務 代理 總 領事 

命じ、 二十 八日に 

ケン ボルクに は 

篤實 に我國 { 公 前 

期日 に 兵 庫 を 開 

載す る も 差 支な 

(八 三 

と 云 ふ。 而 して 


し は、 倫敦 新聞紙 こ の 記事 を揭 


六 ヶ月よりも 

は 差 支な しと 

至 b  二十 五日 

。ホ ルス ブロッ 

は英. 蘭. 佛三國 

二十 九日 に內 

の 新 儀と 云 ふ 

港す ベ きの 意 

き やとの 英公 

幕府の 此 引見 

げ 痛く 滿 足の 


上 は， 次に 朝廷の 承認 を 得む とし 

開港 を妨ぐ ベ しと て、 兵 を 擁 し て 


兵 it 神 m- に據る もの あ b  、兵 庫の 市民 は元來 商業に 専らに して、 政 ハサに 關 せす. 幕 


兵 庫 開港の 

勅許 


末の 紛亂 にも 朝. 幕. 薩. 長 何 れ 

に 兵 庫 市民の 思 想 に 影響し 

も， これ 因襲の 偏見に よる も 

異にせし が、 西 宫 近在に て は 

當時 諸侯 中に て その 意 見 

四 藩に して、 而 かも 此等四 藩 

b 開港の 勅許 を 得む と し、 四 

開港 を 不可と す る に は あら 

藩の 寛大なる 處分 によ，.^ て 

題に 及ぶ を 順序と すと 云 ふ 

つて その 所論の 動機 もー檨 

て 倒幕の 目的 を 達せむ とし、 

は 幕府 擁護の 地位に 立ちて 

し。 されば 越 前の 春 嶽 侯 は 

あ， 0 しに 拘 はら す、 慶 喜 も 之 
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に昧 方す るに も あら す、 志 士 の往來 

たりと も 見え す、 多 數は 開港 を 喜 ば 

のにし て、 政 略 上よ，.^ 鎖 港 を 主張す 

竹檢の 用意 をな し 異人の 防 鎮嚴重 

朝廷に 重き をな せる もの は、 薩 摩. 越 

主 は 當時皆 在京な，.^ しを以 て、 慶 喜 

藩主 亦 周旋の 勞を辭 せ ざ りし が、 四 

す、 唯 長 州の 處分を 以て 開港よ b も 

先 づ對內 問題 を 決し 人心 を 服せ し 

にあ， 5 き。 而 して 四 藩 も 亦 各-その 

ならす。 蓋し 薩藩は 全く 幕府の 權 

宇 和 島 藩の 方針 は 略" 薩 藩に 近く、 土. 

而も 幕府と 薩 藩との 圓滑を 計らむ 

折衷案と して 二 事！ 奏の議 を 出し- 

を 決行せ むと し、 薩 藩士が この 議を 


頻繁な b じも大 

す 賀易を 嫌 ひし 

る ものと は 趣 ，ど 

t 八 五) 

なりきと 云 ふ" 

前. 土 佐. 宇 和 島の 

は その 周旋に よ 

藩主の 意 見元來 

急務な りと し， 長 

め、 然る 後 對外問 

立場 を 異に し、 從 

威 を 失墜せ しめ 

越 二 藩に 至. -て 

とせる もの  >  如 

薩. 宇 二 侯の 反對 

破壤 せむ として 

五 七 


神 巾 i 本 3! 總說  iA 

試し^々 の 運動 も その 效な く、 五 月 二十 三日 未の 下 刻 過 遂に慶 喜の 參內 とな.^、 

先づ長 州を寬 大に處 分せ むこと を 奏せる 後、 兵 庫 開港の 勅許 あらむ こと を 請へ 

り。 この 時 攝政ー 一條 齊 敬の 問に 對し、 慶 喜と 共 に參內 せる 越 侯 は 四 藩の 議を陳 

ベ、 先づ長 州處分 をな し て 後 兵 庫 開港の 詮議 を な す ベ き を 答へ しも、 議論 紛出事 

容易に 決せす。 宇和^：^侯は召にょ^-^^中參內 し、 薩 州 侯 は ir 召さ れ しも 遂に 參 

內 せす。 登 二十四日 未の 釗に至 b 勅許の 內議 略. -定り しが、 この 日朝よ.^ 參內し 

て 質問し や 5 見を述 ぶる 者 甚だ 多 か b しか ば、 兹 に 堂上の 總參內 を 命じて 意見 を 

述べし むる こと、 な.^ し に、 議 論 益 二 致を缺 き、 攝 政 爲す所 を 知ら やして 長大息 

する のみ。 賀陽 宮倉 司 前關. m 父 子. 九 條大納 言 等 促す 所 急なる に 及び て、 攝 政 遂 

に 意 を 決 し、 御 前に 伏奏して 宸斷を 仰 ぎ、 戌 の 刻 頃に 至.^ 始めて 幕府 奏請の 聽許 

(仄 5  .  0^ 七.； 

あり。 兵 席 開港の 御沙汰 次の 如く 下れ. 9  。 

兵 庫 開港 之 事 元來不 容易 殊- 

先帝 被 爲止置 候 得 共 大樹 無餘義 時勢 言 上 諸 藩 建白 之 趣 も 有 之當節 上京 之 四 

藩 も 同様 申 上 候 問 誠- 不被爲 得 止 御 差 許 相 成 候 就而は 諸事 急 度 取締 相 立 可 申 


一兵 庫 開港 被 停 候 事 

1 條約結 改之事 

右 取消 之 事 

二十 六日 四 藩 奏上し て、 御沙汰 書 に 「當節 上京 之 四 藩 も 同 樣申上 候 間 一と ある こと 

(八 八) 

を 以て 事 實に相 逢せ..^ と 言 ひしが、 これに 對 して は 何の 御沙汰 もなか b し 如く- 

兵 庫の 開港 はかくて 勅許と な ^、先 年條約 結改の 勅命 は 取消され たれ ば， 慕 府 の 

從來 外國と 締結せ し 條約は 全部 兹に 勅許 を 得た る こと、 なれり。 その後 鎖 港 

を 再建 言 する者もぁ，^>しか ど、 固 よ， OS 容れら るべ くも あらす。 慕府は 勅許 を 得 

る や 直に 之 を各國 公使に 通知 し、 六 月 六日に 至 b 來る 十二月 七日より 兵 庫 開港 

江 11^ 竝 大阪市 中に も 貿易の ため 外國人 居留 ある ベ きを 以 て、 諸 國の產 物手廣 に 

運搬し 勝手に 商 賣を遂 ぐべ しとの 布 吿を發 す。 卽ち六 ヶ月 前國內 に布吿 すと 

の 條約を 履行せ る ものな り。 

兵 庫 開港の 由 來大槪 上述の 如し。 これ を 要する に， 兵 庫の 開港 は ハリスに よ 

りて 始めて 提議 せら れ、 安 政 五 年の 假條 約に て 議定せられ しが、 その後 倫 敦覺書 

にょh^て延期となb、再轉して開港繰り上げの間題となb、此事遂に行はれすし 

第二 章 兵 庫 開港 (其 一)  五 九 


神 戶市史 本： SISS 說  -3 


て 舊に復 し、 倫 敦^ 者 ：《 の 期日に 開く こと ， 

諸 藩と 外國 との 間に 立ちて 苦心 慘僧國 家 

0 めざるべ からざる 所 な .5 とす。 而 して 

て 特に 闲 難な し 所以 は、 主 として その 京 

まで は 安政 五 年假條 約の 全部に 亙.^ 勅許 

如き は條 約の 期日 に 開港す る もさ まで 大 

命な き 三 港の 開港に 就き 大に 幕府 を 責め 

大 にして これ を 攻撃せ る こと あるな し。 

機 は 外人 を 嫌忌す る に 過ぎ ざれ ば、 京 師 に 

の 如き は、 其 憂盧 する 所に あらす。 從て朝 

する の士 も、 之 を 奈何と もす る. ど 得 ざり き 

要 街の 地に して、 これ を 開く は 朝廷の 最も 

の 問題 を囂々 し， 以て 幕府 攻擊の 材料と な 

に 困難な，.^ し 所以な. 5 とす。 而 して 時 を 

と な b  、西 國の雄 藩 等 陽に 鎖 攘を唱 へ つ ， 


なれるな り。 その 間 府 

の 安全に カを盡 したる の 

兵 庫 開港の 之 を 他の 港の 

師に近 か.^ しが 故によ る- 

を 得 ざ. 0 しか ど も、 神 奈 川. 

なる 不都合 あらす。 朝廷 

たる 事實な く、 諸 藩の 士も 

蓋し 朝廷の 開港 を 拒否す 

遠き こ れら三 港、 殊 に 長 崎- 

廷の 威力に よりて 攘夷 を 

. 然るに 之に 反し 兵 庫 は 

忌む 所 なれば、 諸 藩 亦 こ れ 

せ. o。 これ 卽ち兵 庫 開港 

經る に從ひ 攘夷論 は國內 

陰 に 外 國と好 を 通す る に 


が 朝廷 拉に 

功 は 十分に 

場合に 比し 

_ 慶應 元年 

長 ゆ 箱 館 の 

が 事 實上勅 

亦 特に 聲を 

る 根本の 動 

-箱館 の 開港 

主張せ む と 

京師に 近き 

に乘 じて こ 

のこと が特 

の 政略 問題 

至りし かば、 


兵 庫 開港 問題 は專ら 倒幕の 手段 

ればこ の 問題の 發展は 單に兵 庫 

交史の 一 樞軸 をな す ものと いふ 


に 利用せられ. 益  < 紛糾 を 見る に 至， 9 しな.. r -。 さ 

港の みの 問題に は あらす して， 實に慕 末 內爭外 

べし。 


(一) 大隈重 信、 開國 大勢 史。 辻 善 之 助、 田 沼 時 

代。 內田 銀藏、 鎮國と は 何ぞゃ 一. 日本海 上 

史 論)。 

0 一) 開國 大勢 史， 第 十七、 二十 一 、 二十 四、 二十 五 

# 等。 Gubbins,  -The  Progress  of  Japan, dhap.  II. 

內田 銀藏. 世界 大勢の 推移と 開國 (日本海 

上 史 論)。 有賀長 雄、 クリミ ャ戰爭 の 我が 

歷史！ i 及ぼした ろ 影 響 (史 學 雜 誌， 第 一 一 十 

三 編 第一 號)。 

(一一 一 j  Gubbins,  r-romlress  of  Jarsn,  f-J ヶ 5】, 52-  Hildretli, 

Ja で an  as  it  was  and  is,  vol. II,  OKap.  XLV. 

s 嘉、 水 六 年 七月 朔日 老中 逢 (大 日本 古文書、 

幕末 外 國關係 文書、 一、 四 七三 頁)。 同年 同 

月 二  B 奏者 番廼狀 (同書、 四 八 二 頁)。 同 年 
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八月 九日 老中 逢 (同文 書三、 七三 頁)。 鑌德 

川 實 紀， 溫 恭院 殿御 實 紀， 嘉 、水 六 年 八月 九 

日の 條。 

(五) 肥 前 國佐嘉 城主 松 平 肥 前守齊 正上畨 (大 

日本 古文書、 幕末 外 國關係 文書、 11、 一 0 四 

頁)。 勝 安房 、開國 起原、 卷下、 二 一  五 五 頁。 

(六) 嘉. 水 六 年 十 一 月朔日 老中 逢 (大 日 木 古文 

書、 幕末 外 國關係 文書、 三、 二 一八 頁 y 開國 

起原、 卷下、 二 一 六 五 I ニー  六 六 頁。 續德 

川 實 紀 、温 恭院 殿御 實 紀、 嘉 永 六 年 十 一 月 

朔 日の 條。 

、七) Treat,  The  Early  Diplomatic  Relati-lls  between 
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第三 章 兵庳 開港 (其 二) 

履行 は慶應 三年の 春 將軍慶 喜が 大阪に 於 

る 所 なれ ば、 兵 庫の 開港 も亦隨 ひて 動かす 

其 勅許 を 奏請す ると 共に、 他方に て は 其 準 

舰及小 笠 原 壹岐守 I は 四月 十三 日 三 名 連 

庫大坂 規定 書 十二 ケ條に 就き 意見 を 求む 

對し 直に 書 を 我が 外國 事務 執政に 送.. >  て 

く 同意した る もの , P  く、 爾 餘 の諸國 とて 

挾める のみに て それすら さまで 重大なる 

は 英. 米. 佛. 蘭 の四國 公使の 同意 を 得て 我が 

規定 書なる もの は、 其 第 一 條及 第二 條に兵 

生 田 川に して 現今の 生 田 川！， L は あらす .， 

れ L1 就きて はな ほ 次章.^ 參考 すべし と 

_ 將來の 必要に 應じ 北部 山麓まで 擴張 すべ 

任せ 外人に 貸し 渡す こと 勝手た る べしと 


て四國 公使 引 を 見せる 際已 

ベから さる こと、 な b. 幕 府 

備に 著 手 し. 板 倉 伊 賀 守 ず稻 

署の 書翰 を 英. 佛. 米 三國 公使 

る所ぁh^。 英國 公使 は翌十 

同 意 の 意 を 表せし が、 他 の 1 1 

も 唯 普 國が第 七條に 就き 聊 

反 對には あら ざり しか ば、 同 

容る、 所と なれ. 9。 而 して 

庫 港 居留地の 地域 を 定めて * 

宇治川と を 以て 暫く 東西の 

く、 邦人が 神 戸町に て 土地 家 

し， 第三 條 及第 四條に 大阪居 


第三 草 兵 庫 開港 (其 二)  六 五 


兵 庫の 代： 

の祌戶 


神 戶市史 本 編 36 說 

留 地の 地域 を 定め、 第 五條に 

す ノ き を 約し. 第 六條に 右の 

競 賈を行 ふべき を 述べ、 第 七 

地稅 中には 從來 日本 政府に 

費 ，5,^ も 合算す ベ きを 言 ひ、 第 

圆體 又は 個人に 貸與 し、 又 は 

所 を貸與 する こ とな か る ベ 

地域， その 元 横、 地 税， 道路， 下水 

と 協議すべき を 云 ひ、 第 十 條 

書の 法に 傚 ひ、 火 災に堪 ふ ベ 

荷物 を 保管す べしと 記 し、 第 

地 を 以て 之に 充っ べしと 定 

に 於て 選定す ベ きこと 等 を 

然るに 斯 かる 規定 書に よ 

意味の 兵 庫に は あら ざ- 9 き 


六ムハ 

兩地 共に 同年 十二月 七日 を 期し 居留の 準備 を 完了 

入費 を 償 ふため 居留地 を區々 に 分割して 借地 權の 

條に その 谷 借主よ. 5 は 年々 地稅を 徵收す ベ く、 そ の 

納めし 地税の 外に 道路 下水の 修极、 掃除、 點燈の 諸 入 

八 條に右 居留地 を 競賣の 法に よらす して 外國 政府 

居留地の 內外を 論せ や 領事館 設置の ため 特別に 地 

き を 記 し、 第 九 條に競 賣の方 法、 期 曰、 競 資に附 すべき 

の 員數廣 狭、 竝 に 墓地の 設け 方に 就きて は各國 公使 

に 一 八 六 六 年 六月 二十 五日 江戶 にて 結びし 新定約 

き 倉庫 を 兵 庫 及 大阪に 設 け、 以 て 輸入 稅 未納の 外人 

十 一 條に 墓地 は 兵 庫に 於て 居留地 背後の 山に 近き 

め， 第 十二 條には 新 潟に 代る ベ き 一 港 を 更に 西海岸 

三) 

述べた， 5。 

b て 開かれし 所謂 兵 庫 は、 其 實神 芦に して 精密なる 

„ 蓋し 兵 庫の 地た る、 要 津 として その 名 古より 著 は 


商社 設立 金 

札發 行の 建 

議 


れ たれ ば、 其 開港 地と 

視察 も湊川 以西の み 

眞の兵 庫 を 開く を 目 

當時 なれば、 若し 兵 庫 

對を 招く ベ く、 爲 め に 

故に 神奈 川の 名の 下 

に て. 畢竟す るに 市街 

地 人家 櫛比して 居留 

の 勝れる を 悟る に 至 

著 手す る こと、 なり- 

事に 從へ. 5。 

幕府 は 地形 工事と 

實 施せり。 商社 設立 

佛國公 IKP ッ シ ュ も 


して 先づ 外人の 注 

に て、 以東 に は 及ば 

的と せし ならむ も、 

港 を 開 き、 之 に 居留 

幕府 も 容易なら ざ 

に 橫濱を 選びし と 

を 避けて 僻陬の 地 

地に 恰 適する 土地 

(五) 

りしなら ひ。 居留 

神 戸 村の 庄屋 生 島 


意に 上れる こ 

ざ b し 如/、 な 

外人 嫌 惡の思 

地 を 設け む か、 

る 苦境に 陷る 

同 じ く、 兵 庫 の 

を とれるな り。 

に 乏しき を 知 

地の 地域 決定 

四郞 太夫 幕 命 


共に 同じく 開港の 準 

のこと は慶應 元年の 

亦上阪 謁見の 際 その 


と 當然に て、 ォ ルコックの 

ニニ) 

れ ば、 少 くも その 頃まで は 

想 邦人に 満蔓し 居た りし 

或は 兵 庫 市民の 大 なる 反 

ベ きこと 想像に， からす。 

場合に 神 芦 を 選びし もの 

. 而 して 外人 も 亦 兵 庫の 

るに 及 び、 寧 ろ 神 s- を 選ぶ 

の 後 は 直に 其 準備 工事に 

によ て 之 を受負 ひ、 獨 力 


內 

し 

兼外國 奉行 塚 原但馬 守， 勘定 奉行 小 栗 上野 介 i. 同 服 部 


備 として 商 

頃よ， 9 巳に 

必要 を 述べ 
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の 設立と 金 札の 發行を 

議ぁ ，5、 三年 三月に 至.^ 

が、 四 月に 至. 5 勘定 奉行 

筑 前 守 I. 勘 定 奉行 並 星 

六 七 
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野豊後 守 I 等 連署して 商社 設立と 金札發 行と を 建議せ り。 その 要に 曰く、 長 崎. 

橫！^ 兩 港の 例に 鑑 るに、 從來ハ &に报 失に 陷.^  、彼の 西洋 諸國 政府が 開港に よ. ML 

利す る 所 あると 相反す。 これ 全く 商人 組合の 仕 法な く、 薄 資の 商人 等 一 己の 利 

愁に のみ 耽る 故な り- 叉 兵雕 K に 大阪に 外圃人 居留地 を設 くるに 付きて は、 兩 

處地均 築 立 等に 凡そ 二十 萬 兩を耍 し、 其 他 運上 所. 波 ir; 場. 常 夜 燈. 諸 役宅 等の 設備 

及西國 往還 中 西の せ ：！ よ..^ 兵 庫までの 道路 附替 等の 爲め其 失費 尠 少なら す。 地 

均 築 立 等の 入費 は 或は 居留地 贷渡 によりて 囘收し 得べ く、 運 上 所以 下の 用途 佥 

は 年々 税 銀に て惯却 さるべき 見込 なれ ど、 一 時に 皆濟し 得ざる こと は 明 なれば、 

兎に角 當 年中に 八 九十 萬兩の 出費と なる ベ くし て、 近 時の 財政 狀 態に とり 容 

ならざる 義 なれば、 こ ， に 商社 取 建 方竝に 用途 金 支出 方法 案出の 必要 あり。 因 

b て 先 づ大阪 町人 等の 中身 元よ き 者 二十 人 許 を 選びて、 兵 庫 開港 場 交易 商人 頭 

取と な し、 組 合 を 作り 希望の 者 を 加入せ しめ て. 諸 商賣 取引 をな さしむべし。 元 

來贸 易に ありて は. 一 己の 利益の み を 貪，. M し 小 資本 を 以て 互に 競爭 せむ か、 大 資 

本 を 擁する 外人の 蔑視す る 所と なり、 一 人の 損失 は延 いて 國 家の 損失と な り、 遂 

に 彼等 をして 東洋に 於て 貨殖の 利 を壟斷 せし むる こと、 なる ベ く、 實 に 歎 i& に 


堪 へす。 されば 畢竟 外人との 取引 

て は 貿易の 盛大と 國 家の 利益と を 

て は、 先 づ 費用 を 百 萬 兩と見 積 り， 前 

の 法 を 取る ベ く、 其 形式 は 兵 庫 港 諸 

こと を 右 町人に 許可す る に 在り。 

れ ど、 右 二十 人 を 商社 頭取と なさば- 

近 江の 豪 商 等、 右 組合に 屬 する こと 

ら ざる ベ く、 若 し尙 狐疑す る 者 あら 

取 立ての 税 銀を預 入る 、 こと、 し 

大凡 ーケ年 百萬兩 あり。 兵 庫 は 其 

見賴る も、 三 ケ年 程に して 皆濟 する 

にて、 實は 公儀に て 施行せ むこと を 

要 し、 若 しこれな くして 發 行せば 却 

幣を發 行す と も、 上 下 信用せ すして 

此利權 を 町人 等に 任せら る、 方捷 
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に は 商社 卽西 名コ ンぺ -ー— の 法に 基 かすし 

期す る を 得ざる べし。 用途 金の 支出に つき 

記の 町人 等より 差 出さし め、 然 る 後 漸次 償還 

式 御 入用 金の 廉を 以て 百 萬兩の 金礼發 行の 

二十 人に て 百 萬兩は 多き に 過ぐ るが 如くな 

五 畿內は 言 ふ に 及ばす， 近國の 商人 就中 東西 

、なる ベ けれ ば、 百 萬兩を 得る こと 難事に あ 

ば、 商人 等 をして 税金 取 立 役所に 立會 はしめ、 

て、 以て 彼等 を 安ん すべし。 橫濱表 税銀當 時 

新 港なる 故 を 以て、 假 りに 橫濱の 三分の 一 と 

を 得べ し。 抑.^ 紙幣の 發行 はこれ 利稅の 第一 

欲する もの なれ ど も， 其 發 行に は 準備 正貨 を 

つ て 弊害 多し。 現 時の 幕府の 財政 を 以て 紙 

人心 を搖 かし 物貨に 響くべき により、 一 先づ 

徑 なるべし。 三年 を 經て税 銀 百 萬兩を 得. こ 

.K 九 
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れ にて 町人 等の 差 出せし 金高^ 濟 となら ば、 其 時 金 札 を 停止 せらる ベ く、  }5{ に 一 一 

ケ 年の 後に は. 稅銀追 々培 加して 又 fc: 萬兩に 達すべき を以 て、 そ れを 準備 正貨に 

充て 金 札を發 行せ ば. 萬 雨の 現在- M 貨 にて、 二 ぼ 萬 兩の融 通 を なす を 得 ベ し。 

佴金礼 を 停止せ ば、 商 i-n 筋 全く 宇高と なる ベ き を 以 て、 町 人 等 或は 歎願に 及ぶ こ 

とも あらむ。 其 節 は 冥加金 を 出さし めて 紙幣 發行を 許可 し、 公 儀發 行の 紙幣と 

相竝 びて 流通せ しめ ば、 上 下 共に 紙幣の 利 行 は れ、 且 其 中に て 公 俄の 紙幣 位 貴く、 

町人の 紙幣 位賤 く、 利權 全く 公儀 に歸 する こと、 なるべし。 尤も 右の 如く 三ケ 

年に し て 百 萬兩を 得. 又 ニケ 年に して 百 萬兩を 得む こ ，ic 久 易の 繁榮 如何によ..^ 

或は 困難なる や も 知れ ざれ ど、 年 數 延長の 恐れ あるの みに て 仕方の 順序に は 相 

違 あるべ からす。 右の 外氣 燈. 書 信 館 等 を 官設せば 莫大の 利益と なる ベ けれど 

も. い づれも 資金 不足に て は 著 手す る を 得ざる ベ きに よ .0、 先 づ 商社 を 設立す る 

こと 當 今の 急務 たるべし。 以上の 諸 件 は事對 外交 涉に屬 する のみに あらや、 幕 

府の 勝手 向內 政に も關係 し、 實 に 經濟の 基本 なれ ば、 熟 考の上 こ、 に 言 上す る 次 

第な りと。 

商社  愛に 於て 幕府 は 開港の 勅許 を 得た る 後、 六 月 五日 を 以て 大阪 町人 山中 善右衞 
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nr 屋 

禺 f 信， 

隅 《-、 敏 

の 上， 兵 


肝 煎 

御用 

た れ 

く 酉 

つ ベ 

濱表 


餘 の 
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の 多寡 


廣岡久 右衞門 i 島. 長 田作 兵 

勘定 奉行 並 星 野豊後 守- 大阪 

庫 開港に 付き 商人 等 取締の 

右三人 を 商社 御用 


旨 を 達 し 
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加 納治郞 
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あ b  、各方 

-貿 易 は 資 

て は、 兎角 

うなる 族 

を 海外に 

內の 不足 

し て、 損害 


せ ら 

作惣 

の爲 

も ^ 

金 さ 

薄資 

の 多く _ 

輸出せ 

に 關ら！ 

萬 人に 一 


人 

〈 

の 


を 調査し、 仕方 を 


を 商社 

しも 亦 

所に 於 

我國の 

任を受 

十分な 

者 等 眼 

ば、 當然 

す賣渡 

及ぶ ベ 

も 立つ 


右 

ゥ， - 

の 
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町奉行 小 

た め 商社 


取 
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し 

獨\ よ h- 

ば、 當 然 
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頭と 

の 時 

十 人 

る や 

よ 、享 

て 損 

次第 

下 直 

の 價 

取締 

れど 


二十 名 を 京都に 

笠 原 伊勢 守！！. 目 


害 

I 一 

も、 


ら 

な an 

取 

て 


大 


立すべき に 

叉 世話役 十 

ん。 なほ 同 

達し、 此度兵 

締を 立つ ベ 

辨の上 それ 

招くべき に 

の 不利益に 

. 抑 < 各種の 

も 全くの 國 

高 直にても- 

世話 あるに 


招き、 大目 付 松平大 

付設 樂岩 次郞 列座 

よ り， t く の 御用 向 申 

(九) 

一 人 を 任命せ り。 


月 十四日 に は 

庫 開港 を 仰 出され 

く、 役々 に 於ても 深 

A\ 仕方 を も 申立 

あらざる に， 從來橫 

は頓 著せ や、 互 に 相 

物 產は圃 用 以外 有 

益と なる ベ く、 之 に 

- 商人 自身の 利 ある 

つきて は、 國內物 產 

要の 地に し て、 豪 富 
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も 多 く、 就 中 各方 は 重立ちて 手廣く 融通 も 致し 居れば. 右賀 易の 取締に 從 ひ、 小資 

本の 商人 等、 西 洋 商人より 高利の 金な ど 借用せ ざる やうに 注 意 し. 商 社 を 結 び、 協 

同 一 致して 贸 易の 盛大 を圖る ベ く， 尤 も備 金の 俄 は 諸國に 公布し て、 武 士. 町 人. 百 

姓の 差別な く、 有 餘の金 を 以て 右の 商社に 加入せ しむべ き 見込に て、 利 益 は 出資 

額に 應じ之 を 配 當 し、 運 上 金 は 公 僅の 金に て も 町 人亩 姓の 金 にても な く. 日 本 國 

中の 精 金と なさむ とすと 述べたり。 而 して 商社の 肝 煎 世話役 等に は、 後 に 兵 庫 

の 町人 を も 加 へらる 、 こと、 なりし か ば. 北風 莊右衞 門 § は 肝 煎 を、 祌田 兵右衞 

門 は 世話役 を 命 せら る。 

紙幣 發 行に 就きて は、 塚 Is- 但馬守 等 四月の 建議に 次 ぎ、 六月 更に 松 平大隅 守. 星 

野 豊 後 守. 竹 內日. M 守. 小 笠 原 伊勢 守. 設 樂岩 次郞の 連署 を 以て、 開港の 期 切迫せ る 

によ 商社 に 金 礼 發行を 許可し、 其の 製造 拉に 正貨 引換の 方法、 幷 せて 近鄕 豪商 

に し て. 商 社に 出金 を 希望す る 者に は 之 を 許可 し、 出 金高に 應じ 下ケ金 あるべき 

3s を も 大阪兵 庙设寄 市 在に 觸れ 知らす ベ き 由の 建議 あ， 0 し を 以て、 八月 二 十日 

に 至 b 幕府 は 又 令を發 し、 「兵 庫 開港 商社 設立 に付き、 外國 交易 取組 方 元手 金と し 

て 出資 を 希望し、 又 は 品物に て 交易 取組みた き 者 は、 大坂中 之 島 商社 會 所に 申立 


つべ し。 然 らば 純益 金 は 出金 高に 應 じて 之 を配當 すべし。 尤も 出金した りと 

て 交易 を 希望せ ざる 者 は、 相 當の 利息 を 渡す ベ く、 叉 出金の 中 必要 あらば 何程に 

ても拂 11^ すべし。」 と 言 ひ、 且 つ 「兵 庫 開港 商社 設立に 付きて は、 融 通の ためこの 節 

より 當 分の 內金札 通用 仰 出された るに 付 き、 す ベ て 通用 金銀 同 樣に心 得， 年 貢 其 

外 諸公納 物に 用 ゐるも 苦しから ざれ ば、 五 畿內 近國差 支な く 通用 致すべし。 正 

金に 引替の こと は、 商 社 會所竝 商社 頭取 其 外 御用達 等に 於て 引替すべき 箬 にて、 

その 引替に 際して は、 步割 減等 一 切なき によ b  、正 路に 取引すべし。」 と 言 へ .0。 

然るに かく 度々 の發令 あ.^ しに も拘 はら す、 商 社に 出資 を 希望す る 者少か h- し 

にや、 九月 四日 近 江 屋半次 郞. 三 浦屋半 四郞. 播磨屋 仁 兵衞等 六十 餘名を 大阪町 奉 

行 所に 召 し、 商 社 御用 聞 を 命じ 資金 を 出さし めむ と し、 近 江 屋等辭 退せ しも 聞屆 

( 一 S 

けられ ざり しか ば、 已 む を 得す 請 書に 調印せ り。 金 札 は 十一月 朔 日より 發 行せ 

られし が、 其 信用 甚だ 薄 く、 之 を 手に せる もの は 直に 引替 を 請 ふ 有檨に て、 事 終 に 

< 1 五ソ 

失敗に 終. 5 しのみ なら す、 商 社 も 亦 世人の 誤解 を 招 き. 之 に 加入せ ざれば 貿易 を 

なす を 得ざる が 如くに 思惟す る 者 ありし か ば、 十 月 更に 令し て、 商 社に 加入せ ざ 

る 者 も 取引 勝手次第 たるべし と 布 達せ hs。 加 之英國 公使 パ ー クス亦 商社に 對 
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し 疑惑 を 抱きし もの , 如く. 十月 二十 六日 小 笠^ 壹岐 守に 書翰 を 致し 

目的 及 商社に 加入の 人々 に 就き 1^ す 所 ありし を 以て、 壹岐守 は 十 一 月 

を 以て これに 答 ふる 所 あ hv き。 これらに 據.. >  て 觀る時 は. 商 社 設立と 

と は、 當 時に ありて 甚だ 不評判な しこと を 察する を 得べ く、 幾 もな く 

解す る や 終に 消滅に 歸す るに 至 しな. o。 

兵 庫 ft の 商社の 設立 金 礼の 發 行と 相 前後して 兵 庫 奉行の 設置 あ..^。 此職は 

地 贷波規 g さき 元 治 元年 十月 幕府の 一 たび 置く 所と なりし も， 幾 もな く慶應 元年 十 一 月廢 

止と な り、 開 港の こと定 るに 及 び、 慶 應 三年 七月 其 復舊を 見る に 至 h- しもの にし 

て、 其 場所 高 二 千 石. 役 料 千 五 百 俵、 席次 は 箱 館 奉行の 次 班と 定ま. 柴田 日向 守 f 

これに 任せら る。 七月 十九： n に は 近々^ 國 公使 等 兵 庫 開港 場 及大阪 居留地 を 

見 分す ベ きに より 不取 稀の 儀な き は 勿 論、 外 國 人に 對し 不作法の 所業に 及ぶ ベ 

からざる 由 令 せられし が、 此 公使 等の 見 分 は 同月 下句に 行 はれし もの ， P  く、 八 

二 〇ソ 

月 工事 入 礼 希望者の 募 僂 あり、 生 島四郞 太夫 之 を 請負 ふ こと、 なれり。 九月に 

は 開港に 付き 兵 靡 表に 移住し 商賣 をな さむと 欲する 者 は、 何 渡世に 限らす 大阪 

(ニニ 

町奉行 所 神 村 御 普請 會 所に 出願す べしとの 令 あり。 居留地 貸 渡 規則 等に 就 


て 商社の 

二十四日 

金 礼發行 

幕府の 

これより 


き て は、 同 月 二十 


舉行柴 田 

文 を外國 

規則 は 十 

本 政府 地 

貸 附は競 

め， 一 坪の 

受 料 惣 高 

五十 枚 を 

弗 五枚づ 

その 地處 

人 を 選定 

數を約 書 

別に 曰 を 

其 相續人 


日向 守-^ 

奉行 江 連 

ケ條 よ， 0 

所懸， -士 

貸の 法に 

耀直段 一 

の 中手 附 

拂ひ、 殘額 

、差 出さ 

を 測 量 せ 

しその， 

妓繪圖 面 

觸れ 示し 

事務 取扱 


日大阪 町奉行 は 奉行所に て英國 

も 打合せし もの ， 如 く、 十 月 十二 

加賀 守に 送りて 參考に 供す る 所 

成り， 地處區 分の 番立 をば 圖を以 

官 調印の 上、 之 を 神 の 各 國岡士 

よる こと/. し、 何 れも 一 枰元 IB^  メ 

セ ン ト以 下端 數を附 せ す、 借 主 は 

と し て、 七 十 二番に 設け ある 役所 

をば 地 券の 用意 整 ひ 次第 拂ふ ベ 

し め、 競 貸 了ら ば、 日 本 政府 は 成る 

しむべ き 日時 を 借主に 吿知 し、 其 

量に 立食 はしむ る を 得 ベ く、 雙 方 

に 記入し、 借主 若し 借受 料の 惣 高 

て、 其 地處を 再度の 競 貸に 附す ベ 

人 引受人 叉 は 讓請人 は、 百 坪 に 付 
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士官 シ ー ルと 協議 し、 後 兵 庫 

日日 向 守より 居留地々 券 和 

三 二， > 

あり。 斯くて 定まれる 貸 渡 

て 之 を 示 し、 そ の 圖の寫 は 日 

館^ 事に 保存す ベ く、 地 處 の 

キシコ 弗 二十 五 セントと 定 

競 貸の 曰よ，.^ 三日 以內 に、 借 

の 地所 掛 士官に、 メキシコ 弗 

く、 別 に 一地 券每に メキシコ 

ベ く 速に， 政府の 技師 をして 

際 借主 は 自費 を 以て 適當の 

の 計算 符合した る 上， そ の 坪 

を拂 はざる 時 は、 日 本 政府 は 

く、 借受 料の 外地 處 借主 叉 は 

き メキシコ 弗 十二 枚の 地租 

七 五 
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大阪開 市と 

兵 庫 


を拂ふ 

得ざる 

競 貸に 

す 等 

it^  メ 庫 

示 さ 

結 ベ 

も 採 

佛 の 

外國 

荷物 


ベ く， 地 券の 讓渡は 之 を 地 

ベから す、 す ベ て 借主 は絕 

て 贷與に 洩れた る地處 は- 

べ  く， 示 談 によりて 贷與せ 

0 ニー コ 

規定 を 設 けた ->。 

と M 〈り 大阪は 開 市場に て 

て 之 を 調査 し、 阪 祌 間の 運 

と し て. 舉 行柴田 日向 守よ 

(二 四) 

れ しゃ 不 " や は 明なら す。 

江 1:^ 外國人 居留 規則^に 

せよ との 勸吿 ありし かば" 

國 公使と 會見 し、 大 坂 表 外 

乘合船 を設る 規則 を 協定 

輸出入 共 12 貨物の 儉査拉 

送 船 或は 乘合 船の 免許 狀 


券 所持 人 所： ぬの 岡士館 

對に貸 渡 規則に 從ふ ベ 

日本 政府に 於て 都合よ 

す、 叉 元偎 地租 は 之を輕 

開港 場なら すと て、 大 阪 

搬は辩 によらし めむ と 

り、 之 を 外 國侧に 諮.^ し 

然るに 十二月に 至 蘭 

江 5- 橫濱間 運送船 乘合 

老中 板 倉 伊賀 守 は 同月 

國人 居留 規 則、 及 大 坂 兵 

し. 之 を各國 公使 に 通達 

に 徵税は 兵 it に 於て 之 

の 下 附は兵 庫 奉行の 權 


に 吿 げ、 我 役人の  一 sj- 書 を 

しとな し. 終 ..^ に 今：^ の 

しと 考 ふる 時. 之 を 競 貸 

^する こと る ベ .2' ら 


の 輸出入 貨物 

し、 そ の 旨外國 

如く なれ ど、 そ 

國 公使よ り、 曩 

船牽 船の 規則 

四日 及 五日の 

庫 間引 船荷 物 

せり。 これに 

を 行 ふ こと > 

限に 屬 せし が； 


はすべ て 

商人に 觸 

の 果して 

に 約束 を 

を、 大阪に 

兩 日、 英. 米. 

物 運送船 拉 

によ b 爾來 

、し. 叉 引 船 

が、 こ の兩規 


大政奉還- 

兵 庫 開港 


則 は 明治 元年 七月 大阪を 開 

兵 iiif 開港の こと 斯く 著々 


(二 五) 

港 場と 改む るに 至 b 廢止 となりぬ。 


積 威 は 開港 

直下の 有檨 

に は 學 長. 藝 

討幕 密 勅の 降 

そ の臣 後藤 象 

以を述 ベ、 且 つ 

との 條 約に 關 

條約を 結び、 誠 

因りて 慶喜は 

老中 以下 諸臣 

き、 密 勅 降下の 

に 大政奉還の 

尙 暫く 舊 によ 


勅許 を 得た る 

な b  、京 師 にて 

藩の 同盟 成 る 

下と ならむ と 

ニ郞 g 等 を 使 

象 二 郎等 をし 

して は 兵 庫 港 

實の 商法 を 行 

同月 十 曰. 容堂 

に 諮詢し、 十三 

日と 定まりし 

事 を 奏上せ し 

る べしと 命じ 


實 行され つ , あ..^ し 間 に、 漸 く 一 

のみに て 到底 大勢 を挽囘 すべ 

は 岩 倉 具 視 遠く 筑 前に 在る 三 

あり. 倒幕の 計畫 は 益 "熟 し、 遂 に 一 

せし か ば、 土 藩主 山 內容堂 g 深.： 

とし て 建白書 を 幕府に 上 .5. 王 一 

て內外 緊切の 政務に つき 言 上 

にて 新に 朝廷の 大臣と 諸 藩と 一 

ひ、 信 義を 外國に 失せざる を 第 

の 建白書 を 松 平. 春嶽に 示して 

日に は 在京 諸 藩の 重臣 をニ條 

翌 十四日に 至 b 、所 司 代 桑 名 侯 

め、 朝 廷 直に 大政の 奉還 をば 聽 

(三 0  一 

たり。 兹に 於て 兵 寧 開港の こ ■ 
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衰頹 せる 德川 幕府の 

くも あら す、 玆 に急轉 

條實 美と 結び、 諸侯 中 

十月 十四日 を 期して 

く 之 を 憂 へ、 同月 四日 

政 復古の 急務なる 所 

せし むる 所 あ り、 外 國 

協議し、 道理 明確の 新 

j とすべし と  一一 一一 n へ り。 

其 意見 を 問 ひ. 十 二 日 

城に 集めて 意見 を 聞 

松 平 越 中 守 をして 遂 

許せし も、 外交 事務 は 

と引續 きて 慕 府專ら 

七 七 


神 戶市史 本 編 s» 說  七パ 

之に 當り. 十 一 月 八 U に は兵康 開港に 付き 外人 遊步 規程 內 にて 外 國人關 係の 事 

ニー 七； 

件に 速 及の 者 は 直に 兵 靡 奉行より 召喚す る こと ある ベ きを 布吿 せり。 十 一 月 

十 一 = 英國 公使 小 笠 13- 壹岐守 に 面 食し、 兵 扉の 人 K 外國货 is に 惯れざ れば當 分 

の內 本の 级货と 替 使用 差 支 なきやう 取 計ら ふ べき も、 そ の 引替に 付き 從來 

四 分の 吹 減し を 取 立て 來.^ し を 改め-同地 開港 後 は 二分の 吹 減し を 取 立つ る こ 

と、 せむ と 提案せ るを以 て、 外 國 奉行 之 を 勘定 奉行に 諮問 し、 そ の 同 意 を 得， 一 一 十 

八日 壹岐 守英國 公使に 通達す る に 承諾の 旨 を 以てし、 尋 で英國 公使の 請求に よ 

り改 むる 由 を諸國 公使に 各 "吿ぐ る 所 あり。 かくて 十二 月 三日 に は. 愈" 來 る 七日 

を 以て 兵 庫 を 開く ベ きに よ り、 交 易 筋 勝手に 取引 し、 尤 も 捉相守 b 懇信を 失 は ざ 

る や う 心得 ベ しと 達し、 六 日に は 兵 庫 開港に 付き 外國人 使用の ため 相對 にて 雇 

はる , こと 勝手た る べしと 令 し、 開 港 の當 日に は、 幕 府書 を各國 公使に 送りて 兵 

庫 開港 大阪開 市 を 祝 し、 諸 公使 亦 これに 答 ふる 所 あり。 同日兵庫にては^^泊の 

諸國 軍艦より 正午 祝砲 を發 し、 各 國 領事 は 臨時 領事館に 國旗を 揭げて 祝意 を 表 

し、 兵 庫 神 戸の 人々 は、 和洋折衷の 宏壯 なる 運上 所 建築 成り、 其 窓 硝子の 燥 然とし 

て 日光 を 反射す る を 見、 これ をビ ー ド ；！ の 家と 稱し、 老幼 相率ゐ て 來觀し 人氣颇 


る 

慶 喜の 外國 

公使 引見 

の 

力 


t 三 二〕 

引立てり。 

諸國 公使 等 大政奉還 


め 


し 


外交 事務の 何 

ュ の 注意に 基 

& ッシ ュは起 

在 は 各 國の關 

失 はざる こと 

を、 公 然 明示せ 

し， 朗讀の 後 之 

の 祖宗 東 照 公 

善美の 良法 も 

宗 以來 の政權 

むこと を 朝廷 

の 如く 政權を 

て禁 門に 闖入 


處 

き- 

を 

を 


に 於 

- 十二 

て 佛 

る 所 

望む 

れむ 

慶喜 

偉 


に 信約 

執行せ 


の 時 恰も 

て 取扱 は 

月 十六 日 

語の 公文 


に あ 

の み- 

ザ J と 

に 上 

よ り 

る を 

-廣く 

し め 


ら す 

伹 し 

を 欲 

り、 慶 

說 き 

免が 

天下 

廷の 

ら る 


大阪に 在り。 

る べき や を 

大阪に 於て 

を 朗讀せ り。 

唯政體 堅固 

外交 事務の 

すと 云 ふに 

喜 乃ち 公文 

起 し、 宇 內 の 

れ ざ る を 以 

の 諸侯 を 聚 

嘉納す る 所 

„ 然るに 豈 


以て 

英. 佛_ 

に し 

自 今 

あ り 

を以 

形勢 

て、 聽 

め、 公 

と な 

料 ら 


川 氏に 問 ふ 

せし か ば、 慶 

- 米. 普. 蘭 の 五 

の 大 意 は 日 

て 國民歸 服 

何處の 政府 

て、 其 譯文は 

てこれ に 答 

1 變 し外國 

統の始 よ.^ 

議 輿論に よ 

h- たれ ど、 公 

む や 一 朝數 


し、 先 帝 顧 の 攝政を 始め 宫 堂上 を 放逐 し、 之 


に 日本 政 體變革 後 

喜 は佛國 公使 口 ッ 

國 公使 を延 見し， 席 

本に 於け る 政 櫂の 

し 外 國に對 し 信義 

にて 取扱 はるべき 

板 倉 伊賀 守 之 を 受 

へ しが、 文中に は慶 

と 條約を 結びし よ 

思 を 此に致 し、 終 に 

て 建法變 革を定 

議決す るまで は從 

名の 諸侯 兵 杖 を 帶 

に 代 ふるに 先帝 譴 
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神 戶市史 本 編 SS 說  AO 

貴の 公卿 等 を 以て し、 勅 命の 3!3 を變 じ、 公 議を 待た やして 將^ 職を廢 止す るに 至 

れ.^  。 是に 於て 旗下 譜代の 諸 藩 大に愤 り、 兵 を 舉げて その 罪 を 責めむ こと を予 

に 迫 る。 然 る に 抑  <  政 權を舉 還せ る は 上下 人心の 一 和 を 欲する が 故 なれば、 如何 

なる 正理ぁ とも 予 よりして 亂階を 醸す は爲 すに 忍びす。 故に 禍亂を 避けて 

1 先づ 下阪せ しな..^。 然れ ども 予は國 を 憂 ひ 民 を 愛する の 情深き を 以て， 彼の 

幼 主 を 挾み 歙盧に 托して 私心 を 行 ひ 萬 民を惱 ます 兒 暴の 所業 を 坐視す る に 忍 

び や。 國の爲 めに 公議 輿論に 問 ひ、 天 下と 同心 協力して 正理を 貫き 事業 を 遂げ 

公議 を 定めむ と 希 ふの みなり。 就きて は 和親 條約を 結びし 各 國は我 國內の 政 

務に關 係す るに 及ば や、 總 て條 理を妨 ぐる ことなき を 要す。 予は旣 に 過去に 於 

て も 條約を 守れり。 今後 とても 予の 責任と して 谷國の 利益 を扶 け、 追 々全國 の 

衆論 を 以て 我 圃の政 體を定 むる まで は、 條 約 を 履み 各國と 約せ し 諸 件 を 一 々取 

行 ひ 始終の 交際 を 全うせむ とする なること を諒 せられた しと 云へ り。 巧に 外 

國 干渉の 來るを 拒 み. 自 己の 責任 を 言 明して 各國 をして 安堵せ しめむ とする も 

のにして. 所論 堂々 國を思 ふの 至誠 溢る ， ものと 云 ふ べし。 この 答 書 は 板 倉 伊 

賀 守の 手 を經て 直に 佛國 公使に 渡さ れ、 麇 ^は 丁寧に 各國 公使に 會釋 する 所 あ 


.5 て. て 謁見 式 を 終れり。 然 りと 雖、 旣 に 大政奉還と な-.' たる 上 は、 兵 庫と て 長 

く 幕府の 統治に 屬 すべく も あら ざれ ば、 奉 行柴田 日向 守 等戰々 兢々 として 其 職 

に 安ん せす。 殊に 慶應四 年 正月 三日 慕 軍 伏 見に 敗れて 後 は、 日々 凶報に 接する 

のみ。 慶 喜の 海路 江 5, に 歸れる を 聞く に 及 び、 日向 守 は 英國 商船 を 傭 ひ、 九 日 部 

下 一 同 を 率 ゐて祌 111 を 引 拂ひ歸 東せ り。 その後 岡 崎 藤 左 衞門江 In- にて 兵 庫 奉 

行に 任せられし も、 遂 に 任に 赴か す、 兵 庫 神 II； の 地 其 統治者 を 失へ り。 

明治 政府 治 王政復古の 朝廷に て は 岩 倉具視 十二月 十八 日 を 以て 總 裁. 議 定. 參 與の 三戰に 

下の 兵 庫 

告文 を發 し、 癸 丑以來 朝廷 固く 鎖國 攘夷の 說を 執らる も、 曩 に 德川慶 喜 の 奏 請 に 

よ， 9 兵 庫 開港の 條約を 許し たれ ば、 朝 議旣に 和親に 歸せ しこと 明な hs。 自今 朝 

廷の歐 米 諸國を 待遇す る 漢土 諸國 と同禮 なるべし と 言 へり。 抑- 從來 朝廷の 慕 

府を 責めし は その 鎖 攘を行 はざる にあり しなる に、 其 一 たび 幕府の 政 權を奪 ふ 

や、 今 翻然 鎖 攘を棄 て 、開國 を 取る に 至りし か ば、 滿 朝の 公卿 この 告文に 接して 

(三 五) 

皆 犬に 驚きた と 云 ふ。 翌年 正月 王政復古の 報告の 爲、 參 與外國 事務 取調 掛東 

久世通 鯖 朝 命に より 兵 庫に 來 b  、北風 莊右衞 門の 家に 宿し， 十五 日 佛蘭西 公使 レ 

.ォ ン*" ッ シ ュ、 英吉利 公使 兼總 領事 サ！ ハ 1 リ ィ. パ 1 ク ス、 以太利 公使 コ ン ト .ド. 
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神 戶市史 マ- 說  スニ 

ラ. ト ク， I ベ 普魯西 代理公使 ェ ム. フォン. ブラン ド、 和 蘭 公務 代理 總 領事 ド .，テ. グ ラ 

フ. ファ ン. ボル スブ 口 ック * 亞米利 加 合 衆 國辨理 公使 ァ ルビ！ フォン- ファ ルケ ン 

ボ , ク と 運上 所に 會見 し、 大 政 復古 を 報す る 國書を 交付せ り。 書中に は從 前の 

條 約に 大君と 云 へ る を 天皇に 改 め、 各 國 交際の 職專ら 有司 等に 命す と あり。 公 

(三 六) 

使 等 之 を 得て 大に喜 悅の情 を 表せ.^ と 云 ふ。 これと 同時に 朝廷 詔を發 し、 大 勢 

の趨く 所に 從ひ 和親 條約を 結 び、 宇 內の 公法 を 以て 外國と 交る 由を國 民に 布吿 

する 所 あり。 踵いで 十七 日に は 新 政府の 職 制定 り、 三 職 七 課 を 分 ち、 各 課に 總督 

及掛を 置きし が. 東久 世通觴 は外國 事務 總督 とな り、 岩 下 佐 次 右衛門 £ は 外國事 

務掛 とな て 共に 兵 庫 港の 事務 を督 し、 二十 二日 兵 庫鎮臺 置かれて 通腈 之に 長 

た i>。 幾 くもなく 寺 島陶藏 踪 及 伊藤 俊 介 § 亦外國 事務 掛 とな，^ 兵 庫の ことに 

與り、 二十四日 秦鑑 一 郎等 命せられ て 民政 御用 掛 となり、 民政 事務の 取扱 順序 等 

を 正す の 任に 當れ hv。 運上 所 事務に つ きて は、 二れ よ， りさき 十九 日 御用 掛 設け 

られ、 兵 庫の 豪商 北風 莊 右衛門 用達に 任せられ、 後 S 山 助 右衛門 亦 これに 加 は. 5. 

c- 四 c〕 

施政 依 hv て 以て 著々 其 緒に 就けり。 然るに 二月 二日 京都に て 再び 職 瓶の 更改 

あり。 三 職 七 課 改ま. 5 て 八 局と なりたれば、 柬久世 通 艢 は外國 事務局 權輔 に、 岩 


備前 藩士と 

外人との 衝 

突 


下 佐 次 右衛門. 伊藤 俊 介. 寺 島陶藏 等外 國 事務局 判事 

裁判所と 改ま b て、 通賻 之が 總督た hs。 內外兩 局の 

及 其 他沒收 領地の 處分を 掌ら し め、 外 務 局 を 

し め、 內 務には 寺島陶 藏. 喜 多村慶 次、 外 務には 

東 久世通 膿と 岩 下 佐 次右衞 門と は 大綱 を總 


ニソ 

レ 、二 


掌せ 

然る 

ち、 藩 

庫 裁 

られ 

を 率 

む と 

す る 

大 に 


に 三 


京 

判 

-東 

ゐ 

憒 


み 


よ 

る 


月 十九 日通蘑 は撗濱 裁判所 總督 となり 

に て 官制 又 改ま て、 太 政 官中七 官を蘆 

は 姑く その 舊に仍 らしめ し も、 府.縣 に は 

亦廢せ られて 兵庫縣 置かれ、 五月 二十 三 

(四 六 〕 

慶 次. 中島 作太郞 判事と なる。 

,0 さき 慶應四 年 正月 十 一 日 備前藩 家老 

兵 庫よ ト.' 東に 向 ひ、 神 卢町を 通 行 中、 外 人 一 一 

を 以て 直に 之 を 取 押へ し に、 更に 一人 反對 

因りて 供 先に 廻る や う 手眞似 にて 諭し 

て 高聲 を發 し、 理不盡 に 押 通れり。 然るに 
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に 任せら れ、 兵 庫 鎮 

分掌 を定 め. 內務局 

て 神 地方 百般の 

藤 俊 介. 中島 作太郞 

_ 兵 庫の 庶政 大に擧 

(四 四) 

兵 庫 を 去 り、 関 四 月 

- 地方 を府. 藩. 縣の三 

事. 判 事 を 置く こと 

伊藤 俊 介 兵庫縣 知事に 


は 兵 庫 


曰 


を 

さ 2 

力 


し 

I し 

な 


て 兵 

を 管 

1 - 一 

i) 

bo 

1 日 

分 か 

(四 五，) 

お 

任せ 


置帶刀 西の 宫警衞 のた め 兵 

人 左よ， 0 右に 行列 を橫 ぎら 

の 側よ，. ^ 行列 を橫 ぎら むと 

た れ ど、 其 意 通せ ざ し にや- 

之と 同時に 一 人の 外人 左側 


祌 '市史 

人家よ 出で 

手 を 負 ひたる 

て 海岸に 走 

つて 發砲 する 

し め、 暫く こ れ 

を 慮 り、 山 手 新 

れを 以て 摩耶 

直 に戰鬬 準備 

通行 を禁 じ、 港 

みは、 一 切關係 

汽船 を 差 押 へ 

暴力 を 以て 艦 

餞 等 を も沒收 

失せる もの 頗 

ら す、 皇 國の恥 


擊 せ む 

逃 げ 入 り、 

の 軍艦に 

海岸よ 

も、 外 國 兵 

幕府の 命 

の 開きし 


本 編 總說 

短銃に て 狙 

ま、 屋內に 

り 行 き、 綻 泊 

や、 外 國 兵 亦 

i 魔 m 三年 

^谷 勘兵衞 

山に 逃げ 入りた る も 

を 整 へ、 兵士 を 上陸せ 

內， 碇泊の 日本人 所持 

なき ことなれば 安穏 

られし 諸 藩の 屆出を 

船 を 抑留し、 武器 を沒 

した と 云 ふ。 抑留 

る 多 かりし か ば、 各 藩 

辱な りと し て、 切齒憤 


す 

更 


八 四 

る あ..^ しか ば、 槍 を 以て これ を 突きし に、 淺 

に 追跡 せらる 、 に 及 び、 裹 口よ 供 先 を 廻 

れを報 じ， 備 前 兵の 先手 銃隊 この 外人に 向 

砲せ り。 帶刀 乃ち 一先 づ兵を 山手に 屯せ 

發砲頻 にし て、 其 或は 大事に 至らむ こと 

^ リを經 て 急ぎ 京都に 入りし に、 外 國兵こ 

と 推 し、 追 ひて 山に 登 り、 灣 內 の外國 軍艦 亦 

めて 神 II； を 占領 し、 武 器を携 へたる もの. - 

蒸 汽船 を 差 押へ たりし が、 町方 村 方の 者の 

(E! 七) 

渡世す ベ き 由 布吿を 受けた り。 今 當 時 蒸 

るに、 外 國兵は 理由 を 十分に 說 明せ す、 殆 ど 

收せ るの みならす、 一 々懷中 を 改めて 物品 金 

艦船 は 十六 日に 返却 せられし も. 沒 收 品中紛 

ともに この 皋を以 て、 單 に 一 藩の 恥辱の みな 

怒の 情に 堪 へざる もの ありし とい ふ。 加 之 


の 

JV 

の 

見 


外國 兵の 神 芦 占領 は、 薩. 長 雨 藩が 兵 庫 警 衞 

繼續 せし を 以て、 十五 日 東久世 通禧が 運上 

古を吿 げし 時、 又 こ の 問題に も 論及せ しに- 

警衞 せざる ベ からざる 事情 を述 ベ、 備前藩 

砲す るに 至りて は、 文 明の 國 にある ベ から 

に發砲 云々 と ある は、 蓋 し 備前藩 鬭戰の 際- 

き  を  保せ  ざる  こと を 日置帶 刀の SI 出で し 

を 以て 故ら に 己 等に 發 砲せ る ものと して- 

に  吿  ぐるに 各国の 公論に 從ひ 天皇の  親裁 

れ ど、 公 使 等 はこの ことたる 下賤の 者の な 

なす 所な り、 今 後日 本 政府の 守衞を 得れば 

やと 詰れり" 依て 通膽は 薩. 長 二 藩に 警衞 

る こと ある ベ から す、 若 し 又 如 可樣の こ と 

き 由を告 げ、 且 っ各國 公使の 要求に よ 薩. 

と を 市中 村 中に 布告すべき こ と、 拉 に 備 前 
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の 命 を 受け 此 地に 來 著せる 後 も 依然 

所に 於て 外國 公使 等と 會 見し 王政 復 

，各國 公使 は 一 時 外 國兵を 以て 神 1!； を 

の齓暴 言 語に 絶し、 殊に 各國 公使に 發 

ざるの ことなりと  一一 一一 n へり。 兹に 公吏 

，其彈 丸の 公使館に 飛び ゆきし ことな 

所と 照應 する もの なれ ど、 公 使 等 は 之 

，大 に强 硬なる 談判に 出で、 通 膳 は 彼等 

を も 受けて 處 置す ベ き 由 を 以てした 

せる 所に あら や、 大 諸侯の 重臣の 自ら 

決して かくの 如き ことなき を 保す る 

を 命せ る 勅書 を 示 し、 今 後 決して か、 

生す とも 天皇の 政府に 於て 引受く ベ 

-長兩 藩の 兵 庫 警衞を 命せられ たる こ 

藩亂 暴の 善後策に 就きて は 公使 等 後 

入 五 


神 戶市史 本 編 ^ ^ 

日 差 出す ベ き 書面 を俟 ち て 之 

今後 在留の 外 國人も 日本人に 

を 容 れ、 抑 留 せられし 蒸 汽船 を 

國 公使よ. 0 連署の 書 を 通膊に 

政府より 各國 公使に 懇に 謝罪 

こと を保證 すべき 由 言 明す ベ 

公使館 附士 官立 會 にて 死罪に 

して その 指令 を 仰ぎ. 二十 一 日 

藩に 命じ 日 eis! 帶刀を 謹 愼に處 

s 八) 

外國 御用 掛に差 出さし む。 因 

庫に 護送し， 七日 外國 御用 掛に 

庫に 到.^ て六國 公使に 謝狀 を 

薩 州. 長 州. 宇 和 島 家 來立會 を 得 

神色自若， 去る 十 一 日 神 通行 

を 加へ 發 砲を虢 令した るは予 


を實 行す る こと を 

暴せ ざる やう 布 

ば 早速 之 を 返却す 

送 ^、備 前藩亂 暴の 

し、 且 つ 今後 決して 

く， 第 二に 備前 藩の 

處 すべし と 要求し 

要求の 諸 件 承諾の. 

し、 發 砲を號 令せ る 

. ^て備 前 藩 は 日 置 

差 出せし かば. 二月 

送 ，0. 同 曰 夜 兵 庫 永 

て 善三郞 をして 割 

の 節、 夷人 無法の 所 

なり。 然るにな r 般 


諾せ -9。 一 

達せられた 

ベ き 由 さ in 明 

處 置に 就き 

在留 外國人 


砲 を 命令 

れ ば、 通 薅 

を 公使 等 

を 割腹の 

刀 馬 廻， - 

日 外國事 

寺に 於て 

せし む。 

に 及びた 


入 六 

方に 於て 公使 等 は 

しとの 通膊の 要求 

し、 翌 十六 曰に は 六 

て は、 第 一に 天皇の 

に 暴行 を 加へ ざる 

したる 士官 を、 各 國 

は 直に 京都に 上申 

に 報じ、 朝廷 は備前 

爲め兵 庫に 護送し 

の 士瀧善 三 郞を兵 

務局輔 伊達宗城 兵 

各國の 代表者 妓に 

善三郞 死に 臨みて 

れば、 據所 なく 兵 


政 御 復古 更始 御 一 新の 折 柄、 


新 政府の 對 

外方 針 


宇內の 公法 を 以て 御處置 遊ばされ 割腹 仰 付 

口 演 し、 謠 曲 を 口にしつ 、悠々 割腹せ るを以 

十九 日 備前侯 引責 謹慎して 命 を 乞 ひし に、 其 

月 七日 使 をして 御禮を 言 上せし め、 日 置帶刀 

されし も、 當 分 は 大阪兵 庫 を 旅行せ ざる やう 

せる この 事件 も 結末 を， 吿 げ た ，5。 

蓋し 當時 邦人 未だ 外人に 慣れ す、 從 ひて 攘 

ば， 此備前 藩の 事件 以外に も 外人の 殺傷 往々 

戌れ る 土 佐 藩 兵の 佛蘭西 人 十四 名 を 殺傷せ 

府に四 ケ條の 要求 をな し. 朝 議 これ を 容れ、 二 

與れる 者 二十 人に 自 Iw^ を 命せ し が、 屠 腹 十 一 

及 海軍 士官 等 酸鼻 見る に 忍びす、 助命 を 請 ふ 

て 遠島に 處 せ，..^。  二月 晦日 各國 公使 參內謁 

國 公使の 從衞を 研 て 參朝を 妨げ たれ ば、 三 

如く 下手人 は その 都度 直に 處 刑せられ、 雄 藩 


けられた，. >。 御撿證 下さ 

て、 立會の 外人 犬に 驚け り 

儀に 及ばす との 沙汰 あ 

は 三月 十五 日 謹慎 を 解き 

. (五 CO 

命 せらる。 かくて 一 時； p: 


夷の 

に し 

る 事 


人に 

に 至 

見 の 

月 四 

の 士 


餘熱亦 未だ 全く さめ 

て 起， ^、二月 十五 日に 

件 あ，.^。 佛國 公使 激 

日驟 浦妙國 寺に て 右 

及びし 時、 臨 席の 佛國 

しか ば、 殘 餘の 者の 

節に は、 朱 雀 操. 三枝蓊 

日 之 を 梟首に 處 せり „ 

とい へど も 之 を 寬暖 


るべ しと 

(H 九 ：> 

と 云 ふ。 

し か ば、 三 

歸國を 許 

を騷が 


ざ， CN しか 

は 驟浦を 

怒して 政 

の 暴擧 に 

公使館員 

死 を宥し 

の 兩人英 

. かくの 

する こと 
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外圃 公使の 

參朝 謁見 


なく、 生麥 事件 等と その 趣 を 殊にす 

國 民た る もの 何人と 雖 天皇の 命に 

るが 故に 明治 政府の 信頼す ベ きこ 

之 政府 は 布 吿を發 して 固く 外人 殺 

し國家 不幸の 原因 をな す 者なる を 

れ によりて 明治 政府の 外國と 和親 

大勢の 趨く所 此の 如く、 鎖國 攘夷 

より さき 二月 七日 越 前. 土 佐. 長 門. 薩 

朝せ しめむ こと を述議 せ， o。 その 

必 ゃ先づ 天下の 大勢 を觀て 緩急 機 

1 時に 光 被す るの みなら す、 萬 世 不 

は皇國 と外國 との 交際 を講 明す る 

設けし は、 天 下の 人 をして 嚮ふ所 を 

皇威 を萬國 に赫耀 せし むる はこの 

各 t 區々 の議を 執り、 未だ 全く 疑念な 


る 著しき もの あ ，0- しか ば り て 日本に て は 

服從 せざる ものな きこ と、 拉 びに 此の 國體ぁ 

と を 外 國に證 示す る 一好 資料と なれ. 9。 加 

傷を戒 め、 之 を 犯す 者 はこれ 陛下の 命に 背反 

以 て、 嚴 重に これ を處 罰すべし と 令せ.. >。 こ 

せむ とする 方針 愈-明 確と なれり。 

の 到底 行 ひ 難き こと 明白と なりたれば、 これ 

摩. 安 藝. 肥 後の 諸 藩主 署 して、 各國 公使 を 參 

要旨に、 古の 能く 天下の 大事 を 定めた る 者 は、 

に 從ひ處 蘆 宜しき を 得た るが 故 に、 唯 功德の 

拔の業 こ、 に 於て 立てり。 夫れ 今日の 急務 

にあり。 近時 朝廷 始めて 外國 事務の 官職 を 

知らし めむ との 趣意に 出で たる ものにして、 

時に あるべし。 然れ ども 在 上 在 下の 人な ほ 

きを 得す。 熟.^ 惟 る に、 今 日の 急務 は 上下 協同 


1 和 し、 宇 內の 形勢 を辨 じ、 皇 

夫れ 外交の ことたる、 中古 朝 

る あ， o。 天 正. 慶 長の 間に は 

の 令 ありと 雖、 漢 土， 和 蘭に は 

然れば 今 皇國の 衰運 を挽囘 

以て 井蛙 管 見の 僻論 を 去り" 

の 道 を 二念な く 開 き、 彼 が 長 

願 く ば、 皇 上の 聖斷 能く 天下 

を 去 b、 漢 土と 同視す るの 朝 

旨 海內に 布告 し. 永 く 億兆の 

これ 所謂 六 藩 建 言 なる もの 

. 五 H) 

力 あり。 朝廷 此議を 容れ、 二 

兵 庫 裁判所 總 督柬久 世通膊 

皇 不日 公使 等 を 召 見せら る 

よ り， 外 國應 接の ： と は 上古 
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國の 一 大 改革 をな すべき 方向 を 確定す るに あり。 

廷玄蕃 の 官を置 き、 鴻 臚館を 建 て、 以 て 遠 人 を 殺 服せ 

蠻夷西 國に來 りて 交易せ-.。 島 原の 亂後始 て鎖國 

交易 を 許し たれば、 一 切 外人 を攘 斥した るに あらす。 

し 皇威を 海外に 耀 かさむ とせば 二 刀 兩斷の 朝 裁 を 

在廷樞 要の 人々 先づ 活眼 を 開 き、 上 下 同心して 交際 

を 取..' 我が 短 を 補 ひ、 萬 世の 大 基礎 を据 うるに あり。 

の 大勢 を 察し、 外人 を 犬羊戎 狄と唱 へし 從來の 愚論 

典 を 一 定 し， 萬 國 普通の 公法 を 以て 參朝を も 命 じ、 其 

.  ,  I  .  (五三 〕 

人民 をして 方向 を 知らし め 給 はむ こと をと 云 へ り。 

に し て、 當 時 政揆の 方向 を 決する に 就き 與っ て大に 

月 十四日 大阪 裁判所 總督 醍醐 忠 順. 副 總督 伊達宗城. 

等外 國諸 公使と 大 阪に會 し、 外國 事務局の 新設と 天 

(K 五， > 

べき 由と を吿 ぐる あ hs。 十七 日に は 太 政 官代三 職 

よ.^ の 典 例 なれ ば、 六 藩 建 言 の 旨 趣に 基 き、 廣 く 百官 

ス九 


神戶 本 編 總說  九 〇 


0 

兵 庫大坂 

留地條 約 

の 

其 


藩の 公議に 依り、 古今の 得失と 萬國 交際の 宜とを 折衷 

朝 を 許せ..^ との 布： $1 を發 し、 且 つ 同日 谷圃 公使に も參 一一 

に 當時討 慕の 軍旣に 京を發 して 柬に向 ひた， 9 し を以ー 

ぶみ 東 歸の念 切に， 從 ひて 其 入京に 種々 の 困難な きに 

斡旋にょ，..'遂に京都に於て謁見式を行ふこと、な.^- 

國 公 務 代 理 總 領^9^ の 參 朝 謁 見 ぁ り、英國 公 使 は 刺 客ー 

io 一 

ざり し を 3- て、 三月 三日 始めて 參朝 謁見 を 了せ り。 

兵 庫大坂 居留地 條約は 六月 十九 B 各國 公使と 外國官 

間に 締結せられ、 全部 九筒條 より 成 り、 居 留 地の 競 賣、 篛 

き 金額の 處分 方、 地租の 處分 方、 居留地の 取締 等に 關 す： 

大要 を述 ぶれ ば、 競 贾 せらるべき 地面の 面 積、 位 置 0 に 

各國 領事と 協議の 上 之を定 め、 競 賣前少 くと も 五日に 一 

と、 地面 一 區の 坪數は 最小 を 二  K" 坪と し 最大 を 六 百 坪 一 

坪 二 雨と 定め、 中 一 兩ニ步 をば 地面の 工事 雑費と して 

二 步は之 を 積金預 b 方に 渡し 居留地 積 金と して 道路 


し、 今 股外國 公使に 入京 

朝の 命を傳 へた h^。 然 

て、 公使 等 橫濱の 形勢 を 

あら ざ. 0 しが、 英國 公使 

- 二月 晦日 先 づ佛國 公使 

のた め 同日 參內 する 能 

副知事 東 久世通 等と 

賣の 1^ 價、 競賣に よ 得 

る 規定 を揭 げたり。 今 

競賣の 日限 は 日本 役人 

圖面を 添 へ て布吿 する 

とする こ と、 競 賣^ 檟は 

日本 政府に 取 b 置 き、 殘 

溝 下水 普請 修復 常夜燈 


其 他 居留地の 費用に 充っ る こ と、 原 檟ょ. 5 も 高く 賣れし 場 合、 其 差金の 半額 をば 

せ P- じ く 之 を 積 金預り 方に 渡す こ と、 第 一 囘競 賣に附 せざる 地面 は、 後 日 再び 競賣 

す ベ く、 其 日限 は 兵 庫の 日本 役人と 各國 領事と にて 協定し、 一 ヶ月 前に 布吿 する 

こと、 地税 は 一 ケ年ー 坪に 付き ー步と し、 總 額の 內 四百 十雨 一 步は 前金に て 之 を 

日本 政府に 納め、 殘額 をば 居留地 積 金と して 之 を 道路 下水 普請 常 夜 燈其他 居留 

地の 費用に 充 つる こ と、 非 常 天災に よる 破損の 場合の 外 は、 道 路 普請 下水溝 修復 

常 夜 燈其他 居留地の 入費 は、 右 の 積 金 を 以て 之に 充て、 日本 政府に 於て 關係 する 

所な きこ と、 地 面 を 借り受け たる 外國 人の 居留地 積 金の ための 納金 は、 先づ 之 を 

領事に 納め， 領事より して 更に 積金預 b 方に 渡す こ と、 居 留 地積 金 は 兵 庫の 日本 

役人と 各國 領事 竝に 居留地 行司 (Municipal  council) と 協議の 上 之 を 取扱 ふべき こ 

と、 居留地 行司の 數は 三人 以下と し 各 國岡士 人別 帳に 姓名 を 記した る 者の 中よ 

.9 選擧 すべ く、 其 選 擧手績 及び 勤 役 年限 は 領事に 於て 之 を定む る こ と、 居留地 取 

締を 抱へ 入る ， 必要 ある 時 は、 そ の 入費と して 一 坪に つき 一 步の 三分の 一 以下 

を 納めし むる こ と、 日本 政府 は 居留地 石垣 上陸 場 を 修復し、 且 上陸 場 最 寄の 海岸 

(五 七〕 

を淺深 し、 干 潮の 際に も 差 支な からしむ る こと 等な h.。 是 によりて 見る に、 居 留 

第三 章 兵 庫 開港 (其 二)  九 1 
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ぉ留 地の 面 

精 


外人 は 居留地 行司 を選舉 して 積 金 取扱 をな さしめ 

亦 之に 參與 したる が 如くに 見 ゆる も、 事 實は 殆ど 何 

税は 居留地 行司 自ら 之 を 取 立て、 その 中 四 十雨 一 

の 、 如 /、、競 Jwfl^ 價の 內ニ步 及 原 債より 超過した る 

直に 之 を 受取り、 この 賴金を 以て 居留地 內 道路 溝渠 

(五八. 

しなれ ば. 要 する に 接 居留 外人の みの 事務な りき" 

留地 石垣 上陸 場の 修復 及 海岸の 俊^ 等に 關 する 細 

伊藤 俊 介と 米. 蘭 兩國 領事との 間に 條約を 結びし が- 

渠の 石垣 及 覆 蓋、 居 留 地內總 町の 溝の 架 橋、 生 田 川 堤 

(五 九，" 

も 合め. 9。 かくの 如く 日本 政府と 居留 外人と 其な 

は 居留地 行司 を選舉 して 居留地 一 切の こと を處理 

1 1^ の 自治 を 行 ひ 居た る ものな り。 

此時兵 庫 居留地の 工事 は 旣に大 に 其 進涉を 見た 

に 一 -,」 する を 得 ざれ ど、 慶 應 三年 七月 代官 齋藤 六藏が 

她家房 等に 對 す , 手 Ei 所，^  II 求 せ る 書， 面 ^ 


たる ものにし て、 日 本 役人 も 

等の 關與 なかり しが 如 く、 地 

步を 日本 政府に 納めた る も 

差額の 內 半額 も 居留地 行司 

の修復常^^燈の費用に充て 

. 我 政府の 責務に 屬 せる 居 

目に 就きて は， 八 月 二十 三日 

■ これに よれば 居留地 外圍溝 

防の 修築 及 海岸の 工事 等 を 

すべき こと 區分 せら れ外 人 

せしめ たれ ば、 卽 ち 居留地 は 

り。 其 最初の 幅員 は 今 之 を 

居留地と して 收 用すべき 土 

は  1、^!^ 別 四 町 4： 七 錢 【1^ 別 


十三 町 三 反 二十 八步、 小物 成 運上 場 凡 反別 一 町 三 反 九 截步、 小物 

六 反 三 畝步、 建 家 四ケ所 建坪 六 百 三十 四 坪 八 分 三 厘 、土蔵 十九 ケ 

八 坪と あり。 而 して 其 等 建 家 及 土藏に は 各-多 少の 附屬地 あ， 5 

面積 は 恐く は 二十 餘 町に 達した る ものなら む。 六 藏の書 

計 算 し、 總 計 千 七 百 五 貫 百 九十 六 匁 七 分 五 厘 を 速に 下附ぁ 

り。 その 下附の 時日 は 不明 なれ ど、 明 治 元年 二月 地所 掛提 

外に 若干の 地 を 加へ、 其手當 全部 を 神 11^ 村 百姓 等へ 旣に渡 

を 以 て、 此 賠償金が 慶應 三年 七月よ， 9 明治 元年 二月までの 

と 推測す る を 得。 然るに 地所 掛の 書面 は齋藤 六藏の 請求 

ら す、 金 を 以て 計算 し. 田 畑 は 一 反 五 百 三十 ニ兩ニ 分、 宅 地 は 

運上 場 は 一 反 二十 七兩、 家屋 移 轉料は 建坪 一 坏五兩 ，土藏 移 

永 四百 文と し、 かくて 買收料 合計 一 萬 七 千 八 百 九十 兩餘の 

て此 外に 地 均の 費用 一 坪 金 一 兩、 計 七 萬 七 千 五 百 三十 六兩 

修築の 費用 三 萬 七 千 五十 五雨， 溝渠 築造の 費用 五 千 五百兩 

高塏の 費用 八 萬 三千 八 百兩を 支出せ，.^ と 云 ふ。 恐らく は 

第三 章 兵 庫 開港 (其 二) 


て、 總 

に て 

と あ 

上の 

ゆ る 

も の 

見 積 

物 成 

五雨 

而し 

埔頭 

所の 


成 場 凡 反別 一 町 

所 建坪 七 百 七十 

しなる べき を以 

面 に は、 手 當を銀 

ら むこと を 請 ふ 

出の 書面に は以 

し 了れ る こと 見 

間に 支拂 はれし 

書 と 異 ^，銀 に て 

1 反 百 五十 兩、 小 

轉料は 建坪 一 坪 

支拂を 載せたり。 

_ 一  分、 海 岸 石垣 及 

、新 土の 運搬 及 地 

更に 別に 運上 所 

九 三 
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留地第 一 

间 ほれ 資 


建築 を 始め 諸般の 

中 十三 町 三 反 四 畝 

な れ ば、 祌 ssil 港 三 

厘 五毛と し、 かくて 

其當を 得た る もの 

生 島四郞 太夫の 

之 を 精細に 知る の 

巳むな きに 至りし 

曾て 新 道路 開設 ェ 

嫌疑 を受 け、 將 に 嚴 

分 を沒收 せられし 

時 の 間、 居 留地 工事 

工事に 著 手し， 普 請 

を 設計 起工せ しめ 

141^ ャ— lil 十—. K. 區. め 


施設に 要せる 金額 亦少 

1 步ニ厘 五毛 を 宅地に 

十 年 史及兵 ig- 縣 史稿抄 


から ざり しなら む。 居留地の 總面檳 

充てし こと は當 時の 記錄 によりて 明 

に 道路 溝渠 地 を 十二 町 五 反 十五 步ニ 


總 面積 を 二十 五町 八 反 四 畝 十六 步五 厘と 算出せ 


(六 5 

ならむ。 

請負へ る 居留地 工事が- 

資料な く、 著 手 後 幾 もな 

ならむ。 而 して 兵 庫の 

事 を 請負へ る 石 井 村庄 

罰に 處 せられむ とせし 

のみに て 罪科 を 免る 、 

を 顧る の 暇な かりし か 

用達 島 屋久次 郞 をして 

しに、 六月 二十 六日 工事 

篋賣を 行 ふこと ， なれ 


，幕府 解 迄に 如何程 進涉 

く 幕府の 衰亡に 遭 ひ、 其 ェ 

新 政府 統治 下に 歸 せる 後" 

屋谷 勘兵衞 と共に、 巨額の 

が、 專崎彌 五平の 盡カ によ 

(六 五，^ 

を 得た h.。 明治 政府 は 其 

ど、 慶應四 年卽ち 明治 元年 

人足 數百人 を 使役し、 居留 

完成し たれ ば、 七 月 二十 四 

り。 其 三十 六區と は卽ち 


る こと 蓋し 

せし か は. 今 

事 も 中絶の 

四郞 太夫 は 

金銀 藏 匿の 

.9 資産の 幾 

組織の 後暫 

閏 四月 再び 

地 地 均 工事 

日 東 運上 所 

一 乃至 二十 


丁 二十 四 乃至 二十 六. 二十 九 乃至 三十 七. 四十 二. 四十 四. 六 十七の 諸區 にし て、 其 總 

坪數 一 萬 四千 三百 七十 九 坪 一 合 八 勺な り。 此時落 礼して 永代借地 主と な し 

外 人 中、 今 日まで 其權利 を持績 せる は 唯 二十 九番の \ ンタ ー 家 あるの みに て、 其 

他 は 率ね 其 主を替 へたる のみなら す、 最 近數 年間に 海岸に 沿 へ る 地區の 邦人の 

手に 歸 せる もの 亦少 からす。 半世紀の 轉變亦 犬な..' とい ふべ し。 次に 競賣原 

價は兵 庫大坂 居留地 條約 により 一 坪 二 兩卽ち 八步の 定めに て、 當 時 甚だ 不廉な 

り し は、 居 留 地よ b 程遠から ざる 山手に て 一 坪 二分の 一 步を 以て 購ひ 得た. 9 し 

に徵 して 知る を 得べ し。 然るに これらの 土地 は いづ れも皆 此原價 よ り も 更に 

高値に 落札せ h.。 例せば 第一 番は 十三 步、 第 二番 は 十步、 第 三番 は 十步四 分の 三、 

第 四番は 十步、 第 五番 は 十三 步、 第 六 番は十 一 步、 第 七番は 十三 步四 分の 一、 第八番 

は 十 一 步四 分の 一、 第 九番は 十二 步四 分の 一 、 第 十番は 十五 步四 分の 三、 第 十 一 番 

は 十三 步， 第 十 二番 は 十九 步 なりき。 これ 當時 にあ..^ て は實に 法外の 高價 なり 

しなら む も、 之 を 以て 現今の 賣買價 格と 比せ ば、 更 に 其 差の 大な るに 驚かざる を 

得ざる べし。 而 して 此時兵 庫 居留地 競賣の 平均 檟 格の 之に 次ぎて 行 はれし 犬 

阪 居留地の 競賣の 場合に 比し 低廉な りし こと は、 人 をし て 稍.. 意外の 感 あらしむ 

第三 窣 兵 庫 開港 (其 二)  九 五 
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る ものにして、 これ 或は 外人 等が 當時神 よりも 寧ろ 大阪を 以て 將來の 希望 多 

きものと なせし が 故なる ベ けれ ど. 而 もこの 豫想は 遂に 的中せ ざ. 0 き。 

^Jf 以ぱ 明治 二 年 四月 二十 一 日 兵庫縣 知事 伊藤 俊 介谷國 領事に 書 を 送. 0 て、 第 ニ囘競 

s- 競 1R と站  、，， 一， 

券 狀教行 ？ n を 行 ふ。 この 時競賣 せし は 二十 二. 一 一十三. 二 十七. 二十 八士 一十 八. 四 ナ四 十三. 四 

十 五. 四 十 八. 五 十. 五 十 五. 五 十 六. 六 十 六. 六 十八. 六十 九. 七十 三. 七十 几 乃至 八十 五 入 

十七の 二十 五區， 總 面積 七 千 百 四十 六 坪 九 合、 一 坪の 價格 八步百 分の 五 乃至 十二 

步 にし て、 其 中 第三 十八番 は 居留地 行司 事務所と なれり。 この 時の 買主に して 

今 引績き 所有せ る 者 一 人 も あらす。 第三 囘競賣 は 明治 三年 四月 十六 日に 行 は 

れ しが、 こ の 時 は英國 領事館 士官 コ ー レンス を競賣 人と して 雇 入 れ、 我 政府の 居 

留地掛と共に事に當らしめたh^。 此 時競賣 せし 地區は 三十 九. 四 十 丁 四十 六. 四 

十七. 四十 九. 五十 一 乃至 五十 四. 五十 七 乃至 六十 五. 七十 乃至 七十 二. 七十 四 乃至 七 

十 七. 八 十 六. 八 十八. 九十 乃至 百 四. 百 七 乃至 百 十三. 百 十五 乃至 百 二十 四. 百 二十 六 

の 六十 區， 總 面賴 一 萬 七 千 四十 九 坪 九 勺に し て、 價 格 は 第 一 囘 及第 ニ囘に 比し 高 

檟 なりき。 此等 地區が 多く 海岸に 近接せ ざる ものなる こと を考 ふる 時 は、 前 一 1 

囘に 比して 地價に 大差 を 生せ る を 知る。 原價を 超過す る こと 僅 に 百 分の rt- 十 


五步に 過ぎざる 地區 もな きに あら ざり しか ど， 中 に は 非常なる 高價を 示せる も 

あ. M し. 第 百 二十 三番の 一 坪 二十 三步百 分の 三十 五、 第 百 二十 四番の 三十 五步百 

分の 四 十. 第 百 二十 二番の 四十 一 步百 分の 十な しが 如き， いづれ も 其 著しき 例 

f 七 四) 

な. o。 斯 く三囘 の競賣 により 明治 五 年に は 居留地の 道路 及び 溝渠 略.^ 整 頓し た 

れ に、 玆 に 街衢の 名稱の 選定 あり。 東西 縦走の 五條 は 海岸 通. 前 町. 中 町. 北 町. 裏 町、 

南北 橫 走の 八 條は東 町 伊藤 町. 江 II； 町. 京 町 浪花 町. 播磨町 明 石 町. 西 町と 命名 せら 

(七 五) 

る。 第 四 囘競賣 は 明治 六 年 二月 十七 日に 行 は れ、 其 競 賣地區 は 八十 九. 百 五. 百 六. 

百 十 四亩 二十 五の 五ケ 所. 總 面積 千 四百 七十 四 坪 八 合 六 勺に し て. 價 格 は 第 百 五 

番は 五十八 步、 第 百 六番は 五十 九步の 高價に 達せり。 第三 第 四 兩囘の 競 買主に 

して 現今 迄 引績き 借地 權の 所有者た る 者 一 名 もな し。 以上 四囘 の競賣 により 

居留地 百 二十 六 區四萬 餘坪を 悉く 處 分し 了り し が、 其 地 券狀は 明治 二 年 二月 一 

日 始めて 之 を 發 行し、 揭ぐ るに 三 ケ條の 規則 を 以てせり。 第一 は 地税 納附 の規 

定. 第二 は 居留地 見廻り 番人の 給料 手當の 入用と して 二 坪に 付き 一 步の 三分の 

1 以下の 稅金 を拂ふ べき こ と、 第 三は轉 賣に關 する 規定な hv。 而し てこの 地 券 

狀は 同文 二通 を 認めて、 一 通 は 地主に 渡し， 一 通 は 日本 役所に 保管す る こと、 定 

第三 隼 兵車 開港 (其 二)  ■  九 七 
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め た""。 居留地 外の 土地に して 外國 人に 貸與 せられし もの 亦少 から ざれ ども、 

今 之 を 略す。 

備考 ジャ パ ン -ク 口 一一  ク 五 十 年 ^Is 念 號 LL は 第 四 同 費 行 は れ し 、 、 と vJ*  <吒。 さ す。 第三 同 競 

寶 の 傑 LL 六十 五區 費ら れ. これにて 競賫は 終りた る やうに 記 ぜリ。 今 兵庫縣 史稿抄 及祌戶 

開港 三十 年史の 記事 採る， 

港 <„3 時の 飜 つて 開港 當 初の 賀易狀 態 及 市况の 一 般を觀 むか、 慶應 三年 十月 大政の 奉還 

世相 

後 新 政府の 基礎 未だ 定まら ざるに 當りて は、 人 心 疑 懼 * 百 事 浪 亂、 兵 庫 市街の 光景 

も亦從 ひて 頗る 寂寥たる ものな しが 如し。 當時 全國を 通じ 物價の 昂騰 著し 

か けれ ば、 諸 藩 殊に 新 政府の 熱心なる.^ 方たり し 向き は、 如 何にもして 此際民 

心 を 一新 し、 不 平 を 消さむ として， 中には 窃に 神符 を 作 -^、 夜 に乘 じて これ を 各 SS 

の 家 根、 庭 等に 散布し、 恰も 天降れる が 如く 装 ひ、 以て 迷信 深き 人心 をして 王政 復 

古に 神の 加護 ある を 思 はし め、 や がて 物檟も 下落し 太平 來る べしと 信せ しめむ 

と 試し 者 すら ありき。 就中 京阪 地方に て は、 慶 應 三年の 秋 冬の 交此 種の 神符 下 

る こと 夥し く、 人 民 これ を 以て 太平の 象な と なし， 「ゑ いじ やない か」 と 歌 ひつ、 

市街 を 舞踏す る こと 流行し、 神符の 降りし 家々 に て は 、鏡餅 を 供 へ 神酒 を 捧げ、 親 


戚故舊 を 招きて 祝賀の 宴 を 張り、 神官 亦 招か れて 期せざる の 收入を 得た りと，， 

つ；，： なきふで も， o^i ゥ やない いちど は みても たまく しげ ふ P み 

ふ。 當時 京都 神 泉 苑の邊 の 住人と 稱 する 者 拙文 不復 善耶， 一 囘賜覽 櫛笥、 冨多美 

^ 迎福 七五三 繩と 題す る 戯文 を 作る。 其 文中 事 京都に 關 する もの 多 けれ ど、 京 

阪 地方 一 般の 模樣亦 略-これによ b て 推す る を 得べき が 故 に. 今玆 に その 一 部 を 

でつ ち いと さん はん とう さん  ごん すけ もこ より ざい しょ  むらの- i つり  おどり なれ 

抄出すべし。 曰く， 亍稚弱 孃鋪長 公。 炊夫 素是舊 里に て。 村 巷 祭祀に 慣事 也。 

r じょ  でつ ら  わかしゅ  むすめ  だん な  お & 5 さん  じ * い  二 ど ら  み な ひき ねき みは C1. がわ 

1^ 婢は童 形に 少男 は孃 態。 主 翁 は 家婦。 老爺 は 少量 妝。 共 是變幻 自在 轉化無 

り  そ： ねけ や たい る つと えど まね ざ るん ** やし お，， もの ムぇ た 中 二 どら ST ノ み』。  -は， け； 

量。 無 底 舞 場 は 東都 様。 紙 園 歌曲 は慣 手技。 笛 や 太鼓 や 小 鼓 うすけ 痴漢 

らゃ ^,*ん -- わ かき やう げんき ふ ざ い く  は 0- い.；，. 1 からと しん-た- T- しゃ  ざ る  ゑ ^ し  てう ちん  はこ 

の大 茶番。 銜設 狂言 急 構 工夫- 拙速 爲妙 神道 者。 細 籠 を 烏帽子に 提灯の。 匣 

をば 胸 前に 搖 動と。 高 間が 原の 諸式 一般。 今から 下落 あれ を 見よ。 伊勢の 太 

じ. - た" と や  まじめ がま  ゆく あり く ふう  ベリ  f  H ら  あ づ> 、く. たり いまこ、 

神 可 尊 哉と。 老實顏 にて 行 も 有- 思案 も 別に 在 原の。 東 下 を 今日 愛 所に。 お 

つきげ ま の  おむ す  な S. でた ま か ほ J いし ^-li; や： T  ^  „  ii2  .J;v  , ；」， しに，" - 1 ち 

も ひ 月 毛の 駒に 乘る。 貴 孃は群 中 玉の 顔貌。 石ゃ1^^の貌な者も。 同等 年齡打 

そろ.'  .1 みな ニ， ゝ てう  と& し たて  ひと り ほゥ f  お くつ とり  i げ  ゑ*ちゃなぃ^^  e  ^  くち あい うしろ 

揃 ひ。 皆. m  丁の 供 仕 立。 一人 坊主の 御沓 取。 雷 もな くって 善哉。 其 滑稽の 後 

うし ろ はら まき いかめしく かみ  ^け や にぶりつ き  がん どう てう ちん て やり  いはす もしれ.^ 

から。 後 頭鉢卷 嚴烈。 紙 製の 大植鐵 葉 造の。 韜光提 燈手鎗 さげ。 不言 而可知 

くみ  ゑ そろ ひ  か  ども  るー なぃ；^  い-も C ろ-.' も  いろいろの 

義士の 徒。 大津繪 揃 は 又 平歟。 ド、 吶の ゑら ぃ綺矣 哉。 巧拙 雜陳千 態 萬狀。 

さ さ な ％  みせ ^ はしら く， 、りつけ  ざし き  tS と  さき  M ん じょ-? つら 

内に は 亭主 竹竿 長く。 舗 頭 柱に 佛 縛し。 客席 も 世人に みせの 前。 天井 底 や 庭 
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すみ  はら  ふりた >ク；  お ふ だ  あ^め あら ごら  し-. - つら 

の 隅。 拂ひ淸 めて 降臨の。 靈符を 尊崇 神 筵 を。 敷 連 

い A'*r よ り  お みき てフ 〃いめ さつ は，"  すき よら きげ <  ： い  き 

神酒 拜戴 早朝 來。 愕腹機 會に三 四盞。 傾 

ど， ノ 


C たら なん でら ゑぢゃ ない^  ： ないじん 

之則是 何事 不善 耶。 後 房 


祌尸市 史本. 鐃總說  ー〇〇 

み さ- か み  しん る 二  - - 

ねつ、 神酒 神 餅。 親類 懇 

い -7  ょリ  お みき てう だい あ さつ ^5 ら  すき はら き げん  匕い  き 

友 相 招て 

に は 山の 

復佳 哉。 

日夜の 差別 活計の。 險難も 忘却 商 II； は。 

や りくりさん だんし ほ- り だ い  (七 九) 

用才覺 無策 不爲矣 一と。 以て 當時 

, る 狂奔の 以て 物價を 下落せ し 


むすめ したく き C どんち やん  そふ 

神。 愛娘の 化粧で 心神 飛揚。 外 

ねだ  ラっ、  か  は  はや ひと 

根太 も自迷 も拔し 果て。 旣是 一 


やら。 流 

れ ども か 

し て、 物 價 

ら む」 との 

非、 連聲歌 

開 侯 

窺舉 動， 摅 

る 1舞 狂 

は 至ら ざ 

慶應四 


は 益  <騰 貴 し、 遂 に 「千 早 振 神 は 下る 

(八 0) 

狂歌 さへ あるに 至れ hv。 されば 

舞 斬新 衣、 莫是皇 風 復古 驗、 神符 如 

九 合 医 天 下， 不 以 兵車 誰 力 哉、 强 藩 

鞍 寓目 海 之涯/ とい ふ 詩 を 詠せ 

踏に 日 を 送 り、 五 里 霧中に 彷徨せ 

り き。 

年 正月 十 一 日夜 長 藩の 兵 兵 庫に 


より 驀然躍 舞 侵入。 土足の 儘で も不 

月餘 ふりに ふり。 更舞且 躍 貴賤 勿論- 

Ac な：， CM-f  しょくにん  だう ぐ * ひ 二  !*- こ 

賣買 休み 職人 は。 道具箱 さ へ 何處 へ 

踢 躍の 狂態 を 察知す る を 得 ベ . し。 然 

め 生活の 困難 を 救 ひ 得べ きに あらす 

に めっそうな 諸式 はいかに 上るな る 

ヱイ .rr  4-ィ 力 ヱイ v- ャ ナ 

此國 民の 狂態 を 諷して. 「可也 非耶 可也 

雨 下 京 幾、 辭職將 軍 就 藩 服、 萬 民 仰望 太 

跋扈 幕 威 衰、 慘 悔陰風 鎖鈹旗 • 誰識 外人 

父 1 ) 

る も あ，， y。 兵 庫 神 の 人々 も 亦 か、 

し か ば. 貿 易 とても 未だ 大に 盛なる に 

來 て 其 守備に 任す。 これよ りして 


欖濱 との 比 


住民 漸く 安堵の 思 を なし、 「55 い ぢ 

宫 前町濱 仲仕 衆 へ 天 照皇太 神宮 

及 金 千 五 百 疋を獻 じ、 濱 立 仲より 

藤 等 相 踵ぎ て 兵 庫に 來. 0 新政の 

と 雖、 當 時の 兵 庫 は 未だ 殷賑な り 

兵窜 よ.，^ も大阪 に囑せ る 頃 


らむ。 加 之 東北の 諸 藩 將に兵 

變の 生せ むこと を 恐れて 掬々 

茶と 絹との 取引 あ， 0 しのみ。 

(八 五 J 

とて 悲觀 せる もの ありき。 

兵 庫 神 m- に 比すれば 繁榮の 

奈川 開港の 巳に 安政 年間に あ 

みならす-明治 元年に 至り 本邦 

て 親 織物の 漸次 流行し 來 りし 

蠶卵 紙の 輸出 激增 し、 同 港の 貿 


やな い か」 再び 謳 

の 神符 天降れ る 

肥 後 米 六 俵 を 供 

局に 當 るに 及び 

とい ふ を 得す。 

て、 店 舖を 大阪に 

擧げ むとし 國內 

^しか ば、 輸入 は 

庫の 外人 中に も 


點に 於て 橫濱 は遙 

り、 爾來其 貿易 引續 

生 絲の價 格外 國に 

と、 及 歐洲に 蠶病流 

易 をして 急速なる 


(八ョ 

はれ、 神符 叉 頻りに 降下し、 兵 庫 

際の 如き は、 干 鰯 仲間よ b 鏡餅 

(< 三) 

へた， 0 とい ふ。 東久 世. 岩 下. 伊 

て、 其 秩序 一 段の 恢復 を 見たり 

これ 蓋し 外人の 尙將來 の 望 を 

開ける 者 却り て 多 か し 故な. 

動 搖の兆 あ り、 巨 商 富 の輩異 

絕 無にし て. 唯 輸出 に 於て 僅に 

賀易 繁盛に 赴くべき 見込な し 

に滕 b しもの、 如し。 これ 神 

き 輸出超過の 趨勢に あ りしの. 

比して 低廉な. 0 し と、 歐 米に 於 

行せ しとの 理由に よ 、生 絲 及 

(八 六) 

發 ffij をな さしめ たるに よる。 
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神 戶市史 本 編 練 說  1〇 二 

以太 利よ.^ 萬 JfJ 抵 商人 多く 渡来せ るも此 頃に して、 全 貿易 額 はこれ を 前年に 比 

して 約 六 割を增 加し、 一 ヶ月の 運上 高 八 萬 弗 以上と なれり と 云 ふ。 加 之 當時橫 

濱には 外國^ 艦の 繁 泊して 警護の 任に 當れる あり。 假 令戰爭 起る とも 依りて 

以て 安全なる を 得 \ 、しとの 念 は、 外 人 を玆に 招致せ しのみ なら す、 邦 人の 移住 を 

も 促し、 近 村の 貸家 貸間まで も 皆 充溢し、 其雜鬧 外國人 すら 喫驚せ る 程に て， 殊に 

慶. 愿四年 七 八月 頃よ して は、 人 口 俄に 增 加して 以前の 四 倍 に 達し. 其 の 速度に 

て 進まむ に は、 數 月 を 出です して 江 芦よりも 人口 稠密と なる べしな ど 、考 へら 

る * に 至れり。 然るに 神 の 景氣は 之に 反し 甚だしく 不振の 狀 態に 在り。 蓋 

し 兵 扉 は 古 來の要 li として 開港の 際の 人口 も 相 應に多 か b しと はい へ、 j たび 

湊川を 渡， 9 て 東せば 宇治川に 至る まで 人家 極めて 稀少に、 並木 松の 植 ゑら れた 

る 街道の 北に 楠 子の 墓の 淋しく 立てる を 望む ベ く、 宇 治 川の 東なる 走 水 村 ，二 ッ 

茶屋 村、 神 芦村の 三 村 即ち 現今の 元 町の 地に は、 酒造業 者 多く 住し、 海岸に 至る 間 

の 地に は 其 醸造 場 及酒藏 あり。 其 他 船舶 を 所^す る 海運業 者 も ありて、 從 ひて 

水夫 等の 家屋の 點々 する ありし も、 其 光景の 槪 して 寂 莫 たりし は 言 を俟 たす。 

慶應四 年 四 五月の 現まで は、 居留地の 排水 困難な りしが ため、 家屋の 建築 すらな 


(九ョ 

し 得べき や 否や 危ぶま れ. 外 國人 は英國 領事の 外 は 皆 日本人の 家 を 借.^ て 住し. 

1, 九 三) 

その 檨 未だ 港ら しく も 見え ざり き。 

展の 兆候 され どか 、 る 寂寥たる 裡 にも 將來大 なる 發展 をな すべき 兆候 は已 にあら は 

れ たり。 阪神 間鐵道 敷設の 計畫 もこの 頃旣に 始まりし 如 く、 外 人 一 名 その 用務 

を 帶び亞 米 利 加に 行きた， 9 と 云 ふ。 當 時の 新聞紙に もこれ を 記し て、 三 四 ヶ月 

を經ば 二 ゥ ！• ョ ー クょ 機械 及 銅鐵を 積みた る 船 著す ベ く、 價 凡 三十 萬 弗な り 

-九 四) 

と ぞと云 ひ、 又 大阪兵 庫の 間鐵道 成就の 上 は 商賣の 繁昌 もやが て橫 濱同樣 とな 

(九 五) 

る べしと も 言 へり。 居留地 工事 進涉し 競賣行 はる、 や、 外 國 人の 建築に 著 手す 

る 者 漸く 生 じ、 最 初に 成. 9 し は、 明 治 元年 九月の 頃 第 十番に 建てられし グチ ュ ノ 

商會の 倉庫に して、 これに 次げる は 第 八 番のシ ュ ルツ 亍 ライス 商會 なりし が" 

第 十 二番の ク- ーッ フレル 商 會も亦 踵 いで 準備に 著 手せ り。 而 して これらが 皆 

(九 七) 

獨 逸人の 商館な b しこと 奇 なりと い ふ ベ し。 賀易も 亦 漸次 隆盛に 向 はむ とし 

つ ， あ b て、 この 年の 總額は 輸出 四十 四 萬 九 千 三百 A 十八 圓餘， 輸入 六十 八 萬 七 

I 九 八〕 

千 五 百 五十二 圓 餘. 合 計 百 十三 萬 六 千 九 百 四十 圓餘 なりし とい ふ。 

神戶  最後に 慶應四 年 八月 頃に 於け る 神 の狀 況を當 時の 新聞記事 によ て 語ら 
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神 戸市 史 木 編 说說 

むに、 居 地 取締 h- の 爲、 東 は 曾て 勝 { 女房の 

の 陸軍 所の 前 に、 西 は 宇治川に 共に 關門を 

を 禁 じ， 旅 人 はすべ て 神 to- より 一 町 半 許 北 

手なる 湊 川の 洲 崎高濱 新田に は 新に 遊廓 

これ 卽ち 後に 隆盛 を 極めし 福 原 遊廓 なれ 

三四楝 普請 成就したり しのみ に て、 遊 女 の 

賣笑婦 なれ ど、 水 夫、 火 夫， 黑 人、 支那 人 或は 日 

く、 夜 ハ毋 大に脤 へりと 云 ふ。 叉 この頃 祌 

借り 受 くる 場合に は、 明 地坤ニ 朱、 明 15 坪 金 

相 場 は 漸次 騰貴して、 八 月 二十 八日の 相場 

大 下落 をな し、 正 佥百兩 に付き 金 礼 百 二十 

云 ふ。 米價も 輸出 禁止の ため 大に 下落し- 

て  開港  當  初の  市况  一 般を 察知す る を 得べ 

(二 兵 庫 開港 大坂開 市 書類。 


1 〇 四 

建てし 海軍 操 練 所 書生 寮 即ち この頃 

設け、 この 東西 兩關 門以內 旅人の 往來 

にある 畔路を 通行せ し め、 西 關 門外 濱 

を 設 置 し、 北 向きに 大門 を 建てた b。 

ど も、 當 時 は 僅に 廊內に 長屋 風の 陋屋 

數 凡百 人、 皆 大 阪. 兵 庫よ b 集 b し 下等 

本の 日屜 人足 等の 玆に 出入す る 者 多 

の 地代 店賃 等大に 高くな り、 日 本人の 

一分よ hs  二分までの 相場な り。 洋銀 

は 百 弗に 付き 一 分 銀 三百 五 個、 金 札 は 

兩， 而 も千兩 となれば 賣買 なか りしと 

，一石の 代 價約金 五雨 二分な りき。 以 

し。 

(二) 同上。 三 十 年史、 七 三 一 頁 以下。  . 


11 一) Alcock,  Narrative  ,  Vol. II,  chap-  \q 

)  Gubbins,  Progress  of  Jaaa-n,  f-.  76. 

衞門 談話。 

5 祌田兵 右 箱 門 談話" 

六) 神戶衬 外國人 居留地 檢圖 

差 上 候 義申上 候 書附。 御 

書。 

德川慶 喜 公 傳、 卷 三、 五 三 

開國起 原、 卷 下、 二 九 〇 八 

铃木大 、明治 前紀， 慶應三 

近 江 屋猶之 助舊藏 書 (大 

〇 六—  二 六 〇 七 頁)。 長 

長 防 追討 錄、 二十 一。 

兵 庫 開港 一 件、 五。 

閲國 起原、 卷下、 二 九 二 〇 

續 德川實 紀、 廣 喜 公 御 實 

廿日の 條。 三十 年史、 七 

史ー卷 二、 九 六 六 頁) は 八 月 

八 太夫 筆訪は 八月 十九 日、 

前紀 Li は 八月 十五 日の 條ド 
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神 田 兵 右 


七) 

八) 

九) 


0) 


二) 


井 普請 

普請 口 

頁。 

以 下。 

六月 五 

市史、 卷 

追討 崎 


頁以 

紀、 慶 

三 六 

十七， 


四 


下。 

應 三 年 

頁。 大 

日と し 

す。 又 


割 書 

步通 


の 條。 

. 二 六 

十 1。 


パ 月 

阪市 

東條 

明 治 

發行 


(5 


二 七) 

(一八) 一 


(一九) 

(ョ) 

i) 

i) 


すと 見 o'o 

大阪市 史、 卷 

同 書、 九 七 一 一 

卷 三、 五 四 二 

開國起 原、 卷 

坂 開 市 書類 _ 

太夫 擎 き 口 

兵 庫 開港 一 

續德川 K 紀 

十六 日 

日の 條 

四、 二 六 

大阪町 

〇| 二 

大阪町 

四 頁)。 

大阪町 

六—  二 


二、 九 七 一 — 

I 九 七三 頁" 

頁" 

下、 二 九 二 九 

. 兵 庫 開港 


九 


二 頁。 

川 慶 喜 公 傳、 


頁。 


件 


兵 庫 

五。 


の 條。 

。 大 

一 〇 


慶 應 

應 三 

觸ー， 大 一 


件、 五、 六。 

■0 喜 公 御 實 ^. 

明 治 前 紀、 慶 

阪 町奉行 所 御 

頁)。 

奉行所 御觸 (大阪市 史、 卷 四 

六 一 一 頁)。 

奉行所 口 逢 (大 阪 市 史、 卷 四 


奉行所 御 觸 _:. 大 阪 市 史， 卷 

山ハ 一 七 H)。 

開國起 原、 卷 中、 一 九 〇 六 頁 以下。 

兵 庫 開港 大坂開 市 書 類。 

一 〇 五 


開港 大 

束條八 


年 七月 

七月 九 

市史、 卷 

，二 六 一 

-ニ六 一 

. 二 六 一 
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013) 兵 庫 開 f5„s 大坂開 市 害 類。 

同 上。 

05 大政 紀要， 卷五 十五、 一 七 IHT 

(§ 兵 庫 開港 一 件、 五。 日 附は 大阪市 史、 卷 rar 

二 六 二 六 la! に據 ろ。 

(二八) 兵 庫 開港 一 件、 六。 外務省 記 • 甲 、十八。 

0 一九) 兵 庫 開港 大坂開 市 害 類" 日附は 大阪市 

史， 卷 四、 二 六 三 一 頁 LL 據 ろ。 

(一き) 兵 庳閲港 大坂開 市 害 類。 

(一一 一一) Black,  Young  Japan,  VCL  11,  p. 1 ミ. 

(一一： 一一) 神 戶閲港 三十 年 史、 乾、 一 一三 九 1  二 四 〇 lar 

(逢) 指 安三， 明治 政 第 一 册、 四 七 I 五 一 lar 

§ 市 野彌三 郎. m 爪 痕、 前 島密 自叙 傳、 五 九 I 

六 一 頁， 同 逸 事 錄， 五 八 I 五 九 頁。 

§ 明治 政史、 第 一 册. 五 二  I 五 三 頁。 

go 同 ！ハ 四 I 六 五 頁。 ia- 久世 伯懷舊 談 (仲 

彦 三郎、 西 撷大觐 、卷 下、 三 六 六 —三 六 八 頁)。 

懷齊談 LL は 十六 日と あ り. 今 明治 政史 LL 

OS 明治 政 史， 第 一 册、. 一 ハ五 I 六 六 頁。 


1 O.K 

05 明治 政 史、 第 一 册， 六 六— 六 九 lar 法令 全 

<^2.明治元年正月十七0 の條。 祌 戶 開港 

三 十 年史， 乾、 二 五 二 lor 

S 法令 全 f;l、 明 治 元年 正月 二十 二 曰の 條。 

(§ 祌戶閲 港 三十 年 史， 乾 三 五 二  I  二 五三 頁。 

明治 政 史、 第 一 册， 七 四一八 〇 茛。 

§ 法令 全 書、 明 治 元年 二月 二  IH の條" 

S 神戶 開港 三十 年史， 乾、 二 五 三 ー 二 五 四 頁。 

§ 法令 全 害、 明 治 元年 三月 十九 日の 條 U 

3a 明治 政 史、 第 一 册，  一 ニニ  I 1 二三 頁。 

§ 法令 全 害、 明 治 元年 五月 二十 三日の 條。 

太政官 日誌 • 第二 十 一 。 

§ 神戶港 二 テ備 前少將 家臣 日 置 帶 刀從卒 

外國 人へ 發砲 一 件 外務省 記、 卷 十 三)。 神 

田 兵 右衞門 談 話。 神 田. 談話 LL は 正月 十 

二  B の、 -と、 あれ ど も. 今 は 外務省， 吒っ し 

從 ふ。 

30 神戶港 1 一 テ備 前少將 家臣 日 置 帶 刀從卒 

外國 人へ 發砲 一件。 

(究) 同上。 祌田兵 右衞門 談話。 


so) 神戶港 -1 テ備 前少將 家臣 日 ii 帶 刀從卒 

外國 人へ 發砲 一件。 

§ 明治 政 史， 第 一 册、 八 九— 九 〇、 九 三— 九 四 

頁。 開園 大勢 史ニ 一九 八— 一二 〇 一 茛。 

§ 法令 全 書、 明 治 元年 三月 七日の 條。 ； Long- 

ford, TThe  Mvolution  of  New  Jilpts,  p.  W3. 

(i 明治 政 史、 第 一 册， 八 三 —八 六 直。 

(§ 大政 紀要、 卷五 十五， 二 三 頁。 

§ 明治 政 史， 第 一 册， 八 七 —八 九 頁。 

OS 同 ^^九 〇 I 九 四 頁。 開國 大勢 史、 一 一九 

九 I  一  二 〇 〇 茛。 

§ 港内 取締 之 儀照會 (大藏 省 害 類、 第 一 類、 自 

明治 元年 至 同 四 年 檢查寮 之 部、 第 二十 册)。 

神戶 開港 三十 年 史， 乾、 三 三 一 — 三 三 三 頁。 

兵 庫縣史 稿 抄、 縣 治、 第 二 編 開港 場 之 一 。 

厨 川 織 部 御用 留 庶務。 

(S 神戶 開港 三十 年 史 、乾， 三 三 〇 — 三 三 一 頁。 

兵 庫縣史 稿 抄、 縣 治， 第 二 編 開港 場 之 一。 

§ 開國起 原、 卷 中， 一八 九 八 ー 1 九 0 一  頁。 

二；  一)  .0 明治 元年 至 同 三年 御用 留。 

第三 窣 兵 庫 開港 (其 二) 


(さ 一) 神戶 開港 三十 年 史、 乾、 一 一 一六 頁。 

(六 一一 一) 厨 川 織 部 御用 留 庶務。 

G8 神戶 開港 三十 年 史， 乾、 一 二 五 頁。 兵庫縣 

史 稿 抄、 縣 治、 第二 編 開港 場 之 一。 

§ 神戶 開港 三十 年 史、 乾 三 四 五 頁。 神 田 兵 

右 衞門讓 話。 

so 神戶 開港 三十 年 史、 乾 ニニ 〇 六 —三 〇 七 頁。 

慶應 四年閏 四月 十三 日 公私 雜報第 六號。 

兵 庫縣史 稿 抄、 縣 治、 第二 編 開港 場 之 一。 

§ 祌戶 開港 三十 年 史、 乾， 三 一 一 九、 三 三 五 — 三 

四 九 頁。 明治 元年 戊辰 晩冬 25 留 地租 略 

錄。 兵 庫縣史 稿 抄、 縣 治、 第 二 編 開港 場 之 

(六 八) l-Ile  Jaf-an  Chronicle,  Julbilee  Numtsr,  ？ 13. 

§ 同上。 神戶 開港 三十 年史、 乾、 三 三 一 頁。 

(七 0)  Jiit>an  Cliromcle,  Julnlee  Number,  p.  IP 

01!) 自明 治 元年 至 同 三年 御用 留。 

(七 一一) 祌戶 開港 三十 年 史， 乾、 三 三 四— 三 四 九 頁。 

兵 庫縣史 稿 抄 、藤 治、 第 二 編 開港 場 之 一 。 

Japan  Chronicle,  Jubilee トん unllsr, で. 13. 

一 〇 七 
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(i 厨 川 部 御用 留 庶務。 

§ 祌戶閒 港 三十 年 史. 乾、 三 三 五 —三 四 九 頁。 

兵 庫 縣史稿 抄、 縣 ^.m  二 編 開港 場 之 1。 

Jajpan  Chronicle,  Julbilec  Isumber,  p. 13. 

i) 祌戶 開港 三十 年 史， 乾， 三 三 五 頁。 

S 同 杏 ，三 三 五— 三 四 九 頁。 兵 庫 縣史稿 抄- 

0  ^、第 二 編 開港 場 之 一。 Chronicle, 

Jubilee  isu ョ ber, で. 13. 

w) 祌戶 開港 三十 年 史、 乾、 三 三 三 I 三 三 四 頁。 

兵 庫縣史 ".51 抄. 縣 治、 第 二 編^ 港 場 之 一。 

S 八) 慶應四 年 三月 二日 中外 新聞 第三 號 LL- 或 

浪人の 捕 へ られ しに 神符.^ 多く 所持し 

たリ し： と 見ミ 

(七な 魔 應四年 五月 十三 日 遠近 新聞 第 十六 號。 

(八 0) 同上。 

(八 一) 度 應四年 五月 中外 新聞 外篇卷 十二。 

(八 二) 神戶 開港 三十 年 史， 乾， 二 四 四 頁。 

(八 w) 干 鰯 屋仲問 日 記， 度 應四年  一 2： 廿 七日の 

條。 

(As) 度應 四年閏 四月 十七 日 もし ほ 草 第二 篇 ^ 


1 OA 

s) 慶應四 年 五月 中外 新聞 外 篇卷十 三、 卷 廿 

1- 

(八 六) « 塚 龍. *« 濱 開港 五十 年 史. 卷 下. 四 七 二  — 

四 七 三 頁。 

(八ち 疫應四 年 五月 五 B もし ほ 草 第 九篇。 

(八 0 橫濱 開港 五十 年 史. 卷 下、 四 六 四 頁。 

(八<) 度 應四年 八月 廿 五日 もし ほ 草 第 十九 篇リ 

(九し) 同 上。 

-九 一) Japan  cl-ronlclc,  J-lhuce  Jsu ョ ber, 1). ひ. 祌田 £ハ 

右 衞門談 S5。 

(九 二)  Japan  Cliroiucle,  Jubilee  Nllnllsr, づ. 14. 

(九 一 11) 慶應四 年 六月 二日 もし ほ 草 第 十四 篇。 

(九 1) 慶應四 年 七月 廿 八日 同紙 第 十八 篇. ^ 

(九 五) 麼應四 年 八月 廿 五日 同紙 第 十九 篇。 

(九 e 明治 元年 九月 十日 同紙 第廿 三篇。 

(九 七) Jaf-all  Chronicle,  Jut-llee IN  usher, 【一. 14. 

(九 八) 祌 戶稅關 沿革 史ぉ 稅棄 sr 第 十 一)、 一 一 五 

頁。 

(九九) 明治 元年 九月 十日む しほ 草 第二 十三 篇 ^ 
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鎮臺及 裁判 慶應四 年 (明治 元年) 正月 十四日 東久世 通禧兵 庫に 來り、 二十 二 日 兵 庫鎭臺 置か 

所の 設置 

る , ゃ總督 となり 三月 二日 兵 庫 鎭臺の 兵 庫 裁判所と 改稱 せらる 、 や 亦 其總督 

に 任せられ、 かくて 三月 十九 日撗濱 裁判所 總 督に轉 する まで 兵 庫の 市政に 鞭 掌 

し、 其 屬僚 として は 岩 下 佐 次右衞 門. 寺 島 陶 藏. 伊 藤 俊 介. 中 島 作 太 郞. 岩 下淸之 丞. 喜 

多 村 慶次等 あ b  、假 事務所 は 正月 十五 日 を 以て 兵 庫 島 上 町 諸 問屋 會 所に 置かれ、 

十九 日 兵 庫 切 11^ 町舊 幕府 大阪 奉行所 所屬 勤番 所に 移. 兵庫津 市中、 村 々取綠 向、 

竝に 公事 訴訟 等す ベて 申出 づ べき 旨の 達し を 出せり。 時 恰も 德川 支配 地よ， 5 

天朝 御料に 變 りたる 際な りし か ば、 兵 庫に 於て 百般の 事務 盡く 草創に 屬し 施設 

を 要する こと 頗る 多 く、 先 づ從來 の 名 主. 年 寄 を 集めて 當分 舊來の 儘た る べき 由 

(二〕 

を 命じ、 二十 八日に は 元 代官 齋藤 六藏 支配 所 を 兵 庫 御 役所 支配と なすべし と 布 

吿 し、 且 つ 改革の 趣旨 人民の 疾苦 を 救 ふに ある を 以て. 市 在役々 共 厚く 相 心得 取 

扱 ふべ し、 言 路を 開き 下民の 自由に 言 上す る を 許す ベ し、 物 價を 法外に 高くな す 

ベから す 等の 論 達 あり。 七月 八十 七 歳 以上の 者 を 調査し、 十月 善行 者 高 齡者及 
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-び 水難 火災に よる 困窮者 を 取調べし が 如 き、 皆 以て 其 人心 慰撫に 努めし を 知る 

ベ し。 

. 市民の 新政 三月 十四 日 明治天皇 南 殿に 御し. 公卿 諸侯 を率ゐ て 天神地祇 を 祭り、 五 個條の 

府に對 する 

感情  御 誓文 を 宣せ給 ひ、 且つ 億兆 安撫國 威宣 布の 詔 を 下し 給 ふ。 尋で舊 幕府の 揭榜 

を撳し 改めて 五條 を揭 示すべき の 令 あり。 兵 庫の 如き は 早く 新 政府の 統治に 

歸 したる が 故に. これより さき 舊慕府 の揭榜 夙に 撤去せられ しが. こ、 に 至.^ 太 

政 官の名 を 以てせる 高 礼 新に 建てら る。 舊 物破壤 百事 改革の 氣 運の 社 會を風 

靡せ る 一端と も 見るべし。 然るに 新 政府の 外 國に對 す る、 通 商 賀易を 盛に し 富 

强 以て 萬 國と竝 立す る を ほと せし か ば、 も と 外國を 好ま ざ b し 兵 庫 神 B- の 人士 

中には、 鎖 港 攘夷 を 提げて 幕府 を 倒せる 新 政府 の、 今 一 轉 して 開港 和親 を唱 ふる 

を 見て、 寧ろ 幕府の 舊を慕 ひ 新 來の施 治者 を輕ん する の 風な きに あらす、 散髮の 

伊藤 俊 介 を 呼び て坊頭 奉行と 稱し、 吾等 は 坊頭舉 行 の 命令 を も 奉せ ざる ベ から 

ざる かと 愤慨 する 者 すら あ りき。 然れ ども これ 一 部に とどま り、 多 數の 人民 は 

開港に よ.. >  土地 繁昌 を來す ベ きを 喜 び、 施 治者の 何人なる かの 如き 深く 意に 介 

せす、 幕府の 末葉 物情 恂然 たりし に 反し、 世態 改善せられ 市況 漸次 良好に 赴く を 


見 て は、 寧 ろ 新 政府の 治下に ある を 喜ぶ の 情 あ り、 甚 しきに至h^ては狂歌亂舞し 

(六リ 

て 之 を 謳歌す る もの すら ありき。 

兵 庫 縣の設 官制の 改正に より 地方 を 分ち て 府. 寧縣 の 三と な し. 藩 をば 姑く 其 舊に仍 らし 

匱と 伊藤 俊 

介の 知事 任 む る も、 府. 縣 に は 新に 知事 を 置く こと * なりてよ ，0、 兵 庫 裁^所 玆に廢 せられて 

兵庫縣 置か れ， 五 月 二十 三日 伊藤 俊 介 は 兵庫縣 知事に、 東條慶 次. 中 島 作 太 郞は兵 

(七 J 

庫縣 判事に 任せら れ. 兵 庫 切 町なる 兵 庫 裁判所 假 事務局 は 其 儘縣廳 となれ り „ 

然るに 廳舍 狭隘 執務に 便なら す、 且 運上 所 及 居留地と 隔絕 せる を以 て、 新 に 地 を 

坂 本 村に 相し 廳舍を 建設せ むと する の議 起こる。 蓋し 稱 して 兵 庫 開港と 云 ふ 

と 雖、 兵 庫の 地 は 外國賀 易に 與ら す。 開港 せられし は 神 卢 の 港な り。 而 して 兵 

庫縣の 最も 重要なる 政務 は 外國關 係の 事件な- 9。 されば 今 新 廳舍を 神 に 近 

き 坂 本 村に 建設せ むと する に 至れる は 誠に 當然 のこと なれ ど、 兵 庫 部の 人々 は 

將來兵 庫の 爲 めに 衰微に 至らむ こと を 恐 れ. 兵 庫縣廳 をば 宜しく 之 を 兵 庫に 置 

かざる ベ からすと 論じ、 大に 反對を 試みむ とせし が、 加 納治郞 作なる 者 あ り、 神 

も 幾なら すして 兵 庫の 神 m- たる に 至る ベ ければ とて. 兵 庫 人の 狭量なる 態度 を 

戒めた と 云 ふ。 新 廳舍の 工事 は 河 合 陽 之 助. 岡 野 謹 一 郞命を 受けて 其 土木 一 
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切 を 伃 し， 地 を 今 神 芦 地方裁判所 敷地に 相し て. 六 月 著 手 し、 九 月 落成 し、 同 月 十八 

神 11^ 町々：！ 所に 置かれし 外務 掛を 

の を總稱 して 民政 と 云 ひ、 之 を 分 

局 を 置 き， 官吏 の 勤務時間 を 午前 

就け.^。 伊藤 俊 介 は 翌ニ年 四月 

事 を 補 翼す ベ きを 命せられ、 知事 

共に 赴任せ t 六 月 二十 二日 陸 奥 

.  ( 1 0) 

めて 兵 庫 を 去りて 東上せ. 5。 さ 

りし 以來兵 庫の 1^ 務 に關與 する 

腦 として 盡瘁 する 所 あ. y。 其寓 

料理店 吟松亭 の ある 處) に 卜せし 

こと すら 屢<  あり きと 云 ふ。 され 

に 接する 態 慰に して 舊 幕府 役人 

りて 之 を 仰 慕す る 者 多 か りしと 

て、 古來 王事に 忠な b し 者 を 表彰 


日 開 鹿の 式 を 舉げ、 從來 

其內治 人民に 關 する も 

と し. 外務と 相竝 び て 三 

と定 め、 廳務 漸く 其 緒に 

ら れ、 判事と して 更に 知 

相次 い で 任せられ しも 

任す るに 及 び、 俊 介は始 

月 東久世 通藉に 從ひ來 

られて 後 は、 專 ら その 首 

橋 本 藤左衞 門の 別邸 (今 

樓ょ. 0 縣廳に 出勤せ し 

りしの みなら や、 彼 の 人 

如くなら ざり しか ば、 却 

王政 維新の 餘波 とし 


も 亦 こ 、 に 移 し、 事 務 は 

ちて 郡 政 及び 市政の 二 

九 時 出仕 午後 五 時 返 出 

辭 表を呈 し. 知事 を 免せ 

に は 久我維 麿. 中 島 錫 胤 

陽 之 助 任せら れ、 七月 著 

れば俊 介 は 慶應四 年 正 

こと 一年 半、 知 事に 任せ 

を 北 長 狹通六 丁目なる 

が、 風流 を 好み 柳 原の 靑 

ど當 時人 之を異 とせ ざ 

の 下民 を 土芥視 する が 

(二 ニ 

い ふ。 

する こと 1?^ に 行 はれし 


が、 兵 庫に 於け 

正 成に 神號を 


三) 

政府 は 楠 木 


る湊川 神社 造營の 如き 亦 その 一な り。 明治 元年 四月 

追 諡し社 壇 を造營 せむ とする 由の 令を發 し、 造 營 料と 

を 寄附す る こと、 せし が. 後明 治 四 年に 至 . ^、寄 附の 名義 妥當 ならす 

營耩 料の 名 を 以て 金 三千 兩を 下賜すべき 命 あ. o。 諸 藩 及 一般人 民 

の擧に 出し 者 亦 甚だ 多 く， そ の 五 年 六月に 至る までの 

(1 五) 

錄 にあり。 楠 公 墳墓 所在地なる 坂 本 村 は 尼 崎 藩の 所 

兵 庫 裁判所の 所管に 移し、 北風 莊右衞 門 等 を 

めしが. 後に 中央政府よ. り 社 壇の 造 營を兵 庫 

して 畑 反別 三 反 二十 一 步五厘 を 二百 六十 五 

畝 十八 步五厘 三毛 を 千 百 六十 兩 一 步永十 文 九分 

を 加へ、 四 年 二月 神 IT; 兵 庫 及 近接 諸 村より 夫役 を 

め し が、 日 夜 舞踏し 雜閙を 極めし を以 て. 終 に 令 を 

れり。 楠 社講內 世話人 武田 九右衞 門外 四 名よ， 5 

き 旨 願 出 で、 事 務 多端の 際 沙汰 ある ベ しとの 指令 

如く 楠 公廟所 守護の 任に 當ら むとの 歡 願の 出で 

神戶  二三 


誘に よ.^ 寄附 

せ て湊 川獻備 

以て 之に 替地 

用掛 として 事 

し を 以て、 先づ 

に て、 田 反別 一 

上 げ、 外 に 二 反 

均の 爲め砂 持 

持 を 五日 間と 

應の用 向 仰 付 

廣嚴 寺よ り し 
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を與 へて 

に當 らし 

其發 地と 

町 三 反 七 

の 獻上地 

をな さし 

限る に 至 

けられた 

て 從來の 

明治 初年の 


し て 金千兩 

と て. 改 め て 

の 政府の 勸 

分 は 悉く 载 

,9 し を 

造營御 

委任せ 

步ニ朱 

にて 買 

出し、 地 

發し、 砂 

して、 相 

を 得、 叉 

しも、 共 


領な 

楠 社 

兩三 


市 兵隊 編成 

と 明 親館設 

立 


神 戶市史 本 編 總說 

に此 なりと 云 ふ。 五月 一日に 

ら れ、 尋 で 社殿の 構造 は 三 間に 三 

門 拉に兵 庵 神 戸の 大工 棟梁 これ 

祭典までに 落成せ しめむ とせし 

北風 莊右衞 門 入用と して 百兩を 

して、 造營 費用 總額は 二 萬 二 千 四 

四月 湊川 神社と 定めら れ、 同 時 に 

元 年 三月 5 石 下 佐 次 右 衞 門. 寺 島 

丈 助の 三人に 下 し、 市 兵隊 を 編成 

二 年 四月 全圃 兵制 改正の 際解隊 

を辨 へす 粗暴に 流る 、 憂 ありし 

設し 以て 青年の 嬌正 を圖ら むと 

產會 所を學 館に 充て. 兵 庫 學校を 

六月 十三 日 を 以て 開講す。 此學 

館と 改稱 せられ、 名主 等 命 を 承け 


一 一四 

は槠社 を湊川 宇治川 間 全 町村の 產 土神と 定め 

間 半の 春 日 造りと 決定 し、 京 都 大工 本 城 淸右衞 

月よ 著 手 し、 五 月 二十 五日の 

に 上棟式 を 行 ひしの み， 此時 

土木の 功 全 


を 請 tt; ひ、 五 年 正 

(二 1,1 

が 延引し、 同月 線 

三 二， > 

寄附す。 かくて 

百 四十 九圓 十八 

別格 官幣社 に 列 

陶藏等 命 を 名主 

せ し め、 以 て 海岸 

01 五〕 

せしめた.. o。 然 

か ば、 元 年 四月 神 

し、 兵 庫 裁判所の 

設立し、 姫 路の儒 

館 は 其 後 切 tl^ 町 


4W? りし は ttf 月に 一 

ニニ 二)  - 

錢九 厘に 達せり。 社 號は五 年 


(二 四) 

き。 


する の 命 あ 

北風 莊 右衛門. 南條新 九郞. 北風 

の 防禦と 市內の 保安と に當 て， 

るに 當時市 兵と な h- し 輩禮讓 

田 兵 右衛門 は 兵 庫に 學校を 建 

許可 を 得て 、幕府 時代の 箱 館 物 

者 菅野犯 介 を 招きて 敎頭 とし、 

舊縣廳 跡に 移轉 し、 校 名 は 明 親 


て 市中 は 勿論 在 村 共^ 志の 者の 入 學を勸 誘せ 


舅.  1  ：:   r  .   となり、 十 名の 授讀選 


任せ 

著者 

に 。一 

に 分 

鎮 に 

講せ 

子竝 

に て 

狽介 

治 兵 

省に 

と せ 


學 


九月 兵 右 

ら れて敎 

藤 田 積 中 

則 を 見 

ち、 六 級 

て、 殊 に 

めた る 

其 道理 

貞女 等 

知る ベ 

頭を辭 


衞門は 幹 

授 を擔當 

の 如き も 

る に、 pi 

上 以下 を 

重き を經 

- J と は、 「可 

ヲ曉リ 易 

ノ 行跡 ヲ 

し。 其 社 

せ る も、 明 


衞、 西 宫の紅 野卒左 

費 を 支辨す るの 法 

上申 し. 佛ん リュ. ト 


事惣監 に、 神 田 甚兵衞 外 

し、 其 勤務 中 は 苗字 を稱 

當時金 生 癸 一 と稱 し、 授 

は 九 級 下より 一 級 上 ま 

下等と し 三級 下 以上 を 

學に 置き、 1 1 七の 日に は 

ノ書 一一 テ乇 文字-一 拘ラ 

カラ 令ン カ爲 也. 先 五 偷 

引用 シ， 聽者ヲ シ -ズ 自然 

會敎 育に 資せし 所 蓋し 

親 館 は 益-盛 に、 兵 右衞門 

衞門 等と 謀りて， 汎く寄 

を 設 け、 又 官に請 ひて そ 

P ンク ハを雇 ひ、 以 て 時 


で 

少 


名 は 幹事 

る を 許さ 


の 一 

十八 

等と 

講釋 

只 俗 

道 ヲ 

起 セ 

名主 

金 を 

補助 


人な 

級 あ 

す。 

を 開 

說 ノ 

主ト 

シ ム 

あ ら 

藤 田 

を 仰 


(二 さ 


然るに この 年 七月 政府 新に 學制 を發 


の 

勢に 應 する 

布し 全國こ 


(二 七) 

る。 彼の 湊川 濯餘の 

しと 云 ふ。 今 明 親 

り， 之 を 上中下の 三等 

敎 課目 は經史 詩文の 

きて 一 般 市民に も聽 

如ク講 シ、 庶民 婦女子 

シ、 和漢 古今 ノ 忠臣 孝 

\ ヲ本 S1H ト ス J と ある 

(二- 0 

ざ h- しなら む。 三年 

善右衞 門， 御影の 加納 

に 募 .9、 そ の 利子 を以 

ぎ、 五 年 三月に は 文部 

外 國語を も敎授 せむ 

れに 則る こと ， な， 9 
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しを以 て、 縣 令 神 田 孝 平 は 曩に縣 の 設立せ る 神 5- 洋學校 を 此明親 館と 合肿 し. 兵 

庳學 校と して 存置 を 阖 りし も 事 齟齬 し、 明 親 館 は 六 年 六月 遂に 廢校 とな り、 校 舍 

は 明治 七 年 新 川 開 整の 際 その 川筋に 當 し 故 を 以て 終に 取拂 ひとな り， 館 名 の 

み 兵 庫町龠 所に 移されて 僅に 存續 せり。 

a-MK 施 五 年 八月 頒布の 學制 によ り. 兵 庫縣は 第四大 區に屬 し、 翌 年 九月 更に 第三 大學 

區內 第二 十 三番 中 學區と 改めら れ、 學區取 歸選擧 の 令 出づ。 然るに 當 時の 市政 

は 神 til を 第 一 區， 兵 庫 を 第二 區と し、 夫 々區長 ありて 之 を 掌り し を 以て、 此兩區 長 

をして 姑く 學區 取歸 たらしむ る こと、 したれ ば， 第 一 區 にて は 生 島 四 郞左衞 門， 

第二 區 にて は 神 田 兵 右衛門 取締に 任命せられ. 小 學校を 設立して 兒 童の 就學を 

獎勵 したりし が、 殊に 兵 右 衞門は 蘭 醫山岸 松 童 をして 通俗なる 文章 もて 敎 育の 

必要 を說 かし め、 小 學校入 學を勸 誘す る 所 ありき。 然れ ども 當時 市民の 子弟に 

して 手 習 師匠に 就き 學ぶ 者尙多 く、 小 學敎 育未 だ 一 般に 普及す るに は 至ら す、 敎 

育の 進 步遲々 たりし か ば、 舊弊も 亦從ひ て 移り 難く、 斷髮 令の 出づる や、 吿 諭を發 

して 之を勸 めし も、 因 循 決せざる 者 多 く、 六 年 一 月復た 令して 之を督 する の 必要 

；  (三 二 1 

を 見る に 至れ. 9。 


明治 元年の 

外國 貿易 


同 庶政  一^ 


こ れ 

に 兵 を 

金穀を 

四 萬 三 

な す を 

つ 橫濱 

需要 大 

る もの 

易額輸 

(一一 一七 ：> 

ふ。 


力 く 

要 も 亦 

れる者 


より 先き 政府 は 財源に 充 つるが ため 十三 年限の 紙幣 を發 行せ し 

用ゐ るに 及び 國裕の { 仝乏 愈  <  甚だ しかりし か ば、 更 に諸大 市の 富豪 

軍資 を 助けし む。 其 京 阪大 津及兵 

四十 餘兩に 達せり と 云 ふ。 然る 

しのみ なら す、 兵 庫の 賀易は 戰亂に 

これ 大阪 及び 江 州 商人の 來 b て 

外商 等の 戦禍 を 避け 此 地に 移りし 


出して 

千 九 百 

せられ 

得た り 

在住 

を 擧 

出 四 


庫 等よ 出せ る 額 は 三 

此借上 金の 三年 九月に 


の 


十 


せる との ためにし て、 其 兵 庫 及び 大 

(三 五) 

額の 五分の 一 を 占めたり。 而 して 

れ ば、 生 絲、 蠶 卵 紙 及 茶の 類に して、 煙 

四 萬 九 千 三百 八十 八 圓， 輸 入 六十 八 


の 如 

激增 


く 神 11^ の 貿易 漸次 隆盛に 赴き 市街 亦 

せし か ば. 近 村の 農民の 業 を 捨て 轉じ 

一 方に 於て は それ 等轉 業に よる 收益 
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よ .p^ 戟 せら れ、 急 速 の 

貿易に 從事 する もの 尠 

(三 四) 

者 多 か. -し と、 兵 器 及 軍 

阪に 於け る 輸入額 は實 

同年 兩 港の 輸出に 於て 

(一一； 六) 

草 及生蠟 これに 次 ぎ、 兵 

萬 七 千 五 百 五十二 圓な 

繁榮を 加 ふ るに 伴 ひ、 勞 

て 商 is とな .9、 或 は 日 雇 

を 標準と して 地主に 對 

1 一七 


が， 東北 

に 課し、 

百 二十 

至. 9 悉 

進步を 

ら す 且 

需品の 

にこの 

主要な 

庫の 貿 

り，， J 云 

働の 需 

稼と な 

し 小作 


神 戶市史 本 總說  一一 八 


米 輕減を 巾 出 づる輩 績 出せ. 5。 是に 於て 

移轉 する こ と. 拉 に 農民の 本業 を 怠りて 日 

かる 趨勢 は 一 片の 法令の 能く 抑止す る 所 

るの みに て、 初 め相隔 りし 神 m' 兵庫兩 部の 

至. 0 しか ば、 十 一月 令して 神 B; 一一  ッ茶 屋. 走 

三方に 寧せ しめ、 其 支配 振り を 兵 庫と 同 一 

IV の總 年寄 を 兵 庫同檨 名主と 改め、 名主の 

に當 らしむ る こと 亦 兵 庫の 如くなら しめ 

縣 治の 漸次 其 緒に 就ける を 示す ものにし 

來り、 問屋 仲買と 稱 して 內 外商の 中間に 立 

一 月兵庙 神 II； の 名主 及 商社 方に 達し 不埒 

安の 維持に 任じ， 取締 を 要する 十三 種の 商 

を 禁じて 風紀の 改 ft- を 圖 b  、衞 生に 關 して 

<•£ 三) 

橋 し、 或 は 阪神 間 汽船の 定期 航海 を 開き 海 

(四 四ソ 

きもの 多 く、 十 二月に は縣內 通用の 錢札四 


七月 令して 在 村 

一展 稼 をな すを禁 

にあら す、 人 口 は 

間 も 人家 櫛比し 

水 三 村 を 合せ て 

にし、 商法 諸 株の 

下に は 一 町每に 

ニニ 八) 

たり。 而 して 此 

て、 此 以外に も 無 

ち 奇利を 博せ む 

a  二 九， 1 

の 取組 を戒 め、 警 

業に 組合 仲間 を 

は 神 11^ 病院 を設 

陸の 交通 を 便に 


の 者の 狠に 開港 地に 

じたり。 然れ ども 斯 

移入に よ b 愈" 增 加す 

て. I 仝 隙を存 せざる に 

一 方 と し. 以 て 兵 庫 の 

仕樣 を も 等しく し、 神 

年寄 一 人 を 置き 町務 

の 如き はこれ 一 に は 

資無產 の 徒 多く 集 

とせし にっきて は、 十 

察 事務 を 整頓して 治 

組織せ し め、 男女 混 浴 

立し、 又 或は 湊 川に 架 

する 等 施設の 見る ベ 


^^を發行して金札と引替ふ ベ きを 公 


示し、 翌 年 正月 引替 場所 を 兵 庫に あ.^ て 北風 莊右衞 門 用 場、 神 にあ b て 畠 山 助 


右 

を 

明治 二 年の 

反動的 倾向 

と救濟 事業 る 

百 


四 五) 


至 

權 

需 


衞門用 場に 設けた， 9。 餞 札 

In- に 限， 5 たる ことに あらす 


失 ふに 至る は 

-.^ て活發 なる 

明治 二 年に は 

官制の 改正の 

事 漸く 其 緒に 

の崛 起に よら 

を 尊重す る こ 

,0 上世の 舊に 

分立の 如き 當 

進 主義 的 傾向 

潮 を 免る » を 

せし むる に 至 


一 般 の 例 な 

を 見た，.^。 

元年の 反動と 

如き は 一 に は 

就く を 得る に 

■Y'  よ あら す- 

と  依然として 

復し 再び 官制 

時の 國 情に 適 

に 反する もの 

得 やして、 過激 

れ るに 對 して 


を發 行して 太 政官札 

して、 通貨 膨脹の 結果 

しも、 勞 力の 需要 盛な 


して 國內に 稍-保守 

この 年 東北の 兵亂 

至り たれば なる ベ 

. 公議 所 を 開き 待 

維新 當 初と 異なら 

を 改革して 大寶 令 

せざる 制度 を すら 

S 六) 

な- 9。 されば 兵 庫 

なる 四民 平等 思想 

は、 十 月 令 を 下 し、 或 


と共に 流通せ しめし は當時 

は 物價の 騰貴と な ... ^、細 民 業 

りし 神 III- は此 例に 洩 れ、 市 況 


の 風 起れ.^。 

鎭 まると 共に 

と雖、 又 一 つ 

局 を 設けし 

る を 示す も 

據 らしめ む 

强 ひて 設け 

戶 にあり て 

流 弊の 市民 

小作人 徒黨 
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中央政府が 行 へ 

天下 靜謐 に屬し 

には此 保守的 反 

が 如き は 公議 輿 

の なれ ど、 二 年に 

とせる は、 これ 三 

むと せる 元年の 

も. 亦 この 一般的 

の 秩序 をして 紊 

を 組みて 小作米 

一 一九 
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の 輕減を 地主に 強迫す る を 戒め、 或は 町人 拉に 小者 等の 市中 を乘 馬往來 する を 

禁じ、 又 厚 葬 を も 戒めたり。 少しく 後れて 百姓 町人の 蝙蝠 合羽 を 著る は 帶刀人 

に紛 はしと て 之 を 禁じた るが 如き も、 亦 以て 秩序の 維持なる 保守的 風潮の 蘇へ 

>  (B 七) 

れるを 示す ものな り。 此等 禁令 中には 其 微細に 涉る こと 德川時 の 如き も あ 

. ^て. 一 面よ b 之 を 觀れば 人 をして 新 政府の 政治の 未だ 全く 舊套 を脫 せざる を 

思 はし め、 當 時 政府の 設けし 彈正臺 に 任用 せられし 保守主義の 人々 は、 多 く は 支 

那 流の 所謂 仁政 を 施さむ こと を 主張せ るの みなら す、 地 方官 中に も獨斷 にて 租 

f 四 八) 

税を 半減せ る 者 あ りき。 されば 兵庫縣 にて 此年 十二月 孝子 義僕^ 女 及 貧窮 者 

、四 t ン 

を 調査すべき 達發 せられし も、 或 はか. -る 風潮の 影響なる べし。 救 恤に關 して 

も 施設の 見る ベ きものな きに あらす。 元年よ..^ 翌年に 亙， 0 風水の 害 頻りに 至 

„^.米穀赏らす.民皆菜色ぁ .0。 政府 外 國米を 輸入して 其 救濟に 充てし よ り、 民庶 

[  (五 C ソ 

始めて 貿易の あある を 知， 0 し 程な りしが、 細民 等 此凶饉 に 際 し. 兵 庫 神 芦に 勞カ 

の 需要 多し と 聞き 集り 來る者 多 く、 職 を 得ざる 者 乞丐と な >o て 市街 を 彷徨 し， 三 

年に 至りて は 市街に 乞丐の 多き こと 實に 前代未聞の 有樣 となりし か ば、 力 士 關 

浦淸 五郎なる 者 曾て 勞働者 を 統轄せ る經驗 あれば と て- 縣は之 に 命す るに 乞丐 


中の 少年 及び 不具者 を收容 する こと を 以てし 百 人 部屋 を 建 て， 後 に は 出獄 者 中 

籍 不明の 者 を も此處 に收容 し、 幼 者 をば 敎育を 加 へ、 壯 者に は 職業 を授 け、 以 て 

(五 I ) 

明治 七 年頃まで 繼續 せ. 5。 これ 蓋し 維新 後神 戸に 於け る 慈善事業の 嚆 矢なる 

べし。 又當時 女子の 職業 未だ 多から ざれ ば、 細 貧の 女の 「チ ャ ラ」 と號 して 密賣淫 

をな す 者 多 かりし を以 て、 福 原 遊廓 を 設けて 此 等の 所 謂 「チ ャラ」 を根絕 せむ とせ 

しが、 かくの 如き は 固よ なし 得べ き 所に あら す、 勞 働 者の 增 加と 物價の 騰貴と 

は 却って この 惡風を 助長 し、 此 企圖 をして 遂に 畫 餅に 了ら しめた， 5。 

统幣教 行と 政府 曩に 太政官 札を發 行せ る も、 民 之 を 喜 ば す、 其 價格大 に 低落せ し かば、 屡， 令 

通荀司 設立 

して これ を 戒めし が. 法令の 能く 價格を 增すを 得 ざ..' しか ば、 終 に 時の 相場 を以 

て 通用す る を 許す こと  >  な b  、 兵 庫 にても 二 年 二月 令 を 下し， 大阪 表に て 曰々 取 

極めの 相場に よ h^.^ 引すべき 由定れ り。 然るに 人民の 紙幣 を 厭 ふの 念 益 <增 加 

せる が 故に、 官 礼の 通用 殆ど 止まむ と し-四 月 更に 諭 達を發 せる も その 效 なか 

し か ば、 政 府は 同月 遂に 太政官 礼に 附す るに 正貨 党換の 性質 を 以てする こと ， 

なる。 玆に 於て 兵 庫 にても 六月 更に 令して 之に 違背す る あらば 本人 は 勿論 町 

役人 をも嚴 科に 處 すべ く、 又 他國 商人 遠國 船人 等の 正金 を 望み 官 札の 取引 を肯 
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せざる 者 あら ば、 そ のおの 國所 姓名 領主 名 を 取調ぶ ベ く. 帶 刀 人の 場合 は 取調 を 

1 層 厳重に なすべし と 言 〈り- 然 りと 雖、 抑， 金 礼の 流通せ ざる は、 發 行 額の 多 き 

がた めに は あら す、 人 民の 政府 を 信用せ ざるが ためにし て、 社 會の 秩序 恢復し 新 

政府の 政綱 了解 せらる 、 に從 ひ、 金 礼の 價格も 正金 同樣 となる べき 理 なれ ば、 翌 

(五三〕 

三年 六月 頃よ. 0 佥礼は 漸次 正金と 同價 格と なれ. o。 尙 兵庫驟 にて は 二 年 七月 

の發 令に て 餞 札 通用の 相場 百 文 札 を 正 錢百四 文. 三百 文 礼 を 正 餞 三百 十二 文、 六 

KE 文 札 を 正 錢六百 二十 四 文. 一 貫 二百 文 礼 を正錢 一 貫 二百 四十 八 文と 定め、 又 金 

礼の 形大 にして 通用に 不便なる が爲 め、 京 都. 大 阪 との 申 合に て 別に 共通の 錢手 

ハ 五 sn 

形 を 造 、通 商 司 設立の 爲替會 社に て 引替へ しむる 制 を も 定めた る こと ありき。 

此 通商 司なる もの は、 賀 易 金融 等の こと を 掌 . ^、且 つ 三 都 府竝に 開港 場に 爲替會 

社 及 貿易商 社 會所を 設けし めむ 爲 め、 明 治 二 年 政府の 置 きし 所の ものに て、 兵 庫 

へ 五 五 ひ 

の 兩社は 二 年 九月 神 東 本 町に 設立せられ たり。 

居留地 取締 この頃 在留 外國 人中 會社を 結び 貿易 を 盛に せむ と 謀る 者 あ. 5 て、 集 會 等の 催 

屢.^ な しのみ なら や、 貿 易の 盛大 は 居留地 出入 者の 數を 激增 せしめし か ば、 利 を 

見る に敏 なる 徒 の、 居留地 に 小肆を 開き、 休息所 又は 煮賣屋 酒屋 等 を 始め むと 出 


願す る 者 多 かりし が、 此 等 は いづれ も 紛擾の 種 を 作る ものな りと て 許され ざ. 0 


札^ 止と 

； a 言 P 關の 

新設 


き。 蓋し 此頃 邦人 排外の 念 漸く 薄らぎた 

(五 七) 

者な きに あら ざり しか ば、 そ の取綺 のた め 

に 佩刀 者の 取締 を嚴 重に し、 縣符を 所持す 

たるの みなら ャ、 市 中の 宿泊 者 をば 懈怠な 

明治 三年に 入りて は 干戈の 妖氛 も旣に 

.5 たれ ば， 六 月頃よ.^ して 太政官 札の 流通 

市場に あら はる 、 もの 多 かりし を以 て、 十 

(五 九〕 

取締れ.： >。 兵 庫縣發 行の 錢札 は、 これより 

其價 格の 低落 を 見し か ば、 八 月 晦日 を 限り 

せ.^。 政府が 交通 通信 機 關の進 步發達 を 

信 假局を 設けし は此年 正月に し て、 三 月 よ 

す。 此假局 は大阪 運上 所に 開ける 電信局 

架設 せられし 東京 橫濱 間の 電信に 後る > 

れ し 「風 の 便 b に 聞いた は 昔. 今 は 線 金 もの 
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,り と は 云 へ、 尙往々 に 

居留地 東西の 關 門に 

る にあら ざれ ば、 居 留 

く必す 之を屆 出しむ 

散し、 國 民の 政府に 對 

盛に 行 はれ、 從 ひて 神 

一 月 八幡 町に 金札改 

さき 太 政官札 下落の 

て 之を廢 し、 北 風莊右 

期す る 一 端と し て、 神 

架設に 著 手し、 閏十 

との 通信の 爲め にし 

>  J と 略" 十 ケ 月 な ，h^。 

を い ふ」 な る 俗謠 は、 以 


して 暴行に 及ぶ 

て 撿閱を 行 ひ、 殊 

地に 出入 を 禁じ 

(五八 ) 

る こと/ * ゼり。 

する 信用 亦 加 は 

5- にても 贋札の 

所 を 置き、 こ れを 

影 響 を 受 け， 大 に 

衞門 方に て 兌換 

tri 東 運上 所に 電 

月 二十 九日 開局 

て、 前年 十 二月に 

當時 坊間に 行 は 

て 市民の 如何に 

一 11三| 
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之に 驚 せし か を 示して 餘 あり。 然るに 假名 一字に 付き 餞 十六 文の 電信 料 は 

當時 にあ て廉 な. 0 と 云 ひ 難き のみなら す、 商 業 取引の 機敏 を 要する こと 未だ 

切なら ざ. 5 し を 以て， これ を 利用す る 者 多から す。 加 之 好奇心に 驅られ 架線に 

惡戯 をな す 者 ありし か ば， 禁 令 を 設けて 其 防遏に 力めざる ベから ざるに 至れり- 

(.： ハニ  ：> 

翌四年 十二月 郵便 役所 開かれ、 八 年に 至り 郵便局と 改稱 す。 

g 神 問 敏道 阪神 間鐵道 敷設の 著 手 も 亦 明治 三年に 在り。 政府 は是ょ 先き 大喂重 信. 伊 

敷設の 著 手 

藤 博 文 二人の 言 により 鐵道 敷設の 議を 決し、 東京 を起點 とし、 橫 濱. 京 都. 大阪等 を 

經て神 m- に 達する 幹線 と、 京 都より 岐 かれて 敦賀に 至る 支線と を 敷設 し、 そ れ よ 

(六 三 

b 漸を 以て 普く 全國に 及ぼすべき 計畫を 立て、 先 づ京濱 間の 工事に 著 手せ しが- 

三年 七月 六日 阪神 間の 線路 を 起工 し. 之 に關 して 掛 役人の 便宜 を 計るべき こと" 

(六 ra, 

測量の 必耍上 伐採せ る 樹木 をば 相當 代償に て辨 償す ベ きこと 等の 布告 を 出し. 

又鐵道 用地に 當る故 を 以て 家屋 土藏 等の 移轉を 命せられ し 者の 立 退き 期限 を 

同 年末迄と し、 移 轉 修復の 費用 を與 ふべ く、 若 しその 家屋 土藏等 不用なら ば 同じ 

く 相 當代價 にて 買 上ぐ ベ く、 借 家居 住の 者に は 家族の 人員 或は 所在の 表 通なる 

や 否やに 拘 はらす 立 返手當 として 一 世帯 平均 二十 五雨 宛を與 ふべ く、 先 づ其中 


車汽 
船 
及 
人 
力 


十兩を 渡し、 殘餘の 十五 兩 をば 引 拂 後に 之 を 給す る こと.' し、 特に 至急 立 退 を 命 

せられた る 者に は. 借 家居 住の 者 一, 世帶 三十 五 兩. 家 持の 者 二十 雨の 率 を 以てす 

(六 五) 

べしとの 令 をも發 せり。 然るに 同年 十月 政府 は 大隈重 信の 議に原 づき ェ部省 

を 設けし か ば. 鐵道及 電信 は鑛 山、 製鐵、 燈臺 等の こと , 共に 新 省の 所管と なれり。 

運輸に 就きて はこの 年 正月よ 廻 漕 廻船 所の 蒸汽 飛脚 船 東 京大 阪間を 往復 

する こと、 なれる あり。 神 u; 町 廻 漕 方 差配人 長 門 屋£ 彌兵衞 方に て乘客 貨物 

の 取扱 をな せり。 人力車の 初めて 大阪 より 神 11; に 傅れ るも此 頃なる が、 これ は 

もと 東京の 人 鈴 木 德次郞 の 創意に 係 り、 遂 に 遍く全 國に行 はる  >  に 至 b しもの 

に て、 神 In- にて は 駕籠 米なる 者此年 大阪ょ b 一  輛の 人車 を 借り 來 り、 市 中 を曳き 

し に、 人 々之 を 珍と し. 先を爭 ひ 抽籤に て乘 りたり と 云 ふ。 當時 車賃 は 三 宫長田 

神社 間 通常 銀 二分な りき。 

社會の 秩序 恢復す るに 從 ひて は、 II； 鐯を整 へ 脫鐯者 を 復籍せ しむる こと 最も 

急務に し て、 殊 に 神 IJ^ の 如き 他國 よりの 移住者 多き 地に 在りて 二 層 其の 調査 を 

嚴密 にす るの 必耍 あり。 故に この 年 六月 命じて tE^ 鐯 帳との 對照 によ. o、 軒別に 

人口の 詳密なる 調査 をな さしめ、 二月に は 宿屋 取締の 令を發 し， 宿 屋を 旅人 宿と 
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政 
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商人 {ii とに 分 ち、 旅 人 宿 をば 兵 庫に て は 五ケ 町卽 ち小廣 町. 神 明 町. 逆 瀨 川 町. 東 柳 

is- 町. 西 柳 Is- 町の 宿屋 營業 免許の 家に 限.^、 帯刀 人の 宿泊 は此 所謂 旅人 宿に 限る 

こと、 し、：^ 〈都度 届出で し め、 商人 宿 に は 商人 以外の 旅人 を 止宿せ しむる を 得 ざ 

る こと. し、 又 府. 藩. 縣 役人の 爲め 臨時に 宿舍 を徵發 せられた る 時 は、 そ の 時々 申 

立て 指 圆を受 くる こと、 せり。 而 して 神 m- は 兵 tii と M(b 往還 附替 以後 旅人の 

通行な き箬 なれ ど、 海 路 より 來 りし 帶刀 人の 爲 め • 松 屋 傳 吉. 桝 屋五郞 兵 衞. 茶 屋 彌 

七郞. 米屋 作 兵衞. 米屋 吉右衞 門の 五軒 指定せ られ、 商人 宿 にして 煮賣 渡世 をな し • 

煮賣 料理屋に 旅人 を 止宿せ しめ、 或は 出會 茶屋と 唱へ內 密に人 を 止宿せ しむる 

こと 等 は 厳禁せられ た， 5。 其 他 邦人に して 次第に 增 加す る外國 商館に 舉 公す 

る 者に 對 して は、 令 を發 して 其の 姓名 を屆 出で しめむ としたれ ど、 屆 出で し 者 一 

人もなか-^^-しを以 て、 重 ねて 嚴 重に 之 を 令せ る こと も ありき。 支那 人の 我が 童 

男 童女 を 買 ふこと あり て， 貧 民の 女 を 支那 人に 賣る者 を 戒めた る も亦此 年に 

I： 七ニソ 

在- -。  . 

兵 扉の 市政 は 從來岡 組. 北 組. 南 組 及び 地方の 四區に 分れ、 各.^ 會 所 を 置きて 諸事 

を處理 せし が、 一 般の爲 め 便なら すと て 明治 二 年 六月 會所を 合併して 一 ケ 所と 


なせ b。 然るに 明治 四 年 四月 II； 籍 法改正 令の 發布 せらる. -に及 び、 兵 庫 神 11^ は 

六月 以後 分れて、 第 一 兵 庫 岡 組、 第二 兵 庫 北 組、 第三 兵 庫 南 組， 第 四 神 13^ 上 組， 第五 神 

IT; 中 組、 第 六 福 原 廓の 六區と な り、 同時 に 從來の 名主 をして 11^ 長の 職務 を 掌ら し 

めしが、 八月 又 區畫の 變改ぁ b.。 外 國人雜 居の 村落 及 新 市街 接近の 地 を も 合し， 

之 を 十 區に分 ち. 街 衢を 以て 大部 を 占む る 區には 長の 外 特に 副 11^ 長 を 置 き、 或 

は 111 長 二 名 を 蘆く こと. - せ，. 9。 十區と は、 第 ー區神 m- 上 組 (s- 長 田 中 利 之 助. 副 lii 

長生 島 四 郞左衞 門)、 第 ニ區神 1!^ 中 下 組 (戸 長高濱 太右衞 門， 副 B; 長 橋 本 藤 左 衞 門)、 第 

三 區生田 宮外四 個 村 (ti; 長 村 上 五部 兵 衞)， 第 四 區坂本 村 外 五 個 村 (11^ 長 谷 勘 兵衞) 、第 

五 區福原 町 (IT; 長 藤田泰 藏)、 第 六 區兵庫 上 岡 組 RL- 長生 駒 治左衞 門、 副 In- 長 井上 豊次 

郞)、 第 七 區兵庫 中 岡 組 11^ 長 藤 田 善 右衛門-、 第 八 區兵庫 下 岡 組 (卢 長 缺、 副 lil 長 藤田榮 

次郞) 、第 九 區兵庫 北 組 (1!^ 長 松 井 吉右衞 門、 副戶長 北風 条 助)、 第 十 區兵庫 南 組 (^長 南 

條新九 郞. 副 tl^ 長 神 田 兵 右衛門 ご r れな り。 後 五 年 二月に 至り 再び 區畫の 變更ぁ 

り、 各 區 B- 長の 數亦 新に 定めら る。 六月 市 在役 人選 擧に當 h '門地 財產を 論す る 

從來の 弊風 を 止 め- 假令 借家 住 ひの 者たり とも 之 を 厭 は す， 力 めて 人材 を 推擧す 

ベ きこと を 令 し、 同 時に 行政 區畫 を改 め， 十 區を やめて 三區 とせし も. 八 月 又 改正 
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神 0- 市史 本お 說  一二 八 

する 所 あ .9、 十 月に 至りて 調査 不完全の 點 ありし を 理由と して、 更に 區畫を 改め 

しこと 左の 如し。 

第 一 區 八 部 郡 神 

一番 組 西ノ 町、 札 場 町. 城 ケ 口 町、 仲 ノ 町， 濱 之 町. 松 M 町， 大 手 町 • 三 角 町。 

二番 組 八幡 町、 市場 町、 城下町、 西 本 町、 東 本 町。 

三番 組 花隈 町、 宇治野 町， 中 宫 町 • 北 野 町、 生 田 町。 

第二 區 八 部 郡 兵 庫 

一 番組 新 福 原 町、 相 生 町、 東 川 崎 町、 多 聞 通 二  丁目より 七 丁目、 橘 町 通 三 丁目よ 

り 六 丁 目. 中 町 通  一 丁目よ 六 丁 目、 古 湊通  一 丁目より 四 丁目。 

二番 組 湊町， 佐 比 江 新地、 江川 町 • 西 大路 町 • 木 町、 木 場 町， 小物 屋 町， 魚 棚 町. 鹽 屋 

町， 細 辻 子 町， 鳥 屋 町、 鹿 屋 町， 富 屋 町， 西 宮 內 町、 三 川 口 町. 永 澤 町、 算 所 村、 北 

仲 町、 南 仲 町 • 切 P 町， 新 町， 礎 之 町、 小 廣 町. 神 明 町、 北 逆瀨川 町、 南 逆瀨川 町. 

東 柳 原 町， 西 柳 原 町 、門口 町。 

三番 組 島 上 町、 匠 町、 松 屋 町. 鍛 冶 屋 町、 宮 前 町. 宮 內 町， 北 宮 內 町. 川 崎 町 西 出 町. 東 

出 町. 濱 新 町. 船大工 町、 關 屋町新 在家 町. 出 在家 町. 今 出 在家 町. 和 田 崎 町、 


工業の 勃興 


京 祌間鐵 道 

敷設 


後 七 年 四 

村 編制 法 

三年 川 

國 人の ェ 

外人 商會 

むと する 

器 製造に 

b 準葡： 

に 之に 倂 

茶箱 工場 

四 年 七 

めて 重大 


今 和 田 新田、 坂 本 村. 荒 田 村. 奧 l^- 野 村、 石 井村， 夢 野 村、 烏 原 村， 口 妙法 寺 村. 

車 村、 白 川 村。 


月， 組 

の 時 

崎濱 

業 場 

經營 

や、 亦 

特別 

著 手 

* & す 


の 


區分を 廢し單 に 二 區に總 括す る こと 、 し. 以 て 十二 年の 郡區町 

(七 四) 

及 ベ .5。 

金澤 藩の 製鐵 工場 起こる。 川 崎 

して 旣に著 目せ る 所に して、 二 年 

製鐵 場の 此處 に 起こる あ りしが 

の 地 を 相 

奉公 をな 


崎 造 船 

(七ち 

あ り。 

月に 於 

なる 事 一 


に ッ 

所の 

け る 

件な 


製鐵 工場 起こる- 

著 目せ る 所に し 

此處に 起こる あ 

し、 海岸 地 石堡臺 

す ベ き を^ 件と 

然るに 工場 開始の 後 

レ ジ ン グ商會 の 工場 

(七 五) 

i 刖身 なりと す。 この 


の 西 凡 

し て 兵 

、幾許 も 

を 以て 

他 この 


廢藩置 縣の斷 行 は 明治維新 

り。 兵 庫の 如く 王政復古の 


濱は是 

：まッ 

、今 金 澤 

三千 六 

部 省の 

なくし 

し、 兵 庫 

年 設立 

完成の 

當初 よ 


れ よ 

レ ジ 

藩 の 

百 坪 

許 可 

てェ 

せ ら 


大 段落 

り 政府 
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先き 明治 元年 外 

グ商聲 と 稱する 

鐵 事業 を 起こさ 

借地 を 願 出で、 軍 

得， 三年 三月 末よ 

省 之 を 買 上 げ、 更 

と改稱 せ. o。 こ 

たる 工場に 大路 

にして、 國 史上 極 

の 直轄と なれる 

一 二 九 


神 戸市 史 本 編 f8 說 

地に て は 認めて 以て 其 直接の 影響と 

兵庫祌 m- に 及ぼせる 影響 は 蓋し 尠少 

興 これる 土工 等の 必要よ， 9 し て、 輸 入 

ならむ。 唯 正確に 之を證 すべき 統計 

土工 中の 主要なる もの を 擧げむ に. 明 

在りて は、 停 車 場の 位置 を 福 原 遊廓の 

は 海岸よ，. >  北 は 相 生 町 南側 人家まで 

と な し、 所 在 家屋の 移轉を 命す るに 至 

等 は 附近の 参 原. 古湊. 名 古 寧 橘四ケ 字 

(七 七 

し、 縣 の 許可 を 得て 新 市街 を 開けり。 

湊通 の 地に し て、 立 退きの 命に よ，.^ 此 

社造營 、福 原 遊廓 移轉 等の 爲め， 附近 一 

れ hs。 穎 原 遊廓の 移轉地 は湊川 堤の 

日の 暴風雨に よ. 9 物惯 騰貴せ るを理 

市內に 於て 假宅を 許可せられ むこと 


一 三 0 

なすべき もの 少しと 雖、 間 接に 開港 地た る 

ならざる ベ く. 幾 多の 文明 的 施設 及 谷地に 

の增 加と な b  、從 て 神 lil 港の 貿易 發 達せし 

なき を 遺 域と す。 今少しく 祌 S 'に關 する 

治 三年に 著 手せられ し 阪神 間鐵道 工事に 

邊と決 し、 柬 は 宇治川よ. 5 西は湊 川まで 南 

の 中東 川 崎 町 を 除け る 全部 を 民 部 省 用地 

たれば、 四 年 正月 相 生 町 年寄 金 谷 淸次郞 

の內 にて 替地 を下附 せられむ こと を 出願 

これ 卽ち 今の 上 橘 通. 橘 通. 多 聞 通. 中 町 通. 古 

處に 移，.^ 來れる 者 多 か h 'しのみ なら す、 楠 

帶は幾 もな く 行人 日夜 絡 釋雜沓 の 巷と な 

東. 西 國 往還の 北 手と 定ま b  、其 後 五月 十九 

由と し、 營 業者より 移 轉を當 分 延期し 且 つ 

を 乞 ふ あ b し も、 縣 は移轉 期限 お 三十日の 


新 道路 開設 


猶 豫を與 へしの みに て假 宅の 件 をば 遂に 之を聽 かざりし か ば、 遊 廓 全部 六月 十 

(七 八 1 

七、 十八 兩日を 以て 新 福原卽 現在の 地に 移轉 せり。 以上の 外鐵道 用地と して 神 

H, 町. 生 田 宮 村. 生 田 村 等に 於ても 當 時の 賣買直 段に よる 土地の 收用 あり， 家屋 土 

(七 九〕 

藏 等に は 移轉料 を下附 し、 借家人に は 移轉手 當を與 へた.^。 かくて 地 均 その他 

の 土工 を 始め、 五 年 十月 頃よ. -レ ー , の 敷設に 著 手し、 六 年 三月 五日 約 三 哩の試 

運轉 をな し、 七 年 三月 初めて 阪神 間の 開通 を 見た. 5。 當時 我圃に 於け る鐵道 は、 

五 年 二月に 成れる 東京 撗濱 間の 外， 此 大 阪神 芦間の 線路 あるの みな，.^ しか ば、 其 

開通に 際し 人民 驚嘆し. 見物の 爲 集ま れる 者い と 多 か，..' きと 云 ふ。 京都 神 It; 間 

の 開通せ るは此 後三年 を經 たる 十 年 二月 五日に し て、 其 開通式に は 明治天皇 臨 

(八 一 ン 

卸 あ. 0 き。 今の；^ 驛は當 初 は 兵庫ス -プ I シ ョ ン 又は 川 崎ス -ズ ー シ ョ ンと稱 

(八 5 

し. 三 宫驛を 小ステ ー シ ョ ンと云 ふに 對し 大ス -ズ ー シ ョ ン とも 稱し たるが 如し。 

鐵道 敷設と 共に 新 道路の 開設せられ しもの 亦 多し。 神 111 はもと 海 濱の小 村 

落 なれ ば、 所 謂西國 往還なる 幅 二 間餘の 道路 一 條を 除く 外 は亂雜 にして 狹 隘、 幅 

僅に 四 五 尺なる もの 多く、 開港 以來 人民 雲集し 物資の 運搬 頻繁と なる に 及び 往 

來の 困難 一 方なら す。 されば 此 必要に 應せ むが 爲め、 明治 四 年 海岸よ 山手 鐵 

第四萆 明治 初年の 神戶  一 三 一 


神 戶市史 V. ：." 說  一三 二 

道 線に 至る 道路 三條及 鐵道兩 側の 道路 ニ條を 開きし が、 其 後內 外人に して 山手 

に 家屋 を 建築す る 者 漸次 加した る を 以て. 更に 鐵道線 以北の 道路 整理の 必要 

起 、五 年 十二月 著 手、 六 年 十 一 月 狡 成せり。 明治 三年の 計畫に 係り 四 年に 著 手 

せる 雜居地 海岸 石垣の 築造 も此頃 竣成して 海岸 通 開か れ、 鯉 川より 宇治川に 至 

る 間の 榮町 通の 開通 も 亦 之と 相 前後 し、 而 して 明治 七 年 相 生 橋架 せらる 、 に 及 

び 交通の便 益， 加 は れり。 市區 此の 如くして 大に 面目 を 改めた れば. 七 年 五月 1 一 

十日 市街 名稱の 改正 あ . ^、神 11^ 町の 大 手. 濱. 札 場-松 屋. 中. 西. 城 下. 東 本. 西 本 入 幡. 市 場 

等の 諸 町名 廢 せられて 元 町 通. 榮 町 通. 海 岸 通. 長 狭 通と な b 、北 野. 生 田 宮. 神 III 上 組. 

中 宮. 花 喂. 宇 治 野. 神 III 下 組 は 山 本 通. 上 山 手 通. 中 山 手 通卞 山 手 通 • 宇 治 野 表 通. 宇 治 

野 裏 通と 改ま り、 南 北の 道路 亦 谷，. 命 名 を 得たり。 湊川 以西 兵 庫 市街の 背後に も 

新 道路の 開設 始まりし が、 これ は 楠 社 門前 通より 柳 原 町に 向 ひ 一 大道 路を 開か 

むと せる ものに て. 六 年 二月 ェを 起し 直ちに 竣成 を吿 げ、 湊 川に 新に 一 橋 を 架し 

て 之 を 新 町 橋と 名 づけた..^。 然るに この 新道 成る や 更に 犬に 耕地 を變 じて 市 

街 地たら しむる 計 畫著手 せら れ. 七 年 十一月に 至. 0 て 完成す。 卽も新 町 橋よ，.^ 

柳 原 町に 至る 新道 を 限る 以南の 新 市街地 是 にし て. 新 に 町名 を附 する ことなく， 


市街の 整頓 


(八 四 ) 

入せ り。 神 


湊 町. 永 澤 町. 三 川 口 町. 柳 原 町の 地に 分屬 せしめられ 

爲め兵 庫 外廓 堤防の 殆ど 原形 を 失 ひ、 小溝洫 となり 

もの を も、 八 年 七月 之 を 新 市街に 編 

と 同時に 兵 庫に も 類似の 計畫 起る 

何事に も 相 競 はむ とする 勢 ありし 

の勢已 にこの 時に 起れ る を 知る ベ 

以上の 道路 市街の 新設に 關し專 

義 嘗て 米 國桑港 に 赴き、 西洋 都市の 

は當 時の 人の 以て 廣 きに 失すと な 


て 

し 


(八 五) 

て 彼の 遠き 盧ぁ. 9 し を 思 はしむ。 

の 構造 尙依 然として 久しく 舊觀を 

北 野 町. 花 隈町. 宇治野 町に 令し て、 已 

造すべし と 言 ひ、 叉 一般に 令し て、 當 

會 となるべく、 殊に 前年 來新大 道路 

中身 fi£ ある もの は 成る ベ く 西^ 虱 


ありし が、 此 の 如 

を 窺知す ベ く、 而 

きなり。 

その 街に 浮 田 り し 

一 斑 を 伺 ひ 知る。 

せる 所 なれ ど、 今 日 

然る に 市街の 規模 

改め ざり しを以 

に 村 名 を 町名と 

港逐曰 繁榮、 遠 か 

を 開き たれ ば、 家 

にすべし。 若し 


僅 

丄 

-六 

背 


る 新 

因 り 

神 


又 多年 水 

奮 時の 面 

新 市街の 

りて 以て 

の 兵 庫 


官 

し 


の 

年 


淸 

し 


る 

不 


關 II； 由 

計畫に 

て 之 を 

くなる 

月 中宮 

上 は 家 

にも 讓 

美麗に 

潔 見 苦 


害な か，.^ し 

影 を 止めし 

開設 あ...' し 

兩區 の當時 

を 凌駕す る 

義 な，.^。 由 

成れる 道路 

見れば 却り 

に 反し 家屋 

町. 生 田 宫 町. 

屋も 漸次 改 

らざ る. K'  1^ 

すへ に ず 

しき 家作 を 


第四窣 明治 初年の 神戶  一三 三 


神 戶市史 本 編 « 說  ニニ 四 

なす 時 は、 時 宜 によ..^ 取拂 はしむべき によ り- 長 等 注意して 取綠 る べしと 言 へ 

り。 以て 當 時の 神 戸 の 尙橫濱 を 以て 儀表と せし を 想 ふべ く、 又 當局 者の 如何に 

洋風 を獎勵 し、 市の 外觀を 飾る に 努めし か を 知るべし"  . 

生 田川附 生 田 川 附替と 兵 庫 新 川 開 整と は 目す る に當 時の 二 大事 業 を 以てす ベ きもの 

なり。 就中 生 田 川 は 早生 一滴の 水な くし て、 而 かも 霖雨 一 度 至れば 氾濫 忽ちに 

起こる を 例と す。 故に 生 田 川 以西に 居留地 設けら る、 に 及び、 外 人 屢，. 川 堤 を 堅 

固に せむ こと を 要求せ. 9。 然るに 完全なる 工事に は 多大の 經費を 要すべき を 

以て、 こ、 に 川筋 を附替 へ、 菟 13- 郡 熊 內村字 馬 淵より 同 郡 脇 濱村地 先 字 小 野濱海 

岸へ 注がし めむ との 議 起こり、 四 年 二月 縣廳之 を 辨官に 上申して 其の 許可 を 得、 

三月 十日 起工、 六月 九：：： 落成せ. o。 經費三 萬 六 百 七十 ニ兩 三分 永 百 十六 文な り 

き。 葡 川の 川 堤 川床 をば 人 に拂ひ 下ぐ る こと、 な h^、五 年 十月 入札 を 行 ひし 

に、 紀州 和歌 山 町^ 本 明 及 神 u; 中 組 加 納宗七 二人に 落 礼す。 此坪數 四 萬 千 七 百 

四十 四 坪 七 合な り。 二人 乃ち 開 發に從 事 し、 六 年 新 街に 加納 町と 命名し、 八 年に 

.  ス七) 

至 h- 人家 櫛比の 市街と なれ， 5。 

^車 新 川 開 兵 庫 新 川 開 整 は 明治 七 年 著 手し 八 年 完成せ り。 抑  <  兵 靡 港に は適當 なる 船舶 


避難所な く、 四 年 四月よ. 9 和 田岬燈 臺の點 

少 から す. 船 舶の風 難に 權る もの 年々 其の 

右 衞門は 新 川 開鑿 を計畫 し， 先づ 彼の 明治 

の を 作らむ とせし が、 後 變更 して 築 島島 上 

在家 町 を 貫く 新 渠を疏 通せむ とせり， 然 

を 得べ きも、 和 田岬迂 廻の 不便 依然として 

得ざる 事情の 存せ しによ るなら む。 其經 

圓 を縣廳 より 借 下 げ、 別 に 北風 莊右衞 門に 

五 千圓を 醵出せ し め. その 他の 費用 は 全部 

して 著 手せ し が、 島 田 組は營 利の 希望 を以 

破產 せし を 以て 兵 右衛門 等の 苦心 一 方な 

て 之に 代らし め、 ェ 事 を繼績 する を 得た..^ „ 

圓に 達せ， 9。 この ェ 成る や、 兵 庫に 於け る 

は 築 島 寺の 側なる 碇泊 場の 入口 を 築 島 川 

し. 寺 門の 前面に 築 島 橋 あ b て、 船 大工 町と 
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火 始ま， 0 し も、 同 岬の 迂 廻に は 不便 尙 

數多 かりし か ば、 時 の 第二 區長神 田 兵 

三十 二 年 竣成せ る 兵 庫 運河の 如き も 

町よ， 0 起こ. 0 て 稍 < 西南に 彎曲し 今 出 

るに 此計畫 によれ ば、 風 難 をば 免る ， 

舊の 如くな， 9。 これ 或は 當時已 む を 

費と して は 兵 庫 町 會所賦 金 二 萬 五 千 

五千圓 を、 伊丹 町 小 西 新右衞 門に 一 萬 

神 II； の 島 田 組に 負擔 せし むる こと ， 

てこの 事業に 加入し たれ ど、 幾 もな く 

ら す、 遂 に 御影 村 嘉納 治 郞右衞 門 をし 

- 此經 費總額 十二 萬 六 千 九 百 八十 餘 

船舶 碇泊 場の 形勢 は 其 趣 を 一 變し、 昔 

と稱 し. 右方に 曲折して 入江の 形 をな 

の 往來を 通じ、 其 東方 は 人家 を 隔て 、 

ニニ 五 


神 1^ 市史 本 編 16 說 

島 上 町 海岸と な.^ 築岛寺 近傍 宛然と して 

泊 所 は 宅地 又は 道路と なりて 其 跡 を 留め 

入口と 變じ、 新 川 は 船大工 町の 後 を 通す る 

家 町 等 は 中の 島と な り、 碇 泊の 船舶 之に よ 

sssg の 土工 以上の 外海 岸 石垣 築造， 楠 社 造詧、 縣廳舍 

設等皆この頃の^^業なりとす。 政府に 出 

の 公園 設備 は 果して 直に 著 手せられ たり 

訐晝 せら れ、 築 港に つ き て は、 明 治 六 年 十月 

生 田川柬 堤よ り、 西 は 湊川北 堤より 波 止 を 

し， 大 藏 省に 上申せ しも 聽許 せられす して 

(化 二.； 

な..^ し が、 時 人 殆ど 之に 耳 を假さ ，>  ^き。 

戸口の 培 加 かくの 如く^々 の 土工 起こる に 從ひ諸 

易 隆盛 も 亦 益.^ 人 ロを增 加す る 因と なれり. 

確に 知 難しと 雖、 四 年 八月の 調査に よる 

りし も の， 六 年の 末の 調査に て 三 萬 八 千 三 


島嶼の 觀 あり 

す， 築 川 は 其 

に 至りし かば、 

りて 利便 を 得 

新設、 布引 遊 園 

願し 許可 を 得 

や 否や は 明な 

縣は 港長ジ m 

築造せ むとし 

輟み， 水道 は 關 

方よ. 0 神 11^ 兵 

當時 統計 極 

兵 庫 神 11； の 人 

百 四十 四と な， 


1 三. K 

しが、 此に 至.. >從 前の 船 

幅 慷 張せられ て 新 川の 

新 町. 關 尾 町. 濱 新 町. 新 在 

(八- 0 

しこと 莫大な り。 

地 及 居留地 東 遊園地 開 

たる 生 田. 和 田. 陬訪三 社 

(九 CO 

らす。 築港 及 水道 も 亦 

ン. マルシャルの 東は舊 

たる 建議 ありし を 採用 

iri 由義の 主張した る 所 

庫に 集， 5 來る者 多 く、 貿 

めて 不完全 なれば 今 正 

口 三 萬 千 七 百 八十 六な 

れ，^  。 これに よれば さ 


货席及 遊女 

の 取締 


まで 多き 增加 にあらざる 如く 田- ^ はる 

し勞働 者の 調査に 上らざる 者 多 か b 

より 一 萬 五 千 五 百 二十 五に 增加 せる 

(九 三) 

足らむ。 五 年 二月 神 III 上 組 墓地 を 城 

比と な. 0 しに つれ、 火葬の 臭 氣堪へ 難 

る 11^  口の 增 加の 著し かりし を 知る を 

尙 疎な， - し は、 六 年 三月に 至り 居留地 

低 濕の地 を 埋立て、 從來 の不體 裁なる 

して .鐵 道 以北 下山 手 通 を 指定せ るに 

に 從 ひ. 治 安 風紀の 取歸を 要する こと 

の 調査 をな すべ しとの 八 P あ. 0  、十月 


消防 を 置きて 火炎の 際の 雜沓を 防 

(§ 


人 

め 

こと 等 を 定めた 

五 年 十月 人身 賣買 を禁 する の 令 出 

によ. 0 娼婦たら むと する 者 は 父兄 親 


. も、 調査の 不完全の 爲， 地方より 入 込み 

しなら む。 同時に 11^ 數の 一 萬 二百 九十 一 

は、 正 に 以て 人口統計の 不精 密を證 する に 

ケロ 方面に 移 轉の議 を 上申せ し 時、 人家 櫛 

し と 言 へる を 見れ ば、 以 て この 方面に 於け 

(九 四， I 

得べ し。 然れ ども 當時鐵 道 線 以北の 人家 

北 手鐵道 以南 東 生 田 川よ.^ 西 鯉川までの 

家屋 を移轉 せし むる に當 ，り、 そ の移轉 地と 

(九 五) 

よりても 明な. 5。 而 して 人口の 增加 する 

勿論 なれ ば、 六 年 五月に は 三 個 月毎に 寄留 

に は 質屋 古着 屋 等の 諸 商に 組合 を 作らし 

ぎ、 時 々宿屋に 臨檢 して 止宿 人 を 取調ぶ る 

で、 遊女 飯 盛 女 等の 解放 あ. -。 後 本人 希望 

族 等の 連署 を 以て 申立つ べしと し、 遊女 揚 
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屋は 兵雕福 12^. 飯 盛 女 は 所 柳- 5- に 限る べしと 定めし も • この 解放 令の ため 顧 原 

等の 公，？ i 遊廓 は 一 時廢 業の 止むな きに 至 しのみ なら す、 却 つて 密 0 淫を增 加 

せしめた， 9。 神 田 孝平縣 令た るに 及び 遊女 を 分散せ しめて 私 を 根絶せ むと 

し、 六 年 六月 令して. 藝娲兩 妓拉貸 席 渡世 は 兵 神 兩市屮 何處に て も 差 支な しとせ 

し に、 其 結果却って惡風を助長するに過ぎざ..^しか ば、 幾 もな くして 復た 娼妓 及 

贷席 Kw: 業； El 域 を 定め， 娼妓の 儉 徴を勵 行し、 藝 娼兼妓 にも 及ぼして 病毒の 傳播を 

防 ぐ 等. 衞 生 上の 施設に 就き 注意す る 所 あり。 八 年 四月 十三 日 吿諭を 下 し、 曩 に 

有害無益なる 贷席營 業 を 許可せ る は、 これ 畢竟 人 慾の 禁じ 難き を 救 ふために 過 

ぎ す、 賦 金の 重き は 之 をして 禁止 税の 性質 を帶ば しめたる もの なれ ば、 貸 席營業 

广 九九 リ 

者 は 宜しく 速に 正業に 復 すべし と 令 し、 其 他 種々 の 方法に より 風紀の 矯正に 努 

めたり と 雖. 開 港 地の 常と して 風俗 は 寧ろ 紊亂を 加 ふる を 免れす。 殊に 世上の 

景况 よきに つれて 一 層 その 盛なる を 見た hv。 

在留 外人 LL 四 年 四月 大藏卿 伊達宗城 を 淸國に 派し、 條約 締結 を議 せしめ、 同年 七 二十 九 

對 する 喻 

日日 淸 修交 條規成 、兩 國 人民 これによ.^ て 開港 場に 來往賀 易す るの 自由 を 得 

た-^ し が、 此 時 我 開ける 八 港 中、； p:  その 一 に 加 は，.^ し は 言 を俟 たす。 これよ 


外國贸 易の 


さ き淸國 人の 我 國に來 

種の 不便 あ，.^。 因りて 

し 居たり しが、 今 條約歸 

の 取歸亦 一 定の 法に よ 

二 年の 頃旣に 三百 餘人 

かりし を以 て， 七 年 五月 

次增 加し、 明治 二三 年の 

、外國 商社の 數 五十六 

るに 汲々 たり。 四 年 十 

れが爲 な し が、 孝 ¥ よ 

されば 九 年 其 任 を 去る 

し 明治 八 年に 於け る 本 

百 五十 七に して、 そ の 過 

(1 05 

のな. 0 き。 

當 時の 賀易狀 態 は 明 

第 四 章 明 治 初 年 の t 


る 者 甚だ 多 かりし も、 そ の 無 條約國 たるに よ， 0 

已むを 得す 橫濱 にて 施行の 規則 を 爾餘の 諸 港 

結せられ たれば、 これより 互に 領事 を 駐在せ し 

( 1 OS 

る こと、 なれるな り。 而 して 神 在留の 淸國 

に 及 び、 そ の 後 多少 增減 ありし も、 そ の 取締 等閑 

民籍牌 規則 を 布 達せり。 歐米 人の 神 1!^ に來る 

頃 二百 人に 満た ざり しも の、 八 年に は 三百 二十 

：  (IO  二〕 

を數 ふるに 至 り、 其 勢 甚だ 盛に し て、 當局 者亦紛 

二月 外國の 事情に 通せる 神 田 孝 平を縣 令と な 

くこの 意を體 し、 その 在任中 外人との 親交 を 加 

や、 外 人 等 感謝 狀を 贈りて その 功を頌 したりと 

邦 在留 外國 人の 總數ニ 千 五 百 八十 三 名， 外國 商社 

半 は橫濱 にあ hv  、當 時の 神 11^ は尙 遠く 橫濱に 及ば 


め、 

者 

云 


締上種 

も 適用 

在留民 

は 明治 

と な 

避く 

も  一 J 


- 佴 

數ニ 

る も 


なら ざれ ども、 事業の 新 奥に 伴 ひ 輸入額 激增 

神戶  ニニ 九 


したる は 疑 


祌戶 市史本 編總說  一四 〇 

岩 倉 大使 出發の 際の 調査に よれば、 全國 一 ケ 年の 輸入超過 額 一 億 八 千圓に 

二  C 五) 

.5 と 云 ふ。 これ 固より 正確と は 云 ひ 難から む も 、亦 以て 大體の 趨勢 を 察す 

得べ し。 而 して 神 I：； の 貿易 額 は 世上の 景氣に 伴 ひ. 明治 六 年の 輸出 二百 五 

萬 六 千 八 百 九十 六 圓、 輸 入 五 百 九十 二 萬 四千 九" 七十 四圓， 合計 八 百 四十 四 

千 八 百 七十 圓 にして， 前年に 比し 增加 する こと 二百 萬圓 餘、 其 後 七 及 八兩年 

減少 を兒 しも 大差な か， T し が、 九 年に 至り 大に減 じ、 市 民 不 景 氣を唧 ちし も、 

十年復 た^ 加せ り。 次に 輸出と 輸入と を 比する に、 明 治 十 年 を 除き 輸入 常に 超 

過せ， o。 蓋し この 傾向 は 近年 ま でも 繼續 せる 所の ものにし て， 神 11X の 輸入 を專 

ら とする に對 し、 輸 出 を 主と する 橫濱に 於て すら も 、この頃 は 輸入 輸出よ 多 か 

( 一 〇-o 

b しか ば、 剩 戸 は 云 ふ もさら な き。 然れ ども 槪 して 神 II； の 貿易 は 漸次 隆盛と 

な り、 大阪の 貿易 を 厘 倒せし ものに て、 阪神 間鐵道 の 開通す る ゃ此勢 特に 著しく、 

大阪 在留の 外商の 過半 は 神 III に 其 居を轉 する に 至れり。 貿易 會 社の 設立に つ 

きて は、 二れ より さき 開港の 當初橫 濱. 長 崎の 例に 傚 ひ. 貿 易 商 をして 元 組 商社 を 

組織せ し め、 輸出入 品價の 五步 を徵收 せし め、 之 を 五 厘 金と 稱し て 土木工事 等の 

費用に 充てし が、 後大阪 商人 中 此五厘 金 を 免れむ がた め、 大阪 にて 賀易 を營 まむ 


會 社の 設立 

及べ 

る を 

十 一 

萬 一 


し 


交通 運輸 機 

關の發 逢 


任す。 此五厘 金 

(二  0) 

せち。 關 税は最 


省の 所管と な 

海運に 於て 

とし て囘 漕の 

と し. 八 年 四月 

復を始 め、 こ れ 

は 三菱 會 社の 

は 光村 彌 兵衞. 三城彌 


とする 者 出で しか ば、 關芦由 義之を 憂 へ、 六 年 大阪及 京都の 賀易 商人 を 加入せ 

めて 賀易會 社 を 起 し、 三 井 組、 小 野 組 を 社長と し、 五 厘 金 竝賀易 上 取締 向 全部 を委 

厘 金と 改め られし 

所に 於て 之 を 取扱 ひ、 外 務 省の 統轄に 屬 せし が、 四 年大藏 

所 を 改めて 稅關と 

國 太平洋 郵船 會社 

せし が、 土 佐の 人 岩 

護にょh^諸開港場 

國 郵船 會 社との 競爭 

ニニ n 

めら れ たり。 《s 時 神 

七 等な りき。 陸運 は 

利 を 廢 し、 公 私の 荷物す 

を 以 て. 兵 庫 にても 此法 


後 

め 

IW 一  に 

府の保 

. -米國 


よ 

初 

、後 

初 

を 


て 


傳馬所 に 助 

むる こと、 な 


の 

し 


と し 

も、 幾 もな く 舊に復 し、 爾 後久し 

ひ、 外務省の 統轄に 馬せ しが 

ョ ニ 

新せ り。 

なる もの あ ，0、 太平洋 及 支那 

崎 彌太郞 三菱 會社を 起し 

を經て 上海に 至る の 航路 

なりし が、 後 和諧し 支那- 

P に 於け る 郵船 問屋と し 

五 年 正月 大藏 省令に て 東 

ベて 陸運 會 社に て繼 立方 

同年 十 二月 兵庫驛 


立せられ しが、 八 年 五月 陸運 元 會社は 各地の 運輸業者 を 連絡し、 規則 

內國 通運 會 社と 稱し 本社 を 東京に 置きし を以 て、 兵 庫 神 11^ の 運輸 業 
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海の 航路 

漕 運 を 業 

郵船の 往 

本の 航路 

著名なる 

道筋 驛々 

取扱 はし 

運 會社設 

改正して 

者 も 亦 皆 之 


，曰 

を 
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( 一 1 三) 

に 加入せ. 5。 鐵逍 開通と 相俟 >r  、陸 ト： 交通 運輸の 便 之に よ. 0 て 犬に 進む。 

地方な Sii 地方の 自治に 關 して は、 六 年 十 一 月 二十 六日 兵 庫 縣は布 達 を發 し、 先づ 成る ？ 

開す  一 0  as 設 

く 町村 會を 開かし め、 そ の體裁 略 "成る を 待 ち. 順 次 M 會縣會 を も 開かむ と し、 民 會 

議事 章 程 略 及 町村 會 議事 心得 を 達せり。 これに よれば 縣會 は區長 一同 出席し 

令 又は 參事 これが 議長た る ベ く、 區 會は III' 長 副 II； 長の 中 一 名づ ， 出席し 正副 區 

長の 中 一 名 これが 議長た る ベ く、 町 村會は 町村 內の 居住者 中より 別に 定 むる 規 

則に 從ひ 二十 名 以下 を 公選して 議事 役と し、 正 若く は 副 11； 長 これが 議長た る ベ 

きものな き。 然れ ども 此 規則に 從 へる 町村 會の 果して 開かれし や 否や 明な 

らす。 七年に至.^民選議院設立の聲全國に喧しく、政府之に促されて地方官會 

譏 を 開く に 決する や、 兵 庫縣 にても 五月 二十 八日 告示 あ b  、縣 令が 諸 民の 代議 人 

として 之に 出席す る 上 は、 衆 庶の存 意 を 知る の 要 あ 、故 に 暑中 限..^ 見込の 筋 あ 

らば 申出 づ ベ しと 言 ひ， 七 月 六日に 至り 更に 告示し て、 地 方 官會議 開會の 期日 九 

(二 五) 

月 十日と 定められし 故、 見 込の 筋 あらば 八月 十日 限り 差 出す ベ しと 言 へ， 9。 然 

るに 此 地方 官會讅 は 都合に よ b 延期せられ 八 年 六月 開會 とな， 5 し が， 兵 庫縣令 

神 田 孝 平 は 神 奈川縣 令 中島 信 行 及 千 葉 縣令柴 原 和と 共 に 選ばれて 其 幹事と な 


れ. 9。 同 會議の 議案 は、 道 路 堤防 橋梁の 事附民 費の 事， 地 方 警 察 の 事、 地 方 民 食の 

事、 貧民 救助 方法の 事、 小學校 設立 及 保護 法の 事の 五 にして. 就中 地方 民 會の事 を 

以て 最も 重要と し. 民 會の 組織に 關し 議員 公選制 をと る ベ きか 或は 區 長を以 

て 議員と なすべき かに 就き 種々 の 論 あ 、神 田 孝 平の 如き は區 li^ 長と 公選 議員 

と 混同の 民會を 開く ベ しと 主張せ し も、 此 議會議 の 採用す る 所と なら す， 結 局 多 

(1 二  0 

數に i^, ^て區 長 を 以て 府縣會 區會を 開く に 決した る もの ， く なれ ど それ 

すら 直に 實 施せられ しに は あら ざ. 0 しか ば. 進 步 主義 を 持す る孝卒 は、 其 任 地 兵 

庫縣に 於て 先づ 所見の 實 行に 著 手し， この 年 九月 二十 一 日 各區々 長に 布 達を發 

し、 「町村 會區會 共 追 々手順 相 立 候 -ー 付而ハ 縣會ノ 義モ尙 一 層 皇張可 致 場合-一 立 

到リ候 條各區 一一 於- プ縣會 議員 正副 貳員ッ 、選定 シ縣會 ノ節必 壹員區 長 同道 出 

席 可 致 事 但右選 擧之義 ハ區內 不動 產所 有人 ノ總 入札 ヲ 以取極 可 申 事」 と 云 へ り. 

(二八) 

九 年 十二月 區 町村 會 議事 章 程の 改正 ありき。 

七 年下 半期 四 年以來 殷賑 を 極めし 兵 庫 神 111 も. 七 年下 半期よ 漸次 衰微し. 九 年に 至 b そ 

以.^ ク节兄 

沈 一教 i の 極點に 達せる は 前に 述べし が 如くなる が、 之 を 貿易 額に 見る も、 九 年に は 輸出 

三百 四十 五 萬 二百 九十 八 圓、 輸 入 三百 七十 八 萬 九 千 六 百 六十 八 圓， 總 計 七 百 二十 
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紳 戶市史 本：.. .i  1 四 四 

三 萬 九 千 九 百 六十 六圓 にし て、 前 年よりも 約 一 百 萬圓を 減じた....。 その 市況に 

及ぼし 、影響 思 ふべ し。 加 ふるに 此時各 稲の 土木 事業 も旣に 漸く 終を吿 げ、 勞 

働 者の 1^ 要 減じ たれ ば、 職 を 失 ひて 四散す る 者 多 く， 人 ロ亦從 ひて 減少した， 0 し 

ならむ。 而 して 兵 雕の衰 頹の神 tn- よ h- 甚 しかりし は、 これ 兵 庫に は元來 米穀 肥 

料の 取引 を 業と せる 者 多 か りし に、 維新 後 運輸の 便 開く る に. 及 び、 此等 物資の 兵 

庫 商人の 手を經 由せ すして 各地に 散す る も の 多く、 爲 に 商業 自ら 衰退す る を 免 

れざ. 0 し と， 營 業の 自由と な. 0 し以 來、 問 屋 仲買 小 賣 等の 關係 昔日の 如くなら す、 

從來の 特權を 失 ひて 衰運に 傾きし 家 も 多 かりし による ならむ。 されば 開港の 

始めより 旣に神 II； に 比して 大に 不利益なる 有 樣に在 し 兵 庫 は、 今 や 一般的 不 

(一 二  G) 

景氣の 幾來に 遭 ひ. 市況 の 不振 亦 一 層甚 しからざる を 得 ざ h 'しなり。 

西南 戦役の 十 年 一 月 明治天皇 西 巡、 二十 六日 海路 神 ir; に 著 御， 踵 ぎて 京都に 幸 し、 孝 明 天皇 

十 年忌 祭 を 行 ひ、 且 二月 五日 執行の 京都 神 11； 間鐵道 開通式に 臨御 あ. 9。 叉奈良 

に 幸して 神武 天皇 陵を拜 せらる。 偶" 西鄕 隆盛 等亂 を鹿兒 島に 作 さむと する の 

報 ぁ b。 因て 海軍 大輔川 村 純義等 命を帶 び、 二月 七日 神 芦 を 出帆し. 直ちに 鹿兒 

島に 抵り 隆盛 を 見て 說く所 あらむ とせし が果 さすして 還 b  、十 二 日 半 神 ！！； に 


歸 著し、 旣に來 .9 待てる 山縣 有朋. 伊藤博文. 伊東 祐亨 等と 出兵 準備に 就き 協議す 

二  ニニ) 

る 所 あ b 隆盛 は 十五 日鹿兒 島を發 して 熊 本 城に 向 ふ。 將に 東京 還 幸の こと 

あらむ として 此報 達せし か ば、 天皇 暫く 蹕を 京都に 駐 め、 有 栖川宮 熾 仁 親王 を征 

(1 ニー- n 

討總督 となし. 陸海 軍を發 して これ を 討つ。 この 時 神 III は 海陸 運輸の 耍樞 とな 

運輸 課 は 辨天濱 專崎彌 五平 方に 置かれ、 來往 する 軍隊の 市中に 滯在 する 者 亦 

2  二 四) 

多 か. 9 しか ば、 市 中の 景氣 これが ため 恢復し 人々 蘇生の 思 をな すに 至れり。 九 

月 亂鎭り 征討の 軍績々 凱旋せ しが. これと 共に コ レラ病 入り 來 b. 、この 年 十月 頃 

( 1 二 五) 

神 市中に 蔓延す。 これ コ レラ 流行の 記 錄に見 ゆる 噶 矢た. 9。 この 年 神 ux- 花 

隈 町に 植物 試驗場 設立 せら れ、 下 山手 通に は 堀 某の 經營 にか、 る憐寸 製造 場 起 

(一 二 六 ) 

れ -9。 

明ュ a 初年の 明治 初年の 神 III の狀況 大凡 上述の 如し。 之 を 要する に 創業の 時代に 馬し. 諸 

般の 制度 漸く 具 はり、 市街の 體形亦 略.^ 整 ひ， 將 來發 達の 勢 犬に 成れ. -。 而し てこ 

れを 細別 すれば 更に 三つの 時期に 分つ を 得べ し。 明治 元年より 四 年まで は そ 

• の 第 一 期に して 眞に 草創の 時期と 云 ふべ く、 發 達の 兆候 は認 むる を 得れ ども 未 

だ 十分に 舊態 を脫せ す、 或 意味に 於て は舊 時代の 連續 とも 見る を 得べ し。 第二 
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期 は 爾後 明治 七 年に 至る まで にし て， 文 

としての 外觀 漸く 具備し， 市況 亦 繁盛 を 

ベ く、 前 期の 事業 大凡 成る と共に 一 時 沈 

の ありし が、 二の 時期 將に 終らむ として 

と 神 1:^ と は 明治の 初年 行政 上尙ほ 分離 

ざ b し 如 く、 且 つ 兵 庫は槪 して 神 戶に壓 

人物 は祌 よりも 寧ろ 兵 庫に 多 か りし 

の あ b て、 而も 新 勢力 未だ 起ら ざれば な 

( 一 ) 法令 全 書、 明 治 元年 正月 二十 二日、 二月 二 

日. 三月 十九 日の 條。 地方 沿革 略譜、 兵 庫 

縣 の條。 明治 元年 正月 兵 庫 裁判所 達。 

神 戶閲港 三十 年 史、 乾、 一 一四 八—  二 四 九 頁。 

01) 神戶 開港 三十 年史、 乾、 二 四 九 頁。 

(一一 二 明治 元年 正月 兵 庫 裁判所 逢。 同年 七月、 

十月 兵庫觸 達。 

S 大政 紀要、 卷五 十五，  一二 二  I  二 五 頁。 明治 


一四. K 

明 的 施設 益 <  加 は り、 都市と して 乂 貿易港 

至せ り。 第三 期 は 休止の 時期と も 見る 

靜の狀 態に 陷. 市；^ 亦 寂 莫を感 する も 

恢復の 傾向 少しく 現 はる。 而 して 兵 庫 

を 持 し， 民 情 亦 融和 を缺く 所な きに あら 

到 せらる ， 領向ぁ hv しか ど も. 實 力 ある 

が 如き は、 これ 蓋し 積 勢の 侮りが たき も 

る ベ し。 

政 史、 第 一 冊、 九 四 I 九九 頁。 神戶 開港 三 

十 年史、 乾、 二 五 七 頁。 

(m) 大政 紀要、 卷五 十五、 二 五 I 二 六 頁。 圓城 

寺 淸、 大 隈伯 昔日 譚、 四 七 二  — 四 七 四 頁。 

神戶 開港 三 十 年史， 乾， 二 五 六 頁。 

(六 ) 神戶 開港  一二 十 年 史、 乾、 一 一 五 七 頁。 神 田 兵 

右衞門 談話。 

(七) 大政 紀要 >卷 五十 五、 二 七 頁。 法令 全書、 明 


(八) 


s 


(10) 


(二) 一 

一 

(ニー) 一 

(1111) 

(き 

(一七) i 

(K) 


元年 五月 二十 三日の 

兵 庫縣 の條。 神 戶閼！ 


港 三 


地方 沿革 略 

十 年史， 乾、 三 


頁- 

治 四 

楠 社. 


年 楠 社 

一 件。 


§ー 

§ 一 

011) 


九— 三 一 〇 頁。 

戶 開港 三十 年 史、 乾、 三 一 0 頁。 神 田 兵 

衞門 談話。 

戶 開港 三十 年 史、 乾、 三 一 1 "三 五 七 頁。 

田 兵 右 衞門談 話。 

方 沿革 略 譜、 兵 庫縣 の條。 明治 二 年 七 

十一 日 兵庫縣 達。 神戶 開港 三十 年史， 

三 六  一 I 三 六 二 頁。 

田 兵 右衛門 談 話。 

戶 開港 三十 年史、 乾、 三 五 七 頁。 

史 眼、 四 六 〇 頁。 

治 元年 四月 兵 庫 裁判所 逢。 明治 五 年 

社 御用 留。 

治 五 年湊川 神社 謦繕 一 件。 

戶 開港 三十 年史、 乾、 二 七 六 

治 三 年 六月 兵庫縣 達。 明 

營下ケ 金 一 件。 明治 四 年 

戶 開港 三 十 年史、 乾 三 七 八 頁。  i) 


S  _ 

i) 

一 

I 

i) 

i) 一 

(一一 一一) 


明 治 

神 戶 

明 治 

明 治 

神 戶 

年 楠 

明治 

神 戶 

兵 庫 

神 戶 

明 親 

明 親 

明 親 

神戶 

兵 庫 

明 治 

縣 逢. 

五 五 

右衞 

明 治 


年捅 

港 三 

年 楠 

年 楠 

港 三 

一 件 ( 

年 楠 

港 三 

設立 

港 三 


七 八 

金 一 


社 一 件。 

十 年 史， 乾、 1 

社 造 螫下ケ 

社 御用 留。 

十 年史、 乾， 二 七 六 頁 U 明治 三 

社 御用 留。 

十 年史、 乾、 一一 七三—  二 七 四 頁。 

の槪 略書。 

十 年 史、 乾、 

神 


關係 文- 

關係 文書。 

學則學 級 寫。 

港 三十 年 史、 乾 

常 高 等 小學校 

年 八月 兵庫縣 

四百 五號。 神 

I 五 五 九 頁。 

ま 話。 

年 兵 庫 縣達ニ 


八 〇 

兵 右 


衞 SZ 一 


二 頁。 

1ー1 一 S 


-ニ 八 三 

沿革 史. 

達。 明 

戶 開港 
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丘ノ 庫 

十 年 史、 乾， 
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一 四ス 

§ 明； S  二 年 十月 十八 日. 十 一 月 十二  B. 十 一 

月 二十 日、 明 治 三年 正月 二十日 兵庫縣 逢" 

(S 八) 大隅伯 昔日 譚. 四 九 二  —四 九 四 ICST 

§ 明治 二 年 十二月 三日 兵庫縣 逢。 
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(六 一) 大政 紀要、 卷 五十六 二三 頁。 神戶 開港 三 

十 年 *-、 乾、 四 二三— 四 二 六 頁。 神 戶區敎 

育 沿革 史、 八 六 七 頁。 

§ 神戶 開港 三十 年 お、 乾、 四 八 九 I 四 九 一 頁。 

8 明治 政 史、 第 二 冊、 二 六 二 頁。 大喂伯 昔日 

譚、 五 〇 三— 五 0 八 頁。 大政 紀要、 卷 五十 

六、 二 四 頁。 

§ 神 戸 開港 三十 年 史、 乾、 四 二八 頁。 明治 三 

年 八月 二十日、 二十 五 tu 兵庫縣 逢。 

§ 明治 三年 十月 二十 七日 兵庫縣 逢。 

§ 明治 政 史、 第 二 冊、 二 七 五 頁。 大喂伯 昔日 

譚， 五 一 六 直。 

S 明治 三年 正月 兵 庫縣 達。 

§ 國 史眼， 四 六 二 頁。 ， 神戶 開港 三十 年 史、 乾、 

四 八 七 頁。 

(六ち 明治 三年 六月 九日 兵 庫縣 達。 

(七 0) 明治 三年 二月 十九 日 兵庫縣 達。 厨 川 織 

部 御用 留 庶務。 

(七 一) 明治 三年 九月 三 日 兵庫縣 逢。 

(さ) 明治 三年 八月 二十 三日 兵庫縣 達。 
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§ 明治 二 年 六月 十六 日 兵庫縣 達。 

(七 S 神戶 開港 三十 年 史、 乾、 四 五 九 ー 四 六 三 頁。 

明治 五 年 兵庫縣 達 申 第 百 十 號， 申 第 百 四 

十二 號、 申 第二 百 五十八 號。 

S) 神戶 開港 三十 年 史、 乾、 四 一 八— 四 二 〇 頁。 

(七 六) 神戶 市役所、 神 戶市之 工業、 四 頁。 

§ 自明 治 三年 至 同 六 年鐵道 一 件。 攝州兵 

庫 地方 外 貳ケ村 新 町 屋敷 取 建 之 儀 11 付 

申 上書。 祌戶 開港 三十 年 史、 乾、 四 三 九 頁。 

(七 八) 明治 四 年鐵道 一 件。 

(七 九) 明治 七 年 鐵道關 係 書類。 明治 五 申年 四 

月 神 戶中組 下 組鐵道 線竝兩 側道竪 新道 

建 家 引料竝 借家人 御手 赏金 地代 金 取調。 

§ 明治 五 年 鐵道敷 起 返書 類。 神戶 開港 三 

十 年 史， 乾、 五 六 四 頁。 

(八 一) 明治 十 年 兵庫縣 逢、 甲 第二 十五 號。 神戶 

開港 三十 年史、 乾、 五六 六 頁。 

(八 一一) 兵庫縣 廳所藏 土木 舊 書類り 

(八 さ) 神戶 居留地 內 新道 取 建 伺。 神戶 開港 三 

十 年 史， 乾、 四 三 二 "四 三 八— 四 四 四， 四 九 九 

一四 九 
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I 五 〇 三、 五三 三— 五三 六 頁。 明治 七 年 

兵 0  0-0  二百 七號。 

§ 祌戶 開港 三十 年史、 乾、 五 一 四 I 五 一 五 H。 

§ 同 五 三 七 頁。 

(さ 明治 六 年 兵 庫縣 逢、 一 月 無號。 

§ 神戶 開港 三十 年 史、 乾 • 四 三 四 ー 四 三 八 頁。 

經 濟大辭 害， 神 戶の項 武田英 一 執筆)。 明 

治 四 年 桶 社 一 件 所收舊 生 m 川 新開 場 土 

地 銘之儀 伺 害。 

(八 八) 祌戶 開港 三十 年史、 乾、 四 四 九、 五 一六— 五 

二 四 哀。 神 田 兵 右衞門 談話。 

(八 九) 神戶 開港 三十 年史、 乾、 四 三 一 —四 三 三、 二 

七 六—  二八 o、 五 〇 三 I 五 一 四、 四 五 0  I 

四 五 四 頁。 祌戶 公園 地 開 築 资用之 儀 申 

述害。 

(九 0) 公園 取定之 儀-一 付 伺。 

(九 一) 神戶 開港 三 十 年 史， 乾， 五 二 五 ー 五 二八 頁。 

祌戶市 役 所、 神 戶 築港 問， S 沿革 誌， 三 — -: ハ 

茛。 

(九 二) 神 p- 市 役 所、 神 戶市 水道 誌 二  二 頁。 


1 五 〇 

§ 厨 川 織 部 御用 留 庶務。 神 戶蘭港 三十 年 

史、 乾、 四 九 一 頁。 

§ 攝州神 戸町 上 組 墓地 替之 儀- 1 付 伺。 

§ 明治 六 年 兵 庫 縣 逢， 三 月 二十四日 無號。 

(S 明治 六 年 兵 庫縣 逢， 第 百 五十 號、 第 四百 三 

十一 號、 一月 二十日 無號。 明治 七 年 兵 庫 

縣逢， 二 月 二 十七 日 無號。 

(九七) 明治 五 年 兵庫縣 逢、 第二 百 五十 一 號、 十月 

無號。 祌戶 開港 三十 年 史、 乾、 五 五 三 頁。 

§ 明治 六 年 兵庫縣 逢、 六月 十 一日 無號。 明 

治 七 年 兵庫縣 逢、 十月 二十 二日 無號。 明 

治 八 年 兵庫縣 逢パ月 日 不 明) 無 號。 

§ 明治 八 年 兵庫縣 逢、 四 月 十三 日 無 號。 

(100) 明治 政史， 第二 冊、 二八 五 I 三 0 八 頁。 自 

明治 元年 至 三年 外務省 來翰。 

(101) 兵 庫縣史 稿抄， 縣治、 第 二 編 開港 場 之 三、 淸 

國人 取締。 

(ー011) 厨 川繊部 御用 留 庶務。 英 公使館 編 築 明 

治 八 年 各 港 K 易 表 飜譯。 

(10 き J016  Carev  Hall,  My  Earlv  wobe  Eftminisoences 


(T-ls  Jafan  Chronicle,  Jubilee  Number). 神 田 

乃 武、 神 田 孝 平 略傳、 一 九 頁。 神 田 兵右衞 

談話。 

(一 OS) 英 公使館 編纂 明治 八 年 各 港 貿易 表 飜譯。 

§ 國 史眼、 四 六 八 頁。 

§ 神 戶税闢 沿革 史 (稅關 月報、 附錄ノ  二十 三)， 

一 六 五 頁。 

(10さ 同上。 神 戶稅關 沿革 史 (關稅 橐纂， 第 十一)、 

1 1 五 頁。 

(10 八) 英 公使館 編 募 明治 八 年 各 港 貿易 表 飜 譯。 

橫濱 開港 五十 年 史、 卷 下、 六 0 七 ー 六 〇 九 

茛。 

(一 00 英 公使館 編纂 明治 八 年 各 港 貿易 表 驟 譯。 

(二  0) 神戶 開港 三十 年 史、 坤、 七 六  一 I 七 六 九 頁。 

明^ 六 年 創立 貿易商 社規 s(s 易 史料 稿 

所 收)。 明治 六 年 兵 庫縣 逢、 五月 十 三 日 無 

號。 

(三) 神 戶稅關 沿革 史 (關 税 橐 纂、 第 十一) 二 三 頁。 

(111 一) 大政 紀要， 卷五 十七、 七 頁。 國 史眼、 四 八 六 

頁。 小篠淸 根， 海運 史料、 卷上、 第 一 編。 
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(一 1111) 大日 本 帝 國驛遞 志 稿、 一 〇 九 ー 1 一八 頁。 

明治 五 年 兵庫縣 逢、 二月 無號。 神戶 開港 

三 十 年 史、 乾、 四 九 四 I 四 九 八 頁。 

(一 5) 明治 六 年 兵 庫 縣 逢、 第 四百 八十 七號。 

(二  W) 明治 七 年 兵車 縣逢， 第二 百 六十 ニ號 1$  二 

百 七十 五號。 

(三 0 大政 紀要、 卷五 十七， 九 lar 明治 政史、 第 四 

冊、 八 一 五 I 八 二 〇 頁。 

(二 七) 明治 八 年 兵 庫 縣 逢、 九月 二十 一 曰 無號。 

(二八) 明治 九 年 兵 庫縣逢 • 十二月 一日 ト號。 

(二 九) 神 戶稅關 沿革 史 (稅關 H: 報， 附錄ノ  二十 三)、 

一 六 五 頁。 

(1110) 神戶 開港 三十 年 史、 乾、 五 七 六— 五 七 八 頁。 

(一 111) 明治 十 年 兵庫縣 逢， 甲 第二 十五 號。 

(11111) 黑龍會 ■ 西南 記 傳、 中卷 一 、 二 四 七—  二 五 六 

頁。 

(i) 大政 紀要. 卷五 十七 二 四 —一六 莨。 

(ニー  3) 祌戶 開港 三十 年史、 乾、 五 七 七 頁。 

(ニー  no 國 史眼、 四 九 二 頁。 明治 十 年 兵庫縣 達、 甲 

第 百 九十 六號。 

一 玉 1 
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§ 神ハ 開港 三十 年 史、 乾、 五 七 一、 五 七 三 頁。 

明治 十 年 兵库縣 逢. 乙 第 百 二十 ニ號。 
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第五 章 自治 制 施行 以前に 於け る 神 戶の發 達 

明治 十 i5  ； p:!:^ は 西南 戰 役の ため 市況 活澄を 加へ しのみ なら す、 戰 後に 於ても 政府の 財 

以後の S-Bf- 

政策の 影響に よ , 良 好なる 景氣 を待績 する こと を 得た. -。 蓋し 維新 以後 發行 

せられし 紙幣 は其數 甚だ 多 く、 佐 賀 の 1^、 臺 灣 の 役、 淸 國 との 葛 藤、 西 南の 役 等に よ 

、一  時 多額の 增發を 見し のみなら す、 明 治 九 年 銀行 條例 改正 せら れ、 同 年 十月 第 

1 國立 銀行の 東京に 創設 せられし を 始めと し 所在に 銀行の 設立 せらる 、 もの 

多く. その 發 行に 係 かる 銀行 紙幣の 數亦 夥しく して、 十 年に は 銀行 數ニ 十六 紙幣 

發行高 千 三百 餘萬圓 な，^ しが、 翌年に は 行 數頓に 加 は，.^ て 九十 五と な- - 紙幣 總- 

額 は 二 千 六 百 餘萬圓 に 達せ，.^。 政府 は 制限の 必要 を感 じ、 少 しく 施設す る 所 あ 

.XT' しも 未だ 遽に その 目的 を 達する を 得 ざ. 0 しか ば、 十三 年 三 月に は 銀行 紙幣 總 

額 三千 四百 餘萬圓 に 上り， 之に 政府 紙幣 を 加 ふれば 一 億 四千 餘萬圓 の 多き に 及 

ベり。 而 して 當時 以上の 外豫備 紙幣と 稱 する もの 約 二 千萬圓 ありし か ば、 斯 か 

る 夥しき 紙幣の 增發は 當然の 結果と して 其 下落 を 誘致し、 物價爲 めに 大に 騰貴 

第五 章 .a 治 制 施行 以前 LL 於け る 神 戶の發 達  一 五三 
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ョ 

せ. 9, 然れ ども その 初の 

に 流行せ し を 以て、 外國品 

萬 圆に滿 た ざ. 0 し 神 の 

な 、十三 年に は 千 三百 萬 

を 誤 b 、物 價 騰貴の 原因 を 

輸出入の 不平 均より 來. 5- 

濟の 方法と して 頻に產 業 

しが 如き も 蓋し 其 一 端な 

せし が、 從っ て賣 出せば 從 

か く て 十四 年 四月に は遂 

示し、 財政の 紊亂 その 極に 

^する に 至れ， o。 されば 

て 起， 0 活 澄なる 商況 を呈 

に. e< る 、 こと 能 はざる に 

商法 會議所 兵 庫 部に て は 維新 後 商 


1 五 四 

にあ. 0 て は 人々 皆收 入の 增加を 喜 び、 奢 侈の 風 一時 大 

の 輸入せられ しもの 亦從 ひて 多 く、 明 治 十 年に は 九 百 

年に 俄然 增 加して 千 二百 餘萬圓 と 

れ， 9。 然るに 當時 政府 は 財政々 策 

のみに 歸 し、 而 して 其 正貨の 缺乏は 

產 業の 起らざる に 由る となし て、 救 

彼の 明治 十四 年 農 商務^ を 設置せ 

騰貴 を 拒 が む と し て 銀 貨を賣 出 

ら れ、 國 內には 殆ど 其 影 を 留めす。 

紙幣 一 圓 八十 一 餞 五 厘なる 相場 を 

醉 ひし 國民も 漸く 生活の 困難に 呻 

1 年以來 銀行 會 社の 設立 頻々 とし 

反動 は 十五 年 以後に 現れ 一 般の例 


貿易 總額 は、 翌十 一 

圓を 超過す るに 至 

偏 へ に 正貨の 缺乏 

輸出入の 不平 均 は 

(三) 

の 振起 を 謀れり。 

るべ し。 加 之 銀の 

つ て 外國 に 輸出せ 

に^ 貨 一 圓に つき 

達し 二 時好 景氣に 

神 II； にて も、 明治 十 

せりと いへ ど、 そ の 

至れ h -。 

業 不振と な b  、港 市 


の繁榮 昔日の 如くなら ざり しを以 


祌戶 役所 

及 一 te: 部縣會 


て， こ の頹勢 を挽囘 せむ が爲 め、 十 一 

き 第二 區長神 田 兵 右 衞門は 神 ir; 商 

話會を 設けむ とせ しが、 偶" 東 京 に 於 

ひ. 藤 田 積 中. 北 風 正 造 等の 盡カ によ 

鍛冶屋 町 舊北濱 總會所 を 以て 其會 

して 其 事業と して 第一 に 著 手せ る 

する に 至れる 兵 庫 問屋 仲買 等の 商 

商法 會議 所に て その 規則 を 審議せ 

h- き。 然るに 十二 年區制 施行 せら 

稱 せられ たれば、 商法 會議所 を 兵 庫 

にす る を 便な.^ と し. 協 議の 結果 之 

町に 移轉 し. 神 商 况新誌 發行其 他 

(七) 

へ、 以て 十九 年の 再興に 及べり。 

十 一 年 四月 第二 囘 地方 官會議 開 

八 年の 第一 囘會議 を距る こと 兹に 


年 兵 庫 商法 會議所 設立 

業 講習 所長 甲斐 織衞 と 

て 商法 會議所 設立 せら 

り て、 兵 庫に も 商法 會議 

場に 充 て、 十 月 十四日 縣 

は、 時勢の 推移と 共に 破 

業 組織 を燈 正せむ との 

しのみ に 止ま り、 遂 に 其 

れ從來 の 第 一 、第二 兩區 

のみに て 維持せ むよ. 5 

を 神 P 區 商法 會議 所と 

施設の 見る ベ きもの 


の擧 あり。 是ょ 


かる。 參議 伊藤博文 

三年な b とす。 其議 


先 


諮 、兵 庫 

れしを 聞 

所 を 設 く 

の 許可 を 


壌せ 

企晝 

實行 

は 合 

も、 寧 

改稱 

り し 

I バ 

i 力 

せ る 


港に 商人 

き. 其 例 に 

る こ 10 

(五) 


得た 
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られ 

な り 

を 見 

し て 

ろ 之 

し、 十 

が、 そ 

議長 

所 は 

一 五 玉 


弊害 

が、 こ 

に 至 

m- 區 

神 芦 


し， 

ざ 

共 


次衰 


り。 明治 

區 町村 編 


神 尸 市史 

制 法， 府縣^ 規 

の 大小！^ の 制 

府五港 其 他人 

兩 市街 は 十二 

K 長 兼 八 部 郡 

に は 會 規則 

議員 を 選舉す 

區ょ b 兵庙縣 

之に 當選 せり * 

部 議員に 厘 倒 

例に 傚 ひ， 郡區 

て區部 縣會を 

两南役 後^ 

しが、 同年 地 


本 編 

一 及 f 


民 

會 


輻 


湊 

定 


ぺ 


せ ら 


開 き 

權 自由 

方 官 象 


きに 及び、 在京中 相往來 して 政治 を談 する 


1 五六 

方稅 規則の 三に して、 七月 二十 二 曰に 至り 公布せ" れ、 從來 

町村の 區分を なすこと ， な b  、別 に 三 

と、 なれ，.^。 此 改正に よ..^ 神 兵 庫 

を 成す こと , な 武 井 正罕祌 芦 

四 丁目に 區 役所の 開設 を 見， 四 月 一 日 

ち、 每部 二人 乃至 八 人總數 二十 九 人の 

年 二月に は 新 府縣會 規則に より 神 

二 名と 定ま b  、神 田 兵右衞 門. 藤 田稷中 

出 議員 は 縣會に 於て 多數を 占む る 郡 

と 多 か ^し を 以て. 三府 及 神 奈川縣 の 

四 年に 至.^ 遂に 其 許可 を 得、 玆 に 始め 

員の 定數も 亦 增加を 見た...^。 

に は國會 開設 ま？ 願 提出 せらる 、 あ 

員 等 傍聽の 許可 を 得て 上京す る 者 多 

の 機會を 得し を 以て、 歸鄕の 後 各， 鄕黨 


せられ. 府縣の 下に 郡 

の 地に 區制を 布く こ 

より 坂 木 村と 共に 神 

せ ら れ、 神 北 長狹通 

あ. 5、 全區を 六部 に 分 

、なる。 踵いで 十二 

出す ベ き 議員の 定 員 

に斯 く少數 の^ 部 選 

-意 見容 れられ ざる こ 

分離 を計畫 し、 明 治 十 

が、 之と 同時に  ー£1： 都議 

の論大 に 起 、十三 年 

議開會 の際府 縣會議 


に宣傳 する 所 あ . ^、財 政々 策の 失敗と 

加 ふるに 十四 年上 半期に 奥り し佛國 

權 論に 與ふ る あ..^ し を 以て、 偶.^ 發 生せ 

機 と し、 政 府 攻撃の 聲 盛に 起こ り、 國 會 

政府 內 にも 直に 國會を 開設せ むとの 

日の 詔勅 を 以て 明治 二十 三年 を國會 

五 年に は 板 垣 返 助の 自由 黨、 大 隈重信 

相鍾 いで 組織 せられし が， 十 六 年に 至 

の あ. 0 き。 而 して 此の 如き 中央， 奴界 

言 を俟 たす して、 神 11^ にても 明治 十四 

政治に 關 する 運動 を 試し を 首と し. 其 

市中 各 處に靑 年の 圑 結成 b  、學 校 敎 員 

岡 昌純は 極端なる 手段 を 以て 之 を 抑 

者 其 職務 外 政談 講學を 目的と し バム 衆 

員と なり、 叉 は會 主幹 事と な. 0 て、 講談 

第五 章 自治 制 施行 以前 LL 於け る 神 一 


相 和して 一 層 政治 熱 を 盛なら しめた. 

流の 自由主義の 有力なる 學理的 論 據を民 

る 北海道 開拓 使 官有 物拂下 事件の 紛糾 を 

開設の 必要 切迫せ る をカ說 せる 者 亦 多く. 

意見 を 持す る 者 生 じ、 遂 に 十四 年 十月 十二 

開設の 期と 決する に 至れ h -。 是に 於て 十 

の 改進 黨福地 源 一 郎等の 帝政 黨等 諸政 黨 

り 政論 漸く 沈静に 屬し， 政 黨 の 解散す る も 

の 形勢 は. 其 影響 地方に も 波及す ベ きこ と 

年に は 品 川政藏 等の 神 IT; 議政 會を舆 こし. 

他 新聞 購讀 會. 盛 學 敎話會 等の 名義 を 以て 

亦往々 政論に 熱中す る 者 ありし が、 縣 令 森 

壓せ むとし、 十五 年令して 官吏 準 官吏た る 

に對し 講談 論議す る は 勿 論. 其 加入して 社 

論議の 席 を 開 き， 若 くは聽 聞の ため 猥に臨 

尸の 發達  一 五 七 


神 戶市史 本 編 US 說  一 五八 

會 する こと、 公立 學校 職員 及學務 委員 等の 新聞 雑誌 上に 政治 を 論じ、 又は 何の 目 

的た る を 問 はす 職務 外 公衆 を 集めて 講談 演說 する こと 等 を嚴禁 し. 十 六 年に 入 

.9 て は 一 月 公立 學校 職員 及學務 委員の 政黨政 社に 加入す る を 禁じ、 二月 各學校 

生徒に して 學術演 說會に 臨席 聽講 せむ とする 者 は 三 n 前に 出願す ベ く、 郡 區 長 

及 警察署に 於て 敎育上 支障な しと 認めた る 時の みこれ を 許可す る こと、 し、 

長. 學 務 委 員. 各 學 校長 敎 CM 等に は 令 を 下して 學 生の 政談 會に 出席せ ざる やう 取 

締 らし め、 十二月 學務 委員. 學校 職員 及 生徒が 敎育關 係 以外の 新聞 雜誌 を學 校に 

て購讀 する を 禁じたり。 彼の 縣立神 Ir^ 屮學 校の 十六 年 五月 十五 日限 廢 せら 

れ しが 如 き、 當 時 市民の 敎 育に 冷淡な， 0 しに 基因す る 所 あるべき も、 一 に は 政治 

熱の 敎育界 を 侵せ る に對 し. 當 局の 恐怖せ るに もよ るなる べし。 

衞生 施設  神 II； にて は 明治 十 年 以後 年々 コ レラ 病の 流行 あ り、 十 二 年 殊に 猎撅を 極 め、 主 

上 宸 念、 侍 從長米 田 虎雄 をして 下問す る 所 あらしむ るに 至る。 而 して 此の 如き 

はこれ 畢竟 當時衞 生 設備の 不完全と 衞生 思想の 幼稚と による もの なれ ば、 縣 當 

局 は 防疫の ため 最も カを盡 せる のみなら す、 之 を 機と して 力 を衞生 施設の 改良 

に 注げ hs。 和 田 1- に 消毒 所 を 設置し、 長 崎よ， 0 來る 船舶 中に コ レ ラ 患者 死者 あ 
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引,^ 見 ^ る 

衬上 五部 兵衞 

二十 六 B  j 


輸出品の 粗 

製靈 


,0 たる 時、 其 乘客及 乘組員 等を此 消毒 所に て 入湯せ 

度 乃至 二百 四 五十 度の 熱に 陽ら し 消毒 を 行 ひ、 然る 

如き は 蓋し 檢疫 所の 嚆 

令し、 製氷 心得 を 頒布し 

ケ 口 埋葬地 以外 市街 寺 


とせる が 

質 檢査を 

外 墓 及 城 

だ 多 かり 

貿易の 

輸出品 中 

國 市場に 

商人 の み 

好んで 劣 

だしく、 遂 

戒告 を發 

て 貨物の 

願 ひしが 


矢なる べし。 其 他 

市街 溝渠 淺除 規則 

院境 內と雖 死屍 を 


しめ、 著 衣 をば 華氏 二百 二十 

後 市 內逋行 を 許可す る こと 

飲料水 取締 規則 を 制定し 水 

及 糞尿 汲 除 規則 を 制定し、 又 

埋葬す るを禁 する 等 施設 甚 


(一八 )_ 

き。 一 


隆盛に つれ 二 面に は 

第 一 位 を 占めし 茶の 

於け る 聲價大 に 失墜 

を 責 むべき にあら す 

等 茶 を 買 入れた る に 

に 贋 茶 の 輸出 を すら 

し， 尋 で 贋造 品 混淆 物 

信用 を 害する もの と 

凝の 省る 听 となら ざ 


粗製濫造の 弊 漸く あ 

如き も、 明治 十 年 以後 

せし が、 其 愛に 至りし 

し て. 居留地 外商 等が 

もよ る なれ ど、 十 三 年 

( 一 九) 

見る に 至れり。 こ、 

の 燒棄を 命じたり。 

し，特 別 の ！^^ 議 に よ b 

(二 〇). 

,5 き。 燐寸の 製造 も 


ら はれた 

原因に 就 

自家の 私 

の 頃に 至 

に 於て 縣 

賀易會 所 

穩 當に處 

明治 十 年 


五窣 自治 制 施行 以前に 於け る 神 戶の發 逢 


. - J の 

せられ 

て は、 固 

を 計ら 

て は そ 

賀易 

公然の 

せられ 

某の 下 

1 五 九 


頃 神 BS の 

し爲 め、 米 

より 我が 

むがた め 

の 弊 益 <甚 

所に 對し 

燒 棄を以 

むこと を 

山手 通に 


神 1^ 市 史本編 ffff  一  六〇 

工場 を設 せる に始 翌 十一 年に 上海に 輸出して よ. o、 同業に 從事 する 者績出 

せし が、 これ も 製品の 粗惡 と販資 方法に 不徳義の 所 爲ぁ. 0 しとに より、 同じく 信 

.  (二-) 

用 を 失墜した. o。 

gas 所 商業の 發 達に つれて 商業 敎 育の 必要 識者の 間に 認 めら れ. 殊 に祌 II； にあ. 0 て 

は 敎育は 商業 を 以て 第 一 となす べしとの 論 盛に て、 明治 十 一 年 北長狹 通に 神 

商業 講習 所 設立 せら れ， 甲 斐織衞 創立の 際に 所長と して 大に カを盡 せり。 その 

敎 育專ら 卑近 を 旨と し、 修 業 年限 をニケ 年と し、 一 科 又は 二 科の 專修を も 許せし 

. か ば， 靑 年に して 修學の 機 を 失へ る 者 又 は 商業の 素養な くして 速成 を 欲する 者 

等 皆 之に よりて 就 學の便 を 得、 卒 業 生 を 出す こと 頗る 多 く、 明 治 十四 年よ. 5 して 

1 般敎育 制度の 徐々 改正 せらる , に 伴 ひ、 此 講習 所 も 亦 更に 其 規則、 敎科を 整頓 

充實 し、 修業年限 を 三 ケ 年と せり。 今の 縣立神 商業 學校は 卽ち實 に 其 後 身に 

して、 範を 之に 取り 商業 學校を 設立せ る 府縣少 からす。 此 講習 所 設立 後 幾 もな 

く 有 馬市 太 郞其分 敎場を 川 崎 町に 設け、 商業 講習 所 支店と 稱 する あり。 支店の 

名 は 市 太郞の 特に 選ぶ 所な h> と 云 ふ。 其 目的と する 所 主として 兵 靡 部の 商業 

敎 育に 資せむ とする にあ h- し が、 時 運 これに 副 は す、 開 校 後 僅に 一 年^^半にして 


閉鎖の 已む なきに 至れり。 

金融 繁劇と 世上の 好 景氣に 伴 ひ 企業 熱 亦 旺盛と なれり。 明治 十 年 以前に 在、 りて は 神 II； 

物慣 騰貴 

の 金融 機關 として 唯 第 一 國立及 三井兩 銀行の 支店 を 有する のみな， 9 しが、 十 一 

年 以後に 至りて は 正金銀行が 其 支店 を 神 11^ に 設けし のみなら す、 其 他に も國立 

銀行 本店 及 支店の 此 地に 設置 せらる 、 もの 甚だ 多 く， 十 三 四 年の 交に は 商況 最 

も活 澄に して 金融 繁劇 を 極 め、 會 社 工場の 設立 せらる もの 亦從 つて 多 く、 殊 に 

ニー 五) 

燐寸 製造業 最も 隆盛に 向 はむ とせり。 而 して 景氣に 伴 ひ 物價の 昂騰 も 亦 著し 

く、 玄 米 一 石の 代價 下等 品の 十 一 年に 四圓 七十 五 餞な b しも の、 十 二 年に は七圓 

(二 六) 

とな，.^.、 十三 年に は九圓 となれ り。 此に 於て 一 時 奢侈 を 競 ひし 市民の 間に 節儉 

貯蓄の 風 興り、 十三 年 六月 商議 社 =^ハ 立 店と 稱せ る 購買組合 類似の もの 、 組織せ 

られ しが 如き. これ 一 面に は 西洋 思想の 影響な りと は 云へ、 他面に は 如何に 物價 

(二 七〕 

騰貴の 齎 したる 痛苦 大な， 0 しか を 示す ものに 外なら す。 然るに 十四 年に は 米 

(二八〕 

價八圓 五十 餞に 低落 し、 漸 く景氣 一 變の兆 を 示せる のみなら す、 同 年 十月 松 方正 

義大藏 卿と なり、 財政 方針 を 改め. 紙幣 を 整理し 兌換 制度 を 立てむ とし 干 五年以 

後 著々 其 實行を 力めし か ば、 玆 に大不 景氣を 惹起す るに 至れり。 

第五 窣 自治 制 施行 以前に 於け る 神 戶の發 達  H ハー 


市史 本 編 ma  ニハニ 

小の 國立 銀行 各地 方に 


5 治. 1::?: 大藏卿 松 方 正義 は 十五 年 三月に 至り 更に 建議して、 大 

八兩 年の 不 

聚氣と 細民 割 する のみに て は 到. ぼ 金融 を琉 通し 財政 を救濟 せむ 

るを以 て、 - -の弊 を 除かむ が爲め 中央銀行 を 設立し， これ 

、全 國 銀行の 融和 を 助け しむべし と 述べ， この 議容 れら 

の 制定と な. 0  、十月 十日 其 開業 を 見、 變年國 立 銀行 條 例の 

紙幣の 整理 亦 日本銀行の 負擔 となれ h^。 而 して 準備金 

に 於け る 施設の みに て は 到底 顯 著なる 效果 を收め 難き 

正 货吸收 の 方法 を 講じ、 海外 荷 爲替及 直輸出 を獎勵 せし 

日に 準備金 額 僅に 八； Q 六十 七 萬 四千 餘圆な しもの も 

倍して 四千 二百 二十 六 萬 五 千餘圓 となれ り。 かくの 如 

金の 菩賴に 努めつ 、他方に は 流通 紙幣の 減少 を 計， -し 

紙幣 總 額に 對 する 準備 正貨の 割合 は、 十三 年 十二月 末日 

二月 末日に は 八 分 三 厘な りし に， 十 八 年 十二月 末日に は 

と な り、 そ の 結 El^ 紙幣の 惯 格囘復 し、 物 價は 下落 し. 全 國 の 

2 九〕 


こと 得て 望む ベ か ら ざ 

をして 財政の 樞 要に 當 

れて 六月 日本銀行 條例 一 

改正 を. 見る に 及び， 銀行 

の 蓄積に 關 して は、 內地ー 

に よ り、 更 に 海外に 於て 

か ば、 十四 年 十月 二十 一 

十九 年 一 月に は 殆ど 五 

くにして 一 方に は 準備 

か ば、 流通の 政府 及 銀行 _ 

に は 四 分 五 厘、 十 四 年 十 

培 加して 三 割 五分 七厘 一 

賀易は 差 引 輸出超過と 一 


ニー  力) 

なれ hs。 但し 神 B 'は 元來 輸入港に して、 逐年 槪ね 輸入超過の 狀態 にあ b  、明 治 十 


三. 十 四兩 年の 超過額 最も 著し かりき。 而し 

石 明治 十三 年に 九圓 な，^ しも の、 十七 年に は 

五 餞な， 9 し麥 一 石の 代檟 は、 十七 年三圓 四十 

職人の 勞銀も 亦 之に 伴 ふ 下落 を 免れ ざ.^ し 

融は 閑散と な b, 十六 年上 半期に 於て 總數六 

者 は. 八 月に 至. 9 旣に增 加の 兆 を 現 はして 九 

し 辻 商人 も 同じく 增 加して 四百 名 以上と な 

附景氣 として 催せる 芝居 手 踊 等の 如 き、 固 よ 

す。 十七 年 を經て 十八 年に 入り 不景氣 遂に 

る 明治 十五 年 及 十七 年の 朝鮮 事變の 影響と 

ど、 事 件鎭靜 と共に 忽ち 再び 沈 衰に陷 り， 細 民 

を 求めて 神 P に 來る者 多し と雖、 勞カ 需要の 

業 な く、 困 蹙の あま-.' 故ら に 罪 を 犯して 入獄 

道に 白 晝往々 追 剝の現 はれし が 如き 怪 むに 

疲弊に 乘じ 低利の 貸付金 をな す を 名と して 
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(三 Co 

て當時 市中の 物 贋 を 見る に、 玄米 


四圓 五十 餞と な り， 十 三年 六圓 四十 

餞と な ，9、 そ の 他日 用品の みならす 

(三 一 ,) 

か ば、 商 況 は沈衰 し、 企 業 は 萎縮 し、 金 

百餘 人に 止ま，.^ -し神 11^ 市中の 行商 

百餘 人と な h.. 前 年 二百 十餘 人な- 9 

り、 柳 原、 福 原、 榮町 等の 檢番 藝妓 等の 

り 以て 頹勢を 挽囘し 得べき にあら 

其の 極に 達せ..^。 其の 中間に 於け 

し て、 商 勢 一 時活 澄と なる あ b しか 

(一一 三) 

の 困難 言 ふべ から や。 地方より 職 

減少の 爲、 因 りて 以て 口 を 糊す ベ き 

を 企つ る 者 すら あり けれ ば、 再 度 山 

足らす。 又 一方に は 新 かる 民間の 

詐欺 を 行 ふ 者 出 で、 賭 博に よりて 奇 

1 $ 


神 戶市史 本！ ai 塊說  一犬 四 

(三 一二： > 

利 を 得む とする 者 あ..^。  "I:: 淫亦 盛に して 風俗の 紊亂 甚だし かりき。 是に 於て 

十八 年 三月 縣は窮 K 取扱 方 心得 を 達 し、 救 助 を 乞 ふ 者の 健 否、 業 態、 儉 奢、 勤 怠， 勞 働 

の 程度 及 方法 等 を 調査して、 窮狀 止む を 得ざる 者 を ば、 布 司の 督促に よ.^ 先づ 親 

戚故舊 隣保 等 をして 濟恤の 責に當 らし め、 く は：；： 力 者 社寺 等 を勸逾 し、 土 功 開 

拓等 多數の 人夫 を 雇 役すべき 事業 職 藝を與 し、 或は 町村 をして 道路橋 梁 堤防の 

改修、 河港の 狡 鑿、 山林 樹藝、 學校 建築 等適應 なる 公 同事 業 を計畫 案出し、 以て 窮民 

就役の 便 を EM らし め. 以 上の 方法に して いづれ も實行 不可能なる 場合に は、 祭 禮 

の 如き 町村 苦く は 郡 民 共同の 負擔 となる ベ きもの にして 而も 時に 臨み 缺 如し 

得 ベ き 冗費 の 額 を 推算し、 そ の 町村 會の譲 決 を 以て 之 を救濟 費に 轉用 せしめむ 

と し-同 g: 更に 又 令 を 申ね. 「方 今 世の 風潮に 隨 ひ、 商 賈に 工業 に、 饑 に 泣き 渴に訴 ふ 

る もの 日に 多き を 加 ふる が 如く、 窮狀塞 に憐 むべ し。 於 愛 乎 有力者 義金 を 捐. 町 

村の 力 之 を 救濟す ベ き は、 人 民 相互の 情義に し て、 當 路者亦 深く 勸獎 施設の 策 を 

講 せざる 可？ "ら す。 夫 金 餞 を 分 贈 し、 歡 粥 を施與 する 如 き. 均 しく 恤窮の 義惠に 

して 美 は 良と に类 なりと 雖、 恐 く は 民 を 懶惰に 導く の 患な き 能 はや。 思 ふに 救 

濟の至 良 最善と 爲 すべき もの は、 慈惠 者の 力 事業 を 起し、 若く は 職 藝を援 け、 各勞 


力に 役す る を 得せし めば、 一 は 以て 國 利る 益 を 興し， 一 は 以て 救助の 實を奏 し、 德 

(三 

義廉恥 共に 相 害せす、 所謂 自營 自立の 本旨に 適 ふ 所 あらむ とす。」 と 云へ り。 か 

くの 如く 當局者 は 成るべく 事業 を 興して 細民 を救濟 せむ とせし かど， 一 時 最も 

振 ひし 燐寸 業に 於て すら 藥品 缺乏を 名と して 休業す る 工場 多 か， - しが 如き 狀 

(ーーー五) 

况に徵 すれば， この 令の 效果 もさまで 大 なら ざ， 9 しもの , 如し。 

北風 家  不景氣 のた め 商業 會 社の 倒產 閉店す る もの 全國を 通じて 多 かりし こと は、 明 

治 十五 年に 於け る諸會 社の 資本 合計 五 千 一 百 萬圓に 達せし に、 十六 年に は 減じ 

て 三千 一 百萬圓 とな b、 十 七 年に 至 b て 更に 激減して 一 千 七 百萬圓 となれ るに 

て も 知るべく、 大阪に て 丸 三 銀行. 樋 口 銀行、 京都に て 竹 原 銀行、 橫濱に て 東洋 銀行 

(三 六) 

支店 等續々 閉店し、 經濟界 は 一 時 恐慌の 狀 態に 陷れ， 9。 而 して 此丸三 銀行 は 神 

芦に も 其 支店 を 有し、 一 時 盛に 其 業を營 みし もの なれ ば、 そ の 閉店の た め、 神 II； 市 

(三 七) 

中 三 四の 商家 は大 なる 損害を被れ， 9 と 云 ふ。 其 他 神 に 於け る 破產者 を當時 

神 II； 始審 裁判所の 取扱 ひし 身代 限 處分件 數に徵 する に、 十三 年に 僅に 三 件. 十四 

年に 十四 件， 十五 年に 二十 五 件な， - しもの、 十六 年に 至り 四十 五 件と な. -、 十七 年 

S1 八〕  ► 

に は實に 六十 三 件の 多き に 達せり。 而 して 彼の 開港 以前よ の 兵 庫の 名家と 
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神 戶市史 本 編 練說 

して 聞え し 北風 家の 衰亡の 如 

川 時代の 兵 ift にて は 荷主 は悉 

し が. 明 治 四 五 年の 頃より この 

も 家 運爲に 次第に 傾 き， 依 托 品 

に、 當 時 兵 庫の 區 長たり し 神 田 

以 なれば と て、 縣 令 神 田 孝 平に 

主の 信用 を 恢復す る を 得たり- 

せられし 大阪 倉雖會 社なる も 

物に よ..^ て 融通 會社爲 替货出 

此 倉庫 事業に 最初よ. c 協力せ 

b し關 係と よ り. 擧 げられ て 取 

の 兆 ある 北風 家が 取締役た る 

て、 融通 會社神 11^ 支店 取締役 長 

自ら 之に 代りし が、 斯 くしつ、 

議 起り， 關西 各地の 荷主 等 もこ 


きも、 此 財界の 恐條其 誘因た る こ 

く 問屋の 手 を經て そ の 荷物 を 賣 

制廢れ た る を 以 て、 問 屋 中の 尤 な 

責拂 等の 事件 ありて より 以來、 一 

兵 右衛門 は、 北 風 家 を 倒す は 兵 庫 

謀りて 救 濟の法 を 講じた るを以 

然るに 明治 十六 年 融通 會 社と 

の あ. り。 同年 十 一 月 其 支店 を 神 

の 方法 を設 くる こと、 な り、 北 風 

る と、 同家の 從來兵 庫諸濱 倉庫の 

締役 となれ. 5 とい へど も、 諸 問 屋 

倉庫に、 安んじ て 貨物 を 托する を 

谷川 彥 一 正 造に 說く所 あ. 9、 正 造 

ある 間に 十七 年 四 月 偶，. 東 京 深 川 

れが爲 め 倉庫 荷 預け の 不安なる 


一 六 六 

と 疑な し。 抑： 德 

极/、 を 習慣と せ 

る 北風 家の 如き 

時 破産に 瀕せし 

の 衰微 を 來す所 

て、 同家 も 再び 荷 

共に 大阪に 設立 

に 開 き、 倉 入 荷 

正 造 (莊 右衛門) は 

過半の 所有者た 

は 家運 漸く 衰亡 

欲せ ざ.. し を 以 

を辭 職せ しめて 

倉庫 開扉の 大紛 

を感 する に 至り、 


投機心の 旺 

盛 


兵窜 倉窜 

失敗 を 招 

管す る濱 

層 甚だし 

家の 一 手 

も その 貨 

し 倉庫 會 

續を なせ 

星 業 亦た 


ニ對 す-る 1! 一一  n 

け， 0 との 風 

頭なる 者 北 

く、 貨 物の 引 

代が 倉庫 中 

物の 融通 會 

社 支店 取 稀 

し か ば、 北 風 

め に 影響 を 


用 亦 失墜の 恐れ ありし のみ 


評 高 く、 且古來 の 習 

風 家の 頤使す る 所 

渡 を 迫る もの 績々 

の 貨物 を 倉出して 

社 の 爲替貸 出と 關 

役 は 之 を 聞く や 急 

家の 聲譽兹 に 全く 

蒙り、 兵庫濱 倉古來 


な 

し 


よ 

て 


以 


て 

係 あ 

遽神 


生 

時 


らゃ、 北風 家が 米穀 相場に 大 

庫 十二 濱の濱 倉の 鍵 鑰を保 


る 

5- に歸 

地に 墜 ち、 破 

の 習 15 これ 


あ b しか ば-荷 主 

たり。 斯 かる 時 

金融 を 計れ る こ 

な， On しょ. o,  .45 も 

、十七 年 六月 六 

產の 外な きに 至 

よ. 0 して 全く 破 


等の 不安 一 

に 際し 北風 

と 發 覺 し、 而 

東京に 在り 

日 告訴の 手 

り、 兵 庫 諸 問 

壤 せられた 


發生 

て、 競 


投機的 氣風は 每に實 業の 不振に 隨 伴して 

振と 市況の 寂寥と が、 多少 資 力 ある 商 賈 を し 

怪 むに 足らざる ことにして. 神 に 於て 投機 機關 

り。 此 會所は 明治 初年よ b 兩 替に從 事せ 

兩 替に從 事せ る 者 及 貿易商 中の 有志 相 集 
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する もの なれ ば. 當 時 商 勢の 不 

ひて 洋銀 相場に 趨 らしめ しも 

となりし は兩替 仲間 集會 所な 

る 堀 儀 助 等 を 首と し、 其 他從來 洋銀 

組織せ る 所に し て、 恰 も 株式取引所 

,  一. K 七 


市 史本編 in 說  二ハ入 


の 如 

得 明 

よ れ 

の , 

て 主 

る 曰 

八月 

に 背 

致せ 

を 決 

洋銀 

換 に 

由 と 

立 せ 

平な 


く 身元 保證 金と して 各自 

治 十四 年 六月 四日 榮町三 

ば， 廣く 通商 S 易に 從 事す 

如く なれ ど， 其 實は 一般の 

眼と し. 十五 年 朝鮮の 寧變 

々 の 取組 高 非常の 巨額に 

二十 一 日兩替 仲間 蘖會所 

き 金銀 貨幣の 空 賣買 を 營 

ざ る 貿易商 一 派 は、 之 を 機 

し、 武田 九右衞 門. 池 田 貫 兵 

と 紙幣との 差異 甚だしく- 

不便なる を以 て、 賀 易 をな 

し， 洋銀 取引所 設立 を 出願 

む と し、 旣 に その 手續 をな 


五十 圓 以上 を 醵出し、 區 

丁！ H に 設置せ..^。 その 

る 者の ために 兩替 融通 

株式取引所と 同檨、 洋銀 

起. 0 て 人心 煽揚 せらる 

上りし か ば、 品 川 政 藏-加 

に 出入せ る 者 に對 し、 明 

む 者と して 吿發ぁ b。 

とし 兩替 商と 分離し 

衞. 山 本 龜太郞 • 光村彌 

，爲 めに 取引に 損害 を 

さむと せに 洋銀 を 扱 

せし に. これよ b さ き 

せ し 兩替商 は、 賀易商 


らや兩 派 漸く 軋 櫟の度 を 高め、 告發 事件の 影響 


役所 を經て 縣廳の 許可 を 

目的と して 標榜す る 所に 

の 利便 を與 ふるに 在る も 

定期 賣買 類似の 取引 を以 

, に 及び、 此集會 所に 於け 

藤政德 二人の 名義 を 以て、 

治 十三 年 第二 十八 號布吿 

又豫 て兩替 商と 感情の 一 

引 所を設 くるの 議 

二 名の 連署 を 以て、 

多き のみなら す、 引 

からすと いふ を理 

株式取引所 を設 

の 出願 をな せる に 


洋銀 取 

衞外十 

る： と 

ざ る ベ 

例に よ 

別に こ 

して ％ 


引の 一 時 停止す る 


に 及びて、 遂に 判然 分裂の 形勢と な b 、兩 替商 は集會 所に て、 貿 易 商 は 海岸 通 貿易 

會所樓 上に て、 各 "洋 銀 直接 交換所 を 開 き、 盛 に賣買 相場 を 立つ るに 至れ. 9。 而し 

て 到底 和解し 難き 兩者 軋櫟の 結果. は、 互 に 出願の 許可 を 遷延せ しむる に 過ぎ ざ 

b しか ば. 明 治 十四 年 武井正 l^- に 代 は.^ 區長 とな- 9 し 村 野 山人 は、 之 を 以て 兩派 

に 不利な. 5 と し、 種 々調停す る 所 あ ^、其 勞 { 仝し から す、 遂 に 株式取引所 許可 せら 

れ なば 兩者相 合して 其の 設立 員た る ベ きに 決した るを以 て、 賀 易 兩替ニ 派の 商 

人 は 十六 年 一 月 二日 榮町 舊集會 所に 會 合して 初 相場 取引 を 行 ひたる 後、 諷 訪 山 

常 盤樓に 新年 宴會を 催し、 驟官亦 之 に 臨席して 種々 協議す る 所 あ b。 然るに 同 

日の 決議に 對し 後に 不服 を唱 ふる 者 生じ、 紛転を 重ねし か ば、 山 人 は縣令 森岡昌 

純と 謀 b 、一  月 二十 三日 を 以て 兩替 仲間 集 會所及 賀易商 出張所の 認可 を 取消 さ 

しむ。 商人 等爲 めに 大に 狼狽 し. 種 々協議の 末 洋銀 紙幣 交換の ためと 稱 し. 貿 易 

兩替 通信 所の 設立 を 其 筋に 屈 出で、 日々 會 合して 從來 同樣の 取引 を 繼續し 居た 

り しか ば-五 月七日に至..>山人は其筋ょ.^>內達の次第ぁりとて同所に集會する 

を 禁じた.. >。 此に 於て 洋銀 賣 買の 集 會所は 表面 全く その 跡 を 留めざる に 至り 

し が. 商 人の 投機心 は 容易に 消滅すべく も あらす して、 同月 十日 貿易商 等 金山 春 
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At 戶市史 本 編總說  一七 〇 

吉の 名義 を 以て 榮町三 丁目に 不二 舍と號 する 兩替所 開始の 許可 を 受けし め、 其 

寅 之 を 洋銀 相場 所に 充 て、 山 人 その 招 牌の 撤去 を 命じた るに も拘 はら す、 洋 銀 賣 

買 依然として 行 はれ たれば、 神 11； 警察署 は 二十 三日 を 以て 大檢擧 を 行 ひ、 諸 帳 簿 

類の 押收 と共に 引致 せらる、 者 八十 餘 名に 及ぶ。 所謂 不二 舍 事件 卽是れ にし 

て、 此後幾 もな くし て 兩替商 等の 出願せ る 榮町ニ  丁目に 兩替 仲間 假 協議所 を設 

くる 件 も、 亦 當 局の 許可す る 所と なら ざ.. >  き。 然れ ども 洋銀 空相場の 取引 は尙 

潜 かに 繼 續 せら れ、 十 一 月に は 居留地 八十 一 番ト ム ネ ー の發 起に て 八十 二番 館 

內に 洋銀 集會所 設けら れ， 同月 五日 貿易 及 兩替商 等 之に 臨みて 開業の 式 を 

擧 ぐる あ..^ しのみ なら す、 集 會 所の 兩替商 等 { 仝 相場 取引の 場た る こと 舊の 如く 

なりし か ば、 吿 發 により 紳 e- 警察署の 取調べ とな b  、不 二 舍も亦 厳重なる 搜 索に 

遭 ひ、 十 二月 十六 日 遂に 大檢擧 行 は れ.拘 引 せらる 者 百 六十 餘 名に 及 び、 洋 銀 賣 

s〇) 

買 關係者 をして 戰傈 せしめたり。 

株式取引所 十 一 年 政府 株式取引所 條 例を發 布し. 其 後 幾 もな く 東京. 大阪. 橫濱 等に 取引所 

の 設立 を 見た る も、 神 ss に 於て は兩替 貿易 兩商 間に 前述の 如き 乾櫟 ありし 爲め 

遷延せ しが、 十六 年に 至り 區長村 野 山人の 調停に より、 兩替 商より 出願せ る 取引 


所 設立 許可の 上 は 賀易商 亦 共に その 設立 員た る べきに 決せる を以 て、 同 年 七月 

三十日 政府 は 神 li^ 株式取引所の 設立 を 許可 し， 且 っ當 分の 間 同所に て 金銀 貨幣 

取引 をな す を 得る こと、 せり。 然るに 仲買人 姓名の 屆出 をな すに 方 り、 取 引 所 

株 分配に 就きて 兩替 貿易 兩商 間に 異論 百出す る あり。 協議 僅に 成りて 屆出を 

了 し、 創立 事務所 を 海岸 通 三 丁目 賀易 會所樓 上に 設 くるに 至.^ し も、 役員 の選擧 

を 行 ふに 及びて 兩商 間に 叉 感情の 齟齬 を 見、 延 いて 頭取 武田九 右衛門の 辭 職と 

な b  、容 易に 開業 をな す を 得す。 十一月 農 商務 大 書記官 鈴 木大亮 神 に 來り懇 

諭す る 所 あるに 及 び、 十 二月 十五 日より 漸くに して 榮町三 丁目に 於て 開業す る 

こと を 得たり。 然るに 商況 極めて 不振に して、 翌 十七 年 東 川 崎 町に 移轉の 後と 

て も 亦 依然として 盛大に 赴く を 得 ざり しか ば、 同 年 十二月 廢止 論の 起る あ.^。 

更に 一 年間 維持す る ことに 決せし に、 十 A 年に は 益  <衰 頹 せる を 以 て、 同 年 九月 終 

に 解散す。 これ 蓋し 洋銀 空相場 を 行 ふ 者、 手数料 を 厭 ひて 多く 兩替 店に 走り， 株 

S  二) 

式 取引所に 赴く もの 少 かりし による。 

米 商會所 米穀の 取引 は 明治 十 年 兵 庫 米商會 所の 設立 以來 漸次 隆盛と なりし が、 十六 年 

に 至 b その 賣買高 俄然 減少せ. y。 當 業者 之 を 以て 十五 年 十二  W: 太 政官第 六十 
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茶 及 燐寸の 

粗製 矯正 


神 戶市史 本 編總說  一七 二 

五 號布吿 卽ち米 商 會所竝 に 株式取引所 仲 S 只 人納稅 規則の 發 布せられ し 影響な 

. ^とな し，.^ 正 窓 見 を 具して^ 察 使 ^ 正直に 陳情す る 所 あ.^ き。 然れ ども 其 


根本に 溯 て 之を考 ふる に、 仲 買 口 餞 を 厭 

公許の 場所 以外に て 空相場 をな す 者の 增 

ベ く、 其 改正 意見 中 一 二 ヶ月 乃至 三 ヶ月 間 

らしむ べしと あるに 徵 して も、 以 て 投機心 

製茶業の 方面に 於て は 粗製濫造 引續き 

茶 輸入 制禁條 例の 發布を 見る に 至りし を 

しが-棘 令 森岡昌 純亦吿 諭を發 して これ を 

會の神 BS に 開かる , や、 茶 商 等 之 を 機と し 

の 茶 製造 人 及 茶 商人 中の 熟達 者 等 を 以て 

に 現 況， 粗 製 矯 正、 品 位 改良、 及び 輸出に 於け 

(ss 

る 方法 等に 關し 攻究 討議す る 所 あり。 其 

の 組織 を 見、 互に 相 戒めて 從來 の惡風 一掃 

て 茶に 亞ぎ 有力なる 燐寸の 製造に 關 して 


ひ 且つ 輸赢の 差 多き を 欲した るより、 

加せ る こと 與. 9 て 大にカ ありし なる 

の 定期 据置を 止め、 喪 解 H 解 を 頻繁な 

S 三) 

の 旺盛な しを證 する を 得べ し。 

流行せ し 結果と して、 米國に 於て 贋 製 

以て、 政府 は 茶 業者に 警吿 する 所 あ 

戒めた. -。 是に 於て 十六 年 製茶 共 進 

て 會場內 に 製茶 集談 會を設 け， 各 府 縣 

其 會 員 と し、 製 茶 及び 其 販賣の 沿革 拉 

る 弊害 を 除去し 海外に 販路 を擴 張す 

結果 十七 年 三月に 至り 遂に 茶 業 組合 

(0 五)  メ 

に 力む る こと、 なれ. 5。 貿易 とし 

は、 十八 年 二月 令して 黄憐の 使用 を禁 


海 

遂 


解貿 
散 易 
食 
所 
の 


じたれ ど、 俄に 其 跡を絕 たや。 十九 年 以後に も 憐寸の 粗製濫造 盛に 行 はれし こ 

(四 七) 

と 他の 諸 雜貨と 異なる こ となし。 

以上の 事情 あるに 拘 はら す、 神 11^ の 賀易額 は 年々 增加 し， 十 四 五 年の 頃より 始 

まれる 彼の 責込 問屋 經 由の 方法に よらす し て、 荷 主よ. 9 直接 商館に 賣込 むの 風 

S 八) 

亦 益 < 盛 とな.^ たれば、 開港 以來賀 易 取締の 機關 たりし 貿易 會所 は此 時勢の 變遷 

のた め 支へ 難き 狀 態に 陷 . ^、十 八 年 四月 遂に 解散の 議を 決したり。 而 して 之と 

同時に 五 厘 金 徵收廢 止の 出願 あ b て、 十九 年 一 月 認可 を 得、 會 所の 地所 建物 全部 

(四 九 ) 

をば 擧げて 之 を縣に 寄附し 以て 終を吿 げた h^。 

海運の 方面に 於て は 明治 十二 年獨 逸人 ピ ー; livi ム こー ッケ ルの 外國船 貨物 

揚卸 及び 税關陸 揚營業 を 開始せ る あ b  、十 三年に は 神 港 社 起り て 神 II;. 大 阪. 四 國. 

九州. 中 國の間 を 航行す る 沿海 小 蒸 汽船の 荷 客 取扱に 從 事し、 十六 年 十二月 大阪 

商船 會 社の 創立 せらる、 や 其 代理店 を も 兼ねたり。 十五 年に は 從來每 月ニ囘 

な し 三菱 會社 汽船 神 III 北海道 間 定期 航海 は增 加して 三囘 となれ h.。 而 して 

十六 年 二月 從來兵 庫 港の 帝國 軍艦の 定繫 所たり し を 神 1^ 港に 改めた る は. 以 て 

後者に 於け る 諸般の 設備 漸く 具 はれる を 示す ものな b。 尙ほ 同年 五月に は 共 
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教育 普及と 

刊行物 增加 


神 戶市史 本 編 at 說  一七 四 

同 運輸 會 社の 橫濱神 芦間に 汽船の 定期 航海 を 開始せ る あり。 三菱 會 社の 神 III 

函館間 航海 川に 一 船を增 して 四艘 とせる あ.^， 此兩 社の 競爭は 十八 年に 至り 

て 愈" 激 烈 とな り、 囘 漕 業者 早 船 業者 等 亦 その 影響 を 受けて 盛に 競 ハサ し、 乘 客の爭 

奪、 定 員外 搭载等 舊來の 弊風 をし て 益.^ 增 長せ しめしの みなら す、 激 烈 な る 競爭の 

結果と して 兩者 共に 多大の 損害 を 受けし を 以て、 政府に 兩 社の 合併 論 起こ .9、 同 

年 十月に 至.. >  遂に 日本 郵船 會 社の 設立 を 見る を 得. 前 兵 庫 縣令淼 岡昌純 これが 

社長と なり、 其 神 11^ 支店 は 海岸 通 六 丁目に 設けられ、 爾來 業務の 擴張 と共に 漸次 

I- 五一) 

盛大に 赴け b。 

新 敎育令 は 明治 十二 年 政府の 發 布せ る 所に して、 小學 制度に 一 變革を 加 へ， 從 

來 の小學 K 制を廢 し、 町 村. 聯 合 町村 をして 公立 小 學校を 設置 維持せ し め、 學 科 目 

及修學 年限の 如き は專ら 地方の 事情に よ h- 取捨 を 自由なら しめ しか ば、 新 令 の 

意 を 誤解せ る 者往々 にして 敎齊 を忽諸 し、 爲 めに 地方 敎 育の 衰類を 招け り。 因 

b て 翌年 更に 敎育令 を 改正 し. 尋 で敎則 綱領の 頒布 あ. o。 是に 於て 兵 庫 縣亦中 

央 政府の 趣旨に 基き 小 學敎則 を 制定して 縣 下の 劃 一 を 計り、 十七 年 更に 小學校 

規則 を 制定して 一 層の 整備 を 加 ふ。 後明 治 十九 年 小學校 令の 改正 ある や、 縣も 


亦 之に 應 じて 諸種の 新規 則 を 制定 頒布せ り。 而 して 神 II； 地方に 小 學敎育 普及 

し. そ の 必要 大に 認めら る、 に 至りし は. 就 學 人員の 增 加に より 之を徵 する を 得 

ベ くして、 學齡 人員 百 人の 就學步 合 干 五 年に は 神 II； 四 五. 七 一 、兵 庫 四 五. 五 四な り 

(五三) 

しが、 十八 年に は 神 六 06 〇、 兵 庫 五 七. 0 〇 となれ...。 神 芦 の步 合が かく 兵 庫 

よ も 高き は. これ 兵 庫に あ， 0 て 舊慣の 容易に 改め 難 く、 不 完全なる 私立 學 校に 

學ぶ 者尙多 かりし こと 其 一 因 をな すなる べし。 此等 私立 學 校の 大多數 は 昔日 

の 寺小屋と 大差な きものに し て、 十 七 年の 頃 ま では 存續 する もの 尙多 かりし が， 

私立 小學も 公立 小學と 同樣の 監督 を 受けざる ベ からざる こと - なれる や、 其 多 

(五 5 

數は廢 絕の已 む を 得ざる に 至れ h.。 一 方に 於て 敎 育の 斯く 普及す るに 伴ひ刊 

行 物の 數の增 加す る は 自然にして、 十二 年 神 市內 にて 發 行せられ し 新聞 及雜 

誌の 数 僅に 四 種に して、 且 いづれ も 日刊に あらや。 十三 年 神 0^ 新報の 發刊 あり 

し も、 其 刊行 は 最初 每月 十囘に 過ぎ ざり しに-漸次 刊行 度 數の增 加 を 見、 隔 日發行 

よりして 遂に 日刊と な ，r /十 七 年に は 別に 神 In- 叉 新 日報の 發行 せらる 、 あり-一 

般の 刊行物 も 年 を逐ひ て 益  <  多 く、 二十 一 年に 至..^ 俄然と して 更に 急激の 增加を 

(五 五) 

見たり。 
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w 戶市史 本 編 說  一七 六 

人口 增加  人口 增 加の 著し か りしに つきて は. 地 方よ. 0 移， 9 來る者 多 かひし こと 與 りて 

力 ありし なる ベ く、 十 五 年に は 六 萬 ニ千餘 な. 9 しに 十八 年に は 八 萬に 達せむ と 

(五六. - 

せ. 9。  鐯 洩れ を 加 ふる 實數は 蓋し 更に 多 かりし なる ベ く- 從 つて 人家 は稱密 

と な b  、市 街 亦 自ら 膨脹せ る は、 十 六 年 一 月 二十 五日 祌 11； 區及菟 原 郡葺合 村に 令 

し. 屠 畜場竝 牛 職 製造 場 及 羊 豚 畜養場 を 人家 遠隔の 地に 移轉 すべし と 命じた る 

中に， 「追 々人口 繁殖 昔日 ノ 原野 モ 今日 變シ テ 聚落 ヲ成シ 云 々」 と あるに よ. 9 て も 

(五 七) 

之 を 察する を 得べ し。 更に 兵 神 各部に 就きて 之 を 見る に， 西部の 發展 とても 決 

して 停滯 とはい ふべ か ら すして、 現 に 學齡兒 量 就學狀 態の 統計に よれ ば、 兵 庫 部 

(五- 0 

の 人口 增加率 却り て祌 部よりも 犬なる を 示す ありと 云 へ ど、 大 體に 於て 東部 

方面に は 移入の 居住者 多 く、 其 中には til 鐯に 登載な き 者の 少 から ざ b し 事情 を 

も參酌 すれ ば. 市 の 發展の 西部よ.^ も 寧ろ 東部なる 葺合村 方面に 著し かりし を 

知るべし。 而 して 人口の 斯く增 加す るに 從 ひ 、衛生上の 取締 益 <  必要と なれる を 

以て、 墓地の 人家 又は 水源に 近接す る を 避けし め、 或は 井 IJi; 下水溝 • 便所 等の 新築 

改造に は 先 づ實地 檢査を 受け 然る 後 著 手せ しむる ことに 定め、 或は 街路 取输規 

則 及 尿 尿 汲取 拉麈芥 掃除 規則 を 冤 原 郡葺合 村の 內 新生 田 川 以西に 施行す る を 


市 

整 
理 


(六. , 

之を說 かす。 


する 等 種々 なる 訓令の 發布を 見 たれ ど、 今 一 々 

芦口の 增殖と 市街の 膨脹と に 伴 ひ市區 改正の 

屋 建築 規則 を 荒 田 村に 施行す る を 令せ るが 如き 

の形體 をな すに 至れる を 示す もの 

宮拉に 加納町 地方、 葺合村 新生 田 川 

むがた め、 道 路線に 沿 へ る 家屋 を改 

受けし むる こと. -定 め、 元 町 通を始 


ハ六 二， - 

なえが、 二十 一 

以西 鐵道 以北 


二 ハー 一 n 

開鑿の 件 を 議定し， 叉 相 生 橋よ. 5 相 

町 字 外 川より 鍛冶屋 町 海岸に 至る 

通に 於て 下水 共 五 間 半、 鍛 冶 屋町通 

る 者 は屆出 許可の 上に て 著 手す ベ 

田 村 及 葺合村 を 翌年 四月 一 日より 

村 は 脇 濱組を 除く 外旣に 明治 十六 

縣 令に 向つ て 請願した る こと あ. 0 

が、 玆 に 今 漸く 其 目的 を 貫徹す る こ 

第五 窣 自治 制 施行 以前 に 於け る 


築す る 場合に 

め 五十一 ケ町 

生町湊 町を經 

までとの 道路 

にて 同じぐ 四 

ハ六四) 

き を せ >9。 

して 神 In' 區に 

年頃よ. 9 神 11^ 

し も、 種 々の 事 

(六 六 ) 

と を 得た るな り。 

神 戶の發 達 


十 


必要 生じたり。 

は、 此方 面の 漸次 

年に は 一 月 二 

の 地に 新 市街 

必 先 づ 區 役所 

の 聯合 町會を 

て 神明 町 神明 

を擴 張せ ん と 

間 半と 定め、 家 

而 して 十一月 

編入す ベ き 旨 

區に 編入 せら 

情に よりて 認 


二十 年 長屋 裏 

發展 して 市街 一 

四日 を以 て、 三 _ 

開設 町 割 を 定め 一 

に屆 出で 檢査を _ 

開きて、 山手 新道： 

神社までと 永澤 

し、 道 幅 をば 湊町 

屋を 新築 改造す 

二十 二日に は 荒 

(六 五) 

を 令せ .oo 募 合 一 

れ むこと を 望み、 一 

可せられ ざり し 


七 七. 


祌戶 市史本 編拽說  1 七 八 


市民の 富力 當 時に 於け る 神 の 富力 は 今 之 

よるに， 全縣 下の 富豪 七十 五 人中 祌 

部に ありて は 百 五十 萬圓を 筆頭と 

人 あるに 對 し、 神 u; 區には 二十 萬圓 

して、 他 は 皆 七 萬 回 以下な.. y。 之に 

者 は 神 111' 區 よりも 寧ろ 郡部に 多 か 

時勢の 變遷に 遇 ひて 次第に 调 落に 

ども 尙 未だ 其大を 致す 能 は ざり し 

の尙 未： U 郡部に 及ば ざり し を斷す 

する 者 多く は 農なる に對 し、 祌 區 

皆 商な り。 -史に 十七 年度 縣會 議員 

權及被 選 舉權の 資格が 主として 地 

權 者の 多 か. 9 し當 時の こと、 は 云 

萬 四千 餘人 中、 農 は 實に四 萬 一 千餘 

の 約 二十 分の 一 に 過ぎ ざり し に、 神 


を 精確に 知， -難 けれ ど • 明 治 十六 年の 調査に 

la- 區內の 者 十三 人 あり。 而 して その 資產郡 

し、 三十 萬圓 二人、 二十 五萬圆 一 人， 二十 萬圓 四.. 


一 人、 十五 萬圓 一 人、 十 萬 

よりて 見る に- 當 時縣內 

りしが 如し。 蓋し 舊幕 

^ き、 而 も 新に 钟 ヌ に て 

によるなる ベ ぐ、 要 す る 

る を 得べき なり。 次に 

居住者 十三 人中 農 は 唯 

選 擧ぉ權 者の 分布に 就 

租の納 額に より、 從 ひて 

ひなが ら、 縣下 全般 に て 

の 多き を 占 め、 商 は 僅に 

uvfel にて は 被 選 舉權所 


圓 1 一 人、 八 萬 圓 

の大 富豪と 稱 

時代の 兵 庫の 

產を 成せる 者 

に 當時神 S '區 

此等 富豪の 郡 

一 人の みに し 

きて 之 を 見る 

農 を 業と する 

は 被 選 擧權所 

ニ千餘 にして 


二人に 

すべき 

富豪 は 

といへ 

の 富力 

部に 住 

て 他 は 

に、 選擧 

者に 有 

有 者 四 

卽ち農 


_ ^者 三； 6 九十 五 人中、 


商 は 三百 十七 人 を 

之 を 見 る も 亦 略.^ 同 

商業 偏重の 狀 態に 


占め、 農 は 僅 に 五十 七 人 

樣の 現象 を呈 せり。 以 

入れる を 察する を 得べ 


一 

し て • 


欧化主義  十八 年 十二月 二 

新に 內閣 總理 大臣 

內閣の 外務大臣と 

汲と して 國 俗の 歐 

衣服 飲食 其 他社 交 

き。 されば 時の 兵 

風潮に 動かさ れ、 大 

_ ^會を 催して 盛會 

會 開かれし こ と 屢< 

する 者 多く、 或は 之 


て 當時 


，選 擧權 所有者の 統計に 

棘 s- の 其 周 園に 比して 


(六 七.、 

し。 


十二 日 中央政府 大に官 

及 各省 大臣 を 置 き、 伊 藤 

して 條約 改正の 事に 當 

化 を 力めし か ば、 上 流 祉 

の 典禮に 至る まで 歐風 

^1#SJ&; 十九 年 以後 縣 

芽 翻 -iK 寒 めて 縣 知事と 

阪 府知事 建野鄕 三と 相 


|& を 驚 

博文內 

、そ の 

會先づ 一 

の 模擬 

令 な 改ー 

稱 す . 

諮 ..^、1 一一 


を 極めし が、 爾後 も 天長節 等の 

なり。 然るに 世人 久しから す 

を 諷して 羅 馬の 盛時に 至ら ざ 


就きて 

著しく 


革し、 從來の 太 政 官諸職 

閣總理 大臣たり。 井上 

目的の 貫徹に 便せ むと 

靡 然として 本邦の 舊慣 

に 日 も陋れ 足ら ざ る 有 

內海忠 勝の 如き も 亦 こ 

十 年 二 月 居留地 劇場 に 

祝日 を 機と し 官民 合同 

して 歐化 主義に 倦み 之 

る に先づ その 弊 を學ぶ 


を廢 し， 

馨は同 

して， 汲 

を棄 て、 

樣なり 

舞踏 大 

の大』 仪 

を 非難 

ものな， 
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.9 と 評せる 者 も あり。 時勢の 一 轉は 遂に 國粹 保存 論 をして 一 時世 上 を 風靡せ 

しむる に 至る。 

諸會社 新設 明治 十 八、 十 九 年の 交は斯 く我國 政治 史上の 一 大轉 機なる のみなら す、 社 會 上 

經濟 上の 諸 現象 皆 此時を 以て 其 面目 を 改め たれば， 祌 戸と 雖其 影響 を 免る 、 能 

は ざ， r- き。 十九 年 一 月 兌換 制度の 確立に より 通貨の 價格 始めて 安定 を 得， 商 況 

恢復の 氣運 漸く 兆せる のみなら す、 銀 貨の 下落 は 我 賀易上 輸入 を 抑へ 輸出 を 促 

し、 以 て 正貨の 流入 を 誘 ひたれ ば、 通 貨の 膨脹 は 全國を 通じて 物價の 騰貴 を 誘 ひ、 

(七 0)  - 

. 經濟狀 況は活 澄と なり、 新設 會社競 ひ 起れ り。 されば 神 芦 にても 明治 十九 年に 

は 杉 山緞通 製造所、 小 松 樟腦苒 製 所 等 を 始め 諸會 社の 新設 ありし に 加へ、 川 崎 造 

船 所が 政府の 管理 を 離れて 川 崎 正藏の 個人 經營に 移る あ.^。 而 して 二十 年に 

入る に 及び 此勢 益，. 盛に し て、 神 11^ 電燈會 社 以下 會 社の 新設 せらる  >  もの 其數實 

に 二十：^ 餘の 多き に 達したり。 抑" 神 tt^ にて は 夙に 明治 十六 年以來 電燈點 火の 

計畫 あり。 區長村 野 山人 は區の 事業と して 電燈會 社 を 起さむ と 欲 し、 同 年 十 一 

月 同志 者を會 して 協議す る 所 あ. o。 同月 二十 二日 臨時 區會を 召集して 之を議 

. せし も. 當時 議員 等 極め て 之に 冷淡に し て、 十七 年度の 通常 區會に て 熟議すべし 


敷 山 
設陽 
鐵 
道 
の 


と 決しな が ら、 其 通常 區會 開かる ， に 及びて も. 遂 に 之 を 議題と なすに 至ら ざ..^ 

き。 然るに 今 市民 漸く 其 必要 を覺 りたれ ば、 玆 に 電燈千 五百燈 まで を 市 內に供 

(七 二) 

給す る 目的 を 以て、 資本金 十 萬 圓の會 社を雜 織す るに 至れるな，.^。 

工業 を 目的と する 以外の 諸會 社中に は 新に 神 に 設けられし 三 井 物產會 社" 

內國通 述會社 等の 支店 等 いづれ も 屈指の もの なれ ど も， 就 中 最も 特記すべき は 

二十 一 年 一 月 四日 一 千 三百 萬圓の 資本金 を 以て 兵 庫 西 柳 原 町に 設立 せられし 

山陽 鐡道 株式 會 社な.. -。 是 よ.^ さき 明治 十九 年 十二月 縣 知事 內海忠 勝 は 有志 

者 十 數名を 其 官邸に 招 き、 神 II； 姬 路間鐵 道の 敷設に 關 し、 縣 廳の 調査 を 示して 您 

慂 する 所 あ り。 其 後 有志 者 屡  <會 合 を 申ね 敷設の 計畫 愈.^熟せ る を 以て、 二十 年 一 

月發起 人中よ， 5 藤 田 傳三郞 代理 久原庄 三 郞. 辰 馬 吉左衞 門 代理 中島 成 敎及石 田 

貫 之 助 を 委員に 選定 し. 書 記官 牧野 伸顯の 同行 を 得て 東上 し、 敷 設 願書 を 提出せ 

しめし に. 政 府は此 出願に 對し 更に 下關 迄の 線路 延長 を 命じ たれば， 二月 十四日 

衆議の 上 政府の 命に 從 ふに 決 し、 敷 設の 方法 等に 就き 種々 政府と 交涉を 重ね、 知 

事 亦 屡，^ 上京して 斡旋し、 一 一十 一 年 一 月 四日に 至り 遂に 會社 設立の 許可 を 得たり „ 

是に 於て 中 上 川 彥次郞 を 社長に 村 野 山人 を 副社長に 選び、 直に 工事に 著 手し， 十 
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商法 會議所 

の w 興 
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(七-一) 

1 月 十 一 日 先 づ兵席 明 石 間の 運輸 を 開始 し、 十 二月 二十 三日に は 姬路に 達せ， 9。 

當 時柬. 海攆 線— は 馬場 驛ぉ東 約 四十 陋の 工事 遲延の た め、 神 11； お 東 馬場 驛迄 僅々 


五十 

著に 

あ ら 

活な 

地價 

培 加 


し か 

元三 

月 十 

與ふ 

き は 

あ hs_ 


餘哩の 延長に 過 


て， 人力車 夫 其 

KV し も、 各 地 よ 

處理を 要する 

騰 貴 を 促 し、 踵 

^ 七 五) 

一 度 廢絕せ る 

，知事 內海忠 勝 

等 奮 つて 之に 

を 以て 請願書 

は 世人の 夙に 

しと 云 ふ- 我 

然るに 神 ir; 港 


ぎ ざり しか ば、 此 山陽 鐵道 敷設の 祌 IT; 

他の 陸地 運搬 業者 は爲 めに 一 時 多少 

b 祌 ux- へ の 貨物の 輸送 は其數 量に 於 

こと、 な . ^、從 ひて 勞 力の 需要 新に 起 

いで 二十 二 年の 東海道 鐵道 全通に よ 

商法 會議所 も. 商工業の 恢復に 促され 

之 を 有志に 勸誘 する 所 あ し に、 山 川 

賛同し、 先づ 十數 名の 同志 を 募りて 發 

を 知事に 提出して 曰 へ らく、 商法 會議 

認識す る 所に し て、 歐 米 各國の 如き は 

國に 於ても 東 京 .大 阪. 橫 濱卞 關 夫 、律. 長 

は 關西第 一 の 市 港、 內 外人の 輻湊 する 


に與 へたる 影 饗は顯 

の 損害 を 蒙らざる に 

て 培 加せ ると 共に 敏 

り、 延 いて 11 ^口の 增加、 

り 一 層祌 B- の 繁榮を 

て 再興の 氣 運に 向 ひ 

勇 木. 小 寺 泰次郞 由 中 

起 人と なし、 十九 年 十 

所の 商工業に 洪益を 

商業地 にして これな 

崎の 如き 旣 にこの 設 

處、 貿易の 利、 運輸の 便 


他の 地方に 超越す る あるに 拘 はら す、 前 年 一 旦 設けられし 會議所 は、 幾 ならす し 

て廢絕 し、 今 日に 至る まで 尙 未だ 興 復の機 を 得す。 これ 惜む ベく 歎 やべ し。 惟 

ふに 明治 十五 年 以降 慘儋を 極めた る 商業の 阻 滯も、 紙幣 復價の 今日に 至.^ て. 漸 

く將に 通流賊 解の 運に 達せむ とす- されば 今に 於て 商法 會議所 を 再設せ やん 

ば、 復 與 遂に 期し 難し。 因りて 今 再設の 允許 を與 へられ む こと を 乞 ひ、 且 相當の 

下 附金を 以て 之 を 補助せられ むこと を 願 ふと。 斯くて 會議所 は 十月 十七 日に 

至 り 愈" 設 立の 認可 を 得、 同 時に 補助金 下附の 件も納 れられ たれば、 翌 二十 年 二月 

神 II； 商法 會議所 規則 を 定めて 知事の 認可 を 得， 其 敷地に は、 東 川 崎 町に 於て 區役 

所に 隣れ る 鐵道局 用地の 拂下を 受け， 三月 八日 發起 人中よ.^ 總代 五名 を 選びて 

諸般の 事務 を 委ね、 假 事務所 を 神 俱樂 部內に 設けて、 會 員の 募集に 著 手 し、 六 月 

十 n 發起人 總會を 事務所 內に 開きて 役員の 選 擧を行 ひ、 指名 を 以て 村 野 山人 を 

會 頭に， 小 寺 泰次郞 を副會 頭に 推 し， 投 票 を 以て 藤 田 積 中 由 中元 三 郞. 神 田 兵右衞 

門. 岡 田 元 太 郞. 松 原 良 太 を 理事に 選びし が、 その後 柬川崎 町 宮內省 御用邸；^^  I 

ぺ れ內の 舊三井 銀行 建物の 無償に て下附 せらる ， あ り、 邡 之 新築 費と して は. 

曾て 舊 貿易 會 所よ..^ 縣に 提出せ し 財 產賣却 代金 六 千 圓を下 渡せられ し を 以て ■ 
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直に新築ェ^^-に著手する 

所 式を舉 行せ り。 而 して 

く會議 所の 赏續著 々とし 

擴 張の 建議 等 は、 事實 上に 

商業 會議 所條 例の 發布 


稱 せり。 

株式 取 

の 進步と 

し 相場の 

とする - 一. 

決議に よ 

米 商會所 

所の 1^ 業 

產 業の 

け、 二十 一 


引 所 も 亦 商業 會 

は 物資の 魏散を 

安定 を 謀 り、 區 內 

至れる が 故にし 

其 筋 に 出願す 

を 以て 取引所と 

(七 t) 

となる 

發 達に 仲 ひ 貿易 

年 以後 著しく 其 


を 得， 二十 一 年 四月 

二十 二 年 以後 は 其 

て 擧.. ^、就中 日淸商 

會議 所の 有益なる 

せらる ， に 及 び、 同 

議 所と 相 前後して 

して 漸く 頻繁なら 

商業 全般の 便利 を 

て、 二十 年 六月 十九 

る 所 ありし に. 八 月 

なせり， 後 米商會 

も 亦 次第に 隆盛に 

額 を增加 し、 同 年 の 


1 八 四 

竣功し、 同月 十六 日 盛大なる 落成 開 

筋の 諮問 又は 會 員の 建議 等 甚だ 多 

憐寸 商標 偽造 一 件の 私 裁、 及び 港灣 

機關 たる を 示せし が、 翌 二十 三年 九 


條 例に 遵 ひて 

復活せ り。 こ 

しめたる を以 

增 進せ むに は. 

日 神 戶倶樂 部 

二日 認可 を 得 

所は廢 せられ 

趨 きしが、 殊に 

輸出入 額を以 


神 III 商業 會議 

れ 交 通 の發達 

て、 其 需要供給 

• 取引所の 存在 

に 開か れし相 

たれば、 東 川 崎 

て， 米穀 取引 も 

銀貨 下落の 影 

て 之 を 前年に 


所と 改 

, -產業 

を 調節 

を 必 要 

談會の 

町 兵 庫 

亦 取引 

響を受 

比する 


企湊 
圖 川 
附 
替 

の 


に、 輸 出に 於て 四 割. 輸 入に 於て 七 割 餘の增 加 を 見、 全 國總 額に 比 し、 不 景氣 の極點 

たる 明治 十七 年に 於て 僅に 二割 餘を 占む るに 過ぎ ざ，^ しもの、 二十 一 年に 至 b 

(ヒ 八)  、 Jrt 

三 割餘を 占む るに 至れ， 9。 但し 貿易 額の 增加斯 く 著し か b しに 拘 はらす、 刺戶 

在住の 貿易商の 利益の 比較的に 堦 加せ ざり し は、 これ 外國 商館 

よ b して 其 輸出品 を生產 地に 於て 直 買 し、 及 び 輸入品 を 需要 地 L 

(七 九) 

る こと 次第に 多く なれる によるな るべ し- 

市街の 發展 年を逐 ひて 加 はるに 從 ひ、 市 民が 必要 を感 する こ L 

湊 川の 附替 なり。 抑 <湊 川 は 啻に 其 水源地の 近き に 在る のみな 

しく 赭 山と なれる がた め、 平 素 は 一 滴の 水な き も、 降 雨 若し 數時 

に 加 は り. 上 流より 流 下す る 土砂の 單に 川床 を 高から し め、 水 害 

て 其 豫防上 彼の 兵庫紳 III 兩部 間の 交通に とり 一 大 障碍た る 一 

必要なら しめしの みなら や、 海 中に 吐出 せらる , 土砂 亦 將來神 

なきに あらす。 されば 明治の 初年 北風 正 造. 藤 田 積 中. 神 田 兵 右 

流域 變更の 急務なる に 著 眼し、 政府の 要路 に 在る 人々 の 神 芦 を 

ひて 湊 川の 現狀を 實視 せしめ， 國 費の 補助に よりて 附替の 希望 
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が 明治 二十 年頃 

に 向つ て 直 1^53; す 

と 益  <  切 な，.^ し は 

らゃ、 其 附近の 久 

に 及べ ば 水量 俄 

の危 險を增 し、 以 

大長 堤の 築造 を 

11^ 港を埋 むる 處 

衞門等 夙に 湊川 

經 由す る每 に、 請 

を 達せむ とせし 

1 ス五 
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も， 容 易に 其 目的 を 達 す る を 得 ィ J  h 'き。 其 後 吐出の 土砂に 就きて は、 明 治 六 年 神 

111- 港長ジ ョ ン. マ \ シャ ルの神 B- 港 修築 設計 案 を 調製せ るに 方り て も、 深 く 之に 

留 意 する 所 ありし のみなら す、 十 年 現 橫濱港 修築の 議起 ると 共 に、 神 t:; 港 修築の 

必要 亦 世論に 上りし 時に も. 同 港の 修築 は 先 づ湊川 附替ょ b 始む べしとの 說最 

も 有力な りきと 云 ふ。 又 交通の 障碍た る 堤防の 處 理に關 して は、 同 じく 附替の 

主張者な. -し前 田 又吉の 明治 十四 年頃に 隧道 を 穿た むとして 北風 正 造 等に 謀 

ると ころ あり。 然るに 正 造 等は斯 かる 姑息の 策の 却って 湊川 附替の 決行 期 を 

運から しめむ を 恐れて 之に 賛同せ す、 從 ひて 附替も 隊道も 共に 起工 せらる、 に 

(As 

至ら ざり き。 其 後 十五 年 八月に 至 區 長よ.^ 出願し て、 費 用 をば 區に 於て 負擔 

すべきに より 縣 土木 課に て附替 工事の 實測 あらむ こと を 乞 ひ、 十 七 年 九月に は 

北風 正 造. 神 田 兵右衞 門. 藤 田 積 中. 長 谷川 彥 丁 光村 彌兵 衞. 小 野 正直. 松 13- 良 太 七 人 

の 連署 を 以て、 石 井村よ 會下 山麓 を 過ぎ 東 尻 池 村 海濱に 注がし むべき 湊川附 

替見積 槪算書 を 添へ たる 願書 を 提出し. 若し 政府の 手に て 起工せられ なば 率先 

誘 導 し. 兩 港 人民 をして 應 分の 金額 を 醵出 し、 之 を 寄附して 經 費の 一 部に 充てし 

むべ しと 云へ b。 此の 願書の 文辭は 最もよ く當 時に 於け る湊 川の 形態 を 叙し、 


附替の 必要なる 所以 を 明に したる ものな 

し； 曰く 、「該 河 (l)r 源 ヲ八部 郡 東 小 部. 西 小 

シ. 三 川相會 シ テ同郡 石 井村 二 至 リ、 千鳥 ケ 

ギ、 國道 ヲ橫 截シテ 海-一入 V 此川 タ^ 平 

八 間 乃至 三十 三 間、 (中略) 然リ 而シテ 現今 ノ 

ナ〃 ヲ以 -グ、 只 僅 力 一 1 掘鑿 シ、 小 堤防 ヲ設ケ 

悉ク 砂山 赭濯ナ ルカ 故ュ、 一 雨水 毎-一 土砂 

防 ヲ層築 シ以テ 潰 決 一一 備フ。 積年 ノ久シ 

至 レリ。 故-一往 時 ヨリ 夏 秋霖 雨ノ 候、 洪水 

ト枚擧 -ー遑 アラス。 依テ德 川氏ノ 時世 一一 

所ノ 防水 人數ヲ 豫定シ 置キ、 出水 一 尺 以上 

役 セ シ メ.， 防禦 ユ 從事 セ シ 乇、 尙屢 < 潰 決 ノ 難 

二 寅年 八月 十五 十六 日ノ 洪水 一一 ハ、 兩岸ノ 

町 場 一圓-一 氾濫 シ、 平 地恰モ 海面 ニ均シ タ- 

レ  ト モ沿河 ノ地當 時-:^ 未 タ多ク ハ 田圃-一 

第五 章 自治 制 施行 以前 LL 於け る 鉀戶の 


るを以 て、 今 こ、 に その 要 を 摘記す ベ - 

部. 藍那. 小 河 等 諸 村 (酣 ^  i) ノ溪間 -1 發 

瀧トナ リ、 下 リテ 本區兵 庫津ノ 北ヲ過 

常更 二流 水 ナシ。 長サ 三 里餘、 川幅 十 

川タ \ ャ、 當時 平坦 ノ地 二 設ケ シ 乇 ノ 

樹木 ヲ栽 植セシ -I 過キサ リシ 力、 河 源 

ヲ流シ 下流 ヲ塡 塞ス ルカ 爲メ、 從テ堤 

キ 今日 河底 平地 ョ リ高キ コ ト 丈餘ュ 

ノ爲メ 堤防 破壤シ 田畑 ヲ 損害 セ シ n 

在ッテ 、つ 常-一兵 庫 地方 各町ョ リ出ス 

,1 及フ トキ ハ必ス 各 ニ定ノ 場所, 一 出 

ヲ免 レス。 近年-一至 ッテハ 旣-ー 慶應 

堤防 大 一一 破壤 シ、 川ノ 南 、ノ 東 出 町 及 仲 

，家屋 流亡 人畜 溺死 セン モノ 不尠。 然 

シ テ. 人 家尤モ 稀竦ナ リシ ヲ以 テ 、甚 シ 

5 達  1 A 七 


神 戶市史 本 .ss 總說 

キ慘 狀ヲ免 カル 、 ト 雖、 In  口 繁殖 殆ン ト寸 

ノ如 キ水災 ヲ遭フ トキ r 第 一 鐵 道：；：^ 造船 

In  - 一波 及ス へキ ハ 必然 ノ義 ト、 常 一一 寒心 杞 

一一 至リ 幸-一 洪水 氾濫 堤防 潰 決 ノ難ヲ 免 力 

每 一一 堤上ノ 樹木 顚倒 打損ス ルヲ以 テ、 沿 川 

能 ハス。 加 之 河底 填 塞スレ ハ隨テ 堤防 ヲ 

又 從ッテ 道路 峻險ナ ラサ ダヲ 得ス、 道路 峻 

爲 メ  -ー屢< 轔複 毀損 シ、 行人 ノ 危害 ヲ蒙〃 モ 

小ナ, モノ ナリ。 其尤モ 大ナ〃 モノ-一至 

東 パ 安治川、 武庫 川、 神 崎 川等ノ 激流 ト相戰 

セ ラ レ、 終 一一 兩港ノ 灣內 -1 蟄伏 シ、 頻リ 一一 港 

略) 苦 シ今ュ シ テ之レ 力 豫防ヲ ナサ ス ン 、へ 

-妮繁 セシム W ヲ得サ y 一一  至 ラン。 (中 略) 仰 

利害 得喪ヲ 洞察 セ ラ レ、 現 時 ノ 川流ヲ 廢 シ、 

區字會 下山 ノ麓ヲ 通過 シ、 東 尻 池 村 海濒ュ 


1 AA 

地 ヲ餘サ 、 ルノ 今日- 1 シ テ 、萬 一 前 日 

局 等 官衙ヲ 始メ、 官舍民 屋等其 害數千 

憂- 1 堪 へサ, ナリ。 明治 昭代 ノ 今日 

\  、 ト雖、 一 雨水 毎-一川 底 埋塡、 一 暴風 

ノ 人民 毎-一 惴々 トシ テ 高枕 安眠 ス , 

層 築セナ ルヲ 得ス、 堤防 ヲ曆 築ス レ ハ 

險ナレ 、ン 隨- ズ車輸 ノ運轉 自在 ナ ラス、 

ノ、 年 一 年 -1 增加 ス。 是 レ其ノ 害ノ 稍く 

リテぺ 一 雨水 每 -1 土砂 海港へ 流出 シ、 

ヒ、 西播 磨海ョ リ來 ル所ノ 潮流-一 撃退 

灣ヲ埋 沒スル ノ巨害 ヲ發顯 セリ。 (中 

，數 年ノ 後-一 ハ必 ス港內 一一 巨艦 大舶ヲ 

キ願ク ハ 閣下 深 ク旣往 一一 徵シ 將來ノ 

-更 -ー舊 河 道 則 チ八部 郡 石 井村 ョ リ本 

至〃 ノ 新河ヲ 開鑿 セラ レ、 第 一 兩港港 


灣埋沒 ノ憂ヲ 除キ、 第二 堤防 破 潰 人畜 家財 流亡 ノ難ヲ 免 力 レ シ メ. 第三 車輪 轉覆 

行人 殺傷 等ノ 危害 ヲ避ケ シメ、 第 四物貨 搬送 ノ 利便 ヲ與 へ. 第五 兩港ノ 人情 疎隔 

ノ弊 ヲ去リ 共ニ與 二心 力 ヲ盡シ 海外 ノ强敵 一一 當リ 商權ヲ 恢復 セ シメ ン コ トヲ 

計 リ、 兩 港ヲ シ- プ永ク 良港 ノ實ヲ 占メ、 東洋 第 ニノ 桑 港 タラ シ メ 、內 外人 民ヲ シ-ズ 

聖世ノ 恩 波 一一 洛セシ メラ レン コトヲ 偏-一 懇 希-一 堪へ サル所 ナリ。 (下 略)」 と。 區 

長 村 野 山人 も 亦此時 川筋 附替 趣意書 を 認め、 右の 願書に 添へ て 提出せ し が、 縣 は 

0^  二) 

:|^^議に及び難しとて悉く之を却下せ.9。 

然るに 湊川 附替の 必要 は旣に 一 般の認 むる 所なる のみなら す、 殊 に 兵 庫 部の 

有志の 間に は， 神 ^ の 益" 隆 盛に 趣く に 反 し. 兵 庫の 却って 衰微す る は、 これ 畢竟 其 

間に 湊 川の 撗 はるが た めな.^ との 理由よ.^ し て、 附替を 要求す る聲 高く、  1 1 十 年 

二月 八日 兵 庫 私立 勸業會 月次 定式 會に は， 湊 川の 果して 兵 庫 衰微の 原因な， 0 や 

の 討議 あり， 委員 を舉げ て 調査せ しめし に、 同 委員 會は 同月 二十 七日 を 以て 附替 

に關 する 決議 をな して 曰く、 「夫 レ 湊川 " 市中 ヲ中 斷シ、 運輸 ノ便 ヲ妨 ゲ、 人 情 風習 

ヲ 疎隔 セシ ムルノ 媒介 一一 シ テ、 神 II； ハ益 <榮 、兵 庫 彌< 衰フ \ 所以 ノ 害物ナ レ バ. 宜 シ 

ク變更 セザル ベ カラ ズ。 豈其 儘-一存 ス可ケ ンャ。 吾輩 ハ進テ 其 變更ヲ 唱フ〃 
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神 戶市史 " ：說 

者 ナジ。 而シテ 切 下 ゲ 一 一隊 道-一 、等 シ ク 

謂 ハ ザグヲ 得 ズ 。 寧 P 適當ノ 箇所 ヲ擇 

玆 ュ閡ク 、其 筋-一 於テ モ川脈 變更ノ 見〃 

シ-グ 其 川 脈ハ字 下地 ケ鼻 ノ邊 ヨリ 我 耕 

氷、 ト。 街 說巷論 俄 力-一信 憑ス可 カラ 

ノ策 ナリト 謂フ可 カラ ズ。 故 ラー 一耕 地 

ナ レ V 所謂 兵 庫 港 耕地 ナ シ ト 謂 フ 一一 至 

ハ宜 シク會 下山 陰-一 取 リ、 山 西-一至 リ-ズ 

一一 水害 ノ憂 ナク、 開拓 宅地 ハ會 下山 頂 一一 

多 クシ テ其赏 之 レヲ行 レズ トセ ン 力、 尙 

モ 可成 山側 一一 密接 セシ メ、 山腹 ヲ片 堤-一 

港 ノ爲メ ュ 切-一望 テ止マ ザ〃 所 ナリ。 

本 港 繁昌 ノ 時 一一 至 リ、 變川ノ 苒 問題 ヲ 豫 

月 藤 田 積 中外 二十 名 は、 曩に 明治 十七 年 

此勸 業會の 決議 を 以てし、 縣 知事に 禀請 


一九 〇 

變更ノ 一 ナレド モ、 皆之レ 姑息 ノ策 略ト 

ミ、 進テ 川脈ヲ 變更ス ル - 一若 カザル 可 シ。 

所ァリ テ數々 詮議-一 及 パレ タリ ト。 而 

地ヲ斜 -ー經 -ズ、 川 口 ヲ字士 II 田 新田-一 取ラ 

ザ〃 乇、 若 シ之レ ヲ 實ナリ トセ ン 力、 萬 全 

中 最上 等ノ 地位 ヲ撰テ 川床 ト ナス モノ 

ラ シ ム ベ シ 。 (中 略) 依 テ考フ \ 一一、 當川脈 

自然 山陽 -1 出デ I 刈 藻 川 一一 連絡 セ バ、 我 港 

至〃 べキ 耳。 (中略) 然 レドモ 他者 ノ關係 

前陳 ノ 次第 ナ レ V 假令會 下山 陽-一 移ス 

取リ、 而 シテ^ 藻 川-一連 續 セン コ ト、 兵 庫 

但シ 一 ハ以テ 費用 ヲ減 ジ、 一 "以- ズ後來 

(-^ 三) 

シメ玆 二 防 ガントス A ユア リ。」 と。 五 

を 以て 一 たび 提出せ る 願書に 添 ふるに、 

し、 附替の こ と旣に 市民の 輿論 なれば、 神 


In- よ， り 下關に 

す、 縣 に 於 て も 

て 起工 あら む 

實行 せし 所な 

替 工事 を 企て 

を誤傳 せる も 

川路なる もの 

なれば なり。 

附替 により 生 

せし が、 同年 九 

に 願書 を 提出 

鴻池善 右衛門 

(八 六〕 

な b き。 然る 

費 起工の 見込 

議の上 三月 二 

第五 章 ， 


て 


達する 鐵 道の 敷設 期の 近け る 今に 於て. 須 叟も躊 

旣に 測量 を 了せ b と傳 聞す る を 以て、 速に 其 調査 

(八 四) 

こと を 欲すと 云へ り。 此の 附替 のた めの 測量 は 

る や 否や は 明なら ざる も、 大 阪の藤 田 傅 三 郞が個 

■ 十六 七 年の 頃瘻. ^測量し. た る は事實 なれば、 或は 請 

(八 五) 

のなる や も 知る ベ からす。 勸業會 決議に 見 ゆる 

は、 傳三 郞 の附替 願書に 見 ゆる 新 川路と 大體に 於 

二十 年 六月 一 日 を 以て 提出せ る傳 三郞. の 改修 願に 

すべき 土地の 無償 下附と 改修 費用の 中 五 莴圓の 保 

月 前 願書 を 取 下 げ、 新 に 得た る 同志と 連署して 同 一 

せ..^。 此 同志 者と して 傳三郞 と共に 名を署 したる 

土 居 通 夫 由 中 市 兵 衞、 神 IIV して は 藤 田 積 中. 藤 田 善 右 

に 二十 一 年 一 月 十六 日 工費 補 跏の儀 は 詮議に 及び 

も あらば 更に 出願す ベ しとの 指令に 接した るを以 

十八 日 更に 叉 願書 を 提出す。 その 趣旨 は湊 川附替 


すべ きに あら 

基く 計 畫を立 

時 果して 縣が 

事業と して 附 

書が その 事實 

謂縣の 豫定新 

一 致す る もの 

は、 條 外と して 

護と を 得む と 

趣旨に よ. 0 更 

者， 大 阪 にて は 

衞 門. 村 野 山人 

pi きに より Jld 

て、 傳三郞 等 協 

の 外 神 Ir^ 灣ょ 
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神 戶市史 本 編總說  一九二 

り 兵 靡灣に 通す る 運河 を 開 整す るに あ b て、 そ の條 件と し て、 第 一 新 川床 堤防 敷 

地に して 官有に 係る もの は 其 儘 地目 を變換 し、 民 地 をば 公用 土地 買 上 規則に 

據.^ 買 上 げ、 第 二 奮 川床 拉に 堤防 敷地 及 附洲； ^面 埋立地 八 萬 千 三百 十 一 坪 四 合 

六 勺の 內 新築 運河 拉に 道路 敷に 係る 地所 二 莴ニ千 六 百 十四 坪 七 合 一 勺 ニ才は 

其 儘 地目 を變換 し、 殘 餘五莴 八 千 六 百 九十 六 坪 七 合 四 勺 八才は 無代 價下 渡の こ 

と、 し. 第三 舊川崎 頭の 西 手に ある 海軍省 用地 (館 は 飾 5  g  ^« 軍) 一 萬 二百 六 坪 

1 合 九 勺 七 才の內 新設 運河 竝に 道路 敷に 係る 地所 二 千 七 百 四十 坪 四 合 五 勺 は 

其 儘 地目 を變換 し、 殘 餘七千 四百 六十 五坪 七 合 四 勺七才 をば 同じく 無代 價下渡 

と し， 第 四 開墾した る 地所 をば 十 五ケ 年間 を 鍬 下 年期と して 免租地た らしめ、 第 

五兵 神兩灣 絡 運河 成功の 上 は 向 ふ 十 五ケ 年間 通行の 船より 相當の 通行 料 を 

rt  .  (八 七) 

徵收 する こと 等 を 要求せ り。 而 して 此 第三 囘の 願書に は 署名 者 中 藤 田 積 中 を 

缺 き、 新 に 神 In- に 於て 下 河 邊贯四 郞の加 はれる あり。 こ れ積中 の此年 一 月を以 

て 病歿せ るに よるなら む。 然るに 此 願書 も 亦縣の 許可す る 所と ならす。 斯く 

して 再三 計畫 せられし 大事 業 も 遂に 挫折の 已む なきに 至らむ とせし が， 明治 三 

十 年に 至-.^ 湊川 改修 會 社の 起る に 及び て、 始め て 實行を 見る を 得る に 至れり- 


女 

子 
教 
育 


敎 育の 方面に 於て 明治 初年 以來 存立の 神 11^ 醫學校 及藥學 校が 

を以て廢校とな，.^し は、 神 市の 專門敎 育に 於け る 返步を 示す 如 

普通の 敎 育に 於て は 其 發達爭 ふ ベ からすして、 殊に 著 

なりと す。 是ょ b 先き 神 111' に 於て 女子 を 目的と せる 

立に 係 かる 英和 女學校 あるに 過ぎ ざり しが、 二十 年に 

る 柳 蔭 書屋の 女子の 爲 めに英 語、 裁 鏠、 編物 三 科の 授業 

佐 畑 信 之. 關 tn- 由義. 野 村 致 知 等の 神 iri 元 町 四 丁目に 神 

あ 、米 國 婦人ダ ッ レ 1 の 中 山手 六 丁目に 女 藝敎授 を 

は 上 照 枝の 女子 手藝 講習 會を設 くる あ き。 此の 

增加 せりと 雖、 而も 一 般 商家の 女子 等の 之に 就く に躊 

此 等の 多數が 基督 敎 徒の 企畫に 成る ものな りし を以 

に 於け る 基督 敎 徒の 活動 は實に 刮目す ベ きもの あり 

のみなら す、 市 內所々 に 英語 敎授を 目的と せる 學校又 

及に カを盡 すと 共 に、 熱 むに 傳道 する 所 あ b き。 され 


ら れ、 英 學、 漢 學， 和 學、 數 學、 和 洋服 裁 縫、 家 事 經濟の 六 科 を 


しく 進步せ 

敎育 機關は _ 

至り 神 下 

を 開始す る 

R 女子 手藝 

開く あ b、 下 

如く 女學校 

躇す る 者 多 

てなら む。 

て、 單 に 女子 

は 夜 學校を 

ば 佛敎徒 亦 

敎授 1 る 目 


二十 一 年 四月 

くなる も * 1 般 

る は 女子 敎育 

■ 明治 六 年の 創 

山手 七 丁目な 

あ. -、 九 鬼隆義 • 

學 校 を 設 くる 

山手 六 丁目に 

の數は 一 時に 

■?>  .C 'し は、 一 は 

蓋し 當時神 11^ 

の敎 育に 於て 

設立し、 敎育普 

これに 刺戟せ 

的 を 以て、 二十 
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神 戶市史 本 編總說  一九 四 

年 十二月 元 町 三 丁目 善 照 寺 境內に 親和 女學 校の 設立 せられし を 初と し、 敎 育 方 

面に 於け る 活動の 見る べき もの あ， o。 就中 二十 一 年 三月 兵庫眞 光寺 住職 河 野 

往阿 によりて 設立 せられし 大悲學 校 は 其 最も 特色 ある ものにして、 大悲の 本性 

に 基 き、 貧窮 其 他 止む を 得 ざ る 事故の ため 就學 する を 得ざる 童を敎 育す る を 

本旨とし，眞光寺住職自ら其校長となh'て佛敎主義の敎育を提撕せ..^。  二十 一 

年 三月 福 1^ 及 市 內の藝 娼妓に 英 語、 編 物、 栽 縫 を 授けむ との 目的 を 以て 福 原女學 

校 ^ 設立 せられた るが 如き 亦 以て 女子 敎育發 達の 氣 運の 一 端 を 示す ものにし 

て， 此の 氣 運に 伴 ふ ベ き 現象と して 明治 二十 一 年 四月に 私立 神 HI 幼稚 園， 同 年 十 

一 月に 私立 兵 庫 幼稚園の 開園 を 見た る も 亦 自ら 然る ベ き 所の ものな り。 而し 

て これ を大體 より 觀る に. 當 時 神 s- は敎育 上の 施設に 於て 遙に兵 庫 を 凌ぐ もの 

あ ^、殊 に 女子 敎 育に 於て 然る を 見た..^。 

兵 庫の 袞微 抑.^ 兵 雕は 明治 十 年に 至る まで 其實 力に 於て-:^ 神 に 勝る もの あ. 9 し が、 爾 來 

神 芦 のみ は稷々 として 進 み、 兵 庫の 發達 之に 伴 は す、 十 ニ年區 制の 施行に 際し 祌 

tn- 區 なる 新 名稱の 下に 兩 部の 合せし 頃よ ，9、 祌 11^ の 旣に兵 庫 を 凌駕せ る こと 明 

白と なり、 兵 庫の 祌 II； な， 0 しもの、 一 轉 して 神 s- の 兵 庫た るに 至れり。 明治 七 年 


廣明舍 解散 


に 著 手し 十四 年に 完了せ る 地租 

慣、 兵 庫に て は 四百 七十 ニ圓 なる 

圓四 十四 餞なる に、 神 III にて 十九 

知す る を 得べ し。 蓋 し 兵 庫 町民 

して 一 般の 知識 敎育を 等閑に 附 

鋭敏なら す、 新 氣 運に 乘じ 新社會 

過ぎ やして、 益，^ 保守 返 嬰に 傾け る 

しは怪 むに 足らす。 然れ ども 當 

少数ながら も 有識の 士 あり て、 早 

に 商法 會議 所の 如き も、 前 述の如 

に 神 II； は 之に 反 し、 有 數の 人士と 

を 顧る 暇 あら す、 從 ひて 指導者 を 

然， -と雖 、特權 の 喪失に よりて 

七 年 北風 家の 破產を 一 段落と し 

治 二十 二 年 廣明舍 の 解散に より 


改正の 結果に 徵す るに. 第 一 等 

に、 神 m- にて は 千 三 百圓、 最下 等 

(八 九) 

圓 五十 餞な りき。 以て 兩者發 

は槪 して 保守の 氣 風に 滿 ち、 且 

せし が 故に、 大勢と 共に 推移す 

に 活躍せ むと する 者少 く、 商 業 

な れ ば、 兵 庫の 遂に 神 11^ の 後塵 

時 兵 庫に は 神 田 兵 右 衞 門. 北 風 

く 文明の 風 を 入れ 公共 的 施設 

く 先づ兵 庫に 於て 其 設 立 を 見 

雖， 動 も すれば 自己の 業務に の 

有する 點に 於て 遙に兵 庫に 及 

次第に 衰頹に 傾ける 兵 庫の 諸 

て、 到底 挽囘し 難き 否運に 陷り 

て、 全く 其 勢力 を 失墜す るに 至 


地の 百 坪 平均 地 

地 は 兵 庫に て 九 

達狀 勢の 差 を 推 

つ 商業地の 常と 

る に 於て 比較的 

は 舊套の 墨守に 

を拜す るに 至 b 

正 造. 藤 田 積 中等 

に盡 力せ り。 故 

たるな b。 然る 

み 汲々 として、 他 

；九 0) 

よさ. 9 しな kv, 
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問屋 等 

しのみ 

れ -。 

1 九 五 


は、 明治 十 

な ら す、 明 

廣明舍 と 


神 戶市史 む プリ ベ、 說 

は 明治 十三 年 兵 庫 港 諸 問屋 仲 問 組合の 新に 設立 せられし 時- 

た. 0  し  諸  問屋  仲間の  浪同を  避けむ  が爲  めに  改稱  せし  ものに 

稱 し、 翌 年 社 を 改めて 舍と 云へ り。 其 主要なる 目的と せる 所 

持に あり しが、 抑，^ 此 共有 金なる もの は、 享 和 三年 以前に 於け る 

の 厘掛， 0 金よ り、 同 年 迄の 負債 及 年々 の公納 冥加 銀 を 差 引け 

の 結果 改稱當 時には 八 千 五 百 圓餘に 達し 居 たれば， 之 を 永遠 

又は 兵 庫港內 一 般の 公益と 認 むべき 事件 或は 神社に 寄進の 

に 充 て、 又 舍： M 中 貧困に 陷り 活計 立ち 難く し て、 救 助 を 願 出で 

情と 營業中 納付せ る 厘掛り 金の 多寡と を 調査 し、 以 て 救助の 

定 め、 而 して 一 たび 共有 金の 中よ. 0 して 救助 を 受けた る 者に 

たるの 資格 を 奪 ふ 制な りし に， 此 規定の 如くん ば， 共 有 金に よ 

き 利益 極め て 少 く、 諸 問屋 仲間 組合なる もの 旣に 別に 儼 存じ- 

義旣に 失 はれた る 時代に 於 て、 此 目的の みの 故に 强て之 を 保 

て 薄弱なる のみなら す、 共 お金 を 以て 過大の 株券 を 購入した 

借 入の 已むを 得ざる こと ， な ^、而 も 一 旦 株券 暴落す る あら 


1 九 六 

舊來 商權の 把握 者 

して、 初 は廣明 社と 

は 仲間 共；^ 金の 維 

仲間 一 統 より 徵收 

る殘 金に して， 利殖 

に 維持 し、 以 て舍中 

場合 等の 出金の 途 

たる 者に は、 そ の 事 

可否と 其 金額と を 

對 して は 爾後 舍員 

りて 舍 員の 受く ベ 

廣明舍 の 本 來の意 

存 すべき 理由 極め 

る よ ^、拂 込の 爲め 

む か、 そ の 莫大なる 


損害 は 當然舍 員の 負擔 たる ベ き 

年 三月 十四日 連署の 解散 請求書 

配せ むこと を 求め たれ ば、 同 月 一 1 

來の諸 問屋 仲間 は 此の 如くして 


狀 態 と な れ h^。 是を 以て 舍 員の 多數は 二十 二 

を 幹事に 提出し、 速に 解散して 財產を 各自に 分 

十四日 總會を 開 き、 遂 に 解散 を 議決 し、 兵 庫の 舊ー 

(九 n  _ 

名實 共に 亡ぶ るに 至れ，^。 


(二 


S 

S 

S 

(八) 
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田 兵お 衞門談 話。 
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二 〇 頁。 
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明治 二十 一 年 四月 十七 日 市制 及 町村制 公布せられ たる を 以て、 同年 六月 兵 庫 

縣 知事 內海忠 勝 は 市制 施行に 關 する 內務省 訓令 第三 百 五十二 號を神 區長鳴 

は各獨 立して 從 前の 區 域を存 する を 原則と すと 雖、 其 獨 

が爲 めに は 相當の 資力 を 有せざる ベ からざる によ ， ^、區 

獨立 自治に 耐 ふる 能 はざる もの は、 便 宜之を 合併して 有 

之が 處 分に 闘して は， 町 村の 區 域、 人 口、 資 力 を 調査して 其 

同時に 市町村 制 施行の 順序 を內示 し， 十 一 月に は 兵庫縣 

八 部 郡 荒 田 村. 菟 原 郡 葺合村 を 明治 二十 二 年 四月 一 日よ 

と ， 、次 で 十二月 縣內訓 第二 十七 號を發 し、 兵 庫 縣に於 

て 翌年 四月 一 日 を 以て 市町村 制 を 施行すべき 準備 旣に 大成せ る は、 これ 郡區長 

の 努力 勉勵 による もの 多き を稱 し， 該 制の 實 施に 臨み て 取る べきの 方針と して 

市 長. 助 役. 市 參事會 に 適材 を擧 げ、 市 の 財力 を 養 ひ、 其 負擔 すべき 法律上の 義務 を 
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瀧 幸 恭に內 示し、 市町村 一 

立 自治の 目的 を 達せむ - 

域 狭小、 tr^  口 僅少に して 

力なる ものと なす ベ く 

準備 をな す ベ きを 諭し、 

令 第 百 二十 一 號を 以て 

KV  ^  S Ipm 一！. -  ^人す る こ 


市制 施 順 

序 


祌 戶市史 本 編 

0 し、 其 公共の 利 益 を 

の 公共財 產の 維持に 

るに 萬 全の 法と して 

せ. o。 蓋し 本縣も 一 

かりし か ば、 今 や 市制 

を 得た しもの なら 

新くて 明治 二十 二 

三十 五市と 共に 市制 

第二 十五 號 によ h- 四 

.0 神 1:^ 區長其 施行の 

內務ぉ 令 第四號 以外 

先づ 三 箇月の 豫算を 

たらしむ ベ く、 若 し 協 

準 を 定めて 之に 據ら 

耍に應 じ 議案 を發し 


總說  二 0  二 


進 

力 


の 

む 

任 


涉 する- 

むる の 

の議ー 

縣のー 

に 寶 


方 

府 


二 

于 


月 1 一 

地と 

曰 を 

當 る 

る ベ 

せ し 

結果 

る  一 J 

決 を 


の 力に 耐 ふる こふ 

みなら す， 其 增殖を 

會及 行政の 政黨政 

例に 洩れす し て、 地 

施せられ むと する 

日に 至.^ 內 務省吿 

して 指定 せられし 

以 て 市制 實 施の こ 

t 五 ) 

べしとの 命 あ hv。 

き 條項を 示 し、 役 場 

め、 舊 區 の財產 をば 

除外例 を 設 け ざ る 


得せし 

の 圏外 

圑體に 

當り、 知 

第 一 號 

ば、 Ep^  ET 

ほ 司 Br 

费： 關 

と し 

からさ 

長 就任 

(六) 

執行せ しめ、 議員の 選 擧 を ば 


し、 新 法 施行 後 市 


めむ が爲 めに は、 在 來 

き 旨 を宣 ベ、 尙ほ戒 む 

に 超越す ベ きを 以て 

於け る 黨 爭 頗る 激し 

事の 此の 訓令 は 其 時 

を 以て 神 In- も 爾餘の 

二十 二日の 兵庫縣 令 

^、吿 示 第 十九 號 に よ 

の內訓 第五 號を 以て 

し て は、 現 行 法に よ b 

て は 新 市の 共同 財產 

る 場合に は、 別 に其標 

ま で は、 區 長に 於て 必 

五月 十五 曰と 定 め、 議 


員 定数 を定 むべき 人口 は 同年 一 月 一 日の 

例に よ. 5 定む ベ き 議員の 增減及 選 擧區の 

願 をば 之 を 受理す る も、 其 裁決 は 市 會の開 

市 は 知事の 吿示 によ -9 て 直ちに 市 會を開 

及 同 代理者の 選 擧を行 ひ， 其 就職の 上 、市長 

經 て內務 大臣に 提出し 裁可 を 請 はしむ ベ 

長の 裁可 を 待ちて 之 を 行 ひ、 收 入 役の 選擧 

等、 幾 多の 細目 を 規定して 以て 新制 實 施の 

め 新制 實 施の 爲め 町村 分 合に 關 し、 全 國 を 

し、 然 る 後に 新制に 移る の手續 をと る ベ き 

して 調査 進ます 從 ひて 認可に 遲 延を來 

難 かる べき を以 て、 分 合 を 後に して 直ちに 

あ，.^ し が、 神 區に 於け る 其 準備 は 著しく 

村 編入の 指令 を 得て 爾 後 屢<區 會及 町村 會 

したれ ば、 內 訓 第五 號 にて 五月 十五 日と 定 
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現在に 據 らし め、 當 初 は 成るべく 市條 

區分 をな さ， >  る 二と、 し、 選 擧 人の 訴 

設 を 待ちて 之 を 下す ベ く、 選 擧 執行 後 

き、 假 に 年長者 を 以て 議長と して 議長 

候補者 三 名 を選擧 し， 議長よ， - 知事 を 

く、 助役 及 名譽職 參事會 員の 選 擧は市 

をば 市 參事會 員 就職 後たら しむ べし 

急に 應せ しむる 所 ありき。 政府 は 初 

通じて 先づ 現行法に より 其 分 合 を 了 

內定 な， 0 し に、 同 月末に 至 內 務 省よ 

さ ば、 到 底 豫定の 如くに 新制 を 施行し 

新法に 移す ベ きに 決定せ りとの 通牒 

進 接せし もの , 如く、 旣に荒 田. 葺合兩 

の 聯合 會を催 し、 著 々實 施の 準備 をな 

まれる 選舉 期日 も、 三月 二日 內訓第 六 
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f. 八) 

號を 以て 之 を 四月 二十 五日に 繰り 上ぐ る を 得る に 至れ.^。 

市制と 土木 三月 法律 第 七號を 以て 市制 施行の 故 を 以て 特に 縣會 議員の 改選 を 行 ふ こと 

お 等の 引繼 

な く、 又 IeI の區域 を變更 して 市と なす 場合の 縣售 議員の 坩減は 縣會の 議決に よ 

る ベ く、 郡 部と 經濟を 異にする 區に 於て， 從來 地方税に て支辨 せる 事業 屮、 轉 じ て 

市の 事業に. 始 すべ きもの 亦 縣會の 議決に より 市に 引繼 がる ベ きに 定ま.^ しか 

ば. 同 月 縣令第 六十 六號を 以て 區部 地方税 中 土木 費の 內里 道に 屬 する 諸 費、 治 水 

堤防 費 及 火災 消防 費に 係 る 事業 は， 縣會の 議決 により， 二十 二 年度 以降 祌 市に 

广九〕 

移す ベ きを 達し その 引繼を 了したり" 

憲法 效 布の 斯 かる 過渡期 間に 行 はれし は、 明 治 二十 二 年 二月に 於け る 憲法 發 布の 祝典に 

し て、 十 一 日 神 II； にて は 上京 不在 中の 縣 知事 內海忠 勝に 代 は b  、木 場 書 記 官 は 官 

幣 小社. 神社に、 尾 越 書記官 は官幣 小社 生 田 神社 及 別格 官幣 社湊川 神社に 代 

理 勅使と して 參向 し、 官 民お 志 者 は 神 Ir^ 商法 會議 所に 集. 5 て 祝賀 式を擧 げ、 そ れ 

より 相 率 ゐて湊 川に 赴 き、 豫 め 準備せ る 五 個所の 假屋 にて 祝 を擧 げ、 右 終 b て 

知事 代理 木場 書記官 は 更に 縣會 議員 等 を 自由 亭に 招きて 宴 を 張りし が、 其 他 祝 

宴の市內隨處に催されしもの亦多かh^き。 又 兵 庫. 仲 町 部の 人々 は 篤志 者の 寄 


神戶 市役所 

の？ i 廳 


附 による 二百 五十 圓の 施與 切符 を 貧民に 頒 ち， 明 道 協會に 於て 之 

に 引 襖へ た，^。 其他祌 11^ 基督 敎 信徒の 五敎會 聯合の 祈 禱會を 開 

の 催せ る 運動 會ぁ て， 全 市 到る 處 祝賀の 氣に充 ち 満ちた. 0 き。 

市制 は 四月 一 日よ h- 實 施せら れ， 同 月 二十 五日市 會 議員の 第 一 

られ， 四 選舉區 中、 第 一 區葺合 部 定員 四 人、 第二 區神 芦 部 十 一 人， 第三 

田 村 四 人、 第 四區湊 西部 十七 人と な し、 部 內の 小學校 をば 選擧 場に 

斯くて 五月 十日に は 縣吿示 第 六十 七號 によ h- 市會 愈  <區 役所 樓上 

議長 及 同 代理者 幷 びに 市長 候補者 三 名の 選擧 あ. o。 神 田 甚兵衞 

假 議長と な .^、神 田 兵 右 衞門を 議長 に、 中 西 市藏を 同代堙 者に 選擧 

とし て 區長鳴 瀧 幸恭. 神 田 兵右衞 門. 小 寺 泰次郞 の 三 名 を選擧 し、 二 

二 囘の市 會を開 き、 助 役と して 小 林 市 次 を、 名 譽職 参事 會員 として 

小 寺泰次 郞. 中 西 市藏. 松原 良 太. 有 馬市 太 郞. 池 長 通の 六 名 を 選擧せ 

鳴 瀧 市長の 裁可 就任 あ b  、助役 亦 之に 踵ぎ て 就職 し， 市 の議政 執行 

ニニ〕 

成せられ し を 以 て、 六 月 二十 一 日 東 川 崎 町の 神 Ir^ 區 役所 は 改稱せ 

( 一 B 

役所と なれり。 而 して 市制 執行に 伴 ふ 歲入出 豫算案 は 俄に 議了 
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を 一 葉 十 餞 宛 

く あ ^、各 學 校 

囘選擧 執行せ 

區湊 東部 及 荒 

充てられ た ひ C 

に 開催せられ、 

年長者 を 以て 

し、 市 長 候補者 

十七 日 更に 第 

瀧 本 甚右衞 門. 

し 力、 幾 もな く 

兩機關 玆に構 

られて 神 市 

せらる に 至 


ら ざ 

議決 

第三 

に 四 

市 郡 經濟分 市 

離 

十三 

の 如 

特典 

請願 

正 あ 

す る 

た る， 


p 市史 本 編 總說  二 〇六 

りし か ば、 其 中支 出の 急 を 要する ものに 就 き、 六 月の 市會に 於て 順次に 之 を 

し， 不 足の 場合に は 借入金 を 以て 之 を支辨 する こと 、 .定 め、 踵 ぎて 市 條例第 

員 を 定 め、 同 第二 號を以 て 

制 第 六十 一 條 により 十 名 

事務 を辨现 すべき を 規 定 

むる に 伴 ひ、 市政 亦 一 段の 

三府 以外 は 各縣共 郡市經 

に 至らむ とせし か ば、 政 府 

市會に 於て 該 調査 委員 を 

選出 代議士 等と 相 呼應し 

功 を 奏し、 二十 五 年 六月 府 

於 て、 縣 會の 職權に 馬す る 

必要 ある 場合に は， 縣 會 の 


を 以て 市會 議員 選擧 區及定 

號を 以て 市會 議員 中より 市 

名， 土木に 六 名 を 充て、 以 て 市 

制の .ID; 施 かく 著々 其 步を進 

年 五月 發 布の 府縣 制に より- 

き 爲  めに  大に不 利益  を 見る 

に 浴せ む とし、 二十 三年 八月 

に 上京 委員 三 名 を 互選し. 市 

する 所 あ hv。 此 奔走 遂に 其 

,5、 市 部 會. 郡 部 會分設 の縣に 

郡に 關 する もの を區 列す る 

こと を 得、 此 の 如き 縣には 此府縣 制 中 特に 東京 府. 京 都 

谷 條項を 適用す る こと ， な b  、本 市 も 亦 之に よりて 徵 


市長 代理者 を 規定し、 

の 委 員 を 互 選 し. 勸 業 

( I 五， 1 

したり。 

活氣を 添へ たり， 二 

濟の 共通と な b  、本 市 

に 請 ひて 三府 同様の 

選定し、 調査 委員 中よ 

て 政府 及 帝 國議會 に 

縣制 第二 十七 條の改 

事件に して 專ら市 若 

議決に より 之 を區別 

府. 大阪府に 關し 定め 

なからざる 經濟 上の 


市民の 政治 

思想 


便 宜 を 得たり。  ， 

神 は斯 くして 市制の 實施 期に 入れ. り と雖、 其 四 通 八 

す、 市 民の 政治 思想 太 だ 振 はす。 市會 縣會幷 び に 衆議院 

棄權 者の 數 常に 五 割 以上 を算 し、 所得税 調査 委員の 選擧 

に 至.^ て は、 投 票 權 を 行使す る 者 甚だ 少 く-市 會 屢<  流 會と 

さ、，、 りき。 然れ ども 知名の 政 客の 此 地に 往來 する こと 

於け る 政治 上の 大事 件に して 此 地に 因 緣 ある もの 少し 

せられて 政 社 非 政 社の 爭 起こる や、 兩 派の 人々 の此 地に 

く、 伯爵 板 垣 返 助 亦其鄕 里に 往返の 途次 屢<此 地を經 由せ 

二月 高 知より 著 神し 海岸 西 村 旅館に 入-.' し 時の 如き は- 

東京より 下 神して 之を迎 ふる あり。 板 垣 伯の 招請に よ 

の 政 客 四十 餘名 は、 伯 の 愛國公 黨 組織に 意 あ る を 知 り、 去 

策を講 せむ としたる も、 政 社 派た る 各 府縣の 委員 五十 餘 

の 組織 を 誓 ひ、 そ れ より 續 きて 大阪に 大會を 開 き. 遂 に 愛 

れ. o。 而 して 同 黨の 有志 は 翌年 二月 大阪 俱樂 部員 及縣 


達 


出 


大 


の 要 

員 の 

る も 

繁な 

せ や 

ス 1 

井憲 

て 下 

て大 


揠 たる 

選擧に 

兵參事 

市民 以 

る を 以 

自 由 

る こと 

に 其 二 

太郞等 

神 せ る 

阪に赴 一 


名 は 神 II； に 集 

國 公 黨 を 組 織 

下の 有志と 共 


：拘 よら 

際しても、 

員 の選舉 

て怪と な 

て、 當時 に 

黨 の 解散 

耩 る が 如 

十二 年 十 

數十 名の 

非 政 社 派 

き 凿應の 

て 政 黨 

する に 至 

に 市內常 


第. I ハ窣 自治 制 施行よ リ 日淸戰 役に 至る 間 神 戶の發 達  二 〇 七 


神 戶市史 本 編 二 〇A 


盤 花 境に 關西 有志 懇親 會を開 

板 垣 伯 之に 臨み て政黨 組織に 

所に n ける 委員 會に は、 二府十 

立 を 議決 し、 板 垣 伯 又 之に 臨み 

き， 春 秋 二 囘の開 苗と 定め、 愛國 


者 を 糾合す る を 

此 地に 設け、 委ほノ 

政黨の 支社 を 置 

を 釀し、 大政 黨の 

を 以て 其 廢棄を 

市制 實施 後明 

むる もの 一 にし 

し て. 就中 顯 著な 

手せられ しもの 

し に、 內 海 忠勝縣 


的と せる も 

選びて 之に 

且 他の 政 黨 

織に よ b 憲 

決し， 建白 委 

二十 七 八 年 

0}^ ら す -AJ 雖 

を 山手 新道 

れど. 諸種の 


きしに、 一一 府 十七 縣 より 來會 

關 する 演 說を爲 し. 翌 日 下山 

ニ縣の 代表者 四十 餘名 列席 

て演說 する 所 あり。 同倶樂 

公黨 成立の 旨 趣 を 贊助擴 張 

のな h- き， 尙板垣 伯の 主唱 

從事 せし むる こと. * な ，9,„!f 

政 社と 連絡す る こと を禁す 

法實 施の 準備 を爲す 所以に 

員 を 選び 之 を 元老院に 捧呈 

戰 役に 至る 迄の 神 ii; の發達 

先づ 記せざる 可から ざる は 

の 開通と なす。 此 工事 は 開 

障害に 遭 ひて 久しく 其 半 を 


令と なる に 及び 之 を遺慽 とし. 二十 一 年 六 


せる 者 二  W 五十 餘名、 

手 通 六 丁目 同 會$務 

して 關西 俱樂 部の 設 

部 は 常 議員 七 名 を 置 

し， 廣く全 國の同 主義 

によ 政務 調査 所 を 

會條令 第 八 條に政 社 

る は、 小政黨 分立の 弊 

あらす とて， 全會 一 致 

( ： 九， - 

の 人 をして 刮目せ し 

市內 交通路の 整理に 

港の 當時旣 に 計畫著 

も 了す るに 至ら ざ hN 

月 縣令第 八十 七號を 


公私の 土木 

事業 


以て 元 町 通. 榮 町 通. 海 岸 通. 加 納 町. 濱 

十 一 ケ 町の 聯合 町 會を開 き、 神 p 山 

誘す ると 同時に 國 庫よ， 0 して 二 萬 

圓の 工費 を 以て、 山 本 通. 上 山 手 通. 中 

學校 筋に 於て 二 千 八百餘 間の 新道 

(二  S 

こと 少小 にあら す" 

此 新道 開 整に 踵ぎ 二十 四 年 七月 

を 架 し， 以 て 荒 田 方面と 兵 庫 地方と 

道の 變更 とに よりて 遮斷 せられた 

年 五月 東 川 崎 町 有志の 出願 あ b 、こ 

御用邸前通ょ，.^曲折 し、 舊 篮 川に 船 

を 經て東 川 崎 町 有 馬 道筋に 連絡す 

工費 七 g 餘圓 な， 9。 葺合村 苹川里 

尺 延長 百 十五 間の 私費 開設 出願 あ.^ 

治 川下 流附換 のこと あり。 當時辨 天 

第六窣 自治 制 施行より 日 淸戰役 


宇治野 町. 宇治野 町 及び 再度 筋の 各 町 合計 五 


新道の 開馨を 議決せ し め， 市 民に 寄附 を勸 

千 餘圓の 補助 を 仰 ぎ、 總 計 六 萬 四千 五百餘 

手 通. 大 坂 通. 新 田 筋. 天 神 筋. 生 田 筋. 西 內 筋. 女 

完 成す る を 得、 市 民 之に よ， 0 て 利便 を 得し 


は湊 川上 流に 新に 長 十六 間 幅 九 尺の 新橋 

三 一) 

往來に 便に せる. あ. -。 停車場の 擴 張と軏 

神 P 驛構內 通路の 復 舊に關 して は、 二十 二， 

四 年 市會に 於ても 其 必要 を 認 め、 東 川 崎 町 

を 架 設 し、 新に 踏切 を 設け、 從來 の棧橋 通路 

に 決し、 同年 竣工せ hs, 此 延長 百 六十 七 間 

幅 三 間 延長 百 九十 間、 荒 田 村 道路 幅 三 間 二 

しも 亦 同年の 事に 屬す。 二十 五 年に は 宇 

濱に 御用邸 あ ， ^、宇 治 川の 下流 この 構內を 

に 至る 間 神 戶の發 逢  二 〇 九 


神 戶市史 本 編 說  一二 〇 

通 過 し， 汚 泥惡臭 を 放 ち. 行 幸 啓に 際し 不都合 齢から ざる を 以 て. 縣 は 

を 廢 し、 御 用 邸 外 を迂囘 せしめて ニケ 所の 曲折 を附 し、 同 時に 川幅 三 

な さむと 計 查 し. 市 會亦 支障な き 旨 を 答申した る を 以て、 Gi 年 附換を 

尙ほ 同年 神 11^ 港外 國船 繁 場の 擴張 せらる 、- や、 兵 庫湊 町中 土橋よ 

川 崎 町. 北 か：： 內町. 宮前 町. 島 上 町 等七ケ 町 を經、 築 島 橋に 達する 里道卽 

圆の 道路 は、 爲 め に 交通 上 最も 樞 要なる 道路と な..^ し も， 而 も 迂餘狹 

底 其 必要に 患す る 能 は ざ h- しか ば、 市 會に 於て 是が 改正 擴張を 建議 

二十 六 年 九月 ェ费四 萬 八 千 五百餘 圆を以 て、 延 長 四百 三十 四 間 幅 六 

.  (二  51、 

修を行 ふに 決 し-三 ケ 年の 繼續 事業と して 工事に 著 手せ り。 

柬 部に ありて は蕞合 方面の 發達 亦顯著 な， り しに 拘 はら す、 而 も 未 

道路な く、 特 に 山麓に 沿 へ る熊內 以東の 如 き、 坂 路 多くして 交通 發展 

し を 以て、 二十 六 年 先づ同 方面 屮 人家 最も 稠密に して 而も 道路 

べき 字 大道 筋 出合よ，.^ 新生 田 川に 至る 間の 逬路擴 張 を 企て、 こ 


從來の 直流 

間 を 四 間と 

(二三) 

成せ. 9。 

り 西 出 町. 東 

字南濱 一 

にして 到 

る 者 あ b.， 

三尺の 改 


ち 


す 


力 トメ 

コ iT す 

を 出 願 し、 且 つ 潰 地の 寄附 を 申出 づる者 あり。 市 之 を採納 して 其 費用 

を 可決せ る も、 幅 二 間の 道路 百 七十 五 間 を 成せし のみ なれ ば、 未 た 以て 


完全なる 

阻害 甚し 

も 狭隘と 

が 實測方 

四百 餘圓 

大 に發展 


國道 及縣道 

の 改修 


せる 此の 地方の 必要 を充 たす に 

市內の 道路の 斯く 公私の 協同 

俟 ちて 縣も亦 市內を 貫通す る國 

蓋し 彼の 市中 第 一 の地區 たる 元 

ら、 當 初 道 幅 僅に 三間餘 な..^ しか 

元 町 通 國道擴 張に 關 する 布 達 あ 

り 遂に 元 町 通 約 六 百 間 幅 五 間の 

道の 改修 さ れ しもの を擧 ぐれば、 

三百 餘間. 二十 五 年に 於け る 相 生 

よ 藤 の 寺前 迄 及 湊 町. 江 川 町に 

三 六) 

ケ町縣 道 二百 五十 餘間 等な り" 


三五〕 

き。 


らざ 

によ-^ て 著々 

道及縣 道の 改 

町 通 よ 相 生 

ば， 其 他の 道路 

りし もせ ハ實施 

擴 張 を 完 成 す 

十二 年に 於 

町國 道百餘 間， 

於て 縣道 三百 

されば 明治 二 


更正 擴張 せらる 、 に 方 り、 之 と 相 

修 を 行 ひ、 大 に 面目 を 一 新せ り。 

橋 を 經て西 柳 原 町に 至る 街路す 

推して 知る ベ く、 二十 年 三月 旣に 

遲々 たりし が、 明治 二十 七 年に 至 

る を 得たり。 尙ほ 爾餘の 國道縣 

ける 兵 庫 永 澤町外 五ケ 町の 延長 

相 生 町 有 馬. 道より 湊橋ま で、 湊 橋 

間. 二十 六 年に 於け る 江川 町 外 三 

十六 年に 於て 兵神兩 區の湊 川に 

る も， 市 民の 爲 めに 蒙るべき 不便 


市内 外の 交 

通機關 


よりて 隔離 せら れ、 新 橋. 湊 橋. 中 土橋 等の 連絡 あ 

依然として 舊 に異ら ざ. 9 しに 拘 はら す、 其 以外に 於て は 市內に 於け る 交通 關係 

(二 七) 

大に其 面目 を改 むる を 得たり。 

交通路の 整理に 次ぎて 說 かざる ベ からざる は 市の 內 外の 交通 機關な り。 r 

第. 一 ハ章 .a 治 制 施行よ リ日 淸戰役 ！.！■ 至る 閬神戶 の發逢  ニニ 


神 戶市史 本 編 Jg 說 

影 馬車 會社は 明治 二十 三 

る 間の^ 業に 從 せし が 

車 場よ，.^ 多閡 通. 熒 町 通 を 

榮町 通. 多閡通 • 西 柳 町 間 

敷設す る を以 て危險 なり 

當 時市會 議長の 公職に あ 

田 間 -ilT 車 鐵道は 同じく 明 

の 提出 せらる ， に 及び 縣 

計畫 せる 給水， 業の 水源 

よ..^ 害毒の 豫防 十分なる 

る に 同 計畫は 二 十五 年 二 

せ る を 以 て、 縣 は 再 び 之 を 

て 將來著 手す ベ き 給水 事 

其 障害 を 除去す ろ 義務 を 

て 土地の 繁榮を 助く る 


二  一  二 

年 十 一 月に 設立 せら れ、 葺 合 村 新生 田 川より 住 吉に宝 

-幾 もな くして 解散せ. o。 同年 神 

經て居 地に 達する 市內 馬車 鐵 

の 街路 多く は 其 幅 狭^な.^ しか 

となす 者市會 議員 中に も これ 無 

り し 神 田 兵 右 衞門は 遂に 此計畫 

治 二十 三年お； iT 郡 有志の 計畫せ 

之 を 市會に 諮問せ し に、 市 會は右 

地に 近く、 其 淸潔を 擾す虞 ある を 

を 明に する にあら ざれば 承認し 

月 動力に 變更を 加 へ 電氣鐵 道 を 

市に 諮問す る 所 ありし に、 市 會 は 

業に 不利なる 結 菜 を來 すが 如き 

A 擔 するとせ ば、 市 にと 何等 支 

の 利 ある ベ し、 只 山間の 道路に 緣 


田 兵 右 衞門等 兵 庫 停 

道 を 計畫せ しが、 當時 

ば、 これに 馬車 鐵道を 

きに あら ざり しかば、 

を 中止せ.， r,。 神 三 

る ものにして、 其 願書 

線路が 當時神 芦 市の 

以て、 詳細なる 設計に 

難しと 答申せ り。 然 

敷 設 せむ こ と を 出 願 

之に 對 し、 祌 In- 市に 於 

場合 に、 該 鐵道會 社が 

障な きのみなら す， 却 

b て 之 を 敷設す とせ 


よ、 に 新道 を 開 き て 交 通路 を 繼續せ 


^海山 陽 • ゆ 

敏 道の 連絡 


陸運 鼓 達の 


は 許可の 指令 を 得た 

鐵 道の 發 達に關 して 

道 は. 二十 二 年 九月 兵 庫 

り、 二十 三年 三月に は 神 

開戰 前に は 神 IT;. 廣 島 間 

月に は 全線の 運轉 開通 

と な り、 陸 運の 便大に 其 

交通の 發 達 により 一 

として 船舶の 便に 依り 

の 便利 莫大な.^ し の み 

(一二 一  ソ 

道の 延長に 基因せ. 9。 

に、 明治 二十 一 年 官線祌 

七 萬 七千餘 人と な， 0 て 

物の 積 出 高に 於ても. 一一 


しが 遂に 著 手 

は 二十 一 年末 

-神 R 間の 竣工 

u^. 岡 山間 開通 

を 運轉 する に 

を 見る に 至り 

面目 を改む る 

日に して 钟 In^ 

し 正金の 輸送 

な ら す、 神 P 港 

今 之を鐵 道の 

驛の乘 客 二 

僅々 六 年間に 

十 


しめざる ベ から や 

(二 九 ) 

を 見る に 至らす。 

旣 に 兵 率 龍 野 間の 

によりて 官設 鐵道 

し， 二十 五 年 七月 三 

至れり。 而 して 東 

たれ ば、 神 市は玆 

〔三 〇，- 

に 至れ. 9" 

より 東京に 至る を 

も 一 層 迅速に 行 は 

全體 として の顯著 

乘客、 積 出 貨物、 郵便 

十 萬 四千 餘 人な， - 

三倍 以上の 增加を 


第 六 章 .y 治 制 施行よ 


年の 四千 萬 斤 は 二十 六 年に 

日淸戰 役に 至る 間祌戶 の發達 


と 答申せ る を 以 て、 會 社 

開通 を 見たり し 山陽 鐵 

との 連絡 玆に 始めて 成 

原に 達し. 二十 七 年日淸 

海道 官線亦 二十 二 年 七 

に 東西 鐵路接 績の要 櫃， 

得る に 至りて は、 從 來 主 

る , こ と/-  ^  KV  ^  ^  Ir_ 

なる 發展 亦實に 此の 鐵 

物 等の 發著 數に徵 する 

しに、 二十 六 年に は 六十 

示 し、 又 同驛に 於け る貨 

は 一 億 四千 萬 斤 を 超え、 

二 1  一二 


神 ハと關 お 

關 西との 關 

係 


神 戶市史 木 一橈總 說 

三お 驛に 於ても 乘客は 二十 一 年の 十九 萬 五千餘 人よ-' 二十 

と な り、 賴 出 货物は 二十 一 年の 九十 五 萬 斤よ. -ニ 十六 年の 一 

なれり。 山陽 鐵道兵 庫 驛又六 年間に 同 樣の增 加 率 を 示し、 乘 

萬 六 千 人よ-^  二十 六 年の 十萬餘 人と な b  、貨 物 は 二十 一 年の 

十六 年の 一 億 千 八 百 萬 斤と なれり。 _ ^し 之に 同 線 神 tl; 驛の 

十六 年の 乘客は 三十 六 萬 五 千 人、 貨物 は 一 億 四千 萬 斤に 達す 

山陽 線に 於け る 貨物^ 加の 趨勢が 東海道線に 比し 一 屠顯 

如くなる は. 是 寅に 交通 上祌 11^ 市の 地位の 重大なる を 示す も 

輸入港と して 旣に 本邦 第 一 たるの 關係 上. 需 要 供給 共に 偉大 

神 In- は、 山陽 線の 開通 及 其 延長よ. M<r 其 繁榮を 加 へたるな. 

上關 東に 比. して 如何に 優越せ る か は、 當時 全國の 電報 總數 一 

長 野. 新 潟三縣 以東の 發著 僅に 三 割に 過ぎす し て、 其 他 は 右三 

れる事 實に徵 して 之 を 見る こと を 得べ く從 つ て其關 西の 耍 

a  ニー 一つ 

經濟上 如何に 地^ を 占む るか を 察する に 足る。 It lo- 市の み 

發著數 に 就きて 之 を 見る に 土 十二 年に は 郵便 六 巧 六十 萬 通 


二 一  四 

六 年の 百 十 萬餘人 

億 四千 七 百 萬 斤と 

客 は 二十 一年の 三 

二 十四 萬 斤よ..^  二 

貨客 を 加へ む か、 二 

ニー 三) 

る 二と、 なれり。 

著なる こと 上述の 

の に 外なら すして、 

な る關 西を控 ふる 

。 關西 地方が 經濟】 

千餘萬 通の 中 愛知 • 

縣 以西の 發 著に よ 

樞 たる 神 In- の 本邦 

の 郵便 及び 電報の 

，電報 三十 二 萬 通に 


土 鵰鐵道 問 


し て、 二十 六 年に 

しき 增加は 叉 明 

陸運 發 達の 影 

最も 深く、 明治 二 

以て 大に 東亞 拓 

方起點 たる 浦鹽 

り し て 更に 後者 

りて 市民の 一 大 

設法を 布告し， 京 

て 舞 鶴に 達する 

す る や. 神 il^ 巿 の 

業 會議所 內に設 

貿易 俱樂 部. 湊東 

採擇 せしめて 以 

一 新生面 を 開き、 


十 


を 


郵便 一 千 五十 

かに 鐵道 延長 

此の 如く 大な 

二三 年の 交 露 

の 大經綸 を 行 

德，， VJ 日本海に 

鐵道 によ， 0 て 

究 案件と な h-- 

市より 舞 鶴に 

の と の兩 線路 

志 奮然と して 

し、 神 0y 市 會. 神 

交 協會幷 びに 

日本中 斷の鐡 


萬 通、 電 報 1： 十 

の 影 響に 由 る 

る を 以 て、 當時 

國 政府が 巨費 

はむ とする や 

臨める 我 一港 

祌 HI 港に 連接 

•  二 十五 年 六月 

至る もの と、 兵 

に 就 き、 其 一 を 

起. T  、同年 十一 

III 商業 會議所 

地主 俱樂部 等 

道 を 敷設せ し 


一 一 萬 通 と な れ 

ものなる べし 

祌 Ir^ 市民の 鐵 

を 投じ て 西 伯 

_當 時我國 にも 

と を 連絡す る 

せむ との 計畫 

政府が 法律 第 

庫 縣土山 ぶ り 

採擇 して 近畿 

月 土 鶴 鐵道委 

. 兵 神 自由 倶樂 

の谷團 體を糾 

め、 對岸西 伯 利 


h^。 此の 如き 著る 

道に 留意す る 二と 

利 亞鐵道 を 完成し 

西 伯 利亜鐵 道の 東 

の 論 起こ ， ^、そ れ よ 

は、 實 に數 年間に 亙 

四號を 以て 鐵道敷 

京都府 福 知 山 を 經 

豫定 線と なさむ と 

員 交 涉會を 神 ITl 商 

部. 神 港倶樂 部. 祌 li^ 

合し. 土 山 舞 鶴 線 を 

亜との 運輸 交通に 


戸 をし て 益  <柬 洋賀 易の 中、 ひ 市場たら しめむ と し、 祌 IJ^ 市會亦 
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祌戶 市史本 編總說  ニー. K 


線の 優劣 一 


同月 同様の 怠 見 書 を 可決して 兵 庫 

せしめ、 土鶴鐵 道委負 交涉會 の活励 

兵 扉縣土 鹤鐵道 期成同盟 會亦 之と 

當 時交涉 委員 會が發 表せる 調査 

長し と 雖、 槪 ね 平坦の 地 を 走 り、 勾 配 

達せ や。 工事の 難易の 差 極めて 明 

上 を 要するに 對 し、 此 は 二百 五十 萬 

彼に 勝る こ と 亦 莫大に して. 其 差 田 

條. 穀物 十 五 萬 石、 茶 三 萬 貫、 生 絲五千 

上の 優劣 亦 (矛 ふべき 餘地 なし。 京 

鶴 線の 敷設 を 切 51- すと ぎ、 同 市 は 由 

業 地に あらや。 故に 京 鶴 線に より 

經濟の •  似理に 1:^ れる 失當の 論に 過 

の 如しと せ ば. 土 鶴 線の 必要 不可 缺 

事 上の 理由よ. -彼を 以て 優れり と 


縣知^5„^ に陳情し、別 に 臨 

に聲 援を與 へ、 兵 靡縣全 

呼應 して 相 共に 目的 を 

書に 據る に. 土 鶴 線 は 之 

却 h- て 緩に， 隧道 橋梁の 

瞭 なれば， 彼の 京 鶴 線の 

圆を 越えす。 加 之 沿線 

畑 一 萬 町 步地價 六 百 萬 

貫、 綿 十 萬 貫， 船 舶 七百隻 

都市 は 時勢の 進 運に 後 

來舊都 とし て古蹯 名勝 

强 ひて 繁榮を 維持せ む 

ぎ や。 兩 線の 經濟 上の 

は 識者 を 待た すして 明 


時 委員 を 擧げて 上 京 

般の 有志が 組織せ る 

ニー 一 五) 

貫かむ こと を 期せり" 

を 京 鶴 線に 比し 數哩 

必要 亦 京 鶴 線の 半に 

工費 槪算 三百 萬圆以 

の 生産高に 於て 此の 

圓、 II； 數 一 一 萬 人 口 六 萬 

なれば， 彼此 兩線 經濟 

くれ ざら むとして 京 

に 富み、 物貨 集散の 商 

と す る も、 畢 竟す るに 

比較に して 巳に 前述 

かなる 所、 劳 し 夫れ 軍 


爲 すが 如きに 至.. -て は、 蓋 し 眯の管 見に 過 


ぎ す- 土 

る を 以 て 

む か、 京 鶴 

- >  ttoL  .lat  t 


て 今 

ら る. 

其 能 

委員 

等 と 

は 突 

せ し 

至 る 

芦の 

で た 


や 五 

- 而 

力 を 

等此 

會 見 

如と 

む。 

ベ き 

繁榮 

る な 

白 と 


鶴 線の 一 部 は 

甚だ 安固な り 

線と 雖亦 安全 

の實 用に 供す 

港の 首に 位し 

して 若し 土 鶴 

發 揮 し、 國 家 經 

の 如き 主張 を 

し. 同市 民の 聲 

して 京 鶴 線の 

蓋 し 先 づ 京 鶴 

支線 を 敷設せ 

の 培 加 を 以て 

りと 其 動機 

なりたれ ば、 祌 


須 磨. 舞 子の 海岸に 


を 保 

る 能 

山陽 

線に 

濟上 

以て 

援 を 

採用 

し め 

は 知 


朝 不幸に 

し攀 し； 

はざる に 

，九 州. 四 國 

よ -.^ 西 伯 

に 偉大な 

再三 大阪 

得む こと 

を 禀 請 す 

敷設せ し 

む， i する 

の 繁榮を 

り 難しと 

の 委員 は 


し 


於 

の 


を 

-べ 

め. 


て 

要樞 

利 Is- と 

る 効果 

に 赴-.^ 

力 

に あ り- 

減殺す 

これよ 


め 


る 


第六窣 ftl 治 制 施行より 日 淸戰役 LL 至る 間 神 


ふ ベ き も、 紀 淡 海峡 

海峡が 敵の 突破す 

京 鶴 線の 勾配 急に 

や。 之 を 要する に 

として 出入の 貨物 

の 交 通 頻繁 を 加 ふ 

を 資すべき はこれ 

，大阪市 會議 員. 大 阪 

しに ピ 十六 年 一 月 

決 議 し、 委 員 を し て 

後 同 線 園部驛 より 

. 或は 曰く、 土 鶴 線 

る 所以な りと 考 へ、 

市の 反對の 態度に 

りして 京都. 大阪兩 

戶の發 達 


の 防禦 

る と 

して 屈 

祌 UJ,- は 

皆：、 

るに 至 

自明の 

商業 會 

に 至り _ 

上京 蓮 

分岐し 

の 敷設 

以て 此 

出づる 

市の 聯 

ニー 七 . 


線 内に あ 

なる あら 

曲 多 き、 終 

地 利 を 得 

に吞 吐せ 

ら ば 更に 

(三 六； 

理な りと。 

議所 議員 

■ 大阪市 會 

動 に 著 手 

大阪市に 

によ-.^ 神 

の 擧に出 

は 旣に玆 

合に 對抗 
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神 戶ポ史 本 編總說  一 二八 

i 七 ：> 

の 必要 上， 一層の 猎起を 要する こと、 なれ.. y。  - 

土 鶴 親 道 問 然るに 政^ は 其鐵迸 會議に 於て 軍事上の 理由より して 遂に 京 鶴 線 を 採る に 

K の IS 著 

決し， 法案 を 議會に 提出せ しが、 衆議院 は 二十 六 年 二月 此 線路の 採擇を 第五 議會 

ま で 延期す る に 決 し、 第 五 議會亦 之に 關 して 何等 決する 所な か，.^ き。 斯 かる 間 

に 京 都. 園 部 問の 鐵道は 二十 八 年 十 一 月 設立の 京都 鐵道 株式 會社 によ り， 神 崎. 福 

知 山間 は 二十 九 年 九月 創立の 阪鶴鐵 道 株式 會社 によ b  、共 に 政府の 力に よらす 

して 敷設 せらる、 こと、 な 前 者 は 三十 年 二 月、 後 者 は 同年 五月 各 問 通運 轉を 

ニー： 九， - 

見る に 至..^ しか ば、 舯 li^ 市民の 大 運動 も 遂に 其 効 を 見す して 了 れ -9。 

海運の せ. 逢 東 道道 鐵道 未に 其 全通 を 見ざる や、 神 芦. 東 京 間の 海運 は 十八 年 以後 專ら 日本 

- 郵船 會 社の 取扱 ふ 所な. -し ..v 設立 當 初の 同社の 所有 船舶 は 汽船 五十八 隻六萬 

八 千餘噸 にし て、 其 航路の 中. 神 を基點 とし 或は 主要なる 寄港地と 爲す もの は、 

毎月 十 囘の神 p. 橫 濱 間パ毋 月 一 囘の神 浦 鹽 間、 同 翁 e,. 牛 莊 間、 不 定期の 神 戶卞 關. 

小榕間 パ毋週 一 囘の 横濱. 上海 線 等な りき。 其 後 二十 六 年に 至り 始めて 孟買 航路 

を 開きし は、 これ 本邦 遠洋航路の 嘻 矢な.^ とす。 郵船 會 社に 亞 ぐ大阪 商船 會社 

は 明治 十七 fe- 五月 關 西の 船主 數十 人相 集ま り、 百 餘隻の 小 汽船と 百 二十 萬圆の 


資本金と を以 て 


設立せ し 所に して 、政府よ b  二十 一 年 以降 凡ケ 年間 船舶 改良 費 

圓の 補助 を 得、 盛 に 海運に 從 事す るに 至りし が、 同社の 定期 航路 

起點 とせる ものにし て、 其內六 は瀨 In- 內海 航路 二 は 神 戶鹿兒 島 

山 間 な りき。 以上 兩大會 社の 外， 相 踵ぎ て 族 出せる 小 汽船 會社 

11^ に 寄港す る もの 數十隻 に 及び、 其 間に 乘客 貨物 吸引の 競爭起 

奈陀 等の 外國 汽船の 其 隙に 乘 せむ とする もの あるに 至れ. 9。 

の 頃 神 IT; 港 出入の 船舶 は 汽船 及び 帆船 を 合して 七 八 百 隻百十 

しもの、 漸次 增 加して 二十 六 年に は 千 七百隻 二百 八十 萬 噸を超 

之 を 本邦 汽船の 總 計が 明治 二十 二 年の 三百 餘隻 十三 萬 四千 餘 

の 四百 餘隻 十六 萬 七 千餘噸 とな り、 其 增加 著しから ざるの み な 

の 船舶に 至.^ て は 僅に 三十 隻四 萬噸を 超え ざり しに 比すれば、 

商港と しての 繁榮 傑出せ る を 見る ベ く、 外 國 貿易 汽船の 入港に 

の 全 國總計 千 二十 二 隻に對 し， 神 11^ 一港の みに て 六 百 六十 ニ隻 

の 二 千 二百 十四 隻に對 し 千 四百 十 隻を算 せる が 如 き、 以 て 神 

於ても 顯著 な る 地位 を 占めし を證 して 餘 あり。 


神 戶市史 木 編 總說  ，  ニニ 〇 


擴 張？^ 動 

れ、 生 

以て 

十 一 

其繁 

所 あ 

を與 

度の 

し て 

の 習 

風浪 

, J と 

を も 

年に 

千餘 


治 二十 五 年 九 勅令 第 七十 七 號を以 

田 川口より 正南に 向 ひ、 和 田 畔 の 尖 角 

碇繋 區 域と 定め、 同年 十月 一 日より 施 

年 の ぶ、 兵 .iii- の 有志 相 謀 b  、兵 錄港を 開 

榮を加 ふること 神 戸 港の 如くなら し 

り。 神 商法 會議所 亦 之と 同時に 同 

へて 政府 及び 縣廳に 說く所 あり。 爾 

願 害 皆 其 目的 を逹せ ざり しに 拘 はら， 

兵 庫 港現狀 調査 書に 述 ぶる 所 を 見る 

慣存 する 上 は、 輸 出 米 を 孵 船に よ て 

の 日 多大の 損失 を 招く 恐れ あ り。 然 

， せば， 是 等の 失费を 減じ、 且つ 出帆 期 

省く を 得べ く、  接 間接の 利益 甚だ 大 

至る 四ケ 年間の 輸出 米 總計七 百 三十 

圆 なれ ど、 之 を 兵 庫に 於て 積 込む と せ 


て祌 11； 港 船舶 

よ.. = ^北柬 一し 向 

行す る ： と 、 

港 場たら しめ- 

め  む と し、 縣 知 

様の 建議 を議 

後 知事 及內閣 

す、 お 志の 運動 

に. 第 一に 船 積 

兵 庫よ..^ 神 

る に 兵 錄 港に 

日の 遷延 或は 

なる もの あ- 9 „ 

四 萬 八 千擔に 

ば此！ _5賃 は 約 


碇繁 所の 擴張 公示 せら 

ひ 直線 を 晝 し， 其 以 內 を 

なれ. o。 是ょ. 0 先き 二 

外國賀 によりて 大に 

事 內海忠 勝に 陳情す る 

決 し、 神 區會 之に 聲援 

更迭 共に 兩 度に 及び、 再 

益，^ 熾な り。 今 其 理由と 

終了 を 以て 受渡 を爲す 

港 碇槃の 本船に 移す は， 

於て 本船 積 込 を 了す る 

之に 附隨 する 烦累 損失 

二十 一 年 乃至 二十 四 

し て， 其 孵 船賃 は 四 萬 三 

二 萬 四千 圓 にて 足る ベ 


く、 卽 ち 一 ケ年約 五 千 圓を節 

亦 同様の 利益 あらむ。 次に 

其 陸 揚步合 は 神 ir; 六 分、 兵 庫 

に て、 多く は 米穀 其 他 を 兵 庫 

其貯藏 所と して 兵 庫に 石油 

よ，^ の^ 船賃 は 之 を 兵 庫に 

に 上れり。 憐寸に 至りて は 

千 六 百 餘圓に 達し、 木材の 兩 

出 は 丁 五と 八. 五 の 割合にし 

にして 其 差 八 百 七十 圓 以上 

年の 運賃 を 減す る こと 總計 1 

して 碇繁に 便に 海岸に は旣設 

りて 荷 造に 熟達せ る こと 亦祌 

せ む か、 輸 出品 は 兵 庫 港より 先 

込まざる ベから ざるの みなら 


す る 

右 四 

四 分 

に 積 

倉; 窜 

て 引 

其輸 

港輸 

て 其 

な り 一 

一 萬 

づ 


こと を 得 ベ し。 而 

ケ 年の 石油 輸入 高 

な る が、 其 需要 地 は 

載し 來り、 復航に 石 

會 社の 設立 を 見る 

取る ものに 比 し-多 

出祌 II； は 三 分、 兵 庫 

出 步合亦 三と 七に 

差 千 六 百 餘圓、 豆粕 

- 故に 若し 積 込 船 

三千 圆 以上に 達す 

倉庫 一 萬 九 百 坪 に 

の 比に あらや。 然 

之を税 關に囘 漕し 


す、 貨 主との 契約に よ 


して 輸入 米 陸揚の 場合に も 

は 八 百 七十 五 萬餘函 にして， 

九 州. 四 國. 內 海 沿 岸 及 北 國 筋 

油 を 積 去る を 例と す" 故に 

に 至れるな り。 然るに 祌 

きこと 一 ケ 年 三 千 五 百餘圓 

七 分 を 占め、 而 かも 運 貸 差額 

して 其 差 七 百 餘圓、 竹材の 輸 

及 油糟の 輸入 步合は 三と 七 

を 兵 庫 港に 碇 繋し 得ば. 一 ケ 

べし。 加 之 兵 庫 港 は 水深く 

上り、 人夫 等 多年の 經驗 によ 

るに 若し 現在の ま、 に繼績 

て 免許 を 得. 然る 後 本船に 積 

,5 制限 せられた る 滞 泊 期間 


第. 一 ハ窣 自治 制 施行より 日淸戰 役に 至る 間 神 戶の發 逢 
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內に， 風波 其 他の 故障 出 來の爲 め ■ 或は 滯船料 を 要求せられ， 或は 契約の 破棄 を餘 

儀な くさる、 等 幾多の 不便 あ..^, 輸入の 場合に 於ても 亦 同樣の 不利 を 忍ば ざ 

る ベ か らゃ 是れ兵 庫 商人の 堪 へざる 所。 之に 反し 若し 兵 庫 港 を 以て 開港 場 

とせむ か、 一 は 以て 神 港の 狹險を 補 ひ， 一 は 以て 兵康 商人の 熱望 を 満たし 得べ 

く、 に 一 舉兩 得の 措置なる べしと あ， 勅令の 公布に 逢 ひて 兵 庫 市民の 歡喜 

せる こと 想 ふ べし。 爱に 於て 同年 十 八日 を 卜し、 兵 庫 船大工 町 海岸に 於て、， 促 

繁 區域擴 張の 爲め 盛大なる 祝賀 式を擧 行せ""。 

舯戸 港の 賀易 は斯 かる 間 に 益.^ 發 達しつ、 あ き。 轍 出 は 二十 二 年に 於て 二 

千餘 萬圓. 輸入 は 二 千 六百餘 萬圓. 二十 六 年に は 輸出 約 二 千 五 百萬圓 輸入 約 四千 

百 萬圓. 合計 赏に六 千 六 百 萬圓に 達し. 之 を 二十 二 年に 比する に 其 增加率 四 割 三 

分に して、 更に 之 を 明治 十九 年に 比すれば 二十 六 割 以上の 增加 なり。 更に 橫濱 

港との 比較に 於ても-二十 三年に 於け る 輸入 は 橫濱の 百に 對し神 芦 は 七十 九な 

,0 しが、 二十 六 年に 至りて は 橫濱の 百に 對 する 神 の 輸入 百 十一 二と なりて 遂に 

彼 を 凌駕せ. 次に 之 を 全國賀 易の 總額 中に 於け る兩港 輸出入の 權衡 に徵す 

る，， 、二十 六 年の 输出總 額 八 千 九 百 餘萬圓 中， 橫濱の 六 割 二分に 對し祌 は 二割 


明：. 3  二十 一 

ニ兩 年の市 


八 分 を 占む るに 過ぎ ざ..^ しか 

割に 對し神 tl^ は 四 割 七 分 を 占 


に 及ば ざ 

(£ 七.； 

る ベ し。 

飜 b て 

の 機運に 

耍大に 加 

萬 七 千 四 

(四 八) 

し。 此好 

垂ん とせ 

萬 三千 餘 

は 資本金 

は 培 加し 

及び 之に 

繁 なりし 


め 

り し も、 毓 入港と して 長 


ど、 輸 入に 於て は 總額八 千 八 百 餘萬圓 中、 橫 濱の四 

總 額に 於て は 神 

撗濱を 凌駕す る に 


當 時の 市況 及び 市民の 

向へ る や、 金 融は活 澄と 

は 、燐 寸 製造 工場の み 

百餘 人に 達せり と 云 ふ 

况 は繼績 して 翌ニ 十二 

しが、 其 中 稍 大規模と 云 

坪 の 倉庫 を 建築せ る 石 

率ね 小額に して 多き も 

金融 亦圓 滑活潑 に、 土地 

伴 ふ 諸 物價の 昂騰の 爲 

水害の 更に 市況の 氣勢 


り。 されば 貿易 

の 進 步は旣 


なほ 

至れる 


撗濱 

を. 見 


生計 を 顧る に、 明治 二十 一 

な り-市 況は振 ひ、 事 業は漸 

にても 三百 六十 日間 就業 

. 市民の 生計 從 ひて 著る 

年に 及 び、 會 社 工場の 創立 

ふべき は 資本金 三 十萬圓 

油 倉庫 株式 會社 あるの み 

六 萬 圓 を 超えす。 然れど 

賣 買 亦 盛に 行 はれた， - 

め 生活の 壓 迫を受 くる こと 

を 挫き、 Ip.^ 物 噴の 曰 &上を 5^ せ 


年內 外の 

く 起： り 

職工 延人 

く 向上 

らる、 

以 て 組 

し て、 其 

槪 して 

し 下級 

甚 しく 

し か ば、 


し 

1 一 

但 


取引 稍 

勞働カ 

員 百 三 

るよ 

もの 二 

織 せら 

他に 至 

製 造 販 

市民 は 

各地 方 

市中の！ 


挽囘 

の需 

十九 

論 な 

十に 

れ、 一 

KV て 

賣業 

米價 

に 頻 

白米 
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明治 二十 三 

年 市民の 窮 


^濟界 恐慌 

i 其 善後策 


神 戶市史 本 編 m 說 

小资 相場 三月 初 句に 上中下 平均 一 升 五 

厘と な り、 九 月 中旬に は 更に 昂騰して 九 

は 十二 三 割の 騰貴 を 示 し. 物 情：； I 々たり 

二十 三年に 至りても 米價の 騰贵は 小： n 

以降 未曾^の 高直 を 示 し， 防 長 米の 如き 

十八 錢 とな り、 其 勢 停止すべく も 見えす- 

七 千！；^ にし て、 前 年より 減す る こと 實に 

之に 準じて 騰貴せ る は Ml よりにし て. 金 

に 三 割 以上の 減少と な 勞 力の 需要 最 

病， 流 行 性感 冒 等の 流行す る ありし かば 

に 至りて 極まれり。 當時 市の 

而 して 有志の 義捐 及 市 會の救 

ば、 市 內及縣 下のお 志 者 相 諮 

業 を 起こして 究 民に 業 を 授け 

經濟界 の 此の 如き 大 不振 は 


錢 七 ； S な b し 

錢五 厘と なり 


ニニ 四 

も の. 七 月下 旬に は 六錢四 

■ 日用品 中 醤油 は 三 割强、 酒 


き r 

よ 


、細 

れ 


ま や し て 1 

最 高 十圓十 

されば 兵 

百 二十 萬擔 

は 硬 塞 し， 事 

激減 を 見た 

民爲に 頻死 

ば 究民千 二 

時の 急 を 救 

を き て 產 


石九圆 六十 

1 一 錢、 備 前 米 

の 輸出 米 も 

に 及 ベ り。 

業界 は沈衰 

り。 加之猛 

の 境地に 陷 

百 人 を 越え 

ひ 得た るに 

業 を獎勵 し. 

同 を 得 た り- 


こ 


調査に 據 

濟は纔 に 一 

、私立 勸業會 

むとし. 兵庫縣 知事の 贊 

遠く 其 端 を 西南 戰役當 時の 不換紙幣 濫發 に發せ 


と な り， 維新 

最高 九圓八 

に 三十 五 萬 

他の 諸物價 

■ 生產賣 貢 共 

なる 虎 1^* 剌 

、其 困 厄 四月 

,0 と 云 ふ。 

過ぎ ざり しか 

土木 其 他の 事 


る もの 

るべき 

ま爲： 

氣の嘆 

者、 明治 

したる 

劇變は 

光景 を 

て 更に 

本 を 市 

穀 補給 

米を輸 

躍して 


にして、 一 時の 好況 は遂 1 

反動の 至らむ こと を 察 し、 鋭 ま； 

鞏固 を 致せし も、 通 貨の 急激な 


聲 漸く 聞 こ へ しに 方り- 

二十 一 年頃 漸く 事業 を 

を 以て、 遂に 二十 三年の 

賀 易に 否運 を齎 し、 正 貨 

經濟界 に 現す る 因と な 

甚し きを 加へ しめたる 

場に 注入し、 五分 利 付 制 

の爲 め、 四月 法律 第三 十 

入す る こと を獎勵 した 

百 七十 八 萬擔に 達した 

て， 麥作 不良の 爲め， 其 價格は 一 

貢 白七圆 八十 餞 に 達し. 政府が 


不景氣 


求 

な 

艮 

三 

時 

各 


め て 

融逼 

流出 

炎 害 

り。 

外 兌 

ば、 前 

騰貴 


界攪 1 の 因と な 

不換紙幣の 償却 

る收 縮の 爲 め、 物 

の 爲め、 多年 資金 

放 資する を 得し 

迫 を 誘致せ るな 

遂に 千 二百 萬 面 

による 米 價の騰 

政府 は此に 於て 

換 券を發 行して 

以て 中央 備荒 貯 

年 僅々 六 千 八 百 

外國 米中 大半 を 

を 示 し、 四 月 上旬 


れ る な h^。 政府 は 此の 恐 

に 努め たれば、 通貨の 基礎 

價は 著しく 下落して 不景 

を 抱きて 其 運轉に 苦み し 

よ ， ^、資 金の 需要 俄に 增加 

り。 加之對 米爲替 相場の 

に 達せる こ と、 亦 慘詹 たる 

貴は此 不景氣 の 歎聲 をし 

公債 を 漸次に 償却して 資 

金融の 緩和に 努め、 且 つ 米 

菩金を 運用 し， 多 量の 外國 

擔 なりし 外米の 輸入 は 一 

占めし は 朝 鮮. 印 度 米に し 

に は 朝鮮 白八圓 七十 錢、 西 


地米 商 食 所 をして 申 合 規則の 改正に よ り， 外 米 


第六窣 自治 制 施行よ リ B 淸戰 役に 至る 間 神 戶の發 達  ニニ 五 
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明治 二十 四 

年の 市況 


を 格 付 中 に 加へ しむ 

騰^せ， .TV" 九月 以降 

に、 二  十日 も 無難 に 

却り て 市場に 無用の 

明治 二 十四 年初 頭 

圆餘の 低落 を 見， 加 ふ 

呈 したり。 九月の 暴 

め、 正 米の 輸出 暫く 杜 

6- 港よりの 輸出 米 前 

餘萬擔 を 減じ た り。 細 

に 比して 生活の 究迫稍 

金融の 緩漫と 資本の 缺 

又は 休業せ る もの 十三 


年 


に 及び 

此險惡 

過せ し 

物視せ 

米價は 

に 三 月 

は 一 時 

する に 

に 比し 

民 は尙 

緩和せ 

乏 依然 

に 及 ベ 


て 稍  < 下 落 を 見 しも. 同 月下 旬に 至，.^ て 又もや 反撥 

を 極めし 不景氣 も 幸に し て 稍" 囘 復 し、 氣 候 は 適 順 

か ば、 正 米 俄に 下落 を 兒. 輸 入 を 力めし 外米 は、 一 時 

(五 一 ，> 

らる 、 に 至れ -。 

上米 六圓 六十 五 餞に して， 前年の 最高 惯に 比し 四 

外 國爲替 相場 亦 下落せ る を 以て. 輸出 頓に 活氣 を 

相場の 激變を 惹起 し. 定 期 米 をして 九圓に 上らし 

至りし も、 十 一 月よ， 9 再び 下落の 傾向 を 現 は し、 神 

百 四十 萬 擔 を 增 加せ るに 反 し、 輸 入 外米 は 百 三十 

物惯の 不廉と 惡疫の 流行と に 苦み し も， 之 を 前 年 

られ たれ ば、 慈 善 家の 義捐 を 要するに 至ら ざり き。 

たる もの ありし か ば、 市 中 五十 有 餘の會 社 中、 解 散 

り。 されば 繊道 圃ぉ說 起こりて 閣議に 上..^ しゃ、 


神 11^ 商業 會譲所 議員 中に も、 流 動 資本の これによ りて 市場に 提供せられ むこと 

(五 ミ) 

を 喜 び、 會 譏 所の 意見と して 建白せ むと 主張す る 者 ありし と 云 ふ _ 


明治 二十 五 

六兩 年の市 

況 


十五 年に は外國 船舶 碇繁 所の 擴張 により 市內 稍.^ 活 氣を帶 びし のみなら す. 


市の 實業祖 

合 


勞 働の 要 加 はりし を^て 細 民 稍  <  生 計 を 

な く、 金 融 依然として 緩漫 に、 從 ひて 事業の 

入- -、 商工業者の 生 產カ增 加し、 殊に 憐寸業 

が， 同年 後半期 九州 地方の 水害に より 米價 

賀易亦 振 はす。 加 之米國 購銀條 例の 影響 

爲替 取組 を 中止す るに 至りし か ば、 賀 易 業 

焙に從 事す る 者. 職 を 失 ふ こと 數千 人、 常に 

し か ば 、飲食店 小賣 業者 爲に 激增 せし が、 年 

I： 五 五) 

以て. 稍. <愁 眉 を 開く を 得た ，^。 

神 に 於て は是 より 先き 明治 十七 年 農 

し 準則 組合 法に より 幾多の 商工業 組合 組 

設 解し、 組合 規約 だに 設定せば 直に 利潤 を 

る ありし のみなら す、 或 は 同業者 を强 制し 

と 試みし 餘 り、 過度 不法の 干涉 とな h., 自 發 


安ん する を 得 し も、 米 價に 著しく 下落 


與 見る べき もの な 

於て は 其 輸出 { 仝 前 

騰 貴 し、 輸 出 米 を 減 

爲替 相場の 下落と 

損害 尠 からす。 細 

馬 道筋 及び 三宮町 

に 至り 燐 寸茶焰 業 


く、 翌ニ 十六 年に 

の 多額に 達せし 

じ， 製茶 屏風 等の 

なり、 外人 銀行 は 

民に して 憐寸茶 

附近に 群 を爲せ 

繁忙と な， 0 し を 


を 以て 定められ 

は 省令の 精神 を 

濫設の 弊に 陷れ 


第. 一 ハ章 自治 制 施行よ リ日 淸戰役 LL 至る 閬神 


務 省令 第三 十七 號 

せられし が、 其 中 

進し 得べ しとして 

盡く 組合 中に 網羅し 之を覊 束せ む 

取の 風 を 萎靡せ し め、 或 は 有力者の 

戶の發 達 


祌 戶市史 本 編 總說  11 ニス 


組合 を 利用して 商利の 壟斷を 擅に する あり。 而し 

商 組合と なす。 同 組合 は 設立 以後 組合員の 利害の 

有名 無 赏の狀 態に あ，.^ し が、 明治 二十 二 年 四月に 至 

料 品、 海 產 物、 米 穀を 除き 其 他の 货物賣 込 を 業と する 

商 組合 を 設けむ との 企 あり。 翌 二十 三年 認可 を 得 

(五六) 

貨賀 n:^ 商 聯合 會に 加入せ り。 而 して 此 雑貨商の 分 

以てしたり しか ば、 當初祌 m' 貿易業 者 百 四十 餘 名が 

貿易商 組合 も、 遂 に 明治 二十 二 年 十二月 を 以て 解散 

ども 斯く諸 稲の 貿易商が 成せる 各 別個の 圑體 以外 

機關の 必要 認められ たれ ば、 實業家 二百 餘名相 集ま 

的と して 二十 五 年 一 月 貿易商 業 俱樂部 を 設立し， 其 

き、 九月 兵 庫 常 盤 花 境に 發會 式を擧 げたり。 此俱樂 

協會 と改稱 し、 同 年 十二月 協會 より 補助 を與 へ機關 

發刊 する に 至れり； 此 新聞 は 收支相 償 ふ 能 はすし 

會は 依然 i:^ 績 して 港 灣の 修築、 稅關 の擴張 等， 神 II； 巿 


て 其 弊最甚 しか， 0 し を賀易 

一 致を缺 ける を 以て、 久しく 

り、 賀 中、 茶、 驚 絲， 石 炭、 食 

者 一圃と な り、 分 離して 雜貨 

，二十 四 年 七月 を 以て 日本 雜 

離に 踵ぐ に 石油 商の 獨立を 

多大の 希望 を 以て 組織せ る 

の已 むな きに 至れ.^。 然れ 

に、 全 貿易業 者に とり 統一的 

り、 內外 取引の 惡弊 矯正 を 目 

假 事務所 を 元 町 三 丁目に 置 

部 は 二十 八 年 五月 神 戸 實業 

新聞と して 關西 商業 日報 を 

て 三十 年 三月 廢刊 せし が、 協 

(五 七) 

の發 展に盡 す所徴 からす。 


神戶 生絲貿 神 iri 港の 生 絲に關 して は、 是 よ 先き 森 岡昌純 兵庫縣 令た.. -し 時、 神 1^^ 港 生 絲 

易 

賀 易の 不振 を慨 し、 種 々これが 振 興 を 畫策 せし も、 其 功 を 奏する に 至ら ざ -9 き。 

然るに 當時關 西ニ府 十九 縣の 生産高 約 十五 萬 貫 中、 輸 出 約 四 萬 三千 貫、 其 價格約 

五十六 萬圆に 過ぎ ざ b し は、 これ 生產者 等の 橫濱 迄の 運賃の 多き を 厭へ る と、 輸 

出 手續に 通せざる とよ， 9 し て. 利 益の 少き を 忍 び、 其 大部分 を內 地に 供給せ し 故 

なる を 以て， 明治 二十 一 年に 至り、 知事 內海忠 勝 亦 之に 留意す る 所 あ， 9。 若 神 In- 

港に 完全なる 市場 を 設置せ ば、 集 り來る ベ き 關西產 出の 生 絲假， 9 に 全生產 高の 

三分の 一 と 見積もる も. 尙ほ七 千 貫 十 數萬圓 の 輸出 增加を 見、 以て 國家經 濟に多 

大の利 《他 を 齋 すべきの み な ら t0 せて 神 の 賀易を 盛なら しめ 得べ しとな し、 

藤 田 組 支店 及び 紳榮會 社を您 通して 蠶絲業 組合 を 設立せ しめ、 且關西 府縣聯 合 

生絲 協議 會を 縣會 議事堂に 開 き、 市 場 開始の 方法 を 討議せ し め、 共 同生絲 倉庫 及 

び 共同 鑑定 入を設 くる に 決せし めし が、 同 年の 出荷 甚 寡少な りしの みなら す、 翌 

二十 二 年 商況 稍 <活 氣を呈 する あ しも、 二十 三年に は 又 不振に 陷 h^, 問 屋は 現物 

を 擁して 買手 を 得ざる に 苦し み-荷 主 は 金融の 硬 塞に 遭 ひ、 十 名の 組合員 次第に 

じて 三 名を餘 すの みとな 、出 荷 僅少の 故 を 以て 買 入の 爲め 外商の 來り 集ま 

第. K 窣 自治 制 施行より 日淸戰 役に 至る 間 神 戶の發 達  ニニ 九 


戶 口の 增敏 


神 戶市史 本稿 總說  二三 〇 

る も な け れ ば. 競 も 行 はれ す、 從 ひて 製絲 家の 満足す ベ き 取引 を 見る に 至ら 

ざ h^ し か ば、 荷 主等遂に賣買の競ハ？^盛なる撗濱に出荷すること、 な り， 祌 m- の 生 

絲 市場 甚寂英 た-' き。 明治 二十 四 年 政府 橫濱に 生 絲撿査 所 を 設立し、 以て 生絲 

贸 易の 發 ^^i? に资 せむ との 企 ある や、 神 商業 會議所 は 岡 田 元太郞 の發議 により、 

神 III にも 同 檢查所 を 設立すべし との 議を 可決 し. 之 を橫濱 にの み 設けむ とする 

は 蠶絲業 保護 獎勵の 道を盡 したる ものに あらす、 旣に生 絲责買 壟 斷の狀 態に 在 

る橫 溶の 發達を 更に 助長す る あらむ か、 將 來 多望なる 神 11^ 港の 生 絲贸易 を凋衰 

せしめ、 關 西の 生産 家に 輸送 上 一 大 不利 を 與へ、 延 きて 國 家經濟 上 莫大なる 損失 

を 生すべき を以 て、 新 設の生 絲檢査 所 は 宜しく 之を祌 tl^. 橫 濱兩 港に 置くべし と 

云 ふ を 理由と して ニー  十五 年 一 月 意見書 を 政府に 開陳 し、 同 時に 责衆 兩院に 請 願 

する 所 あり。 此述動 其 功 を 奏し 土 十七 年 議會は 神 橫濱兩 港に 生 絲檢査 所 を 

設置す る を 可決し たれば. 翌ニ 十八 年 官制の 發布 あ.^、  二十 九 年 三月 を 以て 神 11^ 

生 絲檢査 所の 設^ を兒し も， 生 絲^ 易 は 著る しく 盛大と なる に 至ら ざ， 9 き。 

神 逐年の 發達は nx- 口の 急激なる 增殖を 促せ.^。 明治 二十 一 年 神 P の 人口 

は 十 一 萬 五 千 九 餘人 なりし が、 二十 二 年 荒 田- 葺合兩 村の 合胖 によ. 5 て 一 躍 十 


三 萬 四千 七ほ餘 人、 其 內 寄留 五 离 ニ千餘 人となり、 二十 六 年に は 十五 萬 三千 餘人， 

其內 寄留 五 萬 八 千 八百餘 人と なれり。 卽ち 二十 二 年 以後 四 年間に 毎年 平均 四 

千 六 百 人 弱を增 加した る ものにして 特に 二十 六 年の 如き は 寄留者の みの 增加 

四千 九 ほ 俛 人に 達したり。 蓋し 此年は 商況 不振 を傳 へた りと 雖、 諸 所に 道路 改 

修 工事の 著 手 せらる ， あ 兵 庫の 北部 及び 葺合 方面に 耕地整理の 大 土工の 起 

こる あ，， 'て、 增加 寄留者の 大半 は 是等勞 力の 需要に よ. 9 招致 せられし 者な hs、 

而 して 現 住人 口の 本籍 人口 百 人に 對し百 五十人の 多き に 達し. 市民 三分の 一 が 

寄 者な りし こと は. これ 神 11； 港の 繁昌と 共に 職 を 求めて 遠近より 集まれる 者 

の 多数なる が 故なる こと 明かに して、 以て 神 In- 港の 特色の 一 に算 すべし。 人口 

に 伴へ る 數の增 加 も亦顯 著に して、 二十 一 年に 二 萬 七 千 五百餘 111 な. 5 しもの、 

翌年 隣接地の 併合と 共に 三 萬 四千 二  餘 III となりし が、 二十 六 年に は 三 萬 七 千 

餘 11^ を算 し. 二十 五 年に 比して 千 四百 を增 したれ に、 必 要に 迫られ 家屋の 新築 

又は 增築 せられし もの 九 百 芦 に 達せり と 云 ふ。 

兵 庫 地方の tl^ 數の 增殖は 市街地の 擴張を 必要と する に 至れり。 兵 庫 地方に 於て は國道 

新. i ^き 5 定 

以南 人家 年々 增 加して 閑地な きに 至 り、 其 餘勢國 道 以北に 發展を 見る に 至りし 

第. 一 ハ隼 自治 制 施行よ リ日清 戦役 LL 至る 間 神 戶の發 達  ニー  一二 


兵 庫 地方 第 

二 工事 


神 戶市史 ..  ii 說 

かば、 明治 二十 一 年 二月 地主 等 三百 餘名相 謀り， 潰 地 をお ひ、 國道 以外の 地 區を整 

理せ むとして ェ费の 負 擔に關 し 議定す る 所 あ， 5。 其 設定 市街地の 面積 百 六十 

町步、 縱撗の 道路 四十 八條， 延長 一 萬 三千 六 百 間、 是が爲 に 要する 潰 地 十八 町 步餘， 

其 地 根 十六 萬餘圓 にし てヹ jj^i '费三 萬圆は 全額 を 擧げて 皆 地主の 負 擔と し、 明 治 

二十 三年 四月 第 一 工事と して 先 づ國道 以北 中道 以南に 著 手せ むこと を 出願せ 

しに. 市 は 同年 五月 之 を 縣に副 申し 許可 を 得た- 9。 此第 一 工事中に 計上せられ 

し 新道の 延長 は 五 千 七十 七 問に して. 內幅七 間の もの 一 線 七 は 餘間， 五 間の もの 

二 線 四百 七十 間. 四 間の も の 十四 線 三千 八百餘 間、 殘餘は 幅 二 間の もの 二 線、 新設 

溝渠 延長 五 百 十 間、 潰 地 二 萬 三千 七百餘 坪、 此 工費 合計 一 莴ニ千 四百 餘圓 にして 

二十 四 年 八月 歧ェ せり， 然るに 耕地た トメし 時 幾多の 小字 は いづれ も 新に 町名 

として 錢 用し 難 か.^ し を 以て、 縣は 地主 等の 請に より， 此 等の 新 街路に 命名す る 

に縣ル C 示 百 十 一 號を 以て 兵 iii: 羽 坂 通 一 丁目 乃至 四 丁目， 同 塚 本 通  一 丁目 乃至 八 

丁 目、 同 大 開通  一 丁目 乃至 十 丁 目. 同 水木 通  一 丁目 乃至 十 丁 目、 同 中道 通 一 丁目 乃 

(六 一一 二 

至 九 丁目の 新 稱呼を 以てせり。 

第 一 工事の 竣工に より 街衢の 體裁幷 に 交通 關係大 に 改良 を 加 人 しを以 V.  、二 


宅地 增 加の 

一 策と 地惯 

の婦 


十四 年 工事 委員 等 は 更に 

に 於て 前 工事に 準すべき 

したり， 其計畫 によれば 

四 間 乃至 四 間 五 尺の もの 

百 餘間ニ 間 半の もの 八 線 

坪 あり。 工費 は 七 千 五 百 

の 兵 庫 濱崎通  一丁目 乃至 

佐 通 同 上、 同 松原 通 同 上、 同 

同 今 出 通  一丁目 乃 

此の 如くして 神 

h. 、嘗 て は 田園 若く 

たれば， 市內 地目の 

ば 東 川 崎 町の 如き ■ 

を 阻害す る 甚大な 

せられし も怪 むに 


進みて 國道 以南の 


至 三 丁 

Ir^ 市 は 

は 荒 地 

變更， 地 

、其 大半 

る もの 

足 ら ざ 


第 

四 

東 


二更 正 線路 を 

路總計 十九 線 

線 六 百 六十 餘 

四百 餘 間、 別 に 

圓、 後 功 期限 八 

丁 目、 同 入江 通 

原 通  一丁目 乃 

二ハ an 

是 な り。 

は 熊 內. 葺 合 よ 

して 顧み ざ- 9 

の變 動に 於て 

鐡道廳 の爲め 

り し を 以 て、 一 一 

ことな. 9 き， - 


其 


ケ 


至 


內、 山 陽鐵道 線路 以 南， 駒 ケ林村 以北 

定し， 二十 六 年 八月 工事 著 手 を 出願 

延長 四千 三 二十 三 間にし て、 內幅 

三 間 乃至 三 間 五 尺の もの 八 線 二 千 

渠八 千百餘 間、 潰 地 一 萬 六 千 六百餘 

月な りき。 斯 くして 成れる もの 今 

丁目 乃至 八丁 目、 同 小 河 通 同 上、 同 須 

六 丁 目、 同 住吉通  一 丁目 乃至 四 丁目 • 


し 


も 


西 は 石 井. 夢 野 及び 兵 庫の 西部に 亙 

地 も、 年を逐 ひて 宅地に 變換 せられ 

亦 驚く に堪 へたる もの あり。 され 

に 占有 せら れ、 延 きて 全市 將來 の發達 

十六 年 四月 鐵道廳 移轉の 市會に 提出 

然るに 當時恰 か. も鐵道 線路 以南の 葺 


第 六 章， 自治 制 施行よ リ日清 戦役 に 至る 間 神 戶の發 達 


上水道 敷設 

の議 


神 戶市史 木 編 槐 

合方 面に 於て、 住 K 等廣 

りし を 以て、 神 11； 停車場 

部 を葺合 村に 移轉 し. 以 

く 巨船の 碇舶に 適 し、 其 

町の 移轉 跡に 通 やる に 

を 計 b, 囘 潜の 業の 發達 

しとの 理由 も 加 は，.^ た 

直ちに 其 目的 を 達する 

速の 發達 を徵 する に 足 

町 通に 於て 二十 四 年に 

通に て 二十 五 年に 十圓 

槪す るに 四 五 年間に 約； 


說  ， 二三 四 


濶な る 耕地 を 變換し 

を 除く の 外、 東 川 崎 町 

て 一 擧兩 全の 利 を 得 

運輸の 利便 東 川 崎 町 

縱橫の 公道 を 以てせ 

を 致 し、 溝 渠の疏 通に 

れ ば、 市 會は之 を 可決 

能 は ざ. 0 しと 雖、 斯 か 

(六 六ン 

るべ し。 されば 市內 

一 坪 二 十六 圆の も の， 

五十 餞の もの、 二十 六 

二  の騰贵 を 示す に 


て 


年 

至 

上水道の 敷設 も 亦當時 市の 輿論 を 動かせし 

入、旅客の^|1-散共に頻繁にして而かも從來衞生 

は、 惡 疫の 流行 潘次 なりし は已む ベ から ざ る こ 


宅地と なさむ と計畫 せる もの あ 

於け る 鐵道廳 の 工場、 建築物 等 全 

しとの 論 起こ， 小野濱 以東 海深 

讓ら ざるの みなら す. 若 し 東 川 崎 

、神 11^ 兵 庫の 連絡 船舶 砣繁の 利便 

り 衞生上 偉大の 效果 を齎し 得べ 

、卽日 知事に 稟 申せり。 此稟申 は 

必要の 迫 しこ と、 以 て 神 11^ 市 急 

地 偕 自ら 非常なる 昂騰 を 示 し. 元 

十六 年に は 五十 三圆を 越え、 多 聞 

に は 二十 七圆 七十 錢 とな b- 、之 を 

(六 七ソ 

れ-。 

一 大 問題な. - き。 蓋 し 

的 設備の 完 から ざり し 

とに し て、 其 撲滅 容易な 


ら 


舶の出 

市に 

ざ b し 


私設 -.ss 畫と 

Ife: 會の 態度 


か ば、 具 眼の 市民 

起 こ リ、 明治 二十 

に屬 して！^ らし 

* か む とし. 縣吏 員 

成績 を 以て 市民 

十五 萬圓の 大事 

然るに 水道の 

防火に、 或は 工場 

殊に 鐵 道に 於て 

を 設け、： t  u; 驛の 

にして 機鐯 用水 

水に 不便 を 感じ 

設 水道の 計畫 を 

際 寧ろ 區費 を以 

設會 社の 水道 敷 


は 夙に 飮 

一 年其議 

め し 設 計 

を 橫濱に 

の說 得に 

業に 著 手 

必要な る" 

に、 或は 入 

其 然 る を 

需 要 を 充 

に 缺 乏 を 

つ 、 あ. り 

な し， 之 に 

て 敷 設 す 

設に 異議 


水 改良の 急務な 

たび 熟する を 得 

就き 研究 を 凝 ら 

し. 前 年 竣工し た 

せ し も、 當 時 市民 

る を 決心せ しむ 

單に 市民 日常の 

船舶の 給水に、 其 

たり。 官設 鐵道 

せ し も-山 陽鐵道 

たし、 操車 上の 不 

日本 郵船 會 社と 

し 知事 內海 忠滕 

の 得策なる を勸 


る を 認 め， 上 水道 敷設の 論 早くよ b 


て、 縣及區 

し、 市民の 

る 同市の 

る こと？. S 


衞生 

敷設 

は 夙 

會 社 

便少 

協同 

よ kv 

吿 せ 


に 利 

を 待 

に 安 

は 其 

か ら 

し、 明 

區 會 

し -」、 


の 當 

猛省 

水道 

生 思 

は ざ 

す る 

つ こ 

養 寺 

設備 

ざ り 

治 二 

_  - 咨 

{  ニー  s 


CP 者 は 

を 促し- 

事業 を 

想 未だ 

〔六- 0 

り き， 

故の み 

と 切な 

山の 西 

を 缺 き 

しかば. 

十二 年 

る 所 あ. 


區會は 一 票 


き を 決せし かば. 時の 區長鳴 瀧 幸恭大 


英 人 パ レノ マ ー 

以て 起工 を 急 

視察せ し め、 其 

進 ま t ェ 費 四 

にあら す、 或 は 

る もの あり" 

に 自用 貯水池 

し を 以て 往々 

同社 は 船舶 給 

を 以て 遂に 私 

,5。 同時に 此 

の 差 を 以 て 私 

に 憂 ふ る 所 あ 


第六窣 自治 制 施行よ リ日清 戦役 LL 至る 間 神 戶の發 逢  二三 五 


神 戶市史 本提 練說  二三 六 

b  、區 會 決議の 上申と 共に 其區费 企畫の 得策なる を附 言 し、 以 て 其 決議に 對抗せ 

(六. 0 

むとした， 9。  _  . . 


斯 かる 間に 山陽 鐵道 及び 日本 郵船 兩社 

共に 重役 連署の 願書 を 提出せ るを以 て、 廳 

區會の 決議に 反對 せし 少數者 等、 同 志を糾 

じ て 該 出 願 を し て 不 議 に 了 ら し む る を 

七月 を 以て 工費 收支 計算書 及び 市民 負擔 

申ね て 諮問す る 所 あり。 其說明 書に は 先 

千 五十 五 中 、飲用に 適する 者 僅に fH 七十 九 

1 井の 割合な り。 濾過に より 或は 危險を 

千 三； S 十五 彻， 卽ち 平均 三 十三 口に 一 井 

十兩 年の 腸 窒扶斯 患者 總數千 百 二十. 七 人 

ち 分の 二十 六に 達し、 又 明治 十二 年 乃至 

百餘 人に して. 其 中 死亡者 約 二 千 九 百人卽 

原因 主として 市中 飲料水の 不純と 不足と 


の 協議 愈ノ 熟し、 二 十 二 年 三月 意見書と， 

議將に 之 を 許可せ むと せし か ば. 曩 に 

合 し、 區 長と 共に 縣當局 者に 說 き， 辛 う 

得たり。 市制 實施 後に 至 縣 は 更に 

計算 表 を 添へ、 說明書 を 市會に 交 附 し： 

づ 市の 衞生狀 態 を 述べ、 市 內井數 一 萬 

にして， 平均 百 四十 芦 六 kn 四 口に 對ふ 

免れ 得べき 井數を 合算す る も 總計八 

の 割合に 過ぎす。 然るに 明治 十九 ，一 一〔- 

にして， 其 中 死亡者 は 二： ，0 八十 九人卽 

十九 年の 虎列剌 患者の 總數は 三千 八 

ち 百 分の 七十に 及べ る は、 い づれも 其 

によら すん ば あらす。 就中 十九 年 虎 


水道 問騷と 

市民の 覺醒 


め、 流 行 地の 認定 を 解く 能 は ざり しこ 

りし 損害 は 小 賣.飮 食， 料 理 店 奥行 場 の 

めて 防火 及 船舶 給水 


き. 更 に 一 步を進 

と て、 例 を 橫濱水 

圓を 以て 上水道 


列剌病 流行の 際の 如き、 惡疫 最も 猎獗を 極 

と 百 六十 餘 日の 長き に 及 び、 爲 に 市民の 被 

み にても 約 二十 餘萬圓 を算せ 云々 と說 

の關係 上水道 敷設の 必要 切なる もの あり 

極めたり。 而 して 歸 著す る 所ヹ費 五十 萬 

を 以て 其 償還 期限と なさむ とい ふ に 在り 

是に 於て 市 會は翌 八月 開催せられ しも 

意見 容易に 定 ま .0 難 く、 屢<縣 の 督促に 遭 ふ 

の 市 自ら 經營 すべく， 一 個人 叉 は會社 等に 

事 重大 なれば とて 特に 委員 を 選定 し. 愼 重 

り。 而 して 翌 二十 三年 法律 第九號 水道 條 

く 論外と なれり， 然れ ども 市民の 覺醒尙 

列剌 病の 流行 あ. 5 て、 千 四百 餘 名の 患者， 一 

め て 周章し. 八月 市會に 於て 調査 委員の 選 

の 現況 等に 就き 調査す る 所 あ.^。 而も 未だ 何等 計畫の 決定 を 見 ざ 
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き。 
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襲 來に會 せる を 以て. 水道 敷設の 急 を 叫 

開 かれし 市會に 於て 起業 始 

れり。 然るに 當時 市の tl^ 口 

入 以前の 時代に 比して 11;  口 

りし を 以て、 調査 委員 等縣技 

十五 年 三. 月に は 調査 略 <  成り 

調査 をな すに 決し. 調査 委員 

後 幾多の 硏究 を經て 二十 六 

事 者の 敷設 法案 亦市會 にあ 

一 千 八 百 除名に 達せし は、 敷 設 0 者 を し 


し 

設 


き 

遣 

か ば、 六 

京. 橫濱 

1 月 に 

はれ、 殊 


中 

ク， - 

ナ 
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は 水道 敷設 を 以て 尙早 な りと す 

月 市 水道 布設 方策と 題す る 一 編 

ば、 調査 委晨等 之に 對し神 1!^ 水道 辯 惑 

。 是 よりして 市民の 間 水道に 關 する 


二三 八 

ぶ もの 俄に 多 く、 九 

ら れ、 委 員 は 熱 心 に 

マ ー が 水道 を 設 計 

加 ゐ り： 尸 クマ ー 案 

請 ひて 水 源、 水 量 及 

市會は 別途の 費目 
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調査報告 市 會に提 
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の 意見書 を 要路の 
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eKsi 神 仲 町. 兵 庫の 三 II； 長 役場 部 內は其 始め 皆 一 番學 區に愿 せし も、 谷 區經濟 を 

異にし §^ 立の 勢 ありし が. 二十 年 一 月 In- 長 役場 廢 せられ、 同年 三月 三部 合して 一 

學區を 成し、 區內に 高等 小學 一 校、 尋常 小學 三校 及び 若干の 簡易 小 學校を 置く こ 

一七 

と 、なれ， o。 其 後 二十 二 年 四月 葺 合. 一 ま 田兩 村の 編入 あるに 及 び、 葺 合 村 を 以 て 

神 第二 番： 學 區 とせし も， 同 區內に 設け あ- -し雲 中高 等 小 學に闢 して は 冤 原 郡 

との 聯合 依然として 解け 、で、 荒 田 村の 八 部 郡 第 一 番學區 に從屬 する こと 亦舊の 

如くに て 其 不便 少 から ざり しか ば、 市 會は 同年 十 一 月 郡 市の 敎育 區畫を 明に す 

るに 決 し， 神 m- 市 を 四； 學 區に區 分し 第 丁 第二 及び 第三. 第 四 を 各 一 個の 聯學區 と 

な し. 各 聯學區 に 高等 小學 一 校 を 置く こと、 し、 敎 育 費 をば 之を碎 別して 各學區 

(七 五) 

個々 の負擔 とな さむと せ. 5,. 然るに 翌 二十 三年 十月 法律 第 八十 九號を 以て 地 

方學事 通則， 同月 勅令 第二 百 十五 號を 以て 改正 小學校 令の 發布 せらる ， ありて、 

(七 さ 

狀况 により 一 郡 市 內に數 個の 高等 小 學校を 設立し 得る こと、 な.^ し を 以て、 二 

十五 年 九月 縣は 改正 小 學校令 第二 十六 條 及第 三十 條に據 り、 神 II； 市に 設置す ベ 

き 尋常 小 學校數 、其 位置 幷に負 擔區を 指定し， 葺合區 に 一 校. 神 BS 區にニ 校. 湊西區 

に 二 校、 湊川 以東に して 以上 三區の いづれ にも 屬 せざる 地域 及 荒 田 村に 一 校 を 


設 くる こと、 な し. 之 を 

, 申し 且つ 從來の 四 校に 

教宵 の狀況 就 學兒童 は 二十 一年 

となりし が-二十 三年 減 

ほ 二十 二 年よ 少 きこ 

の 初に は 就學兒 量增加 

九十 餘 人となり、 二十 六 

は 年初の 八 千 六 百餘人 

就 學步合 を 見る に、 學齡 

七百餘 人， 二十 二 年に 一 

萬 四千 六百餘 人に 激增 

ど も. 其 就 學步合 は 二十 

分の 四十 七と な り、 其 後 

本 市 住民 中の 主なる 部 

物價の 騰貴に 遭 ひ、 生 計 


市會に 諮問せ し に-市 會は校 數を增 して 五と すべ しと 答 

<■ 七 七)  - 

高等 小學 科を倂 置す るに 決せり。 

に 八 千 六百餘 人を算 し、 二十 二 年に は增 して 九 千 百餘人 

じて 七 千 二百 餘 人となり. 二十 四 年に は 稍 <增 加 せ し も. 尙 

と 四百 餘 人な，.^ し は 奇異の 現象と いふべ し。 二十 五 年 

して 九 千百餘 人となりし が、 年 末に は 又 減じて 七 千 五 百 

年に 入る も 著る しき 增加を 見 ざり しのみ なら す、 同 年 末 

に 比し 却.^ て 一 千 三百 人の 減少 を 見たり。 次に 兒 童の 

兒童は 市の 人口に 比例して 增 加し. 二十 一 年に 一 萬 四千 

萬 九 千 二百 餘 人な，. >  しが、 二十 三年 町村の 併合に よ.^  二 

し， 二十 六 年に は 二 萬 七 千 五百餘 人を算 する に 至. - たれ 

1 年に 百 分の 五十八な- 5 しもの * 二十 二 年に は 減じて 百 

一進 一 返して 二十 六 年に は 百 分の 四十. 二な りき。 これ 

分 を 占む る 寄留 勞働 者の 多數 が、 明治 一 一十 二三 年の 如き 

の 困難より して 其 子弟 兒 童の 就 學を廢 せしめし 者 稀な 
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らざ りし を 示す ものな. nN。  ， . 

私學 概況 明治 二十 四 年に 於け る祌 tl^ 市の 私立 學校は 三十 を算 せし も， 其 中旣に 開校せ 

る もの 十三 校、 主として 英 語、 漢 學、 簿 記、 算 術、 女 子 手藝等 を敎授 し、 其 生徒 合計 七 百 

餘人 あ， 5。 此 以外に 設立の 認可 を 得しの みのもの 十三 校， 殘 餘は 休校 中な， 5 き。 

然るに 二十 五 年に は 校 數三を 減じ、 生徒 亦 激減して 三百 人と なれり。 其 後 英語 

の 研究 漸く 盛に して 英語 學 校の 若干 設. 立 せらる ， もの ありし も、 永 績 せる もの 

少 く， 兵 庫 西 柳 原 町福昌 寺に 設立 せられし 般若 林學 校は英 語、 漢 學、 和 文、 簿 記 を 敎 

授 し、 其 業績 一時 稍  <  見る べき もの ありし .i5、 久 しからす して 廢校 となれ， 9。 然る 

に 此等諸 校 中に ありて 成績 群を拔 ける は 前章に 述べし 大悲學 校に して， 貧窮に 

して 就學 困難なる 兒 童を收 容 し、 宗 乘、 餘 乘、 倫 理 の 外、 國 語、 漢 文、 歷 史， 地 理、 數 學等を 

授け、 授業料 を 徵收せ ざり しが、 漸く 年々 隆盛に 赴 さ、 二十 六 年に は數百 名の 生徒 

を算 する に 至れり。 其 他 專門敎 育に は 櫻 井一 久. 太 田 保 太 郎等に よりて 下山 手 

に 創設 せられし 神 li^ 法律 學校 あり、 一 時數十 名の 生徒 を收容 せし も 犬に 盛なる 

に 至らす。 女子 敎 育の 方面に は米國 傳道會 社の 費用 を 以て 設立 せられし 英和 

女學 校の 名聲 漸く 聞え. 善 照 寺 住職 佐々 木 祐哲の 設立せ る 親和 女學校 は、 二十 二 


校 と な れ り。 

縣 敎育會 は、 同 年 七月 敎育關 係 吏員の 

を 網 羅 し、 八 月 總會を 神 市に 開 き-機 

す 所 あり。 此 以外に 敎 育に 關係 ある 

敎員 有志の 敎育學 術 研究 を 目的と し 

部に 設立 せられし 私立 神 In- 部 敎育會 

り。 兵 庫 部に 於ても 紳田兵 右 衞門等 

(八 0) 

相 計，.^ て 兵 庫敎育 協會を 組織し， 二十 五 年 六月 發會 式を舉 げたり。 

市 財政と 市 最後に 此 期間に 於け る 市の 歲 出入 及び 市民 負擔の 梗槪を 示さむ に， 市制の 實 

施せられ し 明治 二十 二 年に 於け る 市民の 負擔 は、 國 税 十二 萬 四千 圓、 地 方 稅四萬 

六千圆 合計 十七 萬圆 にして 二 芦 卒 均四圓 七十 錢、 一 人卒均 一 圓ニ 十四 餞な りし 

が、 二十 六 年に は國税 十七 萬 二 千圓、 地方税 八 萬 八 千圓計 二十 六萬圓 となり，  一 H, 

平均 七圆. 一人 平均 一圓 六十 九錢 となれ り。 次に 二十 二 年に 於け る 市の 豫算は 

歲入歲 出 共に 五 萬 二 千 六 百餘圓 なりし が、 二十 六 年に は 歳入 十五 萬 三千 圆、 歲 出 

十四 萬 二 千餘圓 とな ，5、 日 淸戰 役に 會 して 更に 大 躍進 を 爲せ. 5。 
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年 一 度廢 校せ しも、 幾 くもなくして 再び 開 

教育 圑體 明治 二十 二 年に 組織 せられし 私立 兵 庫 

發 起に より、 各 郡 市 長、 郡 書 記、 小 學校敎 員 等 

關雜 誌を發 行し 以て 大に 縣下敎 育に 盡く 

圑體 として は、 二十 四 年 十 一 月 市 內小學 校 

て 組織せ る 神 11^ 市 講習 會ぁ. o。 同年 神 11^ 

あ. 9。 仲 町 部に 組織 せられし 三 交 協會ぁ 
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(二 法 令 全 ^rs 治 二 十 一 年，法 律 第  一 ST 神 

戶 市制 W; 施 關係苦 類 緩。 

ニニ 明治 二十 一 年、 兵庫縣 令， 第 一 ニー  號。 

(10 祌戶市制22:施關係^^ 類探。 

(S ) 明治 十-: ハ 年， 兵 庫 縣逢， 乙 第 一 五 四號、 一 お 

二 日 及 七月 七日 號外。 

( m 內 務香告 示、 明 治 二十 二 年 • 第 一 號。 

(づ 兵庫縣 令， 同 年 第二 五 號， 告 示 第 一 九號。 

(ち 祌戶 市制 赏施關 係 fS 類 探。 

ス) 同甞。 明治 二十 一 年、 兵庫縣 令、 第  一二 一 

號。 

(九) 明治 二十 二 年， 兵庫縣 令、 第 六 六號。 

00) 神戶 開港 三十 年史、 坤， 四 二 九 • 四 三 〇 頁。 

(二) 明治 二十 二 年、 兵 庫縣告 示、 第 六 七 號。 

(ニー) 明^^^  二 十 二 年度神戶市會議事錄，五 月十 

日 及 二十 七日の 條。 

(13 同年、 祌戶市 告示， 第 一 號。 

(Is 同年 度 神 戶市會 成議錄 第三 號— 第二 六 

號 議案。 

(IBO 明治 二十 五 年 現行 祌戶市 例規。 
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§ 法令 全 ま：；、 明 治 二十 三年、 法律 第 三 五 號。 

同 二十 三年 度 祌戶市 食 議事 錄， 八 月 十四 

日の 條。 

(一ち 法令 全 ，明 治 二十 五 年、 法 律 第 七號。 兵 

庫 縣會史 、第 九 章， 六 八 頁。 

0-0 明治 二十 二 年 乃至 同 二十. I ハ年兵 庫縣统 

計 書， 會 議の 項。 神戶 開港 三十 年 史、 坤， 四 

六 九 頁。 

(一。 明治 政史， 第 九册， 二 一  七三 I 二 一  七 八 頁。 

同書 • 第 十 冊， 二  二 六 六、 一一 二八 八 頁。 

(110) 山手 新道 開鑿 《 類 緩。 神戶 商業 食議所 

月報、 明治 二十 三年 二月 號。  ， 

(一一 一) 明治 二十 六 年度 神 戶市會 成 議錄、 第三 三， 

第三 四號議 案。 

0 三) 同 二十 四 年度 同書， 臨 第一 ニニ 號 議案、 五月 

副 申 書。 

§ 同 二十 五 年度 同 寄. 第 一 三號 議案。 

01) 同 二十 六 年度 同 ^^同 二十 六 年 三月 建議、 

第 三 六號 議案。 

01© 同 著、 番外 第七號 議案。 


s 神戶 開港 三十 年 史、 坤、 七 一 七 頁。 

(一一 七) 湊川 改修 關係 書類 緩 ■ 甲 冊。 

(1K) 神戶 開港 三十 年 史坤、 二  0 四 頁。 

§ 明治 二十 四 年度 神戶市 會成議 錄" 臨 第 一 

八號 議案。 同 二十 五 年 度 "同 書， 第 五八 號 

議案。 

(き) 明治 運輸 S 運 二 〇 二、 一 一  五 頁。 

(二 一) 民心 嚮背 調 査 書 類、 明 治 二十 二 年 乃至 同 

二十 六 年の 條。 . 

S 明治 二十 一 年？^？至同ニ十六 年、 兵 庫縣统 

計 書、 交 通の 項。 

(S 第 八 乃至 第 十 三、 日 本帝國 統計 年 便 

電信の 項。 

(Ills 明治 二十 一 年 乃至 同 二十 六 年、 兵 庫縣统 

計 書， 交 通の 項。 

(S) 同 二十 五 年度 神 戶市會 成 議錄， 第  一 二， 第 

二 九、 第三 0 號 議案。 神戶 開港 三 十 年史、 

坤三  一二 頁。 明治 二十 五 年、 法律 第 四號。 

神戶 商業 會議所 月 報、 同 年 十二月 號。 

(6 神戶 開港 三十 年史、 坤、 二 一 三— ニニ 三頁リ 

第六窣 自抬制 施行よ リ日 淸戰役 に 至 


§ 神戶 商業 會議所 月 報、 明 治 二十 六 年 二月 

號。 

(111 八) 神戶 開港 三十 年 史、 坤，  一 一二  二 頁。 

§ 明治 運輸 史， 陸 運 二 〇 七 二 〇 八 頁。，， 

(S) 同 害、 海 蓮、 五 〇 — 七 0 頁。 神戶 開港 三十 

年史、 坤、 二  二 六—  二三 二 頁。 

30 明治 十八 年 tt? 至 同 二十 六 年、 兵 庫縣 統計 

書 • 交 通の 項。 

§ 明治 蓮 輸史， 海運、 六 九 K 

§) 神戶 開港 H 十 年 史、 坤、 一 了て 九 頁。 

§ 法令 全 書、 明 治 二十 五 年、 勅 令 第 七 七 號。： 

sa 祌戶 商法 會議所 月 報 "同 二十 一 年 二月 乃 

至 五月 號。 神戶 開港 三十 年史、 坤， 二三 九 

I  二 四 二 頁。 

§ 同 *3 四 二  —  二 五  一， 二 五 二 頁。 

(： 七) 同 害， 七—  ニー  頁。 

(K) 明治 二十 一 年 兵庫縣 統計 書" 商 ェ 業 •  土 功 

の 項。 民心 鬻背 調 査 書 類 緩、 同 二十 一年 

の 條。 

S 九) 同 書， 同 二十 二 年の 條。 

ろ 間 神 戶の發 達  二 四 玉 


紳 戶市史 本 編 總 a 

§) 同^^同 二 十 三 年 の 條。 祌戶 開港 三十 年 

史、 坤， 九  一 I 九 六 K。 神戶新 聞、 明 治 二十 

三年 二月 十 日。 

§ 大阪府 誌， 四 編、 六 六 頁。 明治 金融 史、 一 

六 五 頁。 民 心 嚮 背 調 査 害 類 緩， 同 二十 三 

年 の 條。 

(Is) 同 苦、 同 二十 四 年の 條。 神戶 開港 三十 年 

史、 坤三 四 五 页。 

i) 同 愈： ， 一〇 二 頁。 祌戶 商業 會議所 月報、 明 

治 二十 四 年 十二月 號。 

03) 民心 嚮背 調査 類 緩， 同 二十 五 年の 條。 

i) 同 同 二十 六 年の 條。 神戶 開港 三十 年 

史， 坤ニ  0 六 頁。 

OS 同 |^2、三 三 二、 三 三 七 頁。 

§ 同 害， 三 四 〇 I 三 四 六 頁。 

(五 八) 同 苦、 三 二八— 三 三 0 頁。 神戶 商業 會議 

所 月報， 明：^.^  二十 三年、 同 二十 四 年 二月 號。 

§ 同 ^_!:,同 二十 五 年 二月 號。 

(§ 神戶 開港 三十 年史， 坤， 一 七 更。 橫濱 開港 

五十 年 史， 下、 五 五一 頁。 法令 全 巧 明 ュ们 一 一 
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十 九 年， 農 商 移省吿 示、 第 三 號。 

§ 明治 二十 一年 神月 市人 U 簿。 大正 六 年 

祌 戶 市铳計 冉， 三 〇 頁。 

(さ 0 同 害。 民心 攮 背 調 査 A= 類 綴， 明治 二十 六 

年の 條。 神戶 開港 三十 年 史、 坤， 一 1 九 頁。 

(六 二) 兵 庫 港 地方 新道 開鑿 苦 類 緩。 明治 二十 

三年 度祌戶 市會成 議錄、 第五 一 號報 吿。 

同 二十 四 年、 兵 庫縣告 示、 第 一 一一 號。 

§ 兵 庫 港 地 方 新 道 開 鑿 1^ 類 緩。 明治 二十 

六 年度 神戶 布會成 議錄. 第三 二、 第三 四號 

議案。 同 二十 七 年、 兵 庫縣吿 示、 第 二 〇 二 

號。 

§ 明治 二十 二 年 乃至 同 二十 六 年、 兵 庫縣统 

計 書， 土 地の 項。 

§ 同 二十 六 年度 神 戶市會 成 議錄， 四月 八日 

ま % 

§ 祌戶 開港 一 二十 年 史， 坤- 一 一 〇 二  „ 一  la。 

(六 八) 祌戶市 水道 誌， 一 九— 四 二 頁。 

(六 九) 同 書、 四 二  I 五 二 頁。 

(W) 同 害， 五 五— 六 八 頁。 
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(き 


同 害， 六 八 

同齊ニ 六 

同 章： r  二 六 

明治 十六 

年， 丙 第 一 

1 九號。 

同 二十 二 

一日 建議。 

法令 全 書 _ 

二 一 五號。 

同 二十 五 


1 一 六 五、 二 六 九 頁。 

六—  二 六 八 頁。 

九— 三 〇 I 頁。 

年， 兵庫縣 逢. 丙 第二  ニ號、 同 十八 

六號。 同 二十 年、 兵 庫 縣 令. 第 一 

年度 神 戶市會 成 議錄. 十 一 月 十 

同 二十 三年 法律 第 八號、 勅令 第 

年度 神戶市 會成議 錄、 第 ニー、 第 


二三 號 議案， 第五 十 二番 問答 申 案。 

(七へ) 同 二十 一 年 乃至 同 二十 六 年 兵庫縣 統計 

書、 教 育 の 項。 

(七 九) 神戶市 教育 沿革 誌 稿. 同 二十 四 年 事の 

條" 祌戶 開港 三十 年 史， 坤、 五 一 一— 五一 

六 頁。 

(八 0) 神 戶市敎 育 沿革 誌 稿、 敎 育 琅談。 神戶開 

港 三十 年史、 坤. 五 一 八、 五 一 九 頁。 

(八 I) 明治 二十 二 年 乃至 同 二十 六 年 兵 庫縣统 

計 書、 市 町村 歳入 出の 項。 同 四十 年祌戶 

市 財政 要 S 、四 頁。 
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祌 戶市史 本絹 總說 
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第 七 章 日 淸戰役 中の 神 戸 

明治 二十 七 八 年の 戰役は 之 を 本邦 全體 よりして 觀 察する に， 實 に 振 古の 大業 

にして、 東洋の 局面 是れ が爲 めに 變動 し、 國 運 進步の 一大 轉機 をな せり。 而 して 

祌 市は實 に其戰 役と 重大なる 關係を 有する ものな り。 

神戶 在留 淸 抑 < 神 11^ 在留の 淸國人 は 其 數爾餘 諸外國 人の 合計よ も 多 く、 明 治 1  一 t 三 年 に 

國、 

は 在留 外人 二 千餘名 中、 淸國人 は 一 千 四百 名 を 超えたり しが、 二十 四 年に 至り 大 

に 減じて 九 百 名と なり， 二十 六 年に は 稍 <增 加して 一千 名を算 したり J 而 して 其 

等淸國 人中に は 人情 及び 生活の 邦人と 相 融和せ ざる 者 あ.^ て， 往 々にして 市中 

無識の 徒と 相容れ す。 時々 爭鬭 あり。 淸人等 之 を 在 神同國 理事に 訴へ其 保護 

を 乞 ひ、 日 本 政府と 議 して 邦人 を撿 束せ むと せる こと あり。 されば 明治 二十 四 

年 六月 北洋 艦隊の 艨艟 定遠 以下 六隻の 提督 丁 汝昌に 率 ゐられ て 神 11^ 港に 入る 

や、 淸 國人欣 舞して 之 を 迎へ、 頗る 誇れる 色 あ 蓋し 當 時の 日本 艦隊 を 以て 之 

に 比する に、 其 の 外観に 於 て 稍.^ 劣 る もの ありし を 以てな り。 同 艦隊 は 同年 七月 

にも 又 入港 し. 其 將 校は縣 知事 及び 市民の 招宴に 臨みし が、 長 崎に 於け る 如き 日 

第 七 章 日 淸戰役 中の 神戶  二 四 九 


清國 商人の 


淸人贸 易の 

赛靡 


神 戶市史 本 編 5_t 說 

淸兩國 人の 銜 突の 再演 せられむ 


二 五 0 

と を 慎れ たる を 以て. 支那 水兵の 上 


許可せられ ざり 

此 後三年に し 

敵 愾の念 市民に 

市內 にて は淸國 

を 辱めて 快 を 呼 

者 を 中華 會 館に 

淸國人 等 或は 在 

1 方なら す。 而 

決 濟を爲 さむと 

商 所有 商品 の 價 

れ已む を 得ざる 

七月 下旬 豐島 

に T;,' る こと/' な 

なり、 淸國 理事 亦 


き。 


て 韓國に 東 學黨の 事 

漲 り， 同 年 六月に は旣 

人との 軌鑠日 を經る 

ぶ 者 あり 愛に 於て 

招集し， 形勢の 容易 な 

庫の 商品の 賣返 きを 

して 此等淸 商と 取引 

したれ ば、 市 況は 南京 

格の 暴落 及び 我海產 

所の ものな りき。 

沖の 海戦 あ b, 成 歡. 牙 

りし か ば、 淸國 人の 歸 

結束して 同國 公使の 


件 起こ， o、 延 きて 

に在鄕 軍人の 善 

に從 ひて 益 <甚 し 

祌 駐在 淸國理 

ら ざる を ル n げ て 

試み、 或は 取引 契 

せ る 市內の 商人 

町 を 中 >:b として 

物 商人 の 損失の 


曰 


山の 陸戰 あ，^ て 

國する 者頓に 1^ 


1B±. 


弓 


も 


曰 


淸兩國 

寺に 懇 

，兒 童 走 

鄭孝胥 

揚を勸 

の 解除 

亦淸人 

時紛騷 

き、 當 時 


。-衡 SIT 

親 會 を 

卒の道 

は淸商 

吿 せし 

を 求 め- 

の  歸國 

を 極 め 

に 在り 


淸兩國 は 遂に 

し、 南 京 町 は 俄 

引拂 命令 を 下す を 待ちし に、 八 月 


よ 


な 


て よ 


遂 に 

る や， 

あ kvo 

淸人 

な る 

，在留 

狼狠 

ち て 

淸 

皆 - J 


交戰 


狀態 

{ 仝 寂と 

日： よ 


市民 奉公の 

事蹟と 5^ 勝 

會 


我 宣戦の 大詔 發 せられた る 

凾館 駐在の 兩 理事と 共に 來 

tt^ を 去りて 歸國 の途に 上れ 

日 公布の 勅令 第 百 三十 七號 


縣 知事 は 彼等に 登 

いづれ も戰々 競々 

ざ hy き。 

戰局 次第に 進涉 

を 添へ しのみ なら 

往亦 愈.^ 繁く、 市中 大 

等 或は 召集 事務に、 

れ、 八月 神 II； 驛に陸 

隊の 休憩所と なし- 

お 志 者 中、 縣 市會議 

e- 商業 會議 所に 於 


錄を 命じ- 

として 其 

し、 海陸 軍 

す、 出 征 諸 

に 雜鬧を 

或は 搞軍 

£sf 司令部 


を 以て、 淸國 公使 は國 

神 し， 更 に駐神 理事 を 

S) 

り。 然れ ども 殘留の 

によりて 保護と 取締 

依然 平和 適法の 職業 

堵に 安ん せ す、 昔 日 の 

の 捷報 相 踵ぎ て 到 る 

軍隊 は 陸續西 下して 

極め たれば、 市の 事務 

の 企劃 斡旋に、 或は 軍 

の 事務 開始 せらる * 


共に 俄 

應募勸 

は、 湊川 

優待 等 

報國義 

て 其 發會式 を 擧 げたり し が、 會 員 忽 にして 三千 


市會 議員 等 市民 有志と 協力し 

員 其 他の 公職 を帶ぶ る 者 は、 同 


旗 を撤し 

も 同行し- 

淸 國人尙 

と を 受 く 

に從 事す 

如き 活澄 

や、 市民 の 

神 11^ 驛を 

も 亦 之と 

事 公債の 

に 及びて 

て 軍隊の 

月 神 市 


て 東京 

ほ 五 百 

る こ？ 0 

る こと 

なる 取 


を 弓が 

船に 搭 

を 算 し- 

を 許 可 

引 をな 


意氣 愈" 揚 b 、市況 

通過し， 軍人 軍夫 


に 加 は 

誘に 忙 

神社 を 

に勉む 

會 ひど 趣 

二百 名： 


• 橫濱 

月 四 

力 U 

し も 

能 は 

活氣 

の來 

-吏員 

せ ら 

て 軍 

あ り。 

し、 神 

達し、 


第 七 章 日 清 戦役 中の 神戶 


二 五 1 


神 戶市史 本 編 總說  二 五 二 

之に 次ぎて 十月 組 熾せられ し 神 市 獎武會 も. 十 一月の 發會 式に は 旣にニ 千 五 

fH 餘 名の 會員を 得たり。 其 他 神 部に 起これる 基督 敎 信徒の 奉 公義 會、 兵 庫 部 

に 成立せ る佛敎 婦人 報恩 會等， いづれ も 金品 を 義捐して 出征 兵士の 家族 を 扶助 

し、 或 は 之に 業 を 授 け、 以 て 後顧の 患な からしめ むと する ものにし て、 十 一月 縣知 

事 周 布 公ギ 夫人 等の 組織せ る 婦人 會の 如き は 實に千 四百の 會員を 有せ， 9 と 云 

ふ。 當時神 市民の 義勇 奉公に 競 ひし こ と、 以 て 其 一般 を 窺 ふに 足るべし. さ 

れば 九月 大靈西 進の 詔 出 で、 同 月 十四日 天皇 神 It; 驛に著 御、 辨 天濱 御用邸に 入ら 

せ ら れ， 翌 十五 日 を 以て 廣 島に 向 はる 、 や、 市 民 は 此親征 の 盛儀 を拜 せむ として 

蜩集 奉送し， 人心 更に 一 段の 緊張 を 加 へ、 同月 施行せられ たる 衆議院議員の 選擧 

の 如き も 1^ 穏に 終了 し、 從 前の 如く 腕力に 訴へ、 兇器 を 執る 等の 狂態 を演せ す、 只 

管 私忿を 忘れて 公事に！^  くさむ と し、 九 月中句平壤の捷報到るゃ、市民は欣喜：^^； 

舞し， 縣市 當局發 起の 下に 一 大祝捷 會を湊 川 新橋 西 手に 開け.^。 會 する 者 三千 

人、 祌 芦 市長 先づ開 會を宣 し、 接近 四 郡 在郷軍人 團及周 布 知事の 祝辭 之に 次ぎ、 川 

東 堤 腹に 設けた る淸艦 及平壤 城の 模造 は、 市內小 學校兒 童の 手に て 爆破 燒 夷せ 

られ、 堵者數 萬、 實に神 B '市 空前の 盛會な しと 云 ふ， 此外市 內小學 校の 催せる. 


祝勝 運動 會 あり， 兵神兩 警察署 員の 和 田 岬に 張れる 祝賀の 宴 あり、 港內の 船舶 亦 

r- 七〕 

満^飾 を ^15^ し、 市 內雜鬧 を 極めた.^。 而 して-平壌の 陷落 につぎ 九月 十七 日黃海 

の a-  fe- に ゆて 我 軍 また 大捷を 博せ る や、 十 月 一 日 神 li^ 市會は 皇軍の 連戦連勝 を 

賀し 天機 を舉 伺す るの 件 を 可決し、 市會 議長 小寺泰 次郞. 市 參事會 市長 鳴 瀧幸恭 

X) 

をして 市 を 代表して 廣島 大本 營に至 り、 賀 表 を 奉呈せ しむ。 

デッ トリン 平 壤の陷 落後 は 淸軍跡 を 朝鮮半島に 絶ち たれば、 我 ：4 之 を 追撃して 鴨 綠江を 

グの來 -a 黉ぎ， o、 十月 下旬 九 連 城を拔 きしに、 安東 縣. 鳳凰 城. 拆 木 城-海 城 等の 守兵 悉風を 望 

んで 潰走した， 0 而 して 黄海の 捷後、 北洋 艦隊の 殘部は 威海 衞に潛 直して 出で 

て戰 ふの 勇な く、 海 上權 全く 我 海軍の 掌中に 歸せ しか ば、 大 山巖の 率ゐし 第二 軍 

は 十月 下句 花園 江に 上陸 を 了し、 十 一 月 上旬 佥州 及び 大逆 を 陷れ、 旅 順の 運命 亦 

旦夕に 迫れり" 玆に 於て 和 意 漸く 動け る淸國 政府 は、 先 づ我條 件 を 探知せ むと 

欲 し、 天 ^海 關稅務 司た る獨 逸人 デッ トリング を 使と して 我 國を訪 はしめ たれ 

ば、 デ ッ トリング は李鴻 章より 我 伊藤 總理 大臣に 寄せた る書狀 を携帶 し. 獨 逸 國 

旗 を揭揚 せる 汽船 リ I 'ュ -' 號に 搭乘 して 十 一 月下 句 神 III に 著し、 兵庫縣 知事 を 

經て 伊藤 總理 大臣に 會見を 求めたり。 蓋し 先 づ囘答 を 得て 然る 後 宇 品に 廻航 
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旅 順 陷落祝 

捷會 


胂 戶市史 本 編 總說 

せむ とするな りし が、 會 見の 要求 は 

彼 は 其 使命 を 果たす こと を 得 やし 

發 せる 報道の 傳は b てよ. 0 以 來 、朝 

港 繋 泊 中 は、 兵 庫縣及 税關は 大に警 

以て 萬 一 に備 へた h- と 云 ふ- 

、デッ トリングの 去來と 前後して 

高 明と 共に 直に 西 下せし が、 其 他 に 

方に は 市民 祝捷の 催し 亦 藤： 行 は れ- 

敎員 生徒 其 他 有志の 集會 する もの 

日 我 軍の 總攻擊 其 功 を 奏し 旅順遂 

二月 九日 又湊川 公園に 催さ れ、 葺 合- 

湊川 神社に、 兵 庫 部の 市民 は 兵 庫 小 

合 し、 其 人員 五 千餘の 多き に 達した 

渐 かる 間に 曩 きに、 デク トリング 


和 使 顧問 

の來 神と 威 

我國の 意嚮 を 探らし め、 なし 得べ 


二 五 四 

伊藤 總理 大臣の 拒絶す る 所と なりし を以 て， 

て 倉皇 神 を 去れ り。 、デ -ソ トリング 北京 を 

野 皆 其 動靜に 耳目 を聳 動し、 彼の 乘 船の 神 5- 

戒を 加へ、 水上 警 察 署は晝 夜 海面 を 巡 邏 して 

著 神せ る 陸 奥 外務大臣 は、 新任 駐英 公使 加 藤 

も貴顯 の來往 する 者 頻繁な..^ き- 而 して 一 

.湊 川 公園に 開かれし 諸 學校祝 捷會の 如き は、 

(10〕  . 

實に八 千 人と 稱す。 二十 七 年 十一月 二十 二 

に陷 落す るに 及びて は、 神 戸市の 祝捷會 は 十 

-神 1 戶兩 部の 市民 は 生 田 神社に、 湊 東部 市民 は 

學 校に 集. 0 て、 三 方ょ.，^同時に湊川公園に集 

. 1 リ 

差遣に 失敗せ る淸國 政府 は、 歐 米列强 をして 

むば 仲裁の 勞をも 執らし めむ とせし が、 旅 順 


守 を 失 ひ、 講和の 念 益.^ 急と な b し を 以て、 二十 八 年 一 月 更に 張薩梪 及び 邵友廉 を 

我 國に簡 派す るに 決し たれ ば、 其 顧問と して 囑 託せられし 米人ジ ョ ン. ダブ リ ュ 

！フ. ォ ー ス タ ー は 華 盛 頓を發 し、 同 月下 旬 先づ神 に 著して オリ ェ ン タ ル-ホ -プ 

\ に 入り、 米國 領事 ス ミス .サ ー ス と共に 周 布 知事 を 訪問せ り。 愛に 於て 京都 及 

東京 の 有志 中、 書 を 彼に 致して 我が 出師の 已むを 得ざる に 出で し を 論じ. 講 和 の 

(ニニ 

斡旋に 處 して 東洋 永遠の 平和 を 傷つく るな からむ こと を 求む る 者 あり。 幾 も 

なくして 講和 使 張 蔭 桓等ェ ムブレ ス. ォブ • チャイナ 號に乘 じて 宇 品 に 著し、 廣島 

に 於て 二月 一 日我當 局と 會見 したれ ど、 彼 等の 携 へし 全權 委任 狀に 形式の 具備 

( 一 三〕 

せざる もの ありし を 以て， 我 之と 講和 の： 交 涉を 進む る を 拒めり。 一月 }^ 旬を以 

て 山 東 省 榮城灣 に 上陸せ る 我 別 軍の 威海 衞を拔 きし は、 此 會 見の 翌日 卽 二月 二 

日に し て、 踵 いで 十二 日に は 北洋 艦隊 全滅の 捷報に 接せし か ば、 神 III 市民 等 又も 

や 祝捷會 を湊川 神社 境內に 催せし に、 十六 日 午後 六 時 を 期して 提灯 を 竿頭に 揭 

げ來會 する もの 四千 三 名、 祝 ^ を 擧げて 聖上の 萬 歲、 帝 國陸 海軍の 萬 歲を唱 へ" 

夫よ b 豫定の 順路に よ， 0 長蛇の列 をな し、 兵 庫 部 及 神 1:^ 部 を 巡行 し、 更 に 再び 會 

場に 集合して 祝盃を 重ね、 午 夜に 至， 9 て 始めて 散 じた，：'。 
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M 交恹 is- と 1^ 海衞陷 落に つ ぎて 三月 上旬 

風車 通過 

舉 して 北京 を 街 かむ とする 勢 を 

差全權 大臣と なし 我國に 派して 

等を從 へ、 二十 八 年 三月 十九 日 を 

奧宗光 等と 會見 し、 四 月 十七 日講 

落 を 告 げ、 我 條 約の 批准 も 同月 二 

し， 山 縣. 西鄕. 土 方の 諸相 之に 扈從 

へ. M ふ。 市民 は 市中 を 装飾 し、 湊 

一  S 

の 誠意 を 表し 奉れ.^。 

其 後 幾なら す 五月 八 rn 北京に 

全く 終了した るを以 て、 同 月 十五 

るの 決議 を な し、 翌 十六 日 市會議 

して 京都 大本 營に 出頭 捧ロ \ ^せし 

和 祝賀 會湊川 公園に 開かれ、 會す 

大總 督宮以 凱旋の 征淸大 總督小 松 宮彰仁 


頌 德表捧 

と^ 和 祝賀 

食 


二 五六  . 

は 田庄臺 及び 營 口の 占領 あ. 5。 我 軍 將に大 

せし か ば、 淸 國 政府の 意 遂に 屈 し、 李 鴻 章を欽 

を議 せし む。 愛に 於て 李 鴻章は 其 子 李經芳 

て 下關に 著し、 我 全 權辨理 大臣 伊藤博文. 同 陸 

條 約の 調印 を 了し、 日 淸戰役 は 之 を 以て 大段 

日 を 以て 終. 9 た れ ば、 鳳 車廣 島の 大本 營を發 

て 四月 二十 七日 神 11^ 驛を 過ぎ .5, 直 ちに 京都 

堤 上に 於て 二十 一 發の 煙火 を 上げ、 以て 送迎 


て日淸 講和 條約批 

祌 市會は 全 會 一 

小寺泰 次郞. 巿參事 


准の 交換 を 了 し. 戰 役兹に 

致 を 以て 頌 德 表 を 捧呈す 

會 市長 鳴 瀧 幸 恭市を 代表 

同月 十九 日 縣市當 局の 發起 によ b、#  市講 

(二 ハ) 

者數 千， 縣 知事 周 布 公平 祝辭 を朗讀 せ， 5。 .： 

王 を 載せた る 橫濱丸 は、 五月 二十 一日 軍艦 和 


下諸將 軍の 泉の 先導 

凱旋 

よ.^ 上陸 

謀 次長 川 

等 之 を 奉 

迎 の 意 を 

司令官 大 

常 盤 花 壇 

四日に し 

識訪山 常 

十六 日に 

諸 將士の 

人の 爲め 

藥仙 寺に 

の 設備 を 

飘旋部 


と 千代 田. 龍 田 二 艦の 護 衞とを 以て 神 11:^ に 入港 

あ 旅 館 宇治川 常 盤に 成らせら れ， 翌 日 神 II； を 

上 操 六. 陸軍 少將 寺內 正毅. 同大 島 久直等 之に 隨 

迎 し， 市 民は國 旗を揚 げ、 海 岸 字 百 間 波止場に 於 

表し、 軍艦 は. 二十 ー發の 祝砲 を 放てり。 總督宫 

山 巖も亦 司令部 員 以下 二百 五十 餘 名と 長 門 丸 

に 投 じ、 翌 日總督 宮を訪 ひ、 湊 川 堤 上に 宴 を 張り 

て 第 一 軍司令官 野津道 貫の 部員 以下 三百 餘名 

盤 に 投 宿 す る ぁ h^。 同船の 閑院 少佐 宮は 宇治 

は 山地 第 一 師團長 幕僚 以下 二百 餘名を 從へ鐵 

神 11^ を經 て東歸 せる 者 一 々枚 擧に遑 あらす。 

宿舍を 供給す る 目的 を 以て、 神 11^ 元 町 通 五丁目 

出張 事務所 を 開き、 藥仙 寺. 能 福 寺- 眞 光寺 其 他に 


し， 宫 は 東 川 崎 鐵道棧 


旋軍隊 の 

歡迎 


發 

ふ。 

て 


(一七) 

な せ kvo 


て 


路 


し 

市 


凡 そ 


役の 輸送に 際して は 神 11^ は 一 時間 休憩 驛と定 


京都に 赴かる。 參 

縣 市の 吏 員， 名 譽 職 

火 を 打 上げ 以て 歡 

を 同く して 第二 軍 

神 戸 港に 著 し、 兵 庫 

員 を犒へ り" 其 後 

に 東京 丸に て 著 港、 

盤に 泊せられ、 翌ニ 

神す。 爾後 凱旋の 

當局 は此等 凱旋軍 

寺、 兵 庫 南 逆 瀨川町 

六 千 人 を收容 する 

ま り 、二十 日 より 
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神 戶市史 本 編 總說  二ん ヌ 


して 一 晝 十 列車の 通過 を 見る 

して 各 國 旗を揭 け、 歡 迎の祝 意 


軍隊|^旋し.日^^ 

之を歡 迎^ 待し、 

者往々 なる は、 こ 

ば これ 當初 出師 

に 背く もの にし 

に審カ あらむ こ 

織した-^" 而し 

を 設け、 輸送 列車 

る 所と な し を 

と し、 外 に 歡迎の 

川. 宇治川 二 番. 花 

門 を 建設し、 之 に 


陸續 して 巿內を 

其 功勞を 慰藉す 

れ 或は 告示の 周 

の 際 他 府縣に 率 

て 具に 遺 慽に堪 

と を 切 望 し、 縣 知 

て其犒 軍の 方法 

の 駐車 休 憇中淸 

以て、 改 めて 1^ 旋 

意 を 表せむ が爲 

隈 土番. 三番. 三宮 

狭璃 製の！： 額 を 


置と な し、 神 III 驛ょ b 湊川 神社 迄の 


二と、 なれり。 因り 

を 表せし め、 且 つ 各 町 

通過す るに 方 り、 帝 國 

ベ. き理 なる に拘 はら 

ねく 及ばざる にもよ 

先 し、 最 も 熱 心 に 送 迎 

へ ざ るを以 て， 此旨 趣 

事と 共に 發起 人と な 

として， 最初 湊川 神社 

酒 を饗 せむ とせし が- 

の  二字  を染拔  ける  手 

め、 鐵 道筋なる 柳 原 町- 

町. 加納町 等の 踏切の 

揭 げ、 點 火に よ. M し 祝 

道筋 兩 側に は 造花. 


て 神 m '市長 は 市民 


代 


ベ し 

優待せ 

の貫德 

りて 1^ 

境內 に 

酒類の 


拭 

の 


川 口 

侧合 

旋の 

牡丹 


依賴狀 を 發 

る 哲直 しく 

提灯す ら揭 

と %  く の 

し 神 III 市民 

に 力 め. 祝意 

旋 軍隊 歡迎 

華務 所と 供 

饗 應 其 筋 の 

宛 を 贈與す 

町. 永 澤 町. 算 

計 二十 四ケ 

三 字 を 現す 

にて 装飾せ 


に 告示 

し、 征淸 

擧 つて 

げ ざ る 

如くん 

の 本旨 

の 表示 

會を組 

©1 所と 

嚴禁す 

る こと 

所に 綠 

ベ き 装 

る 電氣， 


戰 時の 市況 


街燈 三十 二 個 を 建設し、 湊川 神社 境 

神！！^ 驛 よ. -湊川 神社 迄の 間 三ケ所 

神社 前に は 凱旋門 を 建設す る 等の 

行したり。 然るに 此湊 川犒軍 事務 

IC な 、神 In- 市 獎武會 員 及 赤十字社 

二十 餘 名宛 一 組と な .9、 交 番 に て 稿 

於て 軍人の 家族 扶助 等 を 目的と せ 

漸次に 解散した. 9。 ， 

飜. 0 て 此日淸 戦役の 祌 11^ 市況に 

以來新 事業の 創立 擴張相 踵ぎ て 起 

の 需要 を增 し、 加 之 印度 幣制の 改革 

界 にも 動搖少 から ざ..^ しか ば、 米 國 

逆 調 を 來 し、 遂 に玆に 金融の 逼迫 を 

益.^ 甚し く、 茶 賀易は 六月 以. 降 不振 を 

せる を 以て. 勞 働の 需要 犬に 減 じ、 加 


內楠 

-レ ま 

- 一 と 

所 は 

^ 員 

る 各 


公 石碑 

球燈を 

を 決議 

六月 改 

の 出張 

盡 力す 

種の 面 


の 邊には 電燈三 基 を 建設 點 火し、 

懸け、 之に 各種の 装飾 を 施 し、 湊 川 

し、 一 萬 餘圓の 醵金 を 得て 之を實 

稱 せられて 神 B; 歡迎稿 軍 事務所 

た れ ば、 爾 後 は 各 町 有志 者 

、なれ h^。 而 して 一方に 

は、 其 必要 止み し を 以て、 


ら 

止み . 

こ- AJ  > 

の 如き 


及ぼせる 影 響 を 

-  > り、 鐵 道に 銀行 

あ り、 米國 購銀條 

を 以 て 主なる 顧 

見、 翌ニ 十七 年に 

極め、 香港 黑 死病 

ふ る に 物 iB^??- 驚 


見る に、 明治 二十 六 年下 半年 

に 海運に 製造業に 犬に 資金 

例の 廢止 あり て、 海 外の 經濟 

客と せ る 我 輸出 賀易 は頓に 

入る に 及 び、 外 國爲替 の 下落 

の 流行 亦 憐寸の 輸出に 影響 

し、 細民の 生活 爲 めに 困難に 
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神 戶市史 本 編 總說 

頻 する もの 多から むと せし が， 此 時に 際し 恰も 日淸戰 役の 起こ 

耍 俄に 增加 し、 加 之 西 下 軍隊の 通過 繁き や、 市內の 商業 自ら 好況 


り。 然れ ども 企業 は 戦役の 爲 めに 挫折し、 資 

國 商人の 見込 によ b て 一 時活 况を呈 せし 

歸國 と共に いづれ も 萎靡 を 免れ ざり き。 而 

響 を 免る 、 こと 能 は ざ，.^ しを以 て、 日 本 銀行 

て， 戒を 加へ しが、 軍事公債の 募 橥年を 終 ふ 

鐡道 船舶 は 軍用に 供せられ て 貨物の 澀滯甚 

し、 米 "横 は 上りて 十 圓を超 え、 廣 東 省の 日本 貨 

らしめ、 公債 株式 は 愈  <  低 落し、 此倾向 は 持續せ 

府は 軍需品の 購入に よりて 內地 市場に 通貨 

を吸收 する の 方法 を講 せし か ば、 金 融は 逼迫 

されば 同年 神 Itl 市况は 前年に 比し 活氣 を帶 

力の 過剩 も、 憐 寸轍 出の 增加 する こと 九十 萬 

荷拂 底を吿 げしと によ て 緩和 せら れ、 勞 銀 


本 家 は 只 管 放 資金 


淸 貿易 

金利 を 

ま で に 

く、 運賃 

一^ ま- 日 

れてニ 

散布し 

極に 陷 

，戦役の 

を算し 

.5 て  一 j 


も 曰を經 

經濟界 の 

引 上 げ、 各 

ニ囘、 金額 

騰 貴- し て 

淸 貿易 を 

十八 年に 

，更に 公債 

ら すし 匸 

終熄に 伴 

た る と、 茶 

役に 昂ま 


ニ山ハ 〇 

る あ .5、 勞 働 

を呈 する に 

の囘 收に從 

るに 從ひ. 淸 

事情 亦 戦役 

銀行 亦 之に 

八 千 萬圓に 

出港の 貨物 

して 杜絶に 

及びし を以 

募集に よ.^ 

已むを 得た 

ひ發 生す ベ 

相場の 騰貴 

、細 民の 困 


の需 

至 れ 

ひ， 淸 

人の 

の 影 

及び、 


近 か 

て、 政 

て 之 

CIS 

hy き。 

さ 勞 

し 在 

窮甚 


しからす。 米穀 

輸出 中止の 姿な 

尙 ほ 高 賈 を 保 ち * 

多量に 上り. し は. 

間 を 上下せ し 故 

ば 下落に 頃き し 

二十 七 年に 於 

綿布 類、 石 炭、 美術 

と 云 ふべ く、 總 額 

に 過ぎ ざ ひしに、 

千 六 百 九十 萬圓 

年に は 上述の 三 

百 萬 圓， 輸 出總額 

器 具、 機 械類 及び 

にして 輸入 總額 


輸出 は 前 

. ^しに 拘 

市場 は活 

これ 或は 

なるべし" 

を 以 て、 取 

ける 神 In- 

品等の 輸 

二 千 九 百 

輸入 は 之 

に 達 し、 前 

品 及び 樟 

三千 八 百 

繰 綿 等の 

六 千 三百 


年 來 

ま ら 

況 を 

米價 


弓 


出 


爲 

也 

十 


の 好況 を持績 

す、 內 地の 米檟 

呈 せ り。 然 る 

の 他 地方に 比 

穀 出荷 以後の 

め に 閑散 を 極 

賀易は 前述せ 

に 多少の 增加 

三 萬圓、 前 年 よ 

し、 軍 需品 及內 

,0 多き こと 一 

廣、 地氈 類、 陶磁 

萬 圓に達 し、 輸 

入 ありし が爲 

を算 したり。 


第 七 章 日淸 戦役 中の 祌戶 


し， 新穀 出荷の 時期 迄 は 例年の 如く 

は 定期 米 聯合 買 占の 餘響を 受けて 

に 阪神 地方の 在米 は 近年 未曾有の 

し 高値に し て、 上 米九圓 乃至 十圓の 

輸出に 於て は、 海 外の 米檟 動 < もす れ 

(二  二 

めたり。 

る 米、 茶、 燐 寸 等の 外. 麥 稈 眞 田、 地 氈 類、 

を 見し と雖、 一 般には 不振に 陷れ 

り增 加せ る こと 僅に 三百 五十 萬 

地 消費 力の 增加 によ， 9 其 額 實に五 

千 五 百 六十 萬圓 となれ り。 二十 八 

器 等の 輸出 前年よ h- 多き こと 約 九 

入に 於て は 軍用 幷に 工業用の 鐵銅 

め、 前 年よ. 5 增加 する こと 八 百萬圓 

出入の 外 國賀易 船舶 二十 七 年に 於 

ョ； 1 


祌 0- 市史 木 編 總說 


支那 及 朝鮮 

との 贸易 


て 前年より 

する ものな り 

對支贸 易に 

奇異 を感す ベ 

るに よるの み 

行 はれた るに 

ものな きに あ 

小、 石鎗、 洋傘、 憐 

豆， 砂糖、 痲苧、 繰 

國交 一 度 破る 

に よら ざれ y  < 

び て 益，. 金融に 


六 十 萬 噸 を 加 し、 三 四十 萬頓 とな 


於て は 二 

きこと な 

な ら す、 交 

職 由す る 

らす. （ -て- 

寸等其 主 

綿 等な 

. や、 本邦 

殆ど 取引 

窮し、 已 む 


米の 商人 等は此 機に 乘 

業の 如き 卽其 一 例に し 

八 年 講和 成る の 後、 幾 も 


十七 八兩 年に 亙. - 却て 其 取引 額 

れど. これ 戰， 前に 見越 輸出入 あ 

戰 中と 雖、 外 國 船の 中 介に より 日 

ものな り。 但し 戦役の 影 響 を 受 

輸出に あ b て は； t 產 物、 銅、 漆 器、 陶 

な る ものに. HI し、 輸 入に ありて 重 

. 此 等の 減少 は 多年 多く 信用 取 

よりして 直に 債務の 囘收に 遭 ひ- 

不可能と な 、香 港 上海 銀行の 爲 

を 得す 歐米 商人の 名義 を 以て 取 

じ淸商 多年の 地盤 を 侵害せ むと 

て、 一 たび は 商 權歐米 商人の 手に 

なく 六 七月の 交よ， 0 して 淸商直 


が 如 き， 此 輸入 增加 を證： 

の 培 進 を 示 せ る は、 一 見 一 

り、 戰 後に は 貿易 活躍せ • 

支兩國 間の 賀易絕 えす 

け 一 時 取引 を 減じた る： 

器、 硝子 類、 綿 布、 綿 絲、 莫大 _ 

要な る は獸 皮、 獸骨、 米、 大ー 

引 を 行ひ來 し淸商 等， 

• 或は 取引 を 拒 ミ れ、 現 金 

替 取組 を 拒絶す るに 及 

弓 を 試み/ C とせし も， 歐ー 

する 志 あり- 憐寸 輸出 一 

歸 せり。 然れ ども 二十- 

に 商 櫂 を 囘 す る を 得 


た る は. 以 て 彼等の 多年 養へ る潛 勢力の 大 なる を 想 

計に 照らす に、 神 tl^ は 明治 初年 以來對 支 貿易の 要港 

八十 六 萬 圆、 輸 入 三百 六十 一 萬圓に 達 し、 本 邦 费支賀 

貿易 總 額の 一 割 二分 を 占めた..^ しが、 二十 六 年より 

に 至りて は 輸出 四百 七十 四 萬 圓， 輸 入 は 八 百 九十 萬 

の 約 五 割 三分、 祌 11^ 港 賀易總 額の 一 割 六 分 を 占め、 二 

四百 九十 六 萬 圓、 輸 入 は 一 躍して 千 五 百 萬圓を 超え、 

II ^貿易 額の 二割 を 占 め、 尙 益.^ 增 加し て 已 ま ざ ら む と 

朝鮮との 貿易に 至 し は 海上 權の 終始 我が 掌中に 

續 ける 不况を 免れ 得た るの み に て， 祌 11^ 港が 明治 二 

態 を囘復 する に は 至ら ざ. 0 き。 二十 二 年 日本よ， り 

の 中、 神 1!^ は 五十 四 萬 餘圓卽 其 五 割 弱 を 占 め、 輸 入 亦 

大阪 朝鮮 間 航路 開か る ， に 及 び、 其 賀 易の 大部分 を 

じて 二十 六 年に は 輸出 僅に 九分と な b  、輸入 は 更に 

り。 然るに 二十 七 年 輸出 は總 額の 四 割 一分に、 輸入 


ふに 足る もの あ 

にして、 二十 二 年 

易總 額の 約 三 割 

增 加の 勢 著る し 

圓 とな り. 本 邦 對 

十八 年に は 更に 

本邦 對淸賀 易 額 

する 傾向 を 示せ 

ありし に拘 はら 

十三 年 以前 に 有 

朝鮮 へ の 總 輸出 

四 割强を 占めし 

大阪に 奪 はれ， 爾 

少く四 分 を 出 で 

は 一 割 四 分に、 二 


り. 之 を 統 

の 輸出 額 百 

六 分、 祌 P 港 

く、 二十 七 年 

淸 貿易 總額 

增 して 輸出 

の 約 六 割、 神 

,.^。 然るに 

す、 前 年の 引 

せし 獨占狀 

額 百 九萬圓 

が、 二十 三年 

後 次第に 減 

ざ る に 至 れ 

十八 年 輸出 
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神 戸市 史 む  っ說  二 六 四 

は 四 割 七 分 に， 輸 入 は 二割 一分に 增加 せり- これ 蓋し 朝鮮への 重要 輸出品なる 

金 巾 類の 商機 夙に 淸國 商人の 把握す る 所と なり、 其 年額 三百 萬圓に 達せし に、 戰 

爭の開始と共に彼等倉皇^！國せしが 爲め、 其商權 全く 邦人に 歸し. 而 かも 專ら祌 

2 三 ：> 

よりして 其の 輸出 を爲 すに 至りし によるな り。 

東海道線の 全通 は 山陽 鐵 道の 延長と 相 俟ち、 益， 神 tl^ の 利便 を 長 じたれ ど， 軌 道 

尙ほ單 線に して 列車の 發著十 數囘に 過ぎ す、 增 加して 息まざる 乘客 貨物の 必要 

に應 する 能 はざる こと 久し かりし を 以て， 神 5. 商業 會議所 は 明治 二十 六 年 十二 

月 意見書 を 政府に 提出し て、 祌 梅 場 間の 複線 敷設 を 促す 所 あ h^。 然るに 政府 

も 亦 夙に 之に 著 目 調査す る 所 あ b し を 以て、 こ 十七 年 一 月よ. 0 三 宮大阪 間の 複 

線 工事に 著 手せ しが、 其 未だ 竣功せ ざるに 戰爭 とな， -、 西 下の 出征 部隊 及び 軍需 

の 輸送 開始 せらる 、 や、 旣 成鐵. 道の 設備 到底 其 必要 を 充足し 難く、 屢， 旅 客 列車 

(二 四〕 

の 運 轉を廢 せざる を 得ざる に 至れり。 されば 神 1£1 一 宮. 兵 庫三 驛の乘 客 合計 二 

十六 年に は 前年より 三十 萬 人を增 加せ るに 拘 はらす、 二十 七 年に は 却り て 前年 

よ b も 減少 し、 平 和の 克復せ る 二十 八 年に 於て すら 前年よ. 0  二十 七 萬 人 を增加 

せる に 過ぎす。 貨物に 在りて は 二十 七 年 官線神 11^ 驛 にて 總計七 萬 七 千 四百 噸 


な b しも 

前の 增加 

か を 知る 

物 の 停滯 

て， 祌 ITl 港 

も 季節に 

業 組合 員 

もの ある 

會議 所に 

戦 * の 海運 戰爭が 

置 之を然 

汽船 一 萬 

外國 貿易 

二分 を 占 

を經 由せ 


の， 二十 八 年に 八 萬 三千 餘噸 とな 

年々 約 二三 萬嚼な b しに 比すれ 

(二 五) 

に 足ら む。 戰举 止む の 後 も 凱旋 

愈  <甚 しく、 加 之 大阪. 神 崎 兩驛の 一 

に 出る 貨物 は 勢 ひ 水運の 便に よ 

入，^ し 京都 地方の 製茶の 如き も 

は 若し 此狀 態に して 久しき に 1^ 

ベ き を 憂 ひ、 鐵 道 便に よる 速達の 

提出せ しに、 會議所 亦 是に同 じ、 遞 

海運に 及ぼせる 影響の 陸運に 比 

らしむ る ものな り。 明治 二十 六 

二 千 九 百 五十 餘 隻、 外 國 航路に 汽 

船の 出入 は、 之 を 同年 本邦 各 港 出 

め、 優に 諸 港の 首位に 在.. >。 而し 

る もの、 外國 汽船 會社十 一 線、 日本 


りて 僅に 六 千 噸の增 加 を 示 し、 之 を 戰 

ば、 以 て 戰爭の 如何に 陸運 を 梗塞せ し 

軍隊の 大 輸送 等の 爲め 影響せられ、 貨 

時 貨物の 積載 を拒絕 する あ ，0 し を以 

ら ざる ベ からざる こと » な， h- 、ゆ 田 時！ £S 

其 輸送の 方便 を缺 くに 至り たれ ば、 茶 

ら む か、 茶 貿易の 消長に 關 する 犬なる 

特典 を 獲む と 欲 し、 趣 意 書 を 神 11^ 商業 

(二 六， - 

信 大臣に 請願す る 所 あ.^ き。 

し 遙に大 なる もの ある は、 神 III 港の 位 

年 本 港に 出入せ る船帕 は、 內 國 航路に 

船 千 七 百 九十 隻を算 せし が、 特に 此の 

入 船舶の 總嘞數 に 比し 實に 其の 六 割 

て戰前 航路の 神 tl^ を起點 とし 或は 之 

郵船. 大阪 商船 兩會社 定期 二十 線、 大吸 


第 七 窣日清 戦役 中の 神戶  二. -ハ五 


神 戶市史 本 編 總說 

商船 會社 不定期 十数 線、 其 他社 外線 亦 凡 二 

を 除けば 多く^ 近海 航路に 就く ものにし 

ものな か h 'き。 然るに 二十 七 年 四 月銀稷 

界先づ 動 き， 五 六月の 交日淸 問の 風 IJ^lt 漸く 

主力 を淸韓 方面に 轉せ しが 爲め、 神 1!^ 函館 

而 して 宣戦 公布の 後に は、 闊西 同盟 汽 

行せ しのみ ならす、 二十 七 年 六月 日本 郵船 

社 船 十隻を 提供せ し を始と し、 諸 會 社の 御 

會 社の 如き 其 最多き 時に 於て 五十 九隻十 

諸 航路 は爲 めに 全く 中止の 止むな きに 至 

の 提供せ る もの 三十 餘隻 j 萬 噸を超 え、 社 

云 ふ U 政府 自ら も 別に 汽船 十隻三 萬噸を 

委 托せり と は 云 へ、 二十 六 年末、 日本 全國を 

百噸、 帆船 二  ks 十八 雙三萬 三千 六 百 噸に過 

實に 十數萬 噸を算 したれば、 海運 界の 梗塞 


二 丄ハ. K 

十餘 線を算 せり。 但し 外國 汽船 會社 

て、 其 ^ 遠 き ものと 雖、 孟 S 只 航路 以上の 

下落して 濠 洲；； ；： 運 1^:- の 昂騰 あり、 海運 

急 となれ る や、 日 本 郵船 會 社の 如き 其 

間、 神 li^ 橫濱 間、 共 に 運賃の 引 上と なれ 

船合倂 計算 組 本部の 運賃 値上げ を實 

會 社の 政府の 命に よ.^ 軍用 船と して 

用船 徵發に 遭 ふ もの 頻に相 踵 ぎ、 郵 船 

三 萬 四千 餘嚼に 達し たれば、 其 戦前の 

れり。 其 他に 在.^ て は大阪 商船 會社 

外 船 すら 十 餘隻の 御用 船 を 出せり と 

購入して 是が 運用 管理 を 郵船 童 社に 

通じて 汽船 僅に 四百 隻 十六 萬 七 千 四 

ぎ ざ る に、 斯 く簞 用， に 供せられ しもの 

は 像に 堪へ たる ことにして、 船貨の 


船腹の 缺乏 

と 其 補充 


停滞に 伴 ふ 運 賞の 引上げ は、 延 きて 物價の 騰貴と なれ ，.^。 

船舶に 徵す るに、 二十 七 年 五月の 總 數九百 七十 三隻は 七月 

隻に 激減 し、 八 月 更に 減じて 四百 四十 七隻 とな り、 同 年 を 通 

る 船舶の 神 III 出入 總數 は、 前 年に 比して 七 百 隻を減 じ、 翌 一 一 

の 神 II； 出入 船舶 は、 前年に 比し 更に 尠き こと 千 七 百 餘隻な 

各 汽船 會社 は斯 かる 時局に 處し 船腹の 調節 補充 を 計ら 

へ ど、 奈 何に せむ 當時 本邦の 造船業 未だ 大に發 達せ やして • 

船 設 備を缺 きたれ ば、 有 效 なる 救濟は 外國 汽船の 購入に 待 

下半期に 於て は 其 購入 十 隻五萬 四千 餘噸に 及べ， o。 故に 

國 汽船の 總噸 數、 前 年に 比し 九 萬 六 千 噸を增 して 二十 六 萬 

年 更に 增 加して 三十 ニ萬噸 となれ， り。 されば 講和 成立 後 

匪の 討 伐、 之 に附隨する兵馬糧食等頻繁なる輸送ぁ，.^しと 

障な か， 0 き， 又 兵 庫 部 早 船が 二十 六 年 大阪. 紀州諸 港 及び 

於て 取扱へ る 貨物 は、 積 荷 四十 一 萬 六 千 個、 揚荷 二十 三 萬 三 

二十 七 年に は 積 荷 十六 萬 五 千 個、 揚 荷 十五 萬 個を增 加し、 一一 


今 之 を 神 In- 港 出入の 

t^i ヒし M 百 —六，. hi ハ 


十八 年に は 

U 一七」 

h. き。 

ざ， 0 しに あ 

_ 千 六百噸 級 

つの 外な く- 

二十 七 年の 

三千 噸に達 

に 軍隊の 凱 

雖、 開 戰當初 

淡路と 兵 神 

千 個に 過ぎ 

十八 年に は 


路に 就け 

內國 航路 

ら すと 云 

以上の 造 

二十 七 年 

末に は 我 

し、 二十 八 

旋、 臺 灣 土 

の 如き 支 

との 間に 

ざ hN しに、 

更に 增加 
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祌 戶市史 本 編 總說 

して 前 あ 八十 五 萬 個、 後者 六 十 三 萬 八 千 

ニー 八) 

補 へ るものに外な.，^す。 

( 一 ) 明治 二十 三年 乃至 同 二十 六 年、 兵 庫縣統 

計 害、 在留 外國 人の 項。 

ニニ 祌戶 g 港 三十 年史、 坤、 四 0 三. 四 三 五 頁。 

01) 同書， 四 0 三 頁。 神戶 商業 食議所 月報-明 

治 二十 七 年 七. 八月 號。 大阪朝 a 新聞， 明 

： お 二十 七 年 八月 十-; ハ日。 

S 神 戶閲港 三十 年史， 坤， 四 〇 四 頁。 大阪朝 

日 新 聞、 明 治 二十 七 年 八月 一 日。 

(Hi) 明治 二十 七 年、 勅令、 第 一 三 七號。 大阪朝 

0 新 聞、 明 治 二十 七 年、 八 月 三日— 八 B,l 1 

十二 日。 

U) 民心 IE 背 調査 畨軌 緩， 明 治 二十 七 年の 條。 

(七) 同咨. 同年の 條リ 神戶 開港 三十 年史、 坤、 四 

〇 六 頁。 大阪 朝日 新 聞、 明 治 二十 七 年 九 

月 十四日 I 十七 日. 一一 十 一 日 I  二十 五日。 

： (八) 明治 二十 七 年度 祌戶 市會成 議錄、 第三 二 


二. KA 

に 達せる は. 斯 かる 汽船 輸送の 缺陷を 


號 議案。 

U) 參 本部， 日 ^?戰史、卷 ニ、三 五 六， 三 五八 頁。 

同 害、 卷 三、 一四—. 一 ハ六 頁。 極東 近時 外交 

史ニ 〇 三 頁。 大阪 朝日 新聞， 明治 二十 七 

年 十 一 月 二十 九 日、 三 .に 日。 

(10 一  大阪钥 曰 新聞、 明治 二十 七 年 十月 十八 日、 

十九 B 三十 六 日、 十 一 月 二十 七 B， 同 一 一 十 

八 年 三月 二十 日、 四 月 二十 七日. 一一 十八 日。 

(m 神戶 開港 三十 年史、 坤， 四 〇 六 頁。 

a 一一) 極 束 近時 外交 史ニ 〇 六 頁。 大阪 朝日 新 

聞、 明 治 二十 八 年 一 月 二十 九 R, 三 十 日、 一 一 

月 二日。 

(lie 極お 近^ 外交 史， 一 一七 頁。 

二 四) 大阪 朝日 新聞、 明治 二十 八 年 二月 二十 八 

§ 極 ^5^近 時 外 交 史， 一 九 一 頁。 大阪朝 B 新 


(二つ 


(一七) 


(一八) 

(一ち 


S 

(ニー) 


聞， 明 治 

二十 八 

明治 二 

號 議 案 _ 

神 《- 開 

H 新聞 _ 

八 日。 

神戶開 

民心 嚮 

十七 年 

史， 七 一 

明治 金 

大 正 六 

背 調 查 

の 條。 

八 頁。 


二十 八 年 四月 二十 一 日、 二十 七 


0  一二) 


八 年度 祌戶 

神戶 開港 三 

三 十 年 史、 坤ー 

治 二十 八 年 

三 十 年 史、 坤" 

調 査 書 類 m 

條。 大阪府 

史、 一 八 二  — 

祌戶市 統計 

類 緩， 明 治 一 一 


市 會成議 

十 年 史， 坤" 


書 


月 


十七 年- 


神戶 開港 三十 年 史、 坤、 


第 七 


三 

頁。 

朝 

二日 三 ナ 


大阪 


嚮 

〇 


i) 


神戶 開港 

七 頁。 

ニー 5 同書、 四 三— 四 

二十 七 年 八月 

(lis) 神 商業 會議 

號。 大阪府 誌 

日 新 聞、 明 治 1 一 

治 二十 六 年 

書、 交 通の 項- 

§ 祌戶 商業 會議 

月號。 

治 運輸 史、 海 運、 

頁。 神 戶閲港 

二八 〇 頁。 

治 運輸 史、 海 0. 

十 年史， 坤、 一一 八 


三十 年史、 坤、 九、 一 七. I  ニニ、 一一  七 


§) 


明 

t 

き a 


七 

三 


八 頁。 大阪朝 曰 新 聞， 明 治 

二十四日。 

所 月報， 明 

■ 第 四 編、 二 

十七 年 九 

乃至 同 二 


七 年 

大， 


1 月 

阪朝 


兵 庫縣統 


所 月報、 明治 二十 八 年 六 月、 


六 三， 六 七， 六 

三 十 年 史， 坤、 

六 九， 七 九 頁。 

二. I  二八 五 


七 四 

五 四. 


—七 

二 七 


神戶 開港 


頁。 


第 七 章 B 清戰役 中の 神戶 


二 六 九 


神 戶市史 本 編 總說 


二 七 〇 


第 八 章 日 淸戰役 後日 露戰役 前に 於け る 

神 戶の發 達 

B 淸役 後の 明治 二十 八 年 四月 日 淸兩國 の 講和 成る や、 國 民の 意 氣大に 揚が-^ し も、 幾 も な 

喜 業 pr 

く三國 の干涉 より 遼東 半島の 還附 となり、 加 之臺灣 未定ら す、 朝 鮮の事 亦紛々 歸 

著す る 所 を 知り 難 かりし かば、 人心 是 が 爲に 沮喪 し、 經 濟 界 稍： 不 振の 兆 あ.^。 此 

に 於て 日本銀行 は 率先して 警戒 を 緩め、 金利の 引き下げと 制限 外の 發 行と によ 

. ^て 貸 出を增 加 し、 以 て 人心 を鈹 舞す る の 策 を 採りし V 此方 法 果して 其 效 を 奏 

せ る のみなら す、 恰 も生絲 貿易の 好況 を S する あ り. 米 作の 豫想 外に 豊饒なる あ 

り、 淸國 償金 拂込期 の 切迫す る あ り， 凱旋 軍隊の 行賞に 洛 する あ h- し セ 以 て、 經濟 

. 界は此 等 諸 原因に より 其 面目 を 一 新し、 商業 は 俄に 繁劇と な.. -、 株式 は 暴騰し、 事 

業 熱 は 勃興 し、 其 勢の 趨く 所、 遂 に 常 規 を 逸 し て 妄 h^ に 人 心 を し て 投 機 に 狂 せ し 

むる に 至れ.. >。 

明治 二十 A されば 全國 一般の 狀 勢に 伴 ひ、 神 111' 市に 於ても 亦會 社の 發 起に 狂奔す る 者の 

九 年神戶 の 

事業界  多 かりし は 固より 怪 むに 足らざる ことなれ ど、 之 と 時 を 同く して 堅 實 な る 基礎 

第 八 章 日 淸戰役 後日 露戰殺 前に 於け る 神 戶の發 達  二 七 一 


祌 戶市史 本 總說  二 七 二 

を 有する 諸 稀の 新 事業の 計晝 設立せられ たる もの 亦 少なから す。 明治 二十 八 

年中に も 商事 會 社の 新設 せらる ， もの 八 社、 其 資本 二十 三萬圓 な h- し が、 翌 一 一 十 

九 年に は 日本 貿易 倉庫 株式 會 社の 資本 百 五十 萬圓、 內 外物 產 株式 會 社の 五十 萬 


圆、 そ の 他十會 社の 資本 合計 五十 萬圓を 

.5 て は、 二十 八 年に 創立せられ しもの 僅 

に、 二十 九 年に は 組織 を變更 せる 資本 二 

萬圓の 日本 樟腦 株式 會社を 始めと し、 其 

三 萬 圓を算 する あ. o。 取引 機關 として 

られて 資本金 二十 萬圓 の大會 社と なれ 

引 所、 四 萬 五 千 圓の祌 ir; 商品 取引所 亦 新 

庫に 分工場 を 設置 し、 三 千數百 名の 職工 

な. 0 とす。 斯 かる 企業 熱の 旺盛 は、 人 を 

る は 自然の 流 弊に して、 彼の 神 11^ 米穀 外 

組織な りし 同 取引 听の 解散 SI 出 でら る 


以て 新設 せらる、 あ. 5。 工業 會 社に 在 

に 三 社， 其 資本 四 萬 三千 圓に 過ぎ ざ h- し 

百 萬圓の 株式 會社川 崎 造船所、 資本 三十 

他 新設せられ しも の十會 社、 其 資本 三十 

は 神 III 米穀 株式 外 四 品 取引所の 改造せ 

る あ h^, 資本 八 萬 圓の神 tl^ 蠶絲外 七 品 取 

に 設立 せらる。 鐘ケ淵 紡績 株式 會 社が 兵 

を 使用して 盛に 營業を 開始せ る、 亦此年 

して 利に 趨り 道義 を 無視せ しめむ とす 

四 品 取引所の 組織 變更の 際の 如き、 會員 

> を 待 ち、 新 に 類似の 取引所 設立 願書 を 


提出し. 舊 取引所 員の 設立 出願と 相 競 ひ、 其 間 妥協して 其 株式の 幾何 か を 利せ む 


明治 三十 年 

の 事業界 


として 機 を 窺 

て 漸く 株式 會 

當 りて 發起人 

關 し吿發 事件 

の 徒の 相爭へ 

翌 三十 年に 

の 資本 四十 萬 

業會 社に は 日 

千圓を 以て 創 

十ケ 所の 多き 

使用す る に 至 

騰亦 著る しく- 

と  な ，0、 其 他 の 

三 件の 職工 同 

始まれる もの 

第八箄 ； 


ふ 者 ありと 風聞せ しを以 て、 事 祕密而 かも 極めて 迅速に 決せられ 

社 設立の 目的 を 達した るが 如 き、 神 1!^ 蠶絲外 七 品 取引所の 設立に 

無資格の 吿發 事件 起これる、 米穀 外 四 品 取引所 亦發起 人の 資格に 

を 惹起せ る、 將又神 芦 商品 取引所の 吿發 事件の 如 き， いづれ も 射利 

(三 ) 

る 結果な り。 

至 て も 事業 熱尙衰 へや。 商業 會 社に は 日 

圓を 以て 創立 せられし を 始めと して、 二十 六 

本 毛織 株式 會 社の 五十 萬圓 及び 其 他 四會社 

立 せらる 、あり。 されば 同年 新設 せられし 

に 上 り、 其 職工 九 千、 湊川 以東に は 百 六十 ニケ 

れり。 而 して 必然的に 斯 かる 事業 熱の 勃興 

1 二十 年 一 月に 一 石十圓 な.^ し米價 は， 夏期に 

諸 物價亦 之に 傚 ひし を 以て、 中產者 以下の 生 

盟 休業 さへ 生じた， 5。 抑  <此 同 盟罷ェ なる も 

にして， 戦後の 好況に 伴 ひ物價 騰貴の 傾向 を 


本生絲 貿易 株式 會社 

會社其 資本 百 萬圓ヹ 

の 資本 合計 十三 萬 三 

工場， 湊川 以西に 百 六 

所、 一 萬 三千の 職工 を 

に 伴 ふ ベ き 物 稷の昂 

入り 一 躍して 十五 圓 

計 漸く 困難と な..^、 二 

の は 其 實旣に 前年に 

示 す や、 先 づ 石工 等の 


日 淸戰役 後日 露 戦役 前に 於け る 神 戶の發 達  二 七三 


一展 主 

共に 

の 如 

賃金 

に 好 

せ ら 

事 新 

此明 

る は 

明治 三十 年  M 

の 輪 出狀況 

製茶 

を 見 _ 

年末 

上 ，9- 


祌 戶市史 本お： 

に對 する 賃銀 增 

警察の 勸 諭、 局 長 

軸木 職工 其 他の 


し。 此の 

の 向上 を 

況を呈 し 

^す 年 

に 著 手せ 

治 三十 年 

ニハノ 

なし。 

りて 賀易 

課税 案の 

數年來 未 

に 及びて 

_ 輸出爲 に 


資本に 

促し、 金 

た -5。 

整に 著 

られ、 湊 

に 其 基 

の 方面 

米國上 

曾 有の 


總說 

給 運動 

の 諭示 

同盟 休 

對す る 

融の緩 

加 之 市 

手せ る 

礎を定 

を觀る 

院に提 

好氣配 


遂に 不振に 陷 

滅せ しが、 後半 


起こり、 踵ぎ て 郵便 集配人の 

によ，.^ 落 著す る を 得し も. 三 

業 あ b て、 いづれ も 要求の 幾 

勞 力の 反抗の 比 年 其 勢を增 

和と 相俟 ちて， 三十 年の 年末 

區 道路の 改正 擴張等 盛に 行 

兵 庫 運河 は將に 成功に 近づ 

事業 亦 其 起工式 を擧 げた る 

めた る觀 ある， い づ れも戰 後 

に、 神 lE^ 港の 四大 重要 輸出品 

出せられ た る こ と 身 は. 9 し 

を呈 せし が、 其 後 該案 否決の 

れ. 9。 米 は 一 月下 旬 十圓臺 


二 七 四 

同盟 缺勸 あり。 此等は 

十 年に 入る に 及 び、 更 に 

分 を 貫徹し 得た る もの 

加し 來れ るが 爲め、 一 般 

に は景氣 前年に 比し 大 

はれ、 築港の 調査 は 著 手 

かんと し. 市 營の 水道 ェ 

等、 市內の 大事 業の 率ね 

の 好 况の餘 勢に よら ざ 


の 一 た 

が爲め 

報に 接 

よ hN 十 


し は 更に 昂騰して 遂に 十五 圓 


る 茶 は、 此 年 五月 

_玆 に 相場の 奔騰 

し 一頓 挫を來 し， 

一 圓六 七十 錢に 

を 突破せ むと す 


る に 

に 於 

よ KV 

荷 と 

要地 

各ェ 

つ て 

相場 

す。 

は 一 

く 影 

(七 

hy き- 

明治 三十 一  明 

年の 市況 

計 の 

風水 


至れ h,。 蓋し 其 原因 一は 戰後 經濟界 

ける 各地の 風水害と に歸 せざる ベ か 


の 持 越多數 な..^ 

共に 價格 下向と 

の價格 却て 益  <  低 

場の 困難 甚 しく- 

從來每 月 二日な 

卒 常に 復 する に 

久しく 不振な り 

時 同 方面 へ の 輸 

響 を 蒙 り、 九 月 に 


しとに より、 1 二月の 

な b、 三 四月の 頃に は 

落の 傾向 を 示せし か 

加之淸 國爲替 相場の 

hv し卞 日を增 加し 一 

及び 、稍： 商 況の 恢復 を 

し 紡績 絲は、 三月 稍  <恢 

出 を 減退せ し め、 淸國 

至 又 輓囘の 緒に 就 


治 三十 一 年米價 奔騰して 未曾有の 高 

困難 又もや 中產 以下 を 脅威せ むと せ 

害との 爲め、 各地 出荷の 手控 とな り、 從 


の激 變に存 し、 一 は 前年 

らす。 次に 燐寸は 原料 

交 製造 額 犬に 減少 を 見" 

一 旦 好況 を呈 せし も. 幾 

ば、 賃 金 値上の 必要に 迫 

昂騰の 爲め 商況 は 一 層 

六の 六囘 となす に 至れ 

見 し も、 沈 滯 不振 は 全く 

復 せし も、 印 度孟 i 貝 地方 

へ の 輸出 亦爲替 相場の 

きし か ど、 大 に盛况 を 呈 

値 を 呈 し， 諸 物價亦 之に 

り。 蓋し 二十 九 年の 不 

ひて 在荷の 缺乏 を來せ 


の 不作と 此年 

の 缺乏と 前年 

其 後原 料の 入， 


も な 

られ 

不振 


の 


ゆ 


す る 


伴 

る 


ひ 


と 


— -て需 

たる 我國 

に 搭 b 、從 

其 後爲替 

るに 至ら 

死病 流行 

に よ 

に 及ば ざ 

た れ ば、 生 

三十 年の 

よる もの 


第 八 章 日 清 戦役 後日 露 戦役 前 LL 於け る 神 戶の發 達  二 七 五 


神 戶市史 本 編 SS 說 

に して， 遂 に 上米 十五 圓の 

の 多額に 一せ しのみ なら 

に 好な. 9 しとに よ n  、米 

落せ， o。 然るに 斯 かる 米 

をして 遂に 不況に 陷 らし 

て も. 卷 寒の 長き に 過ぎし 

五月 以降 漸く 增 加の 傾向 

て 製茶 課税の 議 再燃せ し 

すべき 法案 米國 上院 を 通 

ば、 市 場 忽ち 恐慌 を 惹起せ 

る 所な りき" 九月 加奈陀 

り。 前年 末以來 不振な り 

の黑 死. 辆 依然として^ 獗 

の 需要 加 は り、 支 那 輸出 も 

る 


二 七. K 

高値に 達せし が、；^化 が爲 めに 促されて 外米の 輸入 { 仝 前 

す、 同 年の 米作が 數十年 稀 有の 豊穰 

價も 次第に ギ準を 得， 年 末に は最 高 

檟の 暴落 は 本 市 唯 一 のェ產 品た る 

め、 從 業勞働 者に 苦痛 を與 ふるに 至 

と 霜害と によ り、 四 月末の 入荷 僅に 

を 現 はせ し も、 米 國 西班牙と 戰を交 

が 爲 め、 容 易に 商況 を 囘復せ す、 製 茶 

過 し、 踵 ぎて 五月 十五 日 同 法案 實施 

し も. 米 國戰後 商況の 活氣旺 なりし 

に 課税の 風說 起こる ありて、 市場 又 

し 妨績絲 は、 三 月に 入.. >  て 稍  <恢 復 せ 

に、 同地 工場 をして 過半 休^せし め 

亦 旺盛と な ^^、尙 ほ 原棉の 騰貴に よ 


好況 を呈 せし か ど、 淸 國の內 治 外交の 紛糾 あ り、 金 融 の 逼 迫 


なりし と、 麥 作の 幸 

値 時代の 半値に 暴 

燐寸 業に 影 響 し、 之 

れり。 製茶に 至. 9 

三千 斤に 過ぎ t 

へたる と、 且 同國に 

一 封 度に 十 仙 を 課 

の 飛報に 接せし か 

は、 內 外商の 稍，. 慰む 

もや 打擊を 受けた 

るの みなら す、 孟 買 

し を 以 て、 本邦 綿絲 

り價格 昂騰して 頗 

は爲替 相場の 急變 


を 誘 ひたれ ば、 絲 況 再び 不振に 陷 、米 價の 下落と 相俟 ちて 內 地の 需要 亦 激減せ 


明治 三十 二 

年の 市況 


(八) 


の 

成 


め、 


改正 條 

完成し 

に 近づ 

るに i 则 

出の 豫 

遂に 米 


約の 

て 市 

き、 旣 

年 未 

想 は 

產地 


寶 施 -^ぇ KV 

の 交通に 

に 調査 を 

曾 有の 豊 

二百 萬 石 

の 廣格を 


し 


ず 

出 


治 三十 二 年 

生命 を寄與 

^ 一ち 口 き 

暴落の 

しも 515" 

-大阪 等 


河 開鑿 

事亦完 


る 築 

米價 

入せ 


に は 神 卢市甚 多事に して、 兵 庫 連 

したる のみなら す. 第 一期 水道 ェ 

の 愈. 1 票 申せられ し は、 皆 此年 にあ 

因 と な り、 細 民 一 時 生計に 安ん す 

年の 高價を 忘れ 得ざる 農家の 賣 

の大 集散地よ も不廉 ならしむ 

しが、 秋季 風害 水 炎 交々 臻 るに 及び、 全國を 通じて 價 格の 暴騰と な 、特 

播備 地方に 於け る 大凶 荒の 影響 を受 け、 廻 米杜絕 せる を 以て、 米の 輸出 遂に 振 

を 得 ざ b き。 前年 來 流行の 黒死病の 影響 は. 此 年に 入 て 益  <甚 しく、 輸出入 は 

る もの あり。 卽 ち燐寸 業の 如き は 依然 


て 兵 庫 


(九) 

き 


る を 得、 

惜の爲 

るに 至 

に神戶 


よ 

激減し、 商工業の 損害 測り 知る ベ 


ら ざ 


たる 不振に して， 二三 月の 交 原料 輸入税の 免除に よ b 聊か 活氣 を呈 せし も， 其 後 

亞紛 板の 原料 輸入 杜絕は 一 時 製品 價格を 暴騰せ しめ、 延 きて 輸出の 一 頓挫 を來 

し. 下 半季に 入. 0 ても當 業者 は 原料 依然 不 簾なる に 困み し が、 年 末に 至 b 香港. 上 

第 八 隼 日淸 戦役 後日 露 戦役 前に 於け る祌戶 の發達  二 七 七 


神 戶市史 本 編 總說  二 七 八 

海 方面へ の 轍 出 好況に 赴き、 商況 稍： 挽 囘の兆 あり。 紡績 絲に 在.^ ては淸 國の需 

耍 初め 增加 せし も， 其 後同國 にて 孟買棉 二十 萬梱 以上の 注文 約定 成立せ るが 爲 

めに、 日本 綿絲の 注文 頓に 減少 し. 僧 格の 低落 を 誘致せ し が、 七 月に 及び 北淸 地方 

よ 多大の 注文 あ 、且 つ 之と 相 前後して 孟買棉 絲の騰 食、 印 度 及 米國に 於け る 

原棉 不作の 银 到りし を以 て、 市場 頓 に活 氣を帶 びた. o。 而も 支那 市場の 價格之 

に 伴 はすして 玆に 本邦に 逆輸入 をな すの 奇觀 を呈 せし のみなら す. 次 ぎて 來. 0 

し 金利の 騰貴 等 は、 絲 况 をして 再び 沈静に 陷 らしめ た. o。 製茶 は 前年 末 以來米 

國 にて 輸入 茶 課稅の 影響と して 小責 相場の 騰貴せ るの みなら す、 加 奈陀 にて 課 

税 問題の 起これる と、 嗜好の 下等 品に 移れる とに よ hv. 需用 一 般に減 返せし が、 加 

奈陀課稅案否決の報ぁるに及び.氣配漸く恢极するを得た，=^。 然るに 取引の 一 

時餘..^ に活 氣を呈 せし 反動と して、 七月に は 在荷の 停滯 數十萬 斤に 上 り、 加 之 

運賃 亦 騰貴した るを以 て、 賣 行 却 て 益，. 減 退せ り。  . 

け 三 三十 三年 一 月 水道 ェ車成 h- 三月 通 水 式 を 擧げ、 宿 昔の事 業玆に 完了した る の 

みなら す， 黑 死病 も旣 に終媳 し、 一 般の 商況 漸く 恢復の 緒に 就きし が、 五月 北淸事 

變 の突發 する あ b て、 對淸賀 易 は爲に 不振に 陷り、 小賣 商人 及勞働 者の 恐慌 を來 


I 


濟羿の 恐 


せ hs。 

動と し 

しが、 九 

の 報 あ 

業者 原 

り 好況 

大 恐慌 

年末に 

瑜. SU- よ 

却 りて 

が爲に 

したる 

^ り 

たる は、 

—心— ズ —三 


るに 及 びて、 益 < 絲價 

料の 不廉に 困惑せ 


されば 二三 月の 交市價 高騰 底止す る 所 を 知ら ざ 

て 暴落 し、 遂 に 全國 紡績 聯合 會の 議決に より 操業 

月事 變の 終結と 共 に 淸國の 注文 輻湊を 見、 英國絲 

をして 騰貴せ しめたり。 次に 

し も、 上 海 香港 方面へ の 輸出 

の 盛 を 現じ、 六月 北 淸事變 

及せ るが 爲め、 一 時 製造 休止 

. 米况は 前年 末の 不況 を受 

せられたり j 製茶 は 北淸事 

に は 米國の 相場 騰貴の 報傳 

b し も、 事 變の 終熄と 共に 沈靜 


に 向 ひ、 遂 

が 更に 南 

及び 恢復 

未 f 有の 

活 氣を呈 

價 格の 昂 

變動 なか 

て 日淸戰 

十八 年 

i^u に 拿 一せ 


に 未曾有 

淸 にも 波 

を 見た..^ 

不況と 稱 

し、 突 發 後 

騰を 見た 

ニニ 

後の 金融 


よ 


界を 通観す る に、 事 業 熱の 勃 興 

の 末 山陽 鐵道 株が 額面の 二倍に 騰貴 

むと せる が 如き 其 適例に して， 識者 を 


りし 綿絲の 如き 

短縮 を實 行 す る 

の 輸入 當分 見込 

憐寸に 至 て は 

額 な り し よ.^、 三 

影 響と して 上海 

止むな きに 至. > 

て 更に 甚し きを 加 

の勃發 以前 氣 構に 

b 、外商の 思惑買 あ 

に 傾 き、 九 月 以降に 

の 投機心 を 盛なら 


も、 其 反 

に 至り 

し と： 

め 當 

頃 よ 

場の 


へ、 其 

よ り 

り し 

ぶ， さ 


し め 

し、 東京 株式取引所 株の 同 

して 夙に 警戒の 必要 を感 


第八窣 日 1^ お 戰役後 B 露戰^ 前 LL 於け る 神 戶の發 逢  二 七 九 


神 戶市史 本 編 總說 

せしめし が、 企 繁 熱 愈，. 加 は れる のみなら 

を！ 51 揚 し、 輸 入の 如き も 其 輸出に 超過す 

b て 未曾有の 差額 を 示す に 至 . ^、而 し て 

促 し た れば， 明治 三十 年旣に 金融 逼 迫 の 

むと する 形勢 漸く 明かと なれり。 故に 

に 伴 ふ あ.^ しに 拘 はら す、 反 動 漸く 至り- 

もの 頻々 として 現 は れ、 盛 況に 際し 發せ 

る は、 資 金の 缺乏 をし て 益， -甚 しからし め 

少 きを 知る に 及 び、 之 を 機と して 株式 は 

我 財政 上の 一 大 改革た る 金貨 本位 制の 

と、 上 海の 金融 逼迫と は、 相 關聯 して 玆に 

憐寸の 如き 最も 甚し く， 貿 易の 逆 勢 は 持 

て經濟 界救濟 運動 起こり、 織 道國^ 論の 

至. 0 し を 以て， 三十 一 年 六月 政府 は 公債 

し， 一. 時の 急 を 救 ひしが、 同年 幸に 米作の 


二  AO 

す， 償 金の 收 受. 物 價 の騰贵 は叨り に市况 

る こと 年を逐 ひて 甚し く、 三 十一 年に 至 

此等 原因 は相俟 ちて 漸く 資金の 固定 を 

兆 あり" 需要の 減退と 共に 商況 沈滯せ 

物價は 依然として 昂騰 を續 け、 勞銀亦 之 

土 業界に て 事業 を 縮 少し 或は 休止す る 

る 注文に よ 諸 機械 原料の 陸續到 著せ 

た.^。 故に 米作の 甚 しく 豫 想に 反して 

暴 落 し， 信 用 は 動搖し 始めた h.。 而 して 

實 施が 對 淸爲替 相場 を激變 せしめた る 

日淸 貿易に 影響し、 重要 輸出品た る綿絲 

續 せられて 三十 一年 を 終れ. o。 此に於 

如き も 其 一 手段と して 高唱 せらる ， に 

買 入を斷 行し、 以て 新 資本 を 市場に 注入 

豊曉 なる あり、 米 噴よ..^ 始ま，.^ て 諸物檟 


明治 三十 四 

年の 市況 


の 低落と な 

る 事業界 は 

より 商品の 

綻 せ る を 先 

十四 年 三 四 

銀行に して 

市 にても 大 

て 其 影響 忽 

殆ど 杜絶し- 

以下と な， 

三錢 二三 厘 

ハ 一 三) 

ま る。 

明治 三十 

,9 しのみ な 

なし， 花筵の： 

第 八 隼 


二) 


停 


月 


ら 


- 貿易の 逆 勢 亦 稍 < 防止 せらる  >  を 得る に 至れ 

に 恢復す ベ くも あらす して、 金利 頻らに 騰貴 し、 北 

滯 すると 共に 信用の 動搖愈 <甚 しく、 三十 三 年 東京 

と し て、 其 勢 橫 濱. 熊 本. 桑 名 等に 波及 し、 經 濟 界は玆 

に 大阪を 襲 ひ， 年 を 終る まで 形勢の 緩和 を 見る 能 

產 及支拂 停止 を爲せ る もの 實に 四十 行を算 する 

の 恐慌と 殆ど 時 を 同じく して 岸 本 銀行の 取 付 あ 

全市に 傳播 し、 市中の 會社及 商店 中に 破産者 續出 

月に 於け る市內 組合 銀行の 預金 は 二百 萬 圓を減 

行の 警戒 嚴 にして 殆ど 貸 出 拒絶の 有様な りしが 

り し も、 實 際 は遙に 高率 を 示せり。 商工業者の 逼 

年下 半期に 入り、 淸國の 增稅を 見越せる 多額の 綿 

す、 馬 尼 刺に 於け る憐 寸稅增 課の 風說は 同地 へ の 

出 は好况 に、 其 他 製茶、 石鹼、 米 穀等亦 各， 相 當 の輸 出 

日 清 戦役 後日 露 戦役 前に 於け る 神 戶の發 達 


然， -と雖 

淸事變 の 

の 二三 小 

：危 幾に 

は す、 全國 

に 至れ- 5. 

b 、之 を發 

し、 市中の 

じ、 在 金 二 

爲に、 公稱 

迫 此に至 

絲燐寸 の 

見越 輸出 

を 見た b 

二八 1 


困媳せ 

突發に 

銀行 破 

入り、 三 

各地の 

, 神戶 

端と し 

金融 亦 

百萬圓 

金利 は 

らて極 

輸出 あ 

の 因 を 

しかば、 


神 戶市史 本 編 總說  二 A 二 

1 方に 於て 砂糖 及び 石油の 見越 輸入 あ， 9 しに 拘 はら や. 全 國を 通じて 此 期に 於 

ける 賀易は 輸出の 超過と な b、 恐 慌は先 づ賀易 方面よ りして 囘復の 端 をな さむ 

t しした， 9。 然れ ども 米價の 下落の 地方の 購買力 を 減 返せし め. 倫 敦銀價 暴落の 

延 きて 對淸賀 易に 不利なる 影饗を 及ぼせる 等 あり て， 商 勢 は槪し て 萎靡 沈滯を 

免れす。 特に 神 芦に 多き 彼の 船舶の 貸借 周旋 幷に航 運 を 業と せる 者の 中には、 

多 額 の 損 失 を 招 け る も か ら す。 されば 銀行 は尙 依然として 警戒 を持續 し、 日 

步ニ錢 三 四 厘の 定率なる に拘 はら す、 貸 出 少 な く、 市 內諸 銀行の 預金 額 は 二 千 七、 

W 萬 圓、 在 金 は 二百 五十 萬 圓に復 せ， 9。 

明治 三十 五 明治 三十 五 年に 入りても 事業界 は 大體に 於て 前年 不振の 餘勢 を持债 し、 上 半 

六 年の 市況 

期の 輸スに は 多少の 活 氣を呈 したりと は 云 へ ど、 二れ 麥稈眞 田の 如き 神 P 輸出 

品 中の 主要なる もの が、 濫 賣 せられし にも よれり。 燐寸に 至りて は 前年に 於け 

る 對淸爲 替騰贵 の 後 を 承け て 却り て 不況に 沈 み、 當 業者 中爲に 賃銀の 低 下、 就 業 

時間の 短縮 若く は 職工の 解 屜を斷 行す る 者 あり。 加 之 米穀の 輸出 亦 盛なら ざ 

b しか ば. 銀 行贷付 利子の 如 き、 前 年末よ b 更に 五六 厘 を 低下す る も. 借 手 尙ほ少 

• か h- き。 然るに 三十 六 年に は 東北 地方 前年の 凶歉 により 早くよ. 0 米廣 昂騰し、 


同地 方の 慘狀甚 しき と、 前 年全國 の實收 平年よりも 一 割 を 減せ る こと 世に 知ら 

る、 に從 ひ、 遂 に 法外の 高價 を 示 し、 盛 に 輸入 せられし 外國 米の 輸入 も、 以 て米價 

の 向 下 を 誘致す る 能 は ざ b し が、 此 年の 米作 豊穣の こと 明かなる に 至 . ^、市 場 亂 

調 を呈し 暴落 を 演じたり。 而 して 金融 は 預金の 集積に 俘 ひ 次第に 囘復に 赴き、 

遂に 甚 しき 緩漫 とな り、 貸 付 利子 は 未曾有の 低率 を 示す に 至れり。 

神 戶市逢 業 神 Ir^ 市の 商工業 は 此の 如く 一  般經 濟界の 消長に 伴 ふ 隆替 あ りし も， 之 を 通 觀 

す る に、 其 發 達の 顯 著な h- し は 明に し て、 明 治 三十 六 年の 商工業 及び 貿易 を 以て 

之 を 日淸戰 役の 終了せ る 二十 八 年の 末に 於け る 狀况に 比較 し、 益 < 其 の 然る を 知 

るべ し。 二 十. 八 年末に は 市內の 商工 金融 諸會社 五十 四、 其 資本 二 千 六 百 餘萬圓 

に 過ぎ ざ， 9 し に、 三十 六 年末に は 百 四十 二 社、 資本 は 殆ど 倍加して 五 千 二百 餘萬 

圓に 達せ， 9。 工場の 數ニ 十八 年に 百 一にして 從業 職工 一 萬 千 百 人な b しに、 三 

十六 年に は 工場 數 減じて 七十 四と なれる にも 拘 はらす、 從業 職工の 一 萬 五千餘 

人と ならて 約 四 割 五分の 增加を 見し は、 これ 大工 場の 設立 せられて 小 工場に 代 

はれる を 示す ものな， 9。  ■ 其 他 工業 會 社の 數 二倍 半に、 而 して 其 資本の 約 四 倍に 

增 加し ヹ 產 額の 五 百 萬 面よ b 千 二百 四十 萬 圓に增 進した る 等 は、 いづれ も 明に 

第八韋 日淸 戦役 後日 露 戦役 前 LL 於け る 神 戶の發 達  二八 三 
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一八 四 


祌戶 と橫濱 

の 貿易 消長 


海運の 發逢 


市の 產業 

貿易港 

ける 全國 

In- 尙ほー 

れり。 神 

示すな る 

る ものに 

く、 三十 三 

び は橫濱 

億 六百餘 

入 は 依然 

賀 易の 

運界 は、 北 

餘裕ぁ b 

を 十 年 前 


の發達 

と し て 

の 貿易 

籌を橫 

の輸 

に， 貿易 

して， 神 

年に は 

の 三 割 

莴圓中 

として 

發 達の 

淸ま變 


を 徵 す ベ きものな， 9- 

當 時の 祌 s- を 以て 橫濱 に對 比せむ に、 神 II； は 明治 

額 二 億 八 千 九 百 餘萬圓 中の 四 割 二 分、 橫 濱は四 割 

濱に輸する所ぁ，.^し に、 三 十二 年に は 遂に 橫濱を 

出每に 橫濱に 及ばす、 二十 九 年 以降に 於ても 三と 

の 全額に 於て 橫 溶の 上に 出づ るに 至， 9 し は， 主 と 

年以來 橫濱に 勝，.^、 年を逐 ひて 

對 する 四 割七步 とな り、 爾 後 更 

三 步を示 し、 三十 六 年に は全國 

橫濱の 四 割 ニ步に 比して 少し 

に對 する 四 割 八步の 割合 を 示 

は 言 を俟 たす。 日 淸戰後 躍進 

噸の 軍用 船舶 を 供給して 而か 

三十 六 年末に 於け る 汽船の 總 

ど四陪 とな ，9、 船 質の 隋良亦 前 


1:^ の 輸入 は 二十 六 

橫 溶の 三 割 八步に 

二 步に對 する 五 割 

神 其 四 割 を 占め、 

彼に 勝り、 三 割五步 

海運の 進 步に俾 ふ 

に 際し 汽^ 九 萬 除 


-產 業界 爲に累 を 受け す。 

の 十六 萬噸に 比すれば、 殆 


二十 九 年に 於 

六 分 を 占 め、 神 

凌駕す るに 至 

五との 比例 を 

して 輸入に よ 

其 差益-著る し 

に增 して 一 た 

の 貿易 總額六 

ぐ 劣， 0 し も、 輸 

(一 人) 

し た り。 

せる 日本の 海 

も賴々 として 

噸數を 以て 之 

日の 比に あら 


を 

二 

止 


に 開ける 


神戶 港改哀 

の 

港 


す。 外國 航路に 就ける ものに 在-.^ て は、 曩 に 

社の 二 十九 年 三月 歐洲 航路 を 開き、 同年 九月 

き、 加 之 從來の 上海 航路 を 香港 迄 延長せ 

東洋 汽船 會 社の 桑 港 香港 線、 同 年 大阪商 

南淸 航路 等、 いづれ も 神 ici を以 

れ ども 神 11; にと り、 此 等 遠洋 諸航 

船 會赴を 首と する 所謂 關西 同盟 汽船の 

ら す、 韓 國臺灣 及び 北淸に 通す る もの を 

百 十九 隻の多 數に上 b  、其 頻繁なる 出入 

因と な ，9 、一一 一十 六 年の 神 11^ 出入の 總 船舶 

二倍と ならしめ しに 於て 與， 9 て 大にカ あ 

貿易 及び 海運の 斯 かる 偉大なる 發 達の 港 

勢な， 9。 開港 後 何等 改良の 施され ざり し 

感 する こと 多 か.^ しを以 て、 明 治 六 年 神 芦 

を 建 言 し. 兵 庫 縣令神 田 孝 平の 納る 所と 

第八窣 日 淸戰役 後 H 露 戦役 前に 於け る； 


む る 


な 


に孟買 

國 航路 

會 社の 

其起點 

よりも 

路 にし 

算する 

神 港 

貨 物 を 

の 設備 

SS 港 は： 

長英人 

しも 


航路 

を 開 

其 他 

開 け 

叉 は 


て、 其 

と き 

を し 

して" 

改良 

、水深 

ジ ョ 


開きし 曰 

.11^ 年 十月 

十 一 年 十 

臺灣 航路 

要 寄港地 

圍 瀨 11^ 內 

■ 航路 總數 

最も 盛况 

十九 年に 


を 促進す ベ 

以外の 點に 

ン* マ ！• シャ 

卿の 拒 斥す 


本 郵船 會 

濠洲 航路 

二月に 開 

及び 三十 

とせる も 

な る は、 大 

海の みに 

三十、 使用 

を呈 せし 

比し 共に 

き は 自然 

於て 不便 

〃神 戸 築 

る 所と な 


の發達  二八 五 


紳戶市 史本編 ff 說  二  i ハ 

りて 其 事 行 はれす。 爾來 二十お 餘 年、 其 間 船舶 碇繋 所の 擴張ぁ りと 雖. そ は 唯 範 

圍 の擴大 にと. >  ま ..^、 港 灣 依 然 として 舊 態 を 改 め す、 海 陸の 聯絡に 設備の 見る ベ 

きものな か.^ き。 是に 於て 港灣 改良の 必要 を 認めた る 神 ti^ 巿會 は、 二十 九 年 四 

月 海岸 改良 計畫を 立案し、 一 は 以て 將來に 於け る 公私 企業の 之に 牴觸 する こと 

を 避けし めむ とせ. - 然る に 偶.^ 大 阪 築港の 議 起こりし を 以て、 市 は 之 を 機と し 

て 蹶起 し、 四 CT の計畫の範圍を兵庫に限.^しを改め、五月市會に於て築港建議案 

を 可決 し. 意 見 書を縣 知， に 提出せ.. >。 該 意見書 は 世界の 大勢より 說き 起こし • 

戰 後に 於け る 商工業の 勃興 を 述べ、 通商 條約 改正の 期 迫れる を 論 じ， 更 に 進みて 

將來 東洋の 中心 市場た る べき 神 芦の 海港と しての 設備 が、 開 港以來 依然として 

其 舊態を 改め ざ る を 慨 し、 帝 國の 面目 を 保ち 國利 を增 進せ むが 爲に は、 神 芦 港の 

天然に 加 ふるに 人工 を 以て し、 以 て 一 大 良港たら しめむ こと 焦眉の急な- と斷 

せ "2。 賀易 額に 於て は必 やし も 神 芦 に 勝らざる 橫濱 港が 旣に其 第 一 期 築港 ェ 

事 を 完成し、 將に 第二 期 工事に 著 手せ むとし、 大阪 築港 問題 も 亦 次第に 進行して 

其國庫 補助 費 は 三十 年 三月 議會を 通過せ る ことなれ ば、 神 s- 市-か 築港の 急 を 叫 

05) 

ぶに 至. 0 し は當に 然るべき 所な り， - 


糾 


築 

定 し- 

あ  り- 

に  至 

省に 

計 る 

に讓 

之に 

立 を 

規模 

一 の 

便せ 

し、 三 

議簇 

庫 ォ 


港 建議案 を 可決せ る市會 は引續 きて 

_ 技師の 派遣 を內務 省に 求めた るを以 


之と 同時に 市 は 

b 設計 案 及豫算 

復命せ り。 該設 

に 止め、 其 工費 を 

る こと、 し、 加 納 

接續 して 同 川尻 

行 はむ とする に 

を 以て 本 市の 發 

繋 船渠 を 築設し 

む と し. 從 て 工費 

十二 年 六月 之 を 

出： f< すると ころ 


設計 主任 を聘 し、 調査 

の 作成 を 了. - たれば- 

計 案に よれば ヹ事を 

千 五 百 七十 四 萬餘圓 

町濱 よ. - 新生 田 川尻 

の 東西に 亙れる 埋立 

あ b て、 調査 委員 會は 

達に 照らし 過小な， 0 

- 以て 東方に 偏 倚せ る 

を 二 千 二百 萬 圓に增 

三 五， - 

市長に 報告せ り。 然 

なか， 9 しか ば、 神 實 


其 調査 費 を 可決し 

て、 翌年 一 月 同省 技 

事務所 を 市役所 內 

■ 沖 野 技師 は 之に 意 

ば 先 づ 最 大 急務た 

と し、 防 波 堤の 如き 

に 至る 四百 二十 間 

新生 田 川 附替及 兵 

此 案に 就き 更に 審 

と な し、 之 を 擴大す 

築港 工事と 相 待ち 

加し ヹ事 期限 を 十 

る に 此報吿 市會に 

業 協會. 神 II； 港 修築 


■ 調査 委員 六 名 を 選 

師 沖野忠 雄の 派遣 

に 開設 し. 同 年 十月 

見 書 を 附 して 主務 

る 船舶 荷役の 便 を 

は 之 を將來 の企圖 

餘の 船渠の 建設と 

庫 東 出 町 海岸の 埋 

議 を m ね、 原 設 計 の 

ると 共に 湊 川尻に 

て 神 11^ 港の 發 達に 

ケ 年に 改 むる に 決 

附議 せらる 、 や、 異 

期成 會. 兵 庫 協會. 兵 


穀 肥料 組 合. 神 liU 円 年 協 會.葺 合 同 志 會. 葺 合 親和 會及 雜貨 貿易商 組合 等の 八 

第 八 章 日 淸戰役 後日 露 戦役 前に 於け る 神 戶の發 達  二八 七 


祌 戶市史 本 編 總說 

實業圓 體は大 に 之を慨 し、 聯 

計 案 を 作製 し、 神 II； 港 をし て 

繕 港 たらしめ むが 爲め に、 小 

防波堤 を 築造せ むと する の 

は此 意見書 を 沖 野 案-調 资 委 

築造の 意見 多数 を 占めたれ 

十 一 月に 至り 大 防波堤 を以 

張餘地 を^し つ ， 沿岸 を修 

圓、 公債 千 四十 九 萬 餘圓、 市税 

ケ 年に 竣工せ しむべき 設計 

該 設計 案は翌 三十 三年 一 

入 三倍と な ，9* 楡 出入 额四倍 

港の こと 一日 も忽に すべ か 

ら れ、 是 と 同時に 委員の 上京 

十四 議會の 問題 ふなる に 至 


二. <A 

合 事務所 を 設 け、 三 十二 年 七月 技師に 囑 して 別に 設 

東洋の 一 大貿 港たら しむる と 同時に 一 大船 舶修 

野 濱及湊 川尻に 繁 船渠 を、 和 田 岬より 敏 •：il:T 附近に 大 

三 六 ) 

意見書 を 市 參事會 に 致したり。 愛に 於て 市 參事會 

員會 案の 二と 北ハ に市會 協議 會に 披露せ し に， 防波堤 

ば、 再び 調査 委員 をして 精査せ しむる 所 あり。 同年 

て 全港を包み、^^泊の 安全を保 つと 同時に 將 來の擴 

築して 荷役の 便 を 計り、 國庳 補助金 千 四百 九十 五 萬 

七十 萬 圆總計 二 千 六 百 十四 萬 餘圓を 工費と して 十 

(二 七) 

案を定 むる に 至れ， 9。 

月 市會の 決議 を經 たれば、 十ケ 年間に 外航 船舶の 出 

と な 橫 濱をも 浚 驚す るに 至れる 神 lil 港に と ト、 築 , 

ら すとの 趣 意 に て， 直 ちに 內 務. 大 藏ニ 大臣に 稟 請せ 

して 運動す る あ， 9 しが、 此 設計に よる 築港 案 遂に 第 

らざ りしの みなら す、 內 務 省が 別に 作製せ る國庫 補 


助 四百 八十 萬 面， 總 工費 一 千 二百 萬圓內 外と 見 領れる 修正 設計 案 も、 大藏省 等と 

の 合議 熟せ ざ b しが 爲 めに 遂に 畫 餅に 馬せ り。 然れ ども 市民の 築港 期成の 熱 

心 愈  <  熾 にして、 同年 十月 築港 準備 委員 會 新に 市 會に 設けられて 從來の 調査 委員 

會に代 はり.、 三十 四 年 服 部 一 三 の 兵庫縣 知事と なる や、 更に 之に 託する に 築港 成 

立の 斡旋 を 以て し、 三 十五 年 六月に は曩に 提出せ る稟請 書の 囘附を 乞 ひて 再調 

(二八) 

査に著 手した， 9。 

海陸 運輸 聯 斯  て 荏苒 日 を經っ 、ありし 間に 改良の 必要 は 愈  <  迫 b しか ば、 貿 易 關係者 

*^ 工事 

等 到底 等 閣に附 する 能 はすと 爲 して 研究 調査す る 所 あ，. -。 中に も 阪神 貿易業 

者 を 中心として 組織せ る賀易 調査 會の 如き は. 大 築港 をば 後日に 讓 ^、先 づ 焦 眉 

の應急 策と して 小 野濱稅 關を擴 張し、 東海道線 鐵軌 を敏馬 附近より 分岐 延長し 

て 以て 海： 陸 連絡の 便 を 計る べしと 主張せ り。 愛に 於て 此 意見に 贊同 せる 税關 

長 は 小野濱 波止場 擴張案 を大藏 省に 提出し、 知事 亦 神！^ 港 修築の 急務た る 所以 

を 內 務. 大 藏ニ 大臣に 內 申した- 9。 然るに 大蔵省に て は 明治 三十 二 年 以來旣 に 

橫濱 稅關擴 張の 名目の 下に 同 港の 改修に 從事 しつ , ありし か ば、 更 に 今 之を擴 

げて神 11； 港に 及ぼさむ と し、 新 に 設計 をな し、 三十 五 年 九月 同省 開港 設備 調査 委 

第八窣 日 淸戰役 後日 露 戦役 前に 於け る 神 戸の 發達  二八 九 


神 戶市史 本 編總說 

員 看 及び 閣議 を 經、 議 會に 提出した b しが、 議會は 不幸に して 解散と な 


截 道の 利用 

と 軌道 事業 


露戰 役に 際會 せる を 以て、 神 

六 年末の 如き 其外國 賀易總 

ベ て 神 tr^ 棧橋會 社 所有の 一 

て， 不利 不便 名狀 すべから ざ 

步武を 進む る を 得た， 9。 蓋 

を 新設して 以て 税關 の手續 

不便 を 除去せ むこと を市會 

府も此 連絡の 必要 を 認め、 遞 

を 編入し. 三十 五 年 二月 兩院 

灘 停車場 を！！^ き、 此 よ， 9 斜に 

ニ哩 に 小野濱 停車場 を 設置 

にも 四ケ 所の 荷 揚場を 設置 

て、 用地の E 只 收收用 は 三十 六 

神 5- 港灣 改修と 共に 敍せ 


戶 港の 改良 は 

量 百 九十 萬嚼 

棧 橋と 千 五 百 


0 一九) 

る もの あ， 9。 


し是 よ， 9 先 

を簡捷 にし- 

信 省 豫算中 

を 通過せ し 

新生 田 川 を 

し、 築港 完成 

す る 等， 海 陸 

年 十二月 を 

ざる .-i から 


又玆に 一 頓挫 を 

に 差した るに も 

餘隻の 孵 舟と に 

伹し鐵 道の 擴張 

明治 三十 三年 三 

々增 加す る滯貨 

二 大臣に 稟 申せ 

に 神 芦 海陸 運輸 

めたり- 其 設 計 は 

渡ら、 約 三千 六 百 坪 

に 至る 迄の 假 貨物 

の 鐵道を 敷設 


(三 S 

て 了. 4 たり。 


來せ， 9。 さ 

拘 はら す、 其 

賴ら ざる ベ 

の み は 稍. ^具 

月市內 東部 

を 一掃して 

る こと  > の h,- 

絡 工事費 百 

住吉. 三宫兩 

の 埋立地 を 

積 卸 場を設 

せむ とする 


"、尋 て 日 

れば 三十 

積 卸 はす 

力ら すし 

體 的に 其 

に 停車場 

貿易 上の 

し か ば. 政 

二十 萬圓 

驛 中間 に 

作， 9、 延長 

け、 尙 海岸 

ものにし 


る は， 市 の內 外に 於け る 陸上 交通 運輸 


の發 達な h.。 鐵道乘 客 及 積載 貨物 噸量は 、日 淸役後 特に 三十 二 年 京阪 間の 複線 

工事 竣成 以後 何れも 多大の 增加を 見、 明治 二十 八 年よ b 三十 六 年に 至る 八 年間 

に 官設 鐵道神 三 宮兩驛 乘客は 百 二十 七 萬 人より 百 九十 七 萬 人に、 山陽 鐵道 # 

兵 庫 兩驛に 於て は 四十 萬 人よ.^ 八十 六 萬 人に 增加 し， 官 線 兩驛に 於け る 積 出 

貨物 は 合計 八 萬 六 千嚼ょ 二十 六 萬 八千嚼 に、 山 陽鐵道 線の 兩驛 にて は 合計 五 

萬 七千噸 よ. 0  二十 一 萬 噸に增 加せ. 9。 而 して 乘客 貨物 共に 其增加 率の 山陽 鐵 

道 線に 於て 著しき もの ある は、 これ 山陽 鐵道 沿線 殊に 兵 庫 附近の 急激なる 發展 

其 主因たら すん ば あらす。 鐵道 以外の 交通 機關 にあ b て は、 從 來 屢， -計 畫 せられ 

し 軌道 敷設の， 日淸役 後事 業界の 勃興と 共に 又々 著 眼 せらる , あ b  、二十 九 年 六 

月 三 宅 忠藏外 六 名、 資 本 三十 萬圓を 以て 神 自働鐵 道 株式 會社を 設立 し、 五 間 以 

上の 道路 を複 線、 四 間 以上の 道路 を單 線に て， 葺合 村より 新生 田 川 を 渡 ..y  、元 町 通 

相 生 橋 を 經て兵 庫 停車場に 至る 幹線の 外、 布 引 線. 山 手 線卞 町 線. 中 橋 線の 五線 總 

計 延長 十哩を 敷設し、 動力に は 石油 發 動機 を 使用し、 乘客卒 均 一 日 九 千 人、 賃金 一 

U ョ二 

哩 一 餞 五 厘の 豫算 にて 二十 臺の 車輛 を運轉 すべき 計畫を 立つ る あり。 同年 九 

月に は 今 井 善右衞 門外 五名の 同じく 三十 萬圓の 資本 を 以て 神 B-.^ 氣鐵道 株式 
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神 戶市史 本 編 槐說  二 九 二 

會社を 組織し、 前者 計畫中 の 幹線 をば 西 柳 原葺合 線なる 名稱の 下に 包含せ る 外， 

有 馬 道 加納町 線. 榮 町 和 田 崎 線. 西 柳 Is- 築 島 線. 榮 町 下山 手 線. 加 納町通 線の 六 線 を 

加へ、 延長 合計 七哩を 敷設し、 一 哩 賃金 一 餞 二 厘、 一 日收 入豫定 二百 圓 として 四十 

臺の 車輛 を運轉 せむ とする あ.^。 同年 十月 一に は 池 田 貫 兵 衞外九 名、 資 本 百萬圓 

の 神 鋼索 鐵道 株式 會社を 設立に 線路 は 全部 之 を 複線と し、 葺 合村大 開通 間 を 

幹線と し、 別に 湊川 新橋 兵 庫 停車場 間、 元 町 通  一 丁目よ b 榮町通 及び 市役所 前 を 

經て 幹線に 接續 する も の、 湊 町 通 經由相 生 橋 柳 原 町 間、 加 納町  一 丁目 同 四 丁目 間、 

下山 手 通  一 丁目 北 長狹通 間、 北 長狹通  一 丁目 橘 通 二  丁目 間、 娵 訪 山麓よ..' 北長狹 

通 間、 同 北 長狹通 五丁目 經由元 町 通 間 等の 支線 を 合し 延長 合計 二十 一 哩を 敷設 

し、 收入は 一 哩ニ 餞、 年收入 三十 萬圓 を豫定 し， 七十 臺の 車輛 を運轉 せむ とする あ 

-9。 尙ほ 同年 十二月に は 神 11^ 棧橋 株式 會 社の 經營 者た る 田 中 市 兵衞等 、益， 積聚 

甚 しからむ とする 滯貨の 集散 を 迅速に し、 損 害 を 除去せ むと 欲 しヹ 费 七十 萬 圓 

を 以て 海岸 通 東 稅關荷 揚場神 m- 停車場 間. 加 納町六 丁目 三宮 停車場 間の ニ條延 

長 三 哩餘の 馬車 鐵道を 敷設 し、 車 輛 六十 臺と馬 匹 三十 頭と にて 運 轉計畫 をな せ 

る あ hN。 


鼋車 市營の 

0 


此等 

市會に 

接の 關 

至 り 一 

出 


示 

す 


ーョー 

far 

ま 


力 

-べ 

五 

で 


諸 計畫の 出願 相尋ぃ 

諮問せ しか ば、 市會は 

係 ある が 故に， 寧ろ 市 

先づ 悉く 却下すべき 

のみなら す、 此 答申に 

_ら る 、あり。 然るに 

運輸 を 業と す るの み 

め、 敷設 區域擴 張の 必 

となし 、市街 電氣鐵 道 

調査報告なる もの は 

連絡線 等 延長 合計 十 

積十輛 を運轉 し、 一 日 

入 年 八 萬 八 千 四百 餘 

採否 を 決定す るに 


で 兵 庫 縣廳に 提出 せらる , や、 縣 は 三十 年 二月 之 を 

調査の 末， 之 を 以て 將來 市の 著 手 マ ベ き 諸 企 畫と密 

營 事業たら しむべき ものな と し、 三十 三年 六月に 

ものな りとの 答申 をな し、 以 て將來 市營の 意嚮 を晴 

先ち 同年 三月 を 以て 市營 馬車 鐵道 敷設 案の 市會に 

市會の 調査 委員 等、 此 提案の 海岸と 葺合 村との 間に 

を 以て 目的と する を 姑息な りと し、 市 の 發展に 患せ 

要 あると 共に 動力 を 電氣に 變更し 以て 利便 を大に 

敷設の 調査 を遂 げ、 三 十四 年 二月 之 を 市會に 報告せ 

約 七十 五 萬圓を 以て 榮町 線. 加納 町長 狹通 線. 海岸 通 

二 哩の電 氣鐵道 を 敷設し、 客車 六十 人乘 三十 五輛、 貨 

乘客千 百 二十 人、 此 收入 一 ケ年十 一 萬 四千 五 百 餘圓、 

圓と見 積れ る ものな りし が、 市 會は 三十 六 年に 至る 

(三 七) 

らさ h\ き。 


阪祌 敏の 


市街 軌道と 共 に， ir 企 


至 

せられし は 村 野 山 人. 鹿 島秀麿 等の 出願せ る 兵 庫 明 石 
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神 戶市史 本 編 總說 

間 十二 唯の 軌道の 外、 神 UI 有志 者の 計畫 

づ 加 納町 を起點 とし、 國道 に 沿 ひ、 尼 ケ 崎 

將來 大阪市まで 延長せ むと する の豫定 

阪神 聯絡 軌道の 計番： をな せる 者， 大 阪 に 

を 併せて 三 派 鼎立の 姿 をな すに 至れ. 

同せ しか ど. 二れ と 神 6; 側との 調停 容易 

派の 妥協 始めて 成. -、 同年 六月 攝、 #. 電氣 

に 阪祌電 氣鐡道 株式 會 社と 改稱 せ， り。 

著 手せ しに、 其 後 物價の 騰貴と な ^、百 五 

ェを 期し 難き こと 明白と な， 9 たれ ど、 三 

る 增加を 許さざる 事情 ありて 進退 谷 ま 

の 代表者の 會社 資本と 同額の 百 五十 萬 

社 は 其 資本 を增 額して 三百 萬圓 となし- 

せむ と 企てたり しが、 外資 借 入 遂に 蹉跌 

如くなら ざり し を 以て， 三十 六 年 五月 第 


二 九 四 

に 成る 阪神 間 軌道の 出願 あ.^, 卽ち先 

に 達する 十五 哩の 軌道 を 敷設 L 、然る 後 

な b し が、 此 の 神 有志の 計畫 以外 別に 

藤本 及 外 山の 二 派 あ b しを以 て、 神 S, 侧 

. 然るに 大阪市に 於け る 二 派 は 後に 合 

な ら や、 明 治 三十 年に 至りて 大 阪. 神 戸 兩 

鐵道 株式 會 社の 設立 を 見る を 得しが、 後 

此會社 は 最初 百 五十 萬圓の 資本 を 以て 

十 萬圓の 資本の みに て は 到底 全部の 竣 

十四 年の 經濟界 の 恐慌 は 資金の 急速な 

らむ とせし に、 恰 も 白 耳義シ ンデゲ ，1 ト 

圓貸與 を 申出 づ る あ hs し を 以て、 玆に會 

，以て 三十 六 年 大阪博 覽會開 期 迄に 完成 

せる のみなら す、 舊 株の 拂込 すら 豫定の 

三 銀行と 社債 募集の 契約 を 結び、 九ェ區 


(三. o 


市域擴 張、 

町名 改稱 


一 齊に 起工す る を 得た 

神 市 域の 發展 に關 して は- 

六十 餘萬 坪の 擴張 ありし 後、 二 

田を倂 合して 更に 四百 餘萬坪 

稱數 次に して、 二十 七 年 十 一 月 

ケ 町、 三 川口 町 を三ケ 町、 南 逆 瀨 

と改稱 して 七ケ 町に 分 ち、 同 時 

其他此 期間 施行の 道路 河川 改 

に よ b  、神 it; 市 は 殆ど 其 面目 を 

(三 九 ：> 

二三 を 叙す ベ し。 

市簪の 土木 道路の 擴張 新設 は 多大なる 

を 設け、 市內樞 要の 道路に して 

所 あ， 9 しが、 其 三十 年 七月 市會 

線 は 五十 九 線 一 萬 百 四十 二 間 

九 線 一四 千百餘 間、 湊 西部 十九 線 


二十 二 年 市制 實施 と共に 荒 田. 葺合兩 村の 倂合. 百 

十九 年 四月 八 部 郡 林 田. 湊兩村 幷に須 磨 村の 內池 

の擴張 をな せり。 而 して 此間 小字の 整理 分合改 

町、 東 川 崎 町 を七ケ 町、 相 生 町 を 五 

分ち、 二十 八 年 三月 坂 本 村 を 楠 町 

町と 改め 且つ 六ケ 町に 分て り。 

開鑿 及 耕地整理 等の 公私の 計畫 

に 其 等 土木 事業 中 重要なる もの 


. は湊町 を四ケ 

： 町 をニケ 町に 

： 荒 田 村 を 荒 田 

一， 海岸 埋立、 運河 

新せ b。 今次 


市費 を投 せし 所 

特に 將來 新設 改 

に 提出せ られた 

に し て、 內神 tn- 部 

三千 餘 間な， 0 き。 


の ものにして、 二十 九 年に は 委員 

修 を 要する もの を 調査せ し む る 

る 調査報告に 據れ ば、 全市 改良 路 

二十 一 線 三千 八百餘 間、 湊 東部 十 

同年 市 は 此の 計畫 以外に 市債 
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水道 敷設の 

一 頓挫 


水道 嫂 功 


神 戶市史 本 編 說 

約 四 萬圓を 起し， 夢 野. 春 日野兩 新設 墓地に 達する 

修し、 三十 一 年度に は 市債 二十 七 萬 圓の內 十三 萬 

間に 就いて 幅 五 間 乃至 六 間の 改修工事 をな せり- 

(四 0) 

に 一. S の -uf す. と す" 

市の 水道 事業の 二十 六 年 七月 市會に 於て 可決 

述べし 如くに て、 東 京-犬 阪. 長 崎. 凾 館 四 市 ： 例に 倣 

て は、 三十 萬圓の 補助金 二十 七 年度 豫算に 計上せ 

て 第五、 第 六 兩議會 共に 解散と なり、 從 ひて 神 市 

り し が、 其 間に 物價の 騰貴に 會 して 豫算を 改訂せ 

か ば、 最 初 百 萬 圓と見 積 b し を 百 二十 五 萬 圓に增 

五萬圓 となし. 二十 八 年 一 月 を 以て 更 めて 禀請す 

秋に 際せ し を 以て、 政府 は內 諭す る に國庫 補助金 

SI  ) 

きを 以て し、 玆 に 又 一 頓挫 を來 さむと せり e 

然るに 日 淸戰役 は 神 市に 於け る 良 水の 需要 

水 工事 一 日 も 等閑に 附し 難き 狀 態とな. 0 しを以 


二 九 六 

道路 六 線 約 二 千 三百 

圓を 投じて 里 道 七 線 

. 其 他 小 工事に 至り 


られ しこと は旣に 

稟請 せ る 國 庫の 補 

るるに 決定せ しも- 

水道 事業の 著 手 も 

る ベ からざる こと 

し、 從 ひて 補助金 額 

所 ぁ し も、 恰 も 軍 

到底 第八議 會に提 


餘間 

千 二 

て ま 

第 六 

助 に 

； 不幸 

延引 

> な 

を も 

國多 

案 さ 


を改 

百餘 

枚 舉 

章に 

に し 

とな 

h\ し 

三十 

事の 

t 難 


を增 加す る こと 急速に し て、 上 

て、 市 理事 者 は 巳む を 得す 市の 


運河 開鑿の 

MM 的と 會社 

の 成立 


獨 力に て經營 すべき 案 を 立 て、 市 參事會 も 一 た 

著 手す るに 臨み 資金の 調達 容易なら す， 加 ふ る 

を 一 層 困難なら し め、 市 當事者 の 苦心 名狀す ベ 

待 ち、 市 及 市 選出 代議士 其 他 有志と 協議して 苒 

の 件 は 二十 九 年 二月 漸く 議會を 通過せ り。 然 

計畫 出願 以來旣 に 四 年 を 經， 此 間 人口の 增 加. 著 

ば 以て 全市に 供給す る こと 不可能と なりし を 

三百 二十 九 萬圓を 要すべき 大擴張 案 を 定めし 

十 年 五月 新設 計に 基く 起工式の 擧行を 見る を 

む を 得 ざ る も の ある を 察 し、 三 十二 年 補助金 額 

以て、 工事 は 著々 進涉 する を 得、 三. 十三 年 三 月 二 

至. 0 全 工程 を 完成し、 宿 年の 問題 玆に 解決 を 得た 

兵 庫 運河 株式 會 社の 運河 開鑿 工事 は 其 端 を 明 

二十 餘年 懸案と して 進 涉を見 ざ. 5 しもの なる が 

人發起 人と して 計畫 出願す る 所 あ b。 蓋し 和 田 


び は 之 を 可決した， 5 し が， 實 行 に 

に 政府 補助金の 缺如は 市債 募染 

に 日淸戰 役の 終了 を 

禀請し、 三十 萬 圓下附 

六 年に 於け る 最初の 

變更 する にあら ざれ 

に 設計 を變更 しヹ費 

場 一 致 之 を 可決し、 三 

して 政府 も 亦 事情 已 

十 ー禹圓 となせ る を 


ら す。 故 

補助金 を 

ども 二十 

く、 計 畫 を 

て、 市は玆 

，巿 會は滿 

たり。 而 

增 加し 六 


得 

十四日 通 水 式 を 擧げ、 三十 八 年 に 


治 初年の 新 川 開 整に 發し 爾來 

，二十 六 年 十 一 月武 井守 正等數 

岬の 突出す る ある よ h- して 動.^ 
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も すれば 風位 

船舶 亦往々 爲 

林 田 村 束 尻 池 

車 場 附近に 至 

が縣の 之に 關 

は 市の 希望 を 

&三 〕 

を 見たり。 


に 不測の 

めに 蹈ま 

村よ h- 兵 

らし め、 以 

する 諮問 

參 酌し、 二 


轉變ぁ 

さる、 

庫 南 逆 

て 和 田 

に對し 

十七 年 


、入港 甚だ 容易 な ら 

と あ る を 以 て 、此 の 

川 町 字 新 川に 至 る 

囘航の 煩 を 避けし 

件を附 して 支障な 

月 之 を 許可 し、 兵 庫 


さるの みな 

不便 を 除か 

間 を 掘 り、 別 

むと せる 

旨 を 答申 

河 株式 會 


二 九 八 

ら す， 


む 

な 

し 


の 設立 愈.. 

もの、 如 

が 地底の 


確定す る 

くな， 0 し 

水脈 を絕 


に 及 び， 當 初 

運河 豫定敷 

又は 井水 


ち 


將來の 

地 沿線. 

を 變 じ.， 


展を豫 想 

地主 等、 或 


て 鹹水たら 


支 

こ 

V7 

兹 

喜 


港 內砣緊 の 

爲め、 八 部 郡 

線 を 兵 庫 停 

. 神 In- 市會 

る  > ど 以 て、 縣 

に 愈 < 其 設立 


びて 買收に 

反 對を唱 へ、 或 

め、 ま？ 田 新田. <t 


然るに 會社 

應せむ とする 

は 運河の 開 盤 

和 田 新田. 御 崎. 尻 池 各 村 

巨額の 損害賠償 を 得む 

地收 用法の 適用と な. - 審査 會の 裁決 を經 たれ ど、 地 主等尙 承服 

訴願す る 所-の. 9 しが、 鹿 £1 秀 麿の 調停に よりて 辛うじて 解決 を 見る を 得た hs。 

而 して 此間會 社 は 物 價の騰 食に 伴 ふ ェ费の 追加 をな し、 且 つ 用地の 買 收 の 難 易 


の 耕地 不毛の 原野と なる 恐れ あ.. >  とい ふ をロ實 として， 

と し、 會 社の是を拒絕するゃ紛ハ^^-結んで解けす。 遂に 土 

せす 主務大臣に 


により 或は 直線の 掘 態 を 改めて 曲線と な し、 或 は 船 溜 を縮少 する 等 設計に も變 

(四 四) 

更を加 へ， 二十 九 年 一 月卽 認可 後 約 二 年に して 漸く 起工式 を擧 ぐる を 得たり 

運河の 竣工 爾來會 社 は 鋭意 工事 を 進めし も、 設計の 變改 更に ニ囘に 及び たれ ば、 其度每 に 

許可 を 得て 後 ェ期を 延長し、 其 愈： 落成せ る は 三十 二 年 十二月な."。 此 事業 費 は 

第 一 囘 第二 囘 出願 共に 二十 五 萬 四千 六 百 餘圓と 見 積.^ し も、 第 三囘の 出願に は 

ゆ ぽ地買 收賈額 を 最初の 六 倍 以上に 見 積らざる ベ からざる に 至， 9 しを以 て、 遂 に 

資本 七十 萬圓、 實 際の 工費 六十 萬 三千 餘圓を 要する に 至れ....。 されば 入船 料 及 

び 入 筏^に つきても 三十 二 年 二月 物檟 騰貴 を 理由と し、 當 初の 豫定 よ. 9 も增額 

せむ こと を 出願 し、 六 月 更に 訂正 を 加 へ、 九月に 至り 五十 年間の 徵收 許可 命令 を 

得たり き。 斯 くして 成れる 運河 は 本線 千 三十 五 間、 水深 十五 尺， 水面 幅 百 二十 八 

尺， 支 線 四百 間、 水 深 十二 尺、 水 面 幅 五十 尺に して、 本線の 船 溜 一 萬 八 千 九 百 三十 坪， 

支線の 船 溜 六 百 坪、 會 社の 所有地 は 總計十 萬 坪な." き。 此 運河 成る や 通過 船舶 

の數 忽ち 增 加して 一 ケ年約 十 萬 隻を算 し、 運 河 開鑿の 沿線 地域に 及ぼせる 影響 

^犬に して、 出願の 當時 一 坪 僅に 八十 餞の 評檟な b しもの、 運河 成功の 頃 已に其 

六 倍 を 越えて 五圓 以上と なれり。 此 運河 工事に 從 へる 傍、 同 會 社が 三十 一 年 _ 刈 

第 八 章 日 清 戦役 後日 露 戦役 前 LL 於け る祌戶 の發達  二 九九 
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湊川 改修 計 


改修に 關す 

る 紛議 


藻岛地 

筆の 値 

多年 

出せし 

し も、 後 

後 殊に 

祌 市 

て， 兵 庫 

豫定線 

ハ 0 11ー 口 

廢 毀し" 

を 設 け- 

全く 之 

然る 

を 理由 


先約 三千 坪 

S 五) 

あ り。 


本 編 

を 


總說 

埋立 


.  三 〇〇 

て 宅地 を經營 し， 沿 岸 貨物の 陸揚に 便に せ 


案 


よ 

ケ 

,貨 


し 

鼻 


均 


神 ir; 市の 縣 

が、 其 發起人 

に 八 名 を 加 

山陽 鐵道兵 

の 漸次 西方 

地方 字 下地 

を 改 め、 會下 

畫の 如く 舊 

全く 道路と 

道路 を 通じ 

を 放棄した. 5。 

に 發起人 等の 此計 

と し、 市 營論 を唱へ 


湊 川附替 事業 は、 二十 九 年 四月に 

出願に 署名せ る は 初め 小 曾 根 喜 

計 三十 一名と なれ. o。 而 して 其 

場 設置 以來の 急激なる 人口の 增 

せむ とする 勢に 鑑 み、 以 て 將來を 

b 斜に兵 庫 を 通過し ぶ 刈 藻 川尻に 

麓に 沿 ひ 長 田 村に 莉藻 川と 合流 南下 

過半 を 存置せ ば、 交 通 運輸に 障 碍 

ら し め、 尙 ほ 本 工事に 附帶 して 舊 

積 卸に せむ としたる も、 運 河 開 


畫を 進む る を 聞く や， 此 事業の 築 

て 之に 反對 する 者 出で しのみ な 


至 

き a 

殖、 


外 

場 


せ 

き 


達 

鑿の 計畫 


む 

尻 


し 


と亦特 


又 計畫者 を 

十二 名な.^ 

囘の 出願 以 

新設に より， 

たる ものに 

する 前囘の 

こと し， 且 

て 全然 之 を 

埋立て 倉庫 

に 至りて は 


港 設計 中の 一部なる 

らす， 二十 八 年 九月 兵 


庫. 神 B- の 有志 百 【七 名 連 署 じ て 書. >  神 IT; 市長に 致し 

節せむ が 爲に會 下山 を 貫通せ す、 流 路を 其の 南 麓 

に 河底の 最も 高き 河流 を 掘鑿せ む 

きを 理由と し， 此 の 計 畫 を 許容せ ざ 

十五 名 又 市 參事會 に 同檨の 陳情書 

して 一 方に て は 市當局 者亦會 下山 

の 諮問に 接する や、 市 は 異存な き 旨 

(四 八〕 

を 貫通すべき 條件等 を 以てせ h -。 

三百 七十 間 を 穿つ こと、 し、 之に 伴 

然るに 曩に私 營反對 論者たり し 人 

に關係 ある 者 多き は是れ 公利 を以 

協議 會を開 き， 七 月 今 井 善右衞 門. 草 

!t は 緊急 事件の 告知 書と 題す る 印 

志 は 更に 上京して 之 を內務 省に 陳 

も 市民 中には 市營 事業と して 之を營 


を 

む 

ベ 

甲 


其の 南 

る もの 

こと を 

出して 

の 意見 

申せし 

於て 會 

き豫算 

市會の 

利 を 謀 

子太郞 

を 配布 


情し、 起工 許可 


し 

き^ 

-之 

1 一 

の 


むの 利 害 容 易 

第八窣 日 清 戦役 後日 露 戦役 前 LL 於け る 神 戶 の發達 


、改修 會社發 起 人 等が 工費 を 

とらむ とする は、 これ 兵 庫 部 

て、 舊湊川 以上の 危險 ある ベ 

す る あり。 十月 兵 庫の 有 志 

.  , ,  (四 七) 

計に 反對を 表する あり。 而 

せし を 以て、 二十 九 年 四月 縣 

に附 する に 背後よ. b 會 下山 

起 人 は 設計 を 改め、 新に 隧道 

(四. 5 

して 再び 願書 を 提出せ り。 

に歉ら す、 市 會 議員 中 發起人 

均しと なし て、 六 月 善 福 寺に 

名 陳情書 を 市長に 致し、 谷川 

共に 市營の 必要 を絕叫 し， 有 

指令 延期 を 迫れり。 然れど 

に 判斷し 得ざる のみなら す、 

三 0 1 
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會社發 起 人 等の 數年來 苦 辛計畫 したる もの を、 卒 然として 市の 之 を 奪 ふ は， 德 義 

(五 0) 

上 然る ベ からすと なす もの 亦な きに あら ざ- 5 き。 

未曾有の 水 斯 くしつ、 ある 間に 二十 九 年 八月 未曾有の 大水 害 あり。 湊川 堤防 六 拾餘間 

畫の 認可 決壞 して 福 原 町 を 河 身に 變じ， 仲 町 部 一 帶を獨 流に 包み、 神 驛前 水深 五 尺 以上 

に 及び、 死傷者 數百 名， 流 失 家屋 百餘 芦、 破損 倒 壤七百 R  、浸 水 八 千 芦、 橋 梁の 流失 十 

六 橋. 河 口 は淺瀨 とな り、 四 尋 海底 線は爲 めに 海岸 を距る こと 四十 尺 以上と なり 

し か ば、 祌 m '市民 は 俄に 湊川 附替 事業の 重大なる を覺 b 、其 急速な る 著 手 を 望む 

に 至りし を以 て、 旣 に 神 市會の 答申 を 得た る 縣當局 は 更に 審議 を 加 へ、 同年 十 

二月 其 出願 を 認可 し、 附 する に 命令書 十七 條を 以てしたり。 

湊川 附替事 玆に 於て 發起人 は湊川 改修 株式 會 社の 組織 を 急ぎ、 三十 年 八月 其 成立 を 告げ • 

十 一 月 起工式 を舉行 し， 銳 意 其ェを 進めし も 物 價の騰 贵甚し く， 已 む を 得す 三た 

び 設計 を變更 し、 五十 三 萬 八千餘 圓の豫 算を增 加して 八十 一 萬 九 千餘圓 となし 

更に 河底の 擴張費 等 を 加 へ て 九十 九 萬 五 千餘圓 卽ち當 初の 約 二倍と し、 三十 四 

年 二月に は舊川 締切 口 以下の 新 川 流路を 落成せ しめし が、 新 湊川流 下の 土砂 處 

分に 關 し， 一 一 一月 兵 庫 蓮 河 株式 會祉 との 紛ハ f 起こる。 これ 運河 會 社の 改修 會社を 


埋均舊 
立 と 川 
川 敷 

尻 の 
の 切 


して 豫防 工事 を 施さし め、 以 て 運河 埋沒の 危險を 避けむ とせる に 起因せ る もの 

にして、 改修工事 は爲に 一 時差 止め 命令 を 受けし も、 保證 金の 納附 により 之 を 解 

除す る を 得， 且 つ 運河 會 社に 豫防費 二 千圆を 提供し 以て 紛爭の 和解 を 告げた.^ „ 

而 して 斯 かる 間に 工事 は進涉 したれば、 七月 締切 工事 成り、 同月 十 一 日 通 水 式 を 

擧げ， 八月 全部の 成功 認可 を 得たり。 洗 心 橋 締切よ b 新 川まで 延長 二 千 四百 餘 

間、 河床 幅 二十 間 乃至 二十 四 間， 洪水 時 水深 五 尺五寸 乃至 十四 尺ニ寸 にして、 起工 

以來歲 月を閲 する こと 實に 三年 九ケ 月. 之 に 要せる 潰 地は奧 平野 所 屬ニ段 二 畝 

餘と 三百 三十 七 坪、 夢 野 村 所屬八 段四僦 餘、 兵 庫 港 地方 五段 一 畝、 長 田 村 二 町 六 段 

八 畝餘、 池 田 村 九 段 五 畝餘、 西 尻 池 村 二 町 六 段 八畝餘 合計 七 町 九 段 步餘に 上り、 別 

に 堤防 敷に 於て 合計 九 町 四 段 步と五 百 七十 八 坪 餘を算 したれば、 總計 十七 町 三 

(五 5 

段歩と 一千 十五 坪と を 要したり。 

明治 二十 一 年 出願の 際に は、 舊 川床 堤防 敷 附近の 埋立豫 定地八 萬 一 千 三百 十 

一 坪 餘 と、 舊 川 岬 頭の 海軍省 用地 一 萬 ニ千餘 坪との 中 より、 各  <  運 河 及 新 道路に 要 

すべき 部分 を 控除せ る 殘部五 萬 八 千 六百餘 坪と 七 千 四百 餘 坪との 無償 下附を 

受けて 之 を 開墾す ベ く、 且 つ 十 五ケ 年間 無稅 たらしめ むこと を 請 ひしが、 二十 九 
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年の 出願に は會 社の 所有地た る べき 舊川敷 を 五 萬 九千餘 坪と 計 算， し、 新 川附替 

完成の 上 は 現況の 儘 先づ祌 111 市に 下附 し、 然 る 後神 III 市よ b 之 を 

に下附 せむ こと を 乞 ひ， 同 年 十月 神 n- 市會に 於て 下 附の件 可決せ 

側より 將來 公園 或は 稅關 用地と して 收用 せらる , 場合に は、 時 價 

を受 くべき 條件を 加へ むこと を 出願 し、 三 十四 年 八月 工事 竣成 を 

市會の 決議 及 市 參事會 との 契約に 基づき、 不用 河川 堤 塘敷荒 田 町 

野 村、 新 川 起 點以柬 東 川 崎 町 二  丁目 及 柬出町 二  丁目 附屬流 末に 至 

百餘 坪の 中、 稅關 用地 三千 二百 五十 餘 坪、 國 道 四百 餘坪、 縣道 二百 五 

萬 九 百 六十 餘 坪、 溝 渠敷七 百 七十 坪. 神 社 敷 四十 餘 坪， 山 陽鐡道 線路 

き、 殘餘の 六 萬 三千 八 百 餘枰を 無償に て下附 あらむ こと を 神 II； 市 

追加して 鐵道 線路の 下 附をも 乞へ h.。 愛に 於て 市 は 市 參事會 の 

十五 年 五月 許可の 指令 を與 へ、 六月 縣も亦 起工 命令書 を 下す と 共 

指令 を與へ しかば、 三十 五 年 七月 會社は 河川 堤 塘切均 工事 を 設計 

り 上手 十六 間の 地點 よ.^ 川尻に 至る 間 をば 兵神兩 市街と 1^ 準に 

よ b 上流に 在 b て は 其 一 部 をば 十五 分 一 の 斜面に 切 取 b  、其 よ り 


無償に て： 會社 

ら るる や ぼ 0 

相當の 補給 金 

吿 ぐるに 及び、 

四 丁目 及奧平 

る 七 萬 九 千 八 

十餘 坪、 里 道 一 

六十 餘坪を 除 

長に 申請 し、 後 

禀請 によ.^ 三 

に 無償 下附の 

し. 舊 新橋 通よ 

切 下げ、 同地 點 

以上 をば 河 身 


を 埋立て 堤 塘と同 高 平準と なさむ と 

月 湊川隊 道 を 陸橋に 改む るの 議決す 

十 一 月范 Z 川 切 均 工事 全く 成功し 認可 

て 改修 若く は 新設す ベ き 里 道、 縣 道 及 

願し、 三十 八 年 十 一 月 里 道の 成功 を 見" 

七 年 七月 其 功 を 終へ 共に 認可 を經た 

百 七十 三間餘 にし て、 洗 心 橋 上手よ 

の 中、 新 橋よ b 上手 六 百 二十 間餘 をば 

な し、 其 他 は 幅 一 間 乃至 六 間 半の 道路 

(五一 二) 

十六 間餘 をば 幅 四 間 半と せ，.^。 此ェ 

ぶ。 會 社の 工事 施設の 代償と して 下 

少 くして 約 五 萬 八 千 四百 坪な. 9 しが- 

市に 下附 せられし 荒 田 町 三 四 丁目 所 

る、 こと、 なれり。 尙ほ會 社が 舊川 

出願せ る舊 川尻 一 萬 三千 三百 餘 坪の 

第八窣 HI 淸戰役 後日. 露 戦役 前に 於- 


し、 九月  許可  を  得た  其 後 三， 十七 年 十一 

る や、 十二月 成功 期 繰延を 出願 し、 三 十八 年 

を 得た， 9。 而 して 此舊川 河 敷 堤 塘內に 於 

國 道の 工事に 關 して は、 三 十五 年 起工 を 出 

，國 道及縣 道に は 設計に 變更を 加へ て 三十 

h つ 斯 くして 成れる 里 道の 總 延長 三千 二 

舊 川尻に 至る 舊川敷 中央 道路 千 四百 餘間 

幅 四 間、 以 下 八 百 四十 三間餘 をば 幅 六 間と 

と し、 國 道 百 十二 間餘 をば 幅 六 間、 縣 道 百 二 

事に よ b 新設 せられし 溝渠 六百餘 間に 及 

附を 得し 面積 は， 其 最初 出願せ るより も 稍- 

，後 三十 六 年 七月 行政 裁判所の 裁決に より、 

屬の六 町 九 畝 十五 步も 亦會 社に 轉附 せら 

敷 切 均 工事に 附帶 して 二十 九 年 三月 計畫 

埋立及 東 川 崎 町 東 出 町 所 屬濱地 四千 二百 

ける 神 戶の發 達  三 0 玉 


兵 庫 地方の 

耕地整理と 

新 市街 
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八十 四 坪の 開墾 は， 三 十八 年に 至. 9 埋 立の 全部 を 成就し 開墾 を も 完了せ り。 湊 

川 改修 會 社の 約 十 星霜 を經て 完成せ る 事業 は， 因 b て 以て 從來の 水害 を 除き 得 

るに 至..^ しのみ なら す、 其 方面の 狀况を 一 變 せしめ、 舊 川尻の 埋 立、 濱 地の 開墾に 

(五 5 

ょ..^船舶の積卸にも便を與 へ、 其 功績 頗る 多と すべ きもの あ..^ とす 

水 道. 蓮 河. 湊 川 改修の 三 大事 業に 次ぎて 重大なる 工事 は 耕地整理な り • 市區 

改正の 計畫 なき 神 B- 市が、 東西に 擴 張す るに 從ひ、 姑息なる 道路 畦畔の 改修の み 

を 以てして は^ 底 急激なる 發 展に應 する に 足らざる に 至りし か ば、 神 市會玆 

に 見る 所 あ，...。 耕地整理 を 出願す る 者 ある 每 に、 其 市街の 整理に 利益 あるべき 

を 理由と して 許可 を 主張せ しが、 關係 地主 等 亦 協同 一 致 潰 地 を 供出して 整理に 

貢獻 せる こ と、 稱讃 に 値する もの あり。 今 其 整理の 主なる もの を 擧げむ に、 兵 庫 

岡 田 德兵衞 外 八 名は曩 きに 兵 庫 地方 國道 以北 中道 通 以南に 縱橫の 新道 を、 又 山 

陽鐵道 以南 駒ケ 林道 以北に 新道 を 通じて 共に 成功せ る 餘勢を 以て、 二十 九 年 十 

月 更に 九 ヶ月に 歧 功の 豫定を 以て、 中道 通 以北 會下 山麓 以南に 縱九線 千 五 百 四 

十 三 間 餘、 橫 三 線 九 百 四十 四 間 餘、 幅 二 間 二 尺 乃至 三 間 半の 新道 合計 二 千 四百 八 

十七 間 及び 溝渠 八 百 九十 餘間を 修築し、 敷地に 要す る 土地 をば 皆 地主の 寄附に 


よる こと、 しヹ 事の 結果と して 生す ベ き 不用 道路 溝渠 敷 をば 無償に て 拂下を 

得む と 出願せ し に、 神 uz- 市會は 喜 びて 之 を 進 達し、 縣亦 直ち に 之が 許可 を與 へ た 

る を 以て、 發起人 等 著 手 を 急ぎ、 明治 三十 年に 至. 9 竣工す。 駒ケ林 以北 會下 山麓 

に 至る 一 帶の 地， これにより て 其 從來の 不規則なる 道路 溝渠 等 を 改修す る を 得. 

幅 二 間 乃至 七 間 新道の 開通せ る もの 一 萬 ニ千餘 間、 之に 附帶 して 幅五寸 乃至 三 

、 モ 山、， J 

尺の 溝渠の 新設 九 千 七百餘 間に 及べ トノ。 而 して 其 地域に 行 はれし 雜然 たる 幾 

多の 小字 は、 改修と 共に 停 廢に屬 し， 中道 通 以北 會 下山 以南の 新道 は 大井通 三 ケ 

丁， 松 本 通 八 ケ 丁、 上 澤通八 ケ 丁、 下澤 通七ケ 丁と 改まり、 國道 以南 及國道 以北 中道 

以南 は 濱崎通 以下 十二 通 九十 ケ 丁， 皆 いづれ も 古 來緣故 ある 名稱に 因み 命名せ 

(五 七)  ， 

られ しこと 旣述の 如し。 

！ 2: の 耕地 次に 葺合 部の 耕地整理に 關 して は、 明治 二十 一 年縣當 局の 斡旋に よ. 5 旣に豫 

整 ％1 

定 線の 測量 を 了- 9 しが、 同 二十 二 年 此方 面 市に 編入せられ しよ-' 整理 一 

し， 爾 後屢" 企 畫 されし のみに て實 行の 機 を 得ざる こと 久し く、 交 通路と して は 生 

田 川 以東 僅に 舊道 一線 を 通す るの みな，..' き。 然るに 二十 九 年 兵 庫 地方の 整理 

著々 進行す るに 及びて、 葺合 部の 地主 等 も 亦 相 諮 り. 新 に計畫 する 所 あり。 葺合 

第 八窣 日 清 戦役 後日 露 戦役 前 LL 於け る舯戶 の發達  1110. 七 
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部 を 五區に 分 ち、 整 理費 をば 地主の 負擔と し、 三 十 年 三月 先 づ其第 一 ェ區 たる 生 

田 川 以西の 地主 總會を 開き、 整理 を 可決し、 同年 十二月 委員 山 本 繁造外 十六 名の 

名 を 以て 第 一 ェ區の 內鐵道 以北に 新道 二十 八 線 四千 餘間、 溝渠 新設 改修 五十八 

線 八 千 二百 餘 間、 鐵 道 以南に 於て も 略.^ 同 樣の開 驚 をな さむ こと を 出願 し， 市 會 亦 

可決して 之 を 副 申し、 三十 一 年 六月 許可の 指令 あ.^ し を 以て 直に 工事に 著 手し. 

三十 二 年 一 月 竣工せ. o。 第二 ェ區 に屬 する 生 田 川 以東、 鐵道 以南、 春 日 野 墓地 道 

以西の 地域 內に 於け る 新道 十七 線 三千 九百餘 間、 溝渠 三十 七 線 七 千 九百餘 間の 

工事 は、 同區 地主 總 代の 出願 起工す る 所に して、 三十 四 年後 功せ り。 第 四 ェ區卽 

ち 生 田川以 東、 鐡 道 以 北、 熊 內橋以 南、 春 日 野 墓地 道 以西 新道 十七 線 三千 七 百餘間 

及 溝渠の 工事 は 、一一 一十 四 年 七月 出願し、 三十 五 年 十月 竣工したり。 第三 ェ區に 至 

,5 て は 三十 三年 旣に 地主 總會の 決議 を經て 出願す る 所 あり しも 、偶， -神 港 海陸 

聯絡 鐵道 敷設の 議決 定、 其豫定 線斜に 第三 ェ區を 貫く こと ， ならむ とせし を以 

て， 地 主 等狼狠 し、 關 係官 廳に 哀願して 豫定 線路の 變更を 請 ひし も 許可 を 得す。 

三十 五 年 十二月に 至り、 卷日野 墓地 道 以東、 鐵道 以南、 武庫 郡界 以西に 道路 十八 線 

三千 六百餘 間、 溝巢 十八 線 七 千 二百 餘 間の 新設 工事 を 出願し、 翌年 地主 等 其 土地 


葺 合の 新 市 

街 


路 改修 


改良 設計 變更 より 生すべき 潰 地千餘 

しも 同じく 允され す、 曩 に 許可せられ 

る あり。 其 後 三十 九 年 海陸 聯絡 鐵道 

を  


更し 出願す るに 及び 初めて 許可 

(五八：！ 

を 得たり。 


1: の 買 上げ を鐵道 作業 局に 出願す る あり 

しもの、 一部の み を 三十 六 年末に 妓 功せ 

敷設 及 神 11^ 製鋼所 工場 新設 を豫 想し、 設計 

を 得、 四 十 一 年 全部の 整理 を 竣成す 


葺合部 第 一 ェ 


斯 くして 日露 戦役 前 整理 を 了せ し 

丁、 生 田 町四ケ 丁、 二宮 町四ケ 丁、 琴緖町 五ケ 丁と なり 

邊 通四ケ 丁、 八幡 通 五ケ 丁、 磯上通 八ケ 丁、 御幸 通 八 ケ 

ケ 丁， 旭通 五ケ 丁と な. 9、 第二 ェ區 東雲 通六ケ 丁， 八 雲 

通六ケ 丁、 北 本 町 通六ケ 丁、 南 本 町 通六ケ 丁、 眞砂通 二 

內橋 通七ケ 丁、 旗 塚 通七ケ 丁、 神 若 通七ケ 丁、 國香通 七 

となりし が、 舊生田 川 埋立地 以東 全部に は總稱 とし 

西部 東 尻 池 村 も 亦 兵 庫 地方 幷に葺 合 部に 傚 ひて 

庫 運河 支線 用 地、 南 は 同 本線 用 地， 東 北 は 兵 庫 港 地方 

の 開鑿 耕地の 整理 を計畫 し. 其 第 一 ェ區 として は 幅 

第八窣 日 淸戰役 後日 露 戦役 前 Li 於け る 神 戸の 襞 達 


る 


區中鐵 道 以北 は 布引 町四ケ 

_鐵 道 以南 は濱邊 通八ケ 丁、 磯 

丁、 小 野 柄 通八ケ 丁， 雲 井 通 八 

通六ケ 丁， 日暮 通六ケ 丁、 吾妻 

ケ丁 とな b  、第 四 ェ區に は 熊 

ケ丁、 若菜 通 七 ケ丁等 

て葺 合の 舊名 を存せ 

市街の 整理に 著 手し 

を 限れる 區域內 に 於 

三 間の 新設 道路 十三 線、 延長 

lilO 九 


新 市街 

(五 九) 

西 は 兵 

て 新道. 
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千 九 百 八十 四 間， 溝渠 二十 六 線 三千 九 百 餘間を 設計し. 末 正 久左衞 門外 十四 名總 

代と なり、 三十 二 年 十 一 月 許可 を 受け、 三十 四 年 二月 妓 功し、 第二 ェ區 として は 同 

年 五月 鐵道 以南の 中、 新 湊 川. 運 河 支線 間に 於て 幅 一 間 乃至 二 間の 新設 道路 二十 

, 二 線 三千 六 百 三十 九 間、 幅 一 尺ニ寸 乃至 三尺の 溝渠 四十 六 線 六 千 八百餘 間を設 

計し、 三十 七年歧 功せ り。 第一 ェ區に は正慶 町ーケ 丁、 明治 通 三 ケ 丁、 明 和 通 四 ケ 

丁、 御 所 通四ケ 丁、 和 田 山 通ニケ 丁、 第 二 ェ區に は 東 尻 池 町九ケ 丁、 眞 野 町 一 ケ 丁. 梅 

ケ香 町ニケ 丁の 命名 あ， 9 き。 

公私の 道路 以上の 外 神 s- 市の 施設せ る 道路 改修 は 甚だ 多 く、 三 菱 合資 會 社の 數萬圓 を投 

改修 

じて 御崎 村人 r 和 田 新田 間に 三百 餘 間の 道路 を 新設す る あ ，9、 高等 商業 學 校の 設 

立に 就き 一 千餘 間の 市營 道路 開設 せらる 、 あ り、 夢 野 村 地主 等の 里 道 百 餘間を 

開設す る あ b  、其 他 或は 地主 等の 敷地 を 提供して 市に 請 ひて 開鑿せ る もの あり、 

1 々枚 擧に遑 あらす。 且つ 道路に 伴 ひて 溝渠の 新設 改修 も 所々 に 著 手せられ 

た れ ば、 交 通 運輸の 便 を 加 ふると 共に 衞生 上に 齎らせる 效果も 亦^な から ざ..：' 

(六 I  ) 

さ 0 

和 田 S 高濱 海岸 埋 立に 關 して は 明治 二十 七 年 和 田 倉庫 會 社の 和 田 岬に 於て 千 五 百餘坪 


及 3^ 池 沿岸 埋 立の 許可 を 得た る 後、 二十 九 年 六月 更に 其 隣接 海面 二 千 二百 坪の 埋立 許可 を 

の埋立 

も 得て 之 を 倉庫 敷地と なす あ，.^。 三十 一 年 日本 貿易 倉庫 株式 會 社の 東" 崎 町 

1 丁目 字高濱 海岸に 於て、 六 百 八十 餘 坪の 埋立を 後 成せる あ.^。 又 二十 九 年 五 

月 許可 を 得し 兵 庫 運河 株式 會 社の 林 田 村の 內東 尻， 池 字 前 濱の地 先 千 八 坪、 西 尻 

池字濱 山地 先 千 九 百 八 坪 合計 二 千 九 百 十六 坪の 埋立 工事 は、 三十 一 年 五月に 竣 

成 し、 市 は 之に 命名して 莉藻 島と 云へ h^。 然るに 同會 社が 風波 避難の 船舶 增加 

せる を 理由と し、 更 に接續 海面 二 千 九百餘 坪の 埋立 をな さむと 乞 ふ や， 駒 ケ林村 

漁業 組合 は 旣に前 囘の埋 立に よ 潮流 變化 し、 唯 一 の 網 乾 場た る 駒ケ林 一 帶の 

砂濱を 減少せ しめつ , あるの みなら す， 新 規埋 立の 爲 めに 更に 組合 最良の 漁區. 

を も 失 ふに 至る べしと て、 嘆 願書 を縣に 提出す る こと 苒 度に 及びし が、 市 會の支 

障な きを 答申せ しに よ 、三十 一 年 十 一 月縣は 遂に 許可 を與へ しも、 下す に 十三 

條の 命令書 を 以てし、 殊に 其 第 十 一 條に 規定して 埋立 工事の 爲め 他に 障害 を 加 

ふること あら ば、 埋 立 人の 費用 を 以て 之 を 除かし め、 又 は豫防 工事 を 施さし むる 

こ と あ る ベ しと 云 ひ， 以 て 漁業 組合 を 慰撫す る 所 あ h- き。 かくて 工事 は 直に 著 

手 せら れ， 三 十三 年 一 月に 至，.^ て 嫂 成を吿 げた し が、 其 埋立 面積 三千 五 百 二十 
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四 坪に 達 し. 認 可の 制限 を 超過す る 六 百 坪に 及び しも、 屢.^ 暴 風雨に 襲 はれし と， 潮 

流の 急なる とに よ.^ 工事 困難 を 極 め、 已 む を 得 や 干潮 を 利用 し、 晝 夜 を 兼ねて ェ 

程 を 急ぎし よ.^、 不知 不識 如上の 增積を 生じた， 0 との 辯 解を容 れ、 之 に 認可 を與 

へた.^。 其 後 三十 七 年 四月 右^ 藻 島の 東西に 砂洲 を 生 じ、 通 航 杜絶せ むと する 

に 至. o- し を 以て、 運河 株式 會社は 同 島に 幅 三十 五 間の 掘 開 をな し、 以 て 直に 運河 

二 ハーラ 

と 通せし めむ と計畫 せし が， これ は 遂に 許可 せらる 、 に 至ら ざ. h- き。 

東 川 崎 町. 東 出 町 地 先の 埋 立に 關 して は、 明治 二十 七 年 旣に兵 庫 運河 株式 會社 

町 地 先埋立 

の競爭 の 之 を 出願せ る あ b  、其 後明 治 二十 九 年 三月 湊川 改修 株式 會社發 起 人 等が 舊湊 

川尻 一 萬 三千 三百 餘 坪の 埋立を 出願せ るに 續 きて、 同年 四月 兵 庫 松原 通 遠藤大 

三郞 よ. 0 同じく 東 出 町 地 先 海面 千 八百餘 坪の 埋立を 出願 し、 五 月 東 出 町 和 田 四 

郞兵衞 外 九 名の 同所 ニ千餘 IT の 埋立を 出願せ る あ b  、玆に 四 個の 競， 者 を 見る 

に 至れり。 然るに 後の 二者に 就きて は、 縣 よ.^ の 諮. 問に 對 し、 市 會は 答申して 兵 

庫 港 海岸 改良の 大方 針に 照らし 甚 不完全と 認む るが 故に、 市の 授 くる 方針に 基 

き 設計 を變更 せしめて 以て 許可 を與ふ べしと 云 ひしに 反 し. 湊 川 改修 會社發 起 

人 等の 出願 書に 對 して は、 公益 上 支障な き 皆 の 答申 を 得た るの み ならす、 舊湊川 
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て、 公 有 
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明治 

1 丁目 

なりし 

たらし 


は 同社と 緊密なる 關係 

じ て 許可 を 得、 三十 年 五 

坪の 埋立 を妓 成し、 殘部 


ベ 


地 先の 埋立は 

十七 年に 至り- 

四月 西 出 町 有 

.舊 時の 通 船路， 

るべき 道路 溝 

三百 九十 坪餘 

しと 決 し、 埋 立 

十八 年 湊東區 


あ り 

月 よ 

( 5 


-且 


二十 九 年 

東 川 崎 町 

志の 出願 

の 塵埃 堆 

渠を除 き" 

を 市有 財 

事業 は 三 

會が 同區 


川 崎 

二  丁 

せ る 

積し 

其 他 

產 と 

十五 年 

小學校 


つ 其 設計 亦最 

三十 六 年 十二 

九百餘 坪を增 

船 所が 事業 隳 

地 先 海面 三千 

庫 西 出 町接續 

潔 を 極む るよ 

無償 下 附を乞 

し， 其 他 をば ェ 

に 完成 を 見た 


も 周到な.^ しによ . -^, 遂 に 

月に 至る 間に 於て 凡そ 九 

加して 三十 八 年 之 を妓成 

張の 爲の 許可 を 得し もの 

(六 五ソ 

四百 坪の 埋立を 竣成せ り。 

地なる 官有 入江 九 百餘坪 

b 企劃せられ しものに し 

ひ し に、 是 に 於て 市 象 は 道 

費の 代償と し て 出願人に 

(20 


の爲め 出願せ る 東 川 崎 町 

十九 年 一 月 許可す る 所と 


基本 財產 造成 

字高濱 入江 北方 公有水面 約 九 百 坪の 埋立 は、 二 

が、 湊東區 は 更に 祕密に 入札 を 行 ひ、 落札 者 を 表面 區の埋 立 工事の 受負人 

め、 以 て事實 上の 賣却 をな し、 落 札 人 は 更に 下 受負人 をして 埋 立の 事に 當 
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らしめ た. o。 然るに 此の 如き は縣が 個人の 埋立舉 業 を 許可せ ざる 方針に 戾る 

も の な る を 以 て、 流 言 盛に 起 hv, 有 志 者の 市長に 迫る に正當 なる 處斷を 以てする 

あ b。 湊東 協和 會の 如き は湊 東區會 議員の 不當行 爲を難 じて 不信 認を 決議し、 

辭職 を勸吿 せし か ば、 同 區會は 遂に 落札 人との 契約 を 解 き、 埋 立 工事 をば 區の事 

業と して 著 手 し、 三 十 年 九月 歧功 せ.^。 此 埋立地 幾なら す 日本 貿易 倉庫 會 社に 

賣 渡さる。 湊東區 と 同檨の 目的 を 以て 埋立を 企てし ものに 葺合區 あ- 9。 其 出 

願に 係 か る 字 小 野濱元 海軍省 小野濱 造船所々 屬 入江の 中、 加納橋 以北の 掘 割 全 

部 千 五百餘 坪の 埋立 は、 三 十二 年歧 功す。 

三菱の 埋立 埋立 工事中 面積の 大を 以てせば 三菱 合資 會 社の 企畫の 如き 其 尤なる ものに 

して、 同 會社は 造船 獎勵の 趣旨 を體 し， 長 崎 造船所の 事業 を擴 張す ると 共に 別-」 

神 It; にも 一 造船所 を 開設せ むとし， 一 たび は 其 位置 を 所有地なる 兵 庫 今 出 在家 

町 和 田 岬 間に 選定せ し も、 地 域狹少 にして 目的に 合せざる を以 て、 三 十 年 九月に 

至 り、 兵 庫 今 出 在家 町 新 川 入口よ b 南方 和 田 崎 町 間 地 先 二 萬 六 千 八百餘 坪の 埋 

立 を計畫 出願 し 、市 會は 造船. 所 構外に 於け る 公衆 用の 荷揚場 設置 其 他 四 箇の條 

件 を附し 支障な き 旨 答申せ し を 以て、 三十 三年 九月 起工 に 著 手し、 二百 餘萬圓 を 


野 田 及 新 川 

附近 埋立問 

疆 


以て 三ケ 年間に 完成す る 計 

逐 に 五 百 餘萬圓 に 達し、 此種 

三菱 會 社の 事業に 次げる 

る 野 田 村 西 尾 崎 及須磨 村の 


業な..^ しも 

三年 二月 出 

る 一 萬 七 千 

矛盾な きの 

じ、 且 っ七ケ 

穀 株式 會社 

會社倉 幸の 

變化を 以て 

る もの なれ 

至 ，- 湊川改 

溶 波止場の 


、巿 會 が 支 障 ぁ ，.=^ 

在家 町 前 田德左 

四百 餘 坪： の 埋 立 

みならす、 三菱 合 

年間 補修 工事 を 

代表者 柏木 庄兵 

缺乏に 就きて は 

祀 憂に 過ぎす と 

ば、 許可 指令の 下 

修 株式 會社又 同 

間 五 千 百 坪、 幷び 


畫な， 0 しも、 埋立 防波堤 及 船渠 等 

(七 CO 

事業 中の 最大 工事と なれり。 

大埋立 は 二十 九 年 兵 庫 運河 株式 會 社の 

中東 須磨 字外濱 等の 地 先 二 萬 千 四否餘 

と 答申せ し を 以て 遂に 許可す る 所と な 

衞 門外 十 一 名よ-り 出願の 新川兩 入口 間 

は、 市の 兵 庫 港 海岸 改良 計畫 及び 神 1:^ 築 

資會 社の 先例 も あれば とて、 百 十 餘萬圓 

も負擔 して 埋立を 行 はむ とせし に、 同 年 

衞外 十三 名 之に 反對 し、 其 の埋 立の 理由 

事實を 否定 し、 同 じく 理由の 一 に算 へら 

駁 し、 要 する に 該計畫 は 徒らに 港 內を狹 

附な きを 欲すとの 陳情 をな せ.. >。 然る 

一 の埋立 事業に 著 眼し、 海岸 通 國產波 止 

に 新川兩 入口 間 一 萬 七 ：01 坪の 埋立を 出 

三 1 五 


支出せ る總額 は： 


企 畫に係 か 

坪の 埋立事 

(t 一  ン 

らす。 三十 

地 先に 於け 

港と 何等の 

工費 を投 

月日 本 米 

なせる 同 

ならしむ 

十 一 月に 

よ b 辨天 

し、 同 じ く 
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れ 
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兵車^の 五 

萬 St 埋立 
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倉 靡 を 建設して 貿易の 進展に 資 し、 船 舶の繁 貨物の 積 卸に 資する を 理由と な 

せし が， 此 出願に 對 して も、 三 十五 年 五月 縣 よ，^ 詮議 成り 難き 旨 指令 あ .9、 前 田 等 

(七 5 

の 願書と 共に 却下せられ たり。 

此の 如くして 此の 期間 中數 次に 埋立てら れ にる 海面 實に五 萬 五千餘 坪の 多 

きに 上 し が、 其 埋立地の 兵 靡 港に 多く 所謂 神 芦 港に 少 か..' し は、 これ 一 に 築港 

の計番 一と 矛盾す る を 恐れし に 因る もの にして、 兵 庫の 海岸 は 此等埋 立に よ 漸 

次に 整頓せられ、 其 海陸の 交通 運輸に 於て 一 層の 利便 を增 進し、 內外 貿易に 資し 

(七 一一 0 

たる 二と 少しと せ.^, 

行政 區 域の 擴 張に 閥して は、 市 制 實施後 幾 もな くして 兵庫縣 知事 は 湊. 林 田 兩 

村の 希望 を諒と し、 之 を 神 IT; 市に 編入せ むとし、 二十 二 年 七月 神 SS 市會に 諮問せ 

し に、 市 會は此 編入 を 以て 市 財政 上 不利な りと 爲す もの 多 數を占 め、 遂 に 之 を 拒 

否した h。 爾來神 11^ の 駸々. たる 發展に 伴 ひ、 此 編入 問題 も 明治 二十 七 年頃よ..^ 

して 1$ 燃し， 二十 八 年 三月 縣當局 は 八 部 郡 林 田 村の 內長 田-東 尻 池. 西 尻 池 人 「 和 田 

新田 及吉田 新田 幷に同 郡須磨 村の 內池田 村 を 神 《 ^市に 合併せ しめむ とする の 

意嚮 を 波せ し が、 後 林 田 村會の 希望 を容 れ、 駒 ケ林及 野 田 二 村 を も 加 へ たる 林 田 


村 全部 及須磨 村の 內池田 村の 編入 を 可とし、 之 を 市會に 諮問したり。 これにつ 

きて は 市の 發展を 考察して 市 域の 擴張を 必要と なす も. の と、 湊 川 改修が 水利 上 

市に 及ぼす ベ き 影響の 測り 知..^ 難き もの ある べき を 理由と し、 編 入 問題 をば 同 

川 改修の 完成 後に 決すべし との 異論 あ し も， 之 に 反し 改修 以前と 雖. 之 を 市 に 

褊 入す るの 可なる を 主張す る 者 もな きに あらす して、 同年 十二月 諮問 案 市會の 

議題と なる に 及 び、 大 勢 は湊川 改修の 速成 を 期す るに 傾 き， 之 に附帶 して 先づ編 

入 を 可決す る を 以て 便宜 多し と 決し たれば、 其 編入の 結果と して、 市 は 約 四百 萬 

坪の 行政 區域 を增 加したり。 されば 三十 六 年末に 於け る 市の 面積 は 約 九 百 十 

餘萬 坪を算 し， 二十 一 年の 二倍 半と なれ h^。 

市勢. 敎展の 都市と しての 發達斯 く 犬なる と共に 市內に 於け る 田畑の 減少す る は 當然な 

れ ば、 三十 六 年の 田畑 段別 は 七 百 餘町步 とな b  、之 を 三十 年に 比し 二百 五十 餘町 

步を滅 じ、 间 一期 間に 市街 宅地 は 八十 六 萬 坪よ b 百 八十 萬 坪に 激增 せり。 其增 

加に は 郡 村 宅地の 地目の 變 換、 埋 立 等、 幾 多の 原因な きに あらやと 雖、 要 する に 市 

、七 七ン 

勢の 偉大なる 發展の 之 を 致せし ものにして、 之に 伴へ る 地 檟の騰 量の 一 例を舉 

ぐれば、 二十 八 年 海岸 通 五丁目に 於て 坪 四十 五圓を 以て 賣買 せられた る も の、 三 

第 八 章 日 淸戰役 後日 露 戦役 前 LL 於け る 神 戶の發 達  三 1 七 
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(七 八〕 

十六 年に 至りて は 旣に坪 百 五十 圓を唱 ふるに 至れ.^。 而 して 市勢の 發展は 一 

面 に 於 て 人 口 の ^IK" 殖 を 意 眛 し、 其 增加 率の 急激なる 驚くべき もの あり。 日淸戰 

後に 於け る 諸種 事業 勃興の 影響と して、 多數の 人口 を 集中し、 二十 八 年に  一二 萬 九 

千 11^ 十六 萬 人に 達せし 祌 戸市 は、 二十 九 年 四 萬 六 千 十八 萬 人 を 超 え、 三 十 六 年 

末に は 七 萬 二 千 1!^  二十 八 萬 人 を 超過す るに 至れ，.^。 然して 住民 中 殊に 寄留者 

加の 率， 年と 共に 多き を 加 へ し は， 以て 神 5- 市の 人口 構成に 特殊なる 事情 ある 

(七 九) 

を 示す もの なりと す。 

市政 機闋の 行玫區 域の 擴張幷 に 人口の 增 加に 伴 ひ、 市會 議員の 數も 二十 九 年 六月 一二 名 を 

增 加して 三十 九 名と な b  、選 舉區 に關 する 條例は 三十 年 三月 改正の 許 可 を 得、 湊 

村 卽ち奧 平野 右 井. 夢 野. 烏 原 四 ケ村は 第三 選 擧區湊 東部に 含ま . 'る こと、 な b< 

其 選出 議員の 數は四 名よ b 增 して 七 名と なり、 林 田 村 及 池 田 村 は 第 四 選 擧區湊 

西部に 含まれて 同區 議員 十七 名は增 して 十八 名と な り、 其 代 は.^ に 第 一 選擧區 

葺合 部の 四 名を据 置と なせる も、 第 二 選 舉區神 5- 部に 於て 十 一 名 を 十 名に 減じ 

たり。 而 して 此 編入の 爲め區 會條例 中に も 變更を 加 ふる 必要 生 じ， 同 年 十二月 

(As 

の 改正に よ， 9 湊. 林 田の ニ區 追加せられ、 議員 前者 十二 人、 後者 十八 人と なれ b。 


其 後 三十 四 年市會 議員の 定數 更に 增 加して 四十 二 名と な b  、第 一 選舉 

元の ま、 なる も、 第 二 選 擧區は 十 名 を 十三 名 に、 第 三選 擧區七 名 を 九 名 

(八つ 

四 選擧區 十八 名 をば 減じて 十六 名と な し、 四 月 一 日よ b 實 施した トノ。 

にあり て は 助役の 定員 は從來 一 名な b し に. 繁劇 に 赴け る 市政の 處理 

名の 能くす る 所に あらざる に 至 b しを以 て， 市會 議員 高德藤 五郞外 二 

役增 員の 建議 あ b。 市會は 直ちに 之 を 可決し、 三十 一 年 五月 認可 を 得 

他 三十 三年 水道工事の 歧成 により 水道 部 新設せられ、 又 庶務課の 分掌 

務. 衞生 分離して 各獨 立の 一 課 を 成す に 至 b しが、 後 三十 六 年 九月 更に 

の 改定 あり、 從來の 總務部 及び 水道 部. 庶務. 學務. 衞 生. 土木. 會 計の 二部 五 

て、 內局及 庶務. 敎育. 土木. II； 籍. 調度. 出納の 一 局 六 課と なし、 水道 部 を廢し 

(八 三〕 

を 衞 生. 土 木の 兩 課に 於て 分掌せ しむる こと、 なれり。 而 して 市の 議 

機 關の擴 張に 伴 ひ、 市民の 政治 思想 亦 加 は. -、 中央 政界の 黨派關 係 は 市 

選舉に 影響を及ぼし、 殊に 二十 九 年 十月 府縣制 施行の 結果、 神 市 選出 

員 も 五名の 增員 となりし よ b 、競 ハ学 愈； 激 甚 とな b  、政 黨 の 色彩 益  <  著し か 

(八 四) 

るに 至れ，. y。 

第八聿 B 清 戦役 後日 露 戦役 前！！ 於け ろ 神 戶の發 達  三 一九 


區四名 は 

に增 し， 第 

行政 機關 


は ©\， 1^ 

名よ hs 

(八 5 

ず。 . 

たりし 

處務規 

課を更 

て 其 事 

政 行政 

區の議 

の縣鲁 

ら む と 一 


其 

議 


改正 條約： 

施と 市の 施 

設 


財政の 膨脹 


神 戶市史 本 編 總說 

明治 三十 二 年に 於け る 

神 市 史上 亦 一 重要 事件 

と 定まる や、 三 十一 年 二月 

行政|£:!-務の準備計^^迅に關 

委員 を 設け、 恰も 市に 新設 

記 十 一 名 亦 準備 事務 兼務 

を 凝らし， 居留地 消防隊の 

等に 關 する 諸 件の 調査 を 

外國人 居留地 共有財産 を 

圆 滑に 新狀 態に 移る を 得た 

市勢の 發展に 伴 ひて 著しく 增大せ 

て 十八 萬餘 圆を算 せし 市の 歲出 は、 二 

年度 二百 二十 离圆に 上れ. -。 三十 六 

し も， 而 かも 之 を 二十 八 年度に 比して 
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實 力が 如何なる 發達を 遂げし か は， 以 て 想像す るに 足るべし。 

教育 狀況  敎 育の 進 步發 達に も 亦 見るべき もの あ h^。  二十 九 年 隣接 町村の 倂合 により 
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以後 は 急速なる 增加を 示し、 三十 六 年に は 九十 二人 を 越 ゆるに 至れり。 これ 蓋 

し 時勢の 進 運に 伴 ふ 設備の 發達 による も の 多し と雖、 又 市民の 敎育を 重ん する 

(八七) 

念 盛 と な -.^ し に 歸 せ ざ る ベから す。 

教育 施設の 小 學校は 二十 九 年に 八 校を算 する のみな. 0 し に、 就 學兒童 の數 年々 急激に 增 

加した る を 以て、 三十 三年に 六 校 を 新 設 し、 三 十四 年 叉 七 校 を 新設 し、 三 十六 年更 

に 一 校 を增設 し、 合 計 二十 二 校 を 以て 約 二 萬 人の 兒童 を收容 する こと、 なれり。 

三十 四 年 六月 坪 野 平太郞 市長と なるや、 廳內の 事務 刷新 を圖 ると 共に 市敎 育の 

改善に 努力し、 三十 六 年に 至..' 萬 難を排 して 多年の 積弊 を 一 掃し、 小學 校長の 更 
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(六 一一) 同 二十 九 年度 同書、 第 一 五三 號、 第 一 五 五 

號 諮問， 第 一 ニ四號 報告， 第 一 五四號 議案 U 

同 三十 一 年度 同 書、 第 一 七號 議案。 

(さ e 兵 庫 運河 關係 書類 緩、 乙册。 

§ 湊川坎 修閼係 書類 緩、 乙， 丙册。 明治 二十 

戶の發 達  111U 五 


种 戶市史 本 編 瘢說 

九 年度 神 戶市會 成 議錄. 第一 ー號 議案， 第 

I 五 ヒ號讅 問" 

§ 同 二十 八 年度 同 *5、 第 七 〇 號 諮問。 同 三 

十七 年 祌戶市 事務 報 告、 土 木の 條。 

§ 同 三十 二 年度 神 戶 市會成 議錄、 第三 九號 

議案。 

(六 七) 同 二十 八 年度 同 害. m 七！ 號 問. 第 一 一 一 

號 議案。 神 戶閲港 三十 年 史、 坤、 六 七 一 I 

六 七 四 頁。 

§ 同 三十 一 年度 神 戶市會 成 議錄， 第一 ー號 

議案。 

§  S 1 二十 二 年度 同 害. 第二 八、 m  ニ九號 議案。 

同年 度 神 戶市會 議事 錄. 七 月 二十 五日の 

條。 

§ 同 三十 三年 度 神 戶市食 成議錄 、第一 ー號 

讅問。 

§ 同 二十 九 年度 同 ，第 一六 0 號 問。 兵 

庫 運河 蘭 係？！： 類 緩、 乙册。 

(七11) 湊川攻 修關係 類、 緩丙册 d 

(さ 一) 明治 二十 九 年度 乃至 同 111 十. K 年度 神戶 


三 二 六 

市 會成議 錄、 埋 立 關係讅 問" 兵車 運河 關 

係 害 類 緩， 乙册。 凑川 改修 闋係杏 類 探， 丙 

册。 

(ま) 八 部 郡 編入 關係 f= 類裰。 明治 二十 八 年 

度 神 戶市會 成議錄 、第ぶ 九號 問。 

S) 同 寄. 第 六 八號讅 問。 神戶 開港 三十 年史、 

坤， 七 一 九， 七 二 〇 頁。 

(七 六) 明治 二十 一 年 乃至 同 三十 六 年 兵 庫縣统 

計 書 、土 地の 項。 

(七 七) 同 三十 四 年、 同 三十 八 年 神 戸市 統計 害、 土 

地の 項。 

(K) 神戶 開港 三 十 年 史、 坤， 一 一 〇， 一 1 一 頁。 

§ 大正 六 年 祌戶市 統計 ^31 〇 頁。 

(八 0) 明治 二十 九 年度 神戶市 會成議 ST 第 一 五， 

第五 三號 議案、 第 一 五六 號讅 問" 

(八 一) 明治 三十 四 年 神戶市 告示、 第三 號。 

(八 11) 同 三十 年度 神 戶市會 成 議錄、 第 六 三號議 

案， 第 一 0 ー號 建議。 大正 七 年 現行 祌戶 

市 例規 類 集 三 九 頁。 

§ 明治 三十 三年 度 神 戶市會 成 議錄、 第 一 三、 


第 六 五. 第 六七號 議案。 同 三十 六 年神戶 

市 事務 報告。 

兵 庫縣會 史、 第 九 窣， 八 六 頁" 兵 庫縣告 示、 

明治 二十 九 年 第二 九 八、 第三 三 八、 第 三 三 

九 號„ - 

同 三十 年度 神 戸市 會成議 錄. 第 一 〇 〇 號 

建議。 同 三十 一年 度 同 書、 第 一 、第 四七號 

議案。 改正 條約實 施 準備 關係 書類 綏" 

明治 四十 年 神戶市 財政 耍覽ニ  01 1 三 

頁。 


(八 七) 同 二十 九 年度 神戶市 會成議 錄、 第 一 五六 一 

號 議案。 民心 嚮 背 調 査 書 類 緩、 同 三 十 四 

年の 條。 神 戶市教 青 沿革 誌 稿。 

(八 八) 明治 二十 九 年、 同 三 十 年 兵庫縣 統計 書 >學 

事の 項。 同 三十 六 年 神 戸市 事務 報 告、 敎 一 

育の 條。 神戶新 聞， 明 治 三十 八 年 十月 三 

十 一 日。 

(八な 大正 七 年度 神 戶市學 事 提要。 神 戶市教 一 

育 沿革 誌 稿。 


第八萆 日淸 戦役 後 to 露 戦役 前に 於け る 神 戸の 


ti 三 七 


祌 戶市史 本 編 總說 


三 二八 
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B や S 國 交の 日 淸戰役 後淸國 の內實 空 虛 にして 恃 みなき こと ■ 露せられ てよ b  、東 洋の局 

斷絕  面 一 轉し、 歐米 列強 競 ひて 淸國を 威 勝し、 利權の 獲得 を 努めし が、 就中 露 西 亞は三 

國 干渉の 主謀者と して 日本の 大陸 發展を 抑止 し、 遼 東半 島に 露骨なる 野望 を逞 

し く し、 明治 三十  一二 年の 北 淸事變 を 機 とし 、満洲の 軍事的 占領 を 擅 にせし を以 て. 

日本 國 民の 痛憤す る 所と なり、 爾來其 撤兵の 不履行 幷 びに 韓國に 於け る橫暴 は. 

益. -我國 論 を 沸騰せ し め， 三十 七 年 二 月 六日 遂 に 兩國國 交の 斷絕 となり、 同月 十日 

對露 宣戦の 大詔 喚發 せられたり。 

市の 戰時 W 神 11^ 市に 於て は是ょ b 先 一 月 十五 日 臨時 海軍 大演習の 名 を 以て 豫備 海兵の 

務 

召集令 下り、 物情 漸く 動搖 せし が、 市 當局亦 開戦の 機 迫れる を 察 し、 日 淸戰 役の 際 

有志の 創立に 係 かる 神 戸市 獎武會 を： 擴張 し、 別 に 市當局 及び 獎武會 役員の 主唱 

によりて 神 lE^ 市 奉公 會. 神 市 婦人 奉公 會のニ 團體を 組織して 軍國の 急に 應せ 

むこと を 期す る あ. o。 宣戦の 詔 励 下る に 及 び、 市 民の 緊張 更に 其 度 を 加へ、 二月 

中旬 出征 軍隊の 輸送 開始 せらる 、 に 及びて， 鐵道 沿線に 征途 を 餞す る 旗幟 翩翻 

第九窣 日露 戦役 中の 神戶  三 一一 九 


箱 
軍 
事 
務 
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として， 日；^ 萬 歳の 聲を絕 たす。 而 して 神 市の 居住 民に して 前後 百 九 囘の動 

員令にょ.^ 召集 せられし 者、 陸海 軍 を 通じて 五 千 一 人、 其內 にて 出征 者 三千 三百 

五十 一 人に 達し， 一 々出征 軍士なる 門 標を揭 げしが、 市民 中 一 人の 不應召 者な か 

り し は， 神 tl^ 市の 如 き 人口の 出入 „ 取 も 頻繁 不定なる 都市に あ. y て、 蓋 し 稀 有の 好 

成 給な.，^ と 謂 はざる ベ からす。 ， 神 1:^ 市 獎武會 が入營 者に 普通 敎育 及び 軍隊 敎 

育 を 施せる、 徵發 iej- 務の 極めて 圓 滑に 行 はれ、 徵發 馬匹 千 五 百 頭 中 合格 二  Ki 七十 

七 頭を算 し、 市 民よ b 徵發 する こと 困難なる 一 萬 枚の 寢具 は、 之 を 大阪市の 商人 

(二 ソ 

より 借 上げ 以て 急に 應 する 等、 手 段 いづれ も 其 機宜に 適せ. o。 

犒 軍の こと は 主として 市當局 及び 神 s- 市 舉公會 其 街に 當 れ.. ^。 神 よ..^ し 

て乘船 征途に 上れる 將卒 は、 明治 三十 七 年 三月 陸軍 鐵道 大隊 將校 以下 六 百餘人 

を 初めと し、 第 十 師圑の 各 部隊， 由 良 要塞 砲兵 等 之に 次 ぎ、 其 人員 三 萬 四千 六百餘 

人に 達した. -。 市 は此等 出征 者の 爲め 宿舍を 準備 し、 市 長 及 諸圑隊 代表者 之 を 

訪問し、 市 會は稿 軍の 費用 を可决 し、 淸酒 煙草 等 を 贈. 0 て 其勞を 慰め， 連日 煙 花 及 

樂隊を 以て 其 出 發を壯 にし、 兩舉公 會も亦 之に 傚 ひて 斡旋す る 所 あり。 通過 軍 

隊の 送迎 は、 神 戸 停車場 を 主と し. 此處に 各 一! の 装飾 を 凝らし， 驛 前に 犒軍 事務所 


及び 市內 公私 團隊 

して 茶菓 を 供し、 手 

し、 市 民の 沿道に 萬 

公會幷 びに 各 町村 

戰捷 Si 贺 * 其他戰 役に 際す 

順の 海戰を 始めと 

官 及び 總 司令官に 

られ、 次で 旅 順陷落 

在 h- とき、、 祝捷の 

る を 得すして {< ^し 

五日市 主催の 下に 

間に は 数千 人の 提 

樂 部に 縣市當 局 其 

鐵道 株式 會社等 諸 

業 員 ニ千餘 名を數 


の 祝賀 式是 なり。 仁 川 旅 


出張所 を 設け、 市長 以下 吏員 及び 兩 奉公 會員等 交  <此 所に 出張 

拭 煙草 等 を 贈 b  、各學 校 生徒 兒童は 樂隊に 和して 軍歌 を高唱 

歲を唱 ふる 聲亦 天地 を 轟かせし が、 是 等の 經費は 市 及び 兩奉 

s) 

團體の 支出せ る もの 合計 五 萬 九 千 餘圓に 上れり。 

る 市民の 熱誠 を 見る べき もの、 諸種 

し て、 爾後 捷報の 到る 每に 或は 賀表 を 上..^、 或 

(五) 

感謝 狀を 贈り、 三十 八 年 一 月 二日 旅 順 望臺占 

の 報 ある や、 是 よ. c 先旣に 前年 六月に 於て 旅 

準備 を 講じ、 八月 中旬 更に 陷落豫 祝 をな し、 而 

く懊惱 せし 神 市民 は、 手 の 舞 ひ 足の 踏む 所 

市民 大 祝賀 會は湊 川 神社 境內 に 催さ れ、 會す 

灯 行列 あ h^。 英米 を 初めと し 在留 諸 中立 國 

他 を 招 待 し て 祝 賀 の 盛 宴 を 張 れ h^。 七日に 

圃隊の 提灯行列 あり。 九日に は 神 11^ 部 第二 


十 艘の脬 船に 分乘 せしめ、 港 內に大 提灯行列 


第 九 章 日露 戦役 中の 神戶 


は 當該軍 司令 長 

領の 公報 發 表せ 

順の 陷落 近き に 

かも 吉報に 接す 

を 知 ら す。 一 月 

る 者 五千餘 人、： 使 

外人 等 は、 神 《1 倶 

は 神 lE^ 税 關. 山 陽 

頓鮮業 組合の 從 

を 行 ふ あ..^。 斯 

三 三 1 


く し 

市 又 

千餘 

に 發 

ら る 

又 

官公 

六月 

民 を 

之 を 

び 帝 

種の 

講和 反對市 ， _ 

民 大食  曰 


神 戶市史 本 編 總說 

て 祝典の 相 つぐこと 約 

主催者と な り、 同月 一 一 十 

名を算 し、 其 他 神 港俱樂 

せる を 首と し、 祝 勝鲁の 

報に 接する や、 市 民 は 初 

、 に 及び、 一 齊に國 旗 球 

新 日報 及び 大阪朝 日. 大 

ク 口 一一  ク ルニ 外字 新聞 

衙、 外國 商館 を 歴訪せ し 

四日 市 主催の 祝賀 會は 

網羅し、 神 芦 港 警備 中の 

爆破せ る 、亦 盛観 を 極め" 

國海 の 萬歲を 三唱し 

餘興 催さる ， あ -り、^^ に 

露 兩國和 を。 ホ, ツマ ク 


1 週日に 亙.. > 

二 日湊川 神社 

部 主催に 係 か 

瞎 さる * もの 

め 半信半疑の 

燈を揭 げ、 全 市 

阪每 日. 大阪時 

社と 合同 し. 新 

に、 外人 中 行列 

湊川 公園 に 開 

軍艦 乘組 水兵 

.會 衆 は 知事 服 

，百雷の 一 時に 

入る に 及びて 


スに講 する や、 我 


し が、 三 月皇師 大に窣 天に 捷 つに 及び， 

境內に 市民 大 祝賀 會を擧 行し、 會衆五 

る 官民 祝賀 會が 祝電 を 大山 總 司令官 

其數を 知らす。 次で 五月 日本海 大海 

裡 にあ b しも、 こ 十九 日 公報の 發 表せ 

歡 呼の 聲に満 ち、 六 月 二 曰 神 m- 新 聞. 神 

事 三 社の 神 11^ 支局 等 は、 神 へ ラ \  K. 

聞 關係者 七百餘 名の 提灯行列 を 行 ひ， 

に 加 は. りて 狂喜 亂舞 する もの あ. o。 

かれし に、 會 する 者數萬 人， 各 階級の 市 

の 模擬 軍艦 をつ く  .0/ 模 擬 水雷 を 以て 

部 一 三の 發聲に 和して 大元帥 陛下 及 

轟く が 如く、 撤 式の 後 模擬店 開かれ、 種 

も 市中な ほ 雜踏を 極め た- 9。 

圃には 其 條件を 以て 赫々 たる 戰勝 


レ 酬いす として 不満 を懷 く者少 からす。 大阪市 民 は旣に 九月 


騒擾 事件 


大會を 開き 講和 反對の 決議 を 

會の 端な くも 警官と 大街突 を 

心 これよ して 頓に 興奮 し、 往 

も 講和 反對 の聲頗 喧し く、 市 會 

市民 大會 を湊川 公園に 開きし 

開 會の趣 3rs を 述べ、 講和の 破棄 * 

の 否認 を 要 め、 陸 海軍 司令官に. 

の 激越なる 演說ぁ b。 

此 市民 大會は 無事に 解散せ 

る 非 講和 演說會 は 非常に 盛會 

等 は 一 圓と な-' て 湊川 神社 境 

鐵鎖 を破壤 し、 是 を 以て 像 身 を 

前より 相 生 町に 出で 有 馬 道筋 

ぶに 苧綱 針金 等 を 以てし たれ 
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爲せ しが、 翌 五日 に は 東京 日 比 谷 

惹き 起し、 政府 遂に 戒嚴令 を 布く 

々 にして 常軌 を 逸せむ とする 者 

縣 會犮 び 言 論界の 有志 者 等 協議 

に、 會 衆 實に三 萬と 稱 し、 發 起人總 

內閤の 更迭 を 決議 し、 樞 密 院に對 

對 し て は 戰 1.^^- の 繼 續 を 希 望 す る 

る も、 是 よ b 先 同月 七日 湊川 神社 

を 極めし 爲 め、 入 場し 得ざる もの 

內に入 .0、 拜 殿 西側なる 伊藤 溥文 

縛し， 群衆の 喝釆 と共に 之 を 門外 

を 北行せ し に、 群 集の 來， 0 加 はる 

ば、 其 長さ 遂に 數十 間に 及 び、 曳 く 


四日 を 

に 於け 

を 遂 げ 

代 櫻 井 

し て は 

旨 を 打 


以て 市民 

る 市民 大 

全 國の民 

神 In- にて 

■ 九月 九日 

一 久先づ 

講和 條約 

電 し、 有 志 


前 大黑 座に 催せ 

數千人 あ， o。 是 

の 銅像に 近づき 

に曳出 し. 大 黑 座 

者 益 <  多く 或は 結 

者 亦 數十百 人 を 


算し、 

多 聞 

て 散 

臺石 

.. とし 

曰 を 

國債應 募 高 翻 

募の 

邦 第 

る大 

員 を 

す る 
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群衆 之に 從ひ 狼藉 極. - なく、 沿道の 巡査 派出所 を破壤 し、 福 

燒棄 せむ とせし が， 警官の 抑止 

は 市民 又 期せす して 湊川 神社 

制する や、 玆に 再び 銜突を 起こ 

て 別 圑は相 生 橋 警察署 を 襲 ひ 

して 鎭撫に 力めた るに よ . り 、饞 

對 する 一 時の 

(ち 

態に 復 せ， o。 

を觀む か、 第 一 

1 囘國庫 債券 

體 面 上、 其 成績の 

全市と 神 湊 東 

大に勸 誘に 努力 

圓に對 し 一 千 六 


通に 出で、 同所の 派出所 を 

亂 せり。 然るに 翌 八日の 

を破壤 せむ と し、 敬 官 の 之 

嚇 する あるに 至れり。 而 

，警官 等 相 生 橋の 通行 を扼 

而も 是 等の 騒擾 は、 偶  <  講和 

經 るに 隨 ひて 人心 次第に 

h, て 戦時中 市 K 奉公の 事 

景況な b。 三十 七 年 二月 

1 の 貿易港た る 神 s- 市の 

なるものぁ.^^とな し. 先 づ 

委囑 し、 市吏員と 連絡して 

者 多 く、 市 の 引受 額 五 百 萬 


も 

常 

第 


憤懣 の發 せる に 


而 して 玆に 最も 注意す ベ き は 二 萬 


に 述べざる ベ か 

一 億圓の 募集 あ 

良否 は 直ちに 帝 

-湊 西の 三 區に分 

したりし に、 市民 

萬 二 千 百 圓卽ち 

餘の應 募 者 中、 二 


三 三 四 

原廓內 

に 遭 ひ 

境內に 

し. 遂に 

て 之 を 

に 事な 

過ぎ ざ 

ら さる. 


より 更に 

果 さすし 

集.^、 銅像 

警官の 拨 

燒棄 せひ 

きを 得た 


ま國賓 き 

る や， 市 當局は 本 

國の 信用に 關す 

ちて 五 百 名の 委 

の 奮 ひて 之に 應 

倍額 以上の 應募 

圆 以下の 者 一 


在留 外人の 


萬 二 千 餘卽ち 全 數の六 割 を 占めし こ と， 及 び 小學兒 

る もの 五 百 四十 人 金額 約 三 萬圓に 達せる ことな. y 

祌 市 應募高 を 以て 日淸戰 役に 於け る 第一 囘 軍事 


ば、 實 に 十五 倍の 多き を算 せる は、 是 れ 市民 奉公の 

市の 富の 發達增 加せ る を 表明す る ものな.^ と 謂 

二 囘國庫 債券 一 億圓を 募集す るに 當， 9 て も， 第 一 

勸 誘に 努めし に、 五 百 萬 圓の豫 定に對 し， ニ萬餘 口- 

せ，  り。  然るに 同年 十月 第三 囘國庫 債券 八 千萬圓 

圓の豫 定に對 し、 市 民の 應募ロ 數ニ千 二百 九 十、 金 

定に 達せ ざり しが， 三十 八 年 二月 第 四 囘國庫 債券 

方法 を 以て 又 犬に 募集の 勸 誘に 努めし かば、 豫定 

五十、 金額 千 七 百 六十 八 萬 五 千 餘圓に 達し、 同年 四 

募集 に 際して は、 又 六 百 萬 圓の豫 定に對 し， 應募ロ 

萬 餘圓の 好成績 を 示した h.。 

政府の 國庫 債券 を發 行す る や、 戰 況 良好に して 


月 


童 の 其 貯蓄 金 を 以 て應 募せ 

とす。 この 第一 囘國庫 債券 

公債 神 芦 市應募 高に 比すれ 

情 溢る 、 もの あ ひしと 共に. 

ざる 可から す。 同年 五月 第 

募集と 同一 の 方法に よりて 

募 額 六 百 三十 三 萬 餘圓に 達 

募集に 際して は、 四百 八十 萬 

三百 五十二 萬餘圓 にして 豫 

億圓の 募集に は 前 囘同樣 の 

六 百 萬 圓に對 し、 ロ數 四千 百 

の 第五 囘國庫 債券 一 億圓の 

二 千 六 百 二十 八、 金額 九 百 四 


民心の 奥 起せる 時 を擇べ 


第 九 章 日露 戰役 中の 神戶  三 三 五 


應募 


市民ん 4 公の 

1 例 


神 戶市史 

されば 當初 多少 

募集に 際して は 

留 せる 者に 就き 

第 四 囘に至 h- て 

に サミュ H ぐす 

れ市當 局 者 及び 

等 日本の 勝利 を 

市民 奉公の 誠 

市當 局の 勸誘を 

に 金銀 器 を獻す 

軍資 獻納 と 同じ 

に 便なら しめし 


本 編 練說 

の 疑惧 を 抱きし 

其 應寡總 額 八 千 

て 之 を 見る に、 第 

は 外人の 應募者 

ミュ ュ ル商會 の 

銀行業 者 等の 勸 

信じ 且つ 之 を 喜 

を 致せ る顯 著な 

待た すして 進み 


在留 外人 も， 發行每 に 募集 

二百 萬圓の 多き に 上れ. CS 

ニ囘 には淸 國人數 十萬圓 

總數 五十二 名、 其 金額 千 四 

如き は 一 手に て 一 千萬圓 

誘に 努め 便宜 を圖れ るに 

びし にも よら やん ば あ 

る 一 例と すべ き 軍資 獻 

て 私財 を獻 せる もの 

金額 八 萬 一 千 九百餘 

手 續をも 簡便に 


凱旋 軍隊の 

歡送迎 


る 者 も ありて せ 

く 恤兵金 寄附の 取扱 

が、 其 金額 は 物品 見 積價格 四千 圓を合 

達せり。 外に 第十師 團管內 出身 軍人 一 般に 宛て 寄贈 

上を算 し、 市 內元町 協， 同會に 於て 募集せ る 慰問袋 は 一 

凱旋 軍隊の 送迎 亦 頗る 盛況 を呈 せり。 凱旋 部隊の 


競 

Inns" 

大 


ら 


ひ 


三 三. K 

に 應 じ. 特 

. 就中 其 

の應 募せ 

十五 萬餘 

の 申込 を 

も據 るべ 

(I 一) 

に 就きて 

起こる あ 

達した.^ 

以て 市民 


に 第 四囘の 

神 ti; 市に 在 

る ありし が， 

圓 に 達し， 特 

なせ， 9。 こ 

しと 雖、 外人 


は， 有 志 者 中、 

り、 金 圓の外 

當局者 は 

の 熱誠 表示 

1 萬 八 千 八 百餘圓 に. 

靴下 足袋 は 二 萬足以 

千 二百 餘 袋に 達せり。 

分 は 宇 品よ.^ 鐵 道に 


よ，^ しも、 第 四. 第 九. 第 十の 三 箇師團 及び 其 他 一 二の 特別 團隊 合計 約 二十 餘 萬の 


軍隊の 宿泊 

と 市の 施設 


以 


兵 員 は、 本 市 和 田 岬 

に 劣ら ざ る 熱誠 を 

高さ 七十 尺の 一 大凱 

九 年 三月 二十 一 日 に 

上陸 凱旋 軍隊 日 割 を 

る 最初の 凱旋 部隊 は 

して、 三十 八 年 十月 二 

られて 東上した， 5。 

第一 糧食 縦列 第 一 砲 

1 月 八日 入港せ る を 

圑隊 凱旋門 內に 出張 

(i 

搣 せり。 

以上の 諸 部隊に 

に 達せ，.^。 而 して 


上陸すべき 豫定 なりし を以 て、 市 及び 兩舉 公會は 出征の 際 

て 歡迎の 事に 從ひ、 和 田 岬 和 田 神社 附近に は 基礎 六 間 四方 

二 三) 

旋門を 建設し、 奉公 會は 三十 八 年 十 一 

至る 間の 神 11^ 軍用 停車場 凱旋軍 隊歡 

作製して 以て 準備す る 所 あり。 鐵路 

• 北韓軍 後備 第二 師團步 兵 第五 十六 聯 

十九 日 神 II； 驛に著 し、 三 十分 間 停車の 

和 田 岬に 上陸 凱旋せ る 軍隊 は、 第 十五 

兵 彈藥縱 列の 立山. 勝 山. 須磨浦 三隻に 

先頭と し、 當日は 朝 來煙花 を 打 揚げ、 縣 

して 接待に 努め、 一 般歡迎 者 亦 雲集し 


月 二十 一 日より 三十 

迎 日割幷 びに 和 田 岬. 

により 神 tl; を 過ぎれ 

隊第 一 第二 兩 中隊に 

後、 市民 歡 呼の 聲に送 

師 圑に屬 する 衞生隊 

分乘 して、 三十 八 年 十 

市 吏 員， 奉 公會其 他の 

て 萬 歲の聲 天地 を 震 


踵ぎ 陸 續此地 

其 神 11; に 於け 


に 上陸せ る 考五 ヶ月に 互 

る撿 疫に關 して は、 是 よ り 


り 總計約 二十 餘萬人 

先 政府 は 和 田 岬 上陸 


第九窣 日露 戦役 中の 神戶  三 三 七 


慰問 救護 事 

務 


紳戶 市お 六 ■ ；, お 說 

部隊の 檢疫幷 びに 消 靡の 爲 めに 和 田 岬 

停 場、 浴 室、 病 院、 消 毒舍等 三十 餘楝 三千 

れば， 和 田 岬に 上陸 撿疫を 終れる 部隊に 

先つ こと 少許、 ベ V. ト 病の 神 II； 市に 發生 

內 の宿舍 甚だ 危險 とな.^ しか ば、 若 爲 め 

に 過ぎす となし. 極力 防疫に 從事 する と 

て 和 田 岬に 一 大廠舍 を 建設し、 上陸 軍隊 

と交涉 する 所 あ.. >  し に、 政 府は 市民 をし 

びす と； J- し、 陸 軍に 於て 之 を 建設 し、 上 陸 

を 止め、 此 所に 宿， 營 する こと、 なれ. y。 

出征軍人 家族， 戰 死者 遺族 幷 びに 瘙兵 

の ものにし て、 或は 特に 男女 訪問 員數名 

を 視察せ し め、 或 は 慰藉 會を 開き 三千 餘 

自治の 精 紳を鈹 吹す る 等 頗る 力めたり- 

扶助 及び 直接 扶助に、 神 1!^ 市 婦人 舉公會 


臨時 儉疫所 を 設置し- 

三百 餘坪を 建設し、 所 

本 市に 分宿すべき 豫 

し、 爾來 二 ヶ月に 及ぶ 

に 上陸 地の 變更 あら 

典に 市 會は金 十萬圓 

の宿舍 に充當 せむ と 

て 新 か る 多大の 負擔 

部^ は 同年 十二月よ 


三 三 八 

• 職 員 宿 舍、 兵 舍、 將 校 

長 以下 を 任命した 


定な. 5 し 

も尙 終息 を 

むか、 市民の 

の 支出 を 決 

し、 留 守 第 十 

に 任せし む 

^して 市內 


、- m 旋に 

見や， 市 


の 慰 間 救護 も 亦 市民の 力 を 傾注 

を 置きて 慰藉と 同時に 實際 生活 

名 を 招きて 餘舆を 催 し、 慰 問と 共 

- 而 して 神 市 奉公 會は 主と し 

は 慰藉 及び 幼兒の 保育に 從ひ、 互 


慽之 

し、 以 

團長 

に 忍 

宿泊 

る 所 

狀況 

自 助 

生業 

相俟 


ちて 以て 救護 事業の 效果 を收む る を 得た. -。 事業の 資金 

に 仰ぎし ものに て， 神 11^ 市 奉公 會三 十九 年 五月 解散まで の 

餘 圓， 內 六 萬 八 千 百 餘圓を 支出 し、 神 tl^ 市 婦人 奉公 會は 同期 

百餘圓 中の 一 萬 六 千 七 百 餘圓を 支出した. o。 是等 資金の 

により 救助 を 行 ふ は 弊害 多き のみなら す、 限 ^ある 資金の 

る を 以 て、 現 金 救助 をば 已むを 得ざる 事情の 者の みに 限..^" 

する も 資金な きものに 對 して は， 金 額 を 制限して 資金 を 貸 

工場に 於け る 勞働を 紹介 し、 或 は 煙草 雜貨の 行商 を爲 さし 

店 を 開きて 之に 一展 傭 し、 以 て獨立 自活の 精神 を 害せざる を 

を 起こして 勞働 者の 幼 兒を預 b 勞 働に 便宜 を與 へ、 老幼 羸 

ざる 者 を ば. 授 產 場 を 設 け て 之 を 收 容 せ h^。 斯くて 現金の 

二百 餘人、 其 金額 三 萬 六 千 八百餘 圓、 衣 類、 夜 具 等 物品の 扶助 

業の 紹介 を 得し 者 六 kn 餘 人、 資 金の 貸與を 受けた る 者百餘 

は 一 時百餘 人に 及び、 其 賣上五 千圓に 達し 、飲食店 賣 店の 純 

れり。 從軍 者の 兒 童に 關 して は晝 間の， 保育 をな せる のみ 


は 皆 之 を 有志の 寄附 

收入は 七 萬 四千 七 百 

間の 收入ニ 萬 一 千 五 

支出に 際 し、 直 接 金品 

能く 必要 を 充し得 ざ 

獨立 生業に 就かむ と 

與 し、 其 他 は 或は 會社 

め、 或は 飲食店 及び 賣 

努め、 一 方に は 保育所 

弱に して 勞 働に 堪 へ 

扶助 を 受けし 者 二 千 

1 莴七千 五 百 餘點、 職 

人、 行 商に 從事 せる 者 

益 亦 三千 五 百 圓に上 

な ら す、 尙 ^ に ^Jr に 


第 九 章 日露 戦役 中の 神戶  三 一二 九 


i 


弔祭 及 其 他 

の 施設 


神 戶市史 本 編 攄說 

家庭 及び 幼稚園 敎育を 以てせ 

兒童五 百 八十 餘人 を算 せ， 5。 

せられし 者 七十 名、 入 院 治療 を 

相當の 方法 を 講じたり。 

出征軍人 中戰 

表 彰 し、 其 弔 祭 

ぐる を 例と せ 

百 餘圓に 達せ 

て 支 途を愼 し 

病 將卒の 慰藉 

者 を 遣 は し、 贈 

に 於け る戰役 

な. 9。 鐵道は 

交通 運輸に 支 


神 In- 市よ り の 

標を揭 げて之 を 

を 贈..^ 祭文 を捧 

金額 八 萬 八 千 六 

1 々遺族 を 招き 

さしめ た. 5。 傷 

戌 病院に も 慰問 

戦 * の 陸運 飜っ て 神 市 

は 海陸 交通 運輸 

し を 以て、 一 般の 

內各驛 乘降客 は 


しが， 保育所の 開設 せられし 

醫療 扶助 を 受けし 者 延人員 

要する 者 及び 產 褥婦の 保護 

死 病歿 者 は 二百 九十 四 人に 

に は 市 及び 兩舉 公會長 或は 

り。 遺族に して 一時賜金 を 

し が、 之 を 浪費す る ことな か 

み 1^ 旨に 添 ふべき を懇 諭し" 

は、 神 驛 通過の 傷病 者に 贈 

二八) 

るに 物品 を 以てせり。 

の 影響 を 観察す る に、 先づ 爲 

三十 七 年 二月 中句よ. 5 出征 

障を來 せる こと 夥し く、 戰 前 


1 二 四 0 

もの 總計 七ケ 所， 收 容 

四 萬 人、 授產 場に 收容 

に閼 しても いづ 


して、 忠烈 無窮な 

代理者 之に 列し- 

受けし 者 二百 四 

らしめ むが 爲め 

銀行に 保管 預入 

與存問 を 行 ひ、 姬 


めに 打 擊を被 h- 

部隊の 輸送 開始 

明治 三十 六 年中 

總計五 八十 六 萬 三千 餘人 なりし が、 三 十七 年に は 減じて 


れも 

る 門 

香奠 

十 人、 

一 一 

を爲 

路衞 

た る 

あ り 

の 市 

四 百 


三十 七 年の 

海運 


六十 五 萬 七千餘 人と な. -、 三十 八 年に は 更に 十六 萬 

十六 年 九十 一 萬 七 千餘噸 なりし に、 三十 七 年に は 減 

三十 八 年に は 少しく 增 加して 八十 二 萬餘噸 となり 

に復 せす。 彼の 官線神 11^ 驛の 如き 、戦争 開始 以後 滯 

て 二 千 八 百噸に 達し、 神 11^ 米 原 間の 滯貨 一 日 約 一 

して、 三十 八 年 平和 克復に 及びて 

(二  0) 

難く、 以て 年 を 終へ た h,。 されば 

べき 影響の 甚大なる を 憂 ひ、 其 緩 

兩 商業 會議所 亦 之 

列車 を增發 する こ 


む を 得 ざり し 所に 

輸 俄に 常態に 復し 

貨の 商業に 及ぼす 

局に 致し 、京都. 大阪 

米 原 神 間 に 各 一 

尙 遠し と悲觀 せら 

海運 は 陸運に 比 

り。 今開戰 以前と 

五十 五 萬餘噸 中、 大 

七十 餘隻十 一 萬噸 


關し 上申す 


餘人を 減じた 

じて 七十 四 萬 

し と 雖、 而 も 尙 

貨 夥しく 其最 

萬 八 千 餘噸に 

も、 凱旋軍 人大 

神 tl^ 商業 會議 

和の 爲め 意見 


な. 0 し も、 山 積せ る 貨 


(二 1〕 

れた. . ^き。 

し 一 層大 打撃 を 蒙 

三十 七 年 五月と を 

部分 は 軍用に 徵發 

を剩 せる のみと な 


.9、 內 外 航路 は 

比較す るに、 戰 

せられし が爲 


1 時 全く 杜總 

前の 本邦 汽船 

め、 一 般用 とし』 


れ hN。 而 して 斯 かる 急激な 


餘嚼 

ほ戰 

も 多 

上れ 

輸送 

所 は 

書 を 

に 新 

の 一 


貨物 は 三 

となれ b。 

前の 狀 態 

き 時に あ 

るパ H た 已 

の 爲に蓮 

斯 かる 滯 

鐵道 作業 

橋 神 II； 間， 

掃 は、 前 途 


の狀 態に 陷れ 

二百 五十 七隻 

て は 一 時 僅に 

る 船腹の 減少 
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神 戶市史 本 編 槐說 

は、 貨物の 停滞と 運賃の 昂 

十錢 は、 次第に 上 b て 一 時 

舶に 就きて 之 を 見る に、 戰 

加せ るに、 開戰 後の 四箇 

少を 示せり。 これ 一は 日 

移した るに もよ る べしと 

ば あらす。 戰役中 及び 其 

き 時に 於て 四十 萬 噸に達 

(二- n 

寸萬 噸を算 せり。 されば 

百餘隻 三百 三十 八 萬 四千 

にして、 之 を 三十 五 年に 比 

百餘隻 四十 八 萬噸、 出港に 

吉 利. 獨 逸. 諾威を 主と し、 外 

拘 はらす、 總 計に 於て 斯か 

.  ►  (二  S 

を 減少せ る敌な hs とす。 


三 四 二 

騰とを 惹起し、 標準 運賃なる 橫濱門 司 間 石炭 一 

ニ圓 五六 十 餞を稱 ふるに 至れり。 更に 神 II； 港 

前 四 筒 月間の 出入 は 前年の 同期 間に 比し 十 萬 

月間 は 全く 之と 反對の 現象 を呈 し. 三 十五 萬餘 

本 郵船 會 社が 北淸 航路の 墓 點を神 II； 港よ b 大 

雖、 御 用船 徵發の 急激な b しこ と. 蓋 し 其 主因た 

以後に 於て 徵發 せられし 日本 郵船 會社船 は、 其 

し、 關 西 汽船 同盟 本部 所 屬 船の 徵發 は， 最 高 時 に 

三十 七 年に 在.^ て 神 ITT, 入港 船舶 は、 一 箇年を 通 

餘 噸、 出 港せ る もの 千 五 百餘隻 三百 二十 八 萬 六 

し 大差 を 見す と 雖、 一一 一 十六 年に 比すれば 入港に 

於て 二百 六十 餘隻 五十 五 萬 四千 餘嚼を 減じた 

國 船の 出入 共に 前年に 比し 約 五十 萬 噸を增 加 

る 減少 を 示せる は、 これ 內國 船の 出入 共に 百 萬 

されば 此缺陷 を 補 はむ が爲 めに 外國 船舶の 購 


八 九 

入船 

の 減 

港 に 

す A 

も 多 

て 約 

千 五 


て 二 

. 英 

る に 

嚼內外 

入 又は， 


せ 


三十 八 年の 

海述 


一 雁 入 をな す もの 相 踵 ぎ、 三 十七 年 五月 初旬に 

た れ ば、 其 當 時の 總計 船舶 百 三十 一 隻ニ 十四 

たれ ど も， 而 も 尙ほ戰 前 同期に 及ばざる こ 

三十 八 年に 至り 神 の 入港 は 二 千 餘隻四 

四 ki: 十 一 萬 五 千餘嚼 とな り、 之 を 前年に 比す 

萬 四千 餘 噸" 出 港 は 二百 五十 餘隻 十七 萬 九 千 

噸、 出 港 三： A 餘隻 六十 五 萬 噸 を 增 加したり。 

航路の 復舊を 見る を 得た る と、 軍 用に 服せ る 

舂來內 地 市況の 恢復 及び 增税 見越 輸入の 爲 

よる ものな， 5。 然れ ども 海運が 戰爭 により 

而 して 其 影響の 最も 神 IT; に 著る しかる べき 

数噸 量に 於て 共に 尙 未だ 外國 船に 及ばざる 

平均噸量に至.^ては却，5て前年ょ，0減少を 

大型 船の 多く は 軍用に 供せられ たるが 故な 

戰時 海運の 然れ ども 明治 三十 六 年 乃至 同 三十 八 年の 
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は 五十 九隻 十二 萬 七 千餘噸 

萬 三千 三百 餘嚼 を算 する こ 

と 百 二 十餘隻 三十 萬嚼な り 

百 十三 萬 一 千 餘噸、 出港 は 二 

內國 船の 入港 は 二百 餘 

• 外 國船は 入港 三百 隻六 

蓋し 露國 艦隊の 全滅に 

> 漸次 に 解 傭せ られし 

多 船舶の 來航を 誘致し 

れる 打擊は 容易に 全く 

然 にし て、 內國船 の 出入 

遠 き の み な ら す、 其 出 入 

る は、 これ 戦役の 餘波尙 


る に 

餘囉 

こ れ 

も の 

め. 幾 

て 被 

は 當 

>  J と 

示 せ 

る ベ 

轍 出 


入 貨物 及び 其 積 卸 を な 

三 四 三 


に 達し 

と、 な 

三 五) 

き。 

千餘隻 

隻 十四 

十萬餘 

より 谷 

と 且つ 

たるに 

衡 へ す。 

は其隻 

船舶の 

や ま す、 

し た る 


展 


紳 戶市史 本 編 媿ー 

船舶 を 主要 航路 別と し 一 

發展 なきに あらざる こ！ 

就航 船 五お 二十 五 隻、 輸_ 

就航 船 一 割 九步を 減じ： 

比して 就航 船の 增加七 

に 過ぎす。 是と 同期 間. 

を呈 したれば、 結局 輸出 i 

せし が. 三十 七 年に は 就 一 

三十 八 年に は 前年よ ，5! 

步 七厘 を 減少したり。 i 

なりし によ. 0 て、 海 運 界 

は b 、就航 船 非常 に增加 

が、 是を 三十 六 年に 比丄 

たる 年に 於て， 旣に戰 


て は 三十 六 年 貨物 約 百 二十 


說  三 四 四 

て觀 察する 時 は、 海 運の 一 面に は戰 時混亂 せる 間に も 亦 

と を 知るべし。 卽ち 輸出に 在 て は 三十 六 年 東洋 航路 

出 貨物 二十 二 萬 七 千噸な b し が、 三 十七 年に. は 前 年よ b 

• 輸出 貨物 却ら て 九 步八厘 を增 加し 三十 八 年に は 前年に 

割を算 したれ ど も、 輸 出 貨物の 增加 僅に 一 割七步 なりし 

に 於け る 歐米濠 三方 面へ の 輸出 狀況も 亦 略" 同 の 現象 

に 於て 三十 六 年の 就航 船 千 八十 隻， 貨 物 六十 八 萬 喷を算 

航船は 二割 六步を 減少 し、 輸 出 貨物 は 一 割 六 步を增 加し， 

五割五步の就航船を增加したるに、輸出貨物は却.^て五 

惟 ふに 三十 七 年に は 船 繰 不便 を 極めし も、 轍 出 貨物 多量 

自ら 活況 を 呈 し、 三 十八 年 船 繰の 便 前年に 比して 犬に 加 

したれ ど も、 輸 出の 不振 は 自ら 出貨を 減少せ しめた りし 

就航 船 一 割 五步、 貨物 五步五 厘を增 加せ る は、 平和 克復し 

に 比して 發 展を爲 し？； -るを 知るべし。 輸入の 場合に 在 

萬嚼、 其 積載 船舶 千 二  Kn 九十 一 隻な， - しが、 三十 


三十 七 年の 

貿易 


七 年に 

加した 

七 年よ 

輸出入 

に 達せ 

實にニ 

く 活躍 

戦時 


力 

有 


じ 


は 三十 六 年よ 

るを以 て、 海 運 

b 船舶 貨物 共 

貨物 及 其 積載 

すして 纔に戰 

割 二 步を算 し 

に 努 め、 以 て 發 

に 於け る 貿易 

の 昂騰すべき 

な ら す. 內 地 に 

の 勢 を 成せる 

額 を 示した る 

低落、 銀塊 相場 

交 通 尙ほ 不便 

は 秋作の 豊曉 


界 活躍 

に增加 

船 舶 を 

前の 狀 

た る 

展 を 

狀態 

豫 


の 

、以 
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遂ぐー 

を觀 

0 し 

-。 然 

,0 'し： 

豫 想し 

の神戶 


よ 


役 

る 


減少 一 割ニ步 なト. 'しに 

有樣を 察すべき もの あ 

る こと 一 割 四步に 達し 

三十 六 年の 夫れ に 比 

恢復した る に 過ぎ ざ 

戦時の 海運 界が 極度 

を 得た るを證 する も 

に、 三十 七 年上 半年 輸 

我 商品の 見越 買 をな 

め 一 般に儉 素 を 守. 

にして、 輸出 賀易額 は 

に 同年 下半 年に 入り 

の 聲譽等 輸出 賀 易に 

b.a 出 は 前年 同期に 

て內 地の 人氣 漸く 恢復 


對し、 貨物 は 一 割 三 步を增 

りしが、 三十 八 年に は 三十 

た， o。 而 して 三十 八 年の 

較す る に， 船舶の 增加 一 割 

る に拘 はら す. 貨 物の 增加 

の 船 繰 不便 を 排除して 克 

(二 七) 

のな り。 

出 旺盛な りし は、 海 外 顧客 

せし こと 意外に 多大な b 

，消費 力 亦 減少し、 從 ひて 輸 

遂に 四千 五 百萬圓 なる 稀 

，一 時大に 騰貴せ る 戰時保 

便宜 多 か， 0 しに 拘 はらす、 

比して 五 百 五十 萬 圓を滅 

に 向 ひしと、、 パ ル チック 艦 

三 四 五 


戦時 貿易の 

i 


神 戸市 史 本 編 總說 

隊 東航の の爲 めの 或 稀 貨物の 運輸 を 急ぎ 

入 關税、 若く は 消費税の 增課 による 見越 輸入、 

て增 進し、 上半 年 八 千 三百 餘萬圓 ■ 下 半年 九 千 


千 六 百萬圓 なる 未 曾 

由來神 11^ 港の 貿： 1:^ 

す。 其-奴 因 稀々 ある 

前に 北淸 地方への 見 

さるべき もの 多き に 

多額に して 下半 年に 

易の 狀態を 破り、 反對 

施せられ たる 三十 二 

三十 二 年上 半年の 輸 

七月 頃よ b 輸出 甚し 

せる が 如き 卽ち これ 

三十 八 年に は 輸出入 


有の 互 額 を 示した.^。 

は 上半 年に 輸入 多く 卞 

べしと 雖、 要 する に 棉花 

越 輸出 ある と、 季 節の 關 

由る。 是を 以て 輸入 超 

は 少額なる を 例と す。 

の 現象 を呈 する ことな 

年に は、 旣に其 前年 下半 

入 は 稀 有の 少額に 止ま 

く阻碍 せら れ、 下 半年の 

にして、 三十 七 年の 貿易 


た る と. 及 び 時局に 

防寒具の 需要 等の 

餘萬 圓を算 し、 全 年 

半年 は 之に 反して 

輸入の 上半 年に 多 

係に よりて 茶、 花筵 

過の 場 合、 其 超過額 

然れ ども 臨時の 事 

き に あ 、ら. ^して， 

年に 多額の 見越 輸 

り. 三十 三年に は 北 

輸出 は 上半 年に 比 

は 又 此變態 を 現出 


額 三 億 一 千 三百 萬圓に 達した と雖、 輸 


三 四. K 

伴 ふ 

諸 因 

の 輸 

輸出 

額な 

等 下 

は每 

變等 

入 あ 

淸事 

し て 

し た 

出 は 


軍需品の 輸 

によ， 9 却 り 

入超 過 は 八 

多き を 例と 

る と、 結 氷 以 

半年に 輸出 

に 上半 年に 

に 依. 0 て賀 

稅 定率 法 實 

りしが 爲め. 

變の爲 め、 六 

非常に 減少 

(二ち 

る ものな り。 

上半 年 四千 


六十 餘萬 圓卞 半年 四 

餘萬圓 を 減 少 し、 輸 入 

な り、 總 額に 於て 前年 

上半 年 九 千 六 百 四十 


阪神 電敏閲 


て か * 

して 內 

諸 原料 

せる に 

及び バ 

ら す 

來景氣 

要し. 紡 

浪 する 

戦時 


の 消費 力 高 

騰貴に 伴 ひ 

ひ、 輸 出の 餘 

チック 艦 M 

して 輸入 增 

恢復せ る爲 

業の 發展は 

に し： パ ^ チ 

の 思 惑 輸入 

關し 5? ほ 1 


千 三百 八十 餘萬 圓、 を 算 して、 總 額に 於て 前年よ 

は 上半 年 一 億 三千 七 百 餘萬圓 、下半 年 九 千 百 五十 


よ b 五 千 三百 七十 餘萬圓 の 增加を 示し、 從 


0 


餘 萬圓 _ 

原因 は 


-^. 多 

物 價 

來航 

に 至 

注文 

料の 

招致 

記述 


年 四千 七 百 七十 餘萬圓 を 示す 


て 

增 

ベ 
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時局の 影響に よ.^、 前年 市況 の 萎 

軍費 散布の 主なる 都市の 金融 を 

騰を致 し、 軍 用材 料と して 內地製 

春 來 天候の 不順の 農作物の 被害 

時歐洲 航路 を 梗塞せ しこと 等に 

は、 前年 輸入の 手控 により 品拂底 

發 とな b  、軍 需品 製造の 爲に 多額 

を 促 し、 七 月 以降 非常 特別 輸入 稅 

全滅と 同時に 講和の 風聞 生 じ、 前 

(三 0) 

る こと 等 其 主因なる べし。 

き 事項 あ， o。 卽ち神 II； 大阪 間の 交通 機關 とし 

三 四 七 


至 れ 

縮せ 

緩和 

品 の 

を大 

歸せ 

を來 

の 外 

の 增 

途の 


三百 五十 

餘萬圓 と 

入超 過 


し 


る 反動 

し、 勞銀 

需要 激 

ならし 

ざ る ベ 

し、 而も 

國 原料 

課 は 見 


及 

增 

め、 

力 

を 


神 戶市史 木 編 總說  三 四 八 


て阪祌 le- 氣 鐵道會 社の 開業せ る ことこれ な 

競， とな. >  しこと 前章に 述べ し 如くなる が 

月 特許 を 得， 三十 六 年に 至.^ 漸く 工事に 著 手 

以て 全線の 開通 を 見る に 至れ 

線 と し、 之 を 四 區に分 ち、 每 十 一 一 

營業 時間と し. 速 力 は市內 にて 

に は 一 時間 半 を 要し たれ ど. 之 

客 二 萬 九百餘 人、 收入ニ 千 五十 

於け る 阪神 四 區間乘 客 一日 一 

の 乘客ー n 六 千 八百餘 人、 三百 

軍需品の 輸送に 力 を 殺 がれし 

神 II； 驛 旅客 收 入の 如き 一 日 平 

より 阪神 間 交通に 一 新 線 を 加 

のこと にし て、 官 線鐵 道の これ 

於け る 官線神 la- 神 崎 間の 旅客 


.9。 神 II； 市 加 

分に 兩地 を發 

八哩. 市外に て 

による 者甚； U 

餘 圓を算 し. 其 

萬 三千 五百餘 

十七 圆の 收 

を 以て、 一 般の 

均 約 千 六 七 百 

ふ る や、 市 民 の 

よ て受く 

收入 は乘客 一 


.-。 阪神 電 氣鐵 道の 敷設の 三 派の 

、明治 三十 年 遂に 其 間に 妥協 成り、 六 

し • 三 十八 年 竣功， 同年 四月 十二 日 を 

納町、 大阪市 出入 橋 間 十九 哩全 部複 

車せ しめ • 午前 五 時 乃至 午後 十 時. ビ 

十二 哩と 制限され しを以 て、 阪 神 間 

多く 開通 當日 よ，.^ 三日間の 平均 乘 

成績 極めて 良好に し て、 三 十八 年に 

人、 千 三百 七十 圓， 第 一 區神 III '住吉 間 

t-  一二  二) 

入 あ. o。 蓋し 當時官 線 鐡道は 軍隊 

交通 運輸 往々 支障な き 能 はすして、 

圆を 出です。 されば 此 電氣鐵 道に 

之 を 利用せ むと する 者 多き は當然 

べき 影響 微から す。 三十 八 年度に 

日 四千 五 百 二十 九 人、 四千 百 八十 六 


国を算 し、 神 II;. 三宮兩 驛乘客 一 日 三千 六 百 七 人、 二 千 二百 四十 二 画に して. 之 を 三 

十六 年度の 官線 神^ 神 崎 間乘客 一 日 七 千 七 百餘人 四千 五 百 餘圓、 神 15 二宮 兩驛 

乘客 一 日 五 千 三百 九十 七 人， 二 千 五 百 十 一 圓の收 入 あ，. - しに 衡照 すれば、 阪神 電 

氣鐵 道の 官線鐵 道に 及ぼせる 影響 一 目 瞭然なる べし。 是に 於て 鐵道 作業 局 は 

阪神 及 京 神 間に 急行列車 を增發 し. 神 tl^ 市外に 一 驛 を增設 し， 發著囘 數を增 加し， 

こ 二三) 

定期 乘 車券 を 低率なら しめ、 以て 是に 對應 せむ とする に 至れり。 

軌道 事業の 阪神 電氣鐵 道 株式 會 社が 斯く 良好なる 成績 を擧 げ、 其 株券の 如き 大阪市 場に 

於て 漸次に 昂騰 を 見 • 五 十国拂 込の 同社 株券が 幾 もな くして 八十 餘圓 を唱ふ る 

に 至. 0 しか ば、 關 西 地方に 於け る 軌道 熱頓に 勃興 し、 神 III 明 石 間の 軌道の 如き 三 

派の 競 願と な.^、 數年來 神 11^ 市の 問題た b し 市 營電氣 鐵道も 亦 三十 八 年 七月 遂 

(三 四〕 

に 市會に 於て 之 を 可決 し、 其 調査に 著 手す る あり。 其 他 郊外 軌道の 計畫 せられ 

たる もの 二三に して 止まらす。 是等は 固より 戰 後の 企業 熱 勃興の 齎らせる も 

(三 五) 

のな b と 雖， 阪 神 電氣の 成功の 之 を 促す に與. 9 て 其カ大 なる もの あり。 

戰 S 市勢の 之 を 要するに 明治 三十 八 年の 神 tn- 市 は、 其 III 數八萬 を 越 え 人 口 三十 二 萬に 達 

發展 

し， 之 を 三十 六 年末に 比して 数 約 八 千. 人口 實に四 萬を增 加せ， -。 而 して 三十 
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三 五 〇 


八 年末に は 商工業 其 他諸會 社の 數は 百に 餘 其 資本金 五 千 莴圓を 超 え、 ェ 產 品 


二 千 五 百 莴圓に 達し、 五 百萬圓 

十二 銀行と 共に 六 億 五 千萬圓 

易 額は橫 濱 港 の 壘を摩 し、 大 築 

出 二百 萬圓を 超え、 三十 六 年よ 

る 神 5' 市の 發展實 に 著る しき 


に 近き 資本 を 有する 七 

の 預金と 一億 一千 萬圓 

港 工事 は 將に著 手 せら 


hN も 多き こ 

もの あらむ 


五十 萬圓 

せ -^。 


銀 行 は、 神 S '支店 を 有す る 

に^する 貸付金 を 有 し. 賀 

れ むとし 、市の 財政 は總歲 

に 垂んと し， 諸 方面に 於け 


(一) 一 


S 

S 

(六) 


三十 七 

明 治 三 

三十 七 

同 $5。 

同 杏。 

第 一 九 

三 十 七 

神戶新 

十八 年 

十四日 _ 


八 年 戦役 劝鑌 調査 害 

十七 年 祌戶市 事務 報 告、 兵 事の 條。 

八 年 戰役功 綾 調査 弯 

明治 三十 七 年度 祌戶 市會成 議錄， 

號 議案。 

八 年 戦役 功 綾 調査 香。 

聞、 明 治 三十 七 年 八月 十七 B  、同 三 

1 三日 ー 十 日-三 二十 三 日. 二 


S 一 

(八) 

(10) 

三) 一 

a  二)； 


同 新 

同 新 

同 新 

三 十 

年. 同 

同 書- 

神 戶 

三 十 

明治 

神 戶 


• 同年 五月 三十 B  (- 六月 五日- 

同年 九月 十日。 

_ 同年 九月 七 BI 十日- 

八 年 戦役 功 緩 調査 書。 同 三 

十八 年 神戶市 事務 報 告， 兵 事 

經 濟大辭 書、 卷 四、 明治の 財政 

聞， 明 治 三十 八 年 六月 二十日， 

八 年 戦役 功績 調査 書" 

十八 年 神戶市 事務 報 吿， 兵 亊 

聞、 同年 十月 二. 十九 B" 


十 七 

の 條_ 

の 項" 


の 條。 


§ 三十 七 八 年 戦役 功績 調査 書 d 

010 神戶新 聞、 明 治 三十 八 年 十月 三十 日、 十 一 

月 十日。 

(一 一；) 同 新聞， 同年 九月 二十日。 同年 度 神 戸市 

會成 議錄、 第 四九號 議案" 三十 七 八年戰 

役 功績 調 査 書。 

0 七) 同書。 

(一八) 同 害。 

(一ち 明治 三十 六 、七、 八 年 兵庫縣 統計 書、 交 通 の 

項。 同 三十 八 年 神戶市 統計 書， 交 通の 項。 

(5) 阪神 兩 港に 於け る戰爭 影響 調査 復命 書。 

0 一  一 _ 神戶 商業 會議所 月報、 明治 三十 八 年 十二 

月 號。 神戶 新聞、 同年 同月 九 Hn 一十三 日。 

(一三) 阪祌兩 港 _レ 於け る戰 爭， 影 響 調 査 復 命 害 d 

i) 明治 運輸 史、 侮 運、 九 六 頁" 

(g) 明治 三十 八 年神戶 港外 國 貿易 概況 • 三 八 

九— 三 九 四 頁。 

S 神戶新 聞、 同 三十 七 年 五月 九日 U 

(1 一六) 同 三十 八 年神戶 港外 國 貿易 槪況、 三 八 八 

—三 九 四 頁 ■ 
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U 一七) 同 害， 三 九 七— 四 〇 五 頁。 

UK) 同 三十 七 年 同書 二  —五 頁。 

(一！ 九) 同 三十 八 年 同 書， 三 頁。 

(一一 一 0) 同書 二三、 五— 八 頁。 

(15 明治 運輸 史、 軌道 二 四 七 頁。 

(一一 一二) 神戶 新聞、 明治 三十 八 年 四月 十二 日 ー  二 

十七 日。 明治 三十 八 年 兵庫縣 統計 害， 交 

通の 項。 

(き 一一) 明 治 三 十 六、 七、 八 年 同書。 明治 運輸 史、 軌 

道、 四 四 七 頁 U 神戶新 聞、 明 治 三十 八 年 四 

月 二十 七日。 

(一一 一 s) 同 新 聞、 同 年 七月 五 曰. 八 月 九日、 二十 九日。 

同 三十 七 年度 神 戶市會 成 議錄、 第三 四號 

議案。 

§ 明治 運輸 史、 軌 道， 四 五 五、 四 五六 頁。 

S 明治 三十 八 年 神 戸市 統計 書、 戶 口、 商 ェ 會 

社、 金 融の 項。 同年 神戶 港外 國 貿易 槪況、 

1 I 三 頁" 神戶 築港 問疆 沿革 誌、 四 九 I 

五六 頁。 同 四十 年 神 戸市 財政 要覽ニ 〇 

I 1 三 頁。 

三 五 1 


神 戶市史 本 編 總說 


五 


第 十 章 日露 戰役 後歐 洲大戰 開始に 至る 間 

神 戶の發 達 

市廳 改築 祌芦 市の 人口 は 年々 夥しく 增加 し、 明 治 四十 三年に は 四十 萬 一 千 九 百 人に 逹 

し、 之 を 市制 施行の 當 初に 比して 優に 三倍 を 超 え、 地 域 は 約 二倍 九 百 九十 四 萬 坪 

を算 する に 至れ hs。 而 して 人口 及び 地域の 急激なる 增加 と共に 商工業 幷に賀 

易 も 大に發 達を遂 げ、 市 內 諸種の 施設 亦 皆 犬に 面目 を 改め たれ ば、 市 行政の 事務 

も亦從 ひて 著る しく 繁多 を 加へ、 廳舍 夙に 狭隘 を吿 ぐるに 至り たれ ば. 是 より 先 

き 三十 九 年 八月 市會は 工費 二十 二 萬 七 千 餘圓を 以て 新築 を 可決し、 四十 年 十 一 

月 橘 通 一 丁目 二番 地に 起工し、 四十 二 年 十二月 を 以て 全部 竣工せ る を 以て、 四十 

ニニ 

三年一月ょ.^新廳舍に於て事務を取扱へb。 又 斯く神 II； 市の 膨脹して 大都市 

とな. r- し 上 は、 一 個の 市役所の みに て は 不便 多し と て， 市會 議員 中市內 に 若干の 

行政 區を 設け 區 役所 を 置かむ こと を 建議せ る あ， 9 て、 四 十二 年 二月 市 會も滿 場 

1 致 を 以て 之 を 可決した りし が、 實 行の 機尙 熟せ す、 遂 に 法案の 提出 を 見る に 至 

ら さ，. 9 き 

第十窣 B 露 戦役 後 欧洲 大戦 開始 LL 至る 間 神 戶の發 達  三 五三 


新 市制 一 WJ 跑 

準備 


市 會議負 選 

擧^ の 改正 


神 戶市史 た ， 化 

明治 四十 Z 年 四月 六 

神 1:3' 市會は 同年 九月 調 

改正、 市會ょ ， り 市 參事會 

に關 して 調査せ し め、 別 に 各 

助役 これが 委員長と して 每 

あり。 其 他 或は 新舊 市制 條 

便 に し、 或 は 專門學 者 を 招聘 

れし 各市 聯合 研究 會に 吏員 

明治 四十 四 年 十月 一 日 を 

の 變象を 起 こさし めしに あ 

,5、 選 擧區の 改正の 如き は 其 

改選 を 行 ひた る を 以て、 大正 

ら ざる こと、 なれ. h -。 因 

係 か る 神 11^ 市 條例第 十五 號 

區 な，.^ し を 改め、 從 來四區 に 


a  三 五 四 

日 新 市制 及 町村制 公布 せら れ. 其 實施 近き に 迫 りし 

査 委員 七 名 を 擧げて 市會々 議 規則 幷傍聽 人 取締 規 

に 委任すべき 事 項、 其 他 市 會の權 限」 屬 する 諸般の 

長 以下の 市吏員 を 以て 市制 硏 


111』 


一 囘開會 し， 新制の 施行 

を 印刷し て 名 譽職其 他 

て 市制に 關 する 講演 を 

派して 研究せ しむる 等- 

て  實 施せられ し 新 市制 

や と 雖、 市 制の 改正 は必 

例な.^。 市 會は曰 15^ よ..^ 

年 四月に は 新 市制に よ 

大正 元年 十二月に 至り- 

市會 議員 選擧 區に關 する 

屬 せる 林田區 を獨 立せ し 


て 


な 

-實 

る 


め 


究會を 組織せ 

關し具 さ に 研究す 

配附 し、 以て 對照硏 

さ し め、 或 は 東京に 

施 準備に 努 むる 所 

特に 神 Itl 市に 何等 

的に 若干の 更正 を 

き 前年 四月 議員の 

總 選 舉 を 爲 さ  >  る 

治 三十 四 年 三月 制 

程に 修正 を 加 へ 、四 

て 之 を 第五 選擧區 


か ば， 

M の 

規定 

し め、 

る 所 

究に 

開 か 

(en 

あ -9。 

急激 

伴 へ 

半數 

ベ か 

定に 

選擧 

と な 


し、 市 會 議員 定員 四十 二 名を增 加して 四十 八 名と なせり。 卽ち第 一 選 擧區葺 合 

區 定員 四 名 を 六 名， 第 二 選 擧區神 In 區 十三 名 を 十四 名、 第 三選 擧區湊 東 區. 湊 區 九 

名 を 十 名、 第 四 選擧區 湊西區 十六 名 を 十四 名、 第五 選 舉區林 田 區を四 名と 定め、 大 

C 五ノ 

正 二 年 二月 條例第 十號を 以て 之 を 公布せ り。 

市民の 對市 當 時に 於け る 選 擧有權 者の 增加も 亦 著る し /、、明 治 三十 三年 衆議院議員 選. 擧 

資格の 擴張 ありし 結果と して、 明治 三十 五 年の 總選擧 に 於け る 市 內の有 權者は 

二 千 七 百 二十 三人 を算 せし もの、 大正 三年に は增 加して 七 千 五 百 二十 三人と な 

り、 縣會 議員 選 擧存權 者 は 同 一 期間に 四千 三百 三十 三人よ. 9 一  萬 八 百 四十 一 人 

となり、 市會 議員 選擧. 有 權者は 三十 五 年の 五 千 九 百 九十 三人よ. 0 大正 二 年の 一 

萬 四千 五 百 五十 五 人となり、 いづれ も 非常なる 增加を 示せ. 9。 然るに 由來神 III 

市民 は 本業た る 商工業に 專ら にして、 一 般 政治の みなら す、 市 行政に 對 しても 冷 

■ 淡な りとの 譏 あ b。 選 擧權の 行使に 至 しも 尙遺 槭を存 する もの 多 く、 此 前 後 

に 行 はれし 數囘の 選擧に 就て 之 を 見る も、 明 治 四十 五 年 五月の 衆議院議員 選擧 

に は、 現 住人 口 千分の 十七の 有 權者中 三 割の 棄權者 あり、 大正 二 年 一 月 執行の 縣 

會 議員 補 缺選擧 に は、 現 住人 口 千分の 二十 九の 有 權者中 九 割の 棄權者 あり、 同年 

第 十 章 日露 戰役 後歐洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達  三 五 五 


B 露 戦後 事 

業界の 起伏 
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四月 執行の 新 市制に よる 

中、 棄權者 は 其 三 割 四 

對 する 態度 を徵 する 

日露 戰役 後に 於け 

の 趨勢 を 反映せ る も 

勃 與の氣 勢 を 挫折せ 

な ら す、 巨 額に 達せし 

後 一 般の經 濟界は 決 

而 かも 容易に 實行を 

る 所と な たれ ば、 金 

熱の 勃興 を來 すに 至 

は 株式の 取引に、 熱狂 

設 資本金 十二 億 三千 三百 

而 して 其 內約五 億 三千 萬 

しめし 所なら む。 され ど 


分 

る 

？ ill 

し 

的 


三 玉 六 

市會 議員 總選擧 に は、 現 住人 口 千分の 三十 三の 有權者 

占め、 五千餘 票を算 せる が 如き は、 以 て 市民の 市 行政に 

(七) 

る -べ きも y と. 

市 商工 賀 易の 狀態は 、正に 當 時に 於け る 本邦 事業界 

し て、 講 和の 成果に 對 する 國 民の 失望 は、 延 て 暫く 產業 

るに 至りし も、 戰役中 軍需品の 製造 額 莫大な， 0 しのみ 

の 大半 は 直接 間接に 內地 市場に 散布せられ しか ば、 戰 

甚 しき 不況に は あらす。 加 之 日 淸役後 屢 * 計 畫 せられ 

りし 外資の 輸入 も 、戦後 は外國 資本家の 好みて 提供す 

玆に活 氣を帶 び 、産業界 は 一 大 革新の 機運に 向 ひ， 事業 

) されば 三十 八 年下 半季 以來 或は 新會 社の 設立に、 或 

進 を 見ざる なく、 以て 四十 年上 半季に 亙. >  、遂に 會社新 

餘莴圓 、旣設 會祉擴 張 五 億 五 千 六 百餘萬 圓を算 したり。 

圓が 運輸 業の 擴張 新設に 投 せられた る も 亦 勢の 然ら 

斯 かる 狀態は 到底 永續 すべ きものに 非 ざれば、 三十 九， 


神 戶の率 業 

界 


年下 半季の 頃よ. 0 財界 漸く 不穩の 兆 を 現 はし、 起業 熱は變 じて 投機熱と なる に 

及 び、 玆 に 反動 時代の 端 を 啓 き、 四 十 年上 半季に 於て 其徵候 著る しか- 9 き。 され 

ば 神 芦に て は 其 影響 先づ 米穀 及び 株式の 取引に 現 はれ、 三十 九 年初 頭以來 只管 

昂騰 を績 けたる 諸 株 は、 玆 に. 俄然と して 一 齊に 暴落 を 始めて よ b 1 瀉 千里の 勢 

底止す る 所 を 知ら ざら むとし、 銀行の 取 付、 破產 商人の 續 出と 相應 じて 遂に 經濟 

界の大 恐慌 を 現出し たれば、 銀行業 者 等 俄かに 警戒 を 厳に し， 金融 は圓 滑を缺 き、 

同年 下 半季 を經て 四十 一 年に 及び、 其 勢 愈 < 猛烈と な..^, 加 ふ る に 銀塊の 下落. 輸入 

の超過、外國商館の破^^等悲観す べき 幾多 材料の 續出 する ありて、 財界 は 益  < 險惡 

を 加 へ、 救濟の 聲は隨 所に 起. 商品の 大 停滯， 生 產の大 減 縮、 一 般 消費の 大 滅少幷 

びに 之に 伴 ふ 物 價の大 下落 等- 滔 々として 經濟界 を 侵 迫せ し が、 四 十二 年に 至り 

て 恐慌 僅に 恢復の 緒に 就 き、 事 業界 は 再び 堅 實の徑 路を迪 るに 至れ h^。 

更に 詳に神 tr^ 市の 事業界 を 観る に、 明治 三十 八 年中に 新設 せられし 會社 十六、 

其 資本 百 九十 餘萬圓 、三十 九 年に 十八 會社ニ 百 六十 萬圓な しが、 同年 中に 計畫 

さら ュ I 翌四十 年 成立せ る もの に 至，. ^ て は其數 更に 多 — ^ て、 會 社數 三十 一、 資本 

金 二 千 四百 八十 餘萬圓 に 達せり。 然るに 四十 一 年に は 會社數 は 三十 三 を算し 
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な が ら、 資 本 金 は 僅に 二百 八十 餘萬圆 に 過ぎ やして， 明かに 經濟的 否况の 旣に始 

ま れるを ：- 小 し、 爾 後 大正 元年に 至る ま で此 形勢 を 長 じ、 會 社の 新設 益， 多く 一  ケ 年 

に 五十八 を算 せし こと あるに 拘 はら す、 其 資本に 至 h- て は 一 ケ年 多く も 四百 十 

六 萬圓に 過ぎす して、 fa 四十 萬圆に 至， 5 しこと あり。 然るに 大正 二 年に 至りて 

形勢 稍， 變じ、 十一 ヒ 新設 會 社の 資本 は 二 千 百 餘萬圓 に 達せし も， 大正 三年に 至り 

新！？. は 酋社數 七十 九 を算 したる に拘は らャ、 其 資本 僅 に 百六十餘萬圓 に 過 ぎ ざ h^ 

き。 これ 蓋し 歐洲大 戰勃發 の 影響 及びし が 故なら む。 若し 夫れ 明治 三十 八 年 

以降 大正 三年に 至る 十ケ 年間 を 通算 すれば、 新設 會 社の 總數五 百 四十 七に して 

其 資本 一 億 一 千 九 百 七十 餘萬圓 、拂込 額 七 千 七^ 六十 七萬圓 となる。 之 ど 大正 

三年 末 現在の 三百 十三 會祉. 資本 六 千 八^ 三十 七 萬圓に 比し、 尙ほ此 大正 三年 末 

現在の 統計 中には 明治 三十 八 年 以前の 設立に 係 かる もの を 含む こと を も倂せ 

考 ふる 時 は、 以 て 日露 戰役後 • 神 11^ に 新設 せられし 諸會社 中、 少 からざる 部分が 解 

散の 否運に 遭 ひし を 知る べし。 然れ ども 之 を 以て 直ちに 神 芦 市に 於け る 事業 

界 の 退 步 を l^is る も の と な す は 早 計 に し て、 戰 後 企業 熱の 勃興に 乘 じて 致す こと 

を 得た る堅實 なる 發展 は- 頗 る 見る に 足る もの あ. 5。 就中 神 11； 市 を 中心として 


計畫 せられし 軌道 事業の 如 き、 最 も 特 

社 は 旣に營 業 を 開 き た る も， 兵 庫 明 石 

る 兵 庫 電氣鐵 道 及び 明 神電氣 鐵道兩 

の 同 一 區 間に 軌道 を 敷設せ むと 出願 

其 他 兵 庫 娘路間 二十 七哩の 兵姬電 氣 

圓 を 以 て、 鳥 収. 兵 庫- 津 山. 網 干 間 百ニ哩 

五 百 萬 画 を 以 て、 兵 庫 須磨間 十哩の 須 

五十 萬圓を 以て、 神 tl; 寶塚間 十 餘哩の 

資本金 二  Kn 五十 萬 圓を以 て、 神 II； 御影 

資本金 三： C 萬圓を 以て、 神 11； 街鐵の 資 

に よ 、京 都 神 ItL- 間 五十 五哩の 京神電 

に よ .rz 同 じく 京都 神 間 五十 七哩の 

以て 大井卜 新 等に よ ，5、 摩 耶 山麓より 

萬 面 を 以て 山 本繁造 等に よ-？ て 相次 

の多數 は經濟 界の大 恐慌に 遭 ひ 中途 

笫十箄 B 露 戦役 後 欧洲 大戦 開始に 一 


筆す るに 値す。 當時 阪神 電氣鐵 道 株式 會 

間 電氣鐵 道 敷設に つきて は、 旣 に 出願 中 な 

株式 曾 社の 計畫 以外に、 攝 播電鐵 株式 會社 

する に 至 り、 玆 に 三 社 競爭の 姿と なる あり 

鐵 道が 松尾寬 三等に より、 資本金 百 二十 萬 

の 陰陽 電車の 高 川 定次郞 等に よ.. >  資本金 

磨 電氣鐡 道の 光村 利 藻 等に よ 資本金 百 

神 UT, 寶塚 電氣鐵 道の 川 崎 芳太郞 等に よ. り 

間 十七 哩の 灘循還 電車の 渡邊徹 等に よ. 9 

本 金 約 六 百 萬圓を 以て 村 野 山人 其 他數派 

鐵が. 資本金 八 百 萬圓を 以て 大林芳 五郎 等 

大京神 電鐵の 資本金 一 千 二百 五十 萬圓を 

山頂に 至る 摩耶 鋼索 鐵 道の 資本金 三十 五 

しで 計畫 出願 せらる. -ぁ り。 是 等の 計畫 

にして 挫折し たれば、 大正 二 年に 於て 實際 

*1 る 間 神 戶の發 達  三 五 九 
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に營 業せ る は 阪神 電氣鐵 道 株式 會 社の 資本金 七 百 萬圓を 以て， 神 In- 電氣鐵 道 株 

式會 社の 千 四百 八十 五 萬圓を 以て、 兵 庫電氣 軌道 株式 會 社の 二  萬圓を 以てす 

る あるに 止まれり。 

工業の 教逢 開港 以來 貿易港と して は 異常なる 發達を 成せし 神 5- 市 も. ェ 業 地と して 重要 

なる 地位 を 占む る 能 はざる こと 久し か， 9 し が、 日 淸. 日 露のニ大戰役にょ.：^本邦 

の 工業 大 飛躍 をな せる と共に、 神 1:1' 市 も 亦 工業界に 於て 顯 著なる 發 達を遂 ぐる 

を 得たり。 日露 戦役に 於て 殊に 然り となす。 神 市の 工業 會社は 明治 三十 八 

年末に 於て 合計 十七、 其 資本金 七 百 十 萬圓、 工場 二百 六十、 職工 徒弟 三 萬 一 千餘人 

にして ヹ 産品 は 二 千 三百 餘萬圆 に 過ぎ ざり しに、 四十 年に は 三十 一 會社 資本金 

二 千 百 四十 三 萬 圓に達 し、 其 ェ產額 亦 四千 九 百 萬 圓を超 え、 四 十 一 年 以後 は 更に 

急速なる 進步を 遂げ、 爾後 五ケ 年間に 創立 せられし 工場の み にても 二百 三十 七 

を算 し、 大正 元年 末 現在 工場 數は七 百 三 十、 其 職工 徒弟 數三萬 九 千 四百 餘 人に 達 

2  二 1 

せし が、 大正 三年に は 更に 增 加して 工場 數總計 一 千 百 九十 三、 職工 徒弟 四 萬 二 千 

六 百 餘人ヹ 業^ 社數 二十 一 社， 資本金 二 千 四 kn 六十 餘萬圓 となれ り。 更に 之に 

加 ふるに 市內に 支店 又は 支 工場 を する 工業 會社を 以てせ ば、 會社數 九十 八、 資 


本 金 五 億 三千 餘萬圓 、拂込 額 九 千 餘萬圓 に 達し， ェ產額 九 千 五 百 餘萬圓 に 達すべ 

(-  一 -コ 

く、 之 を 明治 三十 八 年末に 比する に 其 增加發 達 正に 隔世の 感ぁ とす。 

H 場の 分布 市內に 於け る 工場の 分布に も 亦變遷 あ， 9。 今 便宜の 爲め 全市 を 十二 區に分 

つ とき は、 四十 四 年末に は 工場 數に 於て 第三 區神 B- 部 を 首位と し， 職工 數 に 於て 

は 運河 沿岸 須佐 通以 西、 運 河 以東 御崎 村. 吉 田 新 田. 尻 池 御藏 通 を 合む 第九區 最も 

多 卒 均 職工 數に 於て は 和 田 崎 町丄 庄 通. 今 和 田 新 田. 和 田 宮通を 含む 第 七區を 

以て 第一と せ し ノ；^  、大 正 三年 末に 至りて は 第三 區は 工場 數に 於て、 第 七 區は卒 均 

戳ェ數 に 於て 共に 依然として 首位 を 保つ も， 職 ェ數に 於て は 第五 區卽ち 川 崎 部 

東 F- 崎 町 外四ケ 町の 第 九區を 凌駕して 首位 を 占む る を 見る。 蓋し 第三 區は染 

職工 場 其他雜 工場 多 く、 數 に 於て 遙に 他區を 凌駕す と 雖、 市 の 中心地 域と して 大 

工場の 存在 を容さ 、v るが 故に、 全區 職工の 總數ニ 千 餘人ヹ 場に 於け る 平均 職工 

數は 僅に 九 人に 過ぎす。 第 七區の 平均 職工 數に 於て 首位 を 占む る は、 三 菱 造 船 

所が 此 地域の 大半 を掩有 し、 其 以外の 工場 僅少なる を 以てな り。 第五 區が 職工 

總數に 於て 急激なる 增加を 示せる は、 新 工場 の 多く は 機械工業 を營む ものにし 

て、 其 等 工場の 規模 亦 小なら ざり し を 以てな， り。 惟 ふに 神 11^ 市 は 其 地形 東西に 
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ェ 額の 救 
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長く して 水利に 遠き 場 

根 坪九圆 乃至 十圆の 程度 

て：；^ も 好適な..^ とい ふ ベ 

祌 III の 將來亦 有望 な b  Ic 

神 市の ェ產額 は 明治 

より 九 千 五 百 二十 餘萬圓 

も顯 著なる 增加を 示せ る 

の 二倍 八 百 三十 餘萬圆 と 

の 四 倍 三百 七十 餘萬圆 と 

餘萬圓 となれ る、 人 造 肥料 

十 萬圓に 上れ る、 精糖 の I 一 

千餘圓 より 三百 三十 餘萬 

三年 始め て 生産 せられし 

六ソ 

Ir  0 


少く、 而 して 其 兩端は 耕地整理 漸く 成らむ として 其 地 


云 


在 b、 甚 しく 不 廉と稱 すべ から ざれ ば- 

西部 は 東部よ も 更に 便な， 5。 工業 

ハ  一 S1 

ふ ベ し。 

十 年 乃至 大正 三年の 八 年間に 四千 六 

上 り、 卽 ち 二倍 强の增 加 を 示せし が、 主 

製粉の  一 i$ 四 分 年額 六 KC 八十 五萬圓 

れる、 船舶の 三倍 二 千 四百 五十 餘萬圓 

れる、 精穀の 五倍 五 百十餘 萬圓， 製油の 

六 倍 三百 十九 萬 餘圓、 織物の 三 萬餘圓 

圆ょ，.^ 一  躍して 約 五 fR 萬圆 となれ る 

と な れる 等な り。 而 して 護 謨、 麻 眞 田 

拘 は も A 、同年の 産額 前者 二百 萬 圓、 後 


工場 敷地と し 

都市と しての 

百 三十 萬餘圓 

耍ェ產 物中最 

となれ る， 憐寸 

となれ る、 樟腦 

五倍 三百 六十 

よ 約 三百 四 

• 車輛の 僅々 四 

の 如き は 大正 

者 八十 六萬圓 


明治 三十 九 


を算せ 

日露 役戰捷 の 餘饗の 神 tr^ 港の 貿易に 現 はれし は 論を俟 たやして、 明治 三十 九 


年 tf? 至 四十 年に；^、 ける 輸出 は 一 億 一 千 餘萬圓 とな り、 著 しき 甞進を 示せり。 輸入 は. 一億 九 

三年の 貿易 

千 二  fa 餘莴 圓を算 し、 前 年に 比し 却り て 稍" 減 返 せりと 雖、 此 減少 は 蓋 し 三十 八 年 

の賀易 額が 軍需品の 思惑 輸入の 爲 めに 空前の 巨額に 上 b しによ る ものな. 9。 . 

而 して 三十 九 年の 賀易を 以て 戰前卽 ち 明治 三十 六 年に 比する に、 輸出に 於て 二 

千 八 百 萬 圓、 楡 入に 於て 三千 七 百 餘萬圓 の 增加を 示す は 、戦勝に より 新 販路の 開 

拓 せられた ると 、戦後 財界の 好況に 伴 ふ 生 產の增 加、 船 腹の 增加幷 に 之に 伴 ふ 運 

賃の 低下 等に 基く ものなら すん ば あらす。 而 して 翌 明治 四十 年に は戰後 財界 

の膨 帳に 伴 ふ各稱 工業 材料の 購入 及び 世界 市場 一 般 の活氣 等に 因り、 輸出 一 億 

六 百 餘萬圓 、輸入 二 億 二 千 三百 餘萬圓 、合計 三 億 三千 萬圓な る 空前の 巨額 を 示せ 

し が、 幾 もな く 事業界の 不況に 俾 ひて 漸く 沈 衰に傾 き、 四 十 一 年の 初經濟 界の不 

振 愈 <甚 しきに 及び 事業の 中止 又は 緊縮 をな す 者 多く、 諸 材料 購入 も爲 めに 激減 

し、 加 之 銀塊の 暴 落、 北 淸 の 恐 慌、 日 貨の排 斥、 歐 米 市況の 動搖 等、 賀 易の 障碍と なる 

べき， 原因 少 から ざり しか ば、 其 結果と して 輸出 は 八 千 四百 餘萬圓 に、 輸 入 は 一億 

九 千 百 餘萬圓 に 減じ、 總 額に 於て 前年より 少 きこと 一 割 六 分 五 厘、 最近 五ケ 年の 

平均 額に 比する も尙 五分 四 厘の 減少 を 示し、 近年 稀 有の 否 況に陷 れり。 其後輸 
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出 は 四十 二 年に 入 b 稍， 加した る も， 輸入 は 前年に 比し 更 

約 九 百 六十 萬 圆卽ち 前年の 三分 五 厘を增 加した るに 過ぎ 

の 不景氣 僅に 恢復の 曙光 を 見し のみに て、 商 取引の 警戒 未 

由る。 然れ ども 此の 財界の 不況 は 一方に 於て 內地 生產品 

のみなら す、 戰 後 企業 熱 勃興の 際計畫 設立 せられし 諸 工場 

て 生 產を增 加す る あり。 欧米 巿况亦 恢復して 需要 を 喚起 

の 增加を 致 し、 加 ふるに 銀貨 相場 稍. -f? 調に 赴きて 東洋 方面 

る 因と な. 0 しょ b  、年 末に 至， りて 輸出 俄に 盛 况を呈 する に 

て は 本邦 經濟界 の 順調と 支 那. 印 度 方面 農作の 良好 及び 歐 

俟 ち て， 賀 易 額の 前年よ.^ も 更に 增加 する こと 輸出に 於て 

於て 二割 五分一 厘. 總 額に 於て 二割 三分 八 厘の 多き に 達し 

る 三十 八 年 及 三十 九 年の 輸出入 額に 比する も遙に 巨額な 

易 史上 空前と 稱 せらる 、 四十 年の 記録よ も， 多 きこと 二 

hv。 而 して 同年の 全國賀 lE^ 額が 朝鮮 移出 入 を 合算す る も 


を^ 加せ るの みなる に， 神 S '港 貿易が 二割 四 分 五 厘の 增加を 示 し、 其 率に 於 


に 減少し、 賀 易の 總額 

す。 これ 蓋し 事業界 

だ 全く 緩 まざりし に 

の價格 低落 を 導きし 

の 漸く 其 工事 を竣へ 

したれ ば、 勢 自ら 输出 

の 輸出 を 促進せ しむ 

(二 〇) 

至.. -, 四十 三年に 入り 

米 經濟界 の 好況と 相 

二割 一 分 三 厘， 輸入に 

時 特別の 事情 に よ 

るの みなら す、 神 賀 

千 二百 餘萬圓 に 及 ベ 

前年の 一割 七 分 一 厘 

て 全 


明治 四十 四 

年 乃至 大正 

三年の 貿易 


國諸港 中 第 一 位に 居..^ し は、 こ 

製 品、 製 帽用 異田幷 各種 同 製品 

類、 織物 類 等の 增 加に 因る もの 

明治 四十 四 年に は 初春 以來 

て、 前年よ， 9 も 貿易の 前途 も頗 

該 方面 へ の 輸出に 大 打撃 を與 

に 於て 僅に 三十 萬 圓の增 加 を 

の關稅 改正 を 見越せる と、 內 地 

微か らざ りしと によ h- 、 移入 を 

に 於て 七 分 六 厘の 增進を 示す 

鎮靜 後の 大 需要、 銀貨の 騰貴 及 

幾多の 原因 相 加 はりて、 總 額に 

記錄を 留め、 大正 二 年 も 亦此好 

せし が、 大正 三年に は歐洲 大戦 

碍現は れ、 輸 出 は 一 億 六 千 七 百 


れ其 主要 貿易品 

の增 加、 輸入に あ 

(二 一 〕 

と す。 

歐米及 東洋 諸國 

る 有望なる もの 

へ たれ ば， 朝鮮よ 

見る に 過ぎ ざ 

諸 工業の 發展に 

除く も尙ニ 千 六 

(ニニ  ) 

を 得， 大 正 元年に 

農作の 豐 饒、 幷 に 

於て 二割 を增加 

況 を持續 して 前 

の 勃 發、 支 那の擾 

餘 萬. 面、 輸 入 は ニ_ 


として 輸出に 在りて は 綿 絲及綿 

.0 て は 繰 綿 を 始め 各種 原料 品、 鐵 

の經濟 事情 槪ね 良好な りし を以 

あ， 0 し が、 十 月 以降 淸國の 革命 は 

りの 移出 を 加 ふる も、 尙 輸出 總額 

き。 然るに 輸入 は 之に 反 し， 七 月 

伴 ふ 原料 品 幷鐵材 機械 類の 購入 

百 十餘萬 圓を增 加し、 輸出入 總額 

入る や 、欧米 諸國の 好况、 支那 動 1 

印度 方面に 於け る航 運の 競爭等 

し， 四 億 五 千 二百 萬圓 なる 空前の 

年より 更に 六 千 四百 萬 圓を增 加 

亂、 銀 塊の 暴落 等 賀易上 幾多の 障 

億 八 千 二百 萬圓 とな h- 、前年に 比 


第 十 草 日 戦役 後歐洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達 


1 二. K 五 


神戶市 *1 本 編 總說 

し， 輸出 一 分 六 厘、 輸入 一 割 八 分 五 lisi 額 


(ニー 二) 


に 至れ 

SS 易と おし 夫れ； i: 戶の^ 易に 加 ふるに 此港 

の 比較 

貨物 を 以てせむ か、 出入 货 物の 總額は 明 

に 比し 更に 三千 K" 餘萬圓 乃至 四千 五 百 

三百 餘萬圆 、大正 二 年に 七 千 餘萬圓 、大正 

(二 四) 

べし。 而 して 神 1!； 港の 賀 易の 明治 二十 

るの みなら や、 神 稷 卸の 大 阪税關 手数 

橫濱に 及 は ざ .9 し 輸出の 場合に 於て も 

國 輸出 總 額に 對し撗 濱四割 七 分、 神 liu  二 

三 割 三分の 割合と な ろに 至れ..^ -  f つ 

• と 約 九 百 萬 画に 及べる を 始めと し. 爾 後 

(二 五 ：- 

貿易 消長の 一 端 を 察すべき ものな り。 

沿岸5=^易資 神 の賀易 中內地 沿岸 諸 港との 間に 

科 

機 關を缺 ける 故 を 以て 之 を 詳記し 難 


,  三 2 ハ 

一 割 二分 九 厘の 減少 を 見る の已 むな き 

を 利用して 積 卸 をな せる 大阪稅 關手數 

治 四十 年 乃至 四十 四 年に 於て 上記の 額 

萬 圓の增 加 を 見る ベ く、 大 正 元年に 五 千 

三年に 於て 六 千 百 餘萬圓 の 增加を 見る 

六年以 來、 輸 入に 於て 每に橫 濱を凌 驚す 

貸 物を倂 算 す れば其 差 愈 <大 と な り. 毎 に 

其 差 次第に 少額と なり、 明治 三十 九 年 全 

割な.^ しも の、 大 正 三年に は 割 三分と 

て 輸出入 總 額も橫 濱港總 額に 過ぐ る こ 

每に數 千 萬 圓の差 を 示せる は、 以 て兩港 

行 はる  >  ものに 關 して は、 久 しく 其 調査 

、唯 神 築港 調査 會が 出入 船舶 登 簿噸數 


沿 

岸 
貿 
易 


幷に隻 数等に 

甲 第二 號を以 

定す るに 及び- 

明治 四十 四 年 

年刊 行し つ 

築港 調査 會 

十 萬餘嚼 な. - 

沿岸 貿易 は 同 

わ 推， まに 基く 

比して 少か， 0 

に 明治 四十 四 

九 厘、 陸 運に よ 

る に， 大 正 元年 

による もの 一 

は 合計 六 百 十 

第 十 章 


よりて 

て 出入 

兹に始 

の實際 

„ '二 六， 1 

あ -り。 

の 調査 

しもの 一 


の な 

に拘 

の 神 

も の 

は 總 

三分 

萬餘 


推算せ る ありし のみ 

船舶 及び 輸出入 貨物 

めて 精確なる 調査の 

にっきて 初めて 資料 

に よ れ ば、 明治 三十 年 

漸次 增 加し、 四十 四 年 

二  f.!: 三十 七 萬噸ょ b 

れ ば M に lis を 措き， 

はら t 其 差違 次第に 

In- 港 海陸 輸出入 總噸 

一 割 四 分 四 厘に 對 し- 

訐七百 三 萬餘噸 中、 外 

二 厘に 對 して 沿岸 賀 

噸 中、 外 國 貿易に よる 


な b し に. 明 

品種 の 調 

基礎 定 ま る 

の 蒐 集 を な 

陸運に よ，^ 

に 七十 七 萬 

百 七十 一 萬 

し と雖、 當時 

減じつ、 あ 

量 中、 其 外 國 

，沿岸 賀易は 

國 貿易に よ 

易 は 四 割 一 

もの 四 割 六 


日露 戦役 後 欧洲 大戦 開始に 至る 間 神 戸の 發達 


治 四十 一 年 兵 

奄に關 し. 項 目 

を 得 たれ ば， 神 

し， 爾來 其槪要 

神 In- に發 著せ 

六 千餘噸 とな 

陸運に よる 貨 

る を 知る を 得 

賀易 による も 

三 割 一 分 七厘 

る もの 四 割 六 

厘 を 占め、 大正 

分 五 厘、 陸 運 に 

三 六 七 


庫縣が 訓令 

及樣 式を規 

11^ 市に 於て 

を 錄 し 


る 貨物 

れ るに 

と あ hN„ 

物の 海 一 

ベ し。 一 

の 五 割 一 

を 占め； 

分 七厘 • 

三年に 一 

よる も 


て 每 

約 三 

對し、 

運に 

然る 

三分 

しな 

於て 

の 一 


神 戸市 史 木 編 總說  三 六 八 

割 八 分 八 厘に 對し、 沿岸 貿易 は 三 割 四 分 七" M に 減じた る は， 是れ 蓋し 歐洲 戰亂勃 

發 による 外國 貿易 減 返 と、 本 邦 經濟界 の 否況な b しに 歸 せざる ベから す。 之 を 

要するに 沿岸 賀易は 一 張 一 弛 を 免れす と 雖、 神 芦 港に と.^ 重要なる 關係 を^す 

る を 示す に 足れ. 9。 而 して 明治 四十 四 年 沿岸 貿易の 到 著 價額五 千お 八十 餘萬 

圓中， 最も 多き は總 額の 三 割 八 分 一 厘 を 占め， 一 千 九 百 七十 七 萬 餘圓に 達する 食 

料 粗製品に して、 發送價 額 五 千 三百 三十 九萬圓 中に 在， 5 て は、 其 三 割 三分 卽ち 一 

千 七 百 七十 七 萬圆に 達して 第一位 を 占む る も 同じく 食料品な りき。 大正 元年 

に は 出入 共に 激增 して 合計 二百 八十 二 萬喷、 一 億 八 千 七 百 七十 餘萬圓 に 上りし 

が、 原料 品が 發 送に 於て 三 割 九分 一 厘、 原料 用 製品が 到 著に 於て 三 割 六 分 六 厘 を 

占 め， 共 に 第一位に 居る こと 注目す ベ く， 大 正 三年に 於ても 原料 品は發 送に 於て 

四 割 八 厘 を 占め、 到 著に 於て は 食料 粗製品 三 割 一 分 九 厘 を 占め 共に 第 一 位に 在 

b し も. 其 數 量に 於て 顯 著なる 減少 を 示した る は. 一 に歐 洲大戰 により 外 國賀易 

(二八) 

大減 返の 影響 を， 蒙， 9 しに 因れ.. >。 

內地各 港と 內地各 港と 神 m 'との 取引 闊係を 見る に、 大正 元年に 於て 神 港と 取引 をな せ 

の 取引 關係 

る 港の 總數 は、 瀨 ITl 內海 沿岸の 百 三十 餘港を 始めと して 全國に 於て 三 丙 三十 七 


港に 達 し、 就 中 其 金額 百萬圓 以上の もの 十七 港に し て、 大 阪の六 千 四百 七十 餘萬 

圓を第 一 位と し、 東 京の 千 三百 四十 萬圓 之に 次 ぎ、 小 樽の 九 百 七十 萬 圓， 別 府の七 

百 四十 餘萬 圓， 基 隆の六 百 四十 餘萬圓 安平の 五 百 二十 四 萬圓等 更に 之に 次げ. り。 

而 して 其內神 tr; へ の 到 著に 於て 特に 大量 を 示す 貨物 は、 大 阪ょ b の 綿絲千 三百 

八十 餘萬 圓、 別 府ょ の 人造肥料 六 百 餘： 萬 圓 にして、 神 II； よりの 發 送に 在，.^ て は 

大阪 へ の 棉花 二 千餘萬 圓， 安 平 へ の 針金 四百 八十 餘萬 圓、 東 京へ の淸酒 四百 萬圓 

等 を 主なる ものと す。 然るに 翌 大正 二 年に 至りて は、 取 引 港總數 前年よ b 更に 

百 二十 四 港を增 加し， 就中 大阪の 四千 六 百 四十 八 萬 圓ーを 首 と し、 東 京-基 隆. 橫 濱. 凾 

(二 九〕 

館 之に 次ぎ て、 百 萬圓 以上の 取引 關係 ある もの 合計 二十 四 港と な 大 正 三年に 

及びて は、 取引 諸 港 は 中國百 十二 港 ■ 淡路 三十 一 港、 四國 八十 五 港， 大阪 附近 三十 二 

港、 東 海. 奧羽 二十 三 港， 北 陸. 山陰 三十 四 港， 九 州. 琉球 七十 四 港、 北 海. 樺 太 六十 六 港 及 

臺灣八 港總計 四百 六十 五 港に して、 前年に 比し 四 港 を 加 へ、 就中 百萬圓 以上の 取 

引關係 ある もの 二十 二 港に して、 大阪の 四千 八 百 四十 萬圓を 甘と し、 二 千 七十 餘 

(三 CO 

萬圓 の基隆 之に 次 ぎ 、東京. 高 知. 橫 濱等更 に 之に 次げ. 9。 

外 S 航路 次に 大正 三年に 於け る內外 汽船の 航路 幷に內 地 航路 網に つきて 槪說 せむ に、 

第 十 隼 日露 戦役 後 欧洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達  UH ハ九 


神 戶市史 本稿 三 七 0 

是ょ. 0 先き 明治 三十 九 年に 至 り、 始 めて 百萬嚼 以上の 汽船 を 有する に 至れる 本 

(1-1 1 ^ 

邦 海運 界は、 其 後 逐年 發 達し、 大正 三年に は 百 七十 萬 噸を越 え， 同 年に 於て 外國航 

路中 政府の 命令に よ b 神 s- を起點 とし 若く は 之に 寄港す る ものに は， 歐 洲 一 線. 

北米 三 線、 南米. 濠洲. 南洋 各 一 線 あり。 其 中 歐洲及 濠洲 航路 は 日本 郵船 會社、 北米 

航路 は 日本 郵船. 大阪 商船. 東洋 汽船 三 社， 南米 航路 は 東洋 汽船、 南洋 航路 は 南洋 郵 

船 之に 當 .0 つ、 あ b て、 之 に從 事す る 船舶 は 合計 三十 ニ隻 一 ケ年百 二十 餘 航海 

な h>。 而 して 此等 遠洋航路 就航 船の 競爭 者と して は、 神 s- トリ ェ スト、 橫濱 マ〃 

セ ィ ュ. 撗濱グ ラ ス ゴ ー、 橫濱 倫敦. 橫濱 ハン ブ〃 グ、 橫濱ゴ セン バ -I ク等諸 線に 埃 

國 P ィ ド， 佛國 郵船. 彼 阿 汽船， シ ヤイア 汽船. ベ ン 汽船、 グ レ ン 汽船、 北獨 P ィ ド、 漢堡 

S 米 利 加、 クリ マ— ス の 各社 軍 獨經營 の ものと， 丁抹 東亞と 瑞典 東亞 兩社 及び 太 

平洋 汽船と 支那 航海 兩 社の 共同 經營 にか , る もの 等 あり。 其 船舶 は 二 千噸乃 

至 一 萬噸 級の もの 百 五十 五叟 なり。 北米 航路に 於て は 桑 港 香港， タ コ マ 香 港、 晚 

香坡 香港， 紐 育 橫濱等 諸 線に 於て バ ン ク、 ブ リュ！ フ アンネ べ大 北太平洋， 加奈陀 

太 卒洋、 漢堡亞 米 利 加、 ィ ン ド ラ： フ リンス、 バ クラ V モガ ベ 紐 育 東亞、 ダ ラ ー、 ラ ン 力 

シ ャァ， アン グ ？亞米 利 加 石油 會社等 を 競爭の 相手と し. 濠洲 航路に 於て は橫濱 


內 
豳 

路 


メ 〃ボ , ン. 撗 濱シド 一一 ィ 線に 於て 北獨" イド、 東 濠 汽船の 二 社 我競爭 者た h.。 

南洋 航路に 於て は 橫濱ス ラ \ ャ 間の 競爭 者に 瓜哇 支那 日本 汽船 あり。 印度 航 

路に 於て は 神 m- 盂 買、 撗 濱カ〃 カツ タ、 神 m- カル カツ タ、 神 HI 蘭 貢 等 諸 線に 印 度. 支 

a 一三) 

那、 ブ リ チッシ ライン デ アン 兩 汽船 合同 あ. 5。 而 して 大正 三年 八月 十五 日に 至 

りて 開通 を 見た る 巴奈馬 運河 は、 其 世界 交通 に， 及 ぼすべき 變 動の 犬なる 點に於 

て蘇士 運河に 比すべ きに あらす と雖、 而 かも 太平. 大西 兩洋を 聯絡せ る に 於て 其 

影響の 莫大なる もの あ.^ て、 神 ir; 紐 育 間 の 航路 も 蘇士經 由に 比して 短縮せ る こ 

(三 三) 

と 三千 百 四十 浬な， 5 とい ふ。 開通 以後 に 於て 同 運河 を 通過し、 同年 內に神 港 

に 到 著せる 船舶 は三隻 にし て， 其 輸入 二百 三十 餘萬 圓、 神 戶ょ 出で 同 運河 を 通 

過して 大西洋 沿岸に 向 ひたる は 二 隻， 其 輸出 僅に 三十 九 萬圓に 過ぎす と 雖將來 

tH 四〕 

の 發展は 蓋し 少 小なら ざら む。 

內國 航路に して 神 を 發著點 とし 或は 之に 寄港す る もの. 大正 二 年末に 於て 

は大阪 商船 を 主と し、 日本 郵船. 日本 西廻汽 船 •§ 汽 船. 酒 井 汽 船. 板 倉 合 名. 尼 崎 汽 

船. 宇 和 島 運 輸. 鹿 兒島郵 便. 大 川 運 輸. 川 崎芳太 郞. 島 谷 淸三郞 等の 經營 する もの 三 

十八 線 あ b。 航路 は臺 灣. 朝 鮮. 安 東 縣. 山 陰. 山 陽. 四 國. 九 州. 東 海. 北 陸. 奧 羽 • 北 海道に 
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神 I::- 市史 木 編 說  三 七 二 

亙 り、 其 著發の 頻繁なる 多き は每 日三囘 より 尠 きも 月 二 囘の著 發を爲 し、 大 正 三 

年に 於け る 其 船舶 出入 合計 實にニ 萬 四千 二百 餘隻ー 千 九十 餘萬噸 に 上. -、 明治 

I  (三 五) 

四十 四 年に 比して 千 四百 隻 二百 十 萬 噸を增 加 し た .9。 

後の 築港 神^-港の修築は日露戰役起-^^國費多端となるに及 び、 政 府 暫く 之 を 顧る に遑 

問^ 

な く. 市 も 亦 其 運動 を 中止せ ざる ベ からざる に 至りし が、 然 も 開 戰以來 軍需品 大 

に 輸入 せら れ、 稅 關の狹 隘を感 する こと 一 層 痛切な りし を以 て、 三十 八 年 四月 神 

IT; 税關長 櫻 井 鐵太郞 は， 神 11^ 港を擴 張し. 小野濱 海面に 於て 新設 備を爲 すの 必要 

を 上申し、 五月に は 神 1!^ 商業 會議 所、 七月に は大阪 商業 會業 所-大日 本紡模 聯合 會 

等亦稅關設備の改^:^ に關し 建議 請願す る 所 あ h.。 斯 かる 間に 九月 日露 兩國間 

に！^-和克復せられたれば，政府は國勢の進運上神！^^港の設備改良の閑却すべか 

ら ざる を 思 ひ. 前年の 計畫を 踏襲し， 六 ケ 年の 繼績 事業と して 三百 九十 六 萬圓を 

大藏 省豫算 中に 計上し、 議會に 提出せ る を 以て、 神 11^ より は 市長 水上 浩躬. 市參事 

會員神 田 兵 右 衞門等 上京して 其 通過に 奔走す る 所 あ h^。 三十 九 年 三月 該案 遂 

に 兩院を 通過せ しかば、 四月 大藏省 は 臨時 建築 部 神 Iw- ま 部 を 小 野濱に 開設し， 愈. - 

(三 六) 

築港 工事に 著 手す る こと、 なれ. 9。 


水上 市長の 然れ ども 該案の 議會を 通過す る や、 神 稅關 海陸 運輸 聯絡 設備費の 名目 を以 

てしたれ ば、 西 ^て 以て 一 時應 急の 施設 をな し 得る に 過ぎす。 神 m- 港 百年の 大 

計と して は-別 に 大規模なる 築港 計畫を 必要と せし を以 て、 市 長 水上 浩躬 は先づ 

技師 をして 設計 書 を 作成せ し め、 そ れ につ き 討究の 末 略 < 成案 を 得し を 以て. 三十 

九 年 六 月 「神 P 港の 現狀及 改良 策と 題す る 小冊子 を 印刷して 之 を 公に せり。 書 

中には 先 づ港灣 の 經營は 漸次 私營ょ b 國營に 移らむ とする の 傾向 ある を 說き. 

殊に 我國の 如き 都市の 獨カ 之に 當る能 はざる 場 合、 須 く 國營を 以て 原則と す ベ 

しと 爲 し、 次 に 本邦に 在りて 國港 として 政府が 其 改良に 全力 を 傾注す る 價値ぁ 

る もの 少 く、 而 か も 神 IT; 及 橫濱の 如き は 其 中に て 最も 優絕 する ものなる こと を 

述 ベ、 就中 神 It; 港 は 世界 交通の 幹線に 當り、 其 水面 積 及 海岸線に 於て も、 過去 十 年 

間に 於け る其賀 易の 發 達に 於ても せ ハに遙 に 橫濱に 優 り、 水 深の 伴 ふ 有效廣 袤に 

於ても 亦 本邦 諸 港の 首位に あ，^ とて、 此 天然の 良港に 更に 人工の 妙 を加眛 すべ 

きを 說 き、 更 に 進みて 神 の 築港の 決して 大阪の 利益と 街 突せ ざるの みならす- 

却り て 之 を 培 進せ しむ べき を斷 じ、 最 近 五 年間の 發展を 基礎と して 推測 すれば- 

明治 五十 年に 於け る 神 港の 貿易 額 は 六 億 五 千 百 萬 圓五百 十萬餘 噸を算 すべ 
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神 戶市史 本 編 51 說  三 七 四 . 

き も、 港 |^:の改良にょり贸易を促進せる例は多々なれ ば、 神 tn- 港 も 其 築港に よ 

出入 般舶 をして 更に 數 倍の 增加を 見る に 至らし むる を 得べ しと 論 じ. 又 孵 船に 

よ，.^ て 三時 間 半 を 要すべき 荷役 も、 棧 橋に よ.^ 四十 五分 を 以て 辨 する を 得べ く、 

神 芦 港の 設備 不良な， - しが 爲め、 日露 戰 役に 際し、 停船 荷役 及び 車力 等に 於て 失 

ひし 所の もの 約 二百 四十 五 萬圓に 及べ となし、 此點 よ， 0 して も 築港の 急務な 

るを說 き. 改 良 設備 は 明治 五十 年に 於け る 貿易 嚼量を 基礎と な し、 少 くと も 今後 

十 年の 計 を爲さ , る ベ からざる を以 て、 緊 船 岸壁 は 二 千 四百 二十 二 間を耍 し、 上 

屋は三 萬 九 千 八 百 餘坪を 要すべき に、 現在の 岸壁 は 小野濱 海陸 聯絡 工事と して 

旣に 決定の 整 船 岸壁 五 百 二十 間と 私設の ものと を 合する も 六 百 十七 間に 過ぎ 

t 卽 ち 必要 間數に 比し 一 千 八 百 五 間の 不足 を 見， 又 上屋に 至りて は 現在 及び 旣 

定の官 私 を 合し 一 萬 九 千 五 百 坪 あるの みに て、 尙ほニ 萬 三百 坪の 增築を 要する 

こと 等 を 擧げ、 終 に 第 一 期 工事と しての 繁船 岸壁 計畫 は、 先 づ繁船 突堤に 在り 

て は 小野濱 海陸 聯絡 假定 設計 案に 修正 を 加へ， 米 利 堅 波止場よ. - 新生 田 川に 至 

る 間に 七條 を築設 し、 突堤 兩 岸に 鐡道 上屋 一 萬 六 千 九 百 餘坪を 建設し、 二十 六尺 

よ 三十 尺の 水深 を 保た し め、 船 溜 は 補助と して 孵 船荷 役に 便せ し め、 防 波 堤 は， 


市長 案の 反 

響 


政府の 築港 

案と 市の 調 

査 


延長 四百 六十 間 

て 倉庫 及び 宅地 


し、 現在 海岸よ. -各 突堤の 基部 迄 十四 萬 七 千 五 百 餘坪を 

充當 すべ く， 其總 工費 二 千 五 百 萬圓、 明治 四十 年よ 起算 


箇 年の 繼績事 業と す ベ く、 而 して 此第 

發 達に 件 ふ ベく も あら ざれ ば、 更 に 第 

田 川 以東 を 大形 船に 適する 如く 修築 

敏馬 以東 住吉 川迄隳 

此計畫 成る や 市長 

り。 又 各 新聞 通信社 

更に 縣 知事. 税關 長. 大 

係 者 百 有 餘名を 招待 

な ら す、 ジ ャパ ン. ク P 

紙 亦 盛に 此 問題 を 論 

愛に 於て 市に 此機 

出せし に、 市會は 満場 

員 十 名、 公 民 五名 を 選 


ffl^ 計 


の み 

と し 


張す る を 可とす 

は 直に 上京して 

代表者 を 日本 橋 

藏省 臨時 建築 支 

して 其 意見 を發 

二 ク 〃、神 芦 へ ラ 

(一 二- 0 

議 せり。 

運に 乘じ、 同年 八 

一 致 を 以て 之 を 

出し、 九 ハ名稱 


し、 尙 

き P 

朝野 

俱樂 

部長- 

表せ 

ル ド 

月 を 

を P 


ほ 第三 期 

ふに あり 

の 名士 を 

部に 招待 

_ 商 業會議 

し に、 阪神 

及び ジャ 

以て 港灣 

し、 委 員 と 

11^ 築港 委 


を 以てして は 到底 神 ln^ 

て 兵庫灣 北岸 を 小形 船 

計 畫 を 要する 場合 は、 港 


き 


歴訪し、 意見 を 開陳す る 

して 之が 協力 を 求め、 歸 

所會 頭. 市 名 譽職其 他 築 

及び 東京の 諸 新聞 雜誌 

パン. タイ ムス 等の 洋字 


埋立 

し 十 

港 の 

に、 生 

界を 

所 あ 

神 後 

港關 

の み 
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改良 期成 委員 會 設定 案 を 

して 市 參事會 員 九 名、 市 會 

員 食と 改め 規程 を 制定し 

一二 七 玉 


提 

議 


して 税 il 擴 張の 名 を. 以て 海 

患す る 能 はやとな し、 進 み て 

て エ^ニ 千 二十 六 萬 圓を投 

て、 延 I;;;-  二百 間の 突堤 五本 を 

上屋 を 建築し、 鐡道を 延長し 

端 突堤より 新生 田 川に 至る 

長 二百 八十 間 幅 百 十 間の 長 

Ay に 五：，：： 四十 間の 防波堤 を 

の 海面 を 埋立て、 突堤 を 築造 

大 防波堤 を 築造せ むと せ.. 

は 財政 上 困難なる のみなら 

る を 以 て， 神 s- 市に も エ^の 

意見 を 回 執す る の 意な きを 

調製して 九月 四日 之 を 第 一 


陸 聯絡 

一 大計 

じ、 米 利 

築造 

、其 他 

海面 


し， 

必 


-- 户市史 本 編總說  三 七 六 

而 して 政府 も 亦 神 港の 改修 を ば. 橫 濱と 同じく 大藏省 所管 臨時 建築 部 を 

工事 を營 ま 

畫 を 立つ る 

堅 波止場 東 

東端 突堤 を 

要なる 諸 設 

帶を 埋立て ■ 

の 突堤 を 築 

更に 第三 期 

岬より 起 hs 

て 之に 要す 

橫濱に 於て 

分擔 せしめ 

め て 政府 設 

築港 委員 會 


築造 

ン、 口 

L 牙 

- 而 

す * き 

以て 

囘神 


し、 一 

し 


を 

改 


しむる のみに て は. 時 勢の 進 運に 

に 至れり。 卽ち 第一 期 工事と し 

端より 小 野濱に 至る 海面 を埋立 

ば 防波堤の 代用と し， 谷 突堤に は 

備を施 し、 第 二期 工事と して は 東 

、長 百 五十 間 幅 六十 間の もの 及び 

造 し、 突 堤 端より 百 間 を 隔て 、 沖 

工事と して 高濱 及舊湊 川尻 以西 

第二 期 築造の 防波堤に 連接す る 

る ェ费を 全部 國庫 にて 負擔 する 

工費の 三分 一 を分擔 せる 先例 あ 

むとの 意 あ hv。 市長 は 固よ 前 

計 案に よる こと、 し、 附 屬 書類 を 

に提， 粗 し、 H 廣 ii 顧 こ 千 fi 百 萬 種 


大藏 大臣の 

築港 計畫發 

.Illy 

梦 


を 定 め！ 

港灣調 

會議 


中 五 K;: 六 萬餘圓 

竣功 後 は 舴船波 

よ. -、 二十 七箇年 

度より 始め 七箇 

なる もの 

よ， 0 先き 

し 神 III 商 

市に 於て 

市 參事會 

斯 くし 

六日 神 R 

及 兵 庫 港 

萬圓 合計 

し に、 大藏 

內の諸 新 

第 十 章 


業 

つ 

* 一 

大 


- ま-一 

來 

千 

ま 


を 市の 分 

止 場 使用 

間 を 以て 

年 以內に 

て、 市長 を 

査 委員 會 

所 も 亦 三 

る をも敢 

(一二 九) 

せ >9。 

し 間に 

り、 港 內 視察 

に 二 千餘萬 

餘萬 圓を以 

の 此の 發表 

1 齊に之 を 


擔 と し、 此 の 

料、 上屋 使用 

元 利 共 に 償 

第一 期 工事 

して 其 交渉 

を 設け、 九 名 

十九 年 九月 

て辭せ さる 

大藏 大臣 阪 

後ミ 力、 ド， ホ 

圆、 小 野濱東 

て 神 In- 港. の 

は來 會者幷 

傳 へて 驚喜 


分擔 

料、 起 

還 を 

を 後 

の 任 

の委 

を 、お 

決. 心 

谷芳 

テ , 

部 海 

修築 


及 工事 

機 使用 

せむ と 

せ し 

當ら 

を 選 

以て ■ 


郞は妻 

一 , ナ 

t 力 t 

面埋立 

を 完 成 


-速 

る 


せ 

に 市民の 豫知 

満足の 意 を 表 し、 大 阪諸新 


中 

せ 

、ベ 

市 

せ 


の 利子 支辨を 

、水管 使用料 等 


し が、 委員 會 


よ 


神 li^ 港 

こと、 

築港 問 

關 して 

欺す-る 


築 部長 等 

の 招宴に 

百 八十 萬 

と の 政府 

さる 所な 


B 露 戦役 後 欧洲 大戦 開始 Li 至る 間 神 尸 の發達 


經營 

題 に 

はヹ 

の 得 

圓、 設 

の 計 

り け 

聞 中 

三 七 七 


公債に 仰ぎ * 

の 諸收入 に 

更に 四十 年 

方針 交涉案 

„ 而 して 是 

狭 掌し 來 b 

費の 幾分 を 

策なる 旨 を 

へて 九月 十 

小野濱 西部 

備 に 千 七十 

畫 を發 表せ 

れば、 神 芦 市 

に は 大藏大 
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臣の 態度に 對し 論議せ る ものな きに あら ざ し 

せざる な く、 物 質的 效果の 莫大なる べき を 指摘せ 

築港の 起工 此に 於て 市 は 同月 二十 八日 を 以て 神 11^ 港 改良 

きたる 額の 四 分の 一 をば 神 市の 負擔 すべき こ 

は戰 後の 經營上 各省 先を爭 ひて 新 事業 を 計畫せ 

決せ ざり しによ 市 は 兵庫縣 官. 税 關 長. 大 藏省臨 

九 名に 顧問 を囑託 し、 當 局に 對 して 運動す る 所 あ 

部 突堤の 築造の み を 第 一 期 事業と し、 其. 他 は 第二 

九千餘 圓の內 四百 三十 七 萬圓を 市の 負擔 となす 

に 至.. >  し を 以て、 市 も 巳むな く 之 を： 承認し、 以て 漸 

案に 港灣 調査 會を 通過して 四十 年 一 月 二十 二日 

日 通過し、 多年 懸案たり し祌 11^ 築港 問題 も 玆に其 

藏 大臣より 命令書の 下附 あり。 卽ち曩 に 著 手せ 

て 一 千 三百 十三 萬 九 千 四百 七圓を 以て 工事 を 施 

年度 以降 七ケ 年間に 其 負擔額 四百 三十 七 萬 面 を 


も， 其 計畫に 至. 5 て は 之 を 賛成 

so ソ 

るに 於て 1 致した.. y。 

に關し 追加 工費 屮 防波堤 を 除 

とを稟 申したり し が、 當 時 政府 

る を 以て、 豫算 案の 調製 容易に 

時 建築 部 神 lE^ 支部 長. 代議士 等 

^ しに、 十 一 月に 至 b 小 野濱西 

期に 繰 下 げヹ 費 千 三百 十三 萬 

に 非 ざれば 豫算 通過の 望 無き 

く 閣議 を 通過せ しむる を 得、 新 

衆議院に 提出せられ、 二月 十二 

解決 を 見る に 至 り、 四 月 一日 大 

る 三百 九十 六 萬圓の 追加と し 

行す る ものと し、 神 m '市 は 四十 

分衲 すべき を 命 せらる。 因り 


て 市 は 同月 十三 日 請 書 を 提出 し、 同 月 十六 日 築港 委員 會を 開きて 最後の 報吿を 

なせ...。 同 委員 會は其 成立 以降 會議を 重ぬ る 十二 囘 なりし が、 今 築港 問題 一 段 

落 を 劃せ る を 以て， 五月 十六 日 市 會に經 過 を 報告し 了.^ て 解散す るに 至れ hN。 

而 して 臨時 神 In- 港 設備 委員 會 官制 は 四月 二十日 勅令 第 百 三十 ニ號を 以て 發布 

せられ たれば、 五月七日 幹事と して 大藏省 臨時 建築 事務官 木本 房 太郞、 委員と し 

て 內務省 地方 局長 床 次 竹次郞 以下 內 務. 大 藏. 農 商 務. 遞 信 四 省よ.^ 十 名 及び 兵 庫 

縣 知事 服 部 一 三. 神 11^ 稅闊長 齋藤重 高. 神 芦 市長 水上 浩躬. 同市 會 議長 坪 田 十郞. 神 

芦 商 紫 會議所 會頭岸 本 豊太郞 等の 任命 を 見、 次で 神 lil 市 會は山 本 繁造. 鹿 島秀麿 

を、 神 11^ 商業 會議所 は 松 方 幸 次郞を 委員と して 選出せ る を 以て、 五月 十八 日大藏 

大臣 官邸に 於 て 臨時 神 IT; 港 設備 委員 會を 開き、 原案 を 可決し， 其 海陸 設備 計畫玆 

に 全く 確定し、 九月 十六 日 小野濱 埋立地に 於て 盛大なる. 起工式 擧 げられ， 基石の 

沈下 あ り、 市 は 此日を 以て 神 tl^ 日と して 祝賀 會を 瞰訪山 金星 臺に 開催した.^。 

神 III 港 地方 字 前山 山腹に 市の 徽章 形の 植林 計 畫を爲 したる、 亦此 時に あり。 

街 鐵市營 案 次に 神 I！； 市 及び 其 附近に 於け る 交通 運輸 機 關の發 達幷に 之に 伴 ふ 影響 を 記 

述せ むに、 市街 電氣鐵 道 敷設の 必要 は 夙に 認めら れ、 三 十七 年 八月 市詧の 可否 調 
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资 案の 提出 せらる や、 巿 會は八 名の 委員 を擧げ 調査せ しめしに、 中には 財政に 

して 許さ ゾ る 間 は 之 を 私營と し， 數 年後に 於て 買收 すべし と爲す もの あ しか 

ど、 多數 は市營 に赞 成に し て、 市 の 繁榮是 によりて 助長 せらる ベ く、 市 の 財政 亦 却 

. ^て是 によ， 9 て 餘裕を 生す ベ く、 戰 後神 In- 市の 面目 も 之に よりて 新なる を 得べ 

し。 東京 市が 一 たび 私營を 許可せ るが 爲に 久しく 市民 遺 慽の因 をな せし は， こ 

れ 明に 前者の 複 轍な として 市營 急設 を唱 へ、 鹿 島 房 次郞の 如き 之が 收益は 市 

の怆 好なる 財源な，.^ となして 最も 熱心に 市營を 主張 し、 市 民の 輿論 も 市 營に傾 

け，...。 是に 於 て 調杏委 員 會 は 魔-協 議を經 たる 後、 三 十八 年 八月 を 以て 市 營を可 

rra 三) 

相 踵 ぎ、 同 年 十二月 秋 

な すべき 神 u; 電氣鐵 

四 ケ 月 以內に 工事に 

むと 出願せ る を 初め 

を 以 て、 延 長 六 哩、 營 業 

三 箇月 以內に 著 手 


決 し、 市 參事會 との 合同 委員 會に 於ても 市 營案又 可決 せら 

街敏 敷設 出 然るに 之と 前後して 市街 電氣鐵 道の 敷設 を 出願す る 者 

SC ゥ 競-^ 

$  山忠 K 等の 資本金 六 百 萬圓を 以て、 延長 十六 哩餘の 敷設 を 

道 株式 會社を 設立 し、 營 業 期間 を 五十 年と し、 特 許の 日よ 

著 手し， 第 一 期 線 はニケ 年內、 第二 期 線 は 四 ケ年內 に 成功せ 

とし、 三十 九 年 一 月に は 後藤 勝 造 外 八 名の 資本金 三百 萬圓 

期間 五十 年の 祌 11^ 市街 鐵道 株式 會社を 設立 し、 特 許の 日よ 


し、 二十 ヶ月 內に 竣功せ むと 出願す る あり。 同年 二月 岩崎虔 等の 資本金 八 百 萬 

圓を 以て、 總 延長 二十 三哩 餘、 營 業 期間 五十 年の 神 戸電鐵 株式 會社を 設立 し、 特 許 

の 日よ. H  ニケ 月 以內に 著 手し、 第 一 期 線 はニケ 年內、 第二 期 線 は 四 ケ 年內、 等 三 期 

線 は 六 ケ年內 に 成功せ むと 出願す る あり。 而 して 此 電鐵會 社に 特有なる は、 出 

願に 附隨し て、 市 街鐵道 は本來 市民の 經營 による べき もの なれ ば， 其 株主 中には 

市の 有力者 を 網羅す る は 勿 論、 各 市民 をして 少 くも 一 株 宛 を 所有せ しめて 會社 

の 經營に 利害 關係を 有せし め、 以 て 他日 市 營に轉 する を 容易なら しむ べしと い 

ふに あ， 0 き。 尙ほ 同年 三月 渡 邊萬壽 太 郎等の 資本金 八 百 五十 萬 圓、 營 業 期間 九 

(05 

十 九 年、 延 長 二十 三 哩ゅ兵 神 電氣鐵 道 株式 會社 設立 を 出願す る あり。 又 以上の 

外に 曩に 明治 二十 六 年 九月 神戶電 氣鐵道 株式 會社 敷設 を計畫 し、 其 後 も 屢<變 更 

修正 を 加へ て 反覆 出願す る 所 ありし 池 田 貫兵衞 等、 三十 五 年 七月に 至.^ 資本金 

百 二十 萬圓を 以て 延長 七 哩餘の 軌道 敷設 を 出願 し、 元 町 通の 敷設 は 行人の 往來 * 

海岸 通 は 貨物 運搬 を妨 ぐべ く、 榮 町 通に あ. 9 て は 神 11^ 海陸 連絡 工事 未だ 決定せ 

すとの 理由に よ. 0 巿會の 否認す る 所と な， 0 し以 後、 更 に 幾多の 硏究を 加 へ、 三十 

七 年 八月 資本金 百 二十 萬圓、 延長 八 哩餘、 營業 期間 を 九十 九 年と し、 將來榮 町 通に 
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三 八ニ 


も 敷設の 願意 ある を 添加して、 村 野 山 人.：^ 田 貫 兵 衞外十 名より 出願した る あ 


市锋 案の 抛 

棄 


市街 車の 

開通 


き" 

市街 車 敷設 

會の 調査 は其步 

協議 會に 於て 遂 

第二 期の 線路 は 

複竊と し. 賃 金 は 

除し、 拂込 株金に 

る 金額 を 市に 納 

も 亦 規定す る 所 

市の 方針 斯く 

も、 神 In- 電氣鐵 道 

六 百萬圓 として 

たれば、 街鐵 問題 

を 以て、 本線 吾妻 


問題 は 其 形勢 此の 如く 混沌た る もの あ b 

を 進 め、 三 十 九 年 三 月 三 日 に 至 調 査 委 員 

に 私設 會 社に 許可すべき 條件を 決せし が. 

指定に よるべ く、 第三 期 線 は 必要の 場合 之 

四 餞 以內の 均 一 制と し、 純益 金よ b 積立金 

對 して 年 七 朱の 配當 をな し， 剩 餘 あるとき 

付せ しむる に 在り. 且つ 三十 ケ 年後に 於け 

(四 六) 

あ kv き。 

決せる 後 は、 前 記の 諸會社 各  < 其 特許 を 得む 

株式 會 社が 同年 五月 設計 及 發起人 を變更 

再出 願 をな すに 及 び、 同 年 十 一 月 十七 日遂 

も玆に 一 段落 を畫 し、 會 社 は 直に 工事に 著 

通  一 丁目より 兵 庫 濱崎通 四 丁目に 至る 三 


かど 二方 

參事會 員 

條件は 第 

指定す ベ 

して 十分 

其 二分 一 

市の 買收 


の 


於て 市 

の 合同 

期 及び 

、全線 を 

一 を控 

相當す 


を 


として I 犹爭 

し、 資本金 を も 

に 特許 狀の下 

手して 四十 三年 三月 

哩五 十七 鎖 を 後 功し 


始めし 

改めて 

附を得 


神 戶明石 間 

霓車 開： 迎 


四月 一 日 を 以て 

通し、 同 二 年 五月 

る 目的 を 以て 新 

開 逋 し、 九 月奧平 

第二 期 線に 關し 

よ b 満ニケ 年內 

せ し も， 今 に 至る 

神 111 明 石 間の 

資本金 二 百萬圓 

るまで 軌道 敷設 

月 に は 延長して 

(四 九) 

,9。 之 を 阪满電 

き 能 はすと 雖， 兵 

減じて 三十 一 萬 

i〕 

んば あらす。 


開業 運轉 し、 次で 大正 元年 十二月に は 布引 線 一 哩 

に は 神 II!' 電燈 株式 會 社と 合併し、 軌道 及電氣 事業 

に 神 B; 電氣 株式 會社を 組織 し、 同 年 八月 兵 庫 線 一， 

野 線 を 敷設し、 此に第 一 期 全線 七哩 四十 九 鎖の 開 

て は、 四十 四 年 市會は 市と 同社との 契約書 改訂に 

に 完成せ しむべき 調査 委員の 報告 を 是認して 之 

S 八) 

まで 是に著 手す るに 至らす。 

軌道 事業に 就きて は 明治 三十 九 年 三月 兵 庫電氣 

を 以て 設立 せら れ、 同 年 十 一 月 兵 庫 羽 坂 通 三 丁目 

の 特許 を 得、 明 治 四十 三年 三月 兵 庫 須磨間 を 開業 

1 ノ谷， 大正 二 年 五月 鹽屋に 達し たれば、 合計 五哩六 

氣鐵道 株式 會 社に 比して 沿線 地方に 及ぼす 影響 

庫驛乘 客が 四十 二 年に 四十 八萬餘 人な b しもの、 

人と なれる は、 同年 此 軌道の 開業せ る こと 主と し 


三十 五 鎖 を 開 

を倂せ 經營す 

哩四 十七 鎖 を 

(四 七ノ 

通 を 見た. o。 

際 し、 同 年 八月 

を會 社に 通吿 

軌道 株式 會社 

より 明 石に 至 

し、 四十 五 年 七 

十七 鎖に 及べ 

に 自ら 逕庭な 

_ 四十 三年 俄に 

て 其 因たら す 
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三 八 三 


市內 外の 軌 

道と 交通 


尻 池 長 田 方 

面の 新 市街 


道 
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神 市 を 中心とする 軌道 ま 業の 交通 運輸に 及ぼ 

b て 之を徵 する を 得べ し。 阪神 電車 市 內谷停 §H 場 

に 一 ケ年 七十 七萬餘 人、 四十 年に は！ .3 三十 五 萬 人に 

年に は 百 十五 萬 人、 大 正 二 年に は 百 四 萬 人と な 

四十 三年の 乘客 一 千 百萬餘 人な りし もの、 大正 

十三 年 百 三十 五 萬 五千餘 人な りし 兵 庫 電氣軌 

百 四十 四 萬 七千餘 人と なれり。 

兵 庫 地方の 新道 開設 以 來、 西 尻 池 村 も 亦柬尻 

十一 月 新湊川 以東、 駒ケ 林道 以北、 東 尻 池 町界迄 

願せ し も、 中 に 市費に て 施工す ベ き 部分 あ， 9 し 

び、 三 十六 年 七月 地主 總代藻 川豐三 郞外四 名よ 

各  <  四 線 延長 千 六 百 十 間餘、 溝渠 二 千 八 百 六十 問 

願す る に 及び、 三十 七 年 五月 許可 を 得て 直に ェ 

なる。 卽ち 今の 濱添通 五ケ 丁、 莉藻通 六 グ丁こ 

は、 是 より 先き 旣に第 丁 第二 兩ェ區 を 後 功した 


を 

よ 


、費 

れ 


三 A 四 

せ る 影響 は、 乘 客の 增減 

の 乘客は 三十 八 年 開業 

上. 9、 其 後 稍-減少して 四 

と 雖、 市 街 電氣鐵 道に あ 

に 二 千 八十 餘萬 人と な 

全線 乘客 は、 大正 二 年に 

の 新道 開設に 傚 ひ、 三十 

一 ェ區 として 整理 起工 

、訂正 を 命 せらる ， こと 

一 間 乃至 二 間 半の 新道 

ニニ 千 七 餘圆を 計上し 

し 三十 九 年 四月 成功 認 

(五三 

力。 而 して 東 尻 池 町に， 


に よ 

當時 

十三 

KV て 

り、 四 

は 1 一 

四 年 

を 出 

三た 


て 出 

IE* と 

於て 

れば、 更に 山陽 鐵道線 以北に 於て 


幅 一 間 乃至 三 間 四 尺の 新道 十七 線， 延長 三千 六十 五 間、 溝渠 五 千 九 百 餘間を 第三 

ェ區 とし， 七 千 五 百 餘圓を 投じて 修築せ むと 企て、 三十 八 年 十月 地主 總代 石丸甚 

兵 衞外九 名より 出願 し、 三 十九 年 二月 許可 を 得て 工事に 著 手し、 四十 年 三月 完成 

(五三) 

したれ ば， 之 を 尻 池 北 町 三 ケ 丁、 尻 池 御藏 通七ケ 丁、 尻 池菅原 逋七ケ 丁と なせり。 

東 尻 池. 御 崎. 今 和 田 新田 三ケ 村入會 地た る 和 田 崎 方面 は已に 一 大工 場 地と 化し 

たる にも 拘ら す、 其入會 地た る の 故 を 以て 整理の 議 容易に 熟せ ざ，..' しが、 三十 六 

年 十二月 地主 總代 三菱 合資 會 lj« 外 十四 名 は 費 額 九 千 餘圓を 以て 此地區 內に幅 

1 間 乃至 五 間 半の 道路 二十 三 線、 延 長 三千 四百 四十 八 間、 溝 渠六千 五百餘 間を修 

築せ むと 出願し、 三十 七 年 十 一 月 許可 を 得、 三十 八 年 七月に 至り て 成功 認可 せら 

れ、 之に 附隨し て 出願 許可 を 得た る市內 聯絡 幹線 三 間 乃至 五 間 幅の もの 三 線 六 

百 六十 餘 間の 修築 も、 外 墓 貫通 道路と 共に 竣功 し、 斯 くして 成れる もの 今の 三 石 

逋四ケ 丁、 上庄逋 五ケ 丁、 中庄 通三ケ 丁、 和田宮 通八ケ 丁、 笠 松 通十ケ 丁、 小 松 通 六 ケ 

丁、 濱山通 六 ケ丁卽 ち これにして、 和 田 崎 方面 はこれ が爲に 全く 面目 を 一 新す る 

に 至れり。 長 田 村に ありても 兵 庫 港 地方 幷に東 尻 池 村の 整理に 伴 ひ、 其 等 新道 

路 との 連絡 を 目的と し. 三十 九 年 十二月 地主 總代岸 本 豊太郞 外 十四 名よ， -九千 

第十窣 日露 戦役 後 欧洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達  五 
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九 百 餘圓を 以て 湊川 以南に 於て 幅 一 間 乃至 六 間の 道路 三十 二 線、 延長 三千 六 百 

五十 九間餘 及び 溝渠 七 千 六十 一 間餘の 新設 變更方 を 出願し、 許可 を 受けて ェを 

起し、 四十 年 十月 成功 認可 を 得、 一 番町 五ケ 丁、 二番 町四ケ 丁、 三 番町 五ケ 丁、 四番町 

/五 五，) 

八ケ 丁、 五番 町八ケ 丁、 六番 町八ケ 丁， 七 番町ー ケ 丁と 命名したり。 

12 口の 新 市 葺合 部に 於け る 耕地整理 は是ょ b 先き 略く 大成 し、 日 露 戦後 前に 在りて 僅に 第 

街 

三 ェ 區た る 鐡道線 以南、 春 曰 野道 以東、 第五 ェ區た る 鐵道線 以北、 熊 內橋筋 以南 ，春 

日 野道 以東 を殘 すの みとな， 9 しが、 この 中 第三 ェ區は 神 戸 海陸 聯絡 設備 地區と 

鐵 道との 關 係より 紛糾 を 極めて 工事 遽延 せし が、 三十 九 年 四月 設計 變更の 認可 

を 得て 漸く 解決し. 三十 九 年 十一 一月 竣功せ る を 以て、 脇 濱町三 ケ 丁， 筒井 町 一 ケ 丁 

と 命名 し、 第 四ェ區 の附屬 工事た る熊內 橋筋以 北、 新 生 田川以 東、 春 日 野道 以西の 

(五六) 

整理 亦 三十 八 年 十 一 月 成り、 葺合 熊內町 一 ケ丁 となる。 

拼地 整理 組 市の 東西 端の 耕地整理 は 此の 如くして 著々 成功せ しか ば. 石 井. 夢 野 方面に 於 

合の 事業 

て も 大正 三年 八月 神 Ir^ 市 北部 耕地整理 組合なる もの 設置 認可 を 受けて 工事に 

著 手せ. o。 其 面 精 三十 六 町 一反 六 畝餘、 此地價 三 萬 七 千 七 百 餘圓な hs。 長 田. 野 

田. 池 田. 駒 ケ林. 西 尻 池 方面に 於ても 亦 大規模の 地域に 互り 新に 耕地整理 を計畫 


地 利 上 公私 

の 施設と 祌 

戶市 15! 改正 

委 會 


し， 四十 四 年 十月 以降 

置きて 神 市 西部 耕 

た れ ば， 八 月よ b 工事 

五百餘 画な，.^。 此兩 


農作 上の 必要 

加す る 點に於 

是等各 町村 

して， 或は 所在 

.1 ト 工事 を 施 

枚 擧に遑 あら 

すると 同時に 

間の 人道 を、 奥 

を， 夫 よ..' 終點 

前 は 道 幅 を 凡 

人道 を 設けし 

第 十 章 


に 出で 

て、 市 の 

に 於け 

の 里 道 

行し、 或 

(五八) 

す。 特 

軌道 敷 

年 野 線 

迄 は 道 

て 十五 

め、 其 他 


準備 委員 を 擧げ、 

地 整理 組合 設立 

す。 其 地 

其 目的と 

のな りと 

資す 

の 事 

し， 主 

マ ガ 

四十 

し た 

六 丁 


に 著 手 

組合 は 

たる も 

發展に 

る私營 

を 改修 

はタ ー 

に 明治 

設を了 

は 橘 町 

幅 を 十 

間と し _ 

よ 幅 十， 


神 市 農 會長を 委員長と し、 各 村に 委員 を 

を 可 決 し、 大 正 三年 四月 申請して 認可 を 得 

域 百 五十八 町 四 反 五 畝餘、 此地檟 八 萬 六 千 

す る 1^、 固 より 純然たる 耕 


let 一、 月 


雖、 其 道路 を 改良， して 交通 一 

(五 七； . 

と大 なる もの あ b とす 一 

外、 市 が 試みた る 地 利 上の 

路に對 して は 路面の 改修 

式碎石 又は アスファルト 

神 11^ 電氣 株式 會社 に對 し- 

線 中， 布 引 線 は 道 幅 を 十 間 - 

の 道 幅 を 十二 間と し. 左右 一 

し、 人道 を 左右 各 一 間と し、 兵 庫 一 

軌道 は會社 設計 通 七 間と なす 一 

し、 左 右人 道 を 各 一 間たら しむ； 


る *  J 

業の 

要 道 

タ ム 

四 年 

る 各 

目 ^ 


の 整理 

^ じ， 宅 


にして 

地を增 


B 露 戰役後 欧洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達 


施設 尠 なから す 

を 行 ひ、 コ ンクリ 

の 鋪装を 爲す等 

其 納付金 を 免除 

とし， 左右 に 各 一 

に 各 九 尺の 人道 

線 中 神 停車場 

も、 其 左右に 必す 

ベく 契約せ しめ 

三 入 七 
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た る は、 當 時尙 未だ 市區 改正の 大方 針を缺 ける 時に ありて、 询に 先見の明 ある 處 

<■ 五 九) 

置な と 謂 はざる ベから す。 其 他湊川 改修 株式 會 社が 三十 八 年に 於て 湊川切 

均 工事 を 竣功し、 所謂 新開地の 現出と 共に 道路 二 千 一 百 間 約 三 萬 五 千 坪 を 新設 

し た る， 四十 二 年 兵 庫 須佐之 通 • 小 河 通 入江 通 及 長 田 村の 地主が 各 其 地に 於て 合 

計 五 百 四十 餘 間の 新道 を變更 竣成した る， 四十 三年 三 井 銀行が 加 納町及 布引 町 

に 於て 千 五 百 間の 道路 を 新設した る、 大正 元年 奥 平野 村 地主が 里 道 六 百 餘間を 

新設し， 之に 伴 ひて 同村の 字 名 を 分 合 整理し、 平野 楠 谷 町. 同 梅 元 町. 同 五宮 町. 间上 

紙 園 町. 同 下 祇園 町. 同上 三 條町. 同 下三條 町. 同 湊山 町. 同 矢 部 町. 同 神 田 町. 同 馬 場 町. 

同 雪 御所 町. 卒 野 町と 命名した る， 大正 二 年 市が 宇治川 町 を 楠 町  一 丁目 及 同 八丁 

目に， 宇治野 町 を 中 山手 通 八丁 目 及 下山 手 通 九 丁目に 分割 併合した る、 大 正 三 

東 尻 池 村 字 墓 山 字 前濱， 西 尻 池 村 字 濱山字 東濱に 於て、 各地 主が 三百 六十 餘 間の 

道路 を 新設した るが 如き、 いづれ も 市の 發展に 促されて 耕地 其 他の 整理 を 行 ひ 

(六 二) 

たる ものなる が、 これと 同時に 舊市區 の 整理 も亦忽 にし 難き 急務と な b しを以 

て、 市 は 明治 四十 五 年 七月 臨時 市區 改正 委員 規程 を 編して 市會の 可決 を經 たり。 

該 委員 會は市 會譏員 十 名、 名 春 職 市 參事會 員三 名、 市 公民 中 選 擧有權 者 十八 名 計 


新 川 脇濱高 

濱地 先の 埋 

立 


三十 一 名 を 以て 組 

る 施設 方法 幷に溝 

を 目的と する もの 


織す る ものにして、 道路橋 梁の 位置 等級 を定 め. 其 改正 に 

渠、 河 川、 港 灣、 公 園、 軌 道 等の 附帶 事項に つき 調査 硏究 を遂 

月 成立し わ 


區 改正 

海面 

彼の 兵 

を 架設 

問に 對 

する に 

合眞砂 

荷役 科 

立は最 

坪內民 

十坪餘 

れ ば、 此 方 面 

第十窣 


し 

通 二 

初の 


有 

、共 


査 委員 條 

沼の 埋立 

港 修築 株 

兵 庫 港 

年 六月 

すして 

丁目よ 

收 せむ 

iSiB 1  一一 一口  I 

二 萬 六 

物揚場 

の發達 


同 


にして、 大正 二 年 十 

例 を 制 定 し、 此 委 


によりて 

式會 社が 

の 發展. に 

支障な し 

(六 S 

止めり。 . 

-5 脇濱町 

と 出願し 

少 計の 變 

千 二百 六 

二 千 八 百 

に 資する 


神 11^ 市 域 

兵 庫 新 川 

資せむ と 

との 市會 

然るに 是 

三 丁目に 

，四十 年 一 

更を 加へ 

坪 餘、 官 有 

二十 坪餘 

こと 大な 


りしが、 大正 三年 四月に 至 

(六 三 ) 

の 事業 を繼續 する こと. -せ. o。 


ぐ る 

b  、市 


の擴 張され しこと 亦 決して 少 小なら す。 . 

兩 入口 間 一， 萬 六 千 四百 餘坪を 埋立て 棧. 橋 

の 出願 は、 三 十九 年 十月 提出 せら れ、 縣 の 諮 

の 答申 ありし も、 會 社 は 遂に 此 工事に 著 手 

と 同時に 神 11； 葺 合港灣 改修. 株式 會社 は 葺. 

至る 地 先 海面 を 埋立て 避難 港灣 を築設 し、 

月 許可 を 受け、 四十 三年 竣功した h.。 其 ま- 

し  ものにし  て、 總 面 積 三 萬 三 千 五 百 九十 四： 

地 道路 敷 四 千 百 十五. 坪 餘、 川 堤防 敷 四 百. 五. 

にして， 東部に は 小船の 避難 場 を も 設け た： 

其 他 東京 倉庫 株式 會社も 四十 年： 六. 


(六 五) 

- さ 0 


日露 戦役 後 欧洲 大戦 開始に 至る 間 神 戶の發 達 


灵九 
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月 東 川 崎 町  一 丁目 字 高濱、 海岸 通 六 丁目 字 高 濱地先 公有水面 三 萬 五 千 三百 五坪 

餘の埋 立 を 出願し. 槃船 岸壁に 鐵道棧 橋の 設備 をな し、 海陸 運輸 連絡の 利便 を 計 

ら むと せり。 其 設計 書に 據れ ば. 第 一 期 工事 は 認可の 日よ.. >  五ケ 年 以内に， 第二 

期 工事 は七ケ 年以內 に、 第三 期 工事 は 十ケ年 以內に 完成の 豫定な h- き。 縣の諮 

問 ある や、 市 會の 調査 委員 は、 日本 郵 船. 大 阪 商船 兩 社の 技術者に 就き 港內 航路に 

關 して 意見 を聽取 し、 四 十 一 年 八月 條件 を附し 支障な き 旨 を 答申せ し が、 其 後 會 

社 は 設計 を變更 し、 埋立地 を 一 萬 四千 九 百 五十六 坪に 減少し、 四十 三年 八月に 至 

h- て 許可 を 得， 十 一 月 工事に 著 手した hv。 

川 崎 造船所 川 崎 造船所 は 明治 四十 一 年 十二月 海軍省の 特命に よ. -製 艦に 從 事の 爲め擴 

の埋 立計畫 

張の 必要 ありと な し、 東 川 崎 町 二  丁目 地 先 海面 四百 八十 餘 坪の 埋 立方 を 出願し、 

四十 三年 五月 許可 を 得、 大 正 元年 十一月に 至.^ て歧 功したり。 而 して 是ょ b 先 

き 三十 九 年 九月に 出願せ る 兵 庫 港內に 防波堤 を 築造し、 一 千 五百噸 乃至 三 萬 五 

千 噸の浮 船渠 三 個 を 設置せ むと する 計畫 にっきて は、 四十 五 年 六月 修正 を 加へ 

•  て 更に 出願す る 所 あ し も、 同 年 七月 不認可の 指令に 接せし か ば， 大 正 二 年 一月 

. に 至り、 同社 は 新に 地 を 新生 田 川尻 以北 葺合灣 隣接 沖合の 海面に 相し、 防波堤 兼 


用と して 二 千 二百 五十六 坪、 修船場 敷と して 四 萬 一 千 九 百 五十 九 坪の 埋 立方 を 

出 願 し、 幾 もな くして 同年 二月 設計 を變 じ、 前 位置よ ^..^ 稍、 東 方に 於て 總坪數 九 萬 

七 千 八 百 二十 坪 を 埋立てむ こと を 出願した る に、 又 許可 を 得. さりし を以 て. 乾 船 

渠及 艤装 船 修繕 船 繋留 場 を 設けむ とする も、 構內に 於て は寸地 を剩さ す、 從 ひ て 

同社 事業の 進 運に 伴 ひ 難き を 恐れ、 大正 三年 一 月先づ 最も 緊急と なせる 艦船 材 

料 置 場に 充當の 目的 を 以て、 葺 合港灣 改築 會社 埋立地に 隣接し、 一 萬 六 千 四百 七 

十五 坪の 埋 立方 を 出願し、 同年 二月 之 を 一 萬 七 千 四百 十八 坪に 訂正せ しに. 同月 

市 會も條 件を附 して 支障な き 旨 を 答申し たれ ば、 十 一 月に 至りて 許可 せら れ. 目 

下 工事中に 屬す。 

小 野 濱及東 東 神 倉庫 株式 會社は 多年 小野濱 沿岸に 於て 倉庫業 を營 み、 其 一 年間 取扱 高 約 

岸の埋^5計 一億 圓に達 し、 該 沿岸 地 を 以て 同社の 生命と せし に、 神 II； 築港の 起工 せらる や 

其 大部 を收 用せられ， 更に 海陸 運輸 連絡 鐵 道の 敷設の 爲め其 殘部を も收用 せら 

れむ とする に 至， 9 たれば、 其 代償と して 現在の 沿岸 線の 前面に、 政府の 第二 期 築 

港計畫 に牴觸 せざる 範圍內 にて 海面の 埋 立を爲 し、 併せて 築港と 相俟ち 以て 神 

la- 港に 於け る 內外賀 易 設備 完成の 一 助と なさむ と し. 大 正 二 年 十 一 月葺 合濱邊 

第 十 章 日 霄戰役 後 欧洲 大戦 開始 _レ 至る 閬神戶 の發達  ，1)1* 1 
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通 八丁 目地 先 公有水面 一 萬 三 十六 坪 

五月 其埋立 面賴を 訂正して 一 萬： 白 八十 

諮問に 對し條 件を附 し， 支 0 な き 旨 を 答 

件 に よ 訂 正 を 加 へ， 十月 更に 坪 數を修 

月 許可 を 得， 大 正 四 年 工事に 著 手した b 

西 尻 池 村 地 先 海面 七 萬 三千 八 百 三十 一 

出願 せらる、 あり。 蓋し 神 市區の 急速なる 發 展の爲 め. 市 內にェ 紫 地 を 得る 

こと 漸く 困難な ら むと せる を 以 て、 海 陸の 交通 共に 便利 多 かる べき 以上の 場所 

を 埋立て 以て 工業用 地 を 得む とせる は 已むを 得ざる ことにし て、 大 正 三年 二月 

に 至. >  伊藤 長 次 郞等は 更に 武庫 郡須磨 町の 內東須 磨 地 先 を 加へ、 九 萬 千 六 百 七 

十坪餘 として 修正 出願す る 所 あり。 市會は 大正 四 年 二月 條件 を附 して 支障な 

き 313 を 答申し たれ ど. 大 正 七 年末 尙ほ 許可 を 得る に 至らす。 

溜池の 廢止 海面の 埋 立と 相 類似せ る ものに 溜池の 廢止 あ；.^。 由 來神芦 附近 は. 土地 高爽 

なる を 以て. 灌漑の 用水 はもと 偏に 溜池に 依 h^.其 數實 に數； e を算 せり。 然るに 

是等 用水 其 必要 を 失 ふ に 及び、 埋立てら れて 地目の 變換を 見た る もの 漸く 多べ- 


三 九 二 

を 二 箇年內 に 埋立てむ と 出願 し. 同 三 年 

ー坪餘 とな し. 七 月 二十 八日 市 會は縣 の 

申せり。 因りて 同社 は 八月に 至.^ 該條 

正して 一 萬 百 十六 坪餘 とな し、 同 年 十二 

> 此外 大正 二 年 八月 野 田. 駒ケ 林. 東 尻 池. 

坪 餘の埋 立の 伊藤 長 次 郞外八 名に よ.^ 


明治 三十 八 年よ-.^ 大正 三年までに 三十 餘ケ所 三 町 八 反 步餘に 上..' しが、 宅地に 

變換 せられた る もの 最も 多 か りき。 市が 明治 四十 四 年 兵 庫 湊町外 十 五ケ 町の 

共有に 屬 する 松 本 通  一 丁目 所在 皮 池 反別 一 町 六反餘 及び 堤防 七 反 五 畝 餘を埋 

立て. 四十 五 年 五月 竣功し、 其の 一 部 を 市立 高等 女學校 敷地たら しめむ とせる が 

如き、 大正 三年 兵 庫 湊町外 十 五箇 町が 其 共有なる 下 澤通七 丁目 所在 皿 池 一 町 八 

反 八. 畝餘、 堤防 敷 七 反 八 畝餘を 埋立て 宅地に 變換 せむ と 出願した るが 如き、 皆 近 

時の 必要に 應せ むと する ものな りき。 

宅地の 增加 此の 如くして 神 I！； 市が 或は 海 面、 或 は 溜池の 埋立 によ り、 或 は 耕地の 整理に よ 

b  、明 治 三十 八 年以來 大正 三年までに 得た る 所總計 二百 七十 二 萬 九千餘 坪を算 

し、 宅 地の み にても 實に 八十 一 萬 四千 餘坪 を增 加せ し が、 就 中 培 加の 著しき は葺 

(七 一 ン 

合 部の 十七 萬 坪， 林 田 部の 三十 萬 坪 等な，？ さ。 

上水道 擴張 幾多の 波瀾 を經て 明治 三十 年 五 著 手した る 水道工事 は、 三十 八 年 十月に 至 

ェ  b て漸く竣功 し-宿 年の 問題 を 解決し 得て 盛なる 落成式 を擧 げたり。 然るに 其 

供給 水量 は當初 一 人 一 日 三 立. 方 尺. 人 ロニ 十五 萬 人の 見込な ト-- し が、 起 ェ以來 人 

口 急激に 增 加して 三十 八 年末に 三十 二 萬 人 を 超えし のみなら す， 一 人の 使用量 
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亦增 して 一 日 五 立方 尺と 

水し 能 はざる に 至， 0 し を 

むこと を 計 ま し. 四 十四 年 

請せ しが. 四月に 至り 補助 

助额を 二百 四十 二 萬 三千 

あらむ こと を 察 請し 許可 

の 許可 を 得， 同 年 十一月 一 

十五 立方 尺と し、 新 舊を合 

邊. 多 紀三郡 境なる 千 一 刈に 

を 設けて 市內に 送水す る 

溪 流に 新に 取水 設備 をな 

する 供給 量を增 加す る を 

づ 烏 原. 天 王. 再度の 各 水源 

に は 千 貯水池 工事 を も 

て 千 百 八十 七 萬 三千 餘圓 


三 九 四 

なりたれ ば、 旣 設 水道の み を 以てして は 到底 滿 足に 給 

以て、 四十 四 年度よ 七 筒 年の 繼續 事業 

一 月 市會の 議決 を經， 二百 四十 七 萬圆の 

額 及交附 期限 變更 方の 通牒に 接した 

圓と 改め、 大正 元年 度よ 十二 箇 年度に 

を 得、 四 十四 年度 經費 をば 起債と 市費に 

t 七 一一 一) 

日 起工した， o。 擴張 計畫は 一人 一日の 

して 十 萬 II； に 給水せ むが 爲め、 大水 源 地 

卜し、 此に 一 大 貯水池 を 新設し. 武庫 郡 上 

の みならす 旣設烏 原 貯水池 をも攒 張し 

し、 且つ 將來 之に 相應の 設備 を 加へば 更 

得せし めむ とする ものにし て. 大 正 三 年 

地の 工事 幷に 再度 導 水路 を 完成せ しが- 

併せ て 全部の 竣功 を 見る ベ き豫定 にし 

を 計上せ，.^。 實に神 III 市の 一大事 業な 


として 擴 張せ 

國庫 補助 を惠 

. 兹に 於て 補 

互り て 其下附 

求 め內務 大臣 

使用 水量 を 二 

を 遠く 有 馬. 川 

ケ 原に 淨水場 

，天 王. 再度の 兩 

に 三 萬 に對 

末に 於て は 先 

，大正 八 年 三 ci: 

て. 其經 費と し 


間に 於け る敎 育の 發達 狀況を 見る に. 三 十九 年 以降 大正 三年まで は小學 

を增 加して 總數 三十と な り ，學 齡兒 量數は 人口の 激增に 伴 ひ 四 萬 三百 餘 

五 萬 五 千 六 百 人と な ト人就 學兒童 は 三 萬 三千 八百餘 人よ b 五 萬 一 千餘人 

たれば、 就 學步合 は 八十 一人 五三より 九十 七 人 〇 七に 達した..^。 之 を 三 

十八 年 以前の 就 學步合 八十 人 を 超え す， 不 景氣 至れば 忽ち 兒 童の 出席に 影響し、 

甚 しき 時 は 六十 人 以下に 落ちし に 比すれ ば. 實 に 偉大なる 進步 な.^ と 謂 ふ べし。 

二部 敎授 にっきて は 大正 三年に 至， 0 て も尙全 小學校 三學年 以上に 行 は れ、 容 易 

に 之 を全廢 する 能 はざる 狀態 にあり と雖、 市 區當事 者の 努力 を 以て 漸次 其廢止 

を 期しつ 、あり。 尙晝間 小. 學 校に 就 【學 する 能 はざる 者の 爲 めに 設けし 夜學校 

は、 大 正 元年 迄 市の 補助 を 得て 私人の 經營 する 所た りし が、 大 正 二 年 二十 二 校 を 

十七に 合併して 市の 直 營に屬 せし め、 三 千餘 人の 兒量 を收容 し、 年 々數 百の 卒業 

生 を 出しつ  >  あり。 小學校 以外の 市立 諸學 校に は 甲種 程度の 神 港 商業、 高等 女 

學校 及湊東 女子 技 藝學校 あり。 其 他に 實業 補^ 學校 三， 裁縫 女學校 一 あ- 5。 神 

港 商業 學校は 四十 三年 神 lil' 區が 設立せ る ものにし て， 大正 二 年度より 市の 經營 

に 移れ. -。 高等 女學校 及び 湊東 女子 技 藝學校 は 共に 四十 五 年 四月よ， 9 開校せ 
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敎育 發逢狀 此 期 

況 

校に 七 

たよ 

となり 


市立 圖 *f 館 

開設 


學區統 一 間 

超 


紳戶 市史本 編拔說 

り。 實業 補習 學 校に 二十 九 年の 設立に 係 か 

業 上の 補^ 敎 育を授 くる を 目的と する もの 

人、 其 成績 最も 推獎 せられつ、 あ 

降の 創立に 係 かる ものに、 縣立第 

四十 年 鐘ケ， 淵 紡績 會 社の 設立に 

百餘人 を收容 し、 之 に 初等 敎育を 


り。 市營 以外 

二 中學を 始め 

か , る 鐘 紡 兵.， 


授 くる もの に 一 

育會の 組織 は 大正 三年に 於て は 神 11^ 市敎育 會 

(七 五) 

七 千 を 有す。  ： 

•』 

圖書 館に 至りて は 由來神 In- 市 

卒の 私設に か , る 桃 木 書院の あ 

しく 一  般圖書 館の 設立 を 見る に 

た る を 以て、 四十 四 年より 舊市廳 

翌 大正 元年の 閲覽 人員 六 萬 五 千 

曩に 明治 二十. 年學 區の統 一 成 


に此種 事業の 

る あ， 0 し も、 而 

至らす。 然る 

舍を 市立 圖書 

餘 人を算 し. 漸 

りし も、 二十 二 


.特 

し 

し 

見 


三 九. K 

に 神 III 市に 適切なる 商業 及ェ 

て、 生徒 千 四お 人 乃至 二 千 五 百. 

敎 育機關 として は-三十 九年以 

十七の 私立 諸 學校ぁ 就中 

女學 校の 如き， 同社 女工 一 千 三 

て、 最も 特 稲の ものに 馬す。 敎 

始めと し其數 十三 を 算 し、 會 員 


なべき ものな く、 只 僅に 桃木武 

も 是れ亦 特種の ものに 係 か りメ 

に 四十 三年 市 廳舍の 新築 落成し 

館に 宛 て， 同 年 十 一 月 開館せ しに- 

(七 六 ：- 

次に 閱覽 人員 を增 加せ むと す。 

年 又 之 を 分立せ しめしよ 爾來 


約 二十 年， 小學 校の 經費 は各區 の負擔 た.^ しが、 神 IP 湊 東. 湊 西の 三 區と葺 合. 湊. 林 


田  一二 區と其 財力 同じ から t 從 ひて 小 學校 經營幷 設備に 難易 あり。 而も 就學 2^ 

量の 數は 前者 後者に 倍 し. 後 者の 收容 力の 常に 餘裕 あるに 反 し、 前 者 は 其 施設に 

苦痛 を感 やる こと 多 か. 9 き。 此に 於て 市 は 明治 四十 年以來 委員 を 擧げて 調査 

の 末 • 常 小 學校は 之 を 市の 經營に 移 し. 高等 小 學 校は從 前の 如く 區の 經營 とな 

す を 可とする に歸 著し たれば、 四十 年 十二月 兵庫縣 知事よ，^ して 次年度よ. 0 尋 

常 小 學校を 市に负 擔せ しむる 可否に つき 諮問 あり。 葺 合. 湊. 林 田 三區は 何れも 

反對の 決議 を爲 したれ ど. 神 湊 東. 湊 西 三區は 何れも 賛成の 決議 を爲 し、 往苒決 

(七 七 〕 

すると ころな しと 雖、 學 區の 統一 は 早晚實 施せら るべき 勢に あり。 

市勢調査 市勢調査 は 明治 四十 一 年始め て 行 はれた b。 蓋し 神 P 市 統計と 警察 統計と 

の 間に は由來 多大の 相違 ありて、 一 は 戸籍の 重複に よ て 空 員を增 加す る 傾向 

あ b 、一  は脫漏 少なから ざる 慽 あり。 明治 四十 年の 統計の 如き 前者の 三十 六 萬 

三千 五 百 九十 三人に 對し • 後者 は 三十 二 萬 五 千 二百 五十 五 人を算 し. 其 間 三 萬 八 

千 三百 三十 八 人の 差 ありて 其の 據る 所に 惑 はしむ る もの あり。 然るに 明治 四 

十 一 年 十月 東京 市に 於て 市勢調査の 擧 あらむ とせし か ば、 本 市に 於ても 此際市 

勢 調査 を斷 行す る を 以て 利便 最も 大 なりと な し. 同 年 三月 市會は 參事會 提出す 
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神 戶市史 本 編 總說  三 九 八 

る 所の 調査 費 八 千 八 圓を 可決す る や、 直 ちに 準備に 着手 し、 神 市勢調査 條例 

及び 規程 を 制定 し. 九 月 市勢調査 を設 け、 助 役 鹿 島 房 次郞を 局長と し. 百 所帶を 

1 調査 區 とし. 市 內を五 百 九十 四區に 分ち、 調査員 九 二十 五 人 を囑託 し， 東 京 市 

の 調査に 遲る 、 一 ヶ月 卽ち十 一 月 一 日 午前 零時 現在 を 以て 之 を 執行した. 5。 

此 調査に よりて 現在 人口 三十 四 萬 三百 二十 四 人、 常住 人口 三十 三 萬 四千 九 百 二 

十 一 人なる を 知. - 得し が、 之 を 同年 末 現在 籍 人口に 比する に、 現在 人口に 於て 

(七 八) 

三 萬 六 千 八 百 八十 四 人の 減少 を 示したり。 

市の 財政と 日露 戰役 前卽ち 明治 三十 六 年に は 歳入 二  萬圓、 歲出百 五十 萬圓 な..^ し 市の 

財 政 は、 年 々新 事業の 著 手 せらる ， もの 多 く、 歲 入 出 共に 急激に 膨脹 し， 大 正 三年 

に は 歲入約 六 ja 四十 萬 画 歳出 約 四 fH 萬圓に 達した b。 而 して 市民の 負擔 する 

國 稅、 市 税. 區 费の 合計 を觀る に、 三 十六 年に 約 百 五十 萬圓 な.^ しもの、 大正 三年に 

は 約 六 百萬圓 とな，.^、  一  BL の 平均 負 擔額は 二十 一 圓ょ. 9 增 して 五十 五圓 となれ 

(七 九) 

り。 市の 發展 と共に 市民の 富の 著しく 增 加した る. 以て 想 ふべ し。 

明治天皇 御 明治 四十 五 年 七月 二十日 明治天皇 御 不例の 趣 公示 せらる 、 や、 市長 及 市會議 

不ぉ  長 は德大 寺侍從 長に 宛 て、 市 民 を 代表して 天機 奉伺 方を電 奏し. 二十 六日 及 二十 


大 
葬 


八日に も 天機 奉伺 方 を電奏 し. 廳 舍 前に 揭示場 を 特設して 市民に 御 容態 を 知ら 

し め、 正廳內 に は 天機 奉伺の 名簿 を 備付け て 市民 奉伺の 便を圖 b. 名簿 は 同月 1 一 

十九 日 之 を宮內 大臣に 傅 達したり。 其 奉伺 署名 者 四百 三十 五名に し て， 外 國 人 

(八 S 

の 奉伺 者ヌ なから ざ b き。 

七月 三十日 遂に 崩御の 公報に 接する や、 市 長 は 直に 弔意 を電奏 し， 市 會は敬 悼 

文 を 決議 し、 市 長 及市會 議長 卽日 上京して 之 を 捧呈したり。 而 して 市民の 敬 悼 

舉 表に 關 して は、 歌 舞 昔 曲の 停止 幷に 弔旗 揭揚方 注意 等 を 印刷に 附 し， 衞 生 組合 

をして 每に 領布せ しめ、 正 廳內に 市民 遙拜所 を 設け. 參拜人 を して 名簿に 自署 

せしめし に， 署 名 者 千 二百 十五 名に 及び たれ ば、 九 月 十八 日 之 を宮內 大臣に 傳達 

した. 9。 次で 八月 十三 日市會 議事堂に 於て 勅語 捧讀 式の 擧行 あり。 同月 二十 

七日 御大 葬儀 拜觀方 幷に敬 悼 注意事項 等 を 印刷に 附 して 衞生 組合 をして 一 般 

に 周知せ しむ。 大葬に 關 して は. 市 は 九月 十三 日よ， 9 十五 日に 至る 三日間 敬 悼 

の爲 め休廳 し、 九 月 十三 日の 大葬に は 市長 之に 參列 し. 同 十四日 市 書記 四 名 は 市 

吏員 を 代表して 御陵に 參拜 し、 同 日 午後 八 時諷訪 山麓 武德 殿に 於て 遙拜 式を擧 

行し、 一 般 市民の 參拜 あり。 
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崩昭 
御^ 
皇 
太 
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明治天皇 崩御 あらせられて 二 年に 満たざる に. 大 正 三年 三月 二十 八日 昭憲皇 

太后 沼 律 御用邸に 於て 御 不例の 由傳 は.^ たれ ば、 市 長 及市會 議長 は 市民 を 代表 

して 皇太后 宮大 夫の 下に 御機嫌 舉伺 方を電 奏した.. -。 四月 九日 皇太后 大漸に 

及ぶ と 聞 き， 市 長 及市會 議長より 宮內 大臣の 下に •  更に 天機 奉伺 方 を、 皇 太后 宮大 

夫の 下に 御機嫌 奉伺 方を電 奏せし が、 四月 十 一 日 崩御の 公報に 接し たれ ば、 市 長 

は 直ちに 天機 舉伺方 を電奏 し • 市 會は敬 悼 文 を 決議 し • 市 長 及市會 議長 は 卽日發 

上京して 之 を 捧呈したり。 而 して 五月 二十 二日 市長 及市會 副議長 は 市民 を 

代表して 東上し. 大葬に 參 列し、 一 方 市 は 二十四日 午後 八 時よ， -武德 殿 内に 於て 

遙拜 式を舉 行し， 一 般 市民の 參拜 あり。 尙ほ市 は 二十日より 三日間 休廳 して 敬 

5 コ 

i& の 意 を 表する 所 ありき 


( 一 ) 明治 四十 三年 祌戶市 統計 書 二  二 頁。 大 

正 六 年 同 香、 三 〇 頁。 明治 二十 二 年 兵 庫 

縣 統計 書、 二  二 頁。 

(11) 同 三十 九 年度 神 戶市會 成 議錄、 第三 八號 

議案。 同 四十 年， 同 四十 二 年 神戶市 事務 


報告。 同 四十 二 年 神 戶市告 示、 第 三 八 號。 

(110 同 四十 一 年度 神 戶市食 成 議錄二 一 四 頁 

報告。 

(S) 改正 市制 赏施 準備 關係害 類 緩" 同 四十 

四 年 神戶市 事務 報告、 二 七 頁。 
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ノ 全く 定ま. >  、外國 商館の 受けし 甚大なる 打撃 は 容易に 囘復し 難き ものと なれ-. 

就中 獨逸 商館 を 以て 殊に 然り となす。 
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It,  Irk  /  .  JL^  "WC" 

僅少に して 

館の 逼塞に 

數 八十 口、 1 一 

土地 八 百 萬 圓、 家 0 
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合 
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三百 三十 萬 圓に達 し. 依 然 外人の 借地と して 殘れる もの は 六十 口. 其 見 積 價格土 

地 家屋 を 合して 九 百萬圓 となれ む。 

入港 船舶の 世界大戦の 著る しく 影 饗せる は 海運 界の 方面に 在りて、 戰 局の 發展に 俾ひ船 

腹の 缺乏は 次第に 加 は . ^、聯 合國の 補充と して 本邦 船舶 を 傭船す る こと 始ま..^、 

大正 四 年中 旣に十 一 隻五 莴噸に 達せし を 以て、 其 影響 は 本邦の 外 國賀易 全體に 

及び. 每航 多額の If5 殘 しを爲 すの 已むを 得 ざ る に 至り、 日本 郵船. 大阪 商船. 東洋 汽 

船の 如き いづ れも 多數の 傭船 を 社外 船中に 求めし も、 而 かも 輻湊 貨物 は 一 掃せ 

らる 、 に 至らす。 外國 船出 入の 激減 も賀 易の 鎞滯 をして 一 層大 ならしめ し 所 

以 にして、 神 入港の 船舶 は、 大正 三年 一 月 乃至 三月に 於て 百 八十 五萬噸 な.^ し 

が、 翌 大正 四 年间 期に は 五十 萬噸を 減じて 百 三十 五萬噸 とな. 5、 其內 九十 五萬噸 

の 外 國船は 約 五 割 を 減じたり。 而 して 就中 英國 船の 七 萬 二 千噸を 減じ、 獨逸船 

の 全部 九 萬 四千 噸を 減じた る は、 そ の 著る しきものな りき。 尙ほ 大正 二 年に は 

入港の 內圃船 三 fH 四十 萬噸、 外國船 三百 七十 萬喷 にして .卽 ち內國 船は總 入港 嚼 

數の四 割 八步を 占む るに 過ぎ ざ， - しが、 大正 四 年に は 內國船 四十 三 萬 三千 噸を 

增 加して 六 割八步 となり. 爾後 戦局の 進行と 共に 內外 船の 差 益  <  著る しく、 大正 七 


年に は 內國船 四百 二十 九 萬 噸に對 し 

置 全く 顚 倒す るに 至れ. 9。 然れ ども 

量 は橫濱 以下の 諸 港に 對 して こそ 依 

らに 於て 著しき 減少 を 示し. 大正 七 年 

二百 萬囉の 多き に 達 し. 時 局の 影響 を 

欧洲 航路の 當 時に 在，^ て 神 11^ を基點 とし 叉 は 

狀況 

に、 歐洲 航路 は 開戦 後 幾 もな くして 敵 

令 航路 は 大正 四 年末に 至. 9 遂に 喜 望 

七 年に 於て 此 航路に 從事 せる 船舶 は， 

の 外、 自 由 船 九 隻、 大 阪 商船 會社は 定期 

圃 の出貨 搭載の 困 厄 は 比較的 大 なら 

復航に ありて は敵國 輸出の 杜絶と 聯 

逐 ひて 著る し く、 日 本 郵船 會社 臨時 船 

港 し、 巴 奈 馬を經 由して 歸航 する の已 

に增 加す る や、 遂 に 往航す らも 巴奈馬 
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外 國船は 僅に 八十 一 萬噸 とな hs, 彼我の 位 

內 外の 權衡 如何に 論な ぐ， 神 III の 入港 總噸 

然 優越の 地位 を 占めたり と は 云 へ、 神 In- 自 

を 以て 之 を 大正 二 年に 比する に 其 差實に 

明示して 餘 ありき。 

之 を 寄港地と する 外國 航路の 狀態を 見る 

國 潜水 艇の 脅威す る 所と な しを以 て、 命 

峰 を迂囘 する の已 むな きに 至りし が、 大 正 

，日本 郵船 會社 擔當 線に 於て 定期船 十三 隻 

(九) 

船 十 一 隻な き。 然れ ども 本邦 及 東洋 諸 

やして、 往航に は每に 貨物の 満載 を 見し も. 

合圃の 輸出 漸減と によ b  、貨 物の 減 返 日 を 

の 如き は、 大正 五 年 以降 北米 東海岸に も 寄 

むな きに 至 り. 大 正 六 年 十月 海上の 危險更 

を經 由す る こと、 なれ，.^。 而 して 大正 二 

四 〇 兀 
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年 十月より 三年 九月お 一 と、 大 正 五 年 十月よ b 六 年 九月 迄との 雨期の 神 11^ 出港船 

舶を 比較す るに、 日本 郵船 及び 外國 船の みの 合計 二百 七十 一 隻ょ. 0 減じて 百 二 

十二 隻 ス- な り し が、 就 中外 國 船に 在. 0 て は靑筒 汽船 は 五十 隻 より 二十 四 度. 佛 國 

郵船 は 三十 三叟 より 1 一 十三 隻 に， 彼 阿 汽船 は 二十 七隻ょ b 十九 乂 に、 東亞 汽船 は 

十九 隻 より 六隻に 減じ. 漢米 汽船 三十 九隻. 北獨 P イド 汽船 十隻は いづれ も 皆無 

となれ..^。 され ど 大正 六 年中に は 內國船 五十 九隻 二十 二 萬 噸に對 し、 外 國船尙 

ほ 七十 五隻 十九 萬噸の 出港 ありし が、 大正 七 年中に は 內國船 八十 ニ隻. 二十 六 萬 

噸に對 し， 外 國船は 僅に 二十 六隻 十萬餘 嚼を算 ふるに 過ぎざる に 至れり。 

北米 航路  北米 航路に ありて は、 日 本 郵船 會社は 從來シ ァ ト ル 香港 線に 於て 二 週 一 囘、 一 

年 二十 六囘の 定期 航海 をな した. 9 しが、 大正 五 年 六月に 至. 0 香港 シ アト ダ間を 

十 八 囘. 新 に 開きた る 神 s' シ ァ ト , 間 を 十七 囘とな し. 大 阪 商船 會社 はタコ マ 香 

港 航路 以外に 大正 四 年よ. 9 新に 桑 港 航路 を 開 き、 大 正 六 年 四月 之を廢 止す るに 

至る まで 二 週 一 囘の 定期 航海 をな し、 大正 六 年に は 神 出港 臨時 船と して 二十 

• 四隻 十一 萬 餘噸を 配船す るに 至れ.^。 東洋 汽船 會社は 香港 桑 港 問 年 二十 五囘 

の定期航海をなし，，たh^しが、大正四年米國太平洋郵船の同航路を撤し船腹激減 


南 
来 

航 

路 


す る や， 其 補充の 爲め. 大正 五 年 三十 八囘に 改め、 大正 六 年 更に 增 加して 四十 八囘 

となせ り。 而 して 以上 三 社の 受命船 及び 自由 船、 臨 昧 船、 大 正 三年 七月に は 合計 

十六 隻 十一 萬 六 千 餘噸な しが、 大正 六 年 七月 三十 五隻 二十 一 萬餘 嚼に增 加し、、 

大正 七 年初の 配船 三十 ニ隻 二十 一 萬 七 千餘噸 となれ り。 而 して 其 神 Ir^ 出港 は 

大正 六 年に 內國船 三百 二十 ニ隻 fo 五 萬 九千餘 噸， 外 國船百 二十 一 隻 四十 八萬噸 

なりし が、 大正 七 年に は 內國船 は 二百 六十 五隻 九十 五 萬 七 千噸、 外國船 七十 六隻 

十六 萬 三千 餘噸 となれ.^。 

南米 航路 は 大正 二 年 六月 以降 東洋 汽船 會 社の 受 命經營 する 所に し て、 專 ら 南 

米 西海岸との 交通 を 維持し 來.. ^しが、 開 戰當初 敵 艦の 出沒 する ありし にも 拘は 

ら す、 大 正 四 年 二月よ.^ 非常に 活況 を呈 し、 大 正 七 年に は 命令 船 三 隻ニ萬 八千餘 

噸 之に 從 事せ. り。 尙ほ 別に 大阪 商船 會 社の 大正 五 年末 南米 東海岸への 航路 を 

經營 し. 新 嘉坡， ダ ， \ ン、 ケ ー ブ タウ ン、 リ ォ.、 デニン ャネ イロ、 サン トス， ブ エノ ス*ァ ィ 

レ スに 至る 年 四囘の 定期 航海 を 開 き， 大 正 六 年に は 就航 船 七隻三 萬. 八 千 噸に達 

する あ b。 踵ぎ て 日本 郵船 會 社の 大正 六 年 五月 神 nx- を 基點と し、 新嘉坡 、-プ ラ ゴ. 

ァ ベ ィ、 サ ン ト ス、 リ ォ. 、デ. ジ ァ -tt イロ、 セント ルシ ァ、 紐 育に 至る 年 四囘の 定期 航海 
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を 開ける あり。 本 航路に 於け る內國 船に して 神 を 出港せ る もの は、 大 正 六 年 

に 合計 二十 隻九萬 八 千 餘嚼な b しが、 大正 七 年に は 二十 二 隻七萬 八 千餘噸 とな 

(一 5 

れ. -。 

濠洲 航路 は 大戦 開始 以來 最も 繁盛 を 見し 航路に し て、 大 正 四 年 以後に 於て 特 

に然 h- となす。 北獨 tl イド 汽船の 航海 停廢 し、 英國東 濠 汽船の 航海 稀少と なる 

や、 從來 命令に より 此 航路 を經營 せる 日本 郵船 會社 船三隻 のみ を 以てして は、 到 

底 需要に 應 する 能 はざる に 至りし を以 て. 大 正五年定期臨時船合計九隻となし- 

大正六年には更に^！？加して十四隻五萬噸となせし が、 此 以外に 大阪 商船 會社も 

亦 大正 五 年 十月 以降 新に 毎月 一 囘の 定期 航海 を 開始し、 且 つ 臨時 船 を も 就航せ 

(一 五)  ， 

しめ、 大正 六年增 加して 十 一隻 三 萬 四千 噸 となせ る あ h.。 大正 六 年 神 HI 出港の 

本 航路 就航 船 は 內國船 五十 五隻十 一 萬 五 千噸、 外 圃船八 隻三萬 九千嚼 な.^ しが" 

大正 七 年に は 內國船 は百隻 二十 四 萬 噸を算 し， 外 國船は 五 隻ニ萬 六 千噸に 減少 

(一六) 

した. 9。  - 

印度 航路 は 日本 郵船. 大阪 商船 兩 社の 自由 經營 にか * る。 開 戰以來 此方 面の 

外國 船激减 せる を 以て， 兩 社共 臨時 船 を增發 したれ ど、 船腹の 不足 尙ほ 容易に 緩 


和せられ や、 大正 六 年 五六 月の 頃に 於け る 孟買. 甲 谷陀の 滯貨は 十六 萬噸 以上に 

(一七〕 

達せ. 9" 同年 神 11^ 出港の 本 航路 就航 船 は 內國船 百七隻 三十 一 萬噸、 外國船 二十 

隻四萬 一 千嚼 な- 9 しが、 大正 七 年に は 內國船 は 二百 五十 七隻 六十 萬噸を 超え、 外 

國船は 三十 九 隻十萬 噸に增 加した る、 以て 本 航路に 於け る 出貨の 如何に 旺盛な 

(一八) 

しか を 卜する に 足る ベ し。 

南洋 航路 南洋 航路 は從來 南洋 郵船 會 社の 受 命經營 する 所に して • 年 十八 囘の 定期 航海 

な， 9 し が、 大 正 五 年 四月 大阪 商船 會社は 臺灣總 督府の 補助 を 得て 基隆基 點の航 

路を 開き、 大正 六 年 六月 基 點を神 ir; に 改 め、 三 隻を 以て 之に 從事 する こと、 せり。 

尙ほ 同年に は 日本 郵船 會社も 四隻を 以て 神 爪 哇. 甲 谷 陀間每 月 一 囘の 定期 航 

(1 九 .> 

海 を 開始せ. 9。 大正 六 年 神 11； 出港の 就航 船 は 內國船 百 八十 隻七 十五 萬噸、 外國 

船 五十六 隻 十六 萬 八 千嚼に 上りし が、 大正 七 年に は いづれ も 激減して 內國船 は 

約 三 割、 外 國船は 約 四 割の 就航 を 見た る に 過ぎ ざり き。 

社外 船の 活 今 精密なる 統計 を 缺くを 以て 大正 四 年と 大正 七 年との 各 航路 別 就航 船舶 を 

比較す る 能 はすと 雖. 要 する に 船腹の 不足 は 主として 外國 船の 就航 激減に よる 

こと 否む ベから す。 而 して 內國 船の 就航 增 加の 主として 社外 船の 發展 活躍に 

第 十一 草 欧洲 大戦 進行 中の 神戶  四 二  二 


醉 戶市史 本 編 

因る ： と 亦 明らかな 

て、 船主 多く 貸 船 に 甘 

影響に 因る 船舶の 缺 

著る しく 新式 優良の 

萬嚼に 過ぎ ざ， 9 しも 

1 千 噸を算 し， 大正 六 

加 ふる 時 は 三百 四隻 

獨 カ經營 をな す者自 

拘 はら 中、 同年 中に 旣 

線 を 開 き、 各 線 月 ー囘 

ァ ト 〃間の 二 線 を 開 

年 十月 橫濱臺 灣線を 

其 他 數線を 開き、 日淸 

を、 尼 崎 汽船 會社は 同 

く、 社外 船の 活動 發展 


總說  四 一四 

る 所な， 9 とす。 戰 前に 於け る 社外 船 は 多く 老齡舊 式に し 

ん じ、 不 定期の 航海に 從事 せし ひるに 過ぎ ざ りし が、 時 局 の 

乏の新 船 建造 を 促す や， 就中 社外 船主の 注文 及 購入に より 

船舶 を增 加せ しか ば， 大正 三年 七月に は 僅に 三十 四隻 十四 

の、 大正 五 年末に は 遠洋航路 船の み にても 百八隻 三十 七 萬 

年末に は 百 九十 七隻 七十 七 萬 二 千噸に 達し 近海 航路 船 を 

三  一， J 

九十 四 萬 四千 噸 となれ り。 從て 新に 定期 航路 を 開始して 

ら 生 じ、 太 洋 海運 會 社の 如き は 大正 六 年 一 月の 創立なる に 

に 日本 北米 間， 香 港 北米 間、 南 洋 北米 間 及び 日本 南洋 間の 五 

の 定期 航海 を 維持 し、 大 正 七 年に は 更に 日本 濠洲 間、 大 速 シ 

き、 山 下 汽船 會 社の 如き は 大正 六 年末に 日印 米 線 を、 大 正 七 

開き、 三菱 商事 會社は 大正 七 年 八月 阪神 漢ロ 間、 南支 南洋 間 

汽船 會社は 同月 阪神 漢ロ線 を、 鈴 木 商店 は 同月 阪神 大速線 

月 阪神 上海 線 を 開 き、 其 他 不定期の 航海 をな す もの 亦甚多 

三 二) 

は實 に眼覺 しきもの あ き。 


海運の 發達 此の 如く 海運 界年 を逐 ひて 活況 を 呈し、 殊に 社外 船の 空前の 發 展を遂 ぐる や、 

諸 汽船 會 社が 其 本 支店 若く は 出張所 を 必す其 船 繰の 中心た る 神 B- に 設置せ む 

とする は、 蓋 し當 然の歸 結な hs。 されば 船籍 を 神 II； 港に 置く もの 逐年 增加 し、 大 

正 四 年に は 二百 二十 七隻 十四 萬 ニ千噸 な. - しに、 大正 六 年に は 六 百 二十 五隻六 

十二 萬 五 千噸を 超えむ と し、 此 の 中 五百嚼 以上の もの 二百 九十 隻五 十五 萬 二 千 

嚼 を 算 し、 大 正 七 年に は 五千噸 以上 を 有する 會社十 九， 其 所存 噸數 三十 萬 嚼に上 

(ニー-一) 

ら むと せ， o。 海運 會社 新設の 大正 四 年 乃至 七 年に 七十 八、 資本金 一 億 三千 六 百 

萬圓に 達せる を 倂せ考 ふる 時 は、 神 In- 港に 於け る 海運の 發 達繁榮 は、 蓋 し 想 半ば 

t  (二 四) 

に 過ぐ る もの あらむ。 

大正 三 四 年 世界大戦の 海運に 及ぼせる 影響 が、 海 運と 倂行 すべ き 貿易に も 及 ベ る こと 

の gas 

固よりに し て、 大正 三年に は 本邦の 貿易 全體に 於て 四百 六十 餘萬圓 の 輸入超過 

を 見 二 般經 濟界は 八月の 戰爭 開始 以前に も 政府 事業の 繰 延其他 諸種の 事情に 

よ b 稍" 不 况 に陷れ りと 雖， 而 かも 神 の 貿易 は 同年 上半期 を 以て 前年の 同期に 

比する に. 輸 出に 於て は 却 b て 九 百 萬 圓を增 加せ しに、 下半期に 入り 輸出の 減少 

千 二百 萬 圓、 全 年の 總計は 二 億 六 千 七 百 餘萬圓 にして、 之 を 大正 二 年に 比し 三百 
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萬 面の 減少 を 見、 輸 入 は 四千 八 百 餘萬圓 の 激減 を 示し、 全 年 を 通じて 輸入 總額ニ 

億 八 千 百 餘萬圆 、前年に 劣る こと 六 千 四百 六十 萬圓 にし て、 其 中二 千 六 百 六十 萬 

圓の 減少 は歐洲 よりの 轍 入に 係 かる ものな りき。 これ 一 に 時局の 影響に よる 

ものと 認めざる を 得す。 而 して 大正 四 年 獨逸は 極東に 於て 全く 其 根 據地を 喪 

失し. 南 太 洋に 於け る 敵 艦 掃蕩 せられて 東洋の 海面 安全と な. o、 且 っ戰举 局面 

の 發展は 盛に 本邦 製品の 需要 を 喚起し たれば、 此 年の 本邦 賀 n:^ は 一 億 七 千 六 

萬圓の 輸出超過 とな ，9、 輸 入 を 本色と する 紳 II； 港の 賀- 易す らも 一 億 九 千 七 百 萬 

圓の 輸出 を算 する に 至りし も、 輸 入 は 依然 不振に して 二 億 六 千 九 百萬圓 となり、 

前年よ b 更に 少 きこと 千 二百 萬 圓. 之 を 大正 二 年に 比較す る 時 は 七 千 七 百餘萬 

(二 五. - 

圓の 差違 を 生じた. 5。 

大正 五 年の 大正 五 年に 至. 5 て 本邦 全體の 貿易 は 輸出超過 愈" 甚し く 三 億 七 千 萬 回 を算せ 

貿易 

..y。 これ 東洋 及び 南洋 方面 等に 於け る歐 洲諸國 製品の 輸入 減じて 本邦 品の 需 

要を增 せる と、 同 一 の 理由に よ..^、 南米 及び 南阿の 市場の 新に 本邦 品を迎 ふるに 

至れる とに よる ものなる が、 米 國の 僅々 ニ箇 年に 數 十億 圓の 輸出超過 を 見、 其 經 

濟界に 未曾有の 好 况を呈 する に 伴 ひ-同 圃 向きの 輸出 も爲 めに 旺盛 を 極めた る 


は、 神 m- 港の 輸出 をし て激增せしめし最も有カなる原因な..^き。 加之英 佛諸國 

の 漸次に 輸入 禁制の 品目 を增 加せ ると 共 に、 其 等 諸國に 於け る 軍需品 等の 輸入 

却 .9 て 益" 增 加せ る ありし を以 て、 神 I ^よ.^ の 輸出の 總計は 前年に 比し 一 億 一二 千 

三百 萬 圓の增 加と なれり。 而 して 我 工業の 勃興に 伴 ふ 原料 品 及び 原料 用 製品 

の 購入 激 增， 其 他 幾多の 原因よ して 我 輸入 も亦增 加し. 彼に 在..' て 輸出の 禁漸 

く繁 か， 0 しに 拘 はら す、 神 nx- のみに 就きて 之 を 見る も 前年よ 多き こと 一 億 四 

(三 0 

百 萬圓に 達せ h -。 

大正 六 年の 斯く 大戦の 影響に より 顯 著なる 消長 を 示せる 神 港の 賀易 は， 其 輸出入 合計 

に 於て 、大戦 開始 以 來、 本 邦總賀 易に 對し槪 して 三 割 四 五步を 占め、 大 なる 變化を 

示さ >  b しと 雖. 輸 出 及び 輸入に 於て 兩者增 減の 率必 しも 同じから t 大正 六 

. 年 本邦 全體の 貿易 は、 獨逸 潜航艇の 無警告 撃沈 ■ 露 國の 革命， 英國の 輸入制限、 米國 

の參戰 及び 鐵の 輸出 禁止、 其 他 幾多の 障礙 ありし にも 拘 はらす、 輸出超過 五 億 六 

千 七 百 萬 圓に達 し， 神 10- 港の 輸出 は 四 億 七 千 九 百 七十 餘萬圓 とな り、 本 邦總 輸出 

の 三 割 六 步三厘 を 占め、 其 前後 多く は 二割 三四步 なる に 比して 最高 率 を 示せし 

が、 同年 神 5- の 輸入が 五 億 三千 萬圓に 達し、 本邦 總 輸入の 五 割 一 步ニ厘 を 占め、 例 
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(二 七； 

年の 四 割よりも 遙 かに 高率 を 示せる に 比すれ ば， 其 變動 微小な b と 云 ふべ し。 

大正 七 年の 大正 七 年 本邦 賀 易の 出入 總計は 三十 六 億 三千 八 百 萬圓に 達して 空前の 記錄 

を 留め、 就中 輸出 は 依然として 輸入 を 超過せ.^ と雖、 其 超過額 は 二 億 九 千 四百 萬 

圓 にして 之 を 前年に 比し 二 億 七 千 三百 餘萬圓 を 減せ り。 卽ち 大正 四 年 以降 本 

. 邦賀 易の 大勢たり し 輸出超過 は、 此 年の 上半期に 於て 旣に 其轉 機に 會 せるな り。 

而 して 同年に 於け る 神 In- 港の 賀 易に 就きて 之 を 見る に、 其 輸出 は 五 億 三千 九 百 

萬 圓卽ち 前年に 勝る こと 五 千 九 百萬圓 なる も、 輸 入の 增 加に 至.^ て は 更に 顯著 

なる もの あ て 總額は 七 億 八 千 四百 餘萬圓 に 達 し. 前 年に 比し 二 億 五 千 四百 萬 

圓を 加へ たり。 賀 易の 趨勢 將に 大に轉 せむ とせる に 際し. 本來 輸入港 たる を特 

(二八) 

色と する 神 5' の斯 かる 現象 を呈 せる こと 毫も 怪む ベ きに あらす。 

移出 入及大 是を 要するに； 港の 賀易 は、 轍 出に 於て 大正 四 年の 一 億 九 千 七 百 餘萬圓 よ 

阪稅 關手數 

I  り 大正 七 年の 五 億 三千 九 百 餘萬圓 とな b  、輸 入に 於て 二 億 六 千 九 百 餘萬圓 よ..^ 

七 億 八 千 四百 餘萬圓 となれ h^。 而 して 以上 神 港 貿易 額 は 單に神 税關を 通 

過した る 貨物の 價额 によれる ものなる が、 此 外に 之と 共に 賀易额 中に 計上す ベ 

き 朝鮮 移出 入 及び 大阪税 關の手 數を經 て 神 11； 港 碇泊の 船舶に 搭載 せらる ，も 


橫濱 との 比 

較 


の 

ま 


を も 

百 萬 

四 割 

次に 

於て は 

以て， 輸 

Q1S 


接 

»> 一 

力 

面 


加 ふるとき 

圓を算 し， 全 

二 步三厘 を 

此等數 字 を 

神 11^ の橫濱 

出入 總 額に 

tc^ 港の 賀易 

に 比し 影響 

業の 中心 は 

よ， 9 する も 

1!^ 港 輸入の 

四 年の 一 億 


港 場 

內ェ 

大正 

に 於て 神 s- 港賀 易の 隆盛 を 

關東 方面に 向 ふ もの 多 く、 山 陰 

易の 逐年の 發達は 以て 之を徵 


大正 四 年に は 總額五 億 三千 五 百 萬 圓_ 大正 七 年に は 十六 億 

の輸 移出 入總 額に 比して 大抵 四 割 を 占め、 大正 六 年の 如き 

0 一九) 

めた-. y。 

濱 港の 賀易 額に 比較す る 

こ と尙ほ £1^ しと 進、 輸 入 は 

彼 を 凌ぎ、 大正 七 年に は 其 

本邦 諸 港の 首位に 上れる 

なる が 故にし て、 時局の 影 

阪 及び 其 附近に 在り。 而 

ら ざ る も、 #  p  ^ る もの 

部分 は大阪 に發送 せらる- 

圓 より 大正 七 年の 六 億 四 

示す ものな り。 加 之 神 

山陽の 小 工業 地との 闆係 

(三 一 ソ 

する を 得べ し。 


て 之を橫 

及ばざる 

て は遙に 

此の 如く 

域の 廣汎 

として 大 

なきに あ 

料 品の 大 


八 千 五 百 萬 


に、 大正 四 年 以降 輸出に： 

遙 かに 彼 を 凌駕せ る を 一 

差 二 億 五 千 萬 圓を算 せ 

は、 こ れ其橫 濱及其 他の 

響に よ hN て 盛に 興. 0 し 

して 其 製品の 輸出 は 直 ， 

亦甚 多くして、 他方に 於 

. 故に 大阪 港の 輸出入 

一 

千 萬圓に 激增せ る は、 一 一 

港 輸入 貨物の 大阪 以外 一 

も亦淺 からす。 沿岸 賀 
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沿岸 貿易の 

發逢 


内地 諸 港と 

の 取引 關係 


紳 戶市史 本 編 槐說 

沿岸 貿易の 發 一の 顯 著なる は 貨物 

大正 四 年に 一 億 三千 四 萬 圓を算 し _ 

は、 戰 局の 發， k と共に 著る しく 增 加し 

り。 而 して 神 戸よりの 發送も 大正 四 

增加五 千 二百 萬圓 なりし が、 大正 七 年 

物 中；： 取 も 多額なる は 大正 四 年に 於て 

が、 大正 五 年 以降 漸く 減じて 多き も 二 

少して 僅に 一 割 ニ步八 厘と なれ. 5。 

大正 四 年 三 割三步 な， 5 しもの、 大正 六 

少し たれ V- も 尙三割 九 步四厘 を 下ら 

原. 料 品：：^ も 多くして 四 割 八步を 占め 

も 多額 を 占め、 大正 七 年 四 割 五 步六厘 

したる は 、これ 外國賀 易の 趨勢に 伴 ひ 

(三 二. - 

勃興せ るを證 する ものな &。 

今 大正 四 年 以降 舯戶 港. と 內地各 港 


四 二  0 

發 著 の 數 量 に よ h^ て 之 を 證 す る を 得 ベ し。 

- 前年の 二 侪强に 達した る祌 tn- 入港の 貨物 

，大正 七 年に は 實に六 億 五 千 萬圓を 超えた 

年に は 約 一 億 五 千 萬 圓 に し て，前 年 よ の 

に は 五 億 一千 五 ほ萬圓 となれ り。 入港 貨 

は 食料 粗製品に して 約 三 割 ニ步を 占めし 

割 五步を 超え や、 大 正 七 年の 如き は 更に 減 

然るに 原料 用 製品 は 之に 反し 年々 增 加し、 

年に は 四 割 三 步を超 え、 大 正 七 年に は 稍  <  減 

ざ， 0 き。 發送 貨物 中に て は 大正 四 年に は 

し が、 同 年 以降 は 原料 用 製品 之に 代りて 最 

に 達せり。 原料 用 製品の 斯く 著しく 增加 

て 神 II； と賀易 取引 ある 內地諸 地方に 工業 

との 取引 關係を 見る に、 其 金. 额百 萬圓 以上 


の もの、 大正 四 年に は 二十 九 港に して、 到 著 は 九州の 二 千 九 百 萬 圓を第 一 とし、 就 

中 若津の 四百 十 萬圓其 首位に あり。 北海道 又 之に 次ぎ， 中に も 傑出せ る 凾館. 小 

樽 二 港の 如き は 共に 若 津に勝 り、 基 隆其他 臺灣諸 港 を 合せた る もの 又 更に 之に 

次ぐ。 發送 は大阪 附近 及び 紀伊を 併せた る 三千 五 百 萬圓を 最多と し、 大阪 のみ 

にて 三千 三百 萬圓に 達せり。 之に 次ぐ は 東海に して 就中 橫濱 最も 多 く、 臺灣又 

(三 三) 

之に 次 ぎ、 中 にも 基隆は 橫濱に 勝れり。 而 して 大正 七 年に は 神 In- と賀易 取引 あ 

る もの 山陽 道 沿岸 百 港、 淡 路 沿岸 三十 三 港. 四 國 沿岸 八十 五 港、 大 阪及紀 伊 沿岸 四 

十九 港， 東海道 及奧羽 沿岸 二十 二 港 • 北陸 及 山陰 沿岸 二十 五 港 、九州. 琉球 沿岸 七十 

四 港、 北 海 道. 樺 太 沿岸 六十 港、 臺 灣.？ 必 湖島 沿岸 十四 港總計 四百 六十 二 港に し て、 其 

中 取引 百萬圓 以上の もの 五十 七 あり。 到 著 は大阪 附近 及び 紀伊 沿岸の 三 億 一 

千 百 萬 圓を第 一 とし、 大阪 のみに て 二 億 八 千 三百 萬圓に 達せ. o。 之に 次ぐ は 九 

州、 高 知 を 主と する 四國 にし て、 臺 灣の基 隆、 北 海道の 小 樽 は 一 港と して 高 知と 伯 

仲せ- 9。 發 送に 在 て も 亦大阪 附近 及び 紀 伊の 三 億 一 千 百 五十 萬 圓を第 一 と 

し、 其 中大阪 のみに て 三 億 四百 萬圓、 之 に 次ぐ は 基隆を 首と せる 臺灣、 中國 沿岸 等 

(三 四) 

に し て、 凾 館. 小 樽 は 一 港と して 却.^ て 基隆の 上に 位せ， 5。 
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水陸 運^の 

比 


大正 三 四 五 

年の 市況 


醉 戶市史 本 編 槐說 

沿岸 貿易 を 以て 爾餘の 水陸 運輸 機關 により 祌 In- 港に 集散す 

賀 易 .鐡 道、 電 車 等に 因る 貨物の 噸 量と 比較す る 時 は、 神 II； にと り 

重要なる 位置 を 占む る ものなる か を 知る を 得べ し。 今 大正 四 

の 四 年間に 於け る 神 港發著 貨物に 就きて 之を考 ふる に、 大 正 

十四 萬噸の 貨物 中、 外 國賀 易に 因る もの 四 割 ニ步五 厘. 鐵 道 

1 一 厘、 電 車に 因る もの 四 厘 を 占む るに 對 し、 沿 岸賀 易に 因る 

な， 9 し が、 大正 五 年 合計 八 百 六十 七萬噸 中、 外國賀 易の 割合 

割合 は 七厘 を 減じ. 電車 は增 減な か， 0 しが、 沿岸 賀易は 一 步 

て 爾後 も 逐年 增 加し、 大正 七 年に は 合計 一 千 九十 六 萬噸中 

反し 外國 貿易に よる もの は 三 割 九步五 厘と な り、 鐵 道に よ 

厘、 電 車に よる もの は 五 厘と なれり。 以て 對內賀 易 港と し 

(三 五 ，- 

る を 得べ し。 

大正 三年 七月 大戰勃 發の當 時に 於て 旣に 政府の 財政 緊 

槪ね 下落の 傾向に あ.^， 神 S; 市 にても 諸 銀行 多く は 徒ら 

率 は 比較的に 高 か し を 以て 企業 一般に 不振の 狀態 にあ 


因 

し 


四 ニニ 

る も の、 卽 ち外國 

て 前者の 如何に 

年 乃至 大正 七 年 

四 年 合計 六 百 九 

る もの 一 割八步 

は 三 割 八 步九厘 

厘 を 減じ、 鐵 道の 

を增 せり。 而し 

六 厘 を 占 め、 之 に 

の は 一 割 九步四 

神 IT; の 發達を 知 

影響 を 承け、 物價 

許 遊金 を 擁し. 利 

が、 爾來外 國爲替 


の 杜 絕、 船 腹の 不 足、 海 上保險 料の 昂 騰. 蓮 賃の 騰貴 等に よる 海運の 障 碍， 或 は對外 

賀 易の 不振 等 は 益 < 市況 をして 沈滯 せし めた， 9。 然る に翌 大正 四 年に 入. 0. 英國 

の 金融 緩和に 伴 ひ、 對 外爲替 調節 せら れ、 靑 島陷 落後 軍用 船の 解 傭 ありて 船腹の 

不足 緩和 せら れ. 東 洋に 於け る獨 艦の 撗行媳 みて 海上の 危險 減少す ると 同時に 

. 海上 保險 法の 實施 によ b 對外賀 易の 障害 除去 せら れ、 聯 合國 軍需品の 注文 殺到 

の爲め 工業 勃與 し， 輸 出賀 易の 胚 盛に 赴く に 從ひ內 地 市場 は 非常なる 活 氣を呈 

したれ ば、 金融 は圓滑 と な り-有 價 證券 は 十月 以降 一 齊に 暴騰して 底止す る 所 を 

(三 七， - 

知らす。 大正 五 年に 入-' て は 戰亂の 好影響 益 < 著る し く. 大 正 五 年末の 市 內諸會 

社 は 大正 三年 末に 比し 七十 三會社 資本金 三千 四百 萬 圓を增 加し. 就中 工業に 於 

5 一八. > 

て 二十 ニ會社 資本金 二 千 萬 圓を增 加せ..^。 

大正 六 七 年 大正 六 年に 入. -、 我 邦の 輸出 賀易 更に 發展を 加へ し を 以て、 前年 來の 趨勢た る 

の 市況 

正貨の 增加 愈.^ 甚し く、 同 年末に は 實に十 一 億 二 千萬圓 なる { 仝 前の 記 錄を示 し. 免 

換 券の 膨脹 は物價 をして 奔騰せ しめたる も、 市 況 は 益  <  好 景氣 にして 同年 末に 於 

ける 神 11^ 市內 諸種 會 社の 數 前年 末に 比し 二 十五 を 減せ しも、 資本金に 二 千 六 百 

萬 圓の增 加 ぁリ。 就中千五百萬圓は海運業に屬するものなh^き。 然れ V" も 底 
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止す る 所 を 知らざる 物價の 騰貴 は、 遂 に 政府 をして 九月 を 以て 物價 調節 令、 輸 出 

制限 擴張 令， 船舶 管理 令 等 を 公布す るの 巳む を 得 

す. 此 年 三月に 破裂せ し 露國の 革命 は 彼との 貿易 

國に 於け る鐡の 輸出 禁制 實 施せら る 、 ありし か 

し、 九 月 中 神 II； 市に て 苗 社の 新設せられ しもの 其 

圓に 過ぎす。 之 を 七 八兩月 共に 其の 新設 會 社の 

比すれ ば、 其 差 驚く に堪 へたり。 然る に 其 反動と 

見、 年末 三 ヶ月 間に 九十 一 會社 • 一  億 三千 三百 萬圓 

より 1 時の 現象に 過ぎす して、 大正 七 年の 上半期 

半期に は 又 活氣を 示 し. 七 月より 十月に 至る 四ケ 

月の 十五 會社九 百 七十 萬圓 にして， 十月の 如き は 

せし も、 十 一 月 休戰條 約の 成立と 共に 本邦 一 般の 

來 し、 神 6- 市 にても 會 社の 新設 振 は ゃ數 に 於て は 

百 萬 面に 過ぎ ざり き。 其 後平 和の 克復 容易なら 

1^ 的 恐慌 少しく 緩和せられ、 事業 熱 又 稍. ^興. y し を 


ざるに 至ら しめたる のみなら 

を 不安定な らしめ、 加 ふ るに 米 

ば、 我事 業界 爲 めに 一 頓挫 を來 

數 僅に 九、 資 本 金 二  八十 餘萬 

資本金 千 三百 餘萬圓 な.^ しに 

して 十月 以降 急激なる 囘復を 

so) 

を增 加せ り。 然れ V- もこれ 固 

に は 此の 如き 盛況 を 見や。 下 

月 中、 新 設會 社の 最も 少きは 八 

五十八 會社 四千 二百 萬 圓に達 

事業界 は 俄然と して 大 頓挫 を 

三十 三を算 せし も、 其 資本金 九 

ざる こと 明白と なる に 及び 1 

以て、 十二月 中に は 三十 七會社 


の 新設 を 見 たれ V- 、其 資本 は 九 百 五十 萬 面に 止ま， 大規模の 企業 跡を絕 つに 至 

S  一  ，J 

れ. 9。 

frp 會社 資本 神 市が 戦役の 影響 を受 くるの 大な. 0 し は遙に 本邦 他 都市の 上に 在 h.。 大 

の激增 

正 七 年末に 於け る 市 內の會 社 數は八 百 五に して. 其 資本金 總計四 億 一 千 餘萬圓 

に 達し. 之 を 大正 四 年末 現在の 二百 九十 四會社 資本金 約 七 千 二百 萬圓に 比し 霄 

壌の 差 ある は、 以て 之を證 する に 足る。 而 して 此中 四百 九十 八 會社其 資本金 二 

億 八 千萬圓 は、 實に 大正 五 年 以後の 設立 に 係 かる ものな.^。 加 之 旣設會 社の 資 

本の 增加も 夥しく 約 一 億 圓を算 へたる は、 彼の 明治 三十 八 年より 大正 三年に 至 

るまでの 資本の 增 加が 僅に 一 千 六 百 萬圓な b. しに 比 して、 益.^ 以 て 大戦の 影響の 

莫大なる を 想 はしむ。 支店 及 出張所 を 神 111 市內に 新設せ る もの , 增加亦 閑却 

すべから ざる 現象に し て， 大 正 三年に は 內外會 社の 支店 合計 百 六十 社な りしが、 

大正 六 年に は其數 三百 社に 達せん とし、 日本の 大會 社に して 本 市に 支店 又は 出 

一四 二) 

張 所 を 有せざる もの 殆ど これな きに 至れ. 9* 

組合 銀行 營 次に 預金 及 貸 出金に よ， 9 神 III 組合 銀行の 營 業の 大勢 を 見る に、 大 正 四 年末の 

粱の 大勢 

預金 は 七 千 九 百 萬 圓、 貸 出 は 一億 七 百 萬， 圓 に 過ぎ ざ.^ し に、 大 正 七 年末に は 預金 
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三 億 四千 九 f» 萬 圓， 貸 出 三 億 四千 四百 萬 圆に達 し， 之 を 撗濱巿 諸 銀行の 同期 間に 

預金 一 億 三千 萬圆 より 二 億 三 千 八 百萬圓 に、 货出 一 億 九 百萬圓 より 二 億 二 千 百 

萬 圓に增 加せ る に 比較す る 時 は、 兩 者の 發展に 非常の 差 ある を 想 はしむ。 單に 

橫濱 のみに あらす、 曰 本の 六 大都市 中 此增加 率に 於て 一 として 神 In- に 企及す る 

もの あるな く、 神 市の 手形 交換 高が、 大正 四 年 十億 七 千萬圓 よ. o 大正 七 年 六十 

五 億 七 千 六 百萬圓 に激增 し、 六 大都市に 冠たる こ と、 亦 以て 神 市の 誇と なすべ 


S5 

し。 


工業の 教逢 神 11^ 市の 工業 は 數年來 急激なる 速度 を 以て 發 達し 來 りしが 、大戦 期間に 入る 

に 及び 其進步 更に 著る し く、 機 械 工業 及 化學 工業に 於て 殊に 然る を 見たり。 今 

工業 會社ヹ 場、 職工 ヹ產額 等に つきて 大正 四 年と 大正 七 年と を 比較す る に、 會社 

は 約 二倍に 增 加して 百 三十 五會 社と な り、 其 資本金 は 九 千 五 百 萬 圓を算 して 三 

倍を增 加せ b。 而 して 工場 は 一倍 四 步. 千 六 百 七十 九 工場と な り、 職 ェも 一倍 四 

步、 六 萬 四千 人と な b ヹ產額 は 二倍 ニ步、 三 億 一千 九 百萬圓 となれ り。 更に 各種 

の 工業に 就きて 其產 額の 增加を 見る に， 大正 四 年 乃至 大正 七 年の 間に 於て 染織 

工業 は 千 二十 二 萬 B よ，^ 三千 九十 萬圓、 飲食物 工業 は 二 千 二百 萬圓ょ 五 千 九 


百 萬 圓、 雜 工業 は 一 千萬圓 よ- 9  二 千 二百 六十 萬 圓、 化 學 工業 は 三千 百 萬圓ょ 六 

千萬圓 とな ，9、 機 械 工業 は 六 千 百 萬圓ょ b 一  億 四千 三百 萬圓 に激增 し、 特 別 工業 

と 見 傚す ベ き^?^^斯、電氣等の供給亦ニ倍を超ぇむとせ^。 而 して 大正 七 年に 於 

て 五 百萬圓 以上 を生產 せし 工業 は、 造 船の 七 千 二百 五十 萬 圓、 諸 機械の 四千 百 九 

十 萬圓、 憐寸の 二 千 二 百 五十 萬圓， 紡績 絲の 二 千 百 萬圓、 精糖の 千 九 百 七十 萬圓， 製 

粉 の 千 九 百 六十 萬圓、 金屬 精練の 千 六 百 八十 萬圓、 精 穀の千 五 百 萬圓、 製油の 千 四 

百 萬圓、 織物の 九 百 五十 萬圓、 護謨の 八 百 萬圓、 車輛の 七 百萬圓 等に して、 船 舶、 憐寸 

は 約 一 倍 半、 車輛、 精穀、 製粉、 織物 は 約 二倍 半、 精糖、：^ 績、 製油 は 約 三倍 半、 護謨 は 五倍 

半、 諸 機械 は 八 倍の 增加を 見し が、 金 屬 精練に 至.^ て は 大正 五 年に 始まり 同年の 

製 產價格 僅に 五 萬 四千 圓に 過ぎ ざり しも の、 三 ケ 年なら すして 三百 倍 を 超えた 

(四 五 . 

り。 其增加 率の 著大なる 驚く に堪 へた- 9 とす。 

富の 壤 加と 祌 IT; 市の 富の 程度 も 市勢と 共に 發展 し、 他 都市に 見る 能 はざる 速度 を 以て 增 

身 業 逢 の 

1 面  加 し、 兹 に 神 芦 市の 黄金時代 を 現出す る こと、 な り、 市 民の 負擔 せる 國 稅、 市 税 及 

び 區費は 大正 四 年に は 五 百 二十 萬圓な b し が、 大 正 七 年に は 俄に 增 加して 二 千 

, 五十 萬圓 とな b 、同じく 三年 間に 市の 總歲入 は 七 百 五十 四萬圓 よ. 0  二 千 三百 六 
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十五 萬 面に、 總歲出 は 四百 八十 ニ萬圓 よ，.^ 千 七 十三 萬圓 となれ り。 然 と雖 

產業 未曾有の 發達 も， 富 の增加 も、 共 に必 しも 好結果 をのみ 齋ら せる にあら ざり 

し - - と， 神 芦 市 も 亦 他と 異る ことなし。 勞働 者の 需要 一時に 起...' て 供給 倏ち其 

平衡 を 失 し. 職 ェの爭 奪は隨 所に 行 は れ、 遂 に勞 力の 補充 を 朝鮮 及び 支那に 仰ぐ 

の已 むな きに 至りし のみなら す、 機 會 ある 每に勞 働 者 は 賃銀の 値上 を 要求 し、 容 

れられ ざれば 直に 同盟罷業の 擧に出 づるを 例と し. 市 中往々 にして 騒擾 を 見た 

。"之に 加 ふるに 米價の 騰贵亦 民心 不安の 因 をな し、 市內の 白米 小賣 相場 は大 

正 四 年に 於て 三等 米 平均 價格 十六 圓 四十 餞， 之 を 大正 三年に 比し 三圆 二十 五錢 

の 低落 を 見し に、 爾 後 漸く 騰 貴 し、 大 正 六 年 以降に 至 て 益" 甚 し く、 大 正 七 年 七 八 

月に 至りて は 暴騰 日を逐 へ，.^。 七月 末よ 八月 上旬 迄の 一 週間の 如き は、 入 市 

の 米 一 日 平均 八 千 懐な， - しも， 米 商 等 前途の 供給 不足 を豫 想し 競 ひて 之 を 買 取 

し を 以て、 爲に 暴騰 を 助長し. 八月 一 日に 三十 七圓 七十 餞 前後な し 三等 米 は、 

五日に 至り 四十 ニ圓 となれ. y。 因， 5 て 神 In- 米穀 肥料 市場 は此 急激なる 騰貴 を 

抑止せ むが 爲 め. 百 方努カする所ぁ.=^しも其効な く， 七 日に は 四十 九圓 とな に 八 

日 に は 五十 三圓 とな、 神 m- 市 米 取引 界 空前 の 記. 錄を 作れ り。 從 ひて 小賣 相場 


も 亦 日々 三錢 乃至 五錢の 暴騰 を 見 ざな な く、 播 州 米 は 遂に 六十 ニ錢八 厘と なり 

市民の 窮乏 名狀 すべ からざる もの あり。 是に 於て 市 は 八月 九日より 三グ 所に 

於て 外米 を簾賣 せし に、 一 時半に して 四十 石 を賣盡 せり。 食料の 問題の 斯く市 

民の 神經を 刺激す るに 及 び、 流 言 斐語 盛に 起こ り、 十 二日 夕 期せす して 湊" 公園 

等に 集合せ る 市民 中には、 暴徒と 化して 市內 白米 商 を 襲 ひ、 廉 賣 を 强 要 し， 或 は 强 

奪 を 行 へ る あ h." 又 東 川 崎 町 鈴 木 商店 を 始めと して 市 內數ケ 所に 放火せ る 者 

ぁリ。 警察 及 消防 組の 限り ある 力 を 以てして は 到底 之 を鎭壓 する 能 は ざ..^ し 

か ば， 兵庫縣 知事 は 遂に 軍隊の 出動 を 請 ひ、 同時に 郡部 警察官 を 市內に 招致して 

治安の 維持に 努め、 一 般 市民の 夜間 外出 を 戒めた りし が、 十 五日に 至りて 漸く 秩 

序 を復舊 する を 得たり。 而 して これより 先 八月 十三 日米 檟 騰貴に よる 窮乏の 

救濟 として、 內帑 三百 萬圓 下賜の 命 あり。 神 市 は 其 分配 額と して 二 萬 六 千 七 

百 四圓を 受領せ るの みなら す、 兵 庫 縣當局 も亦應 急の 方法 を講 じ、 富 豪 に勸 めて 

醵金 八十 萬圓を 得、 廉 米 供給 を 開始す る ありし か ば、 市 中の 白米 商の 閉店に より 

供給の 途を失 ひたる 市民の 困窮 甚し きを 見し 市當局 は、 縣 當 局と 交 涉 し、 廉 米 供 

給 事務 を引繼 ぎ、 十五 ケ 所に 白米 供給 販賣所 を 開設し、 內 外米の 廉賣を 開始せ り- 
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然るに 八月 二十 七日 祌 In- 商業 會議 所の 幹旋 によ， -て 

て、 市 は 之に 供給して 廉 資せし むる ことと し、 外 國米販 

く 之 を 閉鎖せ しが、 此 時の 供給 高 二 萬 九 千 石に 達せ. y 

の 公布 せらる 、 や、 神 市 にても 正 米 買 上 を 約 十 萬 石 

九月 九日よ. 0 該收用 米 を 白米 商に 配給し、 以て 漸く 供 

相場 も 次第に 低落せ り。 十月 二日 政府が 內 地米 買 附 

問題 は又撬 頭し. 市民 は 白米 商の 賣 惜しみ を 難 じ、 二 三 

出づる ありし と 雖， 遂 に 大事 

く 賣盡さ れ、 米 問題 は玆に 一段落 を畫 せ..^。  ，• 

急激なる 地理 的 發展に 伴 ひ市區 改善の 必要 切迫す 

る 神 市の 加き に 在. りて 淘に 止む を 得ざる 所な， 9。 

京都 及び 其 他內務 大臣に 於て 必要と 認 むる 都市に 對 

用す ベ き 旨の 勅令 を發 布す る や、 神 11^ 市 は 同年 六月 を 

しての 指定 を 得、 玆 に 神 ss 市區 改正 調査 委員の 任命 を 

き 神 li^ 市に は 大正 三年 旣に 市區 改正 調査 委員 會 なる 


至らす して 止み、 配給米 

(0 九) 


四 三 〇 

白米 商の 復業 を 見し を以 

賣所四 ケ所を 除く の外盡 

と 云 ふ。 其 後 穀物 收用令 

と豫定 し、 指定 商人 を定 め、 

給 を 調節す る を 得 たれば， 

打 切を聲 明す るに 及び、 米 

の 米 商 を 襲 はんとす る 者 

は 十 一 月 十五 日に 至り 全 

る は、 不規則に 發展 し來れ 

大正 七 年 五月 政府の 大阪. 

し、 東 京市區 改正 條例を 準 

以て 出願 し、 九 月 準用 市と 

(五 2 

見たり。 然るに 是 よ，.^ 先 

もの を 設け、 土木 衞 生に 關 


し 幾多の 調査 

とこれ 1 の 諮 

正 調査 委員 會 

七 年度 限 b に 

市區 改正 は實 

勢た る、 其 高地 

い たく 制限せ 

を縱 貫す る 0 

馬す。 此の 縱 

て 貧弱に、 市內 

べき 不便 亦微 

害を感 する こ 

框に 占有す る 

轉を遞 信 省に 

日に 比して 殆 
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を 積み、 其 計畫中 旣に實 行せ 

問 機關に 止まる ものなる に- 

の 組織 を 見る に 至りた るな 

て 舊來の 神 11^ 市區 改正 調査 

にこれ よ..' して 新 時期に 入 

は 直に 急 斜面 をな して 海岸 

ら れ、 東 西に のみ 伸ぶ る 外な 

道の 遮斷 する 所と なる を以 

貫鐵 道の 始めて 敷設せられ 

の 交通 も 未だ 太 だ 頻繁なら 

少なり. しか ど、 其 後 市の 發展 

と 漸く 深く、 明治 二十 六 年に 

神 1!^ 驛の 存在 を 以て 市將來 

(五 二) 

稟申 せる こと あり。 爾來更 

ど 隔世の 想 をな さしむ るに 


られし 部分な きに あら 

- 今や 國 家事 業と して 別 

れ ば、 此 委員の 任命と 共 

委員 條例 を廢 止す る こ 

(五 二 

る こと. - なれ b。 然れ 

に 近く 落下す る を 以て" 

く、 加 之 南北に 通す る 道 

て、 其 市區 改正 は 最も 困 

し當 時に 在りて は、 市 の 

ざ. 9 しを以 て. 其 市內の 

漸く 著る しきに 至 ，0、 此 

は 市き に 於て 數萬 坪の 

の 發展 を妨ぐ る ものな 

に 二十 餘年を 經、 神 H, 市 

至 て は、 巿內 十數ケ 所 


さ h\ し と 雖も 

に 神 B- 市區改 

に 市會は 大正 

と 、 し、 神 の 

ども 神 の 地 

南北の 發展は 

路は 悉く 市內 

難なる 事業に 

產業尙 ほ 極め 

交通に 及ぼす 

線路に よる 阻 

地域 を 市の 中 

.0 と 決 し、 其 移 

の 發達 之を曩 

の鐵道 踏切 は、 
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if 戶市史 本 編 說  四 三 二 

1 日數十 囘を算 する 列車の 通過に より 頻繁に 遮斷 せら れ， 爲 に 交通 運輸の 妨 害 

せらる、 こと 名狀 すべから す。 されば 此の 鐵道 線路 問題に して 解決 を 見 すん 

ば. 市 區 改正 事業 も 到底 完全 を 期す る 能 はざる を 以て， 大正 七 年 二月 神 芦 巿會は 

市內縱 貫鐵道 改良 急 施に 關 する 意見 最を 可決して 之を內 閣總理 大臣 以下 內務. 

大藏. 遞信三 大臣 及び 鐵道 院總 裁に 提出し、 上京 委員 を 擧げて 犬に 運動 を 開始し， 

祌 11^ 商業 會議所 亦 商工業の 發展 上是が 改良 急 施の 諸 願書 を 提出し、 市會 と共に 

本 問題の 解決に 努力す る 所 あり。 是に 於て 政府 も大 にこれ が 改良に 留意し， 設 

計に 著 手 し、 高 架線、 地下線、 海岸線の 三者 比較 硏究の 結 果、 高 架線 を 採用す るに 決 

i- 一) 

定し玆 に 一 段落 を吿 げたる 如き も、 未 だ 其 實施を 見る に 至らす。 

m  二期 築 5^ 旣に著 手せ る 神 築港の 完成 は、 賀 易の 顯 著なる 發達 と共に 永く 延期し 難き 

き a 畫 

急務と なれり。 工事中の 南 防波堤 五 百 間 及び 東 防波堤の 一部 九 百餘間 は、 初め 

1 たび 第 一 期計畫 中に 包含せられ たれ ど、 豫 算の關 係より 遂に 削除 せら れ、 爲 め 

に 船舶 荷役の 安全期し 難 く、 神 港の 康 る ベ き 損失 容易なら ざる もの あらむ と 

したれば， 大正 四 年 十二月 神 It; 市 會は其 急 施に 關 する 意見書 を內閣 總理大 臣， 關 

係 諸 省 大臣 幷に 兵庫縣 知事に 提出すべき を 決議せ. -。 然る；. ： 一 方に 於て 第一 


期 築港 計 畫も其 完成 期た る 大正 五 年中に 完了の 成算な か， 9 しかば、 政府 は玆に 

； tll^ 市會の 希望 を參 酌して 又 計 畫に變 更を加 へ、 南 防波堤の みは 之 を 第 一 期 計 

畫に 追加 し、 之 と 同時に 豫算の 都合 已むを 得 やとて 第 一 期 工事の 竣功 期限 を大 

正 十 年度に 延期す る こと. ^せ. 9。 然るに 豫定 工事中 繋船 岸壁. 第一 突堤、 防 波 用 

護 岸、 木 造 上屋、 假 上屋、 配電所、 起重機 等 は 大正 七 年旣に 完成 し、 埋 立、 鐵 道 上 屋、 道 路、 

鐵道等 亦 其 大半 を 後 功し たれば、 繋船 岸壁の 利用 は 年と 共に 盛に、 大正 四 年の 繋 

留 船舶 百 三十 ニ隻 二十 九 萬 ニ千餘 嚼、 卸 貨物 二十 四 萬噸に 過ぎ ざ. 9 しも の、 大 正 

(五 EH 

七 年に 至. -ては 四百 四十 五隻百 十九 萬 餘嚼、 卸 貨物 九十 萬噸に 達した. o。 然 り 

と 雖、 歐 洲 大戦の 影響に 因る 內外賀 易の 發展 は， これの み を 以て 満足し 難き 勢な 

b し を 以て、 市會は 大正 七 年 十 一 月 第二 期 計 畫の急 施と 兵 庫 港 改修 陳情 方と を 

決議したり。 然るに 時 恰も 政府の 兵 庫 港 改修 計畫 を港灣 調査 會の議 に 上 ぼせ、 

且つ 第 一 期 計 畫に伴 ふ擴張 工事 を も 附議 せんとし つ  >  あ，. > し 際なる を 以て、 市 

長 鹿 島 房 次郞は 市會の 決議に よ. 9 て 政府 當 局と 百方 交 涉を重 ね、 其 結果 新豫算 

は 議會を 通過し、 事業 は大藏 省よ.^ 內務 省の 所管に 移. 9、 大正 八 年度 以降 十ケ 年 

繼續 事業と して 本 港內外 貿易 施設の 完成 を 期す る こと、 なれ....。 其 工費 は總 
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神 戶市史 本 編總魏  四 三 四 

計 二 千 七 百 十萬圓 にして、 其う ち 神 In- 市の 分擔は 一 千 百 萬 圓を算 し、 其 計 畫の大 

要は、 外 國賀易 設備の 擴 張の 爲 め 神 海岸 通 .葺 合 濱邊通 地 先 九 萬 七百餘 坪を埋 

築し、 延長 千 四百 三十 間の 繋船 岸壁 一 本 を 設けて 大小 船舶 十五 隻の繋 泊に 便じ • 

八 百 七十 三 間の 物揚 場を設 くべ く、 又 內國賀 易の 爲 の 設備と して は、 兵 庫 及 神 

海岸 通 地 先 九 萬 一 千 六百餘 坪を埋 築し、 兵 庫 地 先に 延長 百 二十 間 乃至 六 百 間の 

繁船 岸壁 四 本 と、 海 岸 通 地 先に 百 六十 間と 二  kn 九十 間の もの 各 一 本 合計 六本 を 

設 け、 以 て 大小 船舶 二十 二 隻を繋 泊せ しめ、 兵 庫 地 先に は 九 百 三十 五 間の 物揚場 

を 設け、 外に 千 五 百 五十 間の 防波堤と、 外國賀 易. 設備と して 脬船溜 用 防波堤 百 間 

(五 五ノ 

を 築造す る ものな りき。 

m 合方 面の 海面の 埋立は 全面 積 八 萬 三千 坪の 內， 大 正 七 年 旣に七 萬 七 千 五 百 餘坪を 了し 

埋  之に 新 港町と 命名した. 9。 また 鐵道院 の計畫 にか ， る葺合 濱邊通 五丁目 地 先 

舊 加納灣 四千 餘 坪の 埋立 は， 大正 四 年 八月 起工し、 同 五 年 十月に 竣功せ しが、 其以 

東の 數萬 坪の 埋 立に 至 て は、 大 正 九 年末に 後 功すべき 豫定を 以て、 六 年 三月 起 

C 五ヒ) 

ェ せられたり。 其 他葺合 濱邊通 一 丁目に 於て 二 萬 五 千 坪の 土地 を 有し， 一 萬 一 

千餘 坪の 倉庫 を 建設せ る 森 本 合 名會社 は、 鐵道院 小 野 濱驛擴 張 工事の 爲め其 一 


部 を買收 せられ、 海岸との 交通 犬に 不便 を來せ る によ， 9、 同院と 交渉し、 其 埋立豫 

定 坪の 內九百 五十 餘坪埋 立の 承諾 を 得た る を 以て、 竣功 期 をニケ 年と して 出願 

する 所 あり。 市會は 大正 六 年 二月 條件 を附 して 支障な き 旨の 答申 をな せる を 

(五八) 

以て、 遂に 認可と な，.^ ヹ 事に 著 手した，.^。 大正 三年 十二月 葺合 濱邊通 八丁 目地 

先 公有水面 一 萬百餘 坪の 埋立 許可 を 得し 東 神 倉庫 會社 は、 同 四 年 四月に 至. 9、11 

千餘 坪の 追加 出願 をな せし も 許可 を 得す、 前 設計の ま にて 同年 六月 工事に 著 

手し， 大正 六 年 一 月 坪 數少許 を 減じ 六月 後 功した る を 以て、 同町の 濱地五 百餘坪 

(五 九 ：> 

を 之に 合併し、 大正 七 年 小野濱 町と 命名せ h.。 

兵 庫 方面の 葺合 方面に 於け る 埋立は 斯く相 踵いで 著 手 せら れ、 同 方面の 海岸 爲に 舊觀を 

埋 立計畫 

革む る こと 近き にあ， 9 し も， 兵 庫 方面に 在 て は從來 幾多の 出願 多く は 其 目的 

を 達せす、 只 僅に 湊川 改修 會 社が 舊湊 川尻に 於て 若干の 埋 立を爲 せる 外、 二三の 

部分的 埋立 ありし に 過ぎす。 沿岸 賀 易の 設備の 不完全なる は 言 を須ゐ すして- 

海岸 一 帶 整理の 餘地尙 ほ 多 かりき。 此に 於て 合資 會社川 西 商店 は 此の 如くに 

して 將來 益.^ 亂雜を 加 へ ば、 海面 使用の 途 愈.^ 減少す べき を 憂 ひ、 不 整理の 最も 甚し 

と 認めた る 東 出 町 二  丁目 及び 東 川 崎 町 一 帶の 地に 於て 九 千 五 百 坪の 海面 を埋 
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立て， 之に 倉庫 上屋 を 建設して 以て 沿岸 貿易に 便に せんと し， 大 正 五 年 四月 出願 

する 所 あ. -。 次で 同年 十二月 川 西 淸兵衞 外 六十 名の 名 を 以て 船大工 町. 出 在家 

町 間 海面 七 萬 二 千 三百 餘评を 埋立て、 繁船 岸壁 を 設け、 汽船の 繋 泊に 便に し、 防 波 

堤 を 築造して 荷役に 資し、 倉庫 上屋 を 建設せ むと 出願せ. 5。 然れ ども 市 會は兩 

者 共に 當然兵 庫 港 修築の 大計 畫 中に 含まる べき ものな b とて、 縣の 諮問に 對し 

支障 あ， 9 と 答申せ るを以 て， 遂 に 許可 せらる ， に 至ら ざり き。 此 海岸 埋 立と 共 

に 陸地の 擴張 として 溜池の 廢 止せられ 宅地に 變換せ られ しもの 亦 多く、 其坪數 

は 大正 四 年よ b 同 七 年までに 二 萬 坪に 達した. 9。 

新道 開設の 爲 めの 耕地整理 事業に 在 b て は、 暮合 方面 を 最後と し、 市の 東部 茲 

に 全く 完成す るに 至りし が、 西部 にても 大正 三年に 神 III 市 西部 耕地整理 組合 及 

同 北部 耕地整理 組合の 設立 せらる、 あ. 9。 前者 は 長 田. 池 田. 尻 池. 駒 ケ 林. 野 田 方 

面に 於て 後者 は 夢 野 右 井 方面に 於て いづれ も廣大 なる 地域の 整理に 著 手せ. 5。 

其の 本來の 目的と する 所， 純然たる 農作 上の 收穫 を增 加す るに あ. -て、 從來 地主 

によ て 多く 試みられ たる 如き 耕地 を 宅地に 變換 せむ とする ものに あらやと 

雖、 而も 其 道路 を 改良 擴張 或は 新設して 交通 運輸に 便に し、 宅地 を增 加して 間接 


に 市の 發展 に貢獻 せし は 疑 を容れ す。 整理 以後、 賣買 地價の 一 躍して 二十 倍と 

なれる に徵 する も、 明 に 之を證 する を 得べ し。 市會は 請願に 對 し、 大 正 四 年度 以 

後 八 年度 迄に 西部 組合 に 五 萬圓、 北部 組合 に 四千 五 百圓の 事業 補助 を與 ふるこ 

と を 可決せ しが、 後長 田 及 夢 野 にても 將來 住宅地と しての 發 展を豫 察し、 大正 四 

年長 田 耕地整理 組合、 同 五 年 夢 野 耕地整理 組合 を 設立し 工事に 著 手し たれば、 市 

會は其 出願に より、 前者に は 大正 四 年 以降 八 年 迄に 一 萬圓、 後者に は 同 六 年 以降 

(六 三) 

八 年 迄に 九 百 五十 圓を 補助す るの 案 を 可決したり。 

柬 西の 新 市 此の 如く 耕地整理の 進涉 する に 伴 ひ， 從來 の複雜 なる 小字 を 改め 一 括して 町 

街 

名を附 したる もの 甚だ 多 く、 大 正 五年葺 合方 面に 於て 若菜 通七ケ 町、 國 香 通七ケ 

町、 祌若 通七ケ 町、 旗 塚 通七ケ 町、 熊內橋 通七ケ 町、 割 塚 通七ケ 町 、大日 通七ケ 町、 宫本 

通七ケ 町， 坂 口 通七ケ 町、 上 筒井 通七ケ 町、 野 崎 通七ケ 町、 籠 池 通七ケ 町、 中 島 通三ケ 

町、 # 仙 寺 通 三 ケ町を 設けし を 始めと し、 大 正 六 年に は 奥 平野 村に 於て 山 王 町 二 

ケ 町、 石 井村に 於て 千鳥 町四ケ 町、 都 由 乃 町三ケ 町、 石 井町 五ケ 町、 大 同町 五ケ 町、 菊 

• 水 町 一 丁目 乃至 四 丁目、 湊川町  一 丁目 二  丁目と 命名し、 大正 七 年に は 夢 野 村に 於 

て 東 山 町 一 ケ 町， 湊川町 三 丁目 乃至 十 丁目、 菊 水 町 五丁目 乃至 十 丁目、 夢 野 町 四 ケ 
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町， 熊 野 町 五ケ 町、 氷室 町ニケ 町、 鵪越町 一 ケ町 及び 長 田 村に 於て 片山町 五ケ 町， 大 

塚 町九ケ 町. 長 田 町九ケ 町、 宫川町 九 ケ 町、 名 倉 町 三 ケ 町、 西 山 町 四 ケ 町と命名 せ h^。 

其 他 彼此の 分 合に よ b  、交錯せ る 地域 を 整頓した る こと 亦 二三に して 止まら" お "。 

水道 擴張 H  #5. 市の 大事 業た る 水道 擴張 工事 は. 明治 四十 四 年 以降 十二 ケ 年の 繼續 事業 

として 著 手し， 大正 七 年に は 千 の 大水 源 工事 を 始めと して 烏 原 水源 工事 及び 

奧 平 野. 北 野. 熊 內丄 ケ原各 淨水構 場 工事 を も 竣成せ しが 、同年 十二月に 至 b  、諸 種 

の 經濟的 故障に よ..' て、 全部の 完成 期 を 大正 九 年度 末に 延期す るに 至れ 巧 

普通教育の 四 年間に 於け る敎 育の 發達 狀況を 見る に、 市 立 小學^ は 八 校 を 曾して 總數三 

十八と な り、 外 に 私立 學 校のう ち小學 校に 類す る もの 二 校 を 減じて 四 校と なれ 

り。 全市の 學齡兒 量 は 五 萬 三千 九 ぼ 餘 人よ h- 六 萬 九 千 七百餘 人と な り、 就 學 兒 

童 は 五 萬  一二 千 人よ. H ハ萬八 千 七百餘 人と な に卽 ち 就 學步合 は 九 八、 二 五よ. 9 九 

八、 四 八と な b  、市 立 夜 學校は ニを增 して 十九 校と な ，0、 大 正 七 年に は 二 千 四百 餘 

人 を收容 し、 同 年 六 百 人の 卒業 兒童を 出す に 至れ. 9。 

市立 is.^ 校 小學校 以外の 市立 諸學校 は、 大正 六 年 鈴 木よ ねの 寄附 金 を 基本と し、 元 町 四 丁 

目に 乙種 程度の 女子 商業 學校を 開設して 大正 七 年 五 百 人の 生徒 を 收容せ る 外、 


同年 葺合 及び 林 田の ニ實業 補習 學校を 開設し、 前者に 九 百 人、 後 者に 七 百 人の 生 

徒 を收容 せる あ， -。 其 他從來 存在の 甲種 程度 神 港 商業 學校、 高等 女學校 令に よ 

る 高等 女學 校， 實業學 校 令に よる 女子 技 ま學校 及び 葺合技 藝女學 校幷に 補習 學 

校 等 生徒 合計 一 萬 人 を 超えむ とする 勢な り。 


私立 諸學校 大正 四 年 以降 官縣 立學 校の 新に 市內に 開設され しもの 

ぁ て は 大 正 四 年 設 立 せ ら れ し 兵 庫中 學 校 を 始 め と し、 英 

れ たる 各種の 學校 十四 を算 し、 大 正 七 年に は總數 四十 五 校 

千 人の 多き に 達せし が、 市 は 其 等 私立 學 校の 內、 育英 商業 學 

■ 庫女學 校. 神 訓盲院 及 信 成. 平安. 兵 庫 北部. 淸 風の 四 幼稚園 

力 不充分なる ものに 對 し、 總 額 七 千 八 百圓を 補助 し， 私 學 の 

敎育會  尙ほ市 敎育會 は 大正 七 年に は 十五 圑體食 員 約 一 萬 人に 

と、 市 及び 區ょ の 補助金と を 以て、 通俗 敎育 施設 敎 育に 關 

慰勞表 彰、 水 泳 場の 設置 等の 事業 を經營 し、 又 維 誌を發 行 し 

他事 業の 見る べき もの 少しと せ： や。 

學區統 1  以上の 外 敎育上 特筆すべき ものに 學區 統一 の 問題 あ 
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なし。 私立 諸學 校に 

佛語 裁縫 等、 新設 せら 

とな. o、 收容 生徒 約 八 

校. 親和 高等 女 學校. 兵 

の 如 き、 其 由來 古く 資 

發達を 計.^ つ * あり。 

上 り、 經 費 一 萬 五千圓 

する 研究 調 査、 敎 員 の 

，風俗の 改善 を勉 め、 其 

. 此 問題 を 懸案と す 

四 一二 九 
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る 都市 は祌 S' のみなら ざれ ど、 多 く は 積年の 情實に 制せら れ， 容 易に 統 一 を斷行 

する 能 はざる に、 神 11^ 市が 大正 七 年 諸種の 困難 を排 して 本 問題 を 解決した る は- 

(七 0) 

市の 敎育上 一 新 時期 を晝 したる もの にして、 以て 誇 とする に 足れ. o。 

is 市の 新 施設に 係 かる 社會的 事業の 如き 亦 一 言 を 費す の 要 あり。 從來神 11； 市 

の 社會的 施設と て は 殆ど 見る に 足る ものな ぐ、 僅 に衞生 課の 取扱へ る救濟 事務 

あるに 過ぎす。 神 II； 市 會は社 會の進 運に 鑑み， 大正 七 年 十月 救 濟課を 新設して 

諸般の 社會的 施設 を 統轄し、 且つ 硏究 調査に 從 事せ しむべし との 建議案 を 議決 

(七 I ) 

したる も， 當 時 直に 實行 せらる ， に 至ら ざ， 5 き。 然るに 一 方に 於て 歐洲 大戦の 

勃 發以來 、經濟 上 及社會 上に 上述の 如く 莫大の 影響 を 蒙 たれば、 社會的 施設 を 

唱導す る 者 益  <  多く、 就 中 食料 問題の 如き 單に 經濟 上の みならす 市民の 保健に と 

.9 て も 重要なる 問題なる を 以て、 市當局 もこれ が 施設に 關し 夙に 硏究 企圖 する 

所 あり。 大正 七 年 八月の 騷搔以 來-調 節 策を講 する の 必要 愈.^ 迫 ま- 9 し を 以て、 先 

づ 日用品 小賣 市場 幷に 食堂 公設の 議を決 し、 同 年 九月に は 市會の 協贊を 經、 五 萬 

六 千 八 百 餘圆を 公設 食堂 創設 費と し、 內 ^下賜 金 二 萬 六 千 七 百四圓 と內務 省よ 

の割當 ての 寄附 金 八 千 四百 五十 圓とを 以て 基金と なし、 同年 十月 中央 公設 食 


堂 を 開 き、 同 年度 內に尙 ほ 束 西ニケ 所の 食堂 を も 開く を 得て 三ケ 所の 入場 人員 

一 日 三千 人に 上る の 盛 况を呈 せ.. y。 公設市場 は 寄附 金 十二 萬 千 九 百圓と 低利 

借 入れ 資金 十 萬圓を 以て 其 創設 費と し、 同 年 十 一 月 中央 及 東部 公設市場 を 開場 

し、 同年 度內四 ヶ月 間の 賣上高 十八 萬 圓を算 した.. -。 西部 公設市場 は 同年 度內 

に 起工せ し が、 尙 ほ 更に 數ケ所 を增設 して 物價 調節 を 徹底せ しめんと 計畫 しつ 

つ あり。 又 休 戰條約 成立 以後 經濟界 の動搖 によ， 5  二三 會 社の 事業 縮小の 爲に 

失業者 を 出 し、 尙 將來？ E 出の 恐れ あ.^ しによ b  、市 內數ケ 所に 職業 紹介 所 を 公設 

し 以て 是等 失業者の 增 加に 備へ ん とし 計畫 する 所 ありし が、 大正 七 年度 內には 

(七三) 

實 施の 運びに 至ら ざ h- き。 

住宅 問疆と 住宅問題 も 亦 食料 問題と 同じく 社會 政策 上 重大なる 意義 を 有する に 至..^ し 

宅 の 騰貴 

こ と、 神 市に 於て 特に 最も 然り となす。 市の 繁榮殊 に 工業の 偉大なる 發達 は- 

1 時に 多數の 人民 を 神 III 市に 招致し たれば、 大正 七 年の市 人口 五十 九 萬 一 千 三 

百餘 人と な り、 之 を 大正 四 年末に 比して 九 萬 三千 餘人 を增加 し、 大 正 元年 橫濱市 

よ， 0 少 きこと 約 二 萬 四千 人な，.^ し に， 今 や 却. 9 て 彼 を 超 ゆる こと 十五 萬 人と な 

れ" リ 產業 組織の 急激なる 變遷ヹ 業の 勃 興、 賀 易の 發展 等の 爲め、 人口の 都市 集 
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中 は、 大 正 四 年 以降 本邦 を 通す る 一 般的 現象な しと は 云へ. 其增 加の 祌 市の 

如く 甚 しき は 少し。 惟.^ 市內 のみなら す、 近 郊の 人口 も 亦 之に 伴 ひて 著る しき 

異 動 を 見、 西 灘. 西 鄉. 六 甲. 御 影. 住 吉 等の 東 接 町村 は 四 年間に 約 二割 六 步を增 加し， 

西 隣の 須磨町 は 約 四 割 六 步を增 加した h.。 然るに 住宅の 增 加は此 趨勢に 伴 は 

す。 假.^に市內ー1I;平均人ロを四人四步五厘とせ ば、 最 近 四 年間に 於て は 一 ケ 

年 平均 五 千 二百 の增加 ありし に拘 はら す、 實 際 新築 せられし 家屋 は 四千 三百 

ux- に 過ぎざる のみなら す 二  所要 坪數を 十三 坪餘 とせ ば， 玆 に 年々 六 萬 七千餘 

坪 を 要すべき に、 市內に 於て 每年 此の 地域 を 得る こと 甚だ 容易なら す。， 神 m- 市 

の 宅地 價は 大正 二 年 全市 率 均地價 一 坪 二十 六圆 な.^ しが、 大正 七 年に は 平均 七 

十 一 圓十 餞と な . ^、市 の 目 貫た る 元 居留地 及 海岸 通 一 等 地の 如きに 至. 0 て は、 明 

治 四十 二 年よ，^ 大正 四 年まで 坪百圓 なりし が、 大正 六 年に は 一 躍 三百 五十 面と 

な b 、七 年に は 更に 躍進して 七百圓 となれ b。 其 他榮町 通. 元 町 通に 於て 大正 四 

年よ 同 七 年まで に 約 三倍と なに 石 井町の 二倍 六步、 脇 溶 町の 二倍と なれる、 皆 

騰貴の 著る しきものな hv。 此の 如き 騰貴 は 市況の 繁昌に よる こと 勿論なる も. 

神 m' 市の 地域に 限 ある こと 亦 主要なる 原因 をな す ものにして、 I 方に は 海面 


市內 通 状 

況 


も 

め 


沼の 埋立、 耕地の 整理 等 ある も、 他面に 工場の 建 設， 道 路の慵 張 等 之と 相殺す る 

の 多き を 以て、 宅地 及び 住宅の 不足 は 愈  <甚 し く、 家 賃も從 ひて 戰 前に 比し 數倍 


ま 

も 


0 貴 を- 

急務 と 

たりし 

人口の 

月葺合 

でに 第 „ 

線 急速 一 

に 添 ふ 一 

屢. -會社 一 

一 日 よ 一 

期 線た 

ら れ、 二 

大正 四 一 


見、 住 宅 問題 は 眞 

して 公設 長屋 を 

も、 大正 七 年末迄 

增 加は忽 にして 

春 日 野 道. 兵 庫 西 

一 期 線 七 哩の敷 

開通の 必要 を感 

(七 八) 

能 はや。 愛に 於 

と 折 街を累 ね、 遂 

.9 市の 事業と し 

る 山手 線. 兵庫迂 

ケ 年間に 其 敷設 

年の 一 日 平均 六 
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に 市民の 生活 を 脅威す るに 至れ，...。 されば 市 は 刻下 

建設して 住宅の 不足 を 緩和 せんと し、 著 々其 計 畫を進 

(七 五) 

に は 實施を 見る に 至らす。 

交通 機關に 影響せ..^。 市 內電氣 鐵道は 明治 四十 三年 

柳 原 間の 開通 以來 漸次に 其 工事 を 進め、 大正 二 年 九月 

設を後 成せし が、 爾來乘 客の 非常なる 增 加の 爲め、 第二 

じたり と 雖、 神 li^ 電氣會 社 は 其 起工 を 遷延 し、 市 民の 要 

て 夙に 市街 電氣鐵 道 買 收の意 ありし 市 は、 大 正 五年以 

に 二 千百餘 萬 一圓 にて 買收 する こ  と、 なり ナ 正 上 Z 年 パ 

て 電氣鐵 道 及び 電燈 電力 等 を經營 する こと 、 なり、 第 

囘線等 延長 約 七哩の 敷設 も、 大正 八 年度の 豫算に 計上 

を 完成す る豫定 となれ り。 然れ ども 一 方に 於て 乘客 

萬 七 千 三百 餘 人よ b 增 加して 大正 六 年に 平均 十 一 萬 

四 四 三 
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六百餘 人と な， -、 大正 七 年に は 更に 增 加して 十六 萬 四千 餘 人に 上り、 鐵道 旅客 は 

大正 四 年の 一 日卒均 一 萬 二百 餘 人よ.^ 大正 七 年の 一 萬 七 千 三百 餘 人となり， 兵 

庫 電氣軌 道. 阪 神 電氣鐵 道 等 亦 いづれ も 非常なる 增加を 示し たれ ば、 交 通の 困難 

(七 九- 

依然たり。 大正 七 年 全線 一 齊に 起工せ る 阪神 急行 電鐵會 社 が、 大 正 八 年 一月 其 

出 發點を 市外 原 田 村よ b 市 內三宮 町 三 丁目 に 移し、 生 田 川 以西 は 之 を 地下線と 

なし、 以て 市 內乘入 方 を 出願せ る、 亦市內 交通の 狀况に 鑑み、 其 混 雜を救 はむ との 

(八 0) 

計畫に 出で しもの なり。 

大典^！^祝會 大正 四年卽 位の 大典 擧 行と 定まる や、 六月 市會は 奏祝會 準備 委員 二十 一 名 を 

選舉 し、 七月 其 第 一 囘 委員 會を 開き、 神 田 兵 右衛門 を 委員長と して 評議の 末、 神 

商業 會議 所よ b 十二 名 • 神 實業 協會ょ b  二十 一 名の 委員 を選擧 せしめ、 合議し 

て 奉祝 方法 を定 むる こと、 し、 同月 市役所に 委員の 總會 ：r」 開き、 十八 名の 奉祝 方 

法 原案 起草 委員 を 設け た れ ば、 起草 凌 員 は 其 後 數囘會 合の 結果、 委員. 市會 議員. 市 

參事會 員 等 悉く 是が發 起 人となりて 舉祝會 を 組織し、 會長 一 名、 副 會長三 名、 理事 

十 名 を 置き 、必要 あ る 時は會 長の 囑託 による 評議員 若干 名を設 くる こと、 し、 市 

內 官民 有志の 入 會を勸 誘 し、 奉 祝 方法と して は 各 芦に 一 定の國 旗 提灯 を揭 げ、 幔 


大典 萍賀式 


献納 = 

祝 食， 


暴 


幕 を 所持の 者に は 之 を 張らし め、 其 

に 注意 を與 へ、 花電車の 運 轉方を 交 

のに は 相當の 便宜 を 計 

灯 を 街頭に 揭 げ、 市 民 は 氏 


行す 

は 祭 

こ と 

出す 

斯 

正廳 

以 て 

に 出 

尙 

臺、 皇 

に 出 

市 は 

て 之 


る も 

禮提 

等 を 

る - } 

く て 

に 參 

賀表 

頭捧 

ほ 神 

后宮 

頭 其 

十 日 


定 め、 八月 委員 總會は 之 を 

と/ 1 せ， 9 

卽位 式の 

集して 天 
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第 十二 章 五十 年間 神 戶市發 達の 槪觀 

H 本の 歷史 兵 庫の 開港 せられて 以來 大正 七 年に 至る まで、 年 處を經 る こと 玆に 五十。 其 

と神戶 

間に 於け る 神 11^ 市の 發達 叙し 來れ ば實に 上の-^ きもの あり。 其 今日の 隆盛 を 

見 る を 得 し は， 瀨 戸內海 形勝の 地位 を 占め、 歷 史的 貿易港た る 兵 庫 を 基礎と せる 

に 因る と は 云 へ、 國 運の 躍進 主として 爱に 至らし めしもの にし て、 五 十 年 前の 往 

時、 誰 か 今日の 神 11^ を 想像し 得た る 者 あらむ。 惟り 其發 達に 於て 本邦 諸 都市 を 

凌駕す るの みなら や、 倫 を 東洋 諸 港に 絕 する は、 これ 明治 以後 橫 溢して 當る ベ か 

ら ざる 國 民の 生氣の 商工業に 向 ひし も の、 ま として 神 11^ を 以て 其吞 吐の 咽喉と 

なせし による。 之 を 要するに 神 11^ の繁榮 は卽ち 日本 國 力の 伸張な h -。 祌 は 

日本の 盛衰 を徵 すべ き 指針な り。 

明治 初年の 今飜 て此 五十 年の 歷史 を囘 顧す る に、 其 發達歲 々固よ.^ 一  樣 なら t 時 に 屬.. 

神 曰 と 兵 庫 

汚隆 あり。 開港 以後 西南 戰举を 了る 迄の 十有餘 年間 は、 新 市街の 計 畫、 港 灣の改 

良 等の 土木に 忙 はし く、 街 衢の體 俄に 改ま..^、 變遷甚 急な り。 新舊兩 部卽神 と 

兵 庫との 間 は、 輙.、 も すれば 相 融和せ す。 先覺 として 市民 を 指導す るに 至 て は- 
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西南 役 後の 

00 
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兵 庫 其 人に 乏しから ざり しと 雖， 市 街の 繁榮に 於て 漸く 神 に 一 歸を輸 する の 

傾. M は 旣に此 期に 兆せ. -。 

西南 戦役の 終了と 共に 、神 港 は 創業 時代の？^ 沌を 過ぎて 漸く 整理の 時代に 

入 る。 兵 寧 神 lil の 二部 は 神 III 區 なる 名稱 によ b て 統一 せら れ、 以 て 後日の 市制 

實 施の 基 を 成し， 戰爭 後一 たび衰 へし 貿易 は 明治 十四 五 年頃よ..^ して 其 勢を囘 

復し、 商業の 發達は 會議所 設立の 必要 を 威せ しむる に 至. 0 , 入口の 增加率 亦此顷 

よ，^ して ffi に 加 はれり。 衣食 漸く 足りし 市民 は 眼 を 精 祌界の 進歩に 注ぐ の餘 

裕 を 生 じ、 由 りて 以て 敎育 上の 施設に 改良 を 見し こと 少 から や。 舯 III の 此の 如 

き 發 達 は、 當 時 口 本 を 風靡せ し歐化 主義の 風潮に 負 ふ所少 から ざ...' しなら む も， 

主として は 其 地理 上の 位置と 本邦 國 力の 增 進と による もの なれ ば、 明 治 二十 一 

二 年頃 保守主義の 勃興と 共に 一時 貿易の 頓挫 ありし に拘 はら t 幾 ならす して 

0 態 に 復 し、 市 制の 施行 は大に 市の 面目 を 改めた. 9 と 云 ふ に は あらざる も， 以 て 

人心 を 新に する に 足 り、 葺 合. 荒 田 諸 村の 倂合 による 市の 擴張 は、 鐵 道 其 他 交通 機 

關の發 達と 相俟 ちて 工業都市 として 神 ITl の爲 めに 新生面 を拓 けり。 而 して 此 

進 運 は 日淸戰 ハラ の影饗 によ. 0 て 更に 助長 せらる。 


n 洁役 後の 日 淸戰爭 によりて 現 はれし 盛？^ は、 一 たび は 反動 を 免れ やし て、 賀 易 は 明治 三 

十一 二 年の 交に 於て 不振に 陷れ り。 これ 蓋し 古來戰 後に 免れざる 現象な と 

す。 故に 明治 三十 三年 以後 漸次に 好況 加 は， -、 以て 日露 戦役に 至れ. -。 而 して 

市の 大事 業の 多く は 此兩戰 役の 間に 成 り、 若 く は 其 端を發 せる ものにして、 

水道の 敷 設、 兵 庫 蓮 河の 開 m  、阪 神 電氣鐡 道の 開通 等、 比 々して 然 ら ざ る は な く、 就 

中 市の 面目 を 一 新せ る こと 顯 著なる を湊 川附替 工事の 歧成 となす。 兵 庫. 神 0. 

の 隔壁 愛に 於て 全く 除去 せられた...。 

B 露 役 後の 日露 戰 役に 接して 明治 三十 九 年 及び 其 翌年に 現 はれた る 神 1!^ の 盛況 は、 固 よ 

進 運 

り 戦後の 一 時的狀 態に 過ぎす と雖、 多年 

其 起工 を 見る に 至りし は、 實 に此戰 役の 

ら やして 息 み、 四 十二 三年に 至りて 全く 

ら すと 雖 、世界大戦の 破裂せ る 大正 三年 

の 增加は 言 を俟 たす。 交通 機關 は 愈.^ 整 

機關亦 大に備 はれ. -。 戰役前 林 田. 湊. 池 

は、 耕地整理 及び 埋立 によ-' て 更に 其 利 
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の 懸案たり し 神 1^ 築港の 第 一 期ェ 事 愈 < 

餘響 なり。 而 して 戰 後の 恐慌 も 久し か 

囘 復 し、 爾 後年に より 緩急の 差な きに あ 

に 至る まで 間斷 なく 發達 を續 け， 賀 易 額 

備 し、 水 道の 擴張 工事 は 著 手 せら れ、 市 政 

田 諸 村の 倂合 によ 境域 を擴 張せ し 市 

用地 積 を 加へ たり。 

四 五 五 
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世界大戦と 若し 夫れ 世界大戦の 神 戸市に 影響せ る 所に 至 b て は、 これ 尙ほ 市民の 記 臆に 

祌 -户 

新なる 所。 大 正 五 年 以 後 の 貿 易 の 激 增 に 伴 ひ、海 運 の 大 を 致 せ し は 言 を俟た 

す。 市 の 內 外 に 於 け る 新 ^£5- 業 の 勃 與 夥 し く， 大 正 六 年の 手形 交換 高の 前年に 比 

し 殆ど 二倍 弱と なれる は、 商 業 取引の 空前の 盛；^ を 語 . ^、同 年の市 歲 出入が 一 躍 

して 前年の 四 倍と なれる は、 以 て 市民 の 殷富 遽 か に 加 は れ る を 示 せ .=^。 第； 期 

築港 工事 將に 完成せ むとして 第二 期の 計畫 新に 起こり、 久しく 等 閣に附 せられ 

し 兵 庫 港の 修築 企てられ、 市內電 氣鐵道 第二 期 敷設の 案 成り、 市を縱 13； する 鐵道 

を 高架線に 改 むべ き 議 は 定 ま ，5、 市 區 改正の 調査 亦 著 手せられ たり。 此 等の 諸 

計畫 にして 憲く實 施せられ む曉に は、 神 芦 市の 面目 更に 一 新すべき こ と、 蓋 し 吾 

人の 想像に 餘る 所な..^。 

將來 の祌戶 然り と雖 過去の 神 1!^ は 之 を 要するに 輸入港 な -9。 貿易 額に 於て 本邦 諸 港に 

冠たる も， 其 輸出 は 遂に 輸入に 及ばす。 此點に 於て 橫濱と 大に其 趣 を 異にする 

もの あり。 此の 如き は 本邦 產 業の 事情 之を然 らしむ る ものにし て. 神 芦 市の 力 

のみに て 之 を 奈何と もし 難き 所な りと 云 へ ど、 若 し 將來に 於て 神 6, 港の 貿易に 

頓挫な く、 退 步 な く、 而 かも 出入に 偏重な きに 至らむ か、 之れ 卽ち 本邦の 産業に 大 


なる 變 動の ある ベ き 時に して、 其 神 に 及ぼす ベ き 影響 亦 蓋し 少.. ^にあら さる 

ベ く、 啻に 貿易港と して の みならす、 大都市と しての 神 戸の 精神的 狀態 は、 其 物質 

的 方面の 發 達と： H ハ に、 人 をして 刮目せ しむる に 足る もの あらむ。 <r 玆 に 市史の 

梗旣を 叙し 終る に 臨み、 國 家の 隆運と 伴 ふべき mlj:^ 市の 將來に 望を屬 する こと、 

凰 (に 切なる ものな くん は あらす 
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